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このたび、2011（平成 23）年度の「福岡県立大学・学生による授業評価報告書」が、発


行されました。この調査の実施・集計および刊行にあたられた、ＦＤ部会はじめ関係者各


位のご尽力に対し深く感謝申し上げます。 


本調査報告は、平成 23 年度の前期および後期に２学部で開講された 523 科目のうちの


503 科目（96.0％）にわたる、のべ 18967 名の学生からの 24 の質問項目についての 4 段


階評価による回答結果を集計したものです。集計結果の分析は、回答した学生の属性によ


るものが主となっており、授業科目ごとのデータなどは公表されていませんが、昨年度の


同一内容の調査への回答結果と比較して、改善した項目もみられる由であり、これはＦＤ


による授業改善の努力効果とみなすこともできましょう。本調査の回答形式が、「どちらと


もいえない」等の留保回答を含まない 4 段階評価方式であるためもあってか、全体を通じ


ておおむね肯定的な評価の回答が大多数に見られることは喜ばしいことです。しかし気に


なる点では、散見される多少ネガティブな回答比率が高い項目として、 


「10．この授業は、質問や意見を述べやすかった」、 


「13．この授業は学生の理解度や習熟度を確認しながら行われていた」、 


「14．教員は授業時間外の学習に役立つ資料や課題、練習方法を示していた」、 


「17．私は授業を受けるにあたって、シラバス・授業科目概要を活用した」、 


「18．私はこの授業の学習目標をわかった上で授業を受けた」、 


「22．私は授業時間外に、この授業に関する学習や練習に取り組んだ」、などが挙げら


れます。これらの質問項目は、いずれも授業を受けるにあたって学生の主体的、積極的な


能動的授業参加を前提とするものです。本学学生の真面目な受講態度の反面として、より


積極的な自主的修学姿勢への習慣づくりが不足していることを示すものかもしれません。 


このことは、ＦＤにおいて教員側の授業準備や内容・教授技能などの改善だけで対処で


きるものではなく、学生の修学態度を如何に前向きに向上させるかが、今後の検討すべき


課題として挙げられるかもしれません。一方、それらの項目について学生属性別分類の回


答傾向などを見ますと、おぼろげながら、ある一定の傾向などが浮かび上がっているよう


にも思われます。 


本報告書は、ＦＤ部会の事業活動として多大な時間と労力を費やしておこなわれた、貴


重な調査活動の成果ですから、本学における教育改革を検討する際の基礎的なデータ資料


として今後有効に活用され、また日々の授業改善に資することを願っています。 


  







                           ２０１２年(平成２４年)３月 
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Ⅰ 調査の目的 


この報告書は、2010 年度に福岡県立大学で開講された授業について学生による授業アンケートの


報告書である。全学の授業評価を明らかにするとともに、教員の授業改善に役立てることを目的と


する。 


 


II 調査の方法 


 


１．調査対象科目・学生 


 2011 年度に人間社会学部と看護学部において開講された 523 科目のうち、回収された授業科目は、


503 科目（のべ 18967 名）であった。学部における回収された授業科目の１科目あたりの人数の平


均と標準偏差は 37.7±32.8 人で、最小値 1 人、最大値 190 人であった。 


 


２．調査時期 


 前期科目は 2011 年７月、後期科目は 2012 年１月に実施。また一部の科目（集中講義など）につ


いては、講義が終了次第実施した。 


 


３．調査手続 


 調査はマークシートによるアンケート形式で、原則として各学期の 14 回目の授業中の約 10 分間


を使って行われた。授業担当教員が大学事務局で調査票の入った封筒を受け取り、同封のマニュア


ルにしたがって、授業科目コードを板書し、調査票を配布。回収担当の学生を１～２名指名し、回


収用の封筒に封入を依頼した。学生の記入中、教員は教室の外に出るなどして、学生から一定の距


離を取るようにつとめた。回収後、教員は担当学生から封入された回収調査票を受け取り、事務局


の回収箱に入れた。このようにして、学生の


記入内容が当事者の教員に漏れる不安を取り


除いて調査を実施した。 


 


調査内容：2011 年度調査にあたっては、2010


年度調査で、それ以前に使用されていた調査


票の一部を修正した（公共社会学科と社会学


科を一つの所属に統合）。 


 調査票は、右にあるように質問項目とマーク


欄を１ページに納めたマークシートである。


質問項目は、「受講科目（科目コード）」、「所


属」、「学年」、「性別」で学生の属性をたずね、


回答の選択肢は「そう思う」「どちらかといえ


ばそう思う」「どちらかといえばそう思わな


い」「そう思わない」の４件法に加えて「回答


できない・あてはまらない」を設けた。最後


に授業に対する意見として「良いと思う点や


改善したら良いとおもう点」などを自由記述


で必ず書いてもらうようにした。質問項目の


詳細は以下の通りである。 
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４．質問項目 


 


「この授業について意見を聴かせてください」 


 


１．この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった 


２．シラバス・授業科目概要や、最初の授業で成績評価方法は明示されていた 


３．教員の話し方は聞き取りやすかった 


４．教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった 


５．授業のすすめかたは、授業の内容を理解するのに適切な速さだった。 


６．板書、スライド、教科書、資料など、授業で示されたものは学習に役立った 


７．教員の指導やアドバイスのタイミングはよかった （実技、実習･演習項目） 


８．教員の指導やアドバイスの内容は役立った  （実技、実習･演習項目） 


９．授業中に行う課題やグループ学習は授業の理解に役立った 


10．この授業は、質問や意見を述べやすかった 


11．教員は学生の質問や意見に対応していた 


12．この授業は、予定された時間内（開始時刻と終了時刻）で行われていた 


13．この授業は、学生の理解度や習熟度を確認しながら行われていた 


14．教員は授業時間外の学習に役立つ資料や課題、練習方法を示していた 


15．この授業を受けて前よりも知識やスキルが増えた 


16．この授業は、総合的に満足できるものであった 


 


「あなたの授業への取り組みについて聴かせてください」 


 


17．私は授業を受けるにあたって、シラバス・授業科目概要を活用した  


18．私はこの授業の学習目標をわかったうえで授業を受けた 


19．私はこの授業に熱心に取り組んだ 


20．私はこの授業中に、授業に関係のないことはしなかった 


21．私はこの授業中、他人の居眠り、私語、メールなどが気になった                    


22．私は授業時間外に、この授業に関する学習や練習に取り組んだ 


23．私はこの授業の学習の到達目標を達成できた 


24．私はこの実習・演習で、講義で学んだ知識と実践の関連がよくわかった   (実習･演習項目)  


 


自由記述  


 


・下の記述欄には、あなたの意見を必ず書いてください 


・この授業について、良いと思う点や、改善したら良いと思う点などを自由に記述してください。 


 


５.分析手続 


 


各質問項目に対する４段階評価を「そう思わない」の１点から、「そう思う」の４点まで点数化し、


学年、学科、性別、年代によってどのように異なるかを求めた。なお、今回の評価のように数万人


規模のデータでは、わずか１％以下のパーセンテージの違いであっても有意差が出てしまうため、


統計的な分析結果については含めないことにした。 
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所属 


 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


看護学科 6343 33.9  34.0 34.0 


社会福祉学科 3865 20.7  20.7 54.7 


公共社会学科・社会学科 4168 22.3  22.3 77.0 


人間形成学科 4289 22.9  23.0 100.0 


合計 18665 99.9  100.0 


研究生・聴講生・科目等履修生 25 0.1  


総計 18690 100.0  


 


 


学年 


 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


1 年 7413 39.4  39.5 39.5 


2 年 5903 31.4  31.4 70.9 


3 年 4303 22.9  22.9 93.9 


4 年 1152 6.1  6.1 100.0 


合計 18771 99.8  100.0 


その他（学部） 37 0.2  


総計 18808 100.0  


 


 


性別 


 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


男性 3049 16.5 16.5 16.5 


女性 15427 83.5 83.5 100.0 


合計 18476 100.0 100.0 
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Ⅲ．単純集計結果 


 


１． この授業は、シラバス・授業評価概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8631 45.5  46.9 46.9 


どちらかといえばそう思う 8966 47.3  48.8 95.7 


どちらかといえばそう思わない 622 3.3  3.4 99.1 


そう思わない 167 0.9  0.9 100.0 


合計 18386 97.0  100.0 


回答できないあてはまらない 568 3.0  


総計 18954 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 92.8%であり、概ねシラバス等にそった授


業が行われていた。 


 


 


２． シラバス・授業科目概要や、最初の授業での成績評価方法は明示されていた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8934 47.1  48.2 48.2 


どちらかといえばそう思う 8704 45.9  46.9 95.1 


どちらかといえばそう思わない 774 4.1  4.2 99.3 


そう思わない 139 0.7  0.7 100.0 


合計 18551 97.9  100.0 


回答できないあてはまらない 404 2.1  


総計 18955 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 93.0%であり、成績評価方法は概ねシラバ


ス等を通じて学生に明示されていた。 


 


 


３． 教員の話し方は聞き取りやすかった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 9345 49.3  49.4 49.4 


どちらかといえばそう思う 7824 41.3  41.4 90.8 


どちらかといえばそう思わない 1380 7.3  7.3 98.0 


そう思わない 370 2.0  2.0 100.0 


合計 18919 99.9  100.0 


回答できないあてはまらない 28 0.1  


総計 18947 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 90.6%であり、学生が聞き取りやすいと評


価する授業が大部分であった。 
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４． 教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8691 45.9  45.9 45.9 


どちらかといえばそう思う 8001 42.2  42.3 88.2 


どちらかといえばそう思わない 1717 9.1  9.1 97.3 


そう思わない 509 2.7  2.7 100.0 


合計 18918 99.8  100.0 


回答できないあてはまらない 31 0.2  


総計 18949 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 88.1%であり、教員の指示や説明をわかり


やすいと評価する回答が大多数を占めていた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思


わない」が 11.8%あったことは、まだ改善の余地がある。 


 


 


５． 授業の進め方は、授業の内容を理解するのに適切な速さだった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8590 45.3  45.5 45.5 


どちらかといえばそう思う 8524 45.0  45.2 90.7 


どちらかといえばそう思わない 1425 7.5  7.6 98.3 


そう思わない 327 1.7  1.7 100.0 


合計 18866 99.6  100.0 


回答できないあてはまらない 82 0.4  


総計 18948 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 90.3%であり、授業が適切な速さで進めら


れたと評価する回答が大多数を占めていた。 


 


 


６． 板書、スライド、教科書、資料など、授業で示されたものは学習に役立った 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8928 47.1  47.8 47.8 


どちらかといえばそう思う 8329 44.0  44.6 92.5 


どちらかといえばそう思わない 1128 6.0  6.0 98.5 


そう思わない 275 1.5  1.5 100.0 


合計 18660 98.5  100.0 


回答できないあてはまらない 276 1.5  


総計 18936 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 91.1%であり、授業で示されたものが学習


に役立ったと評価する回答が多かった。 
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７． 教員の指導やアドバイスのタイミングはよかった（実技・実習・演習項目） 


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 62.6％であった。「回答できないあてはま


らない」が 31.0%あることに注意が必要である。学生にとって回答しにくい質問あるいは質問票だ


ったかもしれない。 


 


 


８． 教員の指導やアドバイスの内容は役立った（実技・実習・演習項目） 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 5803 32.8  47.4 47.4 


どちらかといえばそう思う 5469 30.9  44.7 92.2 


どちらかといえばそう思わない 765 4.3  6.3 98.4 


そう思わない 193 1.1  1.6 100.0 


合計 12230 69.0  100.0 


回答できないあてはまらない 5484 31.0  


総計 17714 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 63.7％であった。「回答できないあてはま


らない」が 31.0%あったことに注意が必要である。設問 7 同様、今後の課題である。 


 


 


９． 授業中に行う課題やグループ学習は授業の理解に役立った 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 7531 39.9  46.1 46.1 


どちらかといえばそう思う 7388 39.1  45.2 91.4 


どちらかといえばそう思わない 1127 6.0  6.9 98.3 


そう思わない 284 1.5  1.7 100.0 


合計 16330 86.5  100.0 


回答できないあてはまらない 2553 13.5  


総計 18883 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 79.0％であり、授業中に行う課題やグル


ープ学習は多くの学生の授業の理解に役立っていた。ただし、「回答できないあてはまらない」が


13.5%あったことに注意が必要である。 


 


 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 5463 30.9  44.8 44.8 


どちらかといえばそう思う 5610 31.7  46.0 90.8 


どちらかといえばそう思わない 913 5.2  7.5 98.2 


そう思わない 215 1.2  1.8 100.0 


合計 12201 69.0  100.0 


回答できないあてはまらない 5471 31.0  


総計 17672 100.0  
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１０． この授業は、質問や意見を述べやすかった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 7042 37.2  38.2 38.2 


どちらかといえばそう思う 7853 41.5  42.6 80.7 


どちらかといえばそう思わない 2680 14.1  14.5 95.2 


そう思わない 878 4.6  4.8 100.0 


合計 18453 97.4  100.0 


回答できないあてはまらない 492 2.6  


総計 18945 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 78.7％であり、質問や意見を述べやすい


と評価する回答が多数を占めていた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」


が 18.7%あったことは、まだ改善の余地がある。 


 


 


１１． 教員は学生の質問や意見に対応していた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8265 43.6  44.9 44.9 


どちらかといえばそう思う 7868 41.5  42.7 87.6 


どちらかといえばそう思わない 1735 9.2  9.4 97.1 


そう思わない 542 2.9  2.9 100.0 


合計 18410 97.2  100.0 


回答できないあてはまらない 527 2.8  


総計 18937 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 85.1％であり、教員が学生の質問や意見


に対応していたと評価する回答が大多数を占めていた。ただし、「どちらかといえばそう思わない」


「そう思わない」が 12.1％あることは、まだ改善の余地がある。 


 


 


１２． この授業は予定された時間内（開始時刻と終了時刻）で行われていた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 10228 54.0  55.0 55.0 


どちらかといえばそう思う 6829 36.1  36.7 91.7 


どちらかといえばそう思わない 1075 5.7  5.8 97.5 


そう思わない 474 2.5  2.5 100.0 


合計 18606 98.3  100.0 


回答できないあてはまらない 322 1.7  


総計 18928 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 90.1%であり、ほとんどの授業が予定され


た時間内で行われていた。 
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１３． この授業は学生の理解度や習熟度を確認しながら行われていた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 6989 36.9  37.4 37.4 


どちらかといえばそう思う 8758 46.3  46.9 84.3 


どちらかといえばそう思わない 2309 12.2  12.4 96.6 


そう思わない 631 3.3  3.4 100.0 


合計 18687 98.7  100.0 


回答できないあてはまらない 241 1.3  


総計 18928 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 83.2%であり、学生の理解度習熟度を確認


しながら行われていたと評価する回答が大多数を占めていた。しかし、「どちらかといえばそう思わ


ない」「そう思わない」が 15.5%あったことは、まだ改善の余地がある。 


 


 


１４． 教員は授業時間外の学習に役立つ資料や課題、練習方法を示していた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 6852 36.3  37.2 37.2 


どちらかといえばそう思う 8723 46.2  47.4 84.6 


どちらかといえばそう思わない 2225 11.8  12.1 96.7 


そう思わない 616 3.3  3.3 100.0 


合計 18416 97.6  100.0 


回答できないあてはまらない 458 2.4  


総計 18874 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 82.5%であり、授業時間外の学習に役立つ


資料や課題、練習方法を示していたと評価する回答が大多数を占めていた。しかし、「どちらかとい


えばそう思わない」「そう思わない」が 15.1%あったことは、まだ改善の余地がある。 


 


 


１５． この授業を受けて前よりも知識やスキルが増えた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 9417 49.7  49.8 49.8 


どちらかといえばそう思う 8322 43.9  44.0 93.9 


どちらかといえばそう思わない 893 4.7  4.7 98.6 


そう思わない 261 1.4  1.4 100.0 


合計 18893 99.8  100.0 


回答できないあてはまらない 46 0.2  


総計 18939 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 93.6%であり、授業を受けて知識やスキル


が増えたと評価する回答が大多数を占めていた。 
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１６． この授業は総合的に満足できるものであった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8952 47.3  47.5 47.5 


どちらかといえばそう思う 8306 43.9  44.0 91.5 


どちらかといえばそう思わない 1243 6.6  6.6 98.1 


そう思わない 365 1.9  1.9 100.0 


合計 18866 99.7  100.0 


回答できないあてはまらない 63 0.3  


総計 18929 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 91.2%であり、総合的に満足できると評価


する授業が大部分であった。 


 


 


１７． 私は授業を受けるにあたって、シラバス･授業科目概要を活用した 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 5512 29.1  29.6 29.6 


どちらかといえばそう思う 8414 44.4  45.2 74.8 


どちらかといえばそう思わない 3079 16.3  16.5 91.4 


そう思わない 1609 8.5  8.6 100.0 


合計 18614 98.3  100.0 


回答できないあてはまらない 319 1.7  


総計 18933 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 73.5%であり、多数の学生がシラバス等を


活用していた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」が 24.8%あり、全体の


約 4 分の 1 の学生はシラバス等の活用していなかった。 


 


 


１８． 私はこの授業の学習目標をわかった上で授業を受けた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 5924 31.3  31.6 31.6 


どちらかといえばそう思う 9977 52.7  53.2 84.8 


どちらかといえばそう思わない 2252 11.9  12.0 96.8 


そう思わない 593 3.1  3.2 100.0 


合計 18746 99.0  100.0 


回答できないあてはまらない 187 1.0  


総計 18933 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 84.0%であり、大多数の学生が学習目標を


わかった上で授業を受けていた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」が 15.0%


あり、一部の学生の学習目標の理解は十分でなかった。 
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１９． 私はこの授業に熱心に取り組んだ 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 7872 41.6  41.7 41.7 


どちらかといえばそう思う 9238 48.8  48.9 90.6 


どちらかといえばそう思わない 1551 8.2  8.2 98.8 


そう思わない 225 1.2  1.2 100.0 


合計 18886 99.8  100.0 


回答できないあてはまらない 43 0.2  


総計 18929 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 90.4％であり、ほとんどの学生が熱心に


取り組んでいた。 


 


 


２０． 私はこの授業中に授業に関係のないことはしなかった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 8630 45.7  45.8 45.8 


どちらかといえばそう思う 8014 42.4  42.5 88.3 


どちらかといえばそう思わない 1761 9.3  9.3 97.6 


そう思わない 446 2.4  2.4 100.0 


合計 18851 99.7  100.0 


回答できないあてはまらない 52 0.3  


総計 18903 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 88.1%であった。しかし、「どちらかとい


えばそう思わない」「そう思わない」が 11.7%あったことは、授業に集中していない学生が少なくな


かった。 


 


 


２１． 私は授業中、他人の居眠り、私語、メールなどが気になった 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 1206 6.4  6.5 6.5 


どちらかといえばそう思う 2845 15.1  15.4 21.9 


どちらかといえばそう思わない 4926 26.1  26.6 48.4 


そう思わない 9554 50.5  51.6 100.0 


合計 18531 98.0  100.0 


回答できないあてはまらない 371 2.0  


総計 18902 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 21.5%であり、他人の居眠り、私語、メー


ルなどが気になっている学生が少なくなかった。 
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２２． 私は授業時間外に、この授業に関する学習や練習に取り組んだ 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 5640 29.9  30.2 30.2 


どちらかといえばそう思う 8504 45.0  45.5 75.7 


どちらかといえばそう思わない 3324 17.6  17.8 93.4 


そう思わない 1227 6.5  6.6 100.0 


合計 18695 99.0  100.0 


回答できないあてはまらない 182 1.0  


総計 18877 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 74.9%であり、多数の学生が授業時間外に、


この授業に関する学習や練習に取り組んでいた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう


思わない」が 24.1%であったことは、授業時間外に取り組まなかった学生も少なくなかった。 


 


 


２３． 私はこの授業の学習の到達目標を達成できた 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 4973 26.3  26.8 26.8 


どちらかといえばそう思う 10866 57.4  58.6 85.5 


どちらかといえばそう思わない 2356 12.5  12.7 98.2 


そう思わない 333 1.8  1.8 100.0 


合計 18528 97.9  100.0 


回答できないあてはまらない 388 2.1  


総計 18916 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 83.7%であり、大多数の学生が学習の到達


目標を達成していた。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」が 14.3%であっ


たことは、学習の到達目標を達成できていない学生も少なくなかった。 


 


 


２４． 私はこの実習・演習で、講義で学んだ知識と実践の関連がよくわかった(実習・演習項目) 


度数 ％ 有効％ 累積％ 


そう思う 4964 27.9  38.1 38.1 


どちらかといえばそう思う 6902 38.7  53.0 91.1 


どちらかといえばそう思わない 959 5.4  7.4 98.5 


そう思わない 195 1.1  1.5 100.0 


合計 13020 73.1  100.0 


回答できないあてはまらない 4793 26.9  


総計 17813 100.0  


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせると 66.6%であった。「回答できないあてはま


らない」が 26.9%あることに注意が必要である。学生にとって回答しにくい質問あるいは質問票だ


ったかもしれない。 
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Ⅳ 属性別集計 
 


  この章では、授業評価を行った学生の所属・学年・性別を属性として、各質問項目の属性別ク


ロス集計結果について検討する。クロス表は学科別、学年別、男女別の各設問に対する回答分布の


表である。各表はχ2検定（有意水準 0.1％未満）を行ったが、データ数が全数で数万の規模となる


ため、ほとんどの表で有意差が出てしまい、比較が困難になる。このため、行または列のパーセン


トで比較し、５％以上の差がある場合に注目して記述を行った。 


 


１． この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2970 3096 171 30 58 6325 


％ 47.0 48.9 2.7 0.5 0.9 100.0 


公共社会・社会 
度数 1725 1839 155 39 107 3865 


％ 44.6 47.6 4.0 1.0 2.8 100.0 


社会福祉 
度数 1932 2003 113 40 77 4165 


％ 46.4 48.1 2.7 1.0 1.8 100.0 


人間形成 
度数 1847 1900 169 52 322 4290 


％ 43.1 44.3 3.9 1.2 7.5 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 22 2 0 0 0 24 


％ 91.7 8.3 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8496 8840 608 161 564 18669 


％ 45.5 47.4 3.3 0.9 3.0 100.0 


 


「この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった」


に関して、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」「「そう思わ


ない」と回答した者の割合は、いずれにおいても学科間で５％以上の差はなかった。研究生・聴講


生・科目等履修生のみ、「そう思う」と答えた割合が非常に高かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3266 3525 296 57 266 7410 


％ 44.1 47.6 4.0 0.8 3.6 100.0 


2年 
度数 2665 2966 161 38 72 5902 


％ 45.2 50.3 2.7 0.6 1.2 100.0 


3年 
度数 2035 1961 126 57 111 4290 


％ 47.4 45.7 2.9 1.3 2.6 100.0 


4年 
度数 536 455 34 12 114 1151 


％ 46.6 39.5 3.0 1.0 9.9 100.0 


その他 
度数 34 2 0 0 0 36 


％ 94.4 5.6 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8536 8909 617 164 563 18789 


％ 45.4 47.4 3.3 0.9 3.0 100.0 


 


「この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった」


に関して、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」「「そう思わ


ない」と回答した者の割合は、「どちらかと思えばそう思う」のみ、4 年生が他の学年よりも 5％以


上少なかった。これは、4 年生が「回答できない・あてはまらない」と回答した割合が多かったか


らと理解できる。「その他」のみ、「そう思う」と答えた割合が非常に高かった。 
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性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1514 1307 123 38 64 3046 


％ 49.7 42.9 4.0 1.2 2.1 100.0 


女性 
度数 6870 7442 485 124 491 15412 


％ 44.6 48.3 3.1 0.8 3.2 100.0 


合計 
度数 8384 8749 608 162 555 18458 


％ 45.4 47.4 3.3 0.9 3.0 100.0 


 


 性別で見た場合、「そう思う」については男性が女性より、｢どちらかといえばそう思う｣が女性が


男性より５％以上多かった。
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２． シラバス・授業科目概要や、最初の授業で成績評価方法は明示されていた 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3138 2927 186 34 39 6324 


％ 49.6 46.3 2.9 0.5 0.6 100.0 


公共社会・社会 
度数 1730 1787 230 39 80 3866 


％ 44.7 46.2 5.9 1.0 2.1 100.0 


社会福祉 
度数 2017 1926 144 32 47 4166 


％ 48.4 46.2 3.5 0.8 1.1 100.0 


人間形成 
度数 1885 1942 200 28 235 4290 


％ 43.9 45.3 4.7 0.7 5.5 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 19 4 0 0 1 24 


％ 79.2 16.7 0.0 0.0 4.2 100.0 


合計 
度数 8789 8586 760 133 402 18670 


％ 47.1 46.0 4.1 0.7 2.2 100.0 


 


学科別にみた場合、「そう思う」と回答した者の割合が、看護学科は公共社会・社会学科や人間形


成学科よりも 5％以上多かった。いずれの学科も、9 割近くのものが「そう思う」「どちらかといえ


ばそう思う」と答えている。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3356 3461 360 57 175 7409 


％ 45.3 46.7 4.9 0.8 2.4 100.0 


2年 
度数 2712 2874 216 43 57 5902 


％ 46.0 48.7 3.7 0.7 1.0 100.0 


3年 
度数 2176 1851 148 28 89 4292 


％ 50.7 43.1 3.4 0.7 2.1 100.0 


4年 
度数 558 463 41 9 80 1151 


％ 48.5 40.2 3.6 0.8 7.0 100.0 


その他 
度数 31 4 0 0 1 36 


％ 86.1 11.1 0.0 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 8833 8653 765 137 402 18790 


％ 47.0 46.1 4.1 0.7 2.1 100.0 


 


 学年別にみた場合、4 年生が、他の学年に比べて「どちらかといえばそう思う」が５％以上少


なかった。これは 4 年生が、「回答できない・あてはまらない」と答えたものが多かったことと関連


していると推測できる。いずれの学年も、9 割近くのものが「そう思う」「どちらかといえばそう思


う」と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1560 1251 151 35 49 3046 


％ 51.2 41.1 5.0 1.1 1.6 100.0 


女性 
度数 7124 7244 600 100 345 15413 


％ 46.2 47.0 3.9 0.6 2.2 100.0 


合計 
度数 8684 8495 751 135 394 18459 


％ 47.0 46.0 4.1 0.7 2.1 100.0 


 


 「そう思う」は女性より男性が、「どちらかといえばそう思う」は男性より女性が 5％以上多く、


男女ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の占める割合が 9 割以上であった。 
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３． 教員の話し方は聞き取りやすかった  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3270 2604 350 85 12 6321 


％ 51.7 41.2 5.5 1.3 0.2 100.0 


公共社会・社会 
度数 1870 1554 343 93 3 3863 


％ 48.4 40.2 8.9 2.4 0.1 100.0 


社会福祉 
度数 2007 1774 295 82 7 4165 


％ 48.2 42.6 7.1 2.0 0.2 100.0 


人間形成 
度数 2050 1763 372 98 5 4288 


％ 47.8 41.1 8.7 2.3 0.1 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 22 2 0 0 1 25 


％ 88.0 8.0 0.0 0.0 4.0 100.0 


合計 
度数 9219 7697 1360 358 28 18662 


％ 49.4 41.2 7.3 1.9 0.2 100.0 


 


 「授業中の教員の話し方の聞き取りやすさ」について、学科別にみると、どの回答においても、5％


以上の差はなかった。どの学科においても 9 割近くの者が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」


と答えている。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3530 2986 696 178 17 7407 


％ 47.7 40.3 9.4 2.4 0.2 100.0 


2年 
度数 2780 2598 410 109 2 5899 


％ 47.1 44.0 7.0 1.8 0.0 100.0 


3年 
度数 2307 1719 205 53 4 4288 


％ 53.8 40.1 4.8 1.2 0.1 100.0 


4年 
度数 600 464 60 24 3 1151 


％ 52.1 40.3 5.2 2.1 0.3 100.0 


その他 
度数 32 4 0 0 1 37 


％ 86.5 10.8 0.0 0.0 2.7 100.0 


合計 
度数 9249 7771 1371 364 27 18782 


％ 49.2 41.4 7.3 1.9 0.1 100.0 


 


 学年別に見た場合、4 年生は、2 年生に比べて「そう思う」と答えた者の割合が、5％以上高かっ


た。1 年生は 4 年生に比べて｢どちらかといえばそう思わない｣と答えた者が５％以上多かった。ど


の学年においても 9 割近くの者が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1648 1075 235 79 8 3045 


％ 54.1 35.3 7.7 2.6 0.3 100.0 


女性 
度数 7439 6545 1122 281 20 15407 


％ 48.3 42.5 7.3 1.8 0.1 100.0 


合計 
度数 9087 7620 1357 360 28 18452 


％ 49.2 41.3 7.4 2.0 0.2 100.0 


 


性差については、いずれの回答においても 5％以上の差はなかった。 
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４． 教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2984 2745 450 130 17 6326 


％ 47.2 43.4 7.1 2.1 0.3 100.0 


公共社会・社会 
度数 1703 1615 405 131 5 3859 


％ 44.1 41.9 10.5 3.4 0.1 100.0 


社会福祉 
度数 1912 1794 359 95 6 4166 


％ 45.9 43.1 8.6 2.3 0.1 100.0 


人間形成 
度数 1942 1733 474 137 2 4288 


％ 45.3 40.4 11.1 3.2 0.0 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 23 1 0 0 1 25 


％ 92.0 4.0 0.0 0.0 4.0 100.0 


合計 
度数 8564 7888 1688 493 31 18664 


％ 45.9 42.3 9.0 2.6 0.2 100.0 


 


学科別にみた場合、「教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった」に関して、5％


以上の差はなかった。どの学科でも 8 割 5 分から 9 割近くの者が「そう思う」と「どちらかといえ


ばそう思う」と答えている。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3296 3074 781 241 16 7408 


％ 44.5 41.5 10.5 3.3 0.2 100.0 


2年 
度数 2578 2671 512 135 3 5899 


％ 43.7 45.3 8.7 2.3 0.1 100.0 


3年 
度数 2141 1737 313 93 6 4290 


％ 49.9 40.5 7.3 2.2 0.1 100.0 


4年 
度数 553 467 94 33 4 1151 


％ 48.0 40.6 8.2 2.9 0.3 100.0 


その他 
度数 33 2 0 0 1 36 


％ 91.7 5.6 0.0 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 8601 7951 1700 502 30 18784 


％ 45.8 42.3 9.1 2.7 0.2 100.0 


 


 学年別にみた「教員の指示説明のわかりやすさ」の状況については、１年生よりも３年生は 5％


以上「そう思う」の割合が高い。どの学年も 9 割近くの者が「そう思う」が「どちらかといえばそ


う思う」と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1546 1132 247 109 7 3041 


％ 50.8 37.2 8.1 3.6 0.2 100.0 


女性 
度数 6900 6675 1428 385 24 15412 


％ 44.8 43.3 9.3 2.5 0.2 100.0 


合計 
度数 8446 7807 1675 494 31 18453 


％ 45.8 42.3 9.1 2.7 0.2 100.0 


 


 「そう思う」は女性より男性が、「どちらかといえばそう思う」は男性より女性が 5％以上多く、


男女ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の占める割合が 9 割以上であった。 
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５． 授業のすすめかたは、授業の内容を理解するのに適切な速さだった  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2790 2883 494 110 47 6324 


％ 44.1 45.6 7.8 1.7 0.7 100.0 


公共社会・社会 
度数 1772 1691 314 76 9 3862 


％ 45.9 43.8 8.1 2.0 0.2 100.0 


社会福祉 
度数 1982 1888 232 56 7 4165 


％ 47.6 45.3 5.6 1.3 0.2 100.0 


人間形成 
度数 1894 1938 364 74 18 4288 


％ 44.2 45.2 8.5 1.7 0.4 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 18 5 1 0 0 24 


％ 75.0 20.8 4.2 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8456 8405 1405 316 81 18663 


％ 45.3 45.0 7.5 1.7 0.4 100.0 


 


 学科別にみた場合、どの回答においても５％以上の差はなかった。どの学科においても 9 割近く


の者が、「どちらかといえばそう思う」、「そう思う」と答えている。 
 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3309 3315 601 151 30 7406 


％ 44.7 44.8 8.1 2.0 0.4 100.0 


2年 
度数 2520 2820 452 89 18 5899 


％ 42.7 47.8 7.7 1.5 0.3 100.0 


3年 
度数 2095 1850 265 64 17 4291 


％ 48.8 43.1 6.2 1.5 0.4 100.0 


4年 
度数 551 473 95 19 13 1151 


％ 47.9 41.1 8.3 1.7 1.1 100.0 


その他 
度数 28 6 2 0 0 36 


％ 77.8 16.7 5.6 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8503 8464 1415 323 78 18783 


％ 45.3 45.1 7.5 1.7 0.4 100.0 


 


 2 年生は、3 年生や 4 年生よりも「そう思う」と答えた者の割合が、5％以上少なかった。また 2


年生は、4 年生に比べて、「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が 5％以上多かった。ど


の学年においても 9 割近くの者が「そう思う」「どちらかと思うとそう思う」と答えた。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1524 1192 233 85 9 3043 


％ 50.1 39.2 7.7 2.8 0.3 100.0 


女性 
度数 6828 7120 1158 236 67 15409 


％ 44.3 46.2 7.5 1.5 0.4 100.0 


合計 
度数 8352 8312 1391 321 76 18452 


％ 45.3 45.0 7.5 1.7 0.4 100.0 


 


「そう思う」は女性より男性が、「どちらかといえばそう思う」は男性より女性が 5％以上多く、男


女ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の占める割合が 9 割以上であった。 
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６． 板書、スライド、教科書、資料など、授業で示されたものは学習に役立った  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3089 2760 326 68 80 6323 


％ 48.9 43.7 5.2 1.1 1.3 100.0 


公共社会・社会 
度数 1695 1726 298 73 68 3860 


％ 43.9 44.7 7.7 1.9 1.8 100.0 


社会福祉 
度数 2020 1838 212 54 41 4165 


％ 48.5 44.1 5.1 1.3 1.0 100.0 


人間形成 
度数 1979 1875 273 69 85 4281 


％ 46.2 43.8 6.4 1.6 2.0 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 21 1 1 0 1 24 


％ 87.5 4.2 4.2 0.0 4.2 100.0 


合計 
度数 8804 8200 1110 264 275 18653 


％ 47.2 44.0 6.0 1.4 1.5 100.0 


 


学科別にみた場合、どの回答においても、学科間で５％以上の差はなかった。看護学科では、「そ


う思う」が「どちらかといえばそう思う」よりも 5％以上多かった。どの学科も 9 割近くの者が「そ


う思う」「どちらかというとそう思う」と答えている。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3349 3216 555 121 161 7402 


％ 45.2 43.4 7.5 1.6 2.2 100.0 


2年 
度数 2656 2806 315 72 48 5897 


％ 45.0 47.6 5.3 1.2 0.8 100.0 


3年 
度数 2237 1794 167 57 32 4287 


％ 52.2 41.8 3.9 1.3 0.7 100.0 


4年 
度数 570 450 79 20 30 1149 


％ 49.6 39.2 6.9 1.7 2.6 100.0 


その他 
度数 32 2 1 0 1 36 


％ 88.9 5.6 2.8 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 8844 8268 1117 270 272 18771 


％ 47.1 44.0 6.0 1.4 1.4 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は 2 年生よりも 3 年生が、「どちらかというとそう思う」と答えた者


の割合は、4 年生よりも 2 年生が、5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1523 1179 230 71 38 3041 


％ 50.1 38.8 7.6 2.3 1.2 100.0 


女性 
度数 7166 6944 869 194 227 15400 


％ 46.5 45.1 5.6 1.3 1.5 100.0 


合計 
度数 8689 8123 1099 265 265 18441 


％ 47.1 44.0 6.0 1.4 1.4 100.0 


 


「そう思う」は女性より男性が、「どちらかといえばそう思う」は男性より女性が 5％以上多く、


男女ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の占める割合が 9 割以上であった。 
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７． 教員の指導やアドバイスのタイミングはよかった（実技、実習･演習項目）  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2438 2196 274 65 1055 6028 


％ 40.4 36.4 4.5 1.1 17.5 100.0 


公共社会・社会 
度数 860 1008 248 57 1364 3537 


％ 24.3 28.5 7.0 1.6 38.6 100.0 


社会福祉 
度数 1019 1200 168 38 1504 3929 


％ 25.9 30.5 4.3 1.0 38.3 100.0 


人間形成 
度数 1037 1116 207 47 1486 3893 


％ 26.6 28.7 5.3 1.2 38.2 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 17 3 1 0 2 23 


％ 73.9 13.0 4.3 0.0 8.7 100.0 


合計 
度数 5371 5523 898 207 5411 17410 


％ 30.9 31.7 5.2 1.2 31.1 100.0 


 


 看護学科は、他の学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が 15％近く、「どちらかといえば


そう思う」と答えた者の割合が、5％以上多かった。「回答できない・あてはまらない」と答えた者


の割合は、看護学科に比べて他の学科が、20％以上多かった。学科の授業形態の特色が反映された


回答になったのではないかと思われる。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2116 2472 520 111 1844 7063 


％ 30.0 35.0 7.4 1.6 26.1 100.0 


2年 
度数 1422 1639 195 48 2091 5395 


％ 26.4 30.4 3.6 0.9 38.8 100.0 


3年 
度数 1447 1134 128 38 1246 3993 


％ 36.2 28.4 3.2 1.0 31.2 100.0 


4年 
度数 382 320 56 15 254 1027 


％ 37.2 31.2 5.5 1.5 24.7 100.0 


その他 
度数 27 3 1 0 3 34 


％ 79.4 8.8 2.9 0.0 8.8 100.0 


合計 
度数 5394 5568 900 212 5438 17512 


％ 30.8 31.8 5.1 1.2 31.1 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 5％以上多く、2 年生よりも、3，4 年


生が 10％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、3 年生よりも 1 年生


が 5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 929 841 181 56 756 2763 


％ 33.6 30.4 6.6 2.0 27.4 100.0 


女性 
度数 4367 4620 701 152 4608 14448 


％ 30.2 32.0 4.9 1.1 31.9 100.0 


合計 
度数 5296 5461 882 208 5364 17211 


％ 30.8 31.7 5.1 1.2 31.2 100.0 


 


どの回答においても 5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかというとそう思う」と答


えた者の割合は、男女とも、6 割以上であった。「回答できない・あてはまらない」と答えた者の割


合は、男女とも 3 割程度であった。 
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８． 教員の指導やアドバイスの内容は役立った (実技、実習･演習項目)  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2623 2076 209 55 1069 6032 


％ 43.5 34.4 3.5 0.9 17.7 100.0 


公共社会・社会 
度数 876 999 239 59 1367 3540 


％ 24.7 28.2 6.8 1.7 38.6 100.0 


社会福祉 
度数 1073 1173 138 30 1515 3929 


％ 27.3 29.9 3.5 0.8 38.6 100.0 


人間形成 
度数 1127 1124 163 43 1470 3927 


％ 28.7 28.6 4.2 1.1 37.4 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 17 3 1 0 2 23 


％ 73.9 13.0 4.3 0.0 8.7 100.0 


合計 
度数 5716 5375 750 187 5423 17451 


％ 32.8 30.8 4.3 1.1 31.1 100.0 


 


看護学科は、他の学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が 15％近く、「どちらかといえば


そう思う」と答えた者の割合が、5％以上多かった。「回答できない・あてはまらない」と答えた者


の割合は、看護学科に比べて他の学科が、20％以上多かった。学科の授業形態の特色が反映された


回答になったのではないかと思われる。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2214 2462 444 99 1863 7082 


％ 31.3 34.8 6.3 1.4 26.3 100.0 


2年 
度数 1513 1576 164 47 2091 5391 


％ 28.1 29.2 3.0 0.9 38.8 100.0 


3年 
度数 1574 1069 105 30 1240 4018 


％ 39.2 26.6 2.6 0.7 30.9 100.0 


4年 
度数 405 308 47 14 255 1029 


％ 39.4 29.9 4.6 1.4 24.8 100.0 


その他 
度数 27 3 1 0 3 34 


％ 79.4 8.8 2.9 0.0 8.8 100.0 


合計 
度数 5733 5418 761 190 5452 17554 


％ 32.7 30.9 4.3 1.1 31.1 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 10％近く多く、2 年生よりも、3，4


年生が 10％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、2、3 年生よりも 1


年生が 5％以上多かった。この項目については、3 割以上の者が「回答できない・あてはまらない」


と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 945 839 176 54 750 2764 


％ 34.2 30.4 6.4 2.0 27.1 100.0 


女性 
度数 4684 4474 571 132 4629 14490 


％ 32.3 30.9 3.9 0.9 31.9 100.0 


合計 
度数 5629 5313 747 186 5379 17254 


％ 32.6 30.8 4.3 1.1 31.2 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも 6 割以上であった。また、｢回答できない・あてはまらない｣と答えた者は男女と


も 3 割近くであった。 
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９． 授業中に行う課題やグループ学習は授業の理解に役立った  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2882 2527 321 61 520 6311 


％ 45.7 40.0 5.1 1.0 8.2 100.0 


公共社会・社会 
度数 1302 1549 274 84 638 3847 


％ 33.8 40.3 7.1 2.2 16.6 100.0 


社会福祉 
度数 1565 1682 228 59 618 4152 


％ 37.7 40.5 5.5 1.4 14.9 100.0 


人間形成 
度数 1649 1526 279 71 740 4265 


％ 38.7 35.8 6.5 1.7 17.4 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 18 1 1 1 3 24 


％ 75.0 4.2 4.2 4.2 12.5 100.0 


合計 
度数 7416 7285 1103 276 2519 18599 


％ 39.9 39.2 5.9 1.5 13.5 100.0 


 


看護学科は、公共社会学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が、公共社会学科に比べて 10％


以上、社会福祉学科、人間形成学科に比べて 5％以上多かった。「回答できない・あてはまらない」


と答えた者の割合は、看護学科に比べて他の学科が、5％以上多かった。学科の授業形態の特色が反


映された回答になったのではないかと思われる。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2616 2753 545 130 1339 7383 


％ 35.4 37.3 7.4 1.8 18.1 100.0 


2年 
度数 2309 2525 311 82 650 5877 


％ 39.3 43.0 5.3 1.4 11.1 100.0 


3年 
度数 1958 1627 186 48 453 4272 


％ 45.8 38.1 4.4 1.1 10.6 100.0 


4年 
度数 534 425 70 20 101 1150 


％ 46.4 37.0 6.1 1.7 8.8 100.0 


その他 
度数 30 2 1 1 2 36 


％ 83.3 5.6 2.8 2.8 5.6 100.0 


合計 
度数 7447 7332 1113 281 2545 18718 


％ 39.8 39.2 5.9 1.5 13.6 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 10％近く多く、2 年生よりも、3，4


年生が 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、1、4 年生よりも 2


年生が 5％以上多かった。この項目については、1 割以上の者が「回答できない・あてはまらない」


と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1294 1116 233 78 315 3036 


％ 42.6 36.8 7.7 2.6 10.4 100.0 


女性 
度数 6021 6071 862 198 2200 15352 


％ 39.2 39.5 5.6 1.3 14.3 100.0 


合計 
度数 7315 7187 1095 276 2515 18388 


％ 39.8 39.1 6.0 1.5 13.7 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも８割近くであった。また、｢回答できない・あてはまらない｣と答えた者は男女と


も１割以上であった。 
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１０． この授業は、質問や意見を述べやすかった  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2697 2615 712 184 116 6324 


％ 42.6 41.4 11.3 2.9 1.8 100.0 


公共社会・社会 
度数 1279 1579 642 235 130 3865 


％ 33.1 40.9 16.6 6.1 3.4 100.0 


社会福祉 
度数 1493 1826 559 162 123 4163 


％ 35.9 43.9 13.4 3.9 3.0 100.0 


人間形成 
度数 1461 1701 727 279 116 4284 


％ 34.1 39.7 17.0 6.5 2.7 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 12 9 2 0 1 24 


％ 50.0 37.5 8.3 0.0 4.2 100.0 


合計 
度数 6942 7730 2642 860 486 18660 


％ 37.2 41.4 14.2 4.6 2.6 100.0 


 


看護学科は、他の学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が 10％近く多かった。「どちらか


といえばそう思わない」と答えた者の割合は、看護学科に比べて公共社会学科、人間形成学科が、5％


以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2396 2812 1318 506 373 7405 


％ 32.4 38.0 17.8 6.8 5.0 100.0 


2年 
度数 2155 2787 697 195 68 5902 


％ 36.5 47.2 11.8 3.3 1.2 100.0 


3年 
度数 1909 1772 467 105 34 4287 


％ 44.5 41.3 10.9 2.4 0.8 100.0 


4年 
度数 486 418 173 58 15 1150 


％ 42.3 36.3 15.0 5.0 1.3 100.0 


その他 
度数 24 10 1 0 1 36 


％ 66.7 27.8 2.8 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 6970 7799 2656 864 491 18780 


％ 37.1 41.5 14.1 4.6 2.6 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 10％以上多く、2 年生よりも、3，4


年生が 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、1、4 年生


よりも 10％以上、3 年生よりも 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の


割合は、3 年生よりも 1 年生のほうが、5％以上多かった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」


と答えた者の割合は、1 年生で 70％、2 年生で 83.7％、3 年生で 85,8％、4 年生で 78.6％であった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1233 1157 391 194 69 3044 


％ 40.5 38.0 12.8 6.4 2.3 100.0 


女性 
度数 5619 6483 2227 656 420 15405 


％ 36.5 42.1 14.5 4.3 2.7 100.0 


合計 
度数 6852 7640 2618 850 489 18449 


％ 37.1 41.4 14.2 4.6 2.7 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも８割近くであった。 
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１１． 教員は学生の質問や意見に対応していた 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3134 2586 417 94 89 6320 


％ 49.6 40.9 6.6 1.5 1.4 100.0 


公共社会・社会 
度数 1542 1585 437 150 147 3861 


％ 39.9 41.1 11.3 3.9 3.8 100.0 


社会福祉 
度数 1730 1815 395 119 103 4162 


％ 41.6 43.6 9.5 2.9 2.5 100.0 


人間形成 
度数 1722 1760 457 164 182 4285 


％ 40.2 41.1 10.7 3.8 4.2 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 19 2 1 1 1 24 


％ 79.2 8.3 4.2 4.2 4.2 100.0 


合計 
度数 8147 7748 1707 528 522 18652 


％ 43.7 41.5 9.2 2.8 2.8 100.0 


 


看護学科は、他の学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が 10％近く多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2952 2854 924 321 349 7400 


％ 39.9 38.6 12.5 4.3 4.7 100.0 


2年 
度数 2497 2761 442 104 95 5899 


％ 42.3 46.8 7.5 1.8 1.6 100.0 


3年 
度数 2138 1759 260 74 55 4286 


％ 49.9 41.0 6.1 1.7 1.3 100.0 


4年 
度数 556 443 91 35 26 1151 


％ 48.3 38.5 7.9 3.0 2.3 100.0 


その他 
度数 32 2 1 0 1 36 


％ 88.9 5.6 2.8 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 8175 7819 1718 534 526 18772 


％ 43.5 41.7 9.2 2.8 2.8 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 10％以上多く、2 年生よりも、3，4


年生が 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、1、4 年生


よりも 10％以上、3 年生よりも 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の


割合は、1 年生が、2、3 年生よりも 5％以上、多かった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」


と答えた者の割合は、1 年生で 78.5％、2 年生で 89.1％、3 年生で 90.9％、4 年生で 86.8％であっ


た。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1428 1133 280 115 83 3039 


％ 47.0 37.3 9.2 3.8 2.7 100.0 


女性 
度数 6594 6537 1417 412 442 15402 


％ 42.8 42.4 9.2 2.7 2.9 100.0 


合計 
度数 8022 7670 1697 527 525 18441 


％ 43.5 41.6 9.2 2.9 2.8 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者は男性よりも女性のほうが 5％以上多かった。 
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１２． この授業は、予定された時間内（開始時刻と終了時刻）で行われていた  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3098 2536 466 208 16 6324 


％ 49.0 40.1 7.4 3.3 0.3 100.0 


公共社会・社会 
度数 2105 1351 224 76 105 3861 


％ 54.5 35.0 5.8 2.0 2.7 100.0 


社会福祉 
度数 2403 1455 144 58 98 4158 


％ 57.8 35.0 3.5 1.4 2.4 100.0 


人間形成 
度数 2456 1383 228 122 90 4279 


％ 57.4 32.3 5.3 2.9 2.1 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 19 5 0 0 0 24 


％ 79.2 20.8 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 10081 6730 1062 464 309 18646 


％ 54.1 36.1 5.7 2.5 1.7 100.0 


 


公共社会学科、社会福祉学科、人間形成学科は、看護学科に比べて「そう思う」と答えた者の割


合が 5％以上多かった。看護学科は、公共社会学科、社会福祉学科、人間形成学科に比べて、「どち


らかといえばそう思わない」と答えた者の割合が、5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 4075 2559 375 118 263 7390 


％ 55.1 34.6 5.1 1.6 3.6 100.0 


2年 
度数 3227 2317 263 88 5 5900 


％ 54.7 39.3 4.5 1.5 0.1 100.0 


3年 
度数 2195 1526 333 198 35 4287 


％ 51.2 35.6 7.8 4.6 0.8 100.0 


4年 
度数 621 371 91 59 9 1151 


％ 54.0 32.2 7.9 5.1 0.8 100.0 


その他 
度数 31 5 0 0 0 36 


％ 86.1 13.9 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 10149 6778 1062 463 312 18764 


％ 54.1 36.1 5.7 2.5 1.7 100.0 


 


2年生は 4年生に比べて、「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が、5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1730 968 186 86 70 3040 


％ 56.9 31.8 6.1 2.8 2.3 100.0 


女性 
度数 8248 5688 852 370 236 15394 


％ 53.6 36.9 5.5 2.4 1.5 100.0 


合計 
度数 9978 6656 1038 456 306 18434 


％ 54.1 36.1 5.6 2.5 1.7 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者は男性よりも女性のほうが 5％以上多かった。 
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１３． この授業は、学生の理解度や習熟度を確認しながら行われていた  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2519 2944 627 162 64 6316 


％ 39.9 46.6 9.9 2.6 1.0 100.0 


公共社会・社会 
度数 1288 1747 577 186 62 3860 


％ 33.4 45.3 14.9 4.8 1.6 100.0 


社会福祉 
度数 1548 1989 460 116 52 4165 


％ 37.2 47.8 11.0 2.8 1.2 100.0 


人間形成 
度数 1512 1947 609 150 61 4279 


％ 35.3 45.5 14.2 3.5 1.4 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 16 5 3 0 0 24 


％ 66.7 20.8 12.5 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 6883 8632 2276 614 239 18644 


％ 36.9 46.3 12.2 3.3 1.3 100.0 


 


公共社会学科は看護学科に比べて「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合が、5％多か


った。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2401 3314 1141 381 156 7393 


％ 32.5 44.8 15.4 5.2 2.1 100.0 


2年 
度数 2183 2918 631 126 42 5900 


％ 37.0 49.5 10.7 2.1 0.7 100.0 


3年 
度数 1831 1974 386 80 14 4285 


％ 42.7 46.1 9.0 1.9 0.3 100.0 


4年 
度数 476 483 130 37 25 1151 


％ 41.4 42.0 11.3 3.2 2.2 100.0 


その他 
度数 26 8 2 0 0 36 


％ 72.2 22.2 5.6 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 6917 8697 2290 624 237 18765 


％ 36.9 46.3 12.2 3.3 1.3 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3，4 年生が 10％以上多く、3 年生よりも、2 年生


が 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、4 年生よりも


5％以上多かった。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合は、1 年生が、3 年生より


も 5％以上多かった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、1年生で 77.3％、


2 年生で 86.5％、3 年生で 88.8％、4 年生で 83.4％であった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1226 1287 341 140 45 3039 


％ 40.3 42.3 11.2 4.6 1.5 100.0 


女性 
度数 5565 7257 1912 471 190 15395 


％ 36.1 47.1 12.4 3.1 1.2 100.0 


合計 
度数 6791 8544 2253 611 235 18434 


％ 36.8 46.3 12.2 3.3 1.3 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも８割以上であった。 
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１４． 教員は授業時間外の学習に役立つ資料や課題、練習方法を示していた 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2515 2942 587 139 133 6316 


％ 39.8 46.6 9.3 2.2 2.1 100.0 


公共社会・社会 
度数 1179 1762 595 176 125 3837 


％ 30.7 45.9 15.5 4.6 3.3 100.0 


社会福祉 
度数 1523 1995 397 140 90 4145 


％ 36.7 48.1 9.6 3.4 2.2 100.0 


人間形成 
度数 1505 1895 616 147 105 4268 


％ 35.3 44.4 14.4 3.4 2.5 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 17 6 1 0 0 24 


％ 70.8 25.0 4.2 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 6739 8600 2196 602 453 18590 


％ 36.3 46.3 11.8 3.2 2.4 100.0 


 


看護学科は公共社会学科に比べて、「そう思う」と答えた者の割合が 5％以上多かった。公共社会


学科、人間形成学科は、看護学科に比べて「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合が


5％以上多かった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、看護学科で


86.4％、公共社会学科で 76.6％、社会福祉学科で 84.8％、人間形成学科で 79.7％であった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2312 3269 1085 369 303 7338 


％ 31.5 44.5 14.8 5.0 4.1 100.0 


2年 
度数 2140 2951 625 122 59 5897 


％ 36.3 50.0 10.6 2.1 1.0 100.0 


3年 
度数 1819 1965 376 87 41 4288 


％ 42.4 45.8 8.8 2.0 1.0 100.0 


4年 
度数 475 468 125 30 53 1151 


％ 41.3 40.7 10.9 2.6 4.6 100.0 


その他 
度数 24 11 1 0 0 36 


％ 66.7 30.6 2.8 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 6770 8664 2212 608 456 18710 


％ 36.2 46.3 11.8 3.2 2.4 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3、4 年生が 10％程度多く、2 年生よりも、3、4


年生が 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、1、4 年生


よりも 5％以上多かった。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合は、1 年生が、3 年


生よりも 5％以上多かった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、1 年生


で 76％、2 年生で 86.3％、3 年生で 88.2％、4 年生で 82％であった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1207 1289 350 131 52 3029 


％ 39.8 42.6 11.6 4.3 1.7 100.0 


女性 
度数 5442 7223 1824 465 399 15353 


％ 35.4 47.0 11.9 3.0 2.6 100.0 


合計 
度数 6649 8512 2174 596 451 18382 


％ 36.2 46.3 11.8 3.2 2.5 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも８割以上であった。 
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１５． この授業を受けて前よりも知識やスキルが増えた  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3288 2738 206 71 13 6316 


％ 52.1 43.4 3.3 1.1 0.2 100.0 


公共社会・社会 
度数 1761 1759 263 66 13 3862 


％ 45.6 45.5 6.8 1.7 0.3 100.0 


社会福祉 
度数 2070 1856 172 59 9 4166 


％ 49.7 44.6 4.1 1.4 0.2 100.0 


人間形成 
度数 2155 1834 233 53 11 4286 


％ 50.3 42.8 5.4 1.2 0.3 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 22 2 0 0 0 24 


％ 91.7 8.3 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 9296 8189 874 249 46 18654 


％ 49.8 43.9 4.7 1.3 0.2 100.0 


 


看護学科は、公共社会学科に比べて、「そう思う」と答えた者の割合は、5％以上多かった。「そう


思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、すべての学科で 9割を越えた。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3595 3248 412 117 30 7402 


％ 48.6 43.9 5.6 1.6 0.4 100.0 


2年 
度数 2828 2760 234 71 7 5900 


％ 47.9 46.8 4.0 1.2 0.1 100.0 


3年 
度数 2239 1805 189 50 3 4286 


％ 52.2 42.1 4.4 1.2 0.1 100.0 


4年 
度数 629 448 50 18 6 1151 


％ 54.6 38.9 4.3 1.6 0.5 100.0 


その他 
度数 34 2 0 0 0 36 


％ 94.4 5.6 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 9325 8263 885 256 46 18775 


％ 49.7 44.0 4.7 1.4 0.2 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1、2 年生よりも 4 年生が 5％程度多かった。「どちらかといえ


ばそう思う」と答えた者の割合は、1、2 年生が、4 年生よりも 5％以上多かった。「そう思う」「ど


ちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、すべての学年で 9 割を越えた。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1587 1199 175 73 9 3043 


％ 52.2 39.4 5.8 2.4 0.3 100.0 


女性 
度数 7576 6912 699 177 37 15401 


％ 49.2 44.9 4.5 1.1 0.2 100.0 


合計 
度数 9163 8111 874 250 46 18444 


％ 49.7 44.0 4.7 1.4 0.2 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも９割以上であった。 
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１６． この授業は、総合的に満足できるものであった 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3075 2794 332 93 18 6312 


％ 48.7 44.3 5.3 1.5 0.3 100.0 


公共社会・社会 
度数 1713 1722 326 81 21 3863 


％ 44.3 44.6 8.4 2.1 0.5 100.0 


社会福祉 
度数 2022 1818 234 79 10 4163 


％ 48.6 43.7 5.6 1.9 0.2 100.0 


人間形成 
度数 2000 1835 331 103 13 4282 


％ 46.7 42.9 7.7 2.4 0.3 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 21 3 0 0 0 24 


％ 87.5 12.5 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8831 8172 1223 356 62 18644 


％ 47.4 43.8 6.6 1.9 0.3 100.0 


 


学科間で 5％以上の差のある回答はなかった。 
 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3440 3222 540 154 42 7398 


％ 46.5 43.6 7.3 2.1 0.6 100.0 


2年 
度数 2658 2756 371 105 7 5897 


％ 45.1 46.7 6.3 1.8 0.1 100.0 


3年 
度数 2156 1807 244 70 9 4286 


％ 50.3 42.2 5.7 1.6 0.2 100.0 


4年 
度数 577 457 80 29 5 1148 


％ 50.3 39.8 7.0 2.5 0.4 100.0 


その他 
度数 31 5 0 0 0 36 


％ 86.1 13.9 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8862 8247 1235 358 63 18765 


％ 47.2 43.9 6.6 1.9 0.3 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、2 年生よりも 3、4 年生が 5％以上多かった。「どちらかといえ


ばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、4 年生よりも 5％以上多かった。「そう思う」「どちら


かといえばそう思う」と答えた者の割合は、すべての学年で 9 割を越えた。 
 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1607 1133 209 76 17 3042 


％ 52.8 37.2 6.9 2.5 0.6 100.0 


女性 
度数 7094 6968 1005 279 46 15392 


％ 46.1 45.3 6.5 1.8 0.3 100.0 


合計 
度数 8701 8101 1214 355 63 18434 


％ 47.2 43.9 6.6 1.9 0.3 100.0 


 


「そう思う」は女性より男性が、「どちらかといえばそう思う」は男性より女性が 5％以上多く、


男女ともに「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の占める割合が 9 割以上であった。 
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１７． 私は授業を受けるにあたって、シラバス・授業科目概要を活用した  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 1897 2866 1097 365 87 6312 


％ 30.1 45.4 17.4 5.8 1.4 100.0 


公共社会・社会 
度数 1131 1661 655 351 62 3860 


％ 29.3 43.0 17.0 9.1 1.6 100.0 


社会福祉 
度数 1235 1962 591 323 53 4164 


％ 29.7 47.1 14.2 7.8 1.3 100.0 


人間形成 
度数 1146 1800 681 547 115 4289 


％ 26.7 42.0 15.9 12.8 2.7 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 15 5 1 3 0 24 


％ 62.5 20.8 4.2 12.5 0.0 100.0 


合計 
度数 5424 8294 3025 1589 317 18649 


％ 29.1 44.5 16.2 8.5 1.7 100.0 


 


社会福祉学科は人間形成学科に比べて 5％以上「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が


多かった。 
 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 1681 3112 1604 844 163 7404 


％ 22.7 42.0 21.7 11.4 2.2 100.0 


2年 
度数 1928 2863 748 312 49 5900 


％ 32.7 48.5 12.7 5.3 0.8 100.0 


3年 
度数 1446 1937 538 327 32 4280 


％ 33.8 45.3 12.6 7.6 0.7 100.0 


4年 
度数 372 436 159 109 74 1150 


％ 32.3 37.9 13.8 9.5 6.4 100.0 


その他 
度数 25 8 1 2 0 36 


％ 69.4 22.2 2.8 5.6 0.0 100.0 


合計 
度数 5452 8356 3050 1594 318 18770 


％ 29.0 44.5 16.2 8.5 1.7 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 2、3、4 年生が 10％程度多かった。「どちらかと


いえばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、1、4 年生よりも 5％以上多かった。「どちらかと


いえばそう思わない」と答えた者の割合は、2、3、4 年生に比べて 1 年生が 10％弱多かった。「そ


う思わない」と答えた者の割合は、2 年生に比べて 1 年生が 5％程度多かった。 
 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 948 1221 518 303 51 3041 


％ 31.2 40.2 17.0 10.0 1.7 100.0 


女性 
度数 4393 6986 2488 1270 261 15398 


％ 28.5 45.4 16.2 8.2 1.7 100.0 


合計 
度数 5341 8207 3006 1573 312 18439 


％ 29.0 44.5 16.3 8.5 1.7 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が男性よりも女性が 5％程度多かった。 
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１８． 私はこの授業の学習目標をわかったうえで授業を受けた 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2131 3417 625 86 54 6313 


％ 33.8 54.1 9.9 1.4 0.9 100.0 


公共社会・社会 
度数 1082 2068 545 123 43 3861 


％ 28.0 53.6 14.1 3.2 1.1 100.0 


社会福祉 
度数 1370 2254 391 132 18 4165 


％ 32.9 54.1 9.4 3.2 0.4 100.0 


人間形成 
度数 1232 2095 648 241 70 4286 


％ 28.7 48.9 15.1 5.6 1.6 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 19 5 0 0 0 24 


％ 79.2 20.8 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 5834 9839 2209 582 185 18649 


％ 31.3 52.8 11.8 3.1 1.0 100.0 


 


看護学科は、公共社会学科、人間形成学科に比べて「そう思う」と答えた者の割合が 5％程度多


かった。看護学科、社会福祉学科は、人間形成学科に比べて「どちらかといえばそう思う」と答え


た者の割合が 5％程度多かった。人間形成学科は、看護学科、公共社会学科に比べて「どちらかと


いえばそう思わない」と答えた者の割合が 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 1930 3885 1202 289 96 7402 


％ 26.1 52.5 16.2 3.9 1.3 100.0 


2年 
度数 1938 3257 536 127 41 5899 


％ 32.9 55.2 9.1 2.2 0.7 100.0 


3年 
度数 1520 2226 380 141 15 4282 


％ 35.5 52.0 8.9 3.3 0.4 100.0 


4年 
度数 437 533 117 30 33 1150 


％ 38.0 46.3 10.2 2.6 2.9 100.0 


その他 
度数 32 4 0 0 0 36 


％ 88.9 11.1 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 5857 9905 2235 587 185 18769 


％ 31.2 52.8 11.9 3.1 1.0 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 2、3、4 年生が 5％以上多かった。「どちらかとい


えばそう思う」と答えた者の割合は、1、2、3 年生が、4 年生よりも 5％以上多かった。「どちらか


といえばそう思わない」と答えた者の割合は、2、3、4 年生に比べて 1 年生が 5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1039 1459 397 120 25 3040 


％ 34.2 48.0 13.1 3.9 0.8 100.0 


女性 
度数 4726 8253 1803 460 156 15398 


％ 30.7 53.6 11.7 3.0 1.0 100.0 


合計 
度数 5765 9712 2200 580 181 18438 


％ 31.3 52.7 11.9 3.1 1.0 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、男性よりも女性のほうが 5％以上多かった。 


｢そう思う｣｢どちらかといえばそう思う｣と答えた者は、8 割以上であった。 
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１９． 私はこの授業に熱心に取り組んだ  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3023 2933 299 36 20 6311 


％ 47.9 46.5 4.7 0.6 0.3 100.0 


公共社会・社会 
度数 1358 1990 438 63 10 3859 


％ 35.2 51.6 11.4 1.6 0.3 100.0 


社会福祉 
度数 1693 2097 318 49 6 4163 


％ 40.7 50.4 7.6 1.2 0.1 100.0 


人間形成 
度数 1667 2081 458 75 7 4288 


％ 38.9 48.5 10.7 1.7 0.2 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 16 7 1 0 0 24 


％ 66.7 29.2 4.2 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 7757 9108 1514 223 43 18645 


％ 41.6 48.8 8.1 1.2 0.2 100.0 


 


看護学科は、「そう思う」と答えた者の割合が、公共社会学科に比べて 10％以上、社会福祉学科


や人間形成学科に比べて、5％以上多かった。公共社会学科は、看護学科に比べて「どちらかといえ


ばそう思う」と答えた者の割合が 5％程度多かった。人間形成学科、公共社会学科は、看護学科に


比べて「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合が 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 2853 3717 709 106 17 7402 


％ 38.5 50.2 9.6 1.4 0.2 100.0 


2年 
度数 2426 2989 414 57 10 5896 


％ 41.1 50.7 7.0 1.0 0.2 100.0 


3年 
度数 1932 1959 337 43 10 4281 


％ 45.1 45.8 7.9 1.0 0.2 100.0 


4年 
度数 533 514 81 16 6 1150 


％ 46.3 44.7 7.0 1.4 0.5 100.0 


その他 
度数 31 4 1 0 0 36 


％ 86.1 11.1 2.8 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 7775 9183 1542 222 43 18765 


％ 41.4 48.9 8.2 1.2 0.2 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3、4 年生が 5％以上多かった。「どちらかといえ


ばそう思う」と答えた者の割合は、1、2 年生が、4 年生よりも 5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1273 1367 329 62 9 3040 


％ 41.9 45.0 10.8 2.0 0.3 100.0 


女性 
度数 6371 7649 1185 158 31 15394 


％ 41.4 49.7 7.7 1.0 0.2 100.0 


合計 
度数 7644 9016 1514 220 40 18434 


％ 41.5 48.9 8.2 1.2 0.2 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも８割以上であった。 
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２０． 私はこの授業中に、授業に関係のないことはしなかった 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 3291 2535 368 80 29 6303 


％ 52.2 40.2 5.8 1.3 0.5 100.0 


公共社会・社会 
度数 1524 1776 446 96 12 3854 


％ 39.5 46.1 11.6 2.5 0.3 100.0 


社会福祉 
度数 1907 1792 347 106 3 4155 


％ 45.9 43.1 8.4 2.6 0.1 100.0 


人間形成 
度数 1766 1783 567 160 8 4284 


％ 41.2 41.6 13.2 3.7 0.2 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 20 4 0 0 0 24 


％ 83.3 16.7 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8508 7890 1728 442 52 18620 


％ 45.7 42.4 9.3 2.4 0.3 100.0 


 


看護学科は、「そう思う」と答えた者の割合が、公共社会学科、人間形成学科に比べて 10％以上、


社会福祉学科に比べて、5％以上多かった。公共社会学科は、看護学科に比べて「どちらかといえば


そう思う」と答えた者の割合が 5％程度多かった。人間形成学科、公共社会学科は、看護学科に比


べて「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合が 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 3186 3194 823 167 22 7392 


％ 43.1 43.2 11.1 2.3 0.3 100.0 


2年 
度数 2620 2641 488 128 12 5889 


％ 44.5 44.8 8.3 2.2 0.2 100.0 


3年 
度数 2105 1688 368 105 11 4277 


％ 49.2 39.5 8.6 2.5 0.3 100.0 


4年 
度数 584 442 71 42 7 1146 


％ 51.0 38.6 6.2 3.7 0.6 100.0 


その他 
度数 32 4 0 0 0 36 


％ 88.9 11.1 0.0 0.0 0.0 100.0 


合計 
度数 8527 7969 1750 442 52 18740 


％ 45.5 42.5 9.3 2.4 0.3 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1、2 年生よりも 4 年生が 5％以上、1 年生よりも 3 年生が 5％


以上多かった。「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、3、4 年生が、2 年生よりも 5％


以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 1354 1239 349 88 8 3038 


％ 44.6 40.8 11.5 2.9 0.3 100.0 


女性 
度数 7035 6579 1373 344 41 15372 


％ 45.8 42.8 8.9 2.2 0.3 100.0 


合計 
度数 8389 7818 1722 432 49 18410 


％ 45.6 42.5 9.4 2.3 0.3 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも 8 割 5 分以上であった。 
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２１． 私はこの授業中、他人の居眠り、私語、メールなどが気になった 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 323 826 1567 3417 173 6306 


％ 5.1 13.1 24.8 54.2 2.7 100.0 


公共社会・社会 
度数 286 727 1013 1764 63 3853 


％ 7.4 18.9 26.3 45.8 1.6 100.0 


社会福祉 
度数 323 594 1128 2048 65 4158 


％ 7.8 14.3 27.1 49.3 1.6 100.0 


人間形成 
度数 245 652 1141 2181 59 4278 


％ 5.7 15.2 26.7 51.0 1.4 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 4 2 9 9 0 24 


％ 16.7 8.3 37.5 37.5 0.0 100.0 


合計 
度数 1181 2801 4858 9419 360 18619 


％ 6.3 15.0 26.1 50.6 1.9 100.0 


 


公共社会学科は看護学科に比べて「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が 5％以上多


かった。看護学科は公共社会学科に比べて「そう思わない」と答えた者の割合が 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 589 1463 1993 3186 160 7391 


％ 8.0 19.8 27.0 43.1 2.2 100.0 


2年 
度数 368 753 1668 3003 93 5885 


％ 6.3 12.8 28.3 51.0 1.6 100.0 


3年 
度数 160 458 996 2586 79 4279 


％ 3.7 10.7 23.3 60.4 1.8 100.0 


4年 
度数 65 149 226 673 35 1148 


％ 5.7 13.0 19.7 58.6 3.0 100.0 


その他 
度数 12 6 9 9 0 36 


％ 33.3 16.7 25.0 25.0 0.0 100.0 


合計 
度数 1194 2829 4892 9457 367 18739 


％ 6.4 15.1 26.1 50.5 2.0 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、1 年生が、2、3、4 年生よりも 5％以上多かっ


た。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合は、4 年生に比べて、1、2 年生が 5％以上


多かった。「そう思わない」と答えた者の割合は 3、4 年生が、1 年生よりも 10％以上、2 年生より


も 5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 354 666 734 1223 62 3039 


％ 11.6 21.9 24.2 40.2 2.0 100.0 


女性 
度数 821 2113 4074 8066 295 15369 


％ 5.3 13.7 26.5 52.5 1.9 100.0 


合計 
度数 1175 2779 4808 9289 357 18408 


％ 6.4 15.1 26.1 50.5 1.9 100.0 


 


「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、女性よりも男性のほうが 5％以


上多かった。一方で、「そう思わない」と答えた者の割合は、男性よりも女性のほうが、10％以上


多かった。 
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２２． 私は授業時間外に、この授業に関する学習や練習に取り組んだ  


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2310 2916 764 249 60 6299 


％ 36.7 46.3 12.1 4.0 1.0 100.0 


公共社会・社会 
度数 906 1727 830 331 53 3847 


％ 23.6 44.9 21.6 8.6 1.4 100.0 


社会福祉 
度数 1197 1968 733 220 34 4152 


％ 28.8 47.4 17.7 5.3 0.8 100.0 


人間形成 
度数 1130 1762 941 407 33 4273 


％ 26.4 41.2 22.0 9.5 0.8 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 9 8 6 0 1 24 


％ 37.5 33.3 25.0 0.0 4.2 100.0 


合計 
度数 5552 8381 3274 1207 181 18595 


％ 29.9 45.1 17.6 6.5 1.0 100.0 


 


看護学科は、「そう思う」と答えた者の割合が、公共社会学科、人間形成学科に比べて 10％以上、


社会福祉学科に比べて、5％以上多かった。看護学科、社会福祉学科は、人間形成学科に比べて「ど


ちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が 5％程度多かった。人間形成学科、公共社会学科は、


看護学科に比べて「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合が 5％以上多かった。「そ


う思わない」と答えた者の割合は、人間形成学科が、看護学科に比べて 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 1808 3261 1510 676 125 7380 


％ 24.5 44.2 20.5 9.2 1.7 100.0 


2年 
度数 1814 2903 915 232 14 5878 


％ 30.9 49.4 15.6 3.9 0.2 100.0 


3年 
度数 1503 1782 724 244 21 4274 


％ 35.2 41.7 16.9 5.7 0.5 100.0 


4年 
度数 406 499 154 67 21 1147 


％ 35.4 43.5 13.4 5.8 1.8 100.0 


その他 
度数 20 8 7 0 1 36 


％ 55.6 22.2 19.4 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 5551 8453 3310 1219 182 18715 


％ 29.7 45.2 17.7 6.5 1.0 100.0 


 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1 年生よりも 3、4 年生が 10％以上多かった。「どちらかといえ


ばそう思う」と答えた者の割合は、2 年生が、1、3、4 年生よりも 5％以上多かった。「どちらかと


いえばそう思わない」と答えた者の割合は、4 年生よりも 1 年生が 5％以上多かった。「そう思わな


い」と答えた者の割合は、2 年生より 1 年生が 5％以上多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 954 1302 526 229 20 3031 


％ 31.5 43.0 17.4 7.6 0.7 100.0 


女性 
度数 4486 7005 2730 977 158 15356 


％ 29.2 45.6 17.8 6.4 1.0 100.0 


合計 
度数 5440 8307 3256 1206 178 18387 


％ 29.6 45.2 17.7 6.6 1.0 100.0 


 


どの回答においても、5％以上の性差はなかった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と答


えた者は男女とも、7 割 5 分近くであった。 
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２３． 私はこの授業の学習の到達目標を達成できた 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 1750 3809 610 64 75 6308 


％ 27.7 60.4 9.7 1.0 1.2 100.0 


公共社会・社会 
度数 896 2191 586 86 96 3855 


％ 23.2 56.8 15.2 2.2 2.5 100.0 


社会福祉 
度数 1164 2421 445 79 54 4163 


％ 28.0 58.2 10.7 1.9 1.3 100.0 


人間形成 
度数 1070 2276 678 98 160 4282 


％ 25.0 53.2 15.8 2.3 3.7 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 12 11 0 0 1 24 


％ 50.0 45.8 0.0 0.0 4.2 100.0 


合計 
度数 4892 10708 2319 327 386 18632 


％ 26.3 57.5 12.4 1.8 2.1 100.0 


 


「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合は、看護学科、社会福祉学科は人間形成学科に比


べて、5％以上多かった。「どちらかといえばそう思わない」と答えた者の割合は、人間形成学科は、


看護学科、社会福祉学科に比べて 5％以上、公共社会学科は看護学科に比べて 5％以上多かった。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 1730 4202 1097 163 205 7397 


％ 23.4 56.8 14.8 2.2 2.8 100.0 


2年 
度数 1631 3473 639 89 61 5893 


％ 27.7 58.9 10.8 1.5 1.0 100.0 


3年 
度数 1197 2458 478 59 87 4279 


％ 28.0 57.4 11.2 1.4 2.0 100.0 


4年 
度数 326 647 120 20 34 1147 


％ 28.4 56.4 10.5 1.7 3.0 100.0 


その他 
度数 22 13 0 0 1 36 


％ 61.1 36.1 0.0 0.0 2.8 100.0 


合計 
度数 4906 10793 2334 331 388 18752 


％ 26.2 57.6 12.4 1.8 2.1 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、１年生よりも 4 年生が 5％多かった。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 948 1566 371 87 65 3037 


％ 31.2 51.6 12.2 2.9 2.1 100.0 


女性 
度数 3868 9030 1934 239 313 15384 


％ 25.1 58.7 12.6 1.6 2.0 100.0 


合計 
度数 4816 10596 2305 326 378 18421 


％ 26.1 57.5 12.5 1.8 2.1 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は女性よりも男性のほうが、「どちらかといえばそう思う」と答え


た者の割合は、男性よりも女性のほうが、5％以上多かった。男女とも、「そう思う」「どちらかと


いえばそう思う」と答えた者の割合は、8割以上であった。 
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２４． 私はこの実習・演習で、講義で学んだ知識と実践の関連がよくわかった (実習･演習項目) 


所属学科 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


看護学科 
度数 2174 2663 251 53 904 6045 


％ 36.0 44.1 4.2 0.9 15.0 100.0 


公共社会・社会 
度数 778 1302 265 57 1168 3570 


％ 21.8 36.5 7.4 1.6 32.7 100.0 


社会福祉 
度数 953 1413 196 44 1352 3958 


％ 24.1 35.7 5.0 1.1 34.2 100.0 


人間形成 
度数 957 1424 225 37 1311 3954 


％ 24.2 36.0 5.7 0.9 33.2 100.0 


研究生・聴講生・


科目等履修生 


度数 14 2 0 0 7 23 


％ 60.9 8.7 0.0 0.0 30.4 100.0 


合計 
度数 4876 6804 937 191 4742 17550 


％ 27.8 38.8 5.3 1.1 27.0 100.0 


 


看護学科は、「そう思う」と答えた者の割合が、他の学科に比べて 10％以上多かった。看護学科


は、他の学科に比べて「どちらかといえばそう思う」と答えた者の割合が 5％程度多かった。「回


答できない・あてはまらない」と答えた者の割合は、人間形成学科、公共社会学科、社会福祉学科


は、看護学科に比べて15％以上多かった。この結果は学科に授業形態が影響している可能性がある。 


 


学年 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


1年 
度数 1809 3017 553 104 1654 7137 


％ 25.3 42.3 7.7 1.5 23.2 100.0 


2年 
度数 1380 1991 237 51 1778 5437 


％ 25.4 36.6 4.4 0.9 32.7 100.0 


3年 
度数 1336 1436 128 27 1082 4009 


％ 33.3 35.8 3.2 0.7 27.0 100.0 


4年 
度数 345 404 36 11 241 1037 


％ 33.3 39.0 3.5 1.1 23.2 100.0 


その他 
度数 21 5 0 0 8 34 


％ 61.8 14.7 0.0 0.0 23.5 100.0 


合計 
度数 4891 6853 954 193 4763 17654 


％ 27.7 38.8 5.4 1.1 27.0 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、1、2 年生よりも 3、4 年生が 5％以上多かった。「どちらかとい


えばそう思う」と答えた者の割合は、1 年生が、2、3 年生よりも 5％以上多かった。「回答できない・


あてはまらない」と答えた者の割合は、2 年生が、1、4 年生に比べて 5％以上多い。どの学年にお


いても、2 割から 3 割の者が、「回答できない・あてはまらない」と答えている。 


 


性別 そう思う 
どちらかといえ


ばそう思う 


どちらかといえ


ばそう思わな


い 


そう思わない 


回答できない 


あてはまらな


い 


合計 


男性 
度数 889 1040 205 58 607 2799 


％ 31.8 37.2 7.3 2.1 21.7 100.0 


女性 
度数 3900 5698 731 134 4087 14550 


％ 26.8 39.2 5.0 0.9 28.1 100.0 


合計 
度数 4789 6738 936 192 4694 17349 


％ 27.6 38.8 5.4 1.1 27.1 100.0 


 


「そう思う」と答えた者の割合は、女性よりも男性のほうが５％以上多かった。「回答できない・あ


てはまらないと答えた者の割合は、3 割近くであった。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」


と答えた者の割合は、7 割近くであった。 
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V 考察 


  


今年度の授業アンケートの集計結果は昨年度とほぼ同様の傾向をであったが、複数の項目におい


て、顕著な改善が見受けられた。これは教員自身の授業改善によるものであり、今後も更なる改善


が期待できるとことを示している。 


 


 


全体 


・「授業がシラバスや授業評価概要などと一致する内容だった」という項目に関して、「そう思う」


「どちらかといえばそう思う」を合わせると、92.8%であり、昨年度の 88.6%と比べ増加していた。


このことは、学生におけるシラバス・授業評価概要に関する認識が高まったことと、教員が計画的


に授業を実施していることを示しており、特記すべき点である。また、これと関連した「シラバス・


授業科目概要や、最初の授業での成績評価方法は明示されていたか」の質問に関しても、「そう思う」


「どちらかといえばそう思う」を合わせると 93%であり、昨年度の 90％と比べ増加していた。これ


らは、学生におけるシラバス活用が定着してきていることを示し、評価すべき点である。 


 


・「教員の話し方は聞き取りやすかったか」の項目に、91.6％の学生が「そう思う」「どちらかとい


えばそう思う」と答えており、昨年の 88.4％より増加しており、学生が聞き取りやすいと感じる授


業は増えたことがうかがえる。ただし、聞き取りにくかったという回答も、「どちらかといえばそう


思わない」「そう思わない」を合わせて 9.3％であり、昨年度のある 11.3％よりは減少しているもの


の、１割近くの学生がまだ聞き取りにくいと感じており、改善の余地があると思われる。 


 


・「授業における教員の指示や説明」を、わかりやすいと評価する回答が 88.1％であり、昨年度 85.2％


よりも増加しているうえ、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」という回答が昨年度


14.5％より 9.3％に大幅に減少していることから、教員による改善が効果的に行われていると思わ


れる。しかし、「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」という回答が 9.3%であるという


ことは、授業方法に改善の余地がある科目が少なからず存在することをうかがわせるものである。 


 


・「授業が適切な早さですすめられた」と評価する項目は、90.3%であり、昨年度の 87.1％と比べて


増加しており、学生の大多数を占めている。ただし、適切な早さではなかったという回答も依然9.2％


もあり、この点については改善の余地があるにもかかわらず、依然十分な改善が見られていないこ


とを示している。 


 


・「板書､スライド、教科書、資料など、授業で示されたものは学習に役立った」の項目について、


役立ったとの回答は昨年度が 89.6％、今年度が 91.1%とどちらも 9 割前後に達しており、概ね授業


に使用した教材は学習に役立っているものと考えられる。 


 


・「教員の指導やアドバイスのタイミングはよかった（実技・実習・演習項目）」「教員の指導やアド


バイスの内容は役立った（実技、実習・演習項目）」の項目では「回答できない、あてはまらない」


という回答が昨年の 30.7％とほぼ同様に 31％となった。改善がほとんどみられないため、この項目


については今後の重要な課題であると考えられる。 


 


・「この授業は、質問や意見を述べやすかった」の項目は、「そう思わない」「どちらかといえばそう


思わない」学生が 19.7％であり、昨年の 21％と比較しても改善が見られない。よって、教員への質


問等が容易に行えるよう十分な配慮が必要である。 


 


・９割程度の授業が昨年同様今年度もほぼ予定された時間内で行われていたと思われる。 
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・今年度は 93.6％の学生が授業を受けて知識やスキルが増えたと感じており、本学授業に対する学


生の満足度が高いこと（91.2％）とも対応している。 


 


・｢私は授業を受けるにあたって、シラバス・授業科目概要を活用した」項目に、「そう思う」「どち


らかといえばそう思う」と答えたのは 73.6％であり、昨年度の 69％より 5％近くアップしているこ


とから、シラバス等の活用が徐々にではあるが浸透してきている。 


 


・授業時間外にも当該授業に関する学習や練習に取り組んでいるという回答は 7 割を超えている。 


しかし、「そう思わない」も 24.1％あり、授業時間外での学習や練習が必ずしも十分とは言えない


ようである。よって、今後も授業以外での勉強方法について教員からのアドバイスが必要である。 


 


・授業中、他人の居眠り、私語、メールなどが気になったかの項目は、「どちらかといえばそう思わ


ない」「そう思わない」は 76.6%であり、他人の居眠り、私語、メールなどが気になっている学生が


多く、教員の指導方法を改善する必要がある。 


 


 


学科間の比較 


・「この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった」 


という項目に関して、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した者が看護学科では 95.9％


であった。また、社会福祉学科も昨年度の 86.5％から 94.5％に大幅に上昇しており、改善結果が数


値に反映されていた。 


 


・｢授業中の教員の話し方の聞き取りやすさ｣という項目について、学科別にみると、昨年度は、看


護学科と公共社会学科では「どちらかといえばそう思う」が、社会福祉学科、人間形成学科、社会


学科では「そう思う」が高い割合を占めていたが、今年度はどの学科もすべて「そう思う」が高い


割合を占めていた。 


 


・｢教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった｣の項目について、学科別にみると、


公共社会学科では「どちらかといえばそう思う」が、それ以外の看護学科、社会福祉学科、人間形


成学科では「そう思う」が高い割合を占めている。 


 


・「板書、スライド、教科書、資料など、授業で示されたものは学習に役立った」の項目に関しては、


昨年度と同様に公共社会学科において、「そう思う」の割合が比較的少なかった。 


 


・「教員の指導やアドバイスのタイミングはよかった（実技、実習･演習項目）」の項目に関しは、看


護学科では「どちらかといえばそう思う」「そう思う｣、社会福祉学科・公共社会学科・人間形成学


科では「回答できない、あてはまらない」「どちらかといえばそう思う」が上位を占めており、学科


の授業形態の特色が反映された回答になったのではないかと思われる。 


 


・「授業中に行う課題やグループ学習は授業の理解に役立った」の項目に関して、「どちらかといえ


ばそう思う」「そう思う」と答えたものが 8割を超えたのは看護学部のみであった。 


 


・この授業は、予定された時間内（開始時刻と終了時刻）で行われていた」の項目に関して、「そう


思う」と答えたものが、福祉学科の 57.8％、人間形成学科の 57.4 に対し、看護学科が 49％という


ように 10％近くの差異があり、改善が必要であると思われる。 
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・「この授業は、学生の理解度や習熟度を確認しながら行われていた」の項目に関し、看護学科、社


会福祉学科、公共社会学科、人間形成学科のどちらも「そう思う」と答えたものが４割に達してい


なかった。 


 


・「私はこの授業に熱心に取り組んだ」の項目において、「そう思う」者は、看護学部では 47.9％、


社会福祉学科では 40.7％であったが、公共社会学科と人間形成学科は 4割に達していなかった。 


 


 


学年間の比較 


・「この授業は、シラバス・授業科目概要や、授業でのオリエンテーションと一致する内容だった」


の項目に関して、「そう思う」と回答した者がどの学年も４割以上であった。 


 


・「シラバス・授業科目概要や､最初の授業で成績評価方法は明示されていた」の項目に関して、「そ


う思う」と答えたものは 3年生が最も多かった。 


 


・「教員の指示や、授業での説明のしかたは分かりやすかった」の項目に関して、他の学年に比べて


4年次において、「そう思う」が「どちらかといえばそう思う」8％近くも上回っている。 


 


・「授業中に行う課題やグループ学習は授業の理解に役立った」の項目に関して、「そう思う」と答


えた学生は、4年生で 46.4％と最も高かった。 


 


・「この授業を受けて前よりも知識やスキルが増えた」の項目に関して、「そう思う」と答えた学生


は、昨年度では 4年生で 55.5％であったが、今年度は 54.6％と若干下がっていた。 


 


・「私はこの授業の学習目標をわかったうえで授業を受けた」と思っているものは､4年生に多く、1


年生に少ない。 


 


・「私はこの授業中に、授業に関係のないことはしなかった」と答えた学生はどの学年も昨年度と比


べて多かった。 


 


 


男女間の比較 


・「教員の話し方は聞き取りやすかった」の項目に関して、男性では「そう思う」の割合が「どちら


かといえばそう思う」を 19％近く上回っているのに対し、女性では「そう思う」と「どちらかとい


えばそう思う」にそれほど大きな差はなかった。 


 


・それ以外の項目については、男女差はほとんど見られなかった。 


 












はじめに 


 


公立大学法人 福岡県立大学 


理事長・学長   柴田 洋三郎 


 


 本学は、平成１８年４月「公立大学法人福岡県立大学」として第２の開学を果たし、本年３


月で第１期中期計画期間が満了しました。法人化後６年間の教育、研究、社会貢献、業務運営


ほかの達成度について、県公立大学法人評価委員会の評価を受けるため、業務実績報告書の提


出準備を現在進めています。これまで、年度毎に評価委員会評価を受け、改善、改革を進めて


きましたが、幸いにも毎年高い評価を得ており、その成果をもとに受審した学位授与機構の認


証評価においては、審査を受けた大学の中で最も高い評価を得ることができました。この評価


のもととなる資料として、本学の教員のさまざまな活動の詳細がわかるように、法人化を契機


に「自己点検・評価報告書」を「教育・研究・社会貢献活動一覧」として毎年刊行しています。 


 超高齢化社会、大学全入時代を迎え、公立大学協会は、８２公立大学の生き残りをかけて、


教育・研究の質の向上と、地域貢献の充実を大学改革の核においています。 


 本学は人間社会学部と看護学部を擁する保健・医療・福祉の西日本屈指の福祉系総合大学を


目指しています。保健・医療・福祉の専門的職業人であると同時に総合的マネジメントができ


る人材を育成し、更に東アジアの学術交流を通して国際人の育成を目指して頑張っています。 


 本学の附属研究所の生涯福祉研究センター、ヘルスプロモーション実践研究センター、不登


校・ひきこもりサポートセンターと社会貢献・ボランティア支援センターの４つのセンターを


中心に、両学部が連携した研究と社会貢献を実施しています。 


 平成２３年度本学は開学２０周年を迎え、平成２４年３月６日念願の附属研究所が新築され


ました。ここを拠点に社会貢献を更に充実していきます。 


 文部科学省の大学教育充実のための「戦略的大学連携支援プログラム」（大学間連携ＧＰ）


「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」（安酸史子教員兼務理事）


が３年を経過し、新たな連携構想を進めています。また、文部科学省の「就業力向上を目指す


社会貢献支援プログラム（就業力育成事業）」が２年目に入りました。 


 さらに、本学と田川市で保存する山本作兵衛の炭坑記録画、日記帳６９７点が日本ではじめ


ての世界記憶遺産にＵＮＥＳＣＯで認定されました。大学が成し得た大きな社会貢献です。田


川市・福岡県立大学包括連携を締結し、共同研究をスタートします。 


 国際交流では新たに韓国の三育大学校と交流協定を締結し５校となりました。交換留学生の


受入れ、派遣、教員交流を活発に行っていきます。 


 今後とも、田川市郡の産学官の連携による地域に密着した健康寿命の延伸と福祉及び学生と


地域の皆様のための教育と研究のメッカとして、ここ福岡県立大学から全国に優れた研究成果


を発信するとともに、福岡県民の皆様をはじめとする多くの方々に広く支持され、愛される大


学になれるように、教職員一丸となって全力を尽くしていきます。 







凡 例 
 
                       
(1) この「教育・研究・社会貢献活動一覧」は、2011（平成23）年度、福岡県立大学に専


任教員として在籍した者を対象とし、2012（平成24）年3月の時点で、１人あたり２頁を目


安に報告をまとめている。         
 
(2) 「主な研究分野」は、専門研究者向けではなく、一般の方向けの自己 PR として記載し


ている。 
                         
(3) 「研究業績」は、過去３年間分を記載している＜2009（平成21）年度～2011（平成23）
年度＞。業績数が多い教員については、一部省略している場合がある。 
                         
(4) 「外部研究資金」は、2011（平成23）年度に資金を得ているものを記載している。 
                
(5) 「受賞」は、2011（平成23）年度の実績を記載している。 
                     
(6) 「所属学会」は、2011（平成23）年度の所属状況を記載している。 
                                   
(7) 「担当授業科目」は、原則として2011（平成23）年度の担当授業を記載している。な


お、助手については、補助業務を担当している授業科目を記載している。 
                         
(8) 「社会貢献活動」は、2011（平成23）年度の状況を記載している。 
                          
(9) 「学外講義・講演」は、2011（平成23）年度の実績を記載している。学会での講演は、


「研究業績」欄に記載し、ここにはそれ以外のものを記載している。また、会場は学内であ


っても、学外者向けのものはここに含まれている。なお、大学等での非常勤講師は含まれて


いない。 
                                
(10) 「附属研究所の活動等」は、2011（平成23）年度の状況を記載している。 
 
(11) 記載事項は、以上の９項目であるが、該当なしの場合は、項目そのものを記載してい


ない。 
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はじめに 


凡  例                  
 
 


人間社会学部 


 一般教育等 
 教授   上野 行良 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 
 教授 田中 哲也 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 
 教授   郝 暁卿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 
 教授   久永 明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 
 教授   茂木 豊 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 
 准教授   神谷 英二 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 
 准教授   Ian Stuart Gale ・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
 准教授 水野  邦太郎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 
 准教授   森脇 敦史 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 
 講師 金 恩愛 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
 助教   増本 賢治 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 


 
 公共社会学科  


 教授 藤山 正二郎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 
 教授 文屋 俊子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・２８ 
 教授 森山 沾一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 
 特任教授 中里 亜夫 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 
 准教授 石崎 龍二 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 
 准教授 岡本 雅享 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 
 准教授 田代 英美 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ 
 准教授 三隅 譲二 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４２ 
 准教授 光本 伸江 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４３ 
 講師 堤 圭史郎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４５ 
 講師 永田  瞬 ・・・・・・・・・・・・・・・・・４８ 
 助手 佐藤 繁美 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ 


 
 社会福祉学科 


 教授 小田 美季 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５１ 
 教授 門田 光司 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 
 教授 鬼﨑 信好  ・・・・・・・・・・・・・・・・・５５ 
 教授 細井 勇 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５７ 


【掲載順】 


人間社会学部については、学科ごとに職名順とし、同一職名内は


姓の５０音順である。看護学部については、学系ごとに職名順と


し、同一職名内は姓の５０音順である。 







 准教授 平部 康子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・５９ 
 准教授 本郷 秀和  ・・・・・・・・・・・・・・・・・６１ 
 准教授 村山 浩一郎  ・・・・・・・・・・・・・・・・・６３ 
 講師 奥村 賢一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・６５ 
 講師 平林 恵美 ・・・・・・・・・・・・・・・・・６８ 
 助教 畑 香理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・７０ 
 助教 松岡 佐智  ・・・・・・・・・・・・・・・・・７１ 


 
 人間形成学科 


 教授 池田 孝博 ・・・・・・・・・・・・・・・・・７３ 
 教授 小嶋 秀幹 ・・・・・・・・・・・・・・・・・７５ 
 教授 小松 啓子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・７８ 
 教授 秦 和彦 ・・・・・・・・・・・・・・・・・８３ 
 教授 福田 恭介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・８５ 
 教授 古橋 啓介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・８８ 
 准教授 岩橋 宗哉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・９０ 
 准教授 櫻井 国芳  ・・・・・・・・・・・・・・・・・９２ 
 准教授 藤澤 健一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・９４ 
 准教授 麦島 剛  ・・・・・・・・・・・・・・・・・９６ 
 講師 吉岡 和子  ・・・・・・・・・・・・・・・・・９９ 
 講師 鷲野 彰子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１０２ 
 助手  岡村 真理子  ・・・・・・・・・・・・・・・・１０４ 


 
 附属研究所・生涯福祉研究センター 


 准教授 中村 晋介 ・・・・・・・・・・・・・・・・１０７ 
 助教 林 ムツミ ・・・・・・・・・・・・・・・・１０９ 
 助手 中藤 広美 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１１ 


 
看護学部 


 基盤看護学系  
 教授 田中 美智子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１３ 
 教授 永嶋 由理子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１５ 
 教授 森 礼子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１７ 
 教授 安酸 史子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１１８ 
 准教授 石田  智恵美 ・・・・・・・・・・・・・・・・１２３ 
 准教授   芋川 浩  ・・・・・・・・・・・・・・・・１２５ 
 准教授 杉野 浩幸 ・・・・・・・・・・・・・・・・１２７ 
 講師 江上 千代美 ・・・・・・・・・・・・・・・・１３１ 
 講師 加藤 法子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１３３ 
 講師     北川 明 ・・・・・・・・・・・・・・・・１３５ 







 講師 小出 昭太郎 ・・・・・・・・・・・・・・・・１３８ 
 講師 四戸 智昭 ・・・・・・・・・・・・・・・・１３９ 
 講師 津田 智子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１４２ 
 講師 渕野 由夏 ・・・・・・・・・・・・・・・・１４４ 
 助教 藤野 靖博 ・・・・・・・・・・・・・・・・１４６ 
 助手 於久 比呂美 ・・・・・・・・・・・・・・・・１４７ 
 助手 近藤 美幸 ・・・・・・・・・・・・・・・・１４８ 


 
 臨床看護学系 


 教授 佐藤 香代 ・・・・・・・・・・・・・・・・１５０ 
 教授 中野 榮子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１５８ 
 教授 村田 節子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１６０ 
 准教授 鳥越 郁代 ・・・・・・・・・・・・・・・・１６２ 
 准教授 古田 祐子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１６５ 
 准教授 松枝 美智子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１６９ 
 准教授 宮城 由美子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１７１ 
 准教授 渡邉 智子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１７３ 
 講師 檪 直美 ・・・・・・・・・・・・・・・・１７６ 
 講師 田中 美樹 ・・・・・・・・・・・・・・・・１７８ 
 講師 中井 裕子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１８０ 
 講師 安河内 静子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１８２ 
 講師 安永 薫梨 ・・・・・・・・・・・・・・・・１８５ 
 講師 八尋 陽子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１８８ 
 講師 山名 栄子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１９０ 
 助教 浅井  初 ・・・・・・・・・・・・・・・・１９２ 
 助教 江上 史子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１９５ 
 助教 小林 絵里子 ・・・・・・・・・・・・・・・・１９７ 
 助教 吉川 未桜 ・・・・・・・・・・・・・・・・２００ 
 助教 吉田 恭子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２０２ 
 助教 吉田 静 ・・・・・・・・・・・・・・・・２０４ 
 助手 柏原 やすみ ・・・・・・・・・・・・・・・・２０７ 
 助手 坂田 志保路 ・・・・・・・・・・・・・・・・２０８ 
 助手 佐藤 繭子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２１０ 
 助手 東 あゆみ ・・・・・・・・・・・・・・・・２１３ 
 助手 山住 康恵 ・・・・・・・・・・・・・・・・２１４ 


   
 ヘルスプロモーション看護学系 


 教授 尾形 由起子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２１７ 
 教授 松浦 賢長 ・・・・・・・・・・・・・・・・２２０ 
 准教授 Je-Kan Adler-Collins ・・・・・・・・・・・・・・２２２ 







 准教授 山下 清香 ・・・・・・・・・・・・・・・・２２４ 
 講師 小野 順子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２２７ 
 講師 小森 直美 ・・・・・・・・・・・・・・・・２２８ 
 講師 原田 直樹 ・・・・・・・・・・・・・・・・２３１ 
 講師 三並 めぐる ・・・・・・・・・・・・・・・・２３４ 
 助教 山崎 律子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２３６ 
 助手 梶原 由紀子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２３８ 
 助手 楢橋 明子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２３９ 
 助手 林 さやか ・・・・・・・・・・・・・・・・２４０ 


 
看護実践教育センター 


 主任教員・助教 生駒 千恵 ・・・・・・・・・・・・・・・・２４１ 
 専任教員・助教 石本 佐和子 ・・・・・・・・・・・・・・・・２４３ 
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所属 人間社会学部・一般教育 職名 教授 氏名 上野 行良 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


人間関係に関する心理学を研究しています。 


個人が生きやすくなるために必要な人間関係の方法や心のあり方、そして個人を不幸に


する社会の問題や個人の気持ちの分析をしたいと考えています。 


これまでの主な研究テーマとしてはユーモアと人間関係、現代青年の人間関係などを中


心に行ってきています。 


ユーモアの研究については「ユーモアの心理学－人間関係とパーソナリティ」（サイエン


ス社）という著作にまとめています。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 


〈著書〉 


上野行良（2011）「わかりやすく伝えよう－プレゼンテーション」（「レポートの書き方入


門 ’11」福岡県立大学） 


上野行良（2010）「ユーモア」「喜び」（海保博之・松原望監修『感情と思考の科学事典』朝


倉出版） 


上野行良（2009）「対人関係の形成」（堀洋道監修『新編社会心理学改訂版』福村出版） 


 


〈論文〉 


大神瑞穂・杉本頼己・上野行良・吴雯鈺・星子友里恵・鎌倉摩伊子・権静香・湊義弘・中


窪典子・野口英絵・塚本紀子・山村美由紀(2012)「「人との距離」のとり方と人間関係の


良好感との関連」福岡県立大学心理臨床研究,4. 


小山明子・上野行良・久保浩明・中原友紀・溝部祐香・泉恵美・菊浦友美・内川玲子（2011）


「ボランティアに対するイメージと人間関係に対する態度等との関連」福岡県立大学心理


臨床研究,3. 


菊浦友美・上野行良・小山明子・中原友紀・溝部祐香・泉恵美・内川玲子・久保浩明（2011）


「とりつくろいと自己評価に対する態度及び人間関係との関連」福岡県立大学心理臨床研


究,3. 


木村舞子・上野行良・今井留美・中村早緒理・大場綾沙美・高原洋城・山並亜侑・大庭理


英・松﨑なぎさ・森下万貴子・鷲尾歩（2010）「否定的発言の量と心理的および対人的要


因との関連」福岡県立大学心理臨床研究,2,15-24. 


松﨑なぎさ・上野行良・鷲尾歩・高原洋城・今井留美・山並亜侑・大庭理英・中村早緒理・


木村舞子・森下万貴子・大場綾沙美（2010）「『空気を読む』ことと対人意識・対人行動


および精神的健康との関連」福岡県立大学心理臨床研究,2,35-44. 


山並亜侑・上野行良・今井留美・木村舞子・松﨑なぎさ・森下万貴子・中村早緒理・大庭


理英・高原洋城・大場綾沙美・鷲尾歩（2010）「コミュニケーションスキル及び心理的問


題と相談相手との関連」福岡県立大学心理臨床研究,2,45-56. 


 


②その他の業績 


〈雑誌〉 


上野行良（2009）「やる気が育つ魔法の言葉はあるか―ほめることで何がしたいのか？」児


童心理,63(17). 


 


〈報告書〉 


上野行良（2010）「世界遺産調査アンケート Ⅰ世界遺産観光 Ⅱ観光意識」（福岡県立大
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学「平成 21 年度地方の元気再生事業 世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェク


ト報告書～産・官・学・民が協働する保養滞在型エコツーリズムの実現～」） 


上野行良（2009）「世界遺産調査アンケート Ⅱ田川市郡のこれから」（福岡県立大学「平


成 20 年度地方の元気再生事業 世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト報告


書～産・官・学・民が協働する保養滞在型エコツーリズムの実現～」） 


上野行良（2009）「川崎町子育て支援事業に関する調査報告書」（中村晋介・麦島剛と分担


執筆） 


 


 


〈学会講演〉 


上野行良（2010）「人間関係とストレス」第23回国立病院臨床検査技師協会九州学会 


 


〈テレビ〉 


ＮＨＫ教育テレビ「すいえんさー」制作協力（2009） 


 


③過去の主要業績 


上野行良（2003）「ユーモアの心理学―人間関係とパーソナリティ」サイエンス社 


 


３．所属学会 


日本心理学会、日本社会心理学会 
 


４．担当授業科目 


〈学部〉 
コミュニケーション論・2 単位・1 年・前期、教養演習・1 単位・1 年・前期、心理学・2


単位・1 年・後期、心の科学の現在・2 単位・1 年・後期、社会心理学・2 単位・1 年・後期、


人間関係の科学・2 単位・3 年・前期、演習（人間形成学科）・2 単位・3～4 年・通年、卒


業論文・6 単位・4 年・後期 
 


〈大学院〉 
社会心理学特論・2 単位・修士 1 年・前期、人間関係特論・2 単位・修士 1 年・後期、特


別研究・4 単位・修士 1～2 年・通年 
 


５．社会貢献活動 


・日本心理学会「心理学研究」論文審査者 


 


６．学外講義・講演 


・福祉関連団体（中津介護支援専門員協議会、ふれあい HAND、歩みの会など） 
・行政機関関連（大分県庁、日出町、多久市、大分県警、長崎県など） 
・その他医療関連施設・団体（国立病院機構九州ブロック、熊本医療センター、岡山医療


センター、南岡山医療センター、福岡県看護協会、佐賀県看護協会、山口県看護協会、


聖マリア病院、九州厚生年金病院など） 
・その他（病児保育研究会大会、北九州地区看護教員協議会、九州電力など） 
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所属 人間社会学部 一般教育等 職名 教授 氏名 田中 哲也 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


1978年九州大学大学院文学研究科修士課程修了、カイロ大学、カイロ・アメリカ大学留


学、在シリア日本大使館専門調査員勤務後、同大学院博士後期課程中退。九州大学文学部


助手をへて1992年、本学に着任、1997年より教授。2002年度、日本学術振興会カイロ研究


連絡センター長。 


 中東アラブ・イスラーム地域を中心に、宗教社会学的フィールド・ワークから宗教史的


研究、在シリア日本大使館付専門調査員として行った同地の宗派問題まで幅広く研究を行


ってきた。また、中東地域に加えて、西アフリカ、インド、インドネシアでの現地調査も


行った。 


近年は、イスラム世界の近代化について、エジプトを事例に近代教育の導入・拡大・変


容という視点から研究してきた。19世紀初頭に始まる西洋式教育制度の導入・拡大・変容


がエジプトにどのような社会的・文化的・宗教的変容をもたらしてきたかについて教育史


的・教育社会学的研究行ってきた。現在これまでの研究をまとめる作業を行うとともに、


「アラブの春」の原因のひとつでもあった、高学歴者の就職難や無償教育制度の空洞化に


ともなうエジプトにおける現代の教育・社会問題の分析も行っている。 


また、移民労働者に大きく依存している中東、特に湾岸諸国の状況との関連から、グロ


ーバリゼーションの視点からわが国も含めた移民労働者問題についての予備的研究にも着


手している。 


教育活動としては、専門領域と関連する科目の担当とともに、共通・教養教育の担当責


任者として、その充実と改善に努めている。編集代表として学生編集委員会や他の教員と


ともに毎年、本学独自の「教養演習テキスト」を毎年、改訂・出版するとともに、新入学


生のための「導入教育」についての調査研究も行っている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・「イギリス占領時代末期におけるアッワル学校と民衆初等教育制度」 


『福岡県立大学人間社会学部紀要』第20巻第2号、2011年. 


・「イギリス占領下におけるエジプト教育再考」 


『アジア教育』第4巻、2010年. 


・「近代教育制度とイスラーム社会の変容」 


『比較文明』第24巻、日本比較文明学会、2009年. 


 


②その他最近の業績 


<テキスト> 


（共著）田中哲也編『レポートの書き方入門 ’12年版―福岡県立大学教養演習テキスト』 


福岡県立大学教養演習テキスト出版会、2012 年（担当箇所 「序章」） 


・（共著）田中哲也編『レポートの書き方入門 ’11 年版―福岡県立大学教養演習テキスト』 


福岡県立大学教養演習テキスト出版会、2011 年（担当箇所 「序章」） 


・（共著）田中哲也編『レポートの書き方入門 ’10 年版―福岡県立大学教養演習テキスト』 


福岡県立大学教養演習テキスト出版会、2010 年（担当箇所 「序章」） 


<学会発表> 


・「占領時代初期におけるエジプトでのイギリス教育政策再考―宣教団教育とコプト・キ


リスト教徒のメリトクラシー―」 


   日本比較教育学会46回大会（東京学芸大学）2010年. 


・「グローバリゼーション下エジプトにおける公教育の空洞化」 


日本比較教育学会45回大会（東京学芸大学）2009年. 
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③過去の主要業績 


・「エジプトにおける学歴病と中等教育課程」 


『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 16 巻第 2号 


・「エジプト現代教育研究序説―無償教育制度とブラック・マーケット―」 


『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 15 巻第 1号、2006 年. 


・翻訳 


ゲルナ－,E.『イスラム社会』紀伊国屋書店 分担（21－192、425－438、449－452頁） 


 


３．外部研究資金 


なし 


 


４．受賞 


  なし 


 


５．所属学会 


  日本宗教学会、宗教と社会学会、日本イスラム学会（評議員）、日本中東学会、比較文


明学会（幹事）、日本比較教育学会、日本教育史学会、日本教育社会学会、アジア教育


史学会、アジア教育学会  


 


６．担当授業科目 


比較文化論・2単位・1年・前期、教養演習・1単位・1年・前期（責任者、3クラス担当）、


宗教学・2単位・2年・後期、外書講読Ⅰ・1単位・3年・前期、外書講読Ⅰ・1単位・3


年・後期、イスラム社会論・2単位・3年後期、卒論指導・6単位・4年通年、地域文化


演習・1単位・院1・2年・前期、地域文化研究・1単位・院1・2年・後期、日本事情B・


留学生・前期（責任者、分担）、日本事情A・留学生・後期（責任者、分担） 


 


７．社会貢献活動 


   なし 


 


８．学外講義・講演 


・文化庁宗務課主催 九州地区宗教担当者会議 講師 2011年7月. 


・美萩野女子高等学校 総合科目講師 2011年7月. 


・教員免許状更新講習会 講師 2011年8月. 


 


９．附属研究所の活動等 


   なし 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 教授 氏名 郝 暁卿 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 グローバル時代における中国の国内政治を基点として、中国の現代史と国際環境との関


係などを主な研究分野としている。その内容として、１、現在の中国の内政と外交に多大


な影響を与えた文化大革命の国際的な背景の検討と、２、高度成長を伴う深刻な環境問題


に対する中国政府の対策への調査、検討等である。具体的には、１の場合、文化大革命の


発生から終息までの原因の一つとして、当時の国際環境に照準を定め、問題の解明を行っ


てきたが、現在はアメリカの要素を中心に、50～70年代における米国の対中政策が中国の


国内情勢にいかなる影響を及ぼしたかを明らかにしようとしている。２については、世界、


とくにアジアに深刻な影響を与えた中国の環境問題を注目し、現地調査で入手した資料な


どを参考にしながら、中国の環境問題などを制度的に検討するとともに、国際協力で、世


界からいかなる越境支援を受け、また、何の問題があるのかを研究しようとしている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 論文 


 ・「中国文化における中医学」、単著、2009年7月、『福岡県立大学紀要』、第18巻第1号 


 ・「文化大革命と国際環境」（5）、単著、2011年7月、『福岡県立大学紀要』、第20巻第1号 


②その他最近の業績 


 


③過去の主要業績 


 著書 


 ・『転換期の東アジア』、共著、ナカニシヤ出版、佐々木武夫 豊田謙二編、1998年5月、 


                第4章「過渡期における中国の労働問題」担当 


 ・『社会主義の世紀』、共著、法律文化社、熊野直樹 星乃治彦編、2004年11月、第8章


「ユートピアと現実との間」担当 


 論文 


 ・「中国の環境問題と国際協力」、単著、2006年11月、『福岡県立大学紀要』、第15巻


第1号 


 ・「文化大革命と国際環境」（4）、単著、2007年11月、『福岡県立大学紀要』、第16巻


第1号 


 


３．外部研究資金 


 


４．受賞 


 


５．所属学会 


  日本国際政治学会 


 


６．担当授業科目 


 ・中国語Ⅰ－（1）・中国語Ⅰ－（2）・2単位・通年・1年、中国語Ⅱ－（1）・中国語Ⅱ


－（2）・2単位・通年・2年、中国語Ⅲ－（1）・中国語Ⅲ－（2）・2単位・通年・3年、


国際関係論・1単位・前期・1年、中国の社会と文化・1単位・前期・2年、教養演習・1


単位・前期・1年 


 


７．社会貢献活動 
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８．学外講義・講演 


 ・福岡県田川市市民大学 公開講座「導引養生法入門」、2011年12月 


 


９．附属研究所の活動等 


 ・障害福祉研究センター委員兼研究員 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 教授 氏名 久永 明 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 1979年九州大学大学院医学研究科博士課程（衛生学専攻）修了。九州大学医学部助手、


講師として勤務後、1991年本学に着任。 


 これまで環境保健、公衆保健、環境科学を主な研究分野としており、ライフワークとし


て重金属、亜金属の環境や生体への影響を中心に研究している。特に、水質関連項目（有


機物、無機物等）に関連した「生活系等排水の流入河川への影響について」、および半導


体素子など多用されている「ヒ素・アンチモン等半金属の生体影響について」、それぞれ


の関連性について実験学的に検討してきている。 


 最近は、本学の地域支援事業として、2008・2009年度地方の元気再生事業（内閣府）「世


界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト」を中心に総合調査を実施している。 


 


２．研究業績 


＜論文＞ 


①最近の著書・論文 


・田中哲也、久永明、神谷英二、四戸智昭、内田若希「福岡県立大学新入学生の学力実態


を踏まえた導入教育及び全学共通教育に関する調査研究（第１報）」『福岡県立大学


人間社会学部紀要』第16巻第2号、福岡県立大学、2008年. 


②その他最近の業績 


＜調査研究報告書＞ 


・田中哲也、久永明、神谷英二、四戸智昭、内田若希「福岡県立大学新入学生の学力実態


を踏まえた導入教育及び全学共通教育に関する調査研究：中間報告書」(平成19年度研


究奨励交付金対象研究報告書)、2008年3月. 


・森山沾一、他「世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書」（平成20年


度地方の元気再生事業）、2009年3月. 


・森山沾一、他「世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書」（平成21年


度地方の元気再生事業）、2010年3月. 


＜調査報告＞ 


・田川地域資源研究会「田川市地域資源マップ」－文化遺産・産業遺産・自然遺産－、2009


年3月. 


・田川地域資源研究会「田川地域資源マップ」－文化遺産・産業遺産・自然遺産－、2010


年3月. 


＜テキスト＞ 


・「衛生学 講義資料集」、九州大学医学研究院環境医学分野、ｐ7～14、ｐ98～109、2010


年10月. 


 


③過去の主要業績 


・久永明、石西伸（翻訳）『ヒ素』環境汚染物質の生体への影響16、東京化学同人、1985. 


・N.ISHINISHI and A.HISANAGA: Synopsis of the HERP Studies, in DIESEL EXHAUST and 


HEALTH RISKS, 235-249, Research Committee for HERP Studies, 1988.12. 


・A.Hisanaga, M.Hirata, A.Tanaka, N.Ishinishi, and Y.Eguchi: Variation of Trace Metals 


in Ancient and Contemporary Japanese Bones, Bio. Trace Element Res., 22, 221-231, 


1989. 


 


３．外部研究資金 


 


４．受賞 
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５．所属学会 


日本衛生学会（評議員）、日本ヒ素研究会（理事） 


 


日本産業衛生学会、日本公衆衛生学会、日本微量元素学会、日本食品衛生学会、日本大気


環境学会、日本分析化学会 各会員 


 


６．担当授業科目 


<学部> 


環境科学Ａ・２単位・１年前期、教養演習・１単位・１年前期、環境科学Ｂ・２単位・１


年後期、公衆保健・２単位・２年前期、地域保健論・２単位・３年前期、ヒューマンエコ


ロジー・２単位・３年後期 


 


７．社会貢献活動 


・田川市環境審議会・会長 


・（財）飯塚研究開発機構・入居審査委員会・審査委員 


・麻生飯塚病院・住民医療協議会・委員 


・福岡県立大学を応援する会・監事 


・田川ふるさと川づくり交流会・会員（アドバイザー） 


・福岡県立大学と共に歩む会・会員 


 


８．学外講義・講演 


 


９．附属研究所の活動等 


・生涯福祉研究センター長 


・福岡県立大学公開講座小部会長 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 教授 氏名 茂木 豊 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


地方小都市における住民の生活構造と社会的サービス 


地方小都市における住居移動とその関連要因 


高齢者の住居移動 


社会学方法論（社会調査法を含む） 


 


 詳しくは、次のウェブ・サイトを参照してください。http://www.shakaigaku.net 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 茂木 豊・文屋俊子・三隅譲二・佐藤繁美「地域生活の総合的満足度の意味及び生活の


質に関する質問項目との関係」『福岡県立大学人間社会学部紀要』第１８巻第１号、平成 


２０年７月 


 


②その他の最近の業績 


「居住と生活に関する意識調査」平成 23 年度社会調査実習報告書、茂木 豊編、平成  


２４年３月 


「働くことへの意識と家庭環境の関連性に関する調査研究」平成 21 年度社会調査実習報


告書、茂木 豊編、平成２２年３月 


 


③過去の主要業績 


 茂木 豊「福岡県内における高齢者の住居移動」『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 


１６巻第１号、平成１９年１１月 


 


 「地方小都市における住居移動とその関連要因」、単著、『福岡県立大学紀要』第９巻 第


２号（http://homepage2.nifty.com/ymoteki/roomb/ronbun1f.pdf） 


 


 『地方小都市における住民の生活構造と社会的サービス』（科学研究費補助金研究成果報


告書）（http://homepage2.nifty.com/ymoteki/roomb/kake8310.pdf） 


 


３．外部研究資金 


 


４．受賞 


 


５．所属学会 


 日本社会学会会員 


 日本社会福祉学会会員 


 社会政策学会会員 


 


６．担当授業科目 


 社会学 A・２単位・１年・前期、教養演習・１単位・１年・前期、社会学 B・２単位・１


年・後期、社会調査法・２単位・２年・前期、社会調査の設計・２単位・２年・後期、社


会福祉調査法・２単位・３年・前期、社会調査実習・２単位・３年・通年、社会福祉調査


実習・１単位・３年・後期、卒業論文・６単位・４年 
 


７．社会貢献活動 
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８．学外講義・講演 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 准教授 氏名 神谷 英二 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 私は、現象学を中心とする現代哲学と生命倫理を中心とする応用倫理学を主な専門分野


としています。現在取り組んでいる研究テーマは以下の通りです。 
a. 現象学的他者論および相互主観性論研究 
b. 集合的記憶を媒介とした世代間コミュニケーションに関する現象学的研究 
c. 集合的記憶に基づく世代間で異なる「物語」をまちづくりに活用する技法の開発 
d. 大学・教養・記憶を巡る思想史的研究 
e. インフォームド・コンセントに関する哲学的・倫理学的基礎研究とそれに基づく医療


職に対する生命倫理教育プログラムの開発 
f. ロジカルシンキング・ロジカルライティング・添削・コーチングを中心とする地方自


治体における人材育成プログラムの開発と実践 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


＜学術論文＞ 


（単著）「固有名と記憶(1)」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 18 巻第 2 号、福岡県立


大学人間社会学部、2010 年、13-25 頁 
（単著）「幼年時代の記憶と集合的記憶(1)」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 19 巻第 


2 号、福岡県立大学人間社会学部、2011 年、65-76 頁 
 (共著）中藤広美・渡辺好庸・増本賢治・神谷英二・添田百合子・小野美穂・安酸史子 
「種々の靴の着用が足部骨格の偏倚などを有する中高齢者の歩容に及ぼす影響」、『福


岡県立大学人間社会学部紀要』第19巻第2号、福岡県立大学人間社会学部、2011 年、53-63
頁 


（単著）「幼年時代の記憶と集合的記憶(2)」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 20 巻第 
2 号、福岡県立大学人間社会学部、2012 年、15-27 頁 


 


②その他最近の業績 


＜シンポジウム＞ 


（コーディネーター）日本現象学・社会科学会第 26 回大会・シンポジウム「臓器移植と死」、


2009 年 12 月 6 日、神田外語大学 


＜報告書＞ 


（単著）『集合的記憶を媒介とした世代間コミュニケーションに関する現象学的研究』平成


19 年度～平成 22 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）研究成果報告書（課題番号: 
19520025）研究代表者・神谷英二、2011 年 


＜教科書＞ 


（共著）田中哲也編『レポートの書き方入門2011年版―福岡県立大学教養演習テキスト―』


福岡県立大学教養演習テキスト出版会、2011年（担当箇所「第2章 レポートとは？」、25-41
頁） 


＜書評＞ 


（単著）「武内大著『現象学と形而上学―フッサール・フィンク・ハイデガー』に関する書


評」、実存思想協会編『思想としての仏教』実存思想論集ⅩⅩⅥ、理想社、2011年、179-182
頁 


 


③過去の主要業績 


＜著書＞ 


（共著）千田義光・久保陽一・高山守編『講座 近・現代ドイツ哲学Ⅱ―ヘーゲル以後フッ
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サ－ルまで―』理想社、2006 年．（担当箇所「第 9 章 他者経験の起源―発生的現象学に


おけるヒュレー・キネステーゼ・他者―」、255-277 頁） 
＜学術論文＞ 


（共著）神谷英二・橋口捷久「医学生における生命倫理―患者の権利とインフォームド・


コンセント―」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 13 巻第 2 号、福岡県立大学人間社


会学部、2005 年、75-94 頁 
（単著）「遊歩者・記憶・集団の夢―ベンヤミン『パサージュ論』による記憶論構築のため


に―」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 17 巻第 2 号、福岡県立大学人間社会学部、


2009 年、67-79 頁 
＜翻訳＞ 


（単著）A. J. スタインボック「限界現象と経験の限界性」、『思想』2000年第10号、No.916、
岩波書店、2000年、218-243頁 


 


４．受賞 


 直方市制８０周年記念表彰（第５次総合計画策定）、2011年10月29日、福岡県直方市 
 


５．所属学会 


日本現象学・社会科学会委員・企画委員、日本哲学会、日本倫理学会、日本現象学会、日


本生命倫理学会、哲学会、科学基礎論学会、実存思想協会、日本現象学・社会科学会、日


本ミシェル・アンリ哲学会、中部哲学会、西日本哲学会、九州大学哲学会各会員 


  


６．担当授業科目 


哲学Ⅰ・２単位・１年・前期、     教養演習・１単位・１年・前期、 
生命倫理・２単位・１年・前期、    哲学Ⅱ・２単位・１年・後期、 
論理学・２単位・２年・前期、     倫理学・２単位・２－３年・前期、 
哲学要論・２単位・３年・後期、    卒業論文・６単位・４年・通年 
看護倫理・１単位・看護実践教育センター糖尿病看護認定看護師教育課程 
スキルアップゼミ：不況に負けない就活入門・単位外・３年・前期 
スキルアップゼミ：くじけないための就活塾・単位外・３年・後期   


 


７．社会貢献活動 


福岡県田川市行政改革推進委員会会長、福岡県香春町情報公開審査会会長、同町個人情報


保護審査会会長、同町政治倫理審査会会長、同町行政改革推進委員会副会長、福岡県苅田


町男女共同参画苦情処理委員、福岡県直方市消防本部職員採用試験員、株式会社麻生・飯


塚病院倫理委員 
  


８．学外講義・講演 


・福岡県直方市政策研修講師（2011 年 7 月 25 日～10 月 27 日・計 7 回） 
・福岡県市町村職員研修所・政策課題研究＜四王寺塾＞・ロジカルライティング研修講師


（2011 年 7 月 7 日） 
・福岡県市町村職員研修所・課題研究「高度福祉社会―家族を総合的に支援する仕組みづ


くり―」講師（2011 年 8 月 24 日～26 日） 
・筑豊市民大学講座部「きずな」講師（2012 年 1 月 28 日） 
・福岡県香春町職員研修「明日の香春を創るために総合計画について学ぼう」講師（2012
年2月6日、16日、17日・計4回） 


・福岡県市町村職員研修所「文書添削力向上セミナー」講師（2012年2月13日） 
 


９．附属研究所の活動等 


 生涯福祉研究センター地域支援員（筑豊市民大学アドバイザー・講座部担当） 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 准教授 氏名 Stuart Gale 


                       


１．教員紹介・主な研究分野 
 


Stuart Gale was born and raised in Hertfordshire, England. After graduating from The University of 


Leeds with a BA in history, he briefly worked in London before pursuing a teaching career in Japan. He 


returned to London to study for a Master’s degree in English language teaching, passing with a distinction 


grade in 2002. Since then, he has taught at Fukuoka Women's University, Fukuoka University and 


Kyushu University. He joined the staff at Fukuoka Prefectural University in the spring of 2007. 


 


His research activities are currently focused upon two distinct areas. The first concerns the development 


of a student-specific study-abroad programme. The objective of this research is to provide students (and 


specifically those studying at FPU) with a study-abroad programme more related to their study majors. 


This involves the development of a two-module accredited course– the first module being conducted 


pre-trip and in-house at FPU with a view to orientating students to the experience of living and studying 


abroad. The second module is based on the research conducted by each student abroad. Aside from 


developing these modules, Stuart Gale has also co-authored a textbook (to be published in 2013) to 


accompany the entire the course.   


 


His second area of research concerns academic writing and how it may be taught more effectively to 


Japanese university students. This (action) research is conducted in university writing classes and 


involves a process of ongoing evaluation and modification in pursuit of more effective teaching. The 


results of this research have been incorporated into an academic writing textbook (published in 2012), the 


virtual learning website, and (English III) writing classes at FPU. 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 
Gale, S., Fukuhara, S. & Cross, T. (2012). Structure, Structure, Structure: The Best Guide to Reading and 


Writing Ever. Tokyo: Nan’un-do. 


 


Gale, S. (2011, July). L1, consensus nil: Factors affecting the erratic application of oral translation as an 


EFL vocabulary teaching techniques at Japanese universities. Journal of the Faculty of Integrated Human 


Studies and Social Sciences Fukuoka Prefectural University, Vol. 20, No. 1, pp. 1-13. 


 


Stuart Gale (2010) “編著, 楽しみながら英語力アップ 大学生になったら洋書を読もう!”, アルク. 


 


Mori, R. and Gale, S. (2009). Teacher development and reflecting on experience. The Language Teacher, 


Vol. 33, No. 5. 
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②その他最近の業績 
 


Designer and teacher, UK-study abroad programme. 


 
Author and developer, Fukuoka Prefectural University’s online Virtual Language Laboratory. 


 


Chair and course designer (volunteer community service), Fukuoka Prefectural University’s English 


Conversation Class for Local Japanese-national English Teachers. 


 


Author and proofreader, Fukuoka Prefectural University’s Entrance Exam (English). 


 


Developer, Fukuoka Prefectural University’s English Speaking Society. 


 


Developer, voluntary class for students exempt from English I (first semester) on the basis of having 


achieved a sufficient TOEIC (or equivalent exam) grade.  


 


Course designer and teacher (volunteer community service), Fukuoka Prefectural University’s (koukai 


kouza) English Travel Class for Local Citizens (May-June, 2008). 


 


Annual presenter, Fukuoka Prefectural University’s Open Campus Day. 


 


Author, proofreader and developer, Fukuoka Prefectural University’s official English language version 


website. 


 


Assistant, World Heritage International Symposium, Tagawa City, February 15th, 2009. 


 


 


③過去の主要業績 


 
Publications (pre-2008): 
 
Fukuoka University Review of Literature and Humanities  
“Standing in the way of progress: the social and pedagogic implications of Japan’s hidden curriculum” 
(Sept. 2002).  
“A nice idea in theory: examining the conflict between progressive learning theory and conservative 
practice in Japanese schools” (Sept. 2003). 
“Persistent, if nothing else: evaluating Situational Language Teaching and the extent of its contribution to 
communicative competence” (Dec. 2003). 
“No substitute for the real thing: the future of online learning, a virtual reality check” (June 2004).  
“The nature and implications of language change and its impact upon teaching practice” (March 2005). 
“Feed the medium: reconciling the nature of language with pedagogic practice” (June 2005). 
 
Fukuoka University Review of Language and Education Research 
“A wealth of limited potential: thoughts on the Internet and the extent and nature of its impact upon the 
language learning programmes of the future” (Dec. 2002). 
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“Make of it what you will: a brief evaluation of the principles behind Communicative Language Teaching 
and the role of Task-Based Learning” (Dec. 2003). 
“Mistakes are good, but failure is better: devising an appropriate classroom response to the pragmatic 
dilemma” (Dec. 2004). 
 
Kyushu University Studies in Languages and Cultures 
Gale, S. (2007). Towards a culture-sensitive pedagogy: critical awareness versus student-ethnocentric 
learning. Gengo Bunka Ronkyu, No. 22, pp. 67-88. 
 


３．外部研究資金 


 


４．受賞 


 


５．所属学会 


 
Member, Japan Association of Language Teachers (Fukuoka Chapter). 
 


６．担当授業科目 


 
My regular classes at Fukuoka Prefectural University are as follows: 


 


英語Ⅰ  1単位  1年  前期 後期 (3 classes of this type per semester) 


英語Ⅲ  1単位  2年  前期 後期 (3 classes of this type per semester) 
 


 


７．社会貢献活動 


 
Chair and course designer (volunteer community service), Fukuoka Prefectural University’s English 


Conversation Class for Local Japanese-national English Teachers. This class meets on one evening every 


other week for 2 hours. 


 


Course designer and teacher (volunteer community service), Fukuoka Prefectural University’s (koukai 


kouza) English Travel Class for Local Citizens (April-May, 2008). This course consisted of 4 evening 


classes of 90 minutes each (5/12, 5/19, 5/26, 6/2). 


 


Assistant, World Heritage International Symposium, Tagawa City, February 15th, 2009. 


 


８．学外講義・講演 


 
Gale, S. (2006) A comparative analysis of direct oral translation as a vocabulary teaching technique. 


Academic society lecture at the 2006 Temple University/Fukuoka JALT Applied Linguistics Colloquium, 


Jogakuin University Tenjin Satellite Campus, June 11th, 2006. 


 
Fukuoka Prefectural University’s Open Campus Day. 
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Fukuoka Prefectural University’s English Conversation Class for Local Japanese-national English 


Teachers. This class meets on one evening every other week for 2 hours. 


 


Fukuoka Prefectural University’s (koukai kouza) English Travel Class for Local Citizens (April-May, 


2008). This course consisted of 4 evening classes of 90 minutes each (5/12, 5/19, 5/26, 6/2). 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・一般教育 職名 准教授 氏名 水野 邦太郎 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 


 「英語を学ぶ・使う」という実践の背後に多くの「仲間」が存在し，多様な人々が差異


によって響き合う「学びの共同体(未知の世界と出会い，他者と出会い，自らの存在と出会


い対話する対話的実践を遂行するコミュニティ)」を，いかに「教室」という場と，「インタ


ーネット」を活用して創出できるか，その教育方法に取り組んでいる．これまで，以下の 4
つのサイトを立ち上げ実践してきた : Interactive Writing Community, Interactive 
Reading Community, Writing for the TOEFL Test(http://ilc.eknowhow.jp/). Wikinary 
Project (http://www.ilc-irc.jp/wp/auth/login) 
 今後，これら３つの「学びの共同体」を充実させていくために，世界中の教育機関とネ


ットワークを結び，さらに，マルチメディアをフルに活用して様々な機能を実装していき，


新しい英語学習環境の創出の研究と実践に従事していきたい．  
 


２．研究業績 


 


① 最近の著書・論文 
 


水野 邦太郎・川北直子・東矢光代・西納春雄. 2011.「プロジェクト IRC ― 多読の授業に


おける互恵的な読書環境の創出―」『外国語教育メディア学会紀要』48号. pp.143-171. 
 
水野 邦太郎 監修. 2010. 『大学生になったら洋書を読もう』アルク出版. 
 
水野 邦太郎. 2010.「仲間と作るライティング活動－フォーカス・オン・フォームで『英


借文』」『英語教育』6 月号. pp.21-23. 
 
水野 邦太郎．2010.「ICT を活用した読書コミュニティづくり」『英語教育大系 第10巻』 


木村博是 編. 大修館書店. pp.48-64.  
 
水野 邦太郎. 2009. 「Interactive Writing Community を媒介とした学びの共同体創り」
『全国調査から見る ICT 教育―実践・評価・理論』大学英語教育学会 ICT 調査研究特
別委員会編. pp.157-182. 


 
②その他最近の業績 


 
＜学会発表＞ 
水野 邦太郎.「洋書の読書を通じた学びの共同体づくり」2011 年 5 月 22 日. 日本英文学会


全国大会 シンポジウム「大学における英文読解を見直す」. 北九州市立大学. 
 
水野 邦太郎・東矢光代・川北直子・西納春雄. 2010. 「リーディング・アイランド 九州


沖縄プロジェクト～ インタラクティブな読書コミュニティの開発研究 ～」. 第 40 回外


国語教育メディア学会 九州・沖縄支部研究大会 6 月 5 日. 
 
Kunitaro Mizuno and Reina Wakabayashi. 2008. The Effect of On-line Peer Feedback 


on EFL writing: Focusing on Japanese University Students. WorldCALL. August 4. 
 
＜雑誌＞ 
水野 邦太郎. 2011.「大学生の洋書POP大賞への誘い」『英語教育』10月号. pp.90-91. 
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水野 邦太郎. 2011.「洋書の選び方・読み方」『English Jounal』10月号. pp.20-23. 
 
水野 邦太郎. 2010. 「本を読むことは会話上手にもつながる」『AERA English』10月号.  


p.10. 
 


＜開発したサイト＞ 
http://ilc.eknowhow.jp/: Interactive Writing Community, Interactive Reading 
Community, Writing for the TOEFL Test. 
http://www.ilc-irc.jp/wp/auth/login : Wikinary Project 
 


② 過去の主要業績 


 
水野 邦太郎. 2010年8月5日. 第50回外国語教育メディア学会全国大会. 外国語教育メディ


ア学会 学会賞 教材・システム開発賞「IRC(Interactive Reading Community): ICTを活


用した社会構成主義に基づく多読コミュニティ・システムの構築」 
 
水野 邦太郎・たがわ情報センター. ICTを活用した英日韓オンライン辞書づくりプロジェク


ト. 2010年3月10日. 2009年度 九州IT経営応援隊事業（九州経済産業局委託事業） 選考


委員会奨励賞受賞 
 
Kunitaro Mizuno. 2005. Improving TOEFL Writing Scores through Collaborative 


Learning on the Internet Innovative Language Learning Asia－Pacific Association  
Computer－ Assisted Language Newsletter Series No.7. pp.2-13 


 
水野 邦太郎．2005. 「本と人・人と人との絆を結ぶ互恵的な読書環境の創出」『コンピュ


ータ & エデュケーション』Vol. 19. 75-84. 2007 年度 CIEC 学会賞・論文賞 受賞. 
 
３．外部研究資金 
水野 邦太郎. 科学研究費助成事業 (学術研究助成基金助成金 基盤研究 (C))研究課題名 : 
意識的な語彙・文法学習を取り入れた多読プログラムの開発とその教育的効果の検証 (課
題番号 23520689). 交付金額 3,600,000円). 平成23年度～平成25年度. 


 


水野 邦太郎(代表)・東矢光代・川北直子・西納春雄. 外国語教育メディア学会 九州・沖縄


支部研究プロジェクト: リーディング・アイランド 九州沖縄プロジェクト～ インタラ


クティブな読書コミュニティの開発研究 ～. 130,000円. 2010年度～2011年度. 
 


４．受賞 


 


５．所属学会 


大学英語教育学会，全国英語教育学会，外国語教育メディア学会，認知言語学会，英語コ


ーパス学会，コンピュータ利用教育学会，教育工学会 
 


６．担当授業科目 


英語Ⅱ(1)・１単位・１年・前期，英語Ⅱ(2) ・１単位・１年・後期，英語Ⅳ(1)・１単位・3
年・前期，英語Ⅳ(2)・１単位・3 年・後期，教養演習・１単位・１年・前期． 
 


７．社会貢献活動 


８．学外講義・講演 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 准教授 氏名 森脇 敦史 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 憲法学を専攻しており、特に情報と法との関わり合いを中心的な研究課題としている。


電子通信技術の発達（特にインターネットの爆発的拡大）は、誰もが情報を発信すること


を可能とした。これは、思想の自由市場への参入者を拡大し、多様な情報が発信されると


いう面を持つ。一方で、発信者が限定的であったがゆえに成立していた従来の規律を破壊


し、人々の権利を侵害する（名誉毀損やプライバシー侵害、著作権侵害など）という一面


をも有している。このような問題に対して、憲法上の権利である表現の自由という観点か


ら、個別の事例においてどのような解決を図るべきなのか、さらには、どのような制度設


計を行うことが、最も適切な権利配分を人々に行うことになるのかということを考察して


いる。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 


・駒村圭吾、大林圭吾、葛西まゆこ、平地秀哉、奈須祐治、尾形健、大江一平、大河内美


紀、中川律、山本龍彦、森脇敦史、横大道聡『アメリカ憲法学の群像 理論家編』（尚


学社）、第11章「キャス・サンスティン リスクと不確実性の憲法学」、2010年1月 


 


・駒村圭吾、奈須祐二、金井光生、宍戸常寿、曽我部真裕、川岸令和、中林暁生、森脇敦


史、鈴木秀美、西土彰一郞、小倉一志、平地秀哉、横大道聡、蟻川恒正、小谷順子、上


村都、志田陽子、山本龍彦、阪口正二郎『表現の自由Ⅰ』、森脇敦史「象徴的言論－象


徴への態度が示すもの」、2011年5月 


 


・君塚正臣、河野良継、片山智彦、福岡久美子、早瀬勝明、丸山敦裕、合原理恵、福島力


洋、森脇敦史、前田正義、中村孝一郎、森口佳樹、青田テル子、今田浩之、上石圭一、中


曽久雄『ベーシックテキスト憲法 第2版』、第7章Ⅵ（信教の自由）、第15章Ⅳ～Ⅶ（司


法以外の裁判所の権能、司法権の独立、違憲審査制、憲法訴訟）、2011年9月 


 


②その他最近の業績 


＜翻訳＞ 


・エリック・バレント著、比較言論法研究会（青野篤、曽我部真裕、奈須祐治、西土彰一


郎、福島力洋、前田正義、森脇敦史）訳『言論の自由』（雄松堂出版）、第8章「集会、


抗議活動と公共の秩序」、第13章「言論の自由とインターネット」、2010年2月 


 


＜教材開発＞ 


・鈴木秀美、山田健太（編著）『よくわかるメディア法』（ミネルヴァ書房）、2011年7月 
 


③過去の主要業績 


 
森脇敦史「言論市場の「自由」と「制約」について－Cass R. Sunsteinの「現状中立性」批
判を手がかりとして－」、阪大法学第51巻5号939～967頁、2002年 
 
森脇敦史「言論活動への政府資金助成に対する憲法上の規律」、阪大法学第53巻1号113～14
2頁、2003年 
 
森脇敦史「図書館に対するフィルタリングの義務づけと今後のインターネット上における表
現規制の態様－ＣＤＡ、ＣＯＰＡ、ＣＩＰＡの事例から－」、阪大法学第53巻3=4号393～41







― 20 ― 


9頁、2003年 
 


森脇敦史「発言する政府、設計する政府」松井茂記、市川正人、紙谷雅子、鈴木秀美、福


島力洋、森脇敦史、渡辺武達、宮崎寿子、田中智佐子、野原仁、ミッシェル・マクレラン、


丹羽俊夫、木村哲也『メディアの法理と社会的責任』（ミネルヴァ書房）127-150頁、2004


年 


 


 


３．外部研究資金 


 


 


４．受賞 


 


 


５．所属学会 


 関西アメリカ公法学会、関西憲法判例研究会、九州公法判例研究会、情報ネットワーク


法学会 


 


６．担当授業科目 


 


 


法学・２単位・１年・前期、教養演習・１単位・１年、前期、憲法・２単位・１年・後期、


現代社会論Ｃ（情報社会と法）・２単位・２年、法律学概論Ⅰ・２単位・３年・前期、法


律学概論Ⅱ・２単位・３年・後期、卒業論文・６単位・４年・通年 


 


 


７．社会貢献活動 


 


田川市情報公開・個人情報保護審議会委員 


福津市情報公開・個人情報保護審査会委員（会長） 


福津市情報公開・個人情報保護審議会委員 


 


 


８．学外講義・講演 


 


 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・一般教育 職名 講師 氏名 金 恩愛 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
東京外国語大学大学院地域文化研究科 博士後期課程単位取得満期退学。研究分野は、日


韓対照研究。とりわけ、日本語と韓国語における表現様相の相違点の解明を中心テーマと


する。韓国語と日本語は、同じ漢字文化圏という背景とともに、文法的な類似性もあって、


両言語間に存在する表現様相の違いにはなかなか気づきにくい。私は、日本語と韓国語の


こうした違いを、表現のあり方を問う表現様相という観点から捉えなおしている。表現様


相という観点から見たとき、まず言えるのは、日本語は韓国語に比べ相対的に名詞的な表


現が好まれ、韓国語は日本語に比べ相対的に動詞的な表現が好まれるという点である。こ


うした日韓表現様相論に立脚した研究成果は、言語教育にも即応用できるものである。今


後は、韓国語と日本語における表現様相の違いを明らかにしていく研究とともに、そこか


ら得られた研究成果を、言語教育の現場にどのように還元できるか、教材作りや、辞書編


纂、日韓翻訳という角度から考えていきたい。  
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
・金恩愛(2008)｢表現様相の研究と研究の方法論—韓国語と日本語の対照研究—｣(原文は韓


国語)、『外国語としての韓国語教育』33輯。ソウル：延世大学校言語研究教育院韓国語


語学堂  


・金恩愛(2009a)｢日本語の｢名詞＋の＋名詞｣は 韓国語でいかに現れるか—第3の類型につ


いて—｣『カルチュール(明治学院大学 教養教育センター紀要)』第3巻1号。横浜：明治学


院大学教養教育センター  


・金恩愛(2009b)｢日本語と韓国語における表現様相の研究—日本語母語話者のための韓国語


教育への応用―｣『朝鮮半島のことばと社会――油谷幸利先生還暦記念論文集』東京：明


石書店  


 


②その他最近の業績 
＜学会発表＞  


・金恩愛(2010)｢表現様相論の観点からみた日韓対照研究―言語教育への応用｣、韓国日本語


教育学会・第18回国際学術発表会、ソウル：培花女子大学  


・金恩愛(2011)｢日韓対照研究のあり方――提案：表現様相論からの日韓対照研究――｣、韓


国日本語学会・第23回国際学術発表会、ソウル：建国大学校  


・金恩愛(2012)｢韓国語における五段階｣研究会：国立国語研究所共同研究プロジェクト 東


京：国立国語研究所 2012年3月10(土) 


 


＜共同研究プロジェクト＞  


・大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国立国語研究所 平成22年度・平成23年度 国


立国語研究所共同研究プロジェクト｢形容詞節と体言締め文：名詞の文法化｣｢節連接への


モーダル的・発話行為的な制限｣  
 
③過去の主要業績 
・金恩愛(2003)｢日本語の名詞志向構造と(nominal-oriented structure)と韓国語の動詞志向


構造(verbal-oriented structure) ｣『朝鮮学報』第188輯。天理：朝鮮学会  


・金恩愛(2006)｢日本語の｢-さ｣派生名詞は韓国語でいかに現れるか—翻訳テクストを用いた


表現様相の研究—｣『日本語教育』129号。東京：日本語教育学会  


・油谷幸利、金恩愛(2007)『韓国語実力養成講座1間違いやすい韓国語表現100 初級編』東


京：白帝社 総233頁  
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３．外部研究資金  


・文部科学省、平成23年度・科学研究費補助金･挑戦的萌芽研究、研究課題名：日本語と韓


国語における｢直訳できない構造｣について、研究代表者：金恩愛、課題番号：23652090、
交付予定額：910,000円、研究期間：平成23年度  


 
 
５．所属学会 
・朝鮮学会、朝鮮語教育研究会、日本語教育学会、韓国日本語教育学会、韓国日本語学会  
  
６．担当授業科目 
・コリア語Ⅰ-(1)･コリア語Ⅰ-(2)･2単位･1年･通年、コリア語Ⅱ-(1)･コリア語Ⅱ-(2)･2単位･


2年･通年、コリア語Ⅲ-(1)･コリア語Ⅲ-(2)･2単位･3年･通年、教養演習･1単位･1年･前期、


韓国の社会と文化･2単位･2年･後期  


  
 
７．社会貢献活動 
・第３回 「話してみよう韓国語」福岡大会 審査員 2011年12月18日(日)  
 
８．学外講義・講演 
・第５回 韓国語教師研修会（福岡研修）講師 2011年11月26日(土) 
・人文科学の現在７「外から見た日本語―対照研究とは何か―」千葉大学にて講義 


2011年12月7日（水）、2012年1月25日（水） 
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所属 人間社会学部・一般教育等 職名 助教 氏名 増本 賢治 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


私は，2005年に，九州大学大学院医学系学府を修了しました（博士（医学））。その後，


日本学術振興会特別研究員（PD）として，九州大学健康科学センターおよびネバダ州立大


学（米国）にて研究活動に従事した後，2009年から，本学に着任致しました。 
私は, これまで, 水中歩行時の筋活動動態に着目して, 研究を行ってきました。その結果, 


水中歩行時の筋活動は, 歩行の方向, 歩行速度, 加齢および水流の有無によって影響を受け


ることが明らかになりました。最近は, 水中でのランニング時の筋電図測定に関する新しい


研究手法について学び, 調査を行ってきております。これらの研究成果は, 水中での運動処


方やリハビリテーションの基盤となるデータとして有用であり, 今後の更に効果的な運動


処方に貢献し得ると考えられます。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


〈著書〉 


・高杉紳一郎, 増本賢治, 岩本幸英, スポーツ医学実践ナビ スポーツ外傷・障害の予防


とその対応, 武藤芳照編,「後ろ向き歩行」の項と罪（pp.288～289）, 日本医事新報社, 


2009年8月. 


 


〈学術論文〉 


・Masumoto K, Hamada A, Tomonaga H, Kodama K, Amamoto Y, Nishizaki Y, Hotta N, 
Physiological and perceptual responses to backward and forward treadmill walking in water, 
Gait and Posture, 29 巻 2 号, pp.199～203, 2009 年. 


・Masumoto K, DeLion D, Mercer JA, Insight into muscle activity during deep water running, 
Medicine and Science in Sports and Exercise, 41 巻 10 号, pp.1958～1964, 2009 年. 


・中藤広美, 渡辺好庸, 増本賢治, 神谷英二, 添田百合子, 小野美穂, 安酸史子, 種々の靴の


着用が足部骨格偏倚などを有する中高齢者の歩容に及ぼす影響, 福岡県立大学人間


社会学部紀要, 19 巻 2 号, pp.53～63, 2011 年. 
・Liebenberg J, Scharf J, Forrest D, Dufek JS, Masumoto K, Mercer JA, Determination of muscle 


activity during running at reduced body weight, Journal of Sports Sciences, 29 巻 2 号, 
pp.207～214, 2011 年. 


 


②その他最近の業績〈国際会議での発表〉 


・Forrest D, Dufek JS, Masumoto K, Mercer JA, Muscle activity during running at reduced body 
weight, American College of Sports Medicine 56th Annual Meeting, Seattle, USA, 2009年 5月
27 日～30 日. 


・Mercer JA, Masumoto K, Exploration of muscle activity patterns during deep water running, 
American College of Sports Medicine 56th Annual Meeting, Seattle, USA, 2009 年 5 月 27 日


～30 日. 
・Masumoto K, Hamada A, Tomonaga H, Kodama K, Amamoto Y, Nishizaki Y, Hotta N, Influence 


of a water current on physiological responses and stride characteristics during walking in water, 
American College of Sports Medicine 57th Annual Meeting, Baltimore, USA, 2010年 6月 2日
～5 日 


・Mercer JA, Liebenberg J, Bouws PL, Masumoto K, Muscle activity while running at 20-50% of 
body weight, South West Chapter of American College of Sports Medicine 29th Annual 
Meeting, San Diego, USA, 2010 年 10 月 22 日～23 日 


・Masumoto K, Takasugi S, Okada S, Higuchi K, Handa S, Okuizumi H, Mutoh Y, Stride 
characteristics and physiological responses during lateral and forward locomotion in water, 58th 
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Annual Meeting and 2nd World Congress on Exercise is Medicine of the American College of 
Sports Medicine, Denver, USA, 2011 年 5 月 31 日～6 月 4 日 


・Applequist BC, Liebenberg J, Masumoto K, Mercer JA, Lower Extremity muscle activity during 
running at reduced body weight, 58th Annual Meeting and 2nd World Congress on Exercise is 
Medicine of the American College of Sports Medicine, Denver, USA, 2011 年 5 月 31 日～6 月


4 日 
 


③過去の主要業績 


・Masumoto K, Takasugi S, Hotta N, Fujishima F, Iwamoto Y, A comparison of muscle activity and 
heart rate response during backward and forward walking on an underwater treadmill, Gait 
and Posture, 25巻2号, pp.222～228, 2007年. 


・Masumoto K, Mercer JA, Biomechanics of human locomotion in water: an electromyographic 
analysis, Exercise and Sport Sciences Reviews, 36 巻 3 号, pp.160～169, 2008 年. 


・Masumoto K, Takasugi S, Hotta N, Fujishima F, Muscle activation, cardiorespiratory response, and 
rating of perceived exertion in older subjects while walking in water and on dry land, Journal 
of Electromyography and Kinesiology, 18 巻 4 号, pp.581～590, 2008 年. 


 
３．外部研究資金 


・NHL University of Applied Sciences（オランダ王国）, Healthy Ageing through Serious 
Gaming 


・九州大学、SR（スマートラバー）技術を活かした健康・福祉・医療分野における応用に


関する事業化研究 
・日本学術振興会, 科学研究費補助金（若手 B） 
 


４．受賞 


該当なし 


 


５．所属学会 


 日本体力医学会, 日本生理人類学会, アメリカスポーツ医学会 
 


６．担当・担当補助授業科目 


健康スポーツ論・2 単位・1 年前期，健康科学実習Ⅰ・1 単位・1 年前期， 
健康科学実習Ⅱ・1 単位・1 年後期，情報処理の基礎と演習・2 単位・1 年前期 


 


７．社会貢献活動 


・財団法人日本アンチ・ドーピング機構・ドーピング検査官 
・財団法人福岡県体育協会・スポーツ医科学委員 
・学術論文の査読： 


Gait and Posture 
International Journal of Sports Medicine 
American Journal of Physical Medicine and Rehabilitation 
日本生理人類学会誌 


 
８．学外講義・講演 
・2011 年 4 月 24 日：飯塚市・｢水中歩行と水中ジョギングの効果｣ 
・2011 年 6 月 8 日：出前講義・福岡県立中間高等学校｢人生 80 年！健康的なライフスタイ


ルを送ろう｣ 
・2011 年 10 月 8 日：福岡県立大学・足と靴の健康講座｢高齢者の健康支援｣ 
・2011 年 10 月 9 日：福岡県立大学・足と靴の健康講座｢歩行とランニングの生体力学（バ


イオメカニクス）｣ 
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・2011 年 10 月 16 日：福岡県体育協会スポーツ医・科学サポート実践事業・大野城市立大


利小学校・｢健康づくりのための歩行とランニング｣ 
 


９．附属研究所の活動等 


・生涯福祉研究センター・研究プロジェクト「『足と靴』の問題性と福祉拡充に関する総


合的研究」共同研究者 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 教授 氏名 藤山 正二郎 


 


１．教員紹介・主な研究分野 
中国・新疆ウイグル自治区のウイグル民族についての文化人類学的調査を基礎として、


具体的には、医療人類学、教育人類学、民族問題などの観点から研究している。10余年の


フィルド－ワークの成果はhttp://www7b.biglobe.ne.jp/~fsho2uyghurhotan/で公開中。 


ウイグル民族は中央アジアに連なるトルコ系民族であり、シルクロードの民として有名


である。そこにはイスラム医学との関連をもつウイグル医学など、様々な文化が集積した


独特の文化が存在する。だが、小学校から漢語教育が義務化され、自民族の言語であるウ


イグル語のあり方が問題になっている。この点から、多文化教育のあり方を考える。 


 医療人類学では西洋医学とは異なるウイグル医学を調査し、日本でも注目されている


統合医療の方向性を探る。北京、上海などで中医学の調査も行っている。このような伝統


医学は理論的な面で、陰陽や体液説など「哲学的」と思われ、「非科学的」と批判される。


だが、伝統医学は近代西洋医学とは異なる科学的認識体系を持っている。そのことを明ら


かにしていく。 
 
２．研究業績 
①著書・論文 
 
＜論文＞ 
「ブリコラージュとしての伝統医学」福岡県立大学紀要、第 19 巻、第 2 号、2011 
「ウイグル民族アイデンティティと民考漢の将来」福岡県立大学紀要、第 18 巻、第 2 号、


2010 
「ウイグル医療文化」シルクロード、19 巻、2009、 
「野生の思考としての伝統医学」福岡県立大学紀要、第17巻第2号、2009年 
. 
②その他の業績 


 ウイグル医学、ウイグルの結婚、ウイグルの家族・親族 「中国のイスラムを知る60章」


所収、明石書店、2012 


 
 
③過去の主要業績 
「イニシエーションとしての思春期の病い」、病むことの文化―医療人類学のフロンティ


ア、所収、海鳴社、1990年 


「犠牲の物語の神話作用」、伝説が生まれるとき、所収、福武書店、1991年 


「治療される家族―家族療法再考」、講座：人間と医療を考える、第4巻所収、弘文堂、1992       


年 


「情報化社会と消費社会における病気―Ｏ１５７の退散祭り」、現代日本の病理所収、葦


書房、1998年 


 
３．外部研究資金 
 


４．受賞 


 


５．所属学会 
日本文化人類学会、中央アジア学会 


 
６．担当授業科目 
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＜学部＞ 
文化人類学Ⅰ・２単位・２年・前期、文化人類学Ⅱ・2単位・2年・後期、国際共生研究


Ⅰ・１単位・２年・前期、国際共生研究Ⅱ・1単位・2年・後期、教育人類学・２単位・


３年・後期、社会学研究法Ⅰ・２単位・３年・前期、社会学研究法Ⅱ・２単位・３年・


後期、エスニシティ論・2単位・3年・前期、医療人類学・2単位・4年・前期、卒業論文・


６単位・４年・通年 
 
＜大学院＞ 


子育ての比較文化演習・2単位・大学院1・２年・前期、子育ての比較文化研究・2単位・


大学院1・２年・後期、特別研究・4単位・大学院１・2年・通年 
 
７．社会貢献活動 
福岡アジア文化賞推薦委員、ＮＨＫ学園スクーリング講師、田川市石炭・歴史博物館運


営協議会委員 


 
 
８．学外講義・講演 
 福岡県立大学公開講座：地域と教育・子育て 


～子どもから大人まで育ち合える地域をめざして～ 
 
９．附属研究所の活動等 
・生涯福祉研究センター兼任研究員 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 教授 氏名 文屋 俊子 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程満期退学。専門：都市社会学。 


1993 年に本学に着任。 


＜研究分野＞ 


①地域における社会関係 


研究分野である都市社会学、地域社会学は、地域に起きるさまざまな現象を科学的に


とらえ分析することです。この過程を通じて、地域問題の解決に指針を与えることがで


きたら、という願いを込めて研究しています。 


 ②イタリアの地域社会研究 


地方の小さな街がどうやれば自立的に存在可能なのか、この点からイタリアの地域社


会の事例に学ぶものが多いと思い、数年前から短期間の参与観察を続けています。 


 ③筑豊地域の交通研究 


ここ数年、筑豊地域の交通研究をしています。2004年に平成筑豊鉄道調査を行い、2007


～2008年度の福岡県産炭地域振興センターの受託研究として筑豊地域の交通体系研究会


を主宰していました。受託終了後も田川地域の地域交通ネットワークと地域社会の振興


をテーマに継続して活動しています。 


 ④研究分野とはいいがたいですが、2004年以来、本学のＦＤ部会に責任を果たしており、


全国の大学ＦＤの動向や考え方、授業改善の進め方等を学ぶ機会が多くあります。Ｆ


Ｄとは、学生にできるだけ良い大学教育を提供するための各段階での努力です。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


茂木豊、文屋俊子、三隅譲二、佐藤繁美．「地域生活の総合的満足度の意味及び生活の質


に関する質問項目との関係」、福岡県立大学人間社会学部紀要、18(1),2009 年. 
福田恭介・文屋俊子・夏原和美・宮崎昭夫．「学生による比喩表現を用いた現実と理想の


授業評価」福岡県立大学人間社会学部紀要 17 (2), 81-93. 2009 年． 
②その他最近の業績  


学会発表：文屋俊子．「地方公共交通の活性化」西日本社会学会公開シンポジウム「公


共社会学の構想」第二報告、報告者、2010年５月23日、福岡県立大学． 


③過去の主要業績 


文屋俊子、田代英美、福田忠昭,「筑豊地域の交通体系検討事業研究報告書」2009 年 3 月．


100 頁． 


 文屋俊子「イタリア地方都市の地域社会と地縁組織(2) －シエナ市民のアイデンティテ


ィ－」『福岡県立大学紀要』14(1),77-86、2005年。 


 文屋俊子「団地の近所づきあい」森岡清志・松本康編『都市社会学のフロンティア ２ 生


活・関係・文化』121-151頁、日本評論社、1992年。 


 文屋俊子「大都市周辺地域の都市化」『社会学評論』148号、37-4、1987年。 


 


３．外部研究資金 


  なし 


 


４．受賞 


  なし 


 


５．所属学会 


   日本社会学会 
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   日本都市社会学会 


   西日本社会学会 


   社会分析学会 


 


６．担当授業科目 


（学部） 


  都市社会学・２単位・１年・前期、   地域社会学Ⅰ・２単位・１年・前期､ 


地域社会学Ⅱ・２単位・２年・後期、  コミュニティ論・２単位・２年・後期、 


地域社会研究Ⅰ・１単位・２年・前期、 地域社会研究Ⅱ・１単位・２年・後期、 


社会調査実習・２単位・３年・通年、  データ分析の基礎・２単位・３年・前期、 


公共社会学研究Ⅰ・１単位・３年・前期、公共社会学研究Ⅱ・１単位・３年・後期、 


卒業論文・10単位・４年・通年 


（大学院） 


地域社会研究・２単位・1,2年・前期、地域社会演習・２単位・1、2年後期 


 


７．社会貢献活動 


福岡県公益認定等審議会 委員（平成20年12月～) 
福岡県国土利用計画審議会 委員（平成23年11月～） 


   財団法人飯塚研究開発機構 企画運営委員会 委員（平成22年7月21日～24年7月20


日） 


田川市都市計画審議会 副委員長 


   田川市地域公共交通会議 副会長 


   田川市図書館運営協議会 委員（平成22年4月1日～24年3月31日） 


   福智町男女共同参画審議会 委員長（平成22年1月～平成24年1月） 


   受入環境調査検討部会（山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書の保存・活用


検討委員会）委員（平成23年11月～） 


 


８．学外講義・講演 


  平成22年10月22日 地域の「絆」再生にむけて、福岡市西区元岡校区ふれあいネット


ワーク推進協議会主催講演会 


平成23年10月4日 公開講座：地域で公共交通を支える 福岡県立大学公開講座 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 教授 氏名 森山 沾一 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


これまでの研究は教育・学習・文化と地域社会との関連をマイノリティの視点から行


ってきた。実践的研究に関心を持ち、現在は、「まちづくりと生涯学習・文化」を、田川


地区に焦点をあて、地域資源(ひと・文化・自然・歴史)を活かした交流・循環・滞在型ま


ちづくりを総合的に研究している。分野で紹介すれば以下の４つである。 
(1)田川・筑豊地域のまちづくり・文化発信システムに関する研究 


―山本作兵衛コレクションの日本初世界記憶遺産登録にともなう保存・活用― 
(2)世界遺産をめざす田川活性化事業ー産・官・民・学が協働するエコツーリズム実現― 
(3)地域教育社会学的方法によるマイノリテイ(少数者)と生涯学習に関する研究 
(4)人権・同和教育の地域的展開と今後の方向性の究明 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


＜著書＞ 


（１）『熱と光を願求して―解放教育学への節目に立って―』（単著）城島印刷 2012 年


1 月 A5 判 383 頁 
（２）『社会教育における人権教育の研究』(単著) 福村出版 2011 年 2 月(科研費学術


出版助成図書 A5 判 318 頁) 
（３）内閣府報告書『世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業―産・官・民・学が協


働するエコツーリズムの実現―』編著(プロジェクト代表)2010 年 3 月 A4 判 282
頁 


（４）内閣府報告書『世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業―産・官・民・学が協


働するエコツーリズムの実現―』編著(プロジェクト代表)2009 年 3 月 A4 判 399
頁 


 （５）『にんげん・羽音豊』（共著）森山沾一・安蘓龍生・堀内忠 海鳥社 2007 年 5 月 
   A5 判 248 頁 
②その他最近の業績   


（１）『山本作兵衛日記・資料集』第 11 巻（研究叢書 50 巻予定） A4 判 360 頁予定  


福岡県立大学付属研究所生涯福祉研究センター発行  2011 年 3 月 


（２）『山本作兵衛日記・資料集』第 10 巻（研究叢書 48 巻予定） A4 判 478 頁  
福岡県立大学付属研究所生涯福祉研究センター発行  2011 年 3 月 


（３）『山本作兵衛日記・資料集』第９巻（研究叢書 46 巻）    A4 判 292 頁 
福祉研究センター発行  2010 年 3 月 


（４）『山本作兵衛日記・資料集』第８巻（研究叢書 38 巻）     
福祉研究センター発行  2009 年 3 月 


（５）『山本作兵衛日記・資料集』第７巻（研究叢書 34 巻）     
福祉研究センター発行  2008 年 3 月 


（６）『癒学（ゆがく）の郷―田川地域長期振興戦略プラン』 
     福岡県立大学            2007 年 10 月 
（７）「グローバル時代における＜ローカルな知＞－山本作兵衛の文化を＜読む＞（５）


－」（共同発表）第 63 回九州教育学会 宮崎大学  2011 年 12 月 
（８）「グローバル時代のローカルな知の普遍性―日本初世界記憶遺産登録の意義―」第


58 回日本社会教育学会  日本女子大学  2012 年 9 月 
（９）「グローバル時代における＜ローカルな知＞－山本作兵衛の文化を＜読む＞（4）


－」（共同発表）第 62 回九州教育学会 九州大学  2010 年 12 月 
（10）「地域と大学の連携の困難性と課題」 
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第 57 回日本社会教育学会   神戸大学    2011 年 9 月 
（11）「産・官・民・学協働の意義と課題―世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業 2


年目を事例として―」 
第 56 回日本社会教育学会 大東文化大学  2009 年 9 月 


（12）「自治体改革と社会教育の再編―自治体における新たなガバナンス形成の可能性


を探る・福岡県田川郡福智町の事例を中心にして」 鹿児島大学 
            日本社会教育学会九州・沖縄研究集会でのシンポジウム指定発表 
（13）「世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業―産・官・民・学が協働するエコツー


リズムの実現―」 
第 55 回日本社会教育学会   和歌山大学 2008 年 9 月 


（14）「グラムシ没後 70 周年記念シンポジウム「部落解放運動の体験をふまえ戦後知識


人を批判的にとらえかえす」」 明治大学 2007 年 12 月 2 日 
（15）「グローバル時代における＜ローカルな知＞－山本作兵衛の文化を＜読む＞（２）


－」第 59 回九州教育学会 琉球大学  2007 年 11 月 
 
＜審議会・委員 答申等＞ 


（１）福岡県福智町まちづくり委員会（委員長）「実施計画答申書」2012 年 12 月 


（２）「田川市特別職報酬等審議会答申」田川市特別職報酬等審議会（座長）2011 年 2


月 


（３）「みやこ町男女共同参画推進条例」福岡県みやこ町男女共同参画推進条例策定委


員会（委員長） 2010 年 11 月                             


（４）「福智町行財政改革審議会答申～健康長寿の里・福智町がさらに良くなるために


～」福岡県福智町行財政改革審議会(座長) 2007 年 2 月 


 


＜インタビュー・新聞記事＞ 


 山本作兵衛コレクション日本初世界記憶遺産登録申請者として各種マスメディアに 


2011 年 5 月 26 日以降、たびたび登場 主なものは「NHK 視点・論点 6 月 9 日」「NHK


フロンティア 7 月 15 日」「ラジオニッポン・菅原文太との対談 9月 16 日」「RKB 林田


スマのハートフルトーク 2012 年元旦」など 


「アンチ東京」(ブルータス 2010 年 3 月 15 日号)「田川の再生は可能か」(コンフォート


2009 年 12 月号)｢福岡県差別ハガキ自作自演事件｣のコメント(朝日、西日本新聞 2009


年 9 月) 「福智町行革委 職員削減など求め町長に答申書提出」毎日・読売・朝日・西


日本新聞筑豊版 2007 年 2 月 7日など 


 


＜書評・評論＞ 


「生涯学習と自己形成」（宮坂広作著 季刊『教育と文化』2011 年 春  


国民教育文化総合研究所） 


「道半ばにして―大野甚―」(社・福岡県人権研究所『リベラシオン』2010 年３月)   


「追悼・三苫鐡兒様」（『星と夢の記憶』2010 年 2 月） 


 


３．外部研究資金 


平成 22 年度独立行政法人日本学術振興会「研究成果公開促進費」（一般学術図書） 


140 万円（『社会教育における人権教育の研究』 福村出版 2011 年 2 月 A5 判 318 頁) 


 
４．受賞 


「ふくおか地域づくり活動賞」2 年連続受賞(福岡県地域づくりネットワーク協議


会)2010、2011 年 3 月 6 日 「田川地域観光推進会議」代表として 
 
５．所属学会 
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日本社会教育学会(理事・査読委員)、日本教育学会、日本生活体験学習学会(理事)、九州教


育学会（査読委員）など 
  


６．担当授業科目 
 （学部）人権論・２単位・１年・前期、社会教育特論A・2単位・2年・後期、教育社会学・


２単位・３年・前期 
(大学院) 地域教育支援研究Ⅰ・２単位・1～２年・前期、地域教育支援研究Ⅱ（演習）・


２単位・1～２年・後期、地域教育支援特別研究・２単位・１～２年・通年、フ


ィールドワーク・２単位・１年・後期 
 


７．社会貢献活動 


（社団法人）福岡県人権研究所理事長、独立行政法人大学評価・学位授与機構委員（2 年


間）、福岡県アンビシャス運動本部推進委員、福岡県同和問題をはじめとする人権問題


に係る啓発・研修講師団世話人、福岡市人権問題講師陣委員、全国教育研究者ネット


会議世話人、花と緑のまち新田川創生プラン推進委員会座長、田川地域観光推進会議


会長など 
 


８．学外講義・講演 
福岡県内、大分県、佐賀県、長崎県、鹿児島県、東京都などで世界記憶遺産山本作兵


衛コレクション、教育、人権問題の講演・シンポジウム・講演 
 


９．附属研究所の活動等 


  県立大学附属研究所生涯福祉研究センター兼任研究員 


  生涯福祉研究センタープロジェクト「筑豊文化発信システムに関する研究」メンバー 


顧問 


  山本作兵衛さんを＜読む＞会 会員・顧問 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 特任教授 氏名 中里 亜夫


 
１．教員紹介・主な研究分野 


 1972 年広島大学大学院文学研究科博士課程修了。同年国立有明工業高等専門学校講師


として勤務。1979 年に福岡教育大学教育学部助教授として着任し、同教授そして、定年


退職。同大学名誉教授。2009 年本学に特任教授として着任。 
 主な研究分野は、(1)近代日本の歴史地理研究：家畜市場/屠場の再編整備の研究 
 (2)南アジア地域研究：インド・パキスタンの搾乳・酪農業の地域的展開に関する研究 
 (3)開発教育・市民性教育の研究：EU，特にイギリスの開発教育・市民性教育の研究 
である。2007 年以降、「NPO 法人宗像里山の会」の理事長として宗像市域の里山への侵


入竹林の伐採・整理を進めている。地域社会貢献の一つとして里山再生に会員と共に汗


を流している。 
 


２．研究業績 


➀最近の著書・論文 
なし 


 ➁その他最近の業績 


  「講演」①第 29 回 九州地区部落解放史研究集会（2010.07.26）  
「明治期屠場法の成立経緯と牛疫」 


「学会報告」 


（1)2009 年度地理科学会春季学術大会（2009,5,30）（於：広島大学） 


「明治期の屠場立地と屠場法」 


（2）歴史地理学会第 222 回研究例会 2009.12.12（於：国士舘大学） 


「明治期・屠場法の成立経緯と屠場の地域的再編」 


    （3）2011 年度地理科学会春季学術大会(2010.6.  ) （於：広島大学） 


「パキスタン・カラーチ大都市圏における搾乳業と屠場に関する研究（1） 


－搾乳用水牛・牛の取引・流通と問屋制－」 
（4）2011 年市場史研究会大会（2011.11.26）（於：大阪大学） 


「明治期牛馬取引における牛馬市・牛馬宿の問題について 


       ―パキスタン・シンド州など畜産流通調査との比較―」 


 「学会シンポジューム」 


①日本南アジア学会、シンポジューム（2009.10.4）（於：北九州大学） 


「インドを講義する―地理、開発教育の観点から―」 


     ②第 53 回歴史地理学会大会、シンポジューム（2010.5.16）（於：高崎経済大学） 
      「近代日本における消費地家畜市場の成立経緯とその機能」 


「調査研究報告書」 


①「第７章 2 年間の経過と今後の展望」、公立大学法人福岡県立大学・経済産


業省九州経済産業局編『平成２１年度 地方の元気再生事業 世界遺産をめざ


す旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書』、245－247 頁、平成 22 年 3 月 25 日。 


「エツセイ」 


      福岡県小学校社会科研究協議会編『遠眼鏡』を担当。年 4回刊行。  


➂ 過去の主要業績 


 上記の主要な研究分野（１）、（２）、（３）でみる、 


（1）「明治・大正期における朝鮮牛輸入(移入)・取引の展開」、歴史地理学会編『歴史地 


理紀要 32』、129-159 頁,1995。 


（2）「イギリス植民地インドの主要都市における搾乳業―1920―30 年代の英領インドを 


中心にして」、『福岡教育大学紀要』、第 54 号 第 2分冊、71－84 頁,2005。 


（3）クリスティーヌ・ロランーレヴィ、アリストティア・ロス編、中里亜夫・竹島博之 


監訳『欧州統合とシティズンシップ教育―新しい政治学習の試み』、明石書店、286 







― 34 ― 


頁、2006。 


 


３．外部研究資金 


平成 23 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））６０万円 


 


 


４．受賞 


なし 
 


５．所属学会 


日本地理学会、人文地理学会、歴史地理学会、地理科学会、日本南アジア学会、 
広島史学研究会、市場史研究会 
 
 


６．担当授業科目・学部 


世界地理・２単位・１年・後期、地理学概論・２単位・2 年・前期、 
国際共生研究（Ⅰ・Ⅱ）・2 単位・2 年・通年、NPO 論・２単位・３年・後期 
地域社会分析法 C（地理）・2 単位・3 年・前期、卒業論文・6 単位・4 年・通年、 
公共社会学研究（Ⅰ・Ⅱ）・２単位・3 年・通年、総合演習・２単位・３年・前期(６ 
コマ担当)、社会貢献論・2 単位・1 年・前期（１コマ担当）、社会貢献論演習・2 単位・ 
1 年・後期(4 名で担当) 


 
７．社会貢献活動 


 1）福岡県小学校社会科教育研究協議会 会長 


  2）NPO 法人宗像里山の会 理事長 


 


８．学外講義・講演 


〇添田町での講演：「英彦山・添田町の再生」と「高齢者リゾート」構想（10.27） 
〇福岡教育大学での講義科目 


（社会科・地理教育論（指導法）、外国地誌） 


  〇北九州市立長者研修大学校（穴生学舎、周望学舎）でのテーマ 


（インド・パキスタンの農村生活Ⅰ・Ⅱ） 


  


９．附属研究所の活動等 


  無 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 准教授 氏名 石崎 龍二 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


自然や社会の種々の現象に関する数理モデルのコンピュータ・シミュレーションやデー


タの統計解析を行っている。特に非平衡系にあらわれるカオスや散逸構造の統計的性質を、


理論的および数値的な面から研究している。 
①非定常時系列に対するパターン・エントロピー時系列による解析と応用、②散逸のあ


るクーロン多体系の数理モデルの構築と数値解析、③カオスや乱流における拡散現象の解


析等を主な研究テーマとしている。 
物理現象、生命現象、経済現象などに見られる多くの要素間の非線形な相互作用によっ


て生じる複雑な運動形態を研究する非線形科学が発展してきている。非線形科学では、カ


オス、フラクタル、自己組織化臨界現象、カオスの縁、コンプレックス・カオスなど数多


くの新しい概念が見出され、複雑な現象が数学的に表現され力学的な理解ができるように


なってきている。コンピュータによる解析を取り入れた新しい統計的な手法を開発し、そ


の成果を社会科学へ応用したい。 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


＜論文＞ 
・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生のアプリケーションソフトの操作スキル


とコンピュータリテラシー教育（2010 年）」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 20
巻第 1 号，pp. 71-88，福岡県立大学，2011 年 7 月． 


・ Ryuji Ishizaki, Hiroki Hata, and Tatsuo Shoji, “Chaos-induced diffusion in a 
nonlinear dissipative Mathieu equation for a charged fine particle in an AC trap”, 
Journal of the Physical Society of Japan, Vol.80 No.4, 2011, 044001. 


・ 石崎龍二「Hénon-Heiles 系のカオス軌道の初期時間領域と終期時間領域での２時間


相関関数の減衰形」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 19 巻第 1 号，pp. 9-17，
福岡県立大学，2010 年 7 月． 


②その他最近の業績 


＜報告書＞ 
・ 石崎龍二「株価・為替レート時系列のパターン・エントロピー時系列による特徴づ


け」統計数理研究所協同研究リポート「経済物理とその周辺(7)」第 259 巻，pp.1-7,  
2011 年. 


＜調査研究報告書＞ 
・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部公共社会学科におけるコンピュータによる統計


処理演習の教育効果（2011 年）」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 20 巻第 2 号，


pp. 119-130，福岡県立大学，2012 年 1 月． 
・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキル調査


（2010 年）」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 19 巻第 2 号，pp. 99-109，福岡県


立大学，2011 年 1 月． 
・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキルとコンピ


ュータリテラシー教育」，平成 22 年度情報教育研究集会講演論文集, pp.451-454,2010
年 12 月． 


・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキルとコンピ


ュータリテラシー教育(2009)」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 18 巻第 2 号，


pp. 121-141，福岡県立大学，2010 年 1 月． 
・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキルとコンピ


ュータリテラシー教育」，『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 18 巻第 1 号，pp. 43-60，
福岡県立大学，2009 年 7 月． 
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＜学会報告＞ 
・ 石崎龍二，井上政義「複数為替レートの変動とパターン・エントロピー」，日本物理


学会「第 67 回年次大会」（関西学院大学），2012 年 3 月． 
・ 石崎龍二「外国為替レートの変動とパターン・エントロピー」統数研「経済物理学と


その周辺」2011 年度第 2 回「社会物理学の展望」（統計数理研究所立川キャンパス），


2012 年 1 月． 
・ 石崎龍二，秦 浩起，庄司 多津男，古田 洋輔「AC トラップにおける少数帯電微粒子


の配置構造」，第 72 回形の科学シンポジウム「運動と形」（鹿児島大学），2011 年 12
月． 


・ 石崎龍二「社会科学系学科におけるコンピュータを活用した統計処理演習の教育効


果」大学 ICT 推進協議会 2011 年度年次大会（福岡国際会議場），2011 年 12 月. 
・ 石崎龍二，井上政義「非定常時系列のパターン・エントロピーによる特徴づけ」，第


１１７回日本物理学会九州支部例会（佐賀大学 本庄キャンパス），2011 年 12 月． 
・ Ryuji Ishizaki, Hiroki Hata, Tatsuo Shoji, and Yosuke Furuta“Statistical 


Properties of Fluctuation for Charged Fine Particles in an AC Trap”, IUTAM 
Symposium on 50 Years of Chaos : Applied and Theoretical held in Kyoto 
University, Japan, December 2011． 


・ 石崎 龍二, 秦 浩起, 庄司 多津男,古田 洋輔「AC トラップにおける少数帯電微粒子


の配置の安定性」平成 23 年度共同利用研究集会「乱流現象及び非平衡系の多様性と


普遍性」（九州大学応用力学研究所），2011 年 11 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける少数帯電微粒子の運動の統計


的性質」日本物理学会「2011 年秋季大会」（富山大），2011 年 9 月． 
・ 石崎龍二，井上政義「株価・為替レートにおける複数時系列のパターン・エントロピ


ーの統計的性質」日本物理学会「2011 年秋季大会」（富山大），2011 年 9 月． 
・ 石崎龍二「株価・為替レートにおける 1 次元時系列と複数時系列のパターン・エント


ロピーの比較」統数研・共同研究集会「経済物理学とその周辺」2011 年度第 1 回研究


集会（統計数理研究立川キャンパス），2011 年 9 月． 
・ 石崎龍二，井上政義「株価・為替レート時系列の揺らぎとパターン・エントロピー」，


日本物理学会「第 66 回年次大会」（新潟大学），2011 年 3 月． 
・ 石崎龍二「株価・為替レートにおける複数時系列のパターン・エントロピー」統数研・


共同研究集会「経済物理学とその周辺」H22 年度第 2 回研究集会（金沢学院大学 金
沢学院サテライト教室），2011 年 3 月． 


・ 石崎龍二「福岡県立大学人間社会学部新入生の入学時のコンピュータスキルとコン


ピュータリテラシー教育」，平成 22 年度情報教育研究集会（京都府民総合交流プラ


ザ 京都テルサ），2010 年 12 月． 
・ 石崎龍二, 井上政義「カオス時系列のパターン・エントロピーとリアプノフ指数」第


116 回日本物理学会九州支部例会（長崎大学），2010 年 12 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける少数帯電微粒子の不規則運動


の統計的性質」平成 22 年度共同利用研究集会「乱流現象及び非平衡系の多様性と普


遍性」（九州大学応用力学研究所），2010 年 11 月． 
・ 石崎龍二，井上政義「株価・為替レート時系列のパターン・エントロピーによる特徴


づけ」日本物理学会「2010 年秋季大会」（大阪府立大学），2010 年 9 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける少数帯電微粒子の揺らぎの統


計的性質」日本物理学会「2010 年秋季大会」（大阪府立大学），2010 年 9 月． 
・ 石崎龍二「株価・為替レート時系列のパターン・エントロピー時系列による特徴づけ」


統数研・共同研究集会「経済物理学とその周辺」H22 年度第 1 回研究集会（統計数理


研究所立川キャンパス），2010 年 9 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける帯電微粒子のカオス拡散の統


計的性質」日本物理学会「第 65 回年次大会」（岡山大学），2010 年 3 月． 
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・ 石崎龍二「株価・為替レート時系列のパターン・エントロピーによる解析」統数研・


共同研究集会「経済物理学とその周辺」H21 第 2 回研究集会（統計数理研究所立川キ


ャンパス），2010 年 3 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける帯電微粒子のカオス拡散の統


計的性質」第 115 回日本物理学会九州支部例会（宮崎大学），2009 年 12 月． 
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける帯電微粒子のカオス拡散」平


成 21 年度共同利用研究集会「乱流現象及び非平衡系の多様性と普遍性」（九州大学


応用力学研究所），2009 年 11 月． 
・ 石崎龍二，森肇，富永広貴，森信之，黒木昌一「Hénon-Heiles 系の時間相関の減衰


形の 2 つのタイプ」，日本物理学会「2009 年秋季大会」（熊本大学），2009 年 9 月．  
・ 石崎龍二，秦浩起，庄司多津男「AC トラップにおける帯電微粒子のカオス運動の統


計的性質」，日本物理学会「2009 年秋季大会」（熊本大学），2009 年 9 月． 
・ 石崎龍二，田中稔次朗，日浦悦正，井上政義「金融時系列のパターン・エントロピー


による特徴づけ」，日本物理学会「2009 年秋季大会」（熊本大学），2009 年 9 月． 


③過去の主要業績 
・ Ryuji Ishizaki, Toshikazu Shinba, Go Mugishima, Hikaru Haraguchi and 


Masayoshi Inoue, “Time-series analysis of sleep-wake stage of rat EEG using 
time-dependent pattern entropy”, Physica A, Vol.387 No.13, pp.3145-3154, 2008. 


・ 駒澤勉・橋口捷久・石崎龍二『新版 パソコン数量化分析』，朝倉書店，1998 年． 
・ Ryuji Ishizaki, Takehiko Horita, Tatsuharu Kobayashi and Hazime Mori, 


“Anomalous Diffusion Due to Accelerator Modes in the Standard Map”, Progress of 
Theoretical Physics, Vol.85 No.5, pp.1013-1022, 1991. 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省、科学研究費補助金(基盤研究 C)、「非定常時系列に対するパターン・エン


トロピー時系列による解析と応用」、直接経費 600,000 円（2011 年度）、課題番号：


22500262、2010～2012 年度 研究代表者 


４．受賞 


５．所属学会 


日本物理学会、アメリカ物理学会(APS)、日本心理学会 


６．担当授業科目 


＜学部＞ 
情報処理の基礎と演習・２単位・１年・前期、情報科学・２単位・１年・後期、情報数


学・２単位・２年・前期、プログラミング概論・２単位・２年・後期、データ処理とデ


ータ解析 I・１単位・３年・前期、データ処理とデータ解析 II・１単位・３年・後期、卒


業論文・６単位・４年・通年 


７．社会貢献活動 


８．学外講義・講演 


９．附属研究所の活動等 


・ 生涯福祉研究センター兼任研究員 
・ 2011年度生涯福祉研究センター・研究プロジェクト、一般研究、「多体相互作用系にお


けるカオス現象の統計力学的研究」研究代表者 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 准教授 氏名 岡本 雅享 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


1997年横浜市立大学大学院国際文化研究科修士課程修了。2000年一橋大学大学院社会学


研究科博士課程修了。国際学修士。社会学博士。1991～93年、中国の北京師範学院（現在、


首都師範大学）、中央民族大学民族語言三系（現在、中央民族大学少数民族語言学院）に


留学、少数民族二言語教育の研究・調査を行う。2008年度、San Francisco State University


（College of Ethnic Studies, Japanese American Studies)でVisiting Scholar。学内外


で“Hidden Diversity of the Japanese People”に関する講演等を行う。 


1989年以来、在日韓国・朝鮮人問題を起点とし、マイノリティの権利保障のための研究・


活動に従事してきた。国連ECOSOC NGOでの3年間の勤務を含め、ジュネーブ国連欧州本部を


中心とした国連人権活動に報告・提言の提出、会議への参加・発言等を通じて参加。 


現在は、日本社会がますます多民族、多文化化する中で、あらためて明治以降の日本に


おけるNationの創造、混合民族論から単一民族論への変遷など、民族、言語、宗教、文化


の各方面から、日本人（国籍者）内部の多様性を解き明かす作業を、出身地である出雲の


視点から、試みている。 


 


２．研究業績 


①著書・論文（2009～2011年度） 


＜論文＞ 


・「クマソ復権運動と南九州人のアイデンティティ」『福岡県立大学人間社会学部紀要』


20 巻 2 号、2011 年。 


・「アテルイ復権の奇跡とエミシ意識の覚醒」『アジア太平洋レビュー』8号、2011 年。 


・「池間民族意識に関する一考察」『アジア太平洋研究センター年報 2010-2011』2011 年。 


・「日本人内部の民族意識と概念の混乱」『福岡県立大学人間社会学部紀要』19 巻 2 号、


2011 年。 


・Does Diversity Matter to the National Unity of Japan?-The Hidden Diversity of the 


Japanese people-,  Canada Project in Kyushu Colloquia, Volume 6, 2010. 
・「国籍取得と名前の変更―常用・人名用漢字による漢・朝鮮民族姓への制約」『法学セミ


ナー』2010 年 3 月号。 


・「創られた建国神話と日本人の民族意識―記紀神話と出雲神話の矛盾から」『アジア太


平洋研究センター年報2009-2010』2010年。 


・「島国観再考―内なる多文化社会論構築のために」『福岡県立大学人間社会学部紀要』


18巻2号、2010年。 


・「二人の現津神―出雲からみた天皇制」『アジア太平洋レビュー』6号、2009年。 


・「民族宗教とアイデンティティ―北米・ハワイからみる神道」『アジア太平洋研究セン


ター年報2008-2009』2009年。 


・「言語不通の列島から単一言語発言への軌跡」『福岡県立大学人間社会学部紀要』17巻2


号、2009年。 


 


②その他の業績 


・新聞連載「出雲を原郷とする人たち」『山陰中央新報』2011年4月～連載中 


 総論1回、筑前国編2回、周防国編1回、越前国編11回、加賀国編3回、能登国編9回 


・「神話に反映された古代の出雲－新羅関係」ヨノラン・セオニョ日韓国際セミナー、 


大韓民国ポハン市庁、2010 年 10 月 8 日。 


・“Does Diversity Matter to the National Unity of Japan?” ACTJ & Canada Project in 


 Kyushu 2009 Spring Conference, 鹿児島国際大学、2009 年 5 月 30 日。  


・“Hidden Diversity of Japanese Peoples,”Japanese American National Library & Japan 
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 Society of Northern California 共催、San Francisco Japan Town, 2009 年 2 月 21 日。 


 


 


③過去の主要業績 


・『中国の少数民族教育と言語政策（増補改定版）』社会評論社、2008年（単著）。 


・『日本の民族差別―人種差別撤廃条約からみた課題』明石書店、2005年（監修・編著）。 


・「中国のマイノリティ政策と国際規準」叢書「現代中国の構造変動」第７巻・毛里和子編


著『中華世界――アイデンティティの再編』東京大学出版社、2001 年。 


・『ウォッチ！規約人権委員会――どこがずれてる？人権の国際規準と日本の現状』日本


評論社、1999 年（監修） 


 


３．外部研究資金 


 


４．受賞 


 


５．所属学会 


・日本平和学会、エミシ学会 


 


 


６．担当授業科目 


国際政治学・２単位・１年・前期、教養演習・２単位・１年・前期、多文化社会論・２


単位・２年・前期、東アジア関係史・２単位・２年・後期、政治学Ⅰ・２単位・２年・


前期、政治学Ⅱ・２単位・２年・後期、社会調査実習・２単位・通年、国際共生研究・


４単位・２年・通年、公共社会学研究・４単位・３年・通年、卒論指導・４単位・４年・


通年 


 


 


７．社会貢献活動 


・移住労働者と連帯する全国ネットワーク 事務局次長 


 


８．学外講義・講演 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 准教授 氏名 田代 英美 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 九州大学大学院文学研究科修士課程（社会学専攻）修了。1992年より本学に勤務。 


 研究分野は都市社会学、生活構造論。 


さまざまに異なる生活条件を持つ人々が集住する地域社会、ここでの共同性や合意形成


のあり方は地域社会学の中心的なテーマであり、現在、地域社会の構成や人々の生活様式


等が大きく変化する中で、改めて共同性や公共性が問われている。これに関わる具体的な


研究テーマとして、公共社会学科・文屋俊子教授とともに、地域における公共交通を取り


上げて調査研究を行っている。少子高齢・人口減少社会において個人の移動と生活の質を


確保し、活気ある地域社会を維持するための公共交通整備の課題を明らかにしたいと考え


ている。 


もうひとつの現在の研究テーマは都市社会における生活問題分析の枠組みを再検討する


ことである。最近注目を集めているワーキングプアやワーク・ライフ・バランスは、実は


生活構造論の中で常に議論されてきた問題である。これまでの研究に学ぶとともに、新た


な状況下での生活問題の性質と課題を分析する際の枠組みを考えたい。 


 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


田代英美「地方圏における生活交通の社会学的検討」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』


第20巻第2号、2012 
田代英美・佐藤繁美編「公共社会学科開設記念シンポジウム報告書『公共社会学の構想』」、


福岡県立大学人間社会学部公共社会学科、2011 
田代英美「市町村合併政策に伴う行政組織の変動と『協働』」、『西日本社会学会年報』第8


号、2010 
田代英美「ナショナル・トラストと公共性」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第18巻第2
号、2009 


 


②その他最近の業績 


＜書評＞ 


田代英美「書評 金子勇『コミュニティの創造的探求 公共社会学の視点』（2011 年、新曜


社、214 頁）」、『社会分析』39 号、2012 
 


＜現場レポート＞ 


田代英美「社会学科から公共社会学科へ－福岡県立大学における新たな社会学教育の模索」、


『日本社会学会年報』第9号、2011 
 


＜学会発表＞ 


田代英美「筑豊地域における交通行動の実態と住民意識」、西日本社会学会第69回大会（島


根大学）、2011年5月21日 
 


＜シンポジウム＞ 


公共社会学科開設記念シンポジウム「公共社会学の構想」におけるコーディネーターおよ


び研究報告 


田代英美「“公共性”思考の連続と不連続」、西日本社会学会第68回大会（福岡県立大学）、


2010年5月23日 
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＜調査研究報告書＞ 


田代英美・植田美佐恵『高齢者ふくし生協10年の現状と課題』、福岡県高齢者福祉生活協


同組合、2010 
田代英美『次世代育成支援対策推進法に基づく地域行動計画（後期）策定に係るニーズ把


握調査報告書』、福岡県福津市健康福祉部こども課、2010 
 


③過去の主要業績 


福岡県立大学・筑豊地域の交通体系研究会『筑豊地域の交通体系検討事業報告書』、福


岡県立大学、2006 
田代英美・植田美佐恵・佐藤繁美「生活研究生成期における生活構造の概念と変容過程」


平成14年度～平成16年度科学研究費補助金（基盤研究(B)（2））研究成果報告書、2005   


 


 


３．外部研究資金 


 


 


４．受賞 


 


 


５．所属学会 


日本社会分析学会、西日本社会学会、日本都市社会学会、日本社会学会、環境社会学会   


各会員 


 


 


６．担当授業科目 


＜学部＞ 


公共性研究Ａ（公共性の社会学）・２単位・１年・前期、教養演習・１単位・１年・前期、


社会学概論・２単位・２年・前期、地域社会研究Ⅰ・１単位・２年、地域社会研究Ⅱ・１


単位・２年、社会調査実習・２単位・３年・通年、地域社会分析法Ａ（地域と生活）・２


単位・３年・前期、地域社会学特講・２単位・３年、環境社会学・２単位・３年・後期、


公共社会学研究Ⅰ・１単位・３年・前期、公共社会学研究Ⅱ・１単位・３年、卒業論文・


６単位・４年・通年 


 


７．社会貢献活動 


直方市都市計画審議会委員 


川崎町地域公共交通活性化協議会委員 


田川市地域公共交通会議委員 


稼働能力判定会議委員（福岡県嘉穂鞍手福祉事務所） 


添田町「英峰塾」顧問 


添田町教育委員会の事務に関する点検評価 外部評価委員 


添田町「歓遊舎ひこさん」経営委員会委員 


 


８．学外講義・講演 


平成23年度福岡県立大学公開講座「子どもの教育を地域で支える」、2011年9月27日 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 准教授 氏名 三隅 譲二 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
 集合行動論、社会的コミュニケーション論、情報社会論 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 


2009 地域生活の総合的満足度の意味及び生活の質に関する質問項目との関係 
  福岡県立大学人間社会学部紀要 18号 
②その他最近の業績 


2009 犯罪社会学会発表（大阪市立大学）「田川郡における被保護者の自立阻害要因


と貧困の世代的再生産にかかる分析」 
2008 田川住民の地域満足度調査（平成１７年度社会調査実習調査報告書） 
2009 大学生の職業意識調査（平成１９年度社会調査実習調査報告書） 
2010 大学生の友人調査調査（平成２１年度社会調査実習調査報告書） 
2011 福岡県立大学における携帯電話に関する調査（平成２２年度社会調査実習報告


書） 
③過去の主要業績 


 
３．外部研究資金 


福岡県監査保護課・受託研究「田川郡における被保護者の自立阻害要因と貧困の世代


的再生産にかかる分析」 
（5,168,354円：2007年8月～2008年3月) 


 
４．受賞 
  
５．所属学会 
 日本社会学会、西日本社会学会 
  
６．担当授業科目 
 集合行動論、情報社会論、現代社会（ミクロ理論）、公共社会研究（組織・集団） 
 
７．社会貢献活動 
 
８．学外講義・講演 
 
９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 准教授 氏名 光本 伸江 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 2003年、九州大学大学院比較社会文化研究科博士後期課程単位修得満期退学。2008年、


中央大学大学院法学研究科において博士号（政治学）取得。2003年より常任研究員として


（財）地方自治総合研究所に勤務。2008年より、本学に着任。 
 主な研究分野は、自治体政治学・行政学・地方自治研究の観点からの、長期的視野に基


づく自治体政策・構想及び自治運営の解明である。これまでの対象自治体は、大分県湯布


院町（観光）、福岡県田川市（旧産炭地）、岡山県倉敷市（景観）、北海道夕張市（財政再建）、


長崎県対馬市（市町村合併）他である。現在は、エネルギー立地自治体に関する調査研究


も行っている。 
また、福岡県内市町村の自治の取組に関する調査研究（基本構想・総合計画、産炭地域


振興、市町村合併、市民参加、その他各種分野の条例・計画など）も行っている。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


＜著書＞ 
光本伸江編著『自治の重さー夕張市政の検証』敬文堂、2011 年 
安武憲明（話し手）、光本伸江、金井利之、飛田博史（聞き手）『赤池町の財政再建と財政


課長・安武憲明 自治総研ブックレット 8 自治に人あり 2』公人社、2009 年 
 
＜論文＞ 
光本伸江「「自治体/地域の物語」論 序説 : 自治体は「自治の言葉」を取り戻せるか」『法


学新報』118(3・4)、2011 年 9 月 


光本伸江・金井利之「夕張市政の体制転換と公共サービス編制の変容(上) （中）（下）」『自


治総研』2010 年 3 月号・6 月号・7 月号  
光本伸江「「夕張問題」の構築―2006 年 6 月～2007 年 3 月―」『法政研究』第 76 巻第 4号、


2010 年 3 月 
 


②その他最近の業績 


＜調査報告・書評等＞ 


光本伸江「青森県六ケ所村「エネルギーの村・六ケ所」」『福岡県立大学人間社会学部紀 


 要』2011年7月 


光本伸江「書評 稲生信男『協働の行政学--公共領域の組織過程論』」『年報行政研究』通


号 46、2011年5月 
佐口和郎・前田隆夫・光本伸江他「生活研全国三ブロック公開シンポジウム 北部九州地


域の明日を考える」『生活経済政策』通号562、2009年3月 


 


＜学会報告・シンポジウム等＞ 


光本伸江「旧産炭地域の道程を振り返る」2011年度日本公共政策学会総会・研究大会（北


海学園大学）2011年6月 
光本伸江「｢地方崩壊｣における自治体の役割」2009年度日本公共政策学会総会・研究会（龍


谷大学）、2009年6月 


光本伸江「夕張市における「自治体の本分」」2009年度日本行政学会総会・研究会（広島大


学）、2009年5月 


 


＜その他報告書＞ 


光本伸江「第 2 章第 3 節市民モニター」「第 2 章第 4 節先進地調査」（広島市、水俣市）、福
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岡県立大学『平成 20 年度地方の元気再生事業 世界遺産をめざす旧産炭地･田川再生プ


ロジェクト報告書』2009 年 3 月 


 


③過去の主要業績 


＜著書＞ 
光本伸江『自治と依存 湯布院町と田川市の自治運営のレジーム』敬文堂、2007 年 
光本伸江「まちづくりの資源と討議過程」出水薫・金丸裕志・八谷まち子・椛島洋美編著


『先進社会の政治学―デモクラシーとガバナンスの地平』―』法律文化社、2006 年 
 
＜論文＞ 


金井利之・光本伸江「夕張市政の体制転換過程における構想～夕張市政の体制転換の検証


～（上）（下）」『自治総研』2008 年 6 月号・7 月号 
光本伸江「夕張市が目指したもの 「炭鉱から観光へ」構想を考察する」『月刊自治研』2007
年 11 月号 


光本伸江「「大和市における市民活動団体のサービス調査」中間報告」『自治総研』2007 年


10 月号 
光本伸江「分権時代の自治体における法務管理～第 14 回～新潟市」『自治体法務 NAVI』


vol.18(2007 年 8 月 25 日） 
金井利之・嶋田暁文・光本伸江・今村都南雄「倉敷市「美観地区」の文化と伝承」『自治総


研』2007 年 4 月 
光本伸江「産炭地域振興にみる自律と依存―福岡県田川市のまちづくりを事例として―(1)


～(5・完)」『自治総研』2004～2006年（5回連載） 


 


３．外部研究資金 


文部科学省、科学研究費補助金（若手研究（B））「戦後日本のエネルギー政策転換と立地


自治体政策」、1,040,000円、平成22年度～平成24年度 
文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究B）、「地方自治研究のパラダイム転換」、130,000


円、平成21年度～平成23年度、共同研究（研究代表者 今村都南雄・中央大学） 


 


５．所属学会 


 日本政治学会、日本行政学会、日本地方自治学会、日本公共政策学会 
 


６．担当授業科目 


公共性研究B（地方自治基礎論）・2単位・1年・後期、地域社会研究・1単位・2年・前期、


社会調査実習・2単位・3年・通年、地方自治論・2単位・3年・前期、地域社会分析法B
（住民参加）・2単位・3年・前期、地域計画論・2単位・3年・後期、公共社会学研究ⅠⅡ・


各1単位・3年・前期・後期、卒業論文・6単位・4年・通年 
大学院：公共政策研究・2単位・1・2年・後期 


 


７．社会貢献活動 


・福智町男女共同参画基本計画策定委員会 委員 


・福岡県市町村職員研修 講師 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 講師 氏名 堤 圭史郎 
 
１．教員紹介・主な研究分野 


2008 年、大阪市立大学大学院文学研究科後期博士課程単位取得退学。愛知文教大学・大


阪樟蔭女子大学・金城学院大学・神戸女学院大学・佛教大学・龍谷大学等非常勤講師、大


阪市立大学都市文化研究センター研究員、同大学都市研究プラザ GCOE 特別研究員に従事。


2009 年、大阪市立大学において博士（文学）を取得。2010 年 4 月より本学に着任。 
主な研究分野：都市貧困問題の社会学的研究・地域問題研究。とりわけホームレスの人々


をめぐる様々な「問題」に関心をもち、研究を続けてきた。具体的には、大阪市や西日本


の地方都市をフィールドに、ホームレスの人々が生み出されるメカニズム、「ホームレス問


題」に関する都市住民意識、行政と NPO・ボランティアグループによるホームレス支援の


現状と課題などについて、量的・質的調査によりアプローチし、日本社会における「排除」


と「包摂」の動態と現在のありようについて考察を続けてきた。 
また近年は、ひとり親世帯、在日ブラジル人若年層の就業と生活に関する研究、GIS（地


理情報システム）を用いた貧困の空間的把握とその社会学的方法論への応用についても研


究している。 
社会的諸問題について地域社会の成り立ちと仕組みに基づいて捉えることに重きを置い


ている。個々の地域の産業構造の変動や地域形成過程に目配りし、ホームレスの人々が析


出されるメカニズムを具体的に捉えることは、これまで地域社会の中で潜在化してきたホ


ームレス状態に陥るおそれのある人々を地域社会の枠の中で捉えることに他ならない。も


って、ローカルな知見が全体社会の地平においていかなる意味をもつのかを、両者を擦り


合わせながら検討を続けていきたい。 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
堤圭史郎,「ホームレス・スタディーズへの招待」,青木秀男編『ホームレス・スタディー


ズ －排除と包摂のリアリティ』,ミネルヴァ書房, pp.1-29, 2010. 


妻木進吾・堤圭史郎,「家族規範とホームレス －扶助か桎梏か」, 青木秀男編『ホームレ


ス・スタディーズ －排除と包摂のリアリティ』,ミネルヴァ書房, pp.169-201, 


2010. 


堤圭史郎,「ホームレスの人々への類型的な理解と『孤立』のリアリティ －『問題づくり』


をめぐって」『ホームレスと社会』創刊号, 明石書店, pp.50-57, 2009. 
 
②その他最近の業績 


〈国際会議での報告〉 


Tsutsumi, Keishiro, “Invisible Homelessness in Osaka: New Phases of Japanese 


Homeless Issue in Globalization,”‘The 2nd International Conference on 


Locality and Humanities--Locality, Beyond the border of Space and Cognition,’ 


Pusan National University, June 18 2010. 


〈学会報告〉 


堤圭史郎, 「『生きづらさ』に向き合うホームレス支援」日本社会病理学会第 27 回大会, 大


正大学, 2011 年 10 月. 


堤圭史郎, 「『善意』の消費による『官民協同』 －X 県 Y 市の『ホームレス対策』を事例


に」, 西日本社会学会第 68 回大会, 福岡県立大学, 2010 年 5 月. 


西田芳正・堤圭史郎・妻木進吾,「母子家庭調査報告 －階層差の実態と研究の視点」貧困


研究会第 2回大会, 大阪市立大学, 2009 年 10 月. 
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〈研究会報告〉 


堤圭史郎, 「大阪の貧困と排除：若年不安定就労・不安定住居者聞取り調査から」, 京都


大学グローバル COE プログラム「親密圏と公共圏の再編成をめざすアジア拠点」 研


究会「貧困とジェンダー格差の比較分析」,京都大学文学部,  2010 年 2 月 5 日. 


堤圭史郎,『「善意」の消費による『官民協同』 — 地方都市 Y 市の『ホームレス対策』を


事例に』, 関西学院大学大学院 GP「社会の幸福に資するソーシャルリサーチ教育 


－ソシオリテラシーの涵養」共同研究「東アジアのストリートの現在」第 7回研究


会「ストリートと善意」, TKP 大阪梅田ビジネスセンター・カンファレンス, 2009


年 11 月 7 日. 


〈書評〉 


堤圭史郎, 「書評 西澤晃彦著『貧者の領域 誰が排除されているのか』河出書房新社」『日


本都市社会学会年報』29, pp.198-201, 2011. 


堤圭史郎,「書評 垣田裕介著『地方都市のホームレス 実態と支援策』法律文化社」『貧


困研究』7, pp.131-132, 2011. 


〈報告書〉 


堤圭史郎, 「第 1 章 家族の状況」「終章 今後の課題」,グリーンコープ生活協同組合ふ


くおか・グリーンコープ生活再生相談室『生活再生貸付利用者の生活再生支援（家


計管理指導等）に関する調査事業報告書』, pp.15-19,41-43, 2011. （厚生労働省


平成 22 年度社会福祉推進事業） 


〈その他〉 


日本社会病理学会第 26 回大会公開シンポジウム「現代社会の生きにくさを社会病理学はど


のように捉えるか」における討論者（2010 年 9 月 25 日）。 


 


③過去の主要業績 
堤圭史郎,「『ネットカフェ生活者』の析出に関する生育家族からの考察」, 特定非営利活


動法人釜ヶ崎支援機構・大阪市立大学大学院創造都市研究科『「若年不安定就労・


不安定住居者聞取り調査」報告書』, pp.53-65,2008. 


堤圭史郎,「『善意』に支えられた『ホームレス支援』」『市大社会学』7, pp.46-61, 大阪市


立大学社会学研究会, 2006. 


堤圭史郎,「大阪のインナーリングエリア ―その空間分布と動向」『市政研究』第 150 号, 


pp.128-136, 2006. 
 
３．外部研究資金 
文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究 C）『貧困・不安定家族出身者および児童福祉施


設経験者の排除型移行過程と社会的支援』、平成 21 年度〜23 年度、研究分担者（研


究代表者：西田芳正・大阪府立大学）. 


文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究 B）『移民の流入と統合過程－在日韓国・朝鮮人


と日系ブラジル人の世代間生活史の比較分析』、平成 21 年度〜23 年度、研究分担者


（研究代表者：稲月正・北九州市立大学）. 


文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究 C）『社会的排除地域の変容と包摂の試み ―都


市型部落と公営住宅の比較研究』、平成 23 年度〜25 年度、研究分担者（研究代表者：


妻木進吾・部落解放･人権研究所）. 


 


４．受賞 
第 7 回日本都市社会学会賞（磯村記念賞）を受賞（青木秀男編『ホームレス・スタディー


ズ－排除と包摂のリアリティ』） 


 


５．所属学会 
日本社会学会、関西社会学会、日本社会病理学会、日本都市社会学会、地域社会学会、西
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日本社会学会、ソシオロジ同人、貧困研究会 
 
６．担当授業科目 
社会学史Ⅰ・2 単位・1 年・前期、社会病理学・2 単位・2 年・前期、地域社会研究Ⅰ・１


単位・２年・前期、地域社会研究Ⅱ・１単位・２年・後期、社会調査実習・2 単位・3 年・


通年、公共社会学研究Ⅰ・１単位・３年・前期、公共社会学研究Ⅱ・１単位・3 年・後期、


社会変動と社会問題・2 単位・3 年・後期、卒業論文・6 単位・4 年・通年、日本事情 B・


留学生・前期（分担） 
 
７．社会貢献活動 
田川市社会教育委員 
特定非営利活動法人北九州ホームレス支援機構「若年被保護者への伴走型就労支援事業」


（厚生労働省平成23年度社会福祉推進事業）検討委員 
 
８．学外講義・講演 
福岡県立大学公開講座2011「地域の課題解決に向けて」にて講演（題目「“生きづらさ”


を共に支える」） 


 


９．附属研究所の活動等 
同上 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 講師 氏名 永田 瞬 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
2002 年中央大学経済学部卒業。2009 年一橋大学大学院経済学研究科博士課程修了。博士


（経済学）の学位を取得。一橋大学大学院経済学研究科特任講師、法政大学大原社会問題


研究所兼任研究員などを経て、2010 年 4 月に本学着任。専門は労働経済論、産業経済論、


社会政策論です。これまでは①日本的経営、日本的生産システムとして注目されてきたト


ヨタ生産システムの性格規定、②増大する非正規労働者の労働条件格差を是正する政策課


題の検討を行ってきました。現在は、①社会保障制度の確立と税制改革の制度的枠組みの


検証、②繊維産業を事例に地域中小企業が雇用創出に果たす役割の検証を進めています。 


 


２．研究業績 
①最近の著書・論文 
＜著書＞ 


永田 瞬「現代の労働賃金」松石勝彦編著『現代の経済学入門』同成社、2010年4月、219-258。 


＜論文＞  


永田 瞬「産業集積の変容と産地内ネットワーク―児島地区ジーンズ産業の事例」労働運動


総合研究所編『労働総研クォータリー』No.85、2012年1月、46-54。 


永田 瞬「繊維産業からみる地域経済発展の可能性―岡山県の事例を中心に」『福岡県立大


学人間社会学部紀要』20巻1号、2011年7月、43-60。 


永田 瞬「岡山県の学生服生産―A社の事例」法政大学大原社会問題研究所編『持続可能な


地域における社会政策の策定に向けた事例研究』2011年7月、15-22。 


永田 瞬「繊維産業の現地生産化と地域経済―岡山県の事例を手がかりに」法政大学政策科


学研究科編『政策科学論集』第8号、2011年3月、55-69。 


永田 瞬「労働市場改革と均等待遇－新自由主義派とジェンダー派の議論をめぐって」『福


岡県立大学人間社会学部紀要』19巻1号、2010年7月、19-36。 


永田 瞬「中心市街地活性化とまちづくり－岡山県倉敷商工会議所の事例を中心に－」法政


大学サステイナビリティ研究教育機構編『持続可能な地域における社会政策のあり方』


2010年2月、3-18。 


永田 瞬「非正規労働と労働者保護－均等待遇政策の検討」経済理論学会編『季刊 経済理


論』46巻2号、2009年7月、58-69。  


永田 瞬「日本企業の経営戦略の変化と非正規労働者―労働問題の政治経済学」博士（経済


学）学位論文、一橋大学、2009年3月、1-117。 


永田 瞬「新・『日本的経営』の下での『過労』と『貧困』」法政大学言語・文化センター編


『言語と文化』第6号、2009年1月、155-174。 
 
②その他最近の業績 
＜口頭発表＞ 


永田 瞬「児島繊維産業の現状と課題―ジーンズ製品を中心に」社会政策学会第 123 回全国


大会、2011 年 10 月 9 日、京都大学。 


永田 瞬「児島繊維産業の現状と課題―中小企業におけるコーディネート機能に着目して」


現代福祉国家研究会、2011 年 9 月 11 日、一橋大学。 


永田 瞬「繊維産業からみた地域経済再生の課題」地域活性学会第 3回研究大会、2011 年 7


月 16 日、獨協大学。 


永田 瞬「労働再規制―日韓比較の視点からへのコメント（労働組合部会・産業労働部会）」


社会政策学会第 122 回全国大会 2011 年 5 月 21 日、明治学院大学。 


永田 瞬「EUの均等待遇政策－日本の新自由主義との対抗軸の視点から」労働運動総合研究


所､賃金・最低賃金部会報告、2009年12月2日、全労連会館。 


永田 瞬「EUの均等待遇政策－日本の新自由主義との対抗軸の視点から」法政大学大原社会







― 49 ― 


問題研究所月例研究会､2009年11月25日、法政大学。 


永田 瞬「非正規労働と労働条件保護」法政大学大原社会問題研究所月例研究会､2008年6月


25日、法政大学。 


＜書評・事典執筆＞ 


永田 瞬「若年者雇用問題」労務理論学会編『経営労務事典』晃洋書房、2011年6月、68-69。 


永田 瞬「鉄鋼業・造船重機産業」法政大学大原社会問題研究所編『日本労働年鑑 第81集』


旬報社、2011年6月、188-191。 


永田 瞬「新しい公共」法政大学大原社会問題研究所編『社会労働大事典』旬報社、2011年


2月、21。 


永田 瞬「鉄鋼業・造船重機産業」法政大学大原社会問題研究所編『日本労働年鑑 第80集』


旬報社、2010年6月、187-190。 


永田 瞬「鉄鋼業・造船重機産業」法政大学大原社会問題研究所編『日本労働年鑑 第79集』


旬報社、2009年6月、187-190。 


永田 瞬「書評と紹介：大沢真知子著『ワークライフシナジー 生活と仕事の＜相互作用＞


が変える企業社会』」『大原社会問題研究所雑誌』No.604、2009年2月、57-60。 
 
③過去の主要業績 
永田 瞬「鉄鋼業・造船重機産業」法政大学大原社会問題研究所編『日本労働年鑑 第78集』


旬報社、2008年6月、175-177。 


永田 瞬「格差社会の構造に関する一考察―雇用の格差をめぐって」一橋研究編集委員会編


『一橋研究』32 巻 4 号、2008 年 1 月、57-71。 


永田 瞬「非正規雇用の拡大とその問題点－労働基準の切り下げに関する一考察」一橋研究


編集委員会編『一橋研究』32 巻 2 号、2007 年 7 月、33-48 。 


永田 瞬「トヨタ生産システムは構想と実行の『再結合』か？」経済理論学会編『季刊 経


済理論』43 巻 2 号、2006 年 7 月、47-57。  
 
３．外部研究資金 
・文科省科研費補助金基盤研究C 475万円、研究分担者、2011年4月～2014年3月（研究代表


者 相田利雄・法政大学社会学部教授）。 


・福岡県立大学研究奨励交付金 45.4万円、研究代表者、2011年4月～2012年3月。  
 
５．所属学会 
社会政策学会、経済理論学会、労務理論学会、経済統計学会、地域活性学会 各会員 
 
６．担当授業科目 
経済学A・2単位・1年・前期、経済学B・2単位・1年・後期、労働経済論A・2単位・2年・前


期、労働経済論B・2単位・2年・後期、社会保障論Ⅰ・2単位・2年・前期、社会保障論Ⅱ・


2単位・2年・後期、教養演習・1年・1単位・前期、国際共生研究Ⅰ・1単位・前期、国際共


生研究Ⅱ・1単位・後期、公共社会学研究Ⅰ・3年・前期、公共社会学研究Ⅱ・3年・後期、


日本事情A・留学生･後期（15コマ中2コマ担当） 
 
７．社会貢献活動 
福岡県田川広域連携プロジェクト推進会議 専門委員（2011年4月～）。 
 
８．学外講義・講演 
田川法人会講師（2011年11月田川市民会館） 
 
９．附属研究所の活動等 
生涯福祉研究センター兼任研究員。 
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所属 人間社会学部・公共社会学科 職名 助手 氏名 佐藤 繁美 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


・大原孫三郎の研究 


・地域の権力構造の研究 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・「福岡県福智町における地域防災と地域防犯に関する調査研究──福岡県立大学の事


例報告」、『社会と調査』第5号、清田勝彦・佐藤繁美、2010年10月 


・「田川市民意識と防災・防犯行動」、『田川市における地域防災と地域防犯』、2010


年3月 


・「福智町における防犯意識の構造」、『 地域防災と地域防犯に関する調査研究』、2009


年3月 


②その他最近の業績 


 ・『公共社会学科開設記念シンポジウム報告書「公共社会学の構想」』2011年3月 


③過去の主要業績 


 ・『生活研究生成期における生活構造の概念と変容過程』 


「大原孫三郎の経営思想」、科学研究費研究成果報告書、2005 年6月 


 ・『香春町史』、香春町資料編纂委員会 編、香春町史料編纂員会, 2001.3  


 


３．外部研究資金 


・ 科学研究費・基盤研究（B） 


「岡山孤児院におけるネットワーク形成と自立支援に関する総合的研究」、 


260万円、2006年度から2009年度、共同研究（研究代表者：細井勇） 


 


４．受賞 


 


５．所属学会 


 日本社会学会 


・ 関西社会学会 


・ 社会分析学会 


 


６．担当授業科目 


（学部） 


・ 社会調査実習（補助）       ２単位・３年・実習・通年 


・ データ処理とデータ解析Ⅰ（補助） １単位・３年・演習・前期 


・ データ処理とデータ解析Ⅱ（補助） １単位・３年・演習・後期 


・ 社会福祉調査実習 （補助）    １単位・３年・実習・後期 


（大学院） 


・ フィールドワーク（補助）     ２単位・１年・実習・後期 


 


７．社会貢献活動 


・「田川市における地域防災と地域防犯―市民意識調査―」 


 


８．学外講義・講演 


 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 教授 氏名 小田 美季 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 日本とドイツ語圏（ドイツ、オーストリア）における障害者福祉を主な研究分野として


いる。 


現在の障害者福祉は歴史的変遷の中で形成されてきたものであり、各国の障害者福祉は


その国の文化や価値観、障害者観と深くかかわりをもつものである。さらに、その国の状


況は国際的な影響も受けている。この前提に立ち、日本とドイツ語圏における障害者福祉


の史的展開及び現状と課題について、歴史分析や国際比較の観点から検討している。特に、


日本とドイツ語圏における障害児・者観、障害者の自立支援・地域生活支援、障害者雇用、


当事者活動についての研究を進めている。 


 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


〈著書〉 


  単著「ドイツの家族支援」（伊勢田堯/中村伸一編『精神科治療における家族支援』） 


2010年7月､中山書店 


    単著 ｢相談援助における権利擁護の概念と範囲｣（相澤譲治・杉本敏夫編『相談援助の


基盤と専門職』）第1版2009年4月・第2版2010年4月、久美 


〈論文〉 


    単著「特例子会社の現状と課題に関する一考察」 
福岡県立大学人間社会学部紀要 20（2）2012 年 1 月、pp.29－43 


 


②その他最近の業績 


  共同「福岡県の障害者雇用・就労の現状」2011 年 7 月、日韓障害者就労支援研究交流


会兼日本職業リハビリテーション学会学術交流会講演、広島大学 


   


③過去の主要業績 


 単著「ドイツとオーストリアにおけるクラブハウス」 
    福岡県立大学人間社会学部紀要 15（1）2006 年 11 月 


単著「ドイツにおける精神障害者家族会と当事者会の現状と課題（2）」 


    福岡県立大学人間社会学部紀要 14（1）2005 年 12 月 


  Miki Oda “Rehabilitationswesen in Japan-Die Lage behinderter Menschen in Japan 


und die Entwicklung der Rehabilitation”(Inaugural-Dissertation zur Erlangung des 


Doktorgrades der Heilpaedagogischen Fakultaet der Universitaet zu Koeln; Gedruckt 


mit Unterstuetzung des Deutschen Akademischen Austauschdienstes) 1997 


 


 


３．外部研究資金 


 科学研究費基盤研究（ｃ）「自助・相互支援・公助の観点からみた障害者雇用創出の方


策に関する基礎的研究」、78万円（平成23年度分）、平成21～23年度 


 


 


４．受賞 


 なし 
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５．所属学会 


日本社会福祉学会 
  日本ソーシャルワーク学会 


  日本ドイツ学会 


 


６．担当授業科目 


 《学部》 


相談援助の基盤と専門職Ⅰ・2単位・1年前期 


精神保健福祉論Ⅰ・2単位・2年後期 


  精神保健福祉論Ⅱ・2単位・3年前期 


相談援助演習B・2単位・3年通年  


 社会福祉学演習・2単位・3年後期～4年前期 


 精神保健福祉援助実習・8単位・4年通年 


  卒業論文・6単位・4年後期 


 《大学院》 


  障害者福祉研究・2単位・1・2年前期 


  障害者福祉演習・2単位・1・2年後期 


 


７．社会貢献活動 


 人に優しい町・田川をつくる会理事 


 福岡県覚せい剤・麻薬禍対策協議会委員 


 


８．学外講義・講演 


 なし 


 


９．附属研究所の活動等 


 なし 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 教授 氏名 門田 光司 


 


１．主な研究分野 


 主な研究分野は,１つは学校ソーシャルワーク実践研究です。現在,学校現場は不登校,い


じめ,非行,児童虐待,学級崩壊等の課題に加え, 障害のある子どもたちへの特別支援教育の


充実が求められています。子どもたちへの支援として,心の支援に加え,学校・家庭・関係


機関が協働して取り組んでいくことが今日,切望されています。そして,そのつなぎ役して,


諸外国にはスクールソーシャルワーカー(SSW)が活躍しています。日本においても平成20年


度より文部科学省はSSWを学校に派遣する事業を開始しました。そのため,さらなる発展の


ための研究を行っています。２つめは知的障害・自閉症の人への地域生活支援方法の研究


です。今日,ノーマライゼーションの潮流により,障害のある人たちの住まいの場は入所施


設ではなく,地域で共に暮らす社会が求められています。しかし,知的障害や自閉症の人が


地域生活を継続していくためには,その支援方法を見つけ出していく必要があります。その


ための実践研究を行っています。 


 


２．研究業績 


①著書・論文 


＜著書＞ 


・門田光司,奧村賢一『スクールソーシャルワーカーのしごと』中央法規出版,2009 年 


・門田光司,松浦賢長編著『不登校・ひきこもりサポートマニュアル』少年写真新聞社,2009 


 年 


・門田光司（分担）『スクールソーシャルワークの実践方法』青弓社,2009 年 


・門田光司,鈴木庸裕編著『ハンドブック学校ソーシャルワーク演習』ミネルヴァ書房,2010 


 年 


・門田光司『学校ソーシャルワーク実践－国際動向とわが国での展開』ミネルヴァ書房,2010 


 年 


＜論文＞ 
・門田光司「小・中学校の特別支援教育コーディネーターにおける校内及び校外協働の現


状とスクールソーシャルワーカーによる支援の必要性について」学校ソーシャルワーク


研究, 第 6 号,2011 年 
 


②その他の業績 


＜学会報告＞ 


・Koji Kadota(2009)  The effect of the introduction of a school social worker on students 
refusing to attend school in Japan. The 4th International School Social Work 
Conference(Massy University,NewZealand) 


・Koji Kadota(2011) The effect of the introduction of school social workers in Fukuoka 
Prefecture,Japan. アジア・大平洋ソーシャルワーク会議(於・早稲田大学・東京) 


 


③過去の主要業績 


・門田光司「学校ソーシャルワーク入門」中央法規出版,2002年 
・門田光司,他「知的障害・自閉症の方への地域生活支援ガイド」中央法規出版,2006 年 


・門田光司,他編著「スクールソーシャルワーカー養成テキスト」中央法規出版,2008年 
 


３．外部研究資金 


・文部科学省科学研究費(基盤研究Ｂ)「スクールソーシャルワーカーの専門性を向上する


ためのスーパービジョン・プログラムの開発」960万円,平成23年度～平成27年度,研究代


表者 
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４．所属学会 


・日本学校ソーシャルワーク学会代表理事 


・日本社会福祉学会九州地域ブロック理事 


・日本特殊教育学会,日本地域福祉学会,日本心理臨床学会,日本ソーシャルワーク学会 


 


５．担当授業科目 


「障害者福祉論」(2単位・2年・前期),「学校ソーシャルワーク論」(2単位・4年・前期) ,


「学校ソーシャルワーク実習」(1単位・4年・後期)，「社会福祉援助技術現場実習指導」


(3単位・2年後期～3年前期),「社会福祉援助技術現場実習」(4単位・3年･前期),「社会福


祉学演習」(2単位・3年後期～4年前期),「卒論指導」(6単位・4年・後期),「ソーシャルワ


ーク研究」(2単位・大学院･前期),「ソーシャルワーク演習」(2単位・大学院･後期),「特


別研究」(4単位・大学院・通年)，「フィードワーク」(2単位･大学院1年･後期) 


 


６．社会貢献活動 


・福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター長 
・日本学校ソーシャルワーク学会代表理事 
・公益法人北九州市障害福祉ボランティア協会理事長 
・北九州市障害者相談支援事業協会理事 


・北九州市地域福祉振興協会理事 


・福岡県障害者施策推進協議会会長 
・福岡県地域自立支援協議会会長 
・福岡県ひきこもり対策連絡調整会議会長 
・福岡県発達障害者支援体制整備検討委員会委員 
・福岡県教育相談ネットワーク会議委員 
・北九州市障害者施策推進協議会会長 
・北九州市地域自立支援協議会会長 
・北九州市社会福祉法人等審査会委員 
・北九州市人権施策推進協議会委員 
・福岡県教育委員会スクールソーシャルワーカー運営協議会会長及びスーパーバイザー 
・福岡市教育委員会スクールソーシャルワーカー運営協議会会長及びスーパーバイザー 
・北九州市教育委員会スクールソーシャルワーカー運営協議会委員 
・福岡県不登校児童サポート委員会委員長 
・福岡県教育センター嘱託相談員 
・北九州市適応指導教室スーパーバイザー 
・その他 
 


７．学外講義・講演 


・福岡県教育センター,山口県教育センター，長崎県教育センター，三重県教育委員会，広


島市教育委員会，その他市町教育委員会における教職員対象の不登校・ひきこもり研修,及


び障害者福祉機関等での障害者福祉に関する講演多数 
 


８．附属研究所の活動等 


・不登校・ひきこもりサポートセンター長．平成23年12月10日・内閣府主催シンポジウム


「生きづらさを抱える子ども・若者によりよう」にて「子どもの貧困とスクールソーシャ


ルワーカー」について講演を行う．その他，教員・適応指導教室職員等の講演多数． 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 教授 氏名 鬼﨑 信好 


 


１．教員紹介・主な研究分野等 


私の研究テーマは、「高齢者ケアシステムの在り方」に置いています。近年においては、特に介


護保険制度の導入後の介護保険施設(指定介護老人福祉施設・介護老人保健施設・指定介護療


養型医療施設)並びに居宅サービスに関する第三者評価方法の開発を巡る課題等を整理してい


ます。かつては専門職集団が提供するサービスの評価は、せいぜい自己評価に止まっていました


が、現在では利用者側からの評価と第三者評価をも含め総合的に評価することが求められるように


なってきているのです。その意味では海外の知見等を把握することも必要となりますので、福祉先


進国とされている北欧(デンマーク、スウェーデン、フィンランド)の高齢者ケアシステムに関して現地


におけるフィールドワークを中心にして調査研究も進めているところです。自分としては定点観測の


意味から、毎年、現地でヒアリングなどを行っています。 


なお、教育の面で付け加えますと、12年前から正規の講義とは別に「社会福祉士の受験対策講


座」を開設し、一人で取り組んできました。7年前からは新しく着任したスタッフの協力を得て、組織


的に取り組むことができるようになってきています。具体的には、毎週夕方から2時間の国家試験受


験対策講座を開き、国家試験受験に必要な知識の確認の機会を提供しています。幸いなことに、


学生も私どもの期待に応えてくれるようになっています。この講座は、学生への動機づけを図るた


めにも重要と考えていますので、社会福祉学科のスタッフと協議をして今後とも継続し、学生サー


ビスのひとつとして続けたいと思っています。 


 


２．研究業績 【平成20年度～平成23年度分】 


(1)著書・論文 


【著書】 


① 鬼﨑信好編著『コメディカルのための社会福祉概論』講談社サイアンティフィク、平成 24 年 3


月 


② 鬼﨑信好編著『四訂 社会福祉の理論と実際』中央法規出版、平成 22 年 3 月改訂 


③ 大塚達雄ほか編『入門社会福祉（第 5 版）』ミネルヴァ書房、平成 22 年 3 月改訂(第 2 章、第


13 章を分担執筆) 


【論文】 


① 本郷秀和・佐伯幸雄・鬼﨑信好「介護系 NPO における社会福祉士への期待とソーシャルワー


クの必要性」『九州社会福祉学』第 7 号、日本社会福祉学会九州部会、平成 22 年 3 月。 


② 古野みはる・鬼﨑信好・本郷秀和「福岡県介護保険広域連合を巡る課題」（『九州社会福祉


学』第 5 号、日本社会福祉学会九州部会）平成 21 年 3 月 


(2)その他の業績 


【調査研究報告書】 
① 本郷秀和（研究代表）・鬼﨑信好・松岡佐智「介護系NPOにおける社会福祉士の役割」福岡県立


大学生涯福祉研究センター発行、平成22年3月.（平成21年度福岡県立大学研究奨励交付金研究
報告書・平成21-23年度予定文部科学省科学研究費補助金基盤研究C中間報告書） 


② 鬼﨑信好・本郷秀和・松岡佐智・佐伯幸雄・荒木剛・石踊紳一郎「認知症高齢者への生活支


援等に関する従事者の意識調査Ⅰ（研究報告書）」福岡県立大学研究奨励交付金報告書、平


成 21 年 3 月 


③ 鬼﨑信好・本郷秀和・松岡佐智・佐伯幸雄・荒木剛・石踊紳一郎「認知症高齢者への生活支


援等に関する従事者の意識調査Ⅱ（研究報告書）」福岡県立大学研究奨励交付金報告書、平


成21年3月 


④ 鬼﨑信好・本郷秀和編「助け合いの地域づくりアンケート調査最終報告書」福岡県立大学生涯


福祉研究センター、平成20年4月 


⑤ 鬼﨑信好・本郷秀和・松岡佐智「公立大学社会福祉系分野の現状と課題」公立大学協会、平


成23年5月 
【学会報告】 
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① 本郷秀和・佐伯幸雄・鬼﨑信好「制度外サービス・社会福祉士の有無からみた介護系NPO法人
の現在」日本地域福祉学会第24回大会口頭発表(敬和学園大学)平成22年6月 


② 松岡佐智、鬼﨑信好、本郷秀和「介護系施設における利用者の生活環境に関する調査報告」日
本社会福祉学会第50回大会九州部会口頭発表（沖縄大学）、平成21年12月 


③ 鬼﨑信好「日本における高齢者医療制度の課題と展望」大邱韓医大学校・東義大学校国際学


術研究第11回大会 招待報告)平成19年11月。 


(3)過去の主要業績 


① 鬼﨑信好編著『四訂 社会福祉の理論と実際』中央法規出版、平成 19 年 3 月 


② 鬼﨑信好・本郷秀和・荒木剛「地方都市における障害者児の生活実態と意識に関する一考察  


－福岡県 A 市の実態調査を踏まえて－」(『九州社会福祉学』第 3 号、日本社会福祉学会九州部


会、平成 19 年 3 月。 


③ 本郷秀和・鬼﨑信好・佐伯幸雄「指定福祉 NPO における社会福祉士の役割」(｢｣日本の地域


福祉』第 20 巻、日本地域福祉学会)平成 19 年 3 月。 


④ 鬼﨑信好「介護保険制度下における介護サービス評価システムの有用性」（『久留米医学会雑


誌』第 69 巻第 7・8 号、久留米大学医学部）平成 18 年 9 月。 


⑤ 鬼﨑信好「社会福祉学研究の動向と展望」（『社会福祉研究』第 92 号、鉄道弘済会）平成 17


年 5 月。（以下、略） 


 


３．外部研究資金 


① 本郷秀和（研究代表）、平成21-23年度文部科学省科学研究費補助金【基盤研究Ｃ】、研究課


題：「介護系ＮＰＯの可能性とソーシャルワークの役割」（平成21年度：195万円）共同研究者 


② 清田勝彦・鬼﨑信好・小嶋秀幹、福岡市委託研究、研究課題：「自殺予防モデル構築に向け


た研究」平成21年度～平成23年度、600万円 


③ 鬼﨑信好(研究代表)、平成23年度-平成26年度文部科学省科学研究費補助金【基盤研究Ｃ】、


研究課題：「利用者本位の介護サービス評価システムの開発に関する研究」 


 


４．所属学会 


 日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本社会福祉教育学会、日本ソーシャルワーク学会、


北ヨーロッパ学会、日本社会分析学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、西日本社会学会 


 


５．担当授業科目 


【学部】 


 社会福祉概論Ⅰ・2単位・1年・前期、社会福祉概論Ⅱ・2単位・1年・後期、老人福祉論・2単位・2


年・前期、社会福祉学演習・4単位・3～4年・後期～前期、卒業論文・単位・4年・後期 


【大学院】 


高齢者福祉研究・2単位・後期、高齢者福祉演習・2単位・前期、フィールドワーク・2単位・1年・後


期 


 


６．社会貢献活動 


福岡市保健福祉審議会 委員、福岡県介護実習・普及センター運営委員会 委員長、福岡県国


保連介護保険苦情処理委員会 副委員長、北ヨーロッパ学会 理事、福岡アジア・都市科学研究


所 評議員、九州経済調査協会 専門委員、福岡県共同募金会配分委員会 委員長、福岡県地


域福祉財団 理事、中間市介護保険事業計画策定委員会 委員長、直方市介護保険事業計画


策定委員会 委員長、宗像市保健福祉審議会 会長、北九州市手をつなぐ育成会 理事 


 


７．学外講義・講演 


① 大分県認知症対応型サービス事業開設者－理事長研修(平成20年11月) 


② 福岡県小規模多機能型施設開設者研修会(平成24年年3月) 


③ 公立大学協会年次総会（平成23年5月） (以下、略) 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 教授 氏名 細井 勇 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


主な研究分野は、社会事業史研究である。日本の近代化過程の特質とは何か、その中で


社会福祉は如何に形成されてきたか、とくに、近代日本におけるキリスト教の受容、その


隣人愛に触発された慈善事業に関心がある。これまで、救世軍と山室軍平、岡山孤児院と


石井十次、キリスト教社会主義の安部磯雄等を研究してきた。2009年には『石井十次と岡


山孤児院－近代日本と慈善事業』『岡山孤児院関係資料集成全３巻』を刊行することがで


きた。 


2010年度から新たな科研費補助（基盤研究Ａ）を得て、より国際的な視野から共同研究


を継続している。2011年３月には、岡山孤児院が実践上のモデルとした英国バーナードホ


ーム（現在はバーナーズ）を、2011年年8月には、石井の事業を支えたアメリカン・ボード


の資料調査のためハーバード大学図書館等を訪問調査することができた。 


 今一つの研究分野は児童福祉研究である。2007～2010年にかけ、少子化と子育て支援に


ついての日韓比較研究を大邱韓医大学校児童福祉学科と共同で実施し、国際シンポジウム


等を開催してきた。 


 また、旧産炭地筑豊の生活保護史について関係者の証言を含め、一冊の著作に纏めたい


と考えている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


〈著書〉 


 細井勇「生存権に関する一考察―愛と正義の相関論―」元村智明編『日本の社会事業―


社会と共同性をめぐって―』社会福祉形成史研究会、2010年 


 細井勇「安部磯雄―『社会問題解釈法』と社会問題論―」室田保夫編『人物でよむ社会


福祉の思想と理論』ミネルヴァ書房、2010年 


学会誌編集委員会（松永俊文、江口敏一、岸川洋治、細井勇、三原博光、永岡正己）『日


本キリスト教社会福祉学会５０年史』日本キリスト教社会福祉学会、2009年 


細井勇・菊池義昭編・解説『岡山孤児院関係資料集成』全３巻、不二出版、2009年 


 細井勇『石井十次と岡山孤児院―近代日本と慈善事業―』ミネルヴァ書房、2009年 


 〈論文〉 


細井勇他「日韓比較研究『子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査』から少


子化問題とその背景を考える―福岡市と大邱・慶山市との比較調査結果の分析を通じて―」


『福岡県立大学人間社会学部紀要』19-1,2010年 


②その他最近の業績 


〈書評〉 


細井勇「書評：姜克實著『近代日本の社会事業思想―国家の「公益」と宗教の「愛」―』


『社会事業史研究』41号、2012年 


細井勇「書評：ライホールド・ニーバー、高橋義文、西川俶子訳『ソーシャルワークを


支える宗教の視点―その意義と課題―』『同志社社会福祉学』24号、2010年 


〈史料目録〉 


 細井勇、池田敬正、菊池義昭、池本美和子、三上邦彦、元村智明『石井十次資料館蒐・


所蔵資料仮目録 図書の部』（平成21年度科研費研究（基盤B）「岡山孤児院におけるネッ


トワーク形成と自立支援に関する総合的研究」成果報告）、2009年 


細井勇、池田敬正、菊池義昭、池本美和子、三上邦彦、元村智明『石井十次資料館蒐・


所蔵資料仮目録 写真の部』（同上）、2009年 


〈史料紹介・その他〉 


 細井勇 「巻頭言」『石井十次資料館研究紀要』別冊（科研費研究「岡山孤児院の国際
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性と実践内容の質的分析に関する総合的研究」中間報告書）2012年 


細井勇「ロンドン調査訪問記」『石井十次資料館研究紀要』12号、2011年 


細井勇「渡辺亀吉日誌（明治廿六年五月ヨリ同年九月八日迄）」『石井十次資料館研究


紀要』11号、2010年 


細井勇「史料紹介と解説：渡辺亀吉日記」科研費成果報告書（代表細井勇）『岡山孤児


院におけるネットワーク形成と自立支援に関する総合的研究』2010年 


〈学会報告等〉 


 日本社会福祉学会第58回大会（於日本福祉大学）の「思想」の研究部会でコメンテータ


ー、2010年10月10日 


 細井勇「これからの子育て支援の方向について―日韓比較調査結果から―」日韓共同学


術セミナー「子育て意識と子育て支援についての日韓比較」（於大邱韓医大学校）2010年


１月10日 


細井勇「子育て意識と子育て支援についてのニーズ調査―日韓比較研究―」日本社会福


祉学会第57回大会（於法政大学）、2009年10月10日 


〈翻訳監修〉 


細井勇他「日韓学術共同セミナー報告書 子育て意識と子育て支援の実態に関する日韓


比較」『生涯福祉研究センター研究報告叢書』47,2010年 


細井勇監修、宋映沃訳、テグ韓医大学校児童福祉学科『子育て意識と子育て支援に関す


る実態とニーズの調査―テグ・キョンサン市の修学前幼児の保護者を中心に―』福岡県立


大学附属研究所、2009年 


③過去の主要業績 


田川地区社会福祉研究会・細井勇監修『福岡県田川福祉事務所四十年史』、1996年 


共著『誰もが安心して生きられる地域福祉システムを創造する』ミネルヴァ書房、1995年 


共著『山室軍平の研究』同朋社、1991年 


 


３．外部研究資金 


細井勇研究代表・科研費研究（基盤研究Ａ）「岡山孤児院の国際性と実践内容の質的分


析に関する総合的研究」平成22～26年度、平成23年度は600万円 


 


５．所属学会 


 日本社会福祉学会、日本基督教社会福祉学会（理事）、社会事業史学会、司法福祉学会、


同志社大学社会福祉学会、日本子ども虐待防止研究会、福岡県立大学社会福祉学会（事務


局長） 


 


６．担当授業科目 


（学部） 


社会福祉史入門・２単位・１年前期、児童福祉論・２単位・２年前期、社会福祉発達史・


２単位・３年後期、施設養護論・２単位・４年前期、社会福祉援助技術現場実習指導・


３単位・２年～３年、社会福祉援助技術現場実習・４単位・３年、社会福祉学演習・２


単位・３年後期～４年前期、卒業論文・６単位・４年後期 


（大学院） 


 社会福祉研究・２単位・前期、社会福祉演習・１単位・後期、特別研究・４単位・通年、


フィールドワーク・２単位・１年後期  


 


７．社会貢献活動 


福岡県日常生活自立支援事業契約締結審査会委員 


 


９．附属研究所の活動等 


「筑豊田川地区における生活保護史の研究」研究代表（2010～2012年） 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 准教授 氏名 平部 康子 


 


１．主な研究分野 


【日英の社会保障制度における家族負担】 
 現在のように、家族形態の変容（核家族、単親家族）および労働市場への女性の参加が


進むと、子の養育や家族の介護は、それを担う者にとって2重の負担（労働機会の喪失、養


育や介護のための出費）となる。日英の比較を通じて、社会保障法上にちらばっている家


族給付や福祉サービス（児童手当、介護手当や各種加算、介護および保育サービス）と負


担（所得制限、費用負担）において家族負担がどのように位置づけられてきたかを把握す


るとともに、アンペイドワークを担う者が適切に評価され、他人の世話を要する者の支援


を家族と社会で分担しうる社会保障法制を検討する。 
 
【所得・福祉サービス給付における制度間調整】 
 介護および障害を事由とした給付が重複した場合に必要な所得・福祉サービス給付間の


制度間調整について、個別制度の具体的目的をこえた共通の理念と原則を検討し、あるべ


き調整措置を考察する。例えば、社会参入の方法の一つである「就労」をどのように扱う


べきか（所得保障給付の要件とする、給付ではなく加算の要件にし緩やかな誘引にとどめ


る、「就労」よりも広く「社会参入」の範囲を定義づける、所得保障とは組み合わせず独


立した就労支援サービスを設ける）など、イギリスの積極的社会政策における具体的措置


をわが国と比較したい。 


 


２．研究業績 


①著書・論文 


＜著書＞ 


・ 平部康子「イギリスの年金改革」 河野正輝他編『社会保険改革の法理と将来像』


（2010年、法律文化社） 


・ 平部康子「児童福祉・社会手当」 石橋敏郎編『わかりやすい社会保障論』（2010年） 


・ 平部康子「福祉サービス給付と所得保障給付との制度間調整―障害のある児童に着目


して―」 山田晋他編『社会法の基本理念と法政策』（2011年） 


 ＜論文＞ 


・ 平部康子「イギリスにおける高齢女性の所得保障」海外社会保障研究175号（2011年） 


 


②その他 


＜翻訳＞ 


・平部 康子「家族負担」「失業」 ダニー・ピーテルス著、河野正輝監訳『社会保障


の基本原則』（2011年、法律文化社） 


 


３．外部研究資金 


  ユニベール財団研究助成 


 


４．受賞 


  なし 


 


５．所属学会 


 日本社会保障法学会・社会保障法学会誌編集委員 


 日本労働法学会 


 


６．担当授業科目 
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 （学部） 


公的扶助論・２単位・２年・後期、社会福祉援助技術現場実習指導・３単位・２年後期～


３年通年、権利擁護と成年後見制度・２単位・３年・前期、社会福祉法制論Ⅰ・２単位・


３年・前期、３年・前期、外書講読Ａ・２単位・前期、社会福祉法制論Ⅱ・２単位・３年・


後期、３年・通年、社会福祉援助技術現場実習・４単位・３年・前期、社会福祉学演習・


２単位・３年後期～４年前期、卒論指導・６単位・４年・後期、日本事情Ⅰ・２単位・留


学生・後期、 


（大学院） 


社会保障制度研究・２単位・後期 


 


７．社会貢献活動 


・福岡県介護保険審査会・公益委員・副委員長 


・福岡県田川保健所感染症の診査に関する協議会・委員 


・福岡県職業能力開発審議会・委員 


・福岡県兼営住宅管理審議会・委員 


・香春町次世代育成支援対策協議会・委員長 


 


８．学外講義・講演 


 救急救命士養成研修 救急救命九州研修所「社会保障と社会福祉」 


 


９．附属研究所の活動等 


なし 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 准教授 氏名 本郷 秀和 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


私は、過去に福祉・介護活動に取り組むNPO法人で相談員や介護業務、運営管理業務等に従


事した経験があることから、高齢者福祉活動（ソーシャルワークや介護、各種の生活支援）に取り組


むNPO法人の役割に関心を持っています。具体的には、①介護サービス（特にNPO法人が提供


するサービス）の現状と、その中で高齢者等を支援する社会福祉士の役割と課題、②ソーシャルワ


ーカー（社会福祉士）が高齢者に対して取り組む支援内容や方法（特に様々なニーズに応えられ


るためのサービス開発の推進方法や管理運営等）、③地域の高齢者問題の把握と課題解決方法


等に関心を持っています。 


以上を踏まえて、高齢者を中心に地域住民が安心して生活できるための介護系NPOの運営基


盤整備、社会福祉士や介護従事者の配置体制や業務の充実方法を模索したいと考えています。 


 


２．研究業績 [2009（平成21）年度～2011（平成23）年度] 


① 最近の著書・論文  


1）本郷秀和・永田千鶴、「介護系NPOにおける制度外サービス開発に向けた課題 －平成22年度 


介護系NPO全国ヒアリング調査の整理と考察－」吉備国際大学大学院・九州保健福祉大学大


学院・九州保健福祉大学大学院（通信制）連合社会福祉学研究科発行、『最新社会福祉学研


究』第７号、2012年3月発行予定（※査読有・「資料」として掲載）. 


2）本郷秀和・佐伯幸雄・鬼﨑信好、「介護系 NPO における社会福祉士への期待とソーシャルワー


クの必要性」『九州社会福祉学』第 7 号、日本社会福祉学会九州部会発行、2011 年 3 月. 


3）今村浩司・本郷秀和・畑香里、「成年後見制度に関する一考察」『福岡県立大学人間社会学部


紀要』第 19 巻第 2 号、福岡県立大学、2011 年 1 月. 


4）本郷秀和・荒木剛・松岡佐智・袖井智子、「介護系ＮＰＯの実態と課題」『福岡県立大学人間


社会学部紀要』第 19 巻第 2 号、福岡県立大学、2011 年 1 月. 


5)本郷秀和、「第 6 章 福祉 NPO が地域の主体となって取り組む」妻鹿ふみこ編著『地域福祉の今


を学ぶ-理論・実践・スキル-』ミネルヴァ書房、2010 年 3 月. 
6)本郷秀和・松岡佐智、「北九州・京築・筑豊地域における社会福祉施設のボランティア受け入れの
  実態と福祉系大学生のボランティア意識に関する一考察」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』、
 第18巻第1号、福岡県立大学、2009年7月. 
 


② その他最近の業績  
1)本郷秀和（代表）編集、「介護系NPOにおける制度外サービスの開発とソーシャルワークの
役割-平成21-23年度科研費報告書-」福岡県立大学生涯福祉研究センター発行、2012年3月. 


2）本郷秀和（代表）・松岡佐智編集「介護系NPOにおける社会福祉士の役割」福岡県立大学生涯福
祉研究センター発行、2010年3月.（共著、科研費基盤C中間報告書・研究奨励報告書） 


3）本郷秀和「Ⅳ 回答者のストレス状況」、研究代表：村山浩一郎『川崎町「安宅の滝」と健康に関する
住民意識調査報告書』、2010年3月（川崎町受託研究、共著）. 


 


③ 学会報告 
1）本郷秀和、永田千鶴、荒木剛、村山浩一郎、松岡佐智、「介護系NPOにおける制度外サービスの


現状と開発に向けた課題」日本社会福祉学会第52回大会九州部会口頭発表（西九州大学）、 
2011年6月. 


2）本郷秀和・佐伯幸雄・鬼﨑信好、「制度外サービス・社会福祉士の有無からみた介護系NPO法人
の現在」、日本地域福祉学会第24回大会口頭発表（敬和学院大学）、2010年6月. 


3）荒木剛・本郷秀和・袖井智子・松岡佐智、「自由回答分析からみた介護系NPOの課題」日本社会
福祉学会第51回大会九州部会口頭発表（西南女学院大学）、2010年6月. 


4)佐伯幸雄・本郷秀和・鬼﨑信好、「介護系NPOの6年間の変化」日本社会福祉学会第50回大会 
口頭発表（日本福祉大学）、2010年10月. 


5）松岡佐智・鬼﨑信好・本郷秀和、「介護系施設における利用者の生活環境に関する調査報告」日
本社会福 祉学会第50回大会九州部会口頭発表（沖縄大学）、2009年12月. 
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④過去の主要業績 [2008年以前、3点以内] 
1）本郷秀和、「介護保険制度下のNPO法人におけるソーシャルワーク実践の方向性」、 
『日本の地域福祉』第17巻、日本地域福祉学会、2003年3月. 
2）本郷秀和・西島衛治・永田敏明、「指定福祉NPOと制度外福祉サービス供給の課題」、 
『介護福祉学』Vol.12、日本介護福祉学会、2005年10月. 
3）本郷秀和・鬼﨑信好・佐伯幸雄、「指定福祉NPOにおける社会福祉士の役割」 
『日本の地域福祉』第20巻、日本地域福祉学会、2006年3月. 
 
３. 外部研究資金[平成23年度] 
1）平成21-23年度 科学研究費補助金【基盤研究C】（共同） ※研究代表：本郷秀和、 


テーマ：「介護系NPOの可能性とソーシャルワークの役割」、360万（総額）. 
2）平成22-24年度 科学研究費補助金【基盤研究C】（共同） ※研究代表：永田千鶴（熊本大学）、 


テーマ：「エイジング・イン・プレイスを果たす地域密着型事業所別認知症高齢者ケアモデルの
開発」、370万円（総額）. 


3）平成23-26年度 科学研究費補助金【基盤研究C】（共同） ※研究代表・鬼﨑信好 
テーマ：「利用者本位の介護サービス評価システムの開発に関する研究」380万円（総額）. 


 


４．所属学会： 日本社会福祉学会 ・日本地域福祉学会 ・日本社会福祉士会等 


 


５．担当授業科目（2011年度） 


①「相談援助の基盤と専門職Ⅱ」（2単位・1年後期）、②「社会貢献論」（2単位・1年前期・共同）、 


③「相談援助実習指導」（3単位・3年通年・共同）、④「相談援助実習」（4単位、3年通年）、 


⑤「相談援助実習指導」（3単位・2年通年・共同）、⑥「相談援助の理論と方法B」（2単位・2年前期）、 


⑦「社会福祉学演習」（4単位・3年後期～4年前期・通年）、⑧「卒業論文」（6単位・4年次後期）、 


⑨「社会貢献論演習」（2単位・1年後期・共同）、⑩「福祉経営論」（2単位・3年前期） 


⑪「相談援助演習A」（2単位・2年通年）、⑫「相談援助演習C」（1単位、3年後期） 


 


６．社会貢献活動（2011年度） 


①福岡県社会福祉協議会 運営適正化委員会委員、 


②福岡県社会福祉協議会 外部評価委員会 


③福岡県国民健康保険団体連合会 介護給付費審査会審査委員、 


④福岡県社会福祉士会 介護サービスの情報公開 第三者委員会委員、 


⑤玉名荒尾地区（熊本県）「障害者児の生活を豊かにする会」（任意団体）会員・会計監査、 


⑥特定非営利活動法人地域たすけあいの会（訪問介護・通所介護・居宅介護支援・住宅型有料


老人ホーム、学童保育、配食サービス、福祉有償運送、就労移行支等を実施）理事代表 等. 


 


７．学外講義・講演（2011年度） 


①財団法人福岡県人権啓発情報センター主催、平成 23 年度福岡県人権相談従事者職員研修


「社会福祉と人権」 講師、2011 年 9 月（会場：福岡県立大学・クローバープラザ、計２回） 


②福岡市早良区企画運営、福岡市早良区保健福祉センター福祉関係職員研修 講師、 


「社会福祉の相談援助」2011 年 8 月（会場：福岡市早良区役所）. 


③福岡県国民健康保険団体連合会主催、平成23年度市町村職員研修「介護保険制度下の苦情


対応と相談援助」 講師、2012年3月（会場：福岡県自治会館予定） 


 


８．附属研究所の活動等： 


・社会貢献・ボランティア支援センター運営部会幹事、 


・就業力向上支援プログラム推進会議メンバー.  


 


※資格等：博士（社会福祉学）、社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、 


救急救命士、介護支援専門員（失効中）等. 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 准教授 氏名 村山 浩一郎 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 私の研究分野は「地域福祉」です。「地域福祉」は児童福祉や高齢者福祉などの対象者


別の福祉分野ではなく、地域住民が主体となり、行政や専門職と協働しながら、援助を必


要とする人を地域で支えたり、地域の共通課題の解決に取り組んだりする、地域を基盤と


した福祉実践のあり方を意味しています。私の研究テーマは、このような「地域福祉」を


推進するための様々な実践や方法を検討することです。具体的には、住民による小地域福


祉活動、福祉ＮＰＯ、コミュニティワーク、地域福祉計画など、地域福祉を推進するため


の住民活動、援助技術、計画・政策などについて研究を行っています。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


村山浩一郎「小地域ネットワーク活動の課題に関する研究－北九州市のふれあいネットワ


ーク事業を担う福祉協力員に対する質問紙調査の分析から－」、『福岡県立大学人間社


会学部紀要』第 18 巻第 2号、2010 年 


村山浩一郎「北九州市における小地域福祉活動の活動実態と課題に関する研究」、『西南


女学院大学紀要』第 13 巻、2009 年 


②その他最近の業績 


本郷秀和・荒木剛・永田千鶴・松岡佐智・村山浩一郎「第Ⅱ部 2010 年度介護系 NPO ヒア


リング調査結果の分析－制度外サービスの開発に向けた現状と課題－」、『介護系 NPO の


可能性とソーシャルワークの役割－ニーズに応えるサービス開発手法の提案－』、平成 21


年～23 年度 文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C）最終報告書（研究代表者 本


郷秀和）、2012 年 3 月 


村山浩一郎「地域から見た『いのちをつなぐネットワーク』－民生委員に対するアンケー


ト調査から－」、『北九州市「いのちをつなぐネットワーク事業」の地域支援機能に関す


る研究報告書』、ニッセイ財団高齢社会研究助成費研究事業、北九州市「いのちをつなぐ


ネットワーク事業」の地域支援機能に関する研究会（研究代表者 高橋紘士）、2010 年


11 月 


村山浩一郎「第 1部地域活動におけるセーフティネットに関する調査研究 第 2章福祉協


力員の小地域福祉活動調査のまとめ」、『地域課題研究 地域づくりに関する研究報告書』


北九州市立大学都市政策研究所 地域づくり研究会、2009 年 3 月 


③過去の主要業績 


村山浩一郎・山崎克明・平野健太「第1部地域活動におけるセーフティネット機能に関する


調査研究 Ⅰ社会福祉協議会小地域福祉活動に関する聞き取り調査結果から」、『2007年


度社会福祉プロジェクト 地域づくりに関する調査研究報告書』、北九州市立大学都市政


策研究所 地域づくり研究会、2008年3月 


村山浩一郎「北九州市における地域づくりの課題と展望－新しいまちづくり協議会をめぐ


って－」、『地域づくりに関する調査研究報告書－2005年度社会福祉プロジェクト－』地


域づくり研究実行委員会、北九州市立大学北九州産業社会研究所）2006年3月 


村山浩一郎「非営利組織と社会的監査－英国スコットランドの事例から－」、『社会福祉学』 


第 41 巻 2 号、日本社会福祉学会、2001 年 


 


３．外部研究資金 


本郷秀和（研究代表）、平成 21-23 年度（予定）文部科学省科学研究費補助金【基盤研究Ｃ】、


研究課題：「介護系ＮＰＯの可能性とソーシャルワークの役割」（平成 23 年度：90 万円）


共同研究者 







― 64 ― 


鬼崎信好(研究代表) 平成 23-26 年度（予定）文部科学省科学研究費補助金【基盤研究Ｃ】、


研究課題：「利用者本位の介護サービス評価システムの開発に関する研究」（平成 23 年度：


65 万円）共同研究者 


 


４．受賞  なし 


 


５．所属学会 


 日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本社会学会、福祉社会学会、地域社会学会 


 


６．担当授業科目  


＜学部＞社会貢献論（2単位・1年・前期）、社会貢献論演習（2単位・1年・後期）、相談


援助実習指導（3単位・2年～3年・通年）、相談援助実習（4単位・3年・通年）、相談援


助演習B（2単位・3年・通年）、相談援助の理論と方法D（2単位・3年・前期）、福祉行


財政と福祉計画（社会福祉計画論）（2単位・3年・前期）、地域福祉論Ⅰ（2単位・3年・


前期）、地域福祉論Ⅱ（2単位・3年・後期）、相談援助演習C（1単位・3年・後期）、社


会福祉学演習（4単位・3年～4年・後期～前期）、卒業論文（6単位・4年・後期） 


＜大学院＞地域福祉研究（2単位・1～2年・前期） 


  


７．社会貢献活動 


・みんなで支えあう行橋市福祉のまちづくり推進委員会・委員 


・みんなで支えあう行橋市福祉のまちづくり実務者会議・座長 


・北九州市社会福祉協議会・総合企画委員会・委員 


・北九州市社会福祉協議会・平成23年度 ふれあいネットワーク活動推進事業 第三者評価


委員会・委員 


・みやこ町社会福祉協議会・みやこ町地域福祉活動計画策定委員会・委員（委員長） 


・福岡市社会福祉協議会・「第4期地域福祉活動計画」策定委員会・委員（副委員長） 


・北九州市児童福祉施設等第三者評価委員会・委員 


・福岡県高齢者福祉施設等災害対応マニュアル作成検討委員会・委員 


・社会福祉法人福音会・評議員 


 


８．学外講義・講演 


・北九州市社会福祉協議会・平成23年度 小地域福祉活動計画策定研修「ふくしプランニン


グ工房」研修会（第1回～第6回）講師（2011年6月20日、8月8日、9月30日、11月28日、


2012年2月2日、3月16日） 


・福岡市社会福祉協議会・地域福祉専門職研修講師（2011年9月12日、9月16日、2012年1月


16日、1月20日） 


・福岡市早良区保健福祉センター・福祉事務所職員研修講師（2011年8月19日） 


・行橋市・地域福祉推進合同ワークショップ講演会講師（2011年10月1日） 


・NPO法人生涯学習指導者育成ネットワーク（北九州市・北九州市教育委員会共催）・生涯


学習・地域福祉・まちづくり推進活動のための「人材育成セミナー」講師（2011年12月


17日、2012年1月21日、1月28日） 


・北九州市社会福祉協議会・平成23年度 校（地）区社会福祉協議会 地域福祉活動専門研


修「校（地）区単位の小地域福祉活動計画づくり」講師（2012年2月9日） 


・北九州市社会福祉協議会・北九州市社会福祉ボランティア大学校・「平成23年度 地域支


援ボランティア研修（戸畑区南沢見地区）」講師（2012年2月17日、3月1日、3月16日） 


 


９．附属研究所の活動等 


・附属研究所社会貢献・ボランティア支援センター運営部会・幹事 


・公開講座小部会・委員 







― 65 ― 


所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 講 師 氏名 奥村 賢一 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
私が現在行っている主要な研究分野は、以下の三点になります。 
一つ目は、「学校ソーシャルワーク実践に関する研究」です。近年、複雑多様化する不登


校・いじめ・非行等の学校教育問題を解決していくためにスクールソーシャルワーカーに


課せられた専門的役割や機能について実践研究を行っています。 
二つ目は、「児童虐待防止に向けた支援方法に関する研究」です。わが国における児童虐


待は深刻な社会問題です。これらを早期発見・未然防止していくための方法のうち、主に


家族支援のあり方について研究を行っています。 
三つ目は、「知的障害・発達障害（児）者の地域生活支援に関する研究」です。ノーマラ


イゼーションの理念普及から知的障害・発達障害（児）者においても地域生活の充実を推


進していく動きが高まりを見せていますが、現実的には利用可能な社会資源は限られてお


り、障害特性に対応した専門的支援も不足しています。これらの状況から、地域生活の質


を向上させる専門的支援方法等の研究に取り組んでいます。 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
＜著書＞ 


・奥村賢一「第 2 章 学校ソーシャルワークの支援方法を知る，第 4 章 第 1 節 事例（１）


知的障害の疑いがある不登校児への支援」門田光司・鈴木庸裕編著『学校ソーシャルワ


ーク演習』第 2 章・第 4 章第 1 節、ミネルヴァ書房、2010 年 3 月. 
・門田光司・奥村賢一『スクールソーシャルワーカーのしごと－スクールソーシャルワー


カーのための実践ガイド』中央法規出版，2009 年 9 月． 
＜論文＞ 


・奥村賢一「不登校生徒に対する家族支援を中心とした学校ソーシャルワーク実践」『ソー


シャルワーク研究』第 36 巻，4 号，2011 年 1 月． 
・奥村賢一「不登校児童生徒の状況改善に向けた家族支援の有効性に関する一考察－パワ


ー交互作用モデルを基盤にした学校ソーシャルワーク」『学校ソーシャルワーク研究』第


4 巻，2009 年 6 月． 
・奥村賢一「ストレングスの視点を基盤にしたケースマネジメントの有効性に関する一考


察－軽度知的障害者の地域生活支援実践を通して」『社会福祉学』第 50 巻，第 1 号，2009
年 5 月． 


・奥村賢一「学校ソーシャルワーク実践におけるアセスメント技法に関する一考察－パワ


ー交互作用モデルを基盤にした状況分析」『九州社会福祉学』第 5 号，2009 年 3 月． 
 
②その他最近の業績 
＜学会報告＞ 
・Okumura K, The role of school social worker in preventing child abuse in Fukuoka 


city, 21st Asia-Pacific Social Work Conference, Waseda University, Japan, 2011年7月． 
・奥村賢一「児童虐待における学校ソーシャルワーク実践の有効性に関する一考察－福岡


市のスクールソーシャルワーカーを対象にした実態調査」日本社会福祉学会九州部会第


52 回研究大会自由研究発表（西九州大学），2011 年 6 月． 
・奥村賢一「被虐待児童生徒の状況改善に向けた家族支援の有効性に関する一考察－パワ


ー交互作用モデルを基盤にした学校ソーシャルワーク実践」日本学校ソーシャルワーク


学会第 5 回大会自由研究発表（大阪府立大学），2010 年 7 月． 
・奥村賢一「学校ソーシャルワークにおけるパワー交互作用モデルに関する研究－学習支援


活動を中心とした学校ケースマネジメント」日本社会福祉学会第 57 回全国大会自由研究


発表（法政大学），2009 年 10 月． 
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・奥村賢一「学校ソーシャルワークにおける家族支援に関する研究－パワー交互作用モデ


ルを基盤にした状況分析」日本学校ソーシャルワーク学会第 4 回大会自由研究発表（東


京学芸大学），2009 年 7 月． 
＜学会講義＞ 
・日本学校ソーシャルワーク学会九州・沖縄部会第 3 回大会（西九州大学），基礎研修「ス


クールソーシャルワーカーの基礎的役割と機能」，2010 年 12 月． 
・日本学校ソーシャルワーク学会第 5 回大会（大阪府立大学），基礎研修「SSW について


基礎的理解と活動方法を理解するための研修」，2010 年 7 月． 
・日本学校教育相談学会福岡市支部（福岡市教育センター），研修会「学校・家庭・地域の


協働に向けたスクールソーシャルワーカーの役割」，2010 年 5 月． 
・日本学校ソーシャルワーク学会関東甲信越地区（東京学芸大学），専門研修「スクールソ


ーシャルワーカー実践力向上のために－シートを活用したアセスメント・プランニング


について」，2009 年 3 月． 
      その他多数 


 
③過去の主要業績 
・奥村賢一「パワー交互作用モデルを基盤にしたアセスメント技術に関する一考察－学校


ソーシャルワーク実践における不登校児童へのケースマネジメント」日本社会福祉学会


九州部会第 49 回研究大会自由研究発表（長崎国際大学），2008 年 12 月． 
・日本学校ソーシャルワーク学会編『スクールソーシャルワーカー養成テキスト』中央法


規，2008 年 10 月． 
・奥村賢一「学校ソーシャルワーク実践におけるパワー交互作用モデルに関する研究－家


族支援を中心にした協働アプローチ」日本社会福祉学会第56回全国大会自由研究発表（岡


山県立大学），2008 年 10 月． 
・奥村賢一「学校ソーシャルワーク実践におけるケースマネジメントの有効性について－


ストレングスの視点を基盤にして」日本学校ソーシャルワーク学会第 3 回大会自由研究


発表（西南学院大学），2008 年 7 月． 
・門田光司・奥村賢一「Prader-Willi 症候群の人への地域生活支援について－ストレングス


の視点に立ったアプローチ」『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 16 巻，第 1 号，2007
年 11 月． 


 
３．外部研究資金 
・科学研究費補助金（若手研究B）「スクール（学校）ソーシャルワーク現場実習プログラ


ムの構築に向けた基礎研究」182万円，平成23年度～平成24年度． 
・門田光司（研究代表者）科学研究費(基盤研究C)「わが国における学校ソーシャルワーカ


ーの人材養成に関する研究」350万円,平成19年度～平成21年度，共同研究者． 
 
４．受賞 
 なし 
 
５．所属学会 
日本社会福祉学会、日本学校ソーシャルワーク学会、福岡県立大学社会福祉学会 


  


６．担当授業科目 
「相談援助演習B」（4単位、3年、通年）、「相談援助演習C」（2単位、3年、通年）、「相談援助実


習指導」（3単位、3年、通年）、「社会福祉学演習」（4単位、3年～4年、後期～前期）、「卒業論


文」（6単位、4年、後期）、「精神保健福祉援助実習」（8単位、４年、通年）「相談援助の理論と方


法C」（2単位、2年、後期）、「家族福祉論」（2単位、3年、後期）、「家庭支援論」（2単位、3年、後


期）、学校ソーシャルワーク演習（1単位、4年、前期）、学校ソーシャルワーク実習指導（1単位、
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4年、前期）、学校ソーシャルワーク実習（2単位、4年、後期）、不登校・ひきこもり援助論（2単位、


1年、前期） 
 


 
７．社会貢献活動 
・日本学校ソーシャルワーク学会九州・沖縄地区世話人 


・福岡県教育委員会スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー 


・福岡県市教育委員会スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー 


・福岡地区教育相談ネットワーク会議・委員 


・田川市要保護対策地域協議会代表者会議・委員 


・北九州市立今町小学校 学校評議員・学校関係者評価委員 


・北九州市立高須小学校 学校評議員・学校関係者評価委員 
 
８．学外講義・講演 
・平成23年度糸島市学校警察連絡協議会研修会「不登校児童生徒を抱える家族に対する支


援方法」糸島市役所志摩庁舎，2012年2月． 
・平成23年度教育相談セミナー「キレやすい子どもの背景を探る―ストレスマネジメント・


アンガ―マネジメントの視点から」山陽小野田市民会館，2012年1月． 
・平成23年度第4回児童虐待防止専門化講座「学校（教師）にできる児童虐待防止の取


り組み―学校を拠点に活動するスクールソーシャルワーカーの視点から」佐賀勤労者


就労センター，2012年1月． 
・朝倉郡学校保健担当者研修会「SSWと学校（養護教諭）との効果的連携のあり方につい


て」めくばーる三輪学習館，2011年12月． 
・平成23年度第2回スクールソーシャルワーカー活用事業研修会「スクールソーシャルワー


カーに求められるもの」鹿児島県庁，2011年11月． 
・平成23年度市町村立小・中学校いじめ・不登校等対応研修会「問題を抱える子どもへの


組織的な支援の在り方」北筑後教育事務所，2011年5月． 
・性23年度新任生徒指導主事研修会。生徒指導主事研修会・主幹教諭研修会「問題を抱え


る児童生徒への対応」南筑後教育事務所，2011年5月 
 その他多数 


 
９．附属研究所の活動等 
・不登校・ひきこもりサポートセンター教員スタッフとして連携サポート部門に所属し、


主に公開講座の企画・運営等について担当した。 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 講師 氏名 平林 恵美 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
我が国では、精神障害者の社会復帰活動やリハビリテーションは、医療の領域に限定さ


れた狭い意味で用いられてきました。近年では精神障害者の就労に対するニーズが高まり、


その内容も多様化しています。過去に行った研究結果では、精神障害者の就労支援は、精


神保健福祉士が職場開拓を行うとか、授産施設などにおける就労訓練・就労準備を行い、


一般就労に向けた仕事を探すことが一般的であり、そのため、退院、社会への適応、就労


などを社会復帰と表現していました。またリハビリテーションにおいては、過去の考えか


ら大きく変わったものとして、「全人的復権」の考え方があります。現在では、医学モデ


ルに基づいた治療から反省して、利用者の主体性や尊厳、自己決定権の尊重、自由を基調


とするようになり、リハビリテーションには医療だけでなく、福祉的援助が不可欠である


ことが共通の認識になってきました。  


 以前より精神科領域で使われてきた「社会復帰」という言葉は、近年ではこの「リハビ


リテーション」に言い換えられてきているようですが、人が自ら持っている力を活かし、


社会参加や自己実現をし、より良い生活をしていくために状況に応じて主体的に対処し、


対応していける力を発揮できるように援助することは、ソーシャルワークの役割であると


ともに、それはリハビリテーションの技術にも関わるものであると考えます。今後もめま


ぐるしく変化する障害者施策の状況に鑑み、精神科リハビリテーションの実践的・理論的


発展が喫緊の課題となっています。  


 今後の私の研究については、当事者の社会参加の方法、就労支援のあり方やその体系化


の検討だけでなく、ソーシャルワーカーの役割と実践的課題について検討を深めていきた


いと考えています。 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
・入江多津子・平林恵美「精神保健福祉援助演習Ⅰにおける学生の学びの実際－演習の意


味を考える－」『健康科学大学紀要』第7号、2011年3月 
 
②その他最近の業績 
・荒田寛、池田武俊、岩尾貢、内出幸美、大谷るみ子、水井勇一、平林恵美、高村智子、


橋詰清『独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」平成20年度助成事業


「認知症グループホームにおける運営推進会議の実態調査・研究事業」』報告書、2009
年3月  


・荒田寛、池田武俊、岩尾貢、内出幸美、大谷るみ子、水井勇一、平林恵美、高村智子、


山梨恵子、橋詰清『独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」平成21年
度助成事業「認知症グループホームにおける運営推進会議の実態調査・研究事業」』報


告書、2010年3月 
 
③過去の主要業績 
・平林恵美『精神障害者の就労支援における福祉工場の機能に関する研究－地域生活にお


ける「生活者」を重視した支援方法の展開の検討－』財団法人明治安田こころの健康財


団「2005年度研究助成論文集」通巻第41号、 2006年10月  


・荒田寛、松田正義、平林恵美、北山雅也、坂尻あつみ、金子秀明、黒田隆、杉江嘉一『福


祉サービス苦情対応事例集－福祉サービス苦情解決の手引き（Ver.3 ）－』社会福祉法


人 滋賀県社会福祉協議会 滋賀県運営適正化委員会、2007年3月 
 
５．所属学会 
・日本社会福祉学会、日本病院・地域精神医学会、日本精神障害者リハビリテーション
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学会、（社）日本精神保健福祉士協会  
  
６．担当授業科目 


・教養演習・1単位・1年・前期、保健医療論・2単位・2年・前期、精神保健福祉援助技


術各論Ⅰ・2単位・3年・前期、精神保健福祉援助技術各論Ⅱ・2単位・3年・後期、精


神保健福祉援助演習・2単位・4年・通年、精神保健福祉援助実習・8単位・4年・通年、


社会福祉学演習・2単位・3年～4年・後期～前期  
 
８．学外講義・講演 
・福岡県立門司大翔館高等学校、『社会福祉学入門』（模擬講義）：平成23年9月15日（木） 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 助教 氏名 畑 香理 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
私は、これまで医療機関でソーシャルワーカーとして患者や家族の方への相談援助を行


ってきた経験があることから、医療ソーシャルワーク実践について関心を持ち、研究に取


り組んでいます。 
近年、我が国の保健・医療・福祉の制度・政策面は大きく変化を遂げています。効率的


な医療政策の下で、患者はもちろん、患者を支える家族への経済的・身体的・精神的負担


は深刻です。また、入院患者の中には脳卒中・内臓疾患・骨折等の後遺症に伴う機能障害・


介護者問題・住宅問題・金銭問題等、様々な理由で在宅生活を断念せざるを得なくなった


方も少なくありません。入院患者が地域生活を再び安心して送れるような専門的支援やネ


ットワーク構築等が求められています。医療ソーシャルワーカーは病院と地域社会とをつ


なぎ、患者や家族の方を支援していく役割を担っています。地域での安寧な生活を継続で


きる社会が求められる中、今後ますます医療ソーシャルワークの専門的支援方法の向上が


必要になってきます。 
そのため、私は医療ソーシャルワークを基盤とした支援方法に関する研究をすすめ、実


践の課題に対する検討等についてもこれから研究していきたいと考えています。 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 ＜2009（平成21）年度～2011（平成23）年度＞ 
・今村浩司・本郷秀和・畑香理「成年後見制度に関する一考察‐北九州成年後見センター


の取り組みを参考に‐」福岡県立大学発行、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第19巻第2


号，2011年1月． 


②その他最近の業績 ＜2009（平成21）年度～2011（平成23）年度＞ 
・畑香理「在宅生活に向けての支援」山口県医療ソーシャルワーカー協会2009年度第2回研


修会中堅者研修口頭発表，2009年10月． 


③過去の主要業績 
・NPO法人日本医療ソーシャルワーク研究会監修『暮らしの医療・福祉サービスガイド‐知


っておきたい社会資源の活用のしかた』大学教育出版、2007年8月(第7章第1節、第4章・第


5章・第8章を分担執筆)． 


・畑香理「在宅復帰を望む入院高齢者の退院援助に関する研究」日本社会福祉学会第49回


大会九州部会口頭発表，2008年12月． 
 
３．外部研究資金 
 
４．受賞 
  
５．所属学会 
日本社会福祉学会 
日本医療社会福祉協会、日本精神保健福祉士協会 


  
６．担当授業科目 
精神保健福祉援助実習・8単位・4年・通年 


 
７．社会貢献活動 
 
８．学外講義・講演 
 
９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・社会福祉学科 職名 助教 氏名 松岡 佐智 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


2005 年 3 月、福岡県立大学人間社会学研究科福祉社会専攻修了。2005 年 4 月、本学に着


任。 


私は現在、高齢者福祉と社会福祉教育を主な研究分野としている。高齢者福祉分野では、


これまで、高齢者の生きがい支援のあり方、高齢者が積極的に社会参加できる地域ケアシ


ステムの課題について研究を進めてきた。今後の研究テーマとしては、認知症高齢者の地


域生活支援に関心を持っており、特に、高齢者の権利擁護や高齢者虐待の予防における地


域包括支援センターを軸とした社会福祉士の支援のあり方について研究を進めたいと考え


ている。 


また、社会福祉教育分野では、社会福祉士・精神保健福祉士の実習教育のあり方にも関


心を持っている。これまでの具体的な取組みとして、「社会福祉学科学生の実習意識に関す


る調査」等の調査を実施してきた。今後も継続して、社会福祉専門職養成としての実習の


あり方や学生に対する実習教育方法、及び実習受入れ側の施設等との連携のあり方等を研


究テーマとして取り組んでいきたいと考えている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 [2009（平成 21）年度～2011（平成 23）年度] 


(1)本郷秀和、荒木剛、松岡佐智、袖井智子「介護系 NPO の実態と課題 －平成 21 年度制


度外サービスを実施する NPO 法人全国実態調査における自由回答の分析を中心に－」、


『福岡県立大学人間社会学部紀要』、第 19 巻第 2号、福岡県立大学、2011 年 1 月 


(2)本郷秀和・松岡佐智「北九州・京築・筑豊地域における社会福祉施設のボランティア受


け入れの実態と福祉系大学生のボランティア意識に関する一考察」、『福岡県立大学人間


社会学部紀要』、第 18 巻第 1号、福岡県立大学、2009 年 7 月 


 


②その他の業績 


〈調査報告書〉 


(1)本郷秀和(研究代表)編集、鬼崎信好、村山浩一郎、松岡佐智、永田千鶴、荒木剛「介護


系 NPO の可能性とソーシャルワークの役割－ニーズにこたえるサービス開発手法の提案


－」福岡県立大学生涯福祉研究センター発行、2012 年 3 月.（平成 21～23 年度福岡県立


大学研究奨励交付金研(基盤研究 C)最終報告書） 


(2)本郷秀和（研究代表）・松岡佐智編集「介護系 NPO における社会福祉士の役割」福岡県


立大学生涯福祉研究センター発行、2010 年 3 月.（平成 21 年度福岡県立大学研究奨励交


付金研究報告書・平成 21-23 年度予定文部科学省科学研究費補助金基盤研究 C 中間報告


書） 


(3)本郷秀和・松岡佐智「第 2 節 ボランティア活動の実態調査」森山沾一代表『世界遺産


を目指す旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書』（福岡県立大学発行、委託者：経済産


業省九州経済産業局）2009 年 3 月 


(4)本郷秀和・西原尚之・門田光司・細井勇・小田美季・中村幸・城井みづほ・松岡佐智「福


祉ボランティアを通じた『経験型実習』導入の可能性（3）－福岡県立大学・社会福祉学


科学生のボランティア意識の現状と課題－」福岡県立大学研究奨励交付金報告書、2009


年 3 月 


 


〈学会報告〉 


(1) 本郷秀和、永田千鶴、荒木剛、村山浩一郎、松岡佐智「介護系 NPO における制度外サ


ービスの現状と開発に向けた課題」日本社会福祉学会第 52 回大会九州部会口頭発表（西


九州大学）、2011 年 6 月 
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(2）荒木剛、本郷秀和、松岡佐智、袖井智子「自由回答分析からみた介護系 NPO の課題」


日本社会福祉学会第 51 回大会九州部会口頭発表（西南女学院大学）、2010 年 6 月 


(3)松岡佐智、鬼﨑信好、本郷秀和「介護系施設における利用者の生活環境に関する調査報


告」日本社会福祉学会第 50 回大会九州部会口頭発表（沖縄大学）、2009 年 12 月 


 


③過去の主要業績 


(1)松岡佐智・本郷秀和「福岡県立大学社会福祉学科学生のボランティア意識に関する調査


研究 －福祉ボランティアを通じた経験型実習導入の可能性Ⅱ－」、『福岡県立大学人間


社会学部 紀要』第 17 巻第 2号、福岡県立大学、2009 年 1 月 


(2)本郷秀和・松岡佐智「社会福祉援助技術現場実習における実習効果意識に関する一考察」


『福岡県立大学人間社会学部紀要』、第 15 巻第 2号、福岡県立大学、2006 年 3 月 


(3)松岡佐智「高齢者の生きがいと社会参加に関する調査研究 －北九州市のアンケート調


査をもとにして－」『九州社会福祉学』創刊号、日本社会福祉学会九州部会、2005 年 3 月 


 


３．外部研究資金（平成 23 年度） 


(1)本郷秀和（研究代表）、平成 21-23 年度（予定）文部科学省科学研究費補助金【基盤研


究Ｃ】、研究課題：「介護系ＮＰＯの可能性とソーシャルワークの役割」（平成 23 年度：


90 万円）共同研究者 


(2)鬼崎信好(研究代表) 平成 23-26 年度（予定）文部科学省科学研究費補助金【基盤研究


Ｃ】、研究課題：「利用者本位の介護サービス評価システムの開発に関する研究」（平成 23


－26 年度：494 万円）共同研究者 


 


４．所属学会 


 日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会 


 


５．担当授業科目 


 相談援助実習・4単位・3年・通年 


 相談援助実習指導・3単位・2～3年・通年 


精神保健福祉援助実習(補助)・8単位・4年・通年 


 


６．学外講義・講演 


(1) 北九州市社会福祉研修所主催「介護サービス従事者研修初任者研修１」講師  


2011年6月20日 


(2) 北九州市社会福祉研修所主催「介護サービス従事者研修初任者研修１－Bコース」講師  


2011年11月7日 


(3) ひびき高校・出前講義「社会福祉学入門」講師 2011年7月5日 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 池田 孝博 


 


１．教員紹介・主な研究分野 
1992.3 筑波大学大学院修士課程体育研究科修了 
1992-1997 慶應義塾中等部 
1997-2009 佐賀短期大学（現；西九州大学短期大学部） 
2009.3 福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科博士課程後期修了 
2009.4 本学着任 
博士（スポーツ健康科学） 


人間の運動パフォーマンスや健康行動・健康意識の測定評価を研究分野としている． 


①幼児の体力･運動能力の発育発達，性差，影響する諸要因について 


②体育としての教材の妥当性や学習評価方法について 


 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 
＜著書＞ 


・青柳領・池田孝博・池田知子・井藤英俊．スポーツ情報処理概論（分担項目：第2章 Word、
pp.35-62）．櫂歌書房．2009． 
＜論文＞ 


・池田知子・池田孝博・長野恵子．小学生の健康行動，ストレッサーおよび自己統制力と


ストレス反応の関連．西九州大学健康福祉学部紀要. 2012（印刷中）. 
・池田孝博・青柳領．正規分布からの乖離性に基づく幼児期における運動能力の二極化の


検討．発育発達研究, 53:23-35. 2011. 
・池田孝博．剣道場の床表面の塗装の有無による傷害・障害の発生と官能評価．福岡県立


大学人間社会学部紀要, 20(1): 15-26, 2011. 
・池田孝博・青柳領．幼児の運動能力の発達速度曲線の分類．体育測定評価研究, 10:1-10．


2011． 
・池田孝博・青柳領．幼児期における「特定のテストパフォーマンスに依存しない運動能


力」の発達と性差・パフォーマンス・スコアとテスト項目の特性との関連．体育学研究, 55: 
441-452, 2010. 


・池田孝博．大学を拠点とした総合型地域スポーツクラブの運営に関する諸問題．福岡県


立大学人間社会学部紀要, 19(1): 1-8, 2010. 
・Ikeda, T. & Aoyagi, O. Relationships between gender difference in motor performance and age, 


movement skills and physical fitness among 3- to 6-years old Japanese children based on effect 
size calculated by meta-analysis. School Health 5: 9-23. 2009. 


・Ikeda, T. & Aoyagi, O. Testing the causal relationship between children’s motor ability and 
lifestyle; How does life rhythm influence physical activity and motor ability? Japan Journal of 
Human Growth and Development Research, 42: 11-23, 2009.  


・池田孝博・堀勝治．佐賀短期大学の一般教育科目『あすなろう』は、初年次教育か？ 永
原学園佐賀短期大学紀要, 39: 7-12, 2009.  


・池田孝博・田中麻里・四元博晃・鍋島恵美子・田中知恵・堀勝治．佐賀短期大学におけ


る初年次教育の取り組みとその評価; 一般教育科目「あすなろう」への学生による授業評


価から．永原学園佐賀短期大学紀要, 39: 13-18, 2009.  
・Ikeda, T. & Aoyagi, O. Relationships between test characteristics and movement patterns, physical 


fitness, and measurement characteristics: suggestions for developing new test items for 2- to 
6-year-old children. Human Performance Measurement5: 9-22, 2008.  


・Ikeda, T. & Aoyagi, O. Meta-analytic Study of Gender Differences in Motor Performance and 
Their Annual Changes among Japanese Preschool-aged Children. School Health 4: 24-39, 2008.  
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・池田孝博・青柳領. 幼児の運動能力テストバッテリーの作成；信頼性・妥当性および実用


性による検討．身体運動文化研究, 13: 11-29, 2008． 
・池田孝博・木村安宏・田村滋男・田中麻里・中村勝美・飯塚一裕・永田誠・柏村雪子. 幼


児保育学科理論系「卒業演習」の学習指導における諸問題；担当教員によるファカルテ


ィ・ディベロプメントの取り組み．永原学園佐賀短期大学紀要38: 213-217, 2008．  
②その他最近の業績 
＜学会報告＞ 


・Ikeda, T. & Aoyagi (Poster Session) Relationship between the bias in motor abilities and lifestyle 
and its quasi-longitudinal change in Japanese preschool-aged children．Asia-Pacific Conference 
on Exercise and Sports Science (APCESS) 5th (Shanghai University of sport, China)，2011． 


・Ikeda, T., Ikeda, T. & Nagano, K. (Poster Session) Continuity of coping tecniques following 
relaxation program participation during stress management education．Asia-Pacific Conference on 
Exercise and Sports Science (APCESS) 5th  (Shanghai University of sport, China)，2011． 


・池田孝博・青柳領（口頭発表）幼児の運動能力の「偏り」に関する二極化と生活環境要


因との関連．日本体育学会第 62 回大会（鹿屋体育大学），2011． 
・池田孝博ほか（口頭発表）剣道場の床面塗装と障害・官能評価の関連．日本武道学会第


44 回大会（国際武道大学），2011． 
・池田孝博・青柳領（口頭発表）幼児の運動能力の二極化傾向と性，年齢，体力要素およ


び運動技能の関連．第 59 回九州体育・スポーツ学会（鹿児島女子短期大学），2010． 
・池田孝博・青柳領（口頭発表）分布パターンに基づく幼児の運動能力の二極化に関する


検討．日本体育学会第 61 回大会（中京大学），2010． 
・池田孝博・青柳領（口頭発表）幼児の運動能力発達速度曲線の分類とその特徴．第 58 回


九州体育・スポーツ学会（崇城大学），2009． 
・池田孝博（分科会企画ラウンドテーブルディスカッション）幼児・児童の健康問題を考


える；運動能力の視点より．第 58 回九州体育・スポーツ学会（崇城大学），2009． 
・池田孝博・青柳領（口頭発表）混合縦断データによる幼児の運動能力発達の性差とテス


ト項目の特性・運動技能・体力と発達との関連．第 60 回日本体育学会（広島大学），2009． 
 


４．受賞 


 なし 
 


５．所属学会 
日本体育学会，日本発育発達学会，日本測定評価学会，日本学校保健学会，日本健康心


理学会，日本レジャー・レクリエーション学会，日本保育学会，身体運動文化学会，日


本武道学会，日本武道学会剣道分科会，九州体育・スポーツ学会 
 


６．担当授業科目 
＜学部＞ 健康科学実習Ⅰ：1単位, 1年前期・健康科学実習Ⅱ：1単位, 1年後期・ 


体育Ⅰ：2単位, 2年前後期・体育Ⅱ：2単位, 3年前後期 
＜大学院＞地域教育支援研究（からだ）・2単位・修士1年・前期 


 
７．社会貢献活動 
・田川市新園機能在り方協議会 会長 
 
８．学外講義・講演 
・田川市幼稚園教諭研修会「田川市幼稚園教育課程の策定」．主催：田川市教育委員会 
・佐賀大学 非常勤講師「スポーツ実習」「スポーツⅠC4」 
・福岡大学 非常勤講師「スポーツ情報処理実習」 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 小嶋 秀幹 


 


１．主な研究分野 


 社会精神医学、精神保健学を主な研究分野としている。特に、地域住民に対する精神障


害の啓発教育（心理教育の方法）、自殺予防対策に取り組んでいる。主な取り組みには福


岡県中間市や福岡市における自殺予防対策事業への参画がある。様々な精神障害をいかに


わかりやすく伝えるか、その研修方法に興味を持っている。その他、勤労者の精神保健、


筑豊・田川地域におけるアルコール問題、思春期の精神保健（自傷行為やひきこもりの問


題）、司法精神医学（精神鑑定）、高齢者の精神的健康のあり方などにも興味を持って研


究・実務をしている。これまで心理臨床専攻大学院生は、アルコール依存症・境界性パー


ソナリティ障害・発達障害・自傷行為等についてのイメージと心理教育の効果、ストレス


マネージメント教育の方法等をテーマとして研究調査を実施している。研究の手法として


最近は、質的研究法にも興味を持って取り組み始めた。 


 


２．研究業績 


①著書・論文 


＜著書＞ 


・小嶋秀幹：診断基準（DSM、ICD）について、ペアレントトレーニングガイドブック（福


田恭介編著）、pp175-6、2011． 


・小嶋秀幹：「産業医・人事労務担当者の役割」、専門医のための精神科臨床リュミエール


18 職場復帰のノウハウとスキル（中村 純編）、pp27-40、中山書店（東京）、2009． 


＜論文＞ 


・小嶋秀幹：自殺の危険が切迫した人と関わる際の心構えとは―地域の事例を通して考え


たこと―、自殺予防と危機介入 32（1）：68-71、2012． 


・城戸なぎさ、小嶋秀幹、吉岡和子：福祉系学部大学生が持つ境界性パーソナリティ障害


のイメージ、福岡県立大学心理臨床研究 4：27-34、2012． 


・中藤麻紀、小嶋秀幹、吉岡和子、小林洋平：アルコール依存症のイメージ―共依存的傾


向との関連―、臨床精神医学 40（7）：971－78、2011． 


・小嶋秀幹、内川玲子、吉岡和子：中学校教員の自傷行為をする生徒へのイメージについ


ての検討、日本社会精神医学会雑誌 20(3)：259、2011． 


・木村舞子、小嶋秀幹、吉岡和子：「保健・福祉系学部大学生に対するストレスマネージメ


ント教育の効果―ストレスコーピングとアレキシサイミアの関連―」、福岡県立大学心理


臨床研究、3：43-49、2011． 


・宮川治美、兒玉幸子、田島美幸、小嶋秀幹、木村 忍、佐藤亜紀、中村 純：地域医療


機関での自殺対策「こころのケアナース養成研修会」、精神科、17(6)：660-668、2010． 


・中藤麻紀、小嶋秀幹、吉岡和子：「保健・福祉系学部大学生の「アルコール依存症」につ


いてのイメージ―精神保健教育による変化―」、福岡県立大学心理臨床研究、2:27-31、


2010． 


・小嶋秀幹：「地域民生委員に対する精神障害の啓蒙教育のあり方に関する研究」、科学研


究費補助金報告書（基盤研究 C）、1‐98、2009． 


・小嶋秀幹：「民生児童委員に対するこころの相談員研修のあり方についての検討」、福岡


県立大学心理臨床研究、創刊号：75‐79、2009． 


・小嶋秀幹：「民生委員・児童委員に対するこころの相談員研修の取り組み」、月刊福祉、4：


31‐34、2009． 


②その他の業績 


＜学会報告＞ 


・小嶋秀幹、清田勝彦、鬼崎信好、木藤孝祐、古里百合子：自殺はどこで起こっているか


―死亡小票調査による検討―，第 35 回日本自殺予防学会（沖縄）、2011 年 12 月 
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・鬼崎信好、小嶋秀幹、清田勝彦、木藤孝祐、古里百合子：孤独死と自殺の実態―福岡市


民生委員調査から―、第 35 回日本自殺予防学会（沖縄）、2011 年 12 月 


・清田勝彦、鬼崎信好、小嶋秀幹、木藤孝祐、古里百合子：自殺者の年代別・性別にみた


諸特性―死亡小票の分析調査を通して―、第 35 回日本自殺予防学会（沖縄）、2011 年 12


月 


・宮川治美、小嶋秀幹、杉本頼己、池田美穂子、中村 純：自殺予防ゲートキーパー養成


研修のプログラム内容の充実に向けて―初めて研修を受ける参加者のニーズを見出す試


み―、第 35 回日本自殺予防学会（沖縄）、2011 年 12 月 


・小嶋秀幹：民生委員が関わった地域における自殺の４事例―インタビュー調査内容の質


的分析―、第 31 回日本社会精神医学会（東京）、2012 年 3 月 


 


３．外部研究資金 


・福岡市自殺予防支援モデル構築に向けた調査研究、平成21～23年度、分担研究者 


 


４．受賞  なし 


 


５．所属学会 


・九州精神神経学会評議員・編集委員 


・日本精神神経学会精神科専門医 


・日本精神神経学会、日本臨床心理士会、九州精神神経学会、日本社会精神医学会、日本


病院地域精神医学会、日本司法精神医学会、日本自殺予防学会、日本アルコール精神医


学会、日本臨床精神薬理学会、日本産業衛生学会、日本老年精神医学会、日本心理臨床


学会、福岡県臨床心理士会 各会員 


 


６．担当授業科目 


精神保健学･２単位・１年・前期、精神保健学Ⅰ・２単位・２年・前期、精神医学Ⅰ･２単


位・３年･前期、老年期医学・２単位・３年･前期、精神保健学Ⅱ･２単位・２年･後期、精


神医学Ⅱ・２単位・３年・後期、演習・２単位・３～４年・通年、卒業論文･６単位・４年・


後期、特別研究・４単位・大学院１年・通年、臨床心理実習（学内）･１単位・大学院２年・


通年、臨床心理査定演習･４単位･大学院１年・前期、臨床心理面接特論･４単位･大学院１


年・後期、臨床心理基礎実習･２単位・大学院１年・通年、臨床心理実習（施設）･１単位・


大学院２年・前期 


 


７．社会貢献活動 


北九州市精神医療審査会委員、北九州いのちの電話評議員、北九州市役所嘱託産業医、 


北九州市立子ども総合センター非常勤医師、産業医科大学医学部非常勤講師、 


田川児童相談所虐待カウンセリング医、中間市自殺対策緊急強化基金事業協議会委員、 


心神喪失等医療観察法判定医 


 


８．学外講義・講演 


・中間市自殺対策ゲートキーパー研修、中間市、5月～2月（全 16 回） 


・「無縁社会について」、くらしの大学講座、糸田町、7月 


・「自傷行為のある生徒への関わり方」、教員免許更新講習会、県立大学、8月 


・「自殺予防の基礎知識」、筑紫保健所管内職員自殺予防研修会、8月（全 2回） 


・「子どもの人権」、福岡県職員人権研修、春日市他、8月・9月 


・自殺予防啓発劇「ただそばにいてほしい」、中間市こころの健康講演会、9月 


・「大切な人がこころの病になったとき」、柳川市女性楽級、柳川市、9月 


・「思春期のこころの健康」、八幡東区立中央中学校 PTA 研修会、9月 


・「家族の思い」、福岡県立大学付属研究所公開講座、座長、福岡市、10 月 
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・「職場のメンタルヘルス」、（株）キューヘン職員研修会、宮若市、10 月 


・「あなたの大切な人のこころは大丈夫ですか～うつ病を知ろう～」、京築保健所研修会、


行橋市、11 月 


・「地域における自殺対策」、嘉穂鞍手保健所自殺予防職員研修会、直方市、11 月 


・「自傷行為をする生徒の心理と対応」、ひびき高校教員研修会、北九州市、11 月 


・「精神医学の基礎知識」、北九州いのちの電話相談員養成研修会、11 月・1月 


・「向老期にみられるうつ症状や認知症の理解と対応」、北九州市女性の会、12 月 


・「こころの健康づくりについて～うつ病を知ろう～」、豊前市研修会、2月 


・「地域支援者で自殺予防について考える～自殺の危険を抱える人の関わり方について～」、


北筑後保健所研修会、朝倉市、2月 


・「うつと自殺予防支援について」、八女地区保健研究協議会、八女市、3月 


・「高齢者のうつ症状や認知症について」、竹末市民センター市民講座（北九州市）、3月 


 


９．附属研究所の活動等 


・福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター幹事 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 小松 啓子 


 


１．主な研究分野 


 1976年日本女子大学大学院家政学研究科修士課程修了（家政学修士）.1979年徳島大学大


学院栄養学研究科博士課程単位取得満期退学（1980年保健学博士,徳島大学 甲栄16号, 栄


養学専攻）.1979年徳島大学医学部栄養学科・特殊栄養学教室（助手）勤務,1983年から産


業医科大学小児科学教室訪問研究員として在籍,小児科外来・病棟での栄養指導を担当しな


がら研究活動を展開（2007年迄）.1987年福岡県立社会保育短期大学に着任（助教授）,1992


年福岡県立大学移行後,人間形成学科教授として現在に至る.2007年看護学部看護学研究科


開設と同時に看護学研究科教授として食育学特論・演習を担当し,人間社会学部学生の教育


と併せ、社会人の専門教育に貢献. 


 栄養学に関する研究活動を始めて約35年になるが,研究の柱として生命誕生から死にい


たる人生を食の視点から捉え続けることを重視し,研究活動を展開してきた.現在は研究の


取組みを,共同と個人研究の二つの柱で下記のテーマで実施しているが,二つの柱は夫々 


が独立したものではなく,食の視点を重視した「人の健康のあり方」を問う学問研究として


位置づけている. 


(1)共同研究（小松啓子他13名で構成） 


「赤村住民のメタボリックシンドローム予防対策に関する総合的研究」 


 赤村全住民を対象に,健康と生活に関する基礎調査をもとに,ライフサイクルにおける


食育上の課題について研究を進めている.また,本研究を,本大学が将来担うコホート


研究に位置づけるための基盤づくりも進めている. 


(2)個人研究 


小児を対象に現在,下記の2件を中心に研究活動を展開している. 


「幼児の健全な食行動の形成に対して連続的な菜園活動体験を取り入れた食教育のあり


方」「手作り離乳食にみられる味覚評価パターンが乳児の食嗜好形成に及ぼす影響」 


２．研究業績 


①著書・論文 


＜著書＞ 


・小松啓子「1.栄養教育におけるカウンセリングの位置づけ,2．栄養教育に必要な栄養カ


ウンセリングスキル,6･1食行動に影響を及ぼす要因,9．栄養カウンセリングのための実


習プログラム」,小松啓子編者『栄養科学シリーズ 栄養カウンセリング論 第2版』,講


談社サイエンティフィク,2009年3月. 


・小松啓子「3.栄養教育の基礎技術：栄養教育を効果的に行えるようにしよう」,片井加奈


子等編『栄養教育論実習書』,講談社サイエンティフィク,2010年3月. 


・小松啓子「子どもたちの食生活指導に効果的な栄養カウンセリングの導入」,栄養教諭研


修プログラム開発研究会編『栄養教諭経験者研修モデルプラン17 研修指導用テキスト』


国立大学法人奈良女子大学,2010年3月 


・小松啓子「子どもの朝食時の食欲に見る食生活」,山本茂他編『栄養科学シリーズ 食育・


食生活論』,講談社サイエンティフィク,2011年11月. 


・小松啓子「母性栄養 女性の特性」,中坊幸弘他編『栄養科学シリーズ 応用栄養学 第


3版』,講談社サイエンティフィク,2012年3月. 


＜論文＞ 


・小松啓子「メタボリックシンドロームの予防と治療－現代の日本小児の食生活－」 


『小児科臨床ピクシス』6巻 p153-157,2009年3月.  


・小松啓子「食とケアリング」『日本看護学会誌』29巻2号ｐ63-64,2009年6月 


・中野榮子,安酸史子,佐藤香代,小松啓子,津田智子,岡村真理子,清水夏子,厳紅,原田直樹,


金賢実,田恩永,鄭英美,李洪子,金耕園「東洋医療に関する日本と韓国の看護学生の意識調


査」『福岡県立大学看護学研究紀要』第8巻第1号,p27-38, 2011年1月. 
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・外山健二、小松啓子「食生活の低下を伴う女子大生における味覚感受性と精神健康度と


の関連性について」日本食育学会誌,第6巻1号ｐ61-68,2012年1月. 


 ②その他最近の業績 


＜学会発表＞ 


・岡村真理子、小松啓子「家庭における幼児に対する食育の取り組み－保護者の食意識が


幼児の健全な食行動形成に及ぼす影響－」第 56 回日本栄養改善学会（札幌市コンベンシ


ョンセンター）2009 年 9 月． 


・岡村真理子,小松啓子「農村地域に住む中高年の食意識 および自覚症状と生活習慣との関


連」第 4回日本食育学会（熊本県立大学）2010 年 5 月 
・岡村真理子,小松啓子「中高年男性の食意識および自覚症状の特徴と生活習慣,保有疾病,
体型との関連について」第 57 回日本栄養改善学会（女子栄養大学）2010 年 9 月 


・水上みどり,岡村真理子,小松啓子「非肥満領域の思春期女子にみられる体型認識のずれと


痩せ願望及び心身愁訴との関連」第 57 回日本栄養改善学会（女子栄養大学）2010 年 9 月 
・小松啓子,岡村真理子,原口智子,水上みどり「幼児期の子どもたちの食育の方向性につい


て～幼稚園での給食時における行動が気になるこども～」第 58 回日本栄養改善学会（広


島国際会議場）2011 年 9 月 


・外山健二,小松啓子「青年期女子における味覚感受性に関する研究－味覚感受性と精神健


康度との関連性－」第 58 回日本栄養改善学会（広島国際会議場）2011 年 9 月 


・岡村真理子,原口智子,水上みどり,小松啓子「幼稚園の食育活動の推進とその効果につい


て～平成 19 年と平成 22 年の比較から～」第 58 回日本栄養改善学会（広島国際会議場）


2011 年 9 月 


・外山健二,小松啓子「BMI と精神健康度及び味覚閾値との関連性」第 32 回日本肥満学会（淡


路夢舞台国際会議場）2011 年 9 月 


・小松啓子 口頭発表座長担当第 32 回日本肥満学会（淡路夢舞台国際会議場）2011 年 9 月 


＜シンポジウム・特別講演＞ 


・「偏食を予防する離乳食の進め方～赤ちゃんとお母さんの笑顔を育む～」健康・育児・


生活支援、産学連携による新生活産業創出シーズ発表会,2009年7月27日 


・「子どもたちの健康と食育」大分県健康・教育研修会,2009年8月25日         


・「食育活動における栄養カウンセリング」島根県立大学リカレント教育,2009年10月10日 


・「家庭科教育における生きる力や学力向上につながる食育の視点」家庭科教育筑後地区


研究大会2009年10月14日 


・「子どもの生きる力を培う食育の大切さ～過去60年間の食生活の歩みから～」北九州小


児歯科研修会,2009年11月7日 


・「食と健康を学ぼう～早やね・早起き・おいしい朝ごはん～」北九州医師会講座,2009年


12月7日 


・「子どもの健康を目指す食育の視点」大分県学校保健研究大会,2009年12月10日 


・「学校での子どもたちの生きる力や学力向上につながる食育の視点」佐賀県学校栄養


会,2010年1月25日 


・「特定保健指導における栄養カウンセリングの効果」兵庫県栄養士会生涯学習,2010年2


月20日 


・「田川市のこどもたちの食育上の課題とこれから～過去23年間の歩みからみえてきた子


どもたちへのかかわり～」田川市立学校評議員連絡会議研修会,2010年3月5日 


・「栄養カウンセリングの必要性について」熊本市行政栄養士研修会,2010年3月11日 


・「味覚やそしゃく機能の発達を大切にした食育の実践」福岡県私立幼稚園振興協会・北


九州市私立幼稚園連盟研究大会,2010年3月26日 


・「食行動発達の視点から子どもの理解を深める」北九州幼稚園連盟研修会, 2010年10月


15日 


・「食育活動調査からみえてきた食行動における気になる子～幼稚園教諭のかかわりにつ


いて～」北九州幼稚園連盟研修会, 2011年3月25日 
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・「栄養カウンセリングの基礎」盛岡大学,2011年11月11日 


・「保健指導を支えるカウンセリング技術」佐賀県総合保健協会,2011年11月13日 


・「食育活動の実態と今後の取組」熊本県球磨郡私立保育園協会,2011年11月26日 


・「乳幼児期からの小児肥満の予防～食生活の視点から～」北九州市,2012年2月9日 


・「乳幼児期の食育における課題」玉名市,2012 年 3 月 3 日 


＜調査研究報告書＞ 


・小松啓子,岡村真理子「保育所（園）における食育活動実態調査」2009 年 3 月. 


・小松啓子,石川フカエ,上田毅,尾形由紀子,岡村真理子,北川明,清田勝彦,小嶋秀幹,中野


榮子,夏原和美,安酸史子,山下清香,吉岡和子,渡邉智子「赤村住民のメタボリックシンド


ローム予防対策に関する総合的研究－住民（16 歳から 40 歳）の健康と生活に関する基本


調査」『福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書』第 43 号,2009 年 3


月. 


・小松啓子,岡村真理子「赤村住民のメタボリックシンドローム予防対策に関する総合的研


究－小児のメタボリックシンドローム改善に向けた幼児の食生活実態調査」『福岡県立


大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書』第 44 号,2009 年 3 月. 


・小松啓子,安酸史子,中野榮子,夏原和美,石川フカエ,渡邉智子,尾形由紀子,山下清香,北


川明,上田毅,小嶋秀幹,吉岡和子,岡村真理子「赤村住民のメタボリックシンドローム予防


対策に関する総合的研究」『福岡県立大学附属研究所2008年度事業報告書』, 2009年9月. 


・小松啓子「味覚やそしゃく機能の発達を大切にした食育の実践」『北九州幼稚園連盟研究


集録』第 32 号, 2010 年 5 月. 


・小松啓子「田川市男女共同参画社会づくりに向けた市民意識調査報告書」田川市,2010 年


11 月. 


・小松啓子「食行動発達の視点から子どもの理解を深める」『北九州幼稚園連盟研究集録』


第 33 号, 2011 年 5 月. 


・小松啓子「幼稚園における食育活動実態調査報告」『北九州幼稚園連盟研究集録』第 33


号, 2011 年 5 月. 


＜連載＞ 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 3 回朝食を食べない人が多くみられた 40 歳


代の健診受診について」『広報あか』、2009 年 4 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 4 回調査日の朝食バランスについて」『広報


あか』,2009 年 5 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 5 回体を動かす習慣について」『広報あ


か』,2009 年 6 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 6回睡眠について」『広報あか』,2009 年 7 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 7 回 40 代の方々の健康につながる 8 つの食


習慣について」『広報あか』,2009 年 8 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 8 回 40 代の方々の体調について」『広報あ


か』,2009 年 9 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 9 回朝食のメニューについて」『広報あ


か』,2009 年 10 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 10 回体型について」『広報あか』,2009 年 11


月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 11 回腹囲について」『広報あか』,2009 年 12


月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 12 回 BMI と食習慣の関係について」『広報あ


か』,2010 年 1 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 13 回夜食について」『広報あか』,2010 年 2


月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 14 回毎食野菜を食べましょう」『広報あ
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か』,2010 年 3 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 15 回毎食野菜を食べましょう」『広報あ


か』,2010 年 4 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 16 回油須原地区 75 歳以上女性の食習慣につ


いて」『広報あか』,2010 年 5 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 17 回男性の食意識および自覚症状の特徴と


生活習慣について」『広報あか』,2010 年 6 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 18 回食習慣意識が高い 75 歳以上の女性から


学ぶこと」『広報あか』,2010 年 7 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 19 回健康と感じていることと食習慣との関


係について」『広報あか』2010 年 8 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 20 回中学生の生活リズムについて」『広報あ


か』,2010 年 9 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 21 回中学生の朝食について」『広報あか』2010


年 10 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 22 回中学生の朝食について②」『広報あ


か』,2010 年 11 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 23 回中学生の心身愁訴について」『広報あ


か』,2010 年 12 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 24 回中学生のおやつについて」『広報あ


か』,2011 年 1 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 25 回中学生の食事調査結果について」『広報


あか』2011 年 2 月． 


・小松啓子,岡村真理子「赤村健康調査報告第 26 回 小学生の生活リズムについて」『広


報あか』,2011 年 3 月． 


③過去の主要業績 


・外山健二,小松啓子,岡村真理子,早川京子,志塚ふじ子,小松龍史「体脂肪率が青年期女性


の自己体型認識および体重調整意識に及ぼす影響」『肥満研究』第 6巻 1号,p 63-67, 


2000 年 4 月 


・山本茂,小松啓子,岡村真理子,小松龍史「Oolong tea increase energy metabolism in 


Japaneses females」『The Jounal of Medical Investigation』 50(3・4),p170-175,2003.  


・小松啓子,岡村真理子「小児のメタボリックシンドローム・肥満症における食生活と食事


療法」『アディポサイエンス』第 4巻 4号,p411-419,2007. 


３．外部研究資金 


・平成23年度大学改革推進等補助金（大学生の就業力育成支援事業） 


 取組名称「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム－初年次からリカレント教育ま


で質の高い幅広い職業人養成を行う－」 


 交付金額 1680 千円 


５．所属学会 


（社）日本産業カウンセラー協会（理事）,日本肥満学会（評議委員）,日本栄養改善学会


（評議委員）,日本食育学会（評議委員,編集委員）,日本小児科学会,日本小児保健学会,日


本ビタミン学会,日本家政学会,産業カウンセリング学会,日本栄養・食糧学会,日本臨床栄


養学会 各会員 


６．担当授業科目 


＜学部＞ 


人間社会学部：栄養学実習・1単位・3年・前期,小児栄養・2単位・3年・通年,栄養学演習・


2単位・3･4年・後期～前期,卒業論文・6単位・4年・後期,保育内容・健康Ⅰ・1単位・3年・


前期,保育内容・健康Ⅱ・1単位・3年・後期,発育論・2単位・1年・前期 


看護学部：栄養学・2単位・1年・後期 
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＜大学院＞ 


看護学研究科：食育学特論・2単位・1年・前期,食育学演習・2単位・1年・後期,ヘルスプ


ロモーション看護学特別研究・8単・2年・通年 


人間社会学研究科：地域教育支援研究Ⅱ（食育）・2単位・1･2年・前期,地域教育支援演習


Ⅱ（食育）・2単位・1･2年・後期 


７．社会貢献活動 


・田川市食育検討委員会 委員長 


・田川市男女共同参画審議会 会長 


・田川市0歳教室運営委員会 委員 


・青少年アンビシャス運動筑豊地域推進委員 


・田川市シルバー人材センター企画提案方式事業推進委員会 委員長 


８．その他の講演等 


・「内部カウンセラーに対するグループ・スーパービジョン」国土交通省九州地方整備


局,2011年8月29日 


・「味覚の発達について～離乳食の試食を通して～」田川市,2011年9月30日 


・「学生のキャリア形成支援を目指す産業カウンセリング」鹿児島大学,2011年9月29日 


・「思春期における食育上の問題と家族の絆」香春中学校PTA主催,2011年10月28日 


・「児童・生徒の生きる力を育むための食育の推進」熊本県華北群学校給食会,2011年11月


28日 


・「コミュニケーション力向上スキルアップ研修」NHK佐賀局,2011年12月5日 


・「食育最前線」筑豊教育女性管理者研修会,2011年11月29日 


・「東日本大震災における学生ボランティア活動から学ぶ」大学教育改革セミナー,2011年


12月7日 


・「内部カウンセラーに対するグループ・スーパービジョン」国土交通省九州地方整備


局,2012年1月27日 


・「産業カウンセラーに対するグループ・スーパービジョン」産業カウンセラー協会九州


支部,2012年3月2日 


・「産業カウンセラーに対するグループ・スーパービジョン」産業カウンセラー協会九州


支部,2012年3月4日 


・「産業カウンセラーに対するグループ・スーパービジョン」産業カウンセラー協会九州


支部,2012年3月11日 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 秦 和彦 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 主な研究分野は以下の通りです。近年は(2)を中心としています。 


 (1) 教育行政学、教育制度論、教育政策論。 
  近代国家・社会の特徴を踏まえて、近代公教育の仕組みとそれに関わる政策、行政、


改革動向などの研究。 
 (2) 幼児教育・保育論。 
  幼児教育・保育、子育て支援に関する政策やその制度、内容に関する研究。 
 


２．研究業績（過去3年） 


①最近の著書・論文 


 (1) 細井勇、古橋啓介、秦和彦、宮城由美子、吉川未桜、林ムツミ、黄星賀、徐慧全、南  


美慶、宋映沃「日韓比較研究「子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査か


ら少子化問題とその背景を考える ―福岡市と大邱・慶山市との比較調査結果の分析を


通じて―」福岡県立大学人間社会学部紀要第19巻第1号、2010年7月。 
 


②その他最近の業績 


 特になし 


 


③過去の主要業績 


(1) 細井 勇・古橋啓介・秦 和彦・林ムツミ・本多潤子「田川地域における高校生の子育


てについての意識調査」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第13巻第2号、pp. 51-74、
2005年3月。 


(2) 秦 和彦・古橋啓介・細井 勇・林ムツミ「田川地域の市町村の次世代育成支援対策  


行動計画について－田川地域の子育て意識調査結果からみた課題－」、『福岡県立大


学人間社会学部紀要』第15巻第2号、pp. 49-71、2007年3月。 
 (3) 細井 勇・古橋啓介・秦 和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ『福岡市における子


育て意識調査－子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ－』、福岡県立大学附属


研究所生涯福祉研究センター『研究報告叢書』Vol.34, 2008年3月。 
 
３．外部研究資金 


 なし 


 


４．受賞 


 なし 


 


５．所属学会 


 ・日本教育行政学会 
 ・九州教育学会 
 ・日本保育学会 
 


６．担当授業科目 


【学部】 
教育学概論 A・2 単位・1 年・前期、保育者論・2 単位・1 年・後期、保育学・4 単位・2
年・通年、保育実習指導・3 年・前期、保育実習Ⅰ・5 単位・3 年・前期、保育実習Ⅱ・


2 単位・3 年・後期、施設実習・2 単位・3 年・後期、幼稚園教育実習Ⅰ・2 単位・3 年・


後期、幼稚園教育実習事前事後指導・1 単位・3 年後期～4 年前期、演習・2 単位・3 年
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後期～4 年前期、幼稚園教育実習Ⅱ・2 単位・4 年・前期、総合演習・2 単位・4 年・前


期、卒業論文・6 単位・4 年・後期。 
 
【大学院】 
 地域と子育て研究Ⅰ・2 単位・1～2 年・前期、地域と子育て研究Ⅱ・2 単位・1～2 年・


後期、地域と子育て演習・2 単位・1～2 年・後期、特別研究・4 単位・1～2 年・通年。 
 


７．社会貢献活動 


・糟屋郡保育士会研究部会講師（1999 年 4 月から現在に至る） 
 


８．学外講義・講演 


 ・オープンキャンパス模擬授業「保育者の専門性って何だろう」2011年8月6日 
 


 


９．附属研究所の活動等 


 ・生涯福祉研究センター兼任研究員 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 福田 恭介 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
 1984年九州大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学後，1986年に同大学より文学博


士の学位取得。1984年から佐賀女子短期大学に講師，助教授として勤務後，1993年に本学


に着任。その間，ペアレントトレーニングの研究開発に肥前精神医療センターで携わる一


方で，2003年から1年間アメリカ合衆国ワシントン大学（セントルイス）で客員教授として


まばたき研究に従事。 
 現在，2つの研究に従事している。 
１つは，まばたきは口ほどにものを言うのかについて研究している。これまで，まばた


きが目の保護・防衛のため反射的に生じているだけでなく，ヒトの心理過程と関連して生


じていることを明らかにしている。何らかの刺激を見せたり聞かせたりすると，その直後


にまばたきが生じることを発見し，その生じ方が，その人にとってどれくらい重要かによ


って変化することをいろいろな実験によって明らかにしてきている。このことは，その人


の興味・関心をまばたきで知ることができる可能性を秘めている。最近では，まばたきと


眼球運動や瞳孔運動の関連についても興味を広げ，看護経験や危険認知と目の動きの関連


についても検討している。 
もう１つは，ペアレントトレーニング（ペアトレ）による手法が親の子育て，保育者や


教師の支援に役立つかを実践によって検討している。ペアトレにより，親の子どもを見る


目が変わり，さらに子どもの行動が変わり，親としての自信を回復している。このような


取り組みを，保育士や教師にも知ってもらうことが有効であることがわかり，多くの啓発


活動を行っている。こういったことにより，全ての子どもが自尊感情を持って生活できる


ようなることを目ざしている。 
 


２．研究業績 
①最近の著書・論文 
・ 福田恭介（編著）「ペアレントトレーニング実践ガイドブック－きっとうまくいく。


子どもの発達支援」あいり出版：京都 (2011) 共著者：吉岡和子・中藤広美・小嶋


秀幹・興津真理子・本多潤子・中山政弘・森下万貴子・村上ゆき・木藤亜紀（イラ


ストレータ） 
・ 福田恭介・文屋俊子・夏原和美・宮崎昭夫 「学生による比喩表現を用いた現実と


理想の授業評価」 福岡県立大学人間社会学部紀要(2009) 17 (2) 81-93. 
・ 福田恭介  「かんしゃくを起こす小学生男児に対するペアレントトレーニング」 福


岡県立大学心理臨床研究 (2009) 創刊号 13-19. 
・ 藤本夏美・福田恭介 「ペアレントトレーニング情報提供が乳幼児をもつ親の養育


態度に及ぼす影響」 福岡県立大学心理臨床研究 (2009) 創刊号 31-42. 
・ 吉岡和子・福田恭介・中藤広美 「保育・教育現場における特別支援へのペアレン


トトレーニングの応用」福岡県立大学心理臨床研究 (2010) 2 57-69. 
・ 江上千代美・田中美智子・近藤美幸・室弥雅子・続米佳子・松本佐登弥・松林史恵・


福田恭介「看護場面における学生の危険認知と眼球運動との関係」 看護人間工学


誌，印刷中 
②その他最近の業績 


＜調査研究報告書＞ 


 福田恭介・中藤広美・吉岡和子「1.お父さん・お母さんの学習室」生涯福祉研究セン


ター地域支援事業 福岡県立大学附属研究所2010年度事業報告書 （2011）27-28. 


 福田恭介・中藤広美・吉岡和子「4.幼稚園教諭・保育士などを対象とするリカレント


教育」生涯福祉研究センター地域支援事業 福岡県立大学附属研究所2010年度事業報


告書 （2011）42. 
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＜学会報告＞ 


・ 森下万貴子・福田恭介 「ペアレントトレーニングの考え方の学校現場への応用」九州


心理学会第70回大会，2009.12.06 
・ 福田恭介・早見武人・志堂寺和則・松尾太加志 「瞬目時間分布と認知過程」第18回ま


ばたき研究会 島根県立大学（出雲市 島根県立短期大学），2010.3.27 
・ 福田恭介・松尾太加志・志堂寺和則・早見武人 「のどまで出かかっている状態におけ


る瞬目活動」日本心理学会第74回大会（大阪大学）2010/09/21 
・ 鎌倉摩伊子・福田恭介・松尾太加志・志堂寺和則・早見武人 「視覚探索課題における


サッカードと瞬目」九州心理学会第71回大会（長崎大学） 2010/11/06 
・ 福田恭介・志堂寺和則・松尾太加志・早見武人「男女の顔の表情を検出しているときの


瞬目時間分布」第29回日本生理心理学会大会（高知大学）2011/05/22 
・ 福田恭介・藤岡彩佳・志堂寺和則・松尾太加志・早見武人「ボタン押しの意志決定と瞬


目」第19回まばたき研究会（大阪人間科学大学）2011/08/25 
・ 江上千代美・田中美智子・近藤美幸・福田恭介「危険認知と眼球運動との関係」第19回


看護人間工学部会，東京. 2011/9/3 
・ 福田恭介「まばたきでもっと研究を！」日本心理学会第75回大会ワークショップ司会（日


本大学）2011/09/16 
・ 江上千代美・田中美智子・近藤美幸・福田恭介「眼球運動指標を用いた看護学生の臨地


実習体験と危険認知との関係」第10回日本看護技術学会，東京. 2011/10/30 
・ 福田恭介・鎌倉摩伊子・松尾太加志・志堂寺和則・早見武人「時間的注意・空間的注意


と瞬目活動」第20回まばたき研究会（川村学園大学）2012/03/25 
 
③過去の主要業績 
・ 田多英興・山田冨美雄・福田恭介「まばたきの心理学－瞬目行動の研究を総括する－」


289頁 (1991/2) 北大路書房（京都） 
・ 免田 賢・伊藤啓介・大隈紘子・中野俊明・陣内咲子・温泉美雪・福田恭介・山上敏


子「お母さんの学習室」199頁 （1998/11）二瓶社（大阪） 
・ K. Fukuda Eye blinks: New indices of detection of deception.  International Journal of 


Psychophysiology.  40, (2001), 239-245. 
・ 福田恭介「ペアレントトレーニング実践ガイドブック－きっとうまくいく。子どもの


発達支援」257頁（2011/11） 
・  
３．外部研究資金 
・ 学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（ｃ）「瞬目の非侵襲的記録システムによる


興味・関心の検出」3,510,000円 平成22年度～平成24年度 
 
４．受賞 
・ なし 
 
５．所属学会 
・ 日本生理心理学会（編集委員），九州心理学会（理事），日本心理学会，Society of 


Psychophysiological Research（SPR），日本行動療法学会，日本心理臨床学会，日本教育


心理学会 
 
６．担当授業科目 


＜学部＞ 


・ 実験測定法Ⅰ・２単位・ ２年・前期，実験測定法Ⅱ・２単位・２年・後期，教育心理


学概論・２単位・２年・後期，知覚心理学・２単位・３年・前期，認知心理学・２単
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位・３年・後期，演習・２単位・３年後期･４年前期，卒業論文・６単位・４年・後期 
＜大学院＞ 


・ 臨床心理基礎実習・２単位・修士１年・通年，心理学研究法特論・２単位・修士１年・


前期，認知心理学特論・２単位・修士１年・後期，臨床心理実習（学内）・１単位・


修士２年・通年，臨床心理実習（施設）・１単位・修士２年・前期，特別研究・４単


位・修士１･２年通年 
 


７．社会貢献活動 
・ 日本生理心理学会編集委員 
・ 日本学術振興会特別研究員等審査会・専門委員 
・ 九州心理学会理事 
 
８．学外講義・講演 
 福岡県立大学生涯福祉研究センター教師リカレント事業「ペアレントトレーニングの


考えにもとづいた特別支援教育スキルアップ・プログラム」福岡県立大学 5月27日，6


月10日，6月24日，7月8日，7月29日 


 教員免許状更新講習「ペアレントトレーニングの考え方の教育・保育現場への応用」


福岡県立大学 8月23日 


 直方市保育協会主任部会「ペアレントトレーニングの考え方の保育現場への応用」直


方市中央隣保館10月7日 


 サイエンスカフェペディア「第四十五夜 まばたきも口ほどにものを言い!？～まばた


きと心の関係～」北九州市小倉北区Cream 10月14日 


 子育てボランティア養成講座「子育てボランティアに活かすペアレントトレーニング


の考え －その具体的取り組み－」田川市民会館 11月11日 


 福岡県立大学オープンキャンパス「目は口ほどにものを言うというのは本当か？」11


月12日 


 節丸小学校家庭教育学級教育講演会「子どもの困りに気づき，子どものより良い成長


を助ける大人の役割～ペアレントトレーニングの初歩～」京都郡節丸小学校 11月18日 


 直方市保育士協会「ペアレントトレーニングについて」ユメニティ直方 11月25日 


 直方市要保護児童対策協議会スキルアップ・プログラム「ペアレントトレーニング」


直方市地域子育て支援センター 1月5日，1月20日，2月3日，2月17日，3月2日 


 産学連携による新たなサービスの創出シーズ発表会「ペアレントトレーニングに基づ


いた子育て支援」福岡市博多座 1月20日 


 直方市保育協会主任保育支部会「ペアレントトレーニング行動の観察と記録の仕方」


直方市中央隣保館1月27日 


 児童相談所・児童養護施設職員研修会「ペアレントトレーニング子育て支援」福岡県


立大学 2月16日 


 福岡市立心身障がい福祉センター職員研修会「観察と記録に基づいた子どもの発達支


援－ペアレントトレーニング応用講座」福岡市ふくふくプラザホール 3月13日 


  


 


９．附属研究所の活動等 
・ 「お父さんとお母さんの学習室（ペアレントトレーニング）」の企画と運営 
・ 「教師・保育士のための特別支援教育スキルアッププログラム」の企画と運営 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 教授 氏名 古橋 啓介 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 


・高齢者の記憶研究 加齢に伴い全体的に記憶能力は減退するが、短期記憶、長期記憶、


作業記憶などの記憶の種類の中にはそれほど減退しない記憶能力もある。記憶システム論


の立場から、記憶の生涯発達過程を実証的に明らかにする研究を行っている。とくに、高


齢者が計算課題や音読課題を行うことにより記憶能力の減退を防止することが出来るかと


いう問題を検討している。 


・生涯発達支援に関する研究 地域において対人援助職についている人たちを対象に、心


理的支援の実践に関する啓発活動を研修会講師等の活動を通じて行った。 


 


２．研究業績 


① 最近の著書・論文 


・泉恵美・古橋啓介 2012 小学校における学級単位での心理教育を加えた社会的スキル


訓練の効果 福岡県立大学心理臨床研究 4 巻. 


・古橋啓介 2011 健康高齢者の記憶機能に及ぼす回想法の効果 福岡県立大学人間社会


学部紀要 20(2),45-52. 


・鷲尾歩・古橋啓介 2011 児童期・青年前期における愛着スタイルと友人関係 福岡県立


大学心理臨床研究 3,19-26. 


・中村早緖理・古橋啓介 2011 健康高齢者に対する個人回想法の心理的効果 福岡県立大


学心理臨床研究 3,57-64. 


・今井留美・古橋啓介 2011 大学生に対するマインドフルネスを取り入れたストレス対処


技術訓練の効果 福岡県立大学心理臨床研究 3,41-47. 


・細井勇・古橋啓介・秦和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ・黄星賀・徐慧全・南美慶・


宋映沃 2010 日韓比較研究「子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査」から少


子化問題とその背景を考える 福岡県立大学人間社会学部紀要 19(1),51-66. 


・古橋啓介・細井勇・秦和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ・黄星賀・徐慧全・南美慶・


宋映沃 2010 福岡市とテグ・キョンサン市における子育て中の保護者の意識と子育て支援


の実態福岡県立大学附属研究所研究報告叢書 47巻 全24頁. 


・古橋啓介 2009 高齢者記憶研究が心理臨床場面に役立つために 福岡県立大学心理臨床


研究 1,91-95.  


・岡田圭代・古橋啓介 2009 対人関係に悩みを持つ中学生に対するソーシャルスキルトレ


ーニングの効果 福岡県立大学心理臨床研究 1,45-52.  


・吉澤佳代子・古橋啓介 2009 中学校におけるスクールカウンセラーの活動に対する生徒


の評価 福岡県立大学心理臨床研究 1,53-66. 


 


②その他最近の業績 


・シンポジウムパネリスト 


・古橋啓介  2009 福岡市における子育て意識調査概要  日・韓子育て支援シンポジウム


於：大邱韓医大 


    


・学会発表 


・古橋啓介 2011 健康高齢者の記憶機能に及ぼす回想法の効果 日本心理学会第75回大


会発表論文集 P1041. 


・古橋啓介 2011 健康高齢者に対する計算課題遂行の効果 日本発達心理学会第22回大会


論文集 P426. 


・Lin, S., Ohkawa, I., Yoshida, H.,Tsuchida, N., Sun, Q., Ishikawa, M., Miyata, M., 
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Takahashi, N., Hakoiwa, C.,Sakaguchi, Y., Yoshimura, M.,Furuhashi, K., Kawanabe, 


T., & Nakamura, Y. 2010 Effects of cognitive training activity on 


community-dwelling older adults participant’s psychological well-being. 2010, 
International Psychogeriatrics, September, Santiago de Compostela, Spain. 


・孫琴・箱岩千代治・石川真理子・古橋啓介他 2009 加齢に伴う健康高齢者の記憶及び抑


制の変化 日本心理学会第73回大会論文集 P1055．  


・高橋伸子・孫琴・古橋啓介他 2009 健康高齢者の記憶及び抑制に関する介入研究 日本 


心理学会第73回大会論文集 P1056． 


 


② 去の主要業績 


・古橋啓介 2008 高齢者における記憶と自己 心理学評論 51(1),151-161. 


・古橋啓介・門田光司・岩橋宗哉 2004 子どもの発達臨床と学校ソーシャルワーク ミ


ネルヴァ書房. 


・古橋啓介 2003  記憶の加齢変化 心理学評論 45(4),466-479. 


 


 


３．外部研究資金 


    なし  


 


４．受賞 


  なし 


 


５．所属学会 


・日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、日本心理臨床学会 


 


６．授業科目 


・発達心理学Ⅰ-A・2単位・1年次前期、発達心理学Ⅰ-B・2単位・1年次前期、発達心理学


Ⅱ・2単位・1年次後期、発達心理学Ⅲ・2単位・2年次後期、学習心理学・2単位・3年次前


期、演習・2単位・3年次後期～4年次前期、卒業論文・6単位・4年次後期、発達心理学特論・


2単位・1/2年次前期、臨床心理学研究法・2単位・1/2年次後期、臨床心理実習・1単位・通


年、臨床心理基礎実習・2単位・通年、特別研究・4単位・1～2年次・通年 


 


７．社会貢献活動 


・北九州いのちの電話評議員 


・田川市就学指導委員会委員長 


・田川市政治倫理審査会会長 


 


８．学外講義・講演 


・北九州市社会福祉研修所 「保育士のカウンセリング研修」、「社会福祉等援助技術研


修」全6日 


・北九州いのちの電話 自殺予防研修会・講師 


 


９．附属研究所の活動等 


・生涯福祉研究センター兼任研究員 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 准教授 氏名 岩橋 宗哉 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


 


 1992年 九州大学大学院教育学研究科教育心理学専攻博士課程単位取得後退学。九州大


学教育学部助手（心理教育相談室主任兼務）、緑風会水戸病院臨床心理士、久留米大学医学


部神経精神医学講座助手を経て、2001年より福岡県立大学に勤務。 
（１）現在まで、主に病院において精神分析的心理療法を行ってきた。治療関係の中で


クライエントの内的世界をともに体験しながら、対象関係論的な観点からクライエントの


転移を理解し、その理解をもとにどのようにクライエントに関わり、理解を伝えていくこ


とが治療的であるのかを明確にしていくことを最も重要な研究分野としている。（２）ど


のような立場に立つ心理療法であれ、クライエントが主体になることを援助している側面


があると考える。主体的になることを援助するかかわりとはどのようなものか、つまり、


多様な心理療法に共通する中核的なかかわりとはどのようなもので、それを現実に行って


いくためにはどのような条件が必要かということを明らかにしていきたいと考えている。


それは、臨床心理行為を明確化することでもある。（３）臨床心理士養成の初期段階で、


臨床心理行為の重要性と特性を習得するための養成モデルを構想していきたいと考えてい


る。 
 


２．研究業績 


 


① 最近の著書・論文 


 


著書 


 ・門田光司・松浦賢長編著 西原尚之・岩橋宗哉・杉野浩幸・四戸智昭・吉岡和子・ 


樋口善之・原田直樹・長谷川智子・渡辺龍彦・宮川治美・柴田陽子著 


「不登校・ひきこもりサポートマニュアル」 少年写真新聞社 2009年9月 


 


論文 


・溝部祐香・岩橋宗哉「マインドフルネスの作用メカニズムと効果について―パースペ


クティブ・テイキング、自己関連づけとの関係から―」『福岡県立大学心理臨床研


究』第４号 2012 年 3 月 


・岩橋宗哉「臨床心理行為の目標としての“体験の分化・統合”－治療関係との関連も


含めて－」『福岡県立大学心理臨床研究』第３号 2011 年 3 月 
・岩橋宗哉「カップルの中のエディプス－生み出される思考とその機能－」『福岡県立大


学心理臨床研究』第２号 2010年3月 
  


②その他最近の業績 


 


・築地瞳・岩橋宗哉「頻繁に解離性の意識消失をおこす青年期女性の事例―「嫌」の表


現としての解離を、リストカットを経て、自己表現へと促す関わり―」 第30回日本


心理臨床学会 2011年9月4日 福岡国際会議場 


 
③過去の主要業績 


 
・岩橋宗哉・大崎知子「間主観的な場における体験の具体化とそれへの主観的妥当性確認に


ついて」『心理臨床学研究』第16巻第2号 1998年6月 


・岩橋知子・岩橋宗哉「重度痴呆性老人の体験を共有しようとする試み―抱える環境として


のプレバーバルな関わり―」『心理臨床学研究』第17巻第1号 1999年4月 
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・岩橋宗哉「結合両親像によって破壊され創造される自己の方向感覚―精神分裂病者との心


理療法過程から―」『心理臨床学研究』第17巻第６号 2000年2月 


 


３．外部研究資金 


 


   なし 


 


４．受賞 


  


  なし 


 


５．所属学会 


  


日本心理臨床学会、日本精神分析学会、日本人間性心理学会 


 


６．担当授業科目 


 


心身科学B・2単位・2年・後期、臨床心理学・2単位・3年・前期、演習・2単位、3～4年、


通年、教育相談・2単位・4年・前期、卒業論文、6単位、4年・通年、臨床心理基礎実習・


2単位・1年・通年、臨床心理学特論・4単位・1,2年・通年、臨床心理実習・2単位・2年・


通年、心理臨床実習（施設）・1単位・2年・前期、特別研究・４単位・1～2年・通年、


臨床心理学特論（看護学研究科）・2単位・1年・後期 


 


７．社会貢献活動 


 


・九州大学発達臨床心理センター面接指導員 


・久留米大学病院精神神経科付属カウンセリングセンター臨床心理士 


・飯塚市要保護児童連絡協議会代表者 


・飯塚市子どもなんでも相談事業専門相談員 


 


８．学外講義・講演 


 


・教員免許状更新講習 教育の最新事情 「『子どもの心』をはぐくむための関わり方」


講師 2011年8月24日 


・ＮＰＯ福祉用具ネット 「認知症の方へのかかわり方－心理臨床からの視点－」講師 


2011年8月27日 


 


９．附属研究所の活動等 


 


福岡県立大学心理教育相談室 室長 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 准教授 氏名 櫻井 国芳 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


  


 1995年上越教育大学大学院学校教育研究科芸術系コース（美術）修了。1998年、本学に


着任。絵画制作を主な研究主題とし、公募展やグループ展への出品を続けている。 


 授業は、保育士や幼稚園教諭養成のための「造形」や「表現」などを担当している。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 


  なし 


 


②その他最近の業績 


 


＜作品発表＞ 


 ・ 平成21年10月 第77回独立展（独立美術協会・国立新美術館） 


・ 平成22年４月 福岡独立展（福岡市美術館） 


・ 平成22年10月 第78回独立展（独立美術協会・国立新美術館） 


・ 平成23年１月 福岡独立展（福岡市美術館） 


・ 平成23年４月 独立福岡小品展（村岡屋ギャラリー） 


・ 平成23年10月 第79回独立展（独立美術協会・国立新美術館） 


 


③過去の主要業績 


 


＜学術論文＞ 


 ・ 平成11年９月 「構成的表現・モダンテクニックに見られる表現過程の在り方」 


          『福岡県立大学紀要』第８巻第１号 81〜93p 


＜作品発表＞ 


 ・ 平成16年10月 第72回独立展（独立美術協会・東京都美術館） 


 ・ 平成15年10月 第71回独立展（独立美術協会・東京都美術館） 


 


３．外部研究資金 


 


  なし 


 


４．受賞 


 


  なし 


 


５．所属学会 


 


  独立美術協会会友 


 


６．担当授業科目 


 


造形Ⅰ・２単位・１年・通年、造形Ⅱ・２単位・２年・通年、保育内容表現Ⅰ・１単位・


３年・前期、保育内容表現Ⅱ・１単位・３年・後期、保育内容演習・２単位・４年・通年、
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演習・２単位・３年後期〜４年前期、卒業論文・６単位・４年・後期 


 


 


７．社会貢献活動 


 


  田川市美術館協議会委員 


 


８．学外講義・講演 


 


  なし 


 


９．附属研究所の活動等 


 


  なし 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 准教授 氏名 藤澤 健一 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


教育学を専攻しています。教育学は、教授学習過程の分析と、組織運営過程の分析に分


類されますが、このうち後者に属する、教育の制度・政策の歴史的研究が専門です。具体


的には、近現代の沖縄における教育制度・政策史を基軸とした研究に取り組んでいます。 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


〈著書〉 


・復刻版『沖縄教育』別冊（「解説」「総目次」「索引」近藤健一郎氏と共同執筆）不二


出版、2009 年11 月 


〈論文〉 


・「沖縄県初等教育研究会の基礎的研究」科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）『近代沖縄に


おける教育実践史に関する実証的研究』研究成果報告書、2009年3月 


〈研究ノート〉 


・「原本の深淵―ハワイ大学調査の記録」日本教育史研究会『日本教育史往来』No. 183 号


所収、2009 年 12 月 31 日 
・「史料としての書き込み―ハワイ大学調査の記録（続報）」日本教育史研究会『日本教育


史往来』No. 190 号所収、2011 年 2 月 
②その他の業績 


③過去の主要業績 


・『近代沖縄教育史の視角―問題史的再構成の試み』（単著）社会評論社、2000年4月 


・『沖縄／教育権力の現代史』（単著）社会評論社、2005年10月 


・「教育行政学における権力認識の展望―国民の教育権論をめぐる学説史の基礎的検討を


通して」（単著）日本教育行政学会編『教育行政学の課題と展望』所収、教育開発研究所、


2006年10月 


３．外部研究資金 


・研究分担者：科学研究費補助金基盤研究（B）「近代沖縄における教育実態史に関する基


礎的研究」（2009 年度～2011 年度） 
・研究代表者：科学研究費補助金基盤研究（C）「沖縄における小学校教員の職歴変化に関


する基礎的研究―沖縄戦前後の『連続性』分析」（2011 年度～2014 年度） 


４．受賞 


該当なし 


５．所属学会 


日本教育制度学会 日本教育政策学会 日本教育行政学会 日本教育学会各会員 


６．担当授業科目 


教育学概論B・２単位・１年前期、教育史・２単位・２年前期、教育思想論・２単位・２年


後期、比較教育学・２単位・２年後期、総合演習（分担）・２単位・３年前期、教育実習


事前事後指導・２単位・３年後期から４年前期、国際教育文化交流論・２単位・３年後期、


演習・２単位・３年後期、卒業研究・４年、地域と学校教育研究Ⅰ・２単位・大学院、地


域と学校教育研究Ⅱ・２単位・大学院、地域と学校教育演習・２単位・大学院 


７．社会貢献活動 


８．学外講義・講演 


〈新聞記事〉 


・「『沖縄教育』復刻の意義（上）」『沖縄タイムス』2009年10月26日 
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・「『沖縄教育』の発見（上）」『沖縄タイムス』2011 年 11 月 3 日 
・「発掘された沖縄教育史料①」『沖縄タイムス』2012 年 2 月 14 日 
・「発掘された沖縄教育史料③」『沖縄タイムス』2012 年 2 月 21 日 


９．附属研究所の活動等 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 准教授 氏名 麦島 剛 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


発達障害・注意の障害・ストレス関連疾患についての生理心理学的研究 


 ADHDや自閉症などの発達障害、統合失調症等に見られる注意に関する障害、ストレス


に関連する疾患、認知症には、中枢神経機能の変化が関与すると考えられる。そこで、神


経生理学・行動薬理学・学習心理学の手法と理論を用いて、薬物による中枢神経系の活動


変化・ストレス負荷・神経系の先天的異常が、電気生理学的神経活動・学習・社会行動・


不安に対してどのような影響をもつのかを検討している。具体的には、おもに、以下につ


いて探求している。１）ADHD･統合失調症･にみられる前注意過程を含む注意障害と


catecholamine神経系の活動異常との関連を電気生理学的に解明すること。２）ADHDを併発


するとみられるてんかんモデル動物を用いて、ADHDにおける衝動性と不注意をオペラント


学習理論と行動薬理学により解明すること。３）benzodiazepine受容体サブタイプによる


不安やストレス反応への関与の違い。これらの解明は、理論的進歩のみならず、より効果


的な治療薬の開発や、より構造化された心理療法（行動療法）の開発の一助となると考え


られる。 


さらに老年学や進路指導論の立場から、社会と人間の関わりについて総合科学的考察を


行っている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・麦島 剛 (2009) 第10章 学習. 西本武彦・大薮泰・福沢一吉・越川房子 編著『現代心


理学入門 進化と文化のクロスワード』川島書店. 
・麦島 剛 (2009) 学習の神経基盤. 西本武彦・大薮泰・福沢一吉・越川房子 編著『現代


心理学入門 進化と文化のクロスワード』川島書店. 
・麦島 剛 (2009) うつはいかに学習されるか. 西本武彦・大薮泰・福沢一吉・越川房子 編


著『現代心理学入門 進化と文化のクロスワード』川島書店. 
・上野行良･中村晋介･本多潤子･麦島 剛 (2009)  中学生の万引き行為に影響する要因. 福


岡県立大学心理臨床研究, 1, 67-74. 
・田中克江･吉岡和子･中村晋介･麦島 剛･岩橋宗哉 (2009) 中高年求職者に対する心理支


援プログラムの試み. 福岡県立大学心理臨床研究, 1, 81-90. 
②その他最近の業績 


<研究報告書> 


・上野行良･中村晋介･麦島剛･久永明 (2009) 世界遺産アンケート結果. 『平成20年度地方


の元気再生事業 世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書 ～産・官・


民・学が協働する保養滞在型エコツーリズムの実現～』Pp.22-55. 
・上野行良･中村晋介･麦島剛･久永明 (2010) 地域アンケート結果. 『平成21年度地方の元


気再生事業 世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生プロジェクト報告書 ～産・官・民・


学が協働する保養滞在型エコツーリズムの実現～』. 
<学会報告> 


・麦島剛･安野俊紘･小山明子･久保浩明･枡田惠子･榛葉俊一. Paired stimulationに対するラ


ットの聴覚誘発電位へのmethylphenidate投与の影響. 2009年9月, 日本動物心理学会第


69回大会. 
・久保浩明･木村裕･枡田惠子･小山明子･中本百合江･吉井光信･麦島剛. 擬似弁別刺激の持続


時間の変動がELマウスのオペラント行動に及ぼす影響. 2009年9月, 日本動物心理学会第


69回大会. 
・小山明子･木村裕･枡田惠子･久保浩明･中本百合江･吉井光信･麦島剛. 弁別刺激の明瞭度お


よびADHD治療薬atomoxetine投与がマウスのオペラント行動にもたらす効果. 2009年9
月, 日本動物心理学会第69回大会. 
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・枡田惠子･木村裕･小山明子･久保浩明･中本百合江･吉井光信･麦島剛. DRL事態下でのEL
マウスの衝動性に対する不明瞭な光弁別刺激の効果. 2009年9月, 日本動物心理学会第69
回大会. 


・麦島剛･木村裕･小山明子･久保浩明･江里口武帥･榛葉俊一. ラットのミスマッチ陰性電位


様反応へのyohimbine投与の影響：前注意過程の検討. 2010年8月, 日本動物心理学会第


70回大会. 
・久保浩明･木村裕･小山明子･星子友里恵･野添美和･中本百合江･吉井光信･麦島剛. 疑似弁


別刺激の頻度と持続時間の変動がELマウスのオペラント行動に及ぼす影響. 2010年8月, 
日本動物心理学会第70回大会. 


・小山明子･木村裕･久保浩明･野添美和･星子友里恵･中本百合江･吉井光信･麦島剛. 弁別刺


激の明瞭度およびADHD治療薬atomoxetine投与がELマウスのオペラント行動にもたら


す効果（２）. 2010年8月, 日本動物心理学会第70回大会. 
・麦島剛･木村裕･小山明子･久保浩明･石田彩香･榛葉俊一. ラットのミスマッチ陰性電位様


反応へのmethylphenidate投与の効果：前注意過程の検討. 2011年9月, 日本動物心理学会


第71回大会. 
・麦島剛･木村裕･小山明子･久保浩明･中本百合江･吉井光信. 報酬遅延を用いたELマウスの


衝動的行動の検討. ―ADHDモデル動物の選択行動― 2011年9月, 日本行動分析学会第


29回年次大会. 
・小山明子･木村裕･久保浩明･森久美子･星子友里恵･中本百合江･吉井光信･麦島剛. 遅延価


値割引を用いたELマウスの衝動的行動の検討. ―ADHDモデル動物の報酬遅延と報酬量


への感受性―2011年9月, 日本行動分析学会第29回年次大会. 
・久保浩明･木村裕･小山明子･永末正志･野添美和･中本百合江･吉井光信･麦島剛. ELマウス


の選択行動におけるマッチング法則の検討. ―ADHDモデル動物の強化に対する感受性


について―2011年9月, 日本行動分析学会第29回年次大会. 
・Nakamoto, Y., Mugishima, G., Kimura, H., Masuda, K., Oyama, A., Kubo, H., Nukada, 


H., Yoshii, M. Effects of atomoxetine and fluoxetine on the epileptic EL mouse, a 
possible animal model for ADHD. Nov. 2011. Society for Neuroscience. Washington 
D.C. 


③過去の主要業績 


・Shinba, T., Yamamoto, K., Cao, G.M., Mugishima, G., Andow, Y., Hoshino, T.. (1996) 
Effects of acute methamphetamine administration on spacing in paired rats: 
Investigation with an automated video-analysis method. Progress in 
Neuro-Psychopharmacology and Biological Psychiatry, 20, 1037-1049. 


・麦島 剛･榛葉俊一･山本健一･星野忠夫 (1997) 自動画像解析で捉えたdopamine系活動亢


進によるラットの行動変化. 動物心理学研究, 47, 91-98. 
・麦島 剛 (1998) ラットの社会的行動と常同行動に関する自動画像解析システムの開発 


－行動薬理実験への応用－ 早稲田心理学年報, 30, 55-62. 
・Shinba, T., Shinozaki, T., Mugishima, G. (2001) Clonidine immediately after 


immobilization stress prevents long-lasting locomotion reduction in the rats. 
Progress in Neuro- Psychopharmacology and Biological Psychiatry. 25, 1629-40. 


・麦島 剛. 注意欠陥多動性障害（ADHD）をめぐる動向：新たな研究法の確立に向けて. 
(2006) 福岡県立大学人間社会学部紀要, 14 (2), 51-63. 


・中本百合江・麦島 剛・佐藤弥都子・中山 繁・高松幸雄・池田和隆・吉井光信（2007）
ADHDモデル動物としてのEL(てんかん)マウス. 日本神経精神薬理学雑誌.  27(5), 297, 
11-25. 


・Ishizaki, R., Shinba, T., Mugishima, G., Haraguchi, H., Inoue, M. (2007) Time-series 
analysis of sleep– wake stage of rat EEG using time-dependent pattern entropy.  
Physica A:  Statistical Mechanics and its Applications, 87 (13), 3145-3154. 
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３．外部研究資金 


・文部科学省 科学研究費補助金（基盤研究C）「ADHDの衝動性・注意を指標化した新し


い動物モデルの提唱.」 課題番号21530766. 2009～2011年度  [単独研究] 麦島 剛 
 
５．所属学会 


日本心理学会、日本生理心理学会、日本動物心理学会、日本神経精神薬理学会、日本行動


分析学会、早稲田大学心理学会、日本行動分析学会第29回年次大会準備委員会委員 


 


６．担当授業科目 


生理心理学Ⅰ 2単位, 2年前期、生理心理学Ⅱ 2単位, 2年後期、心身科学Ａ 2単位,2年前期、


加齢基礎論 2単位, 2年後期2年, 実験測定法Ⅰ 2単位, 2年前期, 実験測定法Ⅱ 2単位, 2年
後期, 老年心理学 2単位, 3年後期、演習 2単位, 3年後期・4年前期、卒業論文指導 6単位, 4
年、神経生理学特論 2単位, 修士1年、老年心理学特論 2単位, 修士1年、特別研究 4単位, 修
士1年、特別研究 4単位, 修士2年 
 


８．学外講義・講演 


・2011年度 教員免許更新講習・教育の最新事情 『発達障害児の行動と脳科学』 2011
年8月. 


・福岡県立八幡中央高等学校出前講義 『脳とこころ ―生理心理学入門―』 2011年10
月. 


 
９．附属研究所の活動等 


・生涯福祉研究センター兼任研究員 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 講師 氏名 吉岡 和子 
 
１．教員紹介・主な研究分野 


2004年に九州大学大学院人間環境学府博士後期課程を満期退学。臨床心理士として、病


院（精神科）、保健福祉センター、学生相談室などに勤務後、2006年10月に本学に着任。


2007年2月に博士号（人間環境学）取得。 
 
①対人関係における自己表出の在り方に関する研究 
②アサーショントレーニング・プログラムの実践研究 
③心理アセスメントを用いた強迫性障害理解のための研究 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
＜著書＞ 
・福田恭介編（共著：吉岡和子・中山政弘・中藤広美・興津真理子・本多潤子・森下万貴


子・村上ゆき・小嶋秀幹・木藤亜紀）（2011）「ペアレントトレーニング実践ガイドブッ


ク―きっとうまくいく。子どもの発達支援」あいり出版． 
・髙橋紀子・吉岡和子編（2010）「心理臨床、現場入門－初心者から半歩だけ先の風景」ナ 
カニシヤ出版． 


・吉岡和子・髙橋紀子編（2010）「大学生の友人関係論－友だちづくりのヒント」ナカニシ


ヤ出版． 
＜論文＞ 
・吉岡和子（2012）「ヒューマン・コミュニケーション授業の効果研究（2）」『福岡県立大


学人間社会学部紀要』20（2），53-58． 
・大和美季子・吉岡和子（2011）「きょうだいに対する劣等感と養育態度の認知との関連」


『福岡県立大学人間社会学部紀要』 20（1），61-69． 
・木村舞子・小嶋秀幹・吉岡和子（2011）「保健・福祉系学部大学生に対するストレスマネ


ジメント教育の効果－ストレスコーピングとアレキシサイミアとの関連－」『福岡県立


大学心理臨床研究』3，49-55． 
・中藤麻紀・小嶋秀幹・吉岡和子・小林洋平（2011）「アルコール依存症のイメージ--共依


存的傾向との関連」『臨床精神医学』40（7），971-978． 
・高塚人志・河合康明・中野俊也・白石義光・吉岡和子（2011）「鳥取大学医学部における


ヒューマン・コミュニケーション授業の効果」『医学教育』42（5），277-281． 
・中藤麻紀・小嶋秀幹・吉岡和子（2010）「保健・福祉系学部大学生の「アルコール依存症」 


についてのイメージ－精神保健教育による変化－」『福岡県立大学心理臨床研究』2 ，
29-33． 


・吉岡和子・福田恭介・中藤広美（2010）「保育・教育現場における特別支援へのペアレン


トトレーニングの応用」『福岡県立大学心理臨床研究』 2 ，57-69． 
・田中克江・吉岡和子・中村晋介・麦島剛・岩橋宗哉（2009）「中高年求職者に対する心理


的支援プログラムの試み―「福岡県再就職応援セミナー」における効果の検討―」『福岡


県立大学心理臨床研究』創刊号，81-90 
・吉岡和子（2009）「ヒューマン・コミュニケーション授業の効果研究（1）」『福岡県立大


学人間社会学部紀要』18（2），43-51． 
・菊浦友美・吉岡和子（2009）「青年期の対人関係における攻撃性の表出とアサーション及


び自己評価との関連」『福岡県立大学人間社会学部紀要』18（2），53-63．  
・實松寛晋・中尾智博・鍋山麻衣子・吉岡和子・富田真弓・森下睦子・中川彰子（2009）「社


会不安障害における個人行動療法プログラムの開発」『メンタルヘルス岡本記念財団研


究助成報告集』19，71-78． 
②その他最近の業績 
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＜学会報告＞ 
・小嶋秀幹・内川玲子・吉岡和子（2011）：中学校教員の自傷行為をする生徒へのイメー 
ジについての検討 第30回日本社会精神医学会 


・富田真弓・河本緑・吉岡和子（2011）：強迫性障害の視覚認知機能の検討と治療前後比


較－Rey-Osterrieth Complex Figure Testを用いて－ 日本心理臨床学会第30回秋季大会 
・高塚人志・河合康明・中野俊也・白石義光・吉岡和子（2010）：鳥取大学のヒューマン・ 
コミュニケーション授業の効果— 対人関係，話し方・聴き方，自己受容に注目して—  第 
42回日本医学教育学会 


・小嶋秀幹・中藤麻紀・吉岡和子・小林洋平（2010）：アルコール依存症のイメージ— 共 
依存的傾向との関連—  第45回日本アルコール・薬物医学会 


・Nakagawa Akiko, Yoshioka Kazuko, Nakao Tomohiro, Yamashita Yoko, Sanematsu 
Hirokuni, Isomura Kayoko, Tomita Mayumi, Kanba Shigenobu, Aoki Shozo（2010）：
Symptom Structure in Japanese Patients with Obsessive-Compulsive Disorder.  40th 
EABCT Congress 


・高塚人志・河合康明・中野俊也・白石義光・吉岡和子（2009）鳥取大学におけるヒュー 
マン・コミュニケーション授業の効果研究－QOLL（Quality of life & Learning）を中心に


－  
第41回日本医学教育学会 


＜シンポジウム＞ 
日本青年心理学会第19回大会 研究委員会企画シンポジウム「学校教育における児童期


から青年期にかけての友人関係と青年の自己形成」 話題提供者 2011年． 
＜コラム＞ 
・親と子の成長応援コラム「思春期の子どもとどう向き合う？」V-net Vol.28 2010年． 
・「友人関係と居場所」日本青年心理学会 News Letter53，Pp.7-8 2010年． 
③過去の主要業績 
・富田真弓・吉岡和子・河本緑（2008）「強迫性障害のロールシャッハ反応の治療前後比較


－情緒体験の在り方に焦点を当てて」『ロールシャッハ法研究』第 12 巻，日本ロールシ


ャッハ学会． 
・吉岡和子（2007）「友人関係での自己表出における葛藤」『心理臨床学研究』第 24 巻 第


6 号，日本心理臨床学会． 
・吉岡和子（2001）「友人関係の理想と現実のズレ及び自己受容から捉えた友人関係の満


足感」『青年心理学研究 』13 巻，青年心理学会． 
 
３．外部研究資金 


文部科学省 平成23年度科学研究費補助金（基盤研究C）「強迫性障害の前向き長期予後


研究」￥1,040,000  課題番号：22591289（平成22年度－23年度） 
 
４．受賞  
 
５．所属学会 
 日本青年心理学会研究委員会・委員 


九州臨床心理学会 日本人間性心理学会 日本青年心理学会 日本心理臨床学会 
 日本教育心理学会 日本ロールシャッハ学会 日本パーソナリティ心理学会  
日本精神分析学会 各会員 


 
６．担当授業科目 
＜学部＞パーソナリティ論／人格心理学・2単位・1年・後期，カウンセリング・2単位・4


年・前期，家族心理学・2単位・4年・前期，教育相談（幼児教育）・2単位・4年・前期，


演習・2単位・3年後期・4年前期，卒業論文・6単位・4年・後期 
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＜大学院＞臨床心理基礎実習・2単位・1年・通年，臨床心理面接特論・2単位・1年・前期，


臨床心理査定演習・2単位・1年・後期，臨床心理実習（学内）・1単位・2年・通年，臨


床心理実習（施設）・1単位・2年・前期 
 
７．社会貢献活動 
・NPO法人九州大学こころとそだちの相談室 理事 
・福岡教育大学 心理査定委託相談員 
・福岡女学院大学 心理査定委託相談員 
 
８．学外講義・講演 
・NPO福祉用具ネット研修会「アサーション研修会 パート1 より良い人間関係をつくる


ためには～ご利用者様やご家族とのコミュニケーション～」5月28日 
・産業カウンセラー養成講座「心理アセスメント」6月25日・6月26日・7月2日・7月10日


（4会場） 
・NPO福祉用具ネット研修会「アサーション研修会 パート2 より良い人間関係をつくる


ためには～職場や他職種とのコミュニケーション～」7月16日 
・NPO法人九州大学こころとそだちの相談室 ロールシャッハ研修会講師 7月～3月（計7


回） 
・平成23年度教職免許状更新講習会「『子どもの心』をはぐくむための関わり方」（岩橋


宗哉准教授と分担）8月24日 
・福岡雙葉高等学校 出前講座「自分も相手も大切にするコミュニケーション」8月24日・


9月22日（計2回） 
・人権相談従事職員研修カリキュラム「面接技法講座 人権相談Ⅲ（対人援助）」9月15日・


9月27日（計2回） 
・福岡県市町村職員研修所 新規採用職員研修 「メンタルヘルス」 9月26日・9月28日（計


2回） 
・小倉西高校 出前講座「性格検査で自分を知ろう」11月15日 
 
９．附属研究所の活動等 
＜生涯福祉研究センター＞ 兼任研究員 
・お父さんとお母さんの学習室（ペアレントトレーニング）の企画と運営 
・特別支援教育を行うためのスキルアップ・プログラムの企画と運営 
・さわやかな自己表現塾の企画と運営 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 講師 氏名 鷲野 彰子 
 
１．教員紹介・主な研究分野 
ピアノ及び歴史的楽器（クラヴィコード、フォルテピアノ）の演奏家。 
古典派からロマン派の作品を主なレパートリーとしている。演奏会毎にテーマを設定し、


それについて国内外で１年程度研究を行い、演奏と共に当日配布資料やレクチャーなどを


併せた形で発表する演奏会を行ってきた。 
また、演奏の傍ら、ピアノの演奏法を指導するうちに、音楽の「何を（演奏方法は手段


だが、ではそもそも何を表現したいのか、あるいは何を教えたいのかという意味での“何


を”）」指導するのかという音楽教育の方向性そのものを再考する必要性を感じるように


なり、音楽の「何を」「どのように」指導するかについて、独自の視点で捉えなおす音楽


教育研究を行っている。 
 
２．研究業績 
①最近の著書・論文 
〈論文〉 


鷲野彰子「J.V.ヴォジ―シェク《ソナタOp.20》(1820-24)の成立と構成」、日本音楽表現 


学会紀要『音楽表現学』Vol.8、2010年11月 


鷲野彰子「「正しい」楽譜の読み方再考」、『春秋』No.525、春秋社、2011年1月 
 


②その他最近の業績 
〈学会発表〉 


鷲野彰子「ヴォジ―シェク《ソナタOp.20》(1820-24)の成立と構成」、日本音楽表現学会 


京都女子大学、2010年6月 


 


〈雑誌〉 


鷲野彰子「モーツァルト」、『Music Friends』Vol.55、現代音楽出版社（韓国）、2012年 


3月 


鷲野彰子「先生」、『Music Friends』Vol.54、現代音楽出版社（韓国）、2012年2月 


鷲野彰子「ペダル」、『Music Friends』Vol.53、現代音楽出版社（韓国）、2012年1月 


鷲野彰子「スラー」、『Music Friends』Vol.52、現代音楽出版社（韓国）、2011年12月 


鷲野彰子「エステルハーザ城」、『Music Friends』Vol.51、現代音楽出版社（韓国）、2011 


年11月 


鷲野彰子「指遣い」、『Music Friends』Vol.50、現代音楽出版社（韓国）、2011年10月 


鷲野彰子「クラヴィコード」、『Music Friends』Vol.49、現代音楽出版社（韓国）、2011 


年9月 


鷲野彰子「カデンツ」、『Music Friends』Vol.48、現代音楽出版社（韓国）、2011年8月 


鷲野彰子「『聴く』こと、『弾く』こと」、『Music Friends』Vol.47、現代音楽出版社（韓 


国）、2011年7月 


鷲野彰子「連弾のススメ」、『Music Friends』Vol.46、現代音楽出版社（韓国）、2011年 


6月 


鷲野彰子「アマデウス」、『Music Friends』Vol.45、現代音楽出版社（韓国）、2011年5 


 月 


鷲野彰子「ヨーロッパから」、『Music Friends』Vol.44、現代音楽出版社（韓国）、2011 


年4月 


鷲野彰子「音楽を理解すること」、『Music Friends』Vol.43、現代音楽出版社（韓国）、 


2011年3月 


 


〈会報誌〉 
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鷲野彰子「チェコ人作曲家ヴォジ―シェクの生誕地を訪ねる」、関西チェコスロバキア協 


会『ブルタバ』No.90、2010年6月 


 


〈演奏会〉 


・きまま文庫５周年記念演奏会「緑のなかのクラヴィコード」、きまま文庫（長野）、2011


年5月 


・大阪南YMCAライブラリ・コンサート第33回「フルート・ピアノ デュオ・リサイタル」、


共演者：太田里子（フルート）、大阪南YMCA（大阪）2010年11月 


・花博20周年記念 咲くやこの花館特別企画展「絵本朗読と音楽で綴る美しき極北の世界」、


共演者：松浦宏之（朗読）＆太田里子（フルート）、咲くやこの花館（大阪）、2010年


10月 


・「野に山に風光る日のコンサート」、共演社：太田里子（フルート）＆三島かおる（チ


ェンバロ）、桜の庄兵衛（大阪）、2010年4月 


・「フルートとピアノ 今・昔」、共演者：太田里子（フルート）＆三島かおる（チェン


バロ）、カワイ梅田ショップ（大阪）、2010年4月 


・「クラヴィコードand/orピアノ」、ザ・フェニックスホール（大阪）、2009年12月 


 


③過去の主要業績 
〈ラジオ〉 


・北オランダ放送 ライブ録音、2000年6月 


 


〈演奏会〉 


・「モーツァルトとショパン～隠れた水脈～」、ザ・フェニックスホール（2008年10月）、


衎芸館（2008年10月） 


・「シューベルトとヴォジ―シェク」ザ・フェニックスホール（2007年2月）、大倉山記念


館（2007年１月） 


 


〈主催〉 


・フォルテピアノ・ワークショップ『楽譜を読むこと』（伊東信宏大阪大学教授と共同主


催）【京都市立芸術大学、2010年9月】【神戸女学院大学、2010年10月】 


※講師：マルコム・ビルソン（コーネル大学名誉教授） 
 
３．所属学会  
日本音楽表現学会 


  


４．担当授業科目（2011年10月着任～） 
音楽Ⅰ   ２単位 １年（通年） 
音楽Ⅱ   ２単位 ２年（通年） 
保育内容表現Ⅱ  １単位 ３年（後期） 
保育内容演習  ２単位 ４年（通年） 


 
５．社会貢献活動 


大阪府立北野高等学校音楽フェスティヴァル審査員 
 
６．学外講義・講演 
・講義「クラヴィコード」、大阪府立北野高等学校、2011年9月 


・講義「あなたはハイドンを知っていますか？」、猪飼野おとな塾（大阪市立御幸森小学


校）、2011年6月 
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所属 人間社会学部・人間形成学科 職名 助手 氏名 岡村 真理子 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


徳島大学医学部栄養学科卒業。実験助手として神戸学院大学栄養学部に勤務後、1993年、


本学に着任。2009年3月福岡県立大学大学院看護学研究科修士課程修了。 


子ども達の「食」を中心とした生活習慣と健康に関する実態を調査し、食行動上の課題


について解析を行っている。特に、思春期の食行動上の課題解決に向けた健康教育のあり


方を研究テーマとしている。また、菜園での連続的な食生活体験活動を通して、幼児期の


食教育のあり方についても検討している。 


 


２．研究業績 


①著書・論文 


＜論文＞ 


・中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子、厳紅、


原田直樹、金賢実、田恩永、鄭英美、李洪子、金耕園「東洋医療に関する日本と韓国の看


護学生の意識調査」『福岡県立大学看護学研究紀要』第8巻第1号、27-35、福岡県立大学、


2011年1月. 


②その他の業績 


＜調査研究報告書＞ 


・小松啓子、安酸史子、中野榮子、夏原和美、石川フカエ、渡邉智子、尾形由紀子、山下


清香、北川明、上田毅、小嶋秀幹、吉岡和子、岡村真理子「赤村住民のメタボリックシン


ドローム予防対策に関する総合的研究」『福岡県立大学附属研究所2008年度事業報告書』、


16-17、2009 年 9 月． 


＜連載＞ 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 3回 朝食を食べない人が多くみられた40


歳代の健診受診について」、『広報あか』、2009 年 4 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 4回 調査日の朝食バランスについて」、『広


報あか』、2009 年 5 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 5 回 体を動かす習慣について」、『広報あ


か』、2009 年 6 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 6回 睡眠について」、『広報あか』、2009


年 7 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 7回 40代の方々の健康につながる 8つの


食習慣について」『広報あか』、2009 年 8 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 8回 40代の方々の体調について」、『広報


あか』、2009 年 9 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 9回 朝食のメニューについて」、『広報あ


か』、2009 年 10 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 10 回 体型について」、『広報あか』、2009


年 11 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 11 回 腹囲について」、『広報あか』、2009


年 12 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 12 回 BMI と食習慣の関係について」、『広


報あか』、2010 年 1 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 13 回 夜食について」、『広報あか』、2010


年 2 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 14 回 毎食野菜を食べましょう」、『広報あ


か』、2010 年 3 月． 
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・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 15 回 毎食野菜を食べましょう②」、『広報


あか』、2010 年 4 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 16 回 油須原地区 75 歳以上女性の食習慣


について」、『広報あか』、2010 年 5 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 17 回 男性の食意識および自覚症状の特徴


と生活習慣について」、『広報あか』、2010 年 6 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 18 回 食習慣意識が高い 75 歳以上の女性


から学ぶこと」、『広報あか』、2010 年 7 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 19 回 健康と感じていることと食習慣との


関係について」、『広報あか』、2010 年 8 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 20 回 中学生の生活リズムについて」、『広


報あか』、2010 年 9 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 21 回 中学生の朝食について」、『広報あか』、


2010 年 10 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 22 回 中学生の朝食について②」、『広報あ


か』、2010 年 11 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 23 回 中学生の心身愁訴について」、『広報


あか』、2010 年 12 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 24 回 中学生のおやつについて」、『広報あ


か』、2011 年 1 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 25 回 中学生の食事調査結果について」、『広


報あか』、2011 年 2 月． 


・小松啓子、岡村真理子「赤村健康調査報告第 26 回 小学生の生活リズムについて」、『広


報あか』、2011 年 3 月． 


＜学会報告＞ 


・岡村真理子、小松啓子「家庭における幼児に対する食育の取り組み－保護者の食意識が


幼児の健全な食行動形成に及ぼす影響－」第 56 回日本栄養改善学会（札幌市コンベンシ


ョンセンター）2009 年 9 月． 


・岡村真理子、小松啓子「農村地域に住む中高年の食意識 および自覚症状と生活習慣との


関連」第 4回日本食育学会（熊本県立大学）2010 年 5 月 


・岡村真理子、小松啓子「中高年男性の食意識および自覚症状の特徴と生活習慣、保有疾


病、体型との関連について」第 57 回日本栄養改善学会（女子栄養大学）2010 年 9 月 


・水上みどり、岡村真理子、小松啓子「非肥満領域の思春期女子にみられる体型認識のず


れと痩せ願望及び心身愁訴との関連」第 57 回日本栄養改善学会（女子栄養大学）2010 年


9 月 


・岡村真理子、原口智子、水上みどり、小松啓子「幼稚園の食育活動の推進とその効果に


ついて～平成 19 年と平成 22 年の比較から～」第 58 回日本栄養改善学会（広島国際会議


場）2011 年 9 月 


・小松啓子、岡村真理子、原口智子、水上みどり「幼児期の子どもたちの食育の方向性に


ついて～幼稚園での給食時における行動が気になるこども～」第 58 回日本栄養改善学会


（広島国際会議場）2011 年 9 月 


 


③過去の主要業績 


・岡村真理子「第 16 章 施設別給食(4)-児童福祉施設給食」、外山健二・幸林友男編、『栄


養科学シリーズ NEXT 給食経営管理論 第 2版』、講談社、2006 年 8 月. 


・岡村真理子「第 9 章 障害をもつ子どもの食生活」、小松啓子編、『プリマーズ 小児栄


養』、ミネルヴァ書房、2007 年 12 月. 


・岡村真理子、小松啓子「メディア暴露時間の長短が、女子生徒の学習・食生活・健康に


与える影響」、『福岡県立大学人間社会学部紀要』第 16 巻第 2号、福岡県立大学、2008 年. 
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３．外部研究資金 


・平成23年度大学改革推進等補助金（大学生の就業力育成支援事業） 


 取組名称「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム－初年次からリカレント教育ま


で質の高い幅広い職業人養成を行う－」 


 交付金額1,680千円 


 


５．所属学会 


日本栄養士会、日本栄養改善学会、日本栄養・食糧学会、日本小児保健学会、日本食育


学会、日本保育園保健学会、日本肥満学会、日本生活体験学習学会、日本産業カウンセ


ラー協会 各会員 


 


６．担当授業科目（補助） 


＜学部＞ 


小児保健学実習・1単位・2年・後期、栄養学実習・1単位・3年・前期、小児栄養・2単位・


3年・通年、保育実習Ⅰ・4単位・3年・前期、幼稚園教育実習Ⅰ・2単位・3年・後期、保


育実習Ⅱ・2単位・3年・後期、施設実習・2単位・3年・後期、幼稚園教育実習Ⅱ・2単位・


4年生・前期 


 


８．学外講義・講演 


・小松啓子、岡村真理子「食育－味覚の発達について－～離乳食をとおして～」田川市平


成23年度0歳期教育親子教室、2011年9月30日（於：田川市） 
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所属 附属研究所・生涯福祉研究センター 職名 准教授 氏名 中村 晋介 


                       


１．教員紹介・主な研究分野 


1.若者の意識・世代間ギャップに関する研究 


「他者」を理解するための技法を洗練させてきた社会学や社会人類学に基づいて、若


者や児童・生徒の考え方（就業観、社会観、スポーツ観など）の解読を試みています。 


2.ジェンダー論・結婚観に関する研究 


日本社会における「女性の社会進出」や「非婚化社会の行く末」について、社会学的


な観点から研究しています。 


3.社会学理論に関する研究 


主にピエール・ブルデュー（フランスの社会学者）の業績や思想について研究をおこ


なっています。現在は特に、アメリカ一極集中や社会的格差の増大と固定化、新自由


主義に関するブルデューの批判に関心を寄せています。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


 1.「『スピリチュアル・ブーム』をどうとらえるか――福岡県内の大学生を対象とした意 
識調査より」『福岡県立大学人間社会学部紀要』（単著）vo1.19-2,2011 年. 


2.『中学生の生活と価値観に関する調査研究』（単著）福岡県立大学附属研究所,2011年. 


3.「生活保護受給者の自立阻害要因と自立支援策――福岡県田川地区502ケースを対象と


した分析より」『福岡県立大学人間社会学部紀要』（単著）vo1.19-1,2010年. 


4.「福岡県における生活保護の動向および自立支援策」（長田和宏・中村晋介）『西日本


社会学会年報』No.7,2009 年. 


5.「中高年求職者に対する心理的支援プログラムの試み」（田中克江・吉岡和子・中村晋 


介・麦島剛・岩橋宗哉）『福岡県立大学心理臨床研究』創刊号,2009年. 


6.「中学生の万引き行為に関連する要因」（上野行良・中村晋介・本田潤子・麦島剛）『福 


岡県立大学心理臨床研究』創刊号,2009年. 


 


②その他最近の業績 


 <テキスト・研究ノートなど> 


1.「『さわやかな自己表現塾』を開催して」（吉岡和子・田中克江・中村晋介・小山明


子・菊浦友美・鎌倉摩伊子・野口英絵）『福岡県立大学心理臨床研究』vol.3,2011年. 


2.『レポートのかきかた’10』福岡県立大学,2010 年. 


 


<学会等発表> 


1.「2010年代の未婚・非婚問題――社会学的な視角から」『第23回日本発達心理学会・ 


大会委員会企画シンポジウム』（単独）2012年３月. 


2.「福岡県立大学福祉用具研究会――13年間のあゆみと今後の展望」『第13回西日本国


際福祉機器展』（単独）2011年11月. 


3.「福岡県立大学福祉用具研究会の実践」『第12回西日本国際福祉機器展』（単独）2010


年11月. 


4.「若年求職者の求職動機と就業傾向」『第57回e-zuka トライバレー産学官技術交流研


究会』（単独）2009 年11 月． 


5.「新しい社会問題と社会学」『西日本社会学会第67 回大会シンポジウム』（指定討論


者）2009 年５月． 


 


③過去の主要業績 


1.「ジェンダー・トラックの再生産」友枝敏雄・鈴木譲編『現代高校生の規範意識（第
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２版）』九州大学出版会,2005 年. 


2.「社会学者と社会参加――ピエール・ブルデューのネオリベラリズム批判」『西日本 


社会学会年報』No.3, 2005 年. 


 


３．外部研究資金 


 1.田川市・福岡県立大学包括連携協定に基づく共同研究事業 


「田川市の中学生および保護者のスポーツ実践・スポーツ観・生活習慣・子育てに関 


する調査研究」（研究代表者）,451,000円,2011年５月～2012年３月. 


 2.田川市・福岡県立大学包括連携協定に基づく共同研究事業 


「山本作兵衛の炭坑記録画・日記等の保存管理・整理・活用に関する研究」 


（研究分担者）,500,000円,2011年５月～2012年３月. 


  


５．所属学会 


日本社会学会、日本都市社会学会、日本社会病理学会、日本社会分析学会、 


西日本社会学会 


 


６．担当授業科目 


・社会学史Ⅱ・２単位・１年・後期    ・現代社会論Ａ・２単位・２年・前期 


・質的調査法・２単位・２年、後期    ・社会調査実習・４単位・３年・通年    


・社会学の分析法Ｃ・２単位・３年・後期 ・日本事情・２単位・留学生・分担・前期  


 


７．社会貢献活動 


1.川崎町次世代育成支援対策地域協議会 委員長 


2.行橋市第５次総合計画策定委員会 副委員長 


4.福智町高齢者向け賃貸住宅建設構想委員会 委員 


5.地域総合型スポーツクラブ EASTクラブたがわ 運営委員・会計監査 


6.NPO福祉用具ネット 理事 


7.ユニチャーム・ヒューマンケア株式会社 アドバイザー 


 


８．学外講義・講演 


 1.「占いはなぜあたるのか」,2011年７月８日,田川市立金川中学校 


 


９．附属研究所の活動等 


1.管理運営に関する活動 


附属研究所調整部会、生涯福祉研究センター運営部会（副部会長）への参加、  


『附属研究所事業報告書』編集委員長 「附属研究所通信」の企画・編集・発行など 


2.産学官連携に関する活動（産学官連携ワーキンググループ長） 


福岡県産学連携新生活産業促進事業への参加（大学側責任者） 


産学官連携メールマガジン発行責任者 


2011年度知的財産セミナー運営責任者 


4.附属研究センター研究プロジェクトへの参加 


・「中学生の生活と価値観に関する研究」プロジェクト研究代表者 


・「山本作兵衛の炭坑記録画・日記等の保存管理・整理・活用に関する研究」プロジ


ェクト研究分担者 


5.生涯福祉研究センター地域支援事業・教育研修事業への参加 


・福岡県立大学福祉用具研究会 会長  ・「さわやかな自己表現塾」代表者 


・「生命保険実学講座」代表者     ・「日本語くらぶ田川」 運営委員  


・「PCスキル養成講座」代表者  


6.就業力向上支援プログラム推進会議 委員 
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所属 附属研究所・生涯福祉研究センター 職名 助教 氏名 林 ムツミ 


 


１．教員紹介・主な研究分野 


①生涯福祉研究センターは、その前身は本学の幼稚園教諭免許を取得する学生の実習を大


きな目的として運営されていた大学の附属幼稚園であった。そこで培ってきた幼児教育


の実践・研究の実績・知見を活かしながら、子育て支援・幼児教育を研究。 


②筑豊の文化人としての炭坑記録画家山本作兵衛さん（1892～1984）の日記〈解読〉作業


及び資料集発刊や地域にある炭坑記録絵の調査をし、田川の文化財の発掘・発信。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・林ムツミ、山崎美子「第４節先進地域調査４．石見銀山現地調査報告」『世界遺産を 


めざす旧産炭地・田川再生プロジェクト』（p114-131、福岡県立大学、2009年3月） 


・林ムツミ、野村喜七郎「第６節地域資源調査（山本作兵衛の炭坑画）」『世界遺産を 


めざす旧産炭地・田川再生プロジェクト』（p169-190、福岡県立大学、2009年3月） 


・林ムツミ、野村喜七郎「地域資源調査（山本作兵衛の炭坑記録画）」『世界遺産をめ 


ざす旧産炭地・田川再生プロジェクト』（福岡県立大学、2010年3月） 


・林ムツミ、島田純恵、瀧井喜代子、野村喜七郎『山本作兵衛―日記・手帳―』解読資 


料集第10巻 福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書』（p135-175 
福岡県立大学生涯福祉研究センタープロジェクト代表林ムツミ、顧問森山沾一、山本 


作兵衛さんを〈読む〉会、2011年3 月） 


・林ムツミ、森山沾一、香月靖春、瀧井喜代子『山本作兵衛―日記・手帳―』解読資料 


 集第11巻 福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書』福岡県立大学 


生涯福祉研究センタープロジェクト代表林ムツミ、顧問森山沾一、山本作兵衛さんを 


〈読む〉会、2012年3 月予定） 


②その他最近の業績 


〈編集（執筆も含む）作業〉 


・福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書Vol.39『山本作兵衛－日 


記・手帳－解読資料集』（2009年3月） 


・福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書Vol.46『山本作兵衛－日 


記・手帳－解読資料集』（2010年3月） 


・福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書Vol.47『山本作兵衛－日 


記・手帳－解読資料集』（2011年3月） 


・福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター研究報告叢書Vol.50『山本作兵衛－日 


記・手帳－解読資料集』（2012年3月予定） 


〈学会報告〉 


・林ムツミ、木村裕子、森山沾一「グローバル時代における〈ローカルな知〉-山本作兵


衛の文化を〈読む〉(3)- 」、第 61 回九州教育学会（鹿児島大学）2009 年 12 月 


・林ムツミ、木村裕子、森山沾一「グローバル時代における〈ローカルな知〉-山本作兵


衛の文化を〈読む〉(4)- 」、第 62 回九州教育学会（九州大学）2010 年 12 月 


・林ムツミ、木村裕子、森山沾一「グローバル時代における〈ローカルな知〉-山本作兵


衛の文化を〈読む〉(5)- 」、第 63 回九州教育学会（宮崎大学）2011 年 12 月 


〈パネラー〉 
・日本社会教育学会九州・沖縄地区六月集会（2011.6.26、佐賀大学） 


〈コメント〉 


 ・田川市０歳期教育報告書（2010年度版） 


・田川市０歳期教育報告書（2011年度版予定） 


③過去の主要業績 
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・林ムツミ『仲間あそびを育てる』（共著、第4章4／第5章1・2）(コレール社、1988年) 


・林ムツミ「田川地域における就学前教育」『福岡県立大学生涯福祉研究センター研究


報告叢書Vol.5旧産炭地域筑豊における生活と福祉－田川市郡を中心に－』（研究代


表者保田井進、p111-133、2000年3月） 


・林ムツミ「乳幼児を持つ母親の学習を支援する講座のあり方－福岡県立大学生涯福祉


研究センターでの実践をとおして－」『日本生活体験学習学会誌3』（p57-66、2003
年3月）  


 


３．外部研究資金 


   なし 


４．受賞 


   なし 


５．所属学会 


 ・日本子ども社会学会 ・九州教育学会 ・日本保育学会 ・日本生活体験学習学会  


 


６．担当授業科目 


   発達心理学Ⅰ-B（前期6/15授業回数） 


 


７．社会貢献活動 


・生涯福祉研究センター事業「田川アンビシャス親子広場」（毎週木曜日、10:00～14:00） 
・生涯福祉研究センター事業「田川アンビシャス親子広場 ボランティア養成講座」 


・福岡県アンビシャス事業（だっこDEブック）絵本の読み語り（川崎町地域子育て支援 


センター、飯塚市高齢者施設、生涯福祉研究センターアンビシャス広場） 


・生涯福祉研究センター事業「Nobody’s Perfect 『完璧な親なんていない！』プログラ


ム」講座コーディネーター（8回講座） 


・福岡県立大学附属研究所共催事業「筑豊市民大学」コーディネーター 


・生涯福祉研究センター共催事業「外国人のための『日本語教室』」コーディネーター 


・「ちくほう女性会議」（広報等担当） 


・「田川地区子育てネットワーク『たんたん』」コーディネーター。 


 


８．学外講義・講演 


〈講師〉 


・田川市０歳期教育「絵本の読み語りについて-心を育てる-」（2011.9） 


・「福岡市博多区同和人権講演会 山本作兵衛さんについて」（2011.12、福岡市） 


・「筑豊の近代化遺産講座～筑豊の産業遺産が語る日本の近代化～第６回講座 山本作兵 


衛日記・手帳」（2011.9.17、田川市教育庁舎講堂） 
   


９．附属研究所の活動等 


・生涯福祉研究センター研究プロジェクト「筑豊地域の文化資源の収集・整理・体系化と 


発信システム構築に関する研究」（奨励研究）（研究代表者） 


・地域にある山本作兵衛炭坑記録画調査。 


・世界記憶遺産（Memory of the World）登録申請者のメンバー。 
・世界記憶遺産登録コレクションに関する管理。 


＊メディアへの作品公開時の管理、管理・活用委員会（田川市主催）への参加、作品 
保存活動（額装関係、燻蒸作業＝福岡県歴史資料館、目録作成等）、附属研究所山本 
作兵衛コレクション展示室・保管庫パネル素案作成・業者との打合わせ等） 


・田川市包括的研究活動（代表：久永明）：炭坑記録画原画展（中村美術館、２回分） 
個人所有の炭坑記録画の借用と返却・打合わせ等） 


 







― 111 ― 


所属 附属研究所・生涯福祉研究センター 職名 助手 氏名 中藤 広美 


 


１．主な研究分野 


［乳幼児教育および発達障害児の発達支援］ 


キーワード；障がい児・乳幼児の発達支援、玩具、お父さんとお母さんの学習室（ペアレ


ントトレーニング）、子どもの足と靴の問題性 


 


 15年間幼稚園や保育所で乳幼児保育に携わった経験を基盤とした研究活動です。生涯福


祉研究センター事業「おもちゃとしょかん・たがわ」では、障がい児が遊ぶ意欲をかき立


てるような玩具を提供し、インタラクティブな環境の中で心身の発達を促す方法を研究す


るなど、子どもの発達支援と玩具について関心を持っています。また、｢お父さんとお母さ


んの学習室（ペアレントトレーニング）｣では、保護者の思いに十分寄り添いながらも客観


的なデータに基づいた子育て支援のあり方を探り、保護者が子どもの発達に確かな手ごた


えを感じられるような実践と研究を目指しています。さらには、子ども時代からの外反母


趾等をはじめ、日本人の足の問題が指摘されている昨今、子どもを取り巻く環境が足の成


長にどのような影響を及ぼすのか、また望ましい足の成長を守るための靴や歩き方、遊び


方など生活様式との関連についても研究を進めていきたいと考えています。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文等 


<著書> 


 中藤広美「第4章 公共的多目的トイレの設置」,豊田謙二編,『ウェルビーイングから


の生活環境づくり』,ナカニシヤ出版,2010年3月 


 中藤広美「1部-4,2部-1,4,5,6,3部-8」福田恭介編,『ペアレントトレーニング実践ガ


イドブック-きっとうまくいく子どもの発達支援-』,あいり出版,2011年 


<論文・報告書> 


 中藤広美・渡辺好庸・増本賢治・神谷英二・添田百合子・小野美穂・安酸史子（2011）


種々の靴の着用が足部骨格の偏倚などを有する中高齢者の歩容に及ぼす影響、福岡県


立大学人間社会学部紀要第19巻第2号,53-63. 


③過去の主要業績 


 田川地域における保育所・幼稚園の変遷と課題（旧産炭地の産業と生活の変遷と地域


福祉の課題）  2000年3月15日 


 「福岡県立大学における発達遅滞児の親訓練プログラムの評価」 福田恭介、中藤広


美 2000年11月30日 


 「福岡県立大学における発達遅滞児の親訓練プログラムの評価（2）」福田恭介、中藤


広美 、本多潤子、興津真理子 2005年3月17日 


 


３．外部研究資金等 ￥1,525,650 


＝内訳＝ 


<受託事業費> ￥894,600 


 NPO法人福祉でまちがよみがえる会受託事業「足と靴の相談技術者 加工技術研修」お


よび自主研修会 


<寄付> ￥631,050 


 NPO法人福祉でまちがよみがえる会 寄付金「福岡県立大学足と靴の相談室」￥556050 


 合同会社 AMSTW 寄付金「福岡県立大学足と靴の相談室」 ￥75000 


 


４．所属学会   日本保育学会、日本発達心理学会 
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５．社会貢献活動  


NPO福祉用具ネット理事  福岡県保健所運営協議会委員 


 


６．学外講義・講演など 


・福岡県立大学公開講座 特別支援教育を行うためのスキルアッププログラム-小学校・養


護学校・幼稚園・保育園の先生方向け- 講師 


・築城町子育て支援センター子育て支援事業講師  


・田川市立後藤寺中学校 家庭科授業 「障がい児との関わり方」について  


・北九州市社会福祉施設研修所 研修事業 領域「健康」講師 


・直方市特別支援教育スキルアッププログラム講師 


・「足と靴の健康講座」講師 


 


９．附属研究所の活動等 


・ おもちゃとしょかん・たがわ代表 


・ 「足と靴の相談室」相談員（福岡県立大学内および福岡県庁内） 


・ 福岡県立大学福祉用具研究会 


・「お父さん・お母さんの学習室」（ペアレントトレーニング）の実践に関する研究 


・ 『足と靴』の問題性と福祉拡充に関する総合的研究 


・ 「足と靴の相談技術」養成講座、「足の健康」講座開催 


・ 生涯福祉研究センターHP管理         ・・・・・他 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 教授 氏名 田中 美智子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1992年千葉大学大学院医学研究科博士課程修了。1992年～鹿児島純心女子短期大学講師、


鹿児島純心女子大学看護学部講師として勤務。1998 年～宮崎県立看護大学講師、その後、助


教授、准教授として勤務し、2009年4月本学に着任。 
・ 高齢者の健康維持増進と慢性閉塞性肺疾患患者の呼吸法 


高齢者の健康維持増進に向けて、意識的に横隔膜を使用して行なう呼吸法が循環動態や自


律神経系にどのような影響を与えるかについて検討している。また、同時に、呼吸リハビリ


の点からこのような呼吸法が軽度な慢性閉塞性肺疾患患者に対して、有効かどうかを明らか


にすることも目指している。 
・ 睡眠の簡易評価システム開発と高齢者における睡眠の質改善 


日常的な睡眠状態の測定・評価を可能にするためのシステム開発と高齢者に見られる睡眠


に関する問題を解決するために、睡眠の質改善のための援助について考えている。 
これらの研究の他に身体を温めることの効果や排便のスケール開発についても検討してい


る。 


 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


田中美智子「呼吸器疾患」, やりなおしの解剖生理.smart nurse, 2010春季増刊. 佐伯由香・林正


健二 編集. 16-35, 2010年 3月. 
<論文> 


・ Tanaka M, (Takeshita) Kusuda M., Abe K., Nagasaka M..: Effects of iron deficiency 
anemia on growth rate of rats. 形態・機能, 7(2), 67-75,2009. 


・ 田中美智子、長坂 猛、矢野智子、小林敏生、榊原吉一. : 意識的腹式呼吸がもたらす高齢者の


自律神経反応及びホルモン変化. 形態・機能, 10(1), 8-16, 2011. 
・ 長坂 猛、矢野智子、樫村由香子、榊原吉一、田中美智子. : 岩盤浴による体温調節反応及び血


糖値の変化. 保健の科学, 53(10), 713-717, 2011. 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ Tanaka M, Nagasaka M., Yano T., Kobayashi T., Sakakibara Y. (2009). The autonomic 
Nervous responses during the voluntary abdominal breathing in the elderly.  36th 
International congress of physiological sciences. Kyoto. 


・ 田中美智子, 長坂 猛. (2009). 意識的に横隔膜を使用する呼吸法が高齢者の自律神経系とホル


モンに与える影響. 第8回日本看護技術学会, 旭川. 
・ 田中美智子,長坂 猛.(2010).高齢者における意識的横隔膜呼吸時の自律神経反応と循環動態. 


第36回日本看護研究学会.岡山. 
・ 田中美智子, 近藤美幸, 江上千代美, 長坂 猛.(2010). 卵胞期と黄体期における入眠時の自律


神経反応.－1事例の結果から－. 第9回日本看護技術学会. 名古屋. 
・ Michiko Tanaka, Mou Nagasaka, Yoshikazu Sakakibara. (2011). Comparison of autonomic 


nervous and cardiovascular responses in young and elderly subjects during abdominal 
breathing. 第88回日本生理学会.誌面発表 


・ 田中美智子, 江上千代美, 近藤美幸, 長坂 猛. (2011). 入眠時の自律神経反応と主観的評価. 第
37回日本看護研究学会. 横浜. 


・ 田中美智子, 江上千代美, 近藤美幸, 長坂 猛. (2011). 日中の活動状況が睡眠に与える影響. 第
19回看護人間工学部会研究発表会. 
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<報告> 


・ 田中美智子：呼吸器における解剖生理の理解と「検査データ」「アセスメント」の判断根拠. ナ
ースセミナー, 29(12), 日総研. 4-14, 2009 


・ 田中美智子、矢野智子、長坂猛、渋谷まさと：「人体の構造と機能」への「一歩一歩学ぶ医学


生理学」自己学習システムの導入と学生の反応. 看護教育 50(11), 医学書院, 108-114, 2009. 
<その他> 


＊第 18 回看護人間工学部会総会・研究発表会の福岡開催の担当（2010 年 8月 22 日. 福岡県中


小企業振興センターにて） 
③過去の主要業績 


<論文> 


・ Tanaka M., Takaishi S., Honda Y., et al.:Dependence of biphasic HR response to sustained 
hypoxia on magnitude of ventilation in man. Jpn.J.Physiol. 42, 865-875, 1992. 


・ Tanaka M., Masuda A., Honda Y., et al.:Estimation of CO2 chemosensitivity from the 
carotid body in humans. Oxygen Sensing: Molecule to Man, edited by S. Lahiri et al. 
Kluwer Academic / Plenum Publishers. 663-670, 2000. 


・ Tanaka M., Nagasaka M., Honda Y., et al.:Improved O2 transport and utilization capacity 
following intermittent hypobaric hypoxia in rats. Adv. Exp. Med. Biol. 499, 375-379, 2001. 


 


３．外部研究資金 


・ 研究代表者：文部科学省、科学研究費補助金(基盤研究 C)「高齢者を対象とした日常生活下で


の睡眠評価と睡眠改善ケアの効果に関する研究」、1200,000（平成 23 年度）、平成 23 年度


～26年度 
・ 研究分担者：文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究 C）「温罨法を活用したスムーズな入


眠に関する研究」、200,000(平成23年度)、平成23年度～25年度 


 


４．所属学会 


1986.4. 日本看護研究学会（2001.4.～2004.3.:査読委員, 2007.4～：評議員・査読委員 現在に至


る）.日本看護研究学会九州地方会（2006～：地方会役員、2009～：地方会会計）1989.1. 日本


生理学会（評議員 現在に至る）、1990.4. 日本臨床生理学会、1991.1. 日本呼吸器学会、1994.4. 
日本病態生理学会, 1994.4. 看護人間工学部会（2007～：査読委員・役員,2010部会主催）、1994.4. 
日本登山医学会（2009～：評議員）、1994.4. 日本体力医学会、2002.10. コメディカル形態機能


学研究会(2012～ 学術委員)、2005.4. 日本看護技術学会（2008.～ 査読委員）、2009. 12. 日本


看護科学学会（2009.～和文誌編集委員, 英文誌査読委員） 
 


５．担当授業科目 


<学部> 


生態機能看護学Ｉ・2 単位・1 年・前期、生態機能看護学 II・2 単位・1 年・後期、実験看護学


演習（実験看護学演習 I）・1単位・2年(編入生)・前期、教養ゼミ・1単位・1年・前期、専門


看護ゼミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・通年 
 


<大学院> 


実験看護学特論・2 単位・1 年・前期、実験看護学演習・2 単位・1 年・後期、Advanced 生理


学・病態生理学・2単位・1年・前期、基盤看護学特別研究・8単位・2年・通年 
 


６．社会貢献活動 


・ 呼吸器ケア 編集協力委員 
・ 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員 
・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 教授 氏名 永嶋 由理子 
 


1．教員紹介・主な研究分野 


平成 18 年久留米大学大学院心理学研究科博士課程単位取得満期退学,平成 10 年～15 年山口


県立大学看護学部にて助手及び講師として勤務．平成 15 年 4 月より准教授として本学に就任．


平成 19年 4 月より教授として現在に至る．主な研究分野は,看護技術の熟達化と思考の関係性


に関する研究である．この研究は,平成 16 年度～平成 17 年度の科研(基盤研究(C))に採択され,
引き続き平成 18 年度～平成 20 年度科研(基盤研究(C))にも採択され,継続的に調査及び実験研


究を進めてきた．平成 21 年度は,実験方法を見直し,一部修正や追加を加え実施した結果,一定


の結果を見出すことができた．平成23年度～平成25年度の研究期間で科研(基盤研究(C))が採


択されたため,平成 23 年度は研究計画に沿って,看護技術の熟達化(身体的動作と認知)を生理学


的観点から客観的に解明するため,実験準備の検討を繰り返し,protocol 作成を行った。平成 24
年度は実験protocolに基づいて,プレ実験を行う予定である。 


 
２．研究活動 


①最近の著書・論文 


<論文> 


・ 中野真理子,永嶋由理子．臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激


の特徴－．第41回日本看護学会論文集．看護教育,P26-29,2010. 
・ 具体的事例提示の有無による看護技術習得度の検証,小野寺洋子・永嶋由理子・渕野由夏,日本


看護研究学会雑誌,33(3),p281,2010. 
・ 清水夏子,吉田恭子,永嶋由理子,渡邉智子,江上千代美,小森直美,安永薫梨,尾形由起子,中野榮子,


石川フカエ,鳥越郁代,宮城由美子,野口藍子．助教・助手を対象とした経験型実習教育での直接


的経験の教材化に関する研修会実践報告－ロールプレイを活用した学びの検討－．福岡県立


大学看護学研究紀要, 8(1), 3745, 2011． 
②その他最近の業績 


<調査研究報告書> 


・ 永嶋由理子,渕野由夏,加藤法子.高齢在宅酸素療法患者の日常生活行動及び肺機能の実態とそ  
の評価:高齢在宅酸素療法患者の外来教育プロトコールの開発に向けて,平成 19-20 年度研究奨


励交付金研究成果報告書, 2009． 
・ 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博.於久比呂美.温度センサーを用いた看護技術


のエビデンスの検証:足浴による温熱効果の検証から．平成 19-20 年度研究奨励交付金研究成


果報告書, 2009． 
・ 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博.於久比呂美.看護技術の温熱効果に関する 
・ 実験的検証と看護教育プログラムの検討,平成21年度研究奨励交付金研究成果報告書,2010. 
・ 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博,於久比呂美.療養環境と生体反応に関する 
・ 科学的検証,平成22年度研究奨励交付金研究成果報告書,2011. 
<学会発表> 


・ 小野寺洋子,永嶋由理子,渕野由夏.看護技術習得過程における看護技術の熟達化と自己効力感の


変化:血圧測定技術に焦点をあてて,第 14 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集


会,2009． 
・ 中野真理子,永嶋由理子.臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激の


特徴－,第41回日本看護学会 看護教育学術集会,長崎,2010． 
・ 中野真理子,永嶋由理子.臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－経験年数別による促進


モデリング刺激の特徴－,第36回日本看護研究学会学術集会,岡山,2010． 
・ 中野真理子,永嶋由理子.臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激の


特徴－,第30回日本看護科学学会学術集会,札幌,2010． 
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・ 小野寺洋子,永嶋由理子,渕野由夏.看護技術習得過程における問題解決力の変化－具体的事例あ


り群と具体的事例なし群の比較－, 第30回日本看護科学学会学術集会,札幌,2010． 
③過去の主要業績 


・ 血圧測定技術を構成する下位スキルの検討,永嶋由理子,山川裕子.福岡県立大学看護学部紀要，


2(2)，1-8，2005． 
・ 看護技術の獲得・熟達化における思考過程深化の解明,永嶋由理子,山川裕子,安永悟.平成 16 年


度～平成17年度科学研究費補助金〔基盤研究(C)〕研究成果報告書，p1-52,2006. 
・ 永嶋由理子,「学習理論」の3つの考えかた.安酸史子編著,目からウロコの新人ナースプリセプ


ティ指導術,メディカ出版,2007． 
・ 永嶋由理子．看護過程の考え方と進め方(基礎編)．月刊看護きろく,17(1), 75-84, 2007． 


 


５．所属学会 


日本看護学会,日本看護科学学会, 日本看護研究学会,日本教育心理学会,日本協同教育学会 
 


６．担当授業科目 


<学  部> 


基礎看護学概論･2単位･1年･前期,ケアリング論･2単位･1年･前期,基礎看護実習Ⅰ･1単位･1年･


前期,基礎看護技術論･2単位･1年･後期,フィジカルアセスメント論･1単位･2年･前期,看護過程･


1単位･2年･前期,基礎看護実習Ⅱ･2単位･2年･前期,シンプトンマネジメント論･1単位･後期･家


族看護論･2 単位･2 年･後期,看護研究･1 単位･3 年･後期,専門看護学ゼミ･2 単位･4 年･前期,総合


実習･3単位･4年･前期,卒業研究･2単位･4年･後期  


<大学院> 


看護心理学特論・２単位・前期,看護心理学演習・２単位・後期,基盤看護学特別研究･8単位･ 
1～2年･通年 


 


７．社会貢献活動 


・ 田川市住宅政策審議会委員(2007年～現在) 
・ 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員(2008年12月～2010年11月) 
・ 第41回日本看護学会成人看護Ⅱ学術集会抄録選考委員会委員(2010年4月～6月) 


８．学外講義・講演・その他 


・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメントの理解,訪問看護師養成講習会,2011年8月(2回) 
・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメント－身体面のアセスメントをするための観察技術－,看護師


卒後研修会,2011年9月 
・ 永嶋由理子,看護教育評価,看護師養成講習会,2011年9月～10月(計60時間)）． 
・ 永嶋由理子,看護過程と記録の考え方,総合せき損センター卒後研修会,2011年5～2012.1月 
・ 永嶋由理子,教育「教える・育てる」とは,北九州総合病院卒後研修会,2011年7月 
・ 永嶋由理子,看護記録学習会,田川市立病院記録委員研修会,2011年5月,7月,10月,12月 
・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメント,健康保険直方中央病院看護師卒後研修会,2011 年 6 月～


平成24年3月（計7回） 
・ 永嶋由理子,看護記録について,飯塚市立病院院内研修会,2011年2月 
・ 永嶋由理子,臨床に活かす看護記録の考え方と実際,福岡県看護連盟,2011年11月 
・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメント,平成23年度訪問看護師養成講習会,2011年9月 
・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメントの理解―身体面のアセスメントをするための観察技術―,


福岡県医師会第33回看護師卒後研修会,2011年9月 
・ 永嶋由理子,フィジカルアセスメント呼吸編,小倉南北訪問看護事業者連絡会講演会,2011 年 11


月 
９．附属研究所の活動等  


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 教授 氏名 森 礼子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


現在、英語教師が教室で英会話を教えているとき、学習者の間違いをどのような信念に基


づいて直すかについて調査している。今後は日本という、英語圏とは異なった社会文化的な


状況に置かれた学習者や教師に焦点を当て、日本独特の教育や文化が教室内のやりとりにど


のように反映され、またそれがどのように英語学習に影響を与えているかの研究に移行する


つもりである。 
 


２．研究業績 


①著書・論文 


<論文> 


・ 森 礼子.  (2007).小学校英語教育は話す教育にどのように寄与しているか：事例研究『福岡


県立大学看護学部紀要』第４号、頁1-9. 
・ Mori, R. (2007). Asia TEFL, TESOL, multiculturalism, and teacher development. Annual 


Review of English Learning and Teaching, 12, 31-37. 
・ Mori, R. (2008). Encouraging communication through individual, pair, and group work. 


The Language Teacher, 32, 17-18. 
・ 森 礼子. (2009). ある英会話教師が間違い直しに関して持っている知識. 『福岡県立大学看護


学研究紀要』第６号、頁70-77. 
・ Mori, R., & Gale, S. (2009). Teacher development and reflecting on experience. The 


Language Teacher, 33, 9-12. 
・ Mori, R. (2011). Teacher cognition in corrective feedback in Japan. System, 39, 451-467. 
②その他の業績 


<学会報告> 


・ Mori, R. (2007). Appropriating English: A case of a fifth grade classroom in Japan. TESOL 
2007, ３月、米国・シアトル. 


・ Mori, R. (2007). Asia TEFL, TESOL, and teacher development. Asia TEFL 2007. ６月、ク


アラルンプール. 
・ Mori, R. (2008). Crossing borders: A complementary experience. JALT 2008. 11月、東京. 
・ 森礼子. (2009). 二人の英語教師が持つ間違い直しに関する知識、大学英語教育学会第48回大


会. ９月、北海学園大学. 
・ Mori, R. (2010). Teacher cognition in corrective feedback in Japan. TESOL 2010、3月、米


国・ボストン. 
・ Mori, R. (2012). Role of reflection on experience in enacting teacher agency. TESOL 2012.


３月、米国、フィラデルフィア. 
５．所属学会 


TESOL, AAAL, Asia TEFL, 全国英語教育学会、全国語学教育学会、大学英語教育学会、外国語


教育メディア学会 
６．担当授業科目 


英語 I・１単位・１年・前期、英語 II・１単位・１年・後期、英語 III・１単位・２年・前期、


英語 IV・１単位・２年・後期、英語 V・１単位・４年・前期、専門看護学ゼミ２単位・４


年・前期、卒業研究・２単位・４年・後期、英語文献講読特講・大学院１年・前期。 
７．社会貢献活動 


外国語教育メディア学会九州・沖縄支部紀要 編集委員、田川市立伊田小学校・学校評議員。 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 教授 氏名 安酸 史子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1978年自衛隊中央病院附属看護学院卒業。看護師経験の後、1981年千葉大学看護学部入学。


1987 年千葉大学大学院看護学研究科修了。順天堂大学病院浦安分院で看護師として勤務後、


東京女子医科大学看護短期大学助手、岡山県立大学保健福祉学部看護学科助教授・教授、岡


山大学医学部保健学科看護学専攻教授を経て、2003年本学に初代学部長として着任。2009年


には、看護実践教育センターを立ち上げ、センター長として糖尿病看護認定看護師教育課程


の教育も担当している。2010年からは研究・社会貢献担当の大学理事を兼務している。 
現在取り組んでいる研究は、①経験型実習教育の研修プログラムの有効性に関する研究、


②糖尿病患者教育における看護専門職として醸し出す雰囲気（Professional learning climate）、
③看護系大学連携によるケアリング・サイクルの形成、である。 


 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 安酸史子．(2009)．教育的ケアリングモデル・経験型実習教育．180-190．（グレッグ美鈴・


池西悦子編著(2009)．看護教育学．南江堂．） 
・ 安酸史子．改訂2版 糖尿病患者のセルフマネジメント教育 エンパワメントと自己教育、メ


ディカ出版、2010． 
・ 安酸史子編著．改訂版 実践成人看護学－慢性期、建帛社、2010． 
<論文> 


・ 櫟直美、安酸史子、小野美穂、清水夏子：「主体的健康づくりを促すための健康支援モデルに


関する研究―筑豊市民大学看護ゼミ生における行動変容へのアプローチ―」、第40回日本看護


学会論文集、2010． 
・ 安酸史子：エンパワメント、日本腎不全看護学会誌、12(1)、31-38、2010． 
・ 安酸史子：糖尿病性腎症患者の看護、腎不全看護、中外製薬株式会社、12-14、2010． 
・ 安酸史子：看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州・沖縄構想、ほすぴたる 


No.634、2010． 
・ 安酸史子・厳紅・鄔継紅：実践教学方法在日本看護臨床的運用．中医教育、29(3)、67-71、 


2010． 
・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子、厳紅、原田


直樹、金賢実、田恩永、鄭英美、李洪子、金耕園：東洋医学に関する日本と韓国の看護学生


の意識調査．福岡県立大学看護学研究紀要 第8巻第1号 pp27-35、2011. 
・ 安酸史子、北川明、山住康恵：看護系 14 大学が連携するケアリング・アイランド九州沖縄構


想、看護展望、36(4)、23-28、2011． 
・ 櫟直美，吉田恭子，江上史子，福田和美，安酸史子：地域住民の主体的健康活動の質を高め


る支援に関する検討 参加・共同型看護ゼミでの体験を通して得られた効果の検証．福岡県


立大学看護学研究紀要第８巻２号，75-82、2011． 
・ 安酸史子：【看護学におけるケアリングの現在】 ケアリングをいかにして教育するか．看護


研究第４４巻２号，172-180、2011 
②その他最近の業績 


<学会講演> 


・ 安酸史子．(2009,8)．アンドラゴジー．日本腎不全看護学会ワークショップ．横浜． 
・ 安酸史子．(2009,1)．第３回日本腎不全看護学会九州・沖縄地区教育セミナー．糖尿病腎症患


者の看護．日本腎不全看護学会．福岡． 
・ 安酸史子．(2009,9)．教育講演「看護の教育的関わりモデル－患者教育に必要なＰＬＣ－」．


日本糖尿病教育看護学会．札幌． 
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・ 安酸史子．(2009,7)．教育講演「循環器看護におけるセルフマネジメント」．心臓リハビリテ


ーション学会．東京． 
・ 安酸史子．(2009,11)．教育講演「エンパワメント」．日本腎不全看護学会．神戸． 
・ 安酸史子．（2010,2）．フットケア療法におけるセルフマネジメント、第８回日本フットケア


学会学術集会ランチョンセミナー、東京． 
・ 大島弓子、安酸史子、雑賀美知子、前川幸子、村中陽子．(2011.8)．日本看護学教育学会特別


企画Ⅰ｢教育の質向上をめざした能力の育成｣、第21回日本看護学教育学会、大宮． 
・ 上野真紀子、生駒千恵、岡村禎子、加藤聡枝、喜田ひとみ、北出優華子、桜木りゑ、徳野みど


り、中元真由美、春田さゆり、田村美和、藤井純子、本田千春、安田幸司、矢野百合子、渡邉


智恵美、安酸史子．交流集会「わかる！使える！やる気を高める！エンパワメントを活かした


糖尿病看護」、第16回日本糖尿病教育／看護学会、東京． 
・ 日高艶子、白水麻子、飯野英親、松岡緑、高橋清美、小野正子、前田由紀子、竹元仁美、中島


富有子、北原悦子、山住康恵、北川明、安酸史子．（2011,12）．交流集会「新人看護師の離職


予防に向けた合うとリーチ型サポートモデルの開発」、第31回日本看護科学学会、高知． 
・ 安酸史子．(2011,11)．教育講演「患者の力を引き出すセルフマネジメントの実際」．第 8 回日


本循環器看護学会、仙台． 
<学会発表> 


・ 櫟直美、安酸史子、小野美穂、清水夏子．（2010）．地域住民参加・共同型看護ゼミによる保


健行動変容への動機付けに関する検討．第40回日本看護学会地域看護、長野． 
・ 万代ゆかり、澤田由美、安酸史子．(2009)．在宅看護論実習における学生の行動－訪問看護


実習場面の体験に焦点を当てて－．第19回日本看護学教育学会，北見． 
・ 小野美穂、添田百合子、山田靖子、安酸史子．(2009)．「糖尿病患者へのセルフマネジメント


モデル」の学習会と事例検討会を用いたアクションリサーチ．第 14 回日本糖尿病教育・看護


学会，札幌． 
・ 森口智恵子、安酸史子．(2009)．臨床看護師の臨床看護研究に対する自己効力感尺度の開発


に関する研究．第29回日本看護科学学会，幕張． 
・ 櫟直美、安酸史子、小野美穂、清水夏子．(2009)．地域住民参加・共同型看護ゼミによる保


健行動変容への動機付けに関する検討．第40回日本看護学会地域看護，松本． 
・ 安酸史子、飯野英親、東玲子、小野正子、村山由紀子、前田由紀子、石原逸子、高橋清美、


日高艶子、竹元仁美、白水麻子、松岡緑、北原悦子、北川明．（2010）．新人看護師の離職予


防に向けたサポートモデルの開発（交流集会）、第30回日本看護科学学会学術集会，札幌． 
・ 北川明、生野繁子、櫨本和代、坂井邦子、金城忍、仲宗根洋子、中嶋恵美子、塚原ひとみ、


正野逸子、室屋和子、清水夏子、小森直美、山住康恵、安酸史子．（2010）．大学卒後１年目


看護師の看護技術支援に関するニーズ、第30回日本看護科学学会学術集会，札幌． 
・ 清水夏子、安酸史子．（2010）．学生が抱く実習直前の不安に対するプロジェクト学習の効果、


第30回日本看護科学学会学術集会，札幌． 
・ 清水夏子、安酸史子．（2010）．経験型看護実習教育での教授行動が学生の対話意欲及び行動


に与える影響、第20回日本看護学教育学会、大阪． 
・ 清水夏子、安酸史子、中野榮子、犬塚央、田原英一、三潴忠道．(2010)．看護大学生に対す


る“東洋医学概論”の試み、第36回日本東洋医学会(九州支部学術総会)．鹿児島． 
・ 山住康恵、北川明、日高艶子、竹元仁美、白水麻子、松岡緑、飯野英親、小野正子、前田由紀


子、石原逸子、高橋清美、北原悦子、松浦賢長、安酸史子．(2011,8)．看護管理者が看護系大


学に望む新人看護師の離職防止対策の内容、第21回日本看護学教育学会、大宮． 
・ Nakashima E，Tsukahara H，Ura A，Kinjo S，Nakasone Y，Shouno I，Muroya K， 


Shono S，Hazemoto K，Sakai K，Kitagawa A，Yamazumi Y，Yasukata F： Actual 
condition of nursing skills support and satisfaction of novice nurses who received the 
support. The 2nd WANS, Cancun, 2011 
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・ Tsukahara H，Nakashima E，Inoue M，Kinjo Y，Shono S，Hazemot K，Sakai K，


Matsuoka M，Tetsui C，Yamada T，Inagaki K，Uza M，Sunagawa Y，Teruya N， 
Komori N，Shimizu N，Yamazumi Y，Kitagawa A，Yasukata F：An analysis of the  
clinical practice guidance system and the surveys on training requirements of clinical 
practice instructors in Japan. The 2nd WANS, Cancun, 2011 


・ Yasukata F，Kitagawa A，Yamazumi Y，Shimizu N，Komori N，Matsuura K： 
Common issues among colleges of nursing in Japan and collaborative efforts by 
universities to solve the issues. The 2nd WANS, Cancun, 2011 


・ Kitagawa A，Yamazumi Y，Shouno I，Muroya K，Shono S，Hazemoto K，Sakai K，


Kinjo S，Nakasone Y，Nakashima E，Tsukahara H，Shimizu N，Yasukata F： 
Conducting needs analysis with a view to improving the skills of newly graduated nurses 
in Japan. Sigma Theta Tau International 22nd Nursing Research Congress, Cancun, 2011 


・ Iino H，Ono M，Maeda Y，Matsuoka M，Tetsui C，Ishihara I，Takahashi K， Hidaka 
N，Takemoto H，Shirouzu A，Kitahara E，Ymazumi Y，Kitagawa A， Yasukata F：
Factors related to turnover among new Japanese nurses. Sigma Theta Tau International 
22nd Nursing Research Congress, Cancun, 2011 


・ Ymazumi Y，Kitagawa A，Hidaka N，Takemoto H，Shirouzu A，Matsuoka M， Tetsui 
C，Iino H，Ono M，Maeda Y，Ishihara I，Takahashi K，Kitahara E， Yasukata F：
Factors that Affect Turnover Rate and Voluntary Quitting of Jobs by Newly Graduated 
Nurses. The 2nd WANS, Cancun, 2011 


・ 松枝美智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、安田妙子、北川明、中野榮子、


安酸史子．（2011,12）．モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：看護


観と援助への動機付け育成コース、第31回日本看護科学学会、高知． 
・ 松枝美智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、安田妙子、北川明、中野榮子、


安酸史子．（2011,12）．モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：直接


ケア能力育成コース、第31回日本看護科学学会、高知． 
・ 山住康恵、北川明、松岡緑、飯野英親、前田由紀子、小野正子、日高艶子、白水麻子、高橋


清美、中島富有子、北原悦子、竹元仁美、松浦賢長、安酸史子．（2011,12）．新人看護師の


早期離職予防に必要な職場環境に関する調査．第31回日本看護科学学会、高知． 
・ 前田由紀子、飯野英親、小野正子、石原逸子、高橋清美、日高艶子、白水麻子、竹元仁美、


松岡緑、中島富有子、北原悦子、山住康恵、北川明、安酸史子．(2011,12)．新人看護師の離


職防止のために大学が取り組む支援、第31回日本看護科学学会、高知． 
・ 中嶋恵美子、塚原ひとみ、浦綾子、大倉美鶴、黒髪恵、田中美加、福田和美、山田小織、金


城忍、仲宗根洋子、正野逸子、室屋和子、生野繁子、櫨本和代、坂井邦子、北川明、松浦賢


長、安酸史子．(2011,12)．大学が取り組む新人看護師に対する看護技術支援、」第31回日本


看護科学学会、高知． 
・ 塚原ひとみ、中嶋恵美子、宇座美代子、砂川洋子、照屋典子、生野繁子、櫨本和代、坂井邦


子、松岡緑、横川裕見子、清水夏子、松浦賢長、安酸史子．(2011,12)．九州・沖縄の看護系


１３大学の臨地実習施設看護部責任者が大学／看護教員へ望むこと、第 31 回日本看護科学学


会、高知． 
・ 大黒えりか、北川明、安酸史子．（2012,12）．ｅラーニングにおける学習継続要因の調査、


第31回日本看護科学学会、高知． 
<シンポジウム> 


・ 安酸史子．(2009,2)．糖尿病患者を支える心理的アプローチ、糖尿病学の進歩、シンポジスト．


松本． 
・ 安酸史子．(2009,9)．患者教育専門家の立場で－慢性疾患患者に対するセルフマネジメント支


援について．日本看護学会成人Ⅱシンポジウム「その人らしく輝けるために」．鳥取． 
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・ 安酸史子．(2009,9)．シンポジスト「看護実習教育で学生の実践力を培う」．日本看護学教育


学会．北見． 
・ 安酸史子．(2009,9)．シンポジスト「新人看護師に求められる看護技術とケアリング・マイン


ド育成の狭間」．日本医療マネジメント学会．博多． 
<パネルディスカッション報告> 


安酸史子．(2009,3)．看護系大学の将来を担う教員に対するＦＤのあり方について－大学院


生・新人教員に向けての準備教育－，－大学における教授の指導力－．平成 19 年度・平成 20
年度パネルディスカッション報告．日本看護系大学協議会ファカルティ・ディベロプメント


委員会，1-46． 
<報告書> 


・ 名和田新、安酸史子、大池美也子、北原悦子、正野逸子、室屋和子、松浦賢長、厳紅、北川


明、小森直美、樋口善之、他（2010 年）．看護系大学から発信するケアリング・アイランド


九州沖縄構想プロジェクト中間報告書．（平成 21 年度 大学充実のための戦略的大学連携支


援プログラム） 
・ 名和田新、安酸史子、大池美也子、北原悦子、正野逸子、室屋和子、松浦賢長、厳紅、北川


明、山住康恵、清水夏子、他（2011 年）．看護系大学から発信するケアリング・アイランド


九州沖縄構想プロジェクト中間報告書．（平成 21 年度 大学充実のための戦略的大学連携支


援プログラム） 
③過去の主要業績 


・ 安酸史子：「糖尿病患者の食事自己管理に対する自己効力感尺度の開発に関する研究」（博士


論文）、東京大学，1997． 
・ 藤岡完治、安酸史子、他：「学生とともに創る臨床実習指導ワークブック第２版」、医学書院、


2001. 
・ 安酸史子：改訂２版「糖尿病患者のセルフマネジメント教育 エンパワメントと自己効力」、


メディカ出版、2010． 
 
３．外部研究資金 


・ 文部科学省、基盤研究（Ｂ）、経験型実習教育の研修プログラムの有効性に関する研究、３６


０万、平成２１年度から平成２４年度． 
・ 厚生労働科学研究費補助金、免疫アレルギー疾患予防・治療研究に係る企画及び今後の方向


性の策定に関する研究（Ｈ２３－免疫－指定－００２），「慢性疾患患者へのセルフマネジメ


ントプログラムの効果の検証」分担代表，４００万，平成２３年度から平成２５年度． 
 
５．所属学会 


日本看護学教育学会理事、日本看護科学学会理事、日本教師学学会理事、日本健康教育学会


評議員、日本看護研究学会評議員、日本糖尿病教育看護学会 
 
６．担当授業科目 


<学部> 


継続看護教育論・２単位・編入３年・前期、教師論・２単位・３年前期、看護実践論(学部


生)・１単位・３年前期、看護実践論（編入生）・１単位・３年前期集中、看護教育学・２単


位・４年前期、看護管理論・２単位・４年後期、ケアリングと教育・２単位・４年前期、専


門看護学ゼミ・２単位・４年前期 
<大学院> 


看護教育学特論・２単位・1 年前期、看護教育学演習・2 単位・1 年後期、看護教育学・２単


位・１年後期、基盤看護学特別研究・8単位・修士2年・通年 
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７．社会貢献活動 


・ メディカ出版発行月刊誌『糖尿病ケア』編集長 
・ 筑豊市民大学ゼミ「ヘルシー・エイジング」担当 
・ 国際ケアリング学会プログラム委員長 
・ 第22回日本看護学教育学会学術集会企画委員 


 
８．学外講義・講演・ワークショップ 


<学外講義> 


・ 安酸史子．(2011)．実習指導者講習会フォローアップ研修、岡山県看護協会，岡山 
・ 安酸史子．(2011)．プリセプティ指導について，済生会山口総合病院プリセプター研修，山口 
・ 安酸史子．(2011)．よりよい論文査読のために，日本糖尿病教育・看護学会編集委員会主催研


修，大阪． 
・ 安酸史子．(2011)．看護教育論，岡山大学大学院，岡山 
・ 安酸史子．(2011)．プリセプター制度について，宮崎国立病院，宮崎 
・ 安酸史子．(2011)．ケアリング理論について，名桜大学 
・ 安酸史子．(2011)．第２回認定看護師教育課程フォローアップ研修，福岡県立大学看護実践教


育センター，博多 
・ 安酸史子．(2011)．患者教育に必要な教育技法，看護協会認定看護師養成講習，東京 
・ 安酸史子．(2011)．患者教育に必要な教育技法，日本赤十字看護大学認定看護師養成講習，東


京 
・ 安酸史子．(2011)．自分らしく病気とつきあうために，日本セルフマネジメント協会，熊本 
・ 安酸史子．(2011)．実習指導概論，福岡県実習指導者講習会，博多 
・ 安酸史子．(2011)．プリセプターとしての指導のあり方，山口赤十字病院，山口 
・ 安酸史子．(2011)．患者の行動変容を促すアプローチ，愛媛大学，松山 
・ 安酸史子．(2011)．実践能力を育成する臨床実習と教育評価，東邦大学佐倉看護専門学校，佐


倉 
・ 安酸史子．(2011)．アメリカの看護教育改革，名桜大学，名護 
・ 安酸史子．(2011)．経験型実習教育，名桜大学，名護 
・ 安酸史子．(2011)．実習指導概論，岡山県看護実習指導者講習会，岡山 
・ 安酸史子．(2011)．患者さんのやる気を信じるセルフマネジメント教育、慢性疾患セルフマネ


ジメント協会，熊本 
・ 安酸史子．(2011)．介護実習教育に求められる指導者の役割、平成23年度介護実習研修会、 
・ 熊本． 
・ 安酸史子．(2011)．教員と指導者と学生が力あわせをして楽しく意味ある臨床実習にするため


の知恵を出し合おう！、あさくら看護学校合同研修会、福岡． 
・ 安酸史子．(2011)．糖尿病患者の心理、平成23年度長崎県糖尿病看護実践に強い看護師育成 
・ 研修会、長崎． 
・ 安酸史子．(2011)．患者さんのやる気を信じる療養指導、第６回中四国糖尿病研修セミナー、


島根． 
・ 安酸史子．(2011)．セルフマネジメント及び関連理論について、広島大学大学院講義、広島． 
・ 安酸史子．(2011)．教育能力向上のための研修会｢ポートフォリオを活用したプロジェクト学


習｣、日本看護学教育学会教育活動推進委員会、博多． 
・ 安酸史子．(2011)．教育能力向上のための研修会｢ポートフォリオを活用したプロジェクト学


習｣、日本看護学教育学会教育活動推進委員会、東京． 
９．附属研究所の活動等 


看護実践教育センター長 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 准教授 氏名 石田 智恵美 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


九州大学大学院人間環境学府 発達・社会システム専攻 教育学コース 博士後期課程 


単位取得退学。 
学習者の知識構造を踏まえ，構造化を促進するための教授方略の研究・開発を行っている。


また，その成果を授業で実践し，「わかる授業」を目指した授業研究も実施している。その他，


卒後教育の一貫として，卒後 1～2 年目の看護職者を対象とした，タスクマネージメント研修


を行っている。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 浦田喜久子，喜多悦子，丸山嘉一，小原真理子，三井俊介，板垣知佳子，菅原えりさ，東智


子，荒井美千代，阿部妙子，竹内幸枝，本田多美枝，江藤節代，石田智恵美，姫野稔子，小


林裕美，石橋通江，中村光江，高岸壽美，松尾文美，池田由美子，田中康夫，関育子，上村


朋子，森山ますみ，KEPERAWATAN BENCANA（インドネシア：災害看護学） 2009年4
月 


・ 浦田喜久子，喜多悦子，丸山嘉一，小原真理子，三井俊介，板垣知佳子，菅原えりさ，東智


子，荒井美千代，阿部妙子，竹内幸枝，本田多美枝，江藤節代，石田智恵美，姫野稔子，小


林裕美，石橋通江，中村光江，高岸壽美，松尾文美，池田由美子，田中康夫，関育子，上村


朋子，森山ますみ，災害看護学・国際看護学 看護の統合と実践[3] 2010年1月 医学書院 
・ 喜多悦子，上村朋子，山勢善江，孫田千恵，森山ますみ，姫野稔子，小林裕美，石田智恵美，


石橋通江，新沼剛，本田多美枝，災害看護学（ベトナム語） 2011年3月 
・ 喜多悦子，上村朋子，山勢善江，孫田千恵，森山ますみ，姫野稔子，小林裕美，石田智恵美，


石橋通江，新沼剛，本田多美枝，Disaster Nursing（ベトナム語第2版）第2章 Ⅲ被災者統


制に応じた災害看護の展開 １．小児対する災害看護、２．母性に対する災害看護 


pp.62-78. 2012年3月 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


石田智恵美、久米弘，看護師のタスクマネージメントのための卒後教育に関する研究（4）-卒
後 3年目研修の改善と評価‐、第 28回日本看護科学学会学術集会 2008年 12月、福岡 


③過去の主要業績 


・ 石田智恵美，久米弘 看護学生のための知識の構造化のための講義・演習・実習連携評価モ


デル 大学教育第10号 九州大学高等教育総合開発研究センター pp.77-97. 2004. 
・ 石田智恵美 看護学実習における臨床指導者を含めた教材化と教師の役割 九州大学大学院教


育学コース院生論文集 飛梅論集第6号 pp.23-48. 2006. 
・ 石田智恵美 動的なプログラム学習による学習者の知識の構造化に関する研究－会話による


知識構造推測型の発問生成ストラテジーの効果－ 教育学習心理学研究 第 3 巻 第 2 号 


pp.37-53. 2007. 
 


３．外部研究資金 


科学研究費補助金（基盤研究 C）交付 課題番号：20592530 看護学生の知識の構造化を目指


した複数判断基準活用のためのカリキュラム開発研究 2008年～2011年度 
 


５．所属学会 


日本教育工学会，日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本教授学習心理学会，日本赤


十字看護学会，母性衛生学会，日本国際医療保健学会 
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６．担当授業科目 


<学部> 


教養演習・1 単位・1 年・前期，ケアリングと教育・2 単位・人間社会学部 2 年＆看護学部 4
年・前期，看護への招待・1 単位・1 年・前期，看護教育学・２単位・４年・前期，看護実践


論・１単位・3年・前期、看護実践論・１単位・編入3年・前期，継続看護教育論・2単位・3
年・前期，教師論・２単位・４年・前期，統合実習・２単位・４年・通年，専門看護学ゼ


ミ・2単位・4年・前期，教師論・2単位・4年・前期 国際看護論・2単位・4年・前期  
<大学院> 


看護教育学特論・2 単位・1 年・前期，看護教育学演習・2 単位・1 年・後期，看護教育学・2
単位・1年・後期，基盤看護学特別研究・８単位・1～2年・通年 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡赤十字病院 卒後教育（卒後1年目，2年目の看護職を対象としたタスクマネージメント


研修の開催） 
・ ケアリング・アイランド九州沖縄構想、戦略連携室教員 


 
８．学外講義・講演 


日本赤十字九州国際看護大学 生活援助方法（応用編） 看護場面におけるタスクマネージメ


ントの考え方とその活用方法：講義 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 准教授 氏名 芋川 浩 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1992 年名古屋大学大学院理学研究科博士後期課程修了(理学博士)。その後、日本学術振興


会・特別研究員(PhD)、科学技術振興機構 ERATO プロジェクト・グループリーダー、


University College London(UCL)上級研究員、理化学研究所・発生再生総合科学研究センタ


ー上級研究員を経て、2005年本学に着任。 
現在、再生医療に関する研究を、脊椎動物で唯一手足などを再生できるイモリという動物


やマウスを用いて解析している。ヒトなどは、一度手足や臓器を失うと、元通りに再生させ


ることはできないが、有尾両生類の仲間であるアカハライモリという動物は、手足や各臓器


を失っても、元通りに再生できるのである (イモリはトカゲやヤモリとは違います)。また、


近年のめざましい生命科学の進歩により、手足をつくる重要な遺伝子群がよくわかってきた。


その結果、手足をもつ脊椎動物は、全く同じ遺伝子を利用して手足を形成することもわかっ


た。この二つの事実を総合すると、「同じ遺伝子を持っているにも関わらず、どうしてイモリ


は手足を再生できてヒトは再生できないのか」という疑問が生じる。現在その疑問を遺伝子レ


ベルで解明しようと研究を進めている。その疑問を解決できれば、ヒトも手足を再生できる


可能性が非常に高いと考えている。なぜなら、手足を形作る遺伝子とメカニズムは、ヒトも


イモリも全く同じなのだから！！実際、近年アメリカ国防省が戦場で手足を失った兵士の再


生を国家プロジェクトとして進めていることは有名である。 
また、このような分子生物学的アプローチによる看護学に関わる研究なども精力的に行っ


ており、独自開発した「スキンクリーム」が現在産学官連携プロジェクトとして特許出願及び


商品化が進行中である。 
  


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 芋川 浩、小関 尚子、『エタノール綿を用いた塗擦消毒効果の検討』 Expert Nurse、Vol.24 
No.10, p.96-p.99 (2008) 


・ 芋川 浩、『四肢再生過程に発現するFGF9遺伝子の単離』 、福岡県立大学看護学研究紀要、


Vol.7 No.1, p.1-p.5 (2009) 
・ 芋川 浩、『RNA 干渉法（RNAi）を用いた培養細胞の骨格筋細胞への分化阻害』 、福岡県


立大学看護学研究紀要、Vol.7 No.1, p.6-p.9 (2009) 
・ 芋川 浩、『表皮上の細菌数は酢による処置で大幅に減少する』 、福岡県立大学看護学研究


紀要、Vol.7 No.2, p.34-p.39  （2010） 
・ 芋川 浩、『在宅における口腔内細菌の除去方法の検討①－健常者の舌に注目して－』 、福


岡県立大学看護学研究紀要、Vol.7 No.2, p.40-p.46  （2010） 
・ 芋川 浩、『高齢者を対象とした黄色ブドウ球菌の検出頻度とエタノール綿塗擦消毒効果』 、


福岡県立大学看護学研究紀要、Vol.8 No.2, p.53-p.59（2011） 
 
②その他最近の業績 


・ Yutaka Imokawa,『Molecular mechanism of the initiation on both lens and limb 
regeneration』British Society of Developmental Biologist, Section Meeting (2008, London) 


・ Yutaka Imokawa,『The Analysis of regeneration ｍechanism, using newt cell culture 
system』British Society of Cell Biologist, Workshop (2008, London)  


・ 芋川 浩、『井守から見る生命の不思議、イモリの再生の不思議--イモリってすごい！』日本


動物学会イモリネットワーク分科会 市民公開講座 (2009, 取手) 
・ 芋川 浩、『イモリの再生の過去と未来』日本動物学会第80回大会シンポジウム(2009年 静


岡) 
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・ 芋川 浩、『エタノール綿を用いた塗擦消毒効果の細菌学的検討』日本看護研究学会 第 35
回学術集会(2009年 横浜) 


・ 芋川 浩、『脊椎動物の再生メカニズム』心血管再生医学研究会 第10回シンポジウム(2009
年 京都) 


・ 芋川 浩、『酢は簡易消毒液として70%エタノールの代用として利用できる』日本看護研究学


会 第36回学術集会(2010年 岡山) 
・ 芋川 浩、『エタノール綿を用いた塗擦消毒効果の再検討 part2』日本看護研究学会 第 37


回学術集会(2011年 横浜) 
③過去の主要業績 


・ Y. Imokawa & K.Yoshizato. Expression of Sonic Hedgehog Gene in Newt Regenerating 
Limb Blastemas Recapitulates That in Developing Limb Buds 
Proc. Natl. Acad. Sci. USA 94, 9159-9164 (1997). 


・ Y. Imokawa & J. P. Brockes. Selective Activation of Thrombin is a Critical Determinant for 
Vertebrate Lens Regeneration. 
Curr. Biol. 13, 877-881 (2003). 


・ Y. Imokawa, A. Simon & J. P. Brockes. A Critical Role for Thrombin in Vertebrate Lens 
Regeneration.Philos. Trans. R. Soc. Lond. B. Biol. Sci., 359, 765-776 (2004). 


・ Y. Imokawa, P. B. Gates, Y-T Chang, H-G. Simon & J. P. Brockes.Distinctive Expression of 
Myf-5 in Relation to Differentiation and Plasticity of Newt Muscle Cells. 
Int. J. Dev. Biol., 48, 285-291 (2004). 


・ 再生―甦るしくみ― 吉里勝利編（第2－3章）羊土社 
 


３．外部研究資金 


平成 23 年度 外部企業との共同研究費、190,000 円、(平成 23 年 2 月－平成 23 年 3 月) 「天然


素材を用いた新規スキンクリームの開発とその効果の検討」 
 


５．所属学会 


日本発生生物学会、日本分子生物学会、日本動物学会、日本看護研究学会、日本遺伝看護学


会 
 


６．担当授業科目 


生物学・２単位・１年・前期、実験看護学演習Ⅱ・１単位・編入生・前期、化学・２単位・


１年・後期、遺伝学・２単位・１年・後期、看護生化学・２単位・１年・後期、実験看護学


演習 A・１単位・２年＆編入生・前期、実験看護学演習 B・１単位・２年＆編入生・前期、専


門看護学ゼミ・２単位・４年・前期、卒業研究・２単位・４年・後期、日本事情(科学事情


I&II) ・２単位・交換留学生・後期、がん病態学・２単位・大学院修士１年・前期 
 


７．社会貢献活動 


・ 平成23年度教員免許状更新講習 「からだの不思議」（平成23年08月17日） 
・ 「産学連携による新生活産業創出として、サンヨー工機(株)と提携契約＆共同研究開始 
・ 平成23年04月27日 福岡県立直方高等学校（高校訪問） 
・ 平成23年08月26日 九州国際大学付属高等学校（高校訪問） 
・ 平成23年09月09日 福岡県立福島高等学校（高校訪問） 
・ 平成23年10月06日 福岡県立嘉穂東高等学校（高校訪問） 


  


９．附属研究所の活動等 


・ 外部資金獲得＆共同研究契約締結（サンヨー工機(株)） 
・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 准教授 氏名 杉野 浩幸 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


広島大学大学院工学研究科博士課程後期修了、博士（工学）。細菌学演習を中心とした授業


改善・教材開発、看護職を対象とした学会発表支援・情報機器操作支援（Microsoft Office 
Specialist 取得）など、ICT テクノロジーを活用した研究・教育を行っている。現在の研究テ


ーマは、1）看護系教育機関における効果的な細菌学演習マニュアルの作成、2）中堅看護従事


者のための学会参加支援プログラムの開発、3）看護師、看護学部教員を対象とした細菌培養


実験の指導、4）看護系教育機関における効率的な細菌学演習を支援するデータベースの構築


と運用（文科省科学研究費） 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、2009年4月．看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelのら


くらく操作と裏ワザ、Word編その1：Wordの基本！4通りのソフト操作、看護きろくと看護


過程、vol.19 no.1 pp70-73  . 
・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、2009年6月．看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelのら


くらく操作と裏ワザ、Word 編その 2：基本的な書式を設定する、看護きろくと看護過程、


vol.19 no.2 、pp59-65. 
・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、2009年8月．看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelのら


くらく操作と裏ワザ、Word 編その 3：図表のレイアウト、看護きろくと看護過程、vol.19 
no.3、pp56-62. 


・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、2009年10月．看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelの
らくらく操作と裏ワザ、Word 編その 4：実際に学会抄録を作成してみよう、看護きろくと看


護過程、vol.19 no.4、pp49-55 
・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、2009年12月．看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelの


らくらく操作と裏ワザ、Word 編その 5：知っておくと便利な Word の裏技集、看護きろくと


看護過程、vol.19 no.5、94-100 
・ 杉野浩幸、樋口善之、北川明、看護系学会抄録を作ろう！ Word & Excelのらくらく操作と


裏ワザ、Excel 編：知っておくと便利な Excel の裏技集、2010 年 2 月、看護きろくと看護過


程、vol.19 no.6、pp47-52 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、パソコンが苦手な方へ、2010年4月、看護きろくと看護過程、Vol.20 no.1、pp84-87 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、個人データが流出した！-情報セキュリティ、個人情報保護、2010年6月、看護きろく


と看護過程、Vol.20 no.2、pp95-99 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、大事なデータが消えてしまった！：情報管理、2010 年 8 月、看護きろくと看護過程、


Vol.20 no.3、pp101-105 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、安全で確実なデータの受け渡し：情報交換、情報共有、2010年10月、看護きろくと看


護過程、Vol.20 no.4、pp57-61 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、PDF を活用しよう！：情報の加工、編集、2010 年 12 月、看護きろくと看護過程、


Vol.20 no.5、pp85-88 
・ 杉野浩幸、看護職のための情報機器活用テクニック、もっとスマートにパソコンを使いこな


そう、便利なサービスを利用する：情報サービス活用について、2011 年 2 月、看護きろくと


看護過程、Vol.20 no.6、pp47-51 
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・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのためのPCテクニック Word 編-1：書式のコピー/貼り付


け、2011年3月、月刊ナーシング、vol.31 no4、pp126-127 
・ 杉野浩幸、明日から使えるPCテクニック Word-2：「改ページ」機能の活用、2011年4月、


月刊ナーシング、vol.31 no.6、pp146-147 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのための PC テクニック Word-3：Word 2007 の操作は


2003よりもはるかに便利、2011年5月、月刊ナーシング、vol.31 no.7、pp120-121 
・ 杉野浩幸、デイサービスを PR する！ ホームページの作り方 何から準備すればよいか、


2011年5月、通所介護＆リハ、vol.9 no1、pp42-43 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのためのPCテクニック Word-4：Wordでのグラフの扱い


方、2011年6月、月刊ナーシング、vol.31 no.8、pp116-117 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのためのPCテクニック Excel-1：データの見つけ方 2011


年7月、月刊ナーシング、vol.31 no.9、pp122-123 
・ 杉野浩幸、デイサービスをPRする！ ホームページの作り方 ホームページに掲載する内容、


2011年7月、通所介護＆リハ、vol.9 no.2、pp88-90 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのための PC テクニック Excel-2：セル選択の快適術、


2011年8月、月刊ナーシング、vol.31 no.10、pp120-121 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのための PC テクニック Excel-3：グラフの簡単な修正術 


2011年9月、月刊ナーシング、vol.31 no.11、pp118-119 
・ 杉野浩幸、デイサービスをPRする！ ホームページの作り方 分かりやすいホームページの


構成、2011年9月、通所介護＆リハ、vol.9 no.3、pp68-71 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのための PC テクニック Excel-4：プリントミスをなくす、


2011年10月、月刊ナーシング、vol.31 no.13、pp150-151 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのための PC テクニック PowerPoint-1：画像、グラフの


便利な配置術、2011年11月、月刊ナーシング、vol.31 no.14、pp106-107 
・ 杉野浩幸、デイサービスをPRする！ ホームページの作り方 ホームページのクオリティを


上げるには、2011年11月、通所介護＆リハ、vol.9 no.4、pp58-61 
・ 杉野浩幸、明日から使えるナースのためのPCテクニック PowerPoin-2：デザインの効率的


な加え方 2011年12月、月刊ナーシング、vol.32 no.1、pp72-73 
・ 杉野浩幸、明日から使える PC テクニック PowerPoint-3：スライド内画像の加工・調整 


2012年1月、月刊ナーシング、vol.32 no.2、pp122-123 
・ 杉野浩幸、看護研究のための細菌学実験①、手指常在菌の検出と消毒効果（Staphylococcus


属）、2012年1月、看護実践の科学、vol.37 no.2、pp52-55 
・ 杉野浩幸、デイサービスをPRする！ ホームページの作り方 より多くの方にホームページ


を見てもらうには、2012年1月、通所介護＆リハ、vol.9 no.5、pp82-84 
・ 杉野浩幸、明日から使えるPCテクニック PowerPoint-4：100MB以上のファイルを小さく


する方法、2012年2月、月刊ナーシング、vol.32 no.3、pp142-143 
・ 杉野浩幸、看護研究のための細菌学実験②、咽頭常在菌の検出（Staphylococcus 属、


Neisseria属）、2012年2月、看護実践の科学、vol.37 no.3、pp56-59 
・ 杉野浩幸、デイサービスをPRする！ ホームページの作り方 ホームページ管理、更新につ


いて、2012年3月、通所介護＆リハ、vol.9 no.6 
・ 杉野浩幸、ナースのためのカンタンすぐできるプレゼンテーション資料作成テクニック、第 1


回、スライドの追加、削除、入れ替え、2012年3月、月刊ナーシング、vol.32 no.4 
・ 杉野浩幸、看護研究のための細菌学実験③、口腔常在菌の検出（Streptococcus 属、


Haemophilus属）、2012年3月、看護実践の科学、vol.37 no.4、pp46-50 
・ 共著、平成 20 年度採択 文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム」、不登校・ひきこ


もりへの援助力養成教育、− 大学内フリースクールを活用した包括的ピアスーパービジョン


− 、平成20年度報告書、2009年3月 
・ 共著、不登校・ひきこもり対応マニュアル2009年版、2009年3月 







― 129 ― 


・ 共著、思春期やせ症防止のためのマニュアル開発に関する研究、平成 20 年度厚生労働科学研


究補助金報告書、2009年3月 
・ 共著、「わかりやすい！」と言ってもらえる看護研究発表資料の作りかた、2009 年 8 月、ス


マートナース、vol.11 no.8、pp55-68   
・ 共著、子どもの社会的自立を目指す 不登校・ひきこもりサポートマニュアル、2009 年 9 月、


少年写真新聞社 
・ 共著、平成 20 年度採択 文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム」、不登校・ひきこ


もりへの援助力養成教育、− 大学内フリースクールを活用した包括的ピアスーパービジョン


− 、中間報告書、2010年4月 
・ 共著、不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての考


察―、2010年12月、福岡県立大学看護学部紀要、第8巻，第1号、pp11-18 
・ 共著、大学生ボランティアによる学校の児童生徒への支援ニーズに関する研究、2010年12月、


福岡県立大学看護学部紀要、第8巻，第1号、pp1-9 
・ 共著、学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する学校内協働の視


点から～、2010 年、厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用に関


する研究」報告書，pp68-75 
・ 共著、平成 20 年度採択 文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム」、不登校・ひきこ


もりへの援助力養成教育、− 大学内フリースクールを活用した包括的ピアスーパービジョン


− 、平成22年度報告書、2011年3月 
・ 共著、思春期やせ症への対応マニュアル、2011年7月15日、少年写真新聞社 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 杉野浩幸、看護学部教育における安全で効果的な細菌学演習マニュアルの開発、日本看護学


教育学会・学術集会 2009年9月、北見（日本赤十字北海道看護大学） 
・ 杉野浩幸、細菌学演習時の出欠席とカメラ機能活用に向けた携帯電話使用への意見あるいは


認識、日本看護学教育学会・学術集会、2010年7月、大阪（大阪国際会議場） 
・ 杉野浩幸、感染看護の理解力向上を目指す授業改善：細菌学演習において感染防御に関わる


細胞組織観察を取り入れた事例、日本看護学教育学会・学術集会、2011 年 8 月、大宮（大宮


ソニックシティ） 
<フォーラム発表> 


・ 「公立大学協会60周年記念シンポジウム」ポスター発表、2009年12月、東京 
・ 平成20年度「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2009年1月、横浜 
・ 平成21年度「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2010年1月、東京 
③過去の主要業績 


・ H. Sugino, M. Sasaki, H. Azakami, M. Yamashita, and Y. Murooka, A 
monoamine-regulated Klebsiella aerogenes operon containing the monoamine oxidase 
structural gene (maoA) and the maoC gene. 1992. J. Bacteriol. 174:2485-2492 


・ H. Sugino, Y. Terakawa, A. Yamasaki, K. Nakamura, Y. Higuchi, J. Matsubara, H. 
Kuniyoshi, and S. Ikegami, Molecular characterization of a novel nuclear 
transglutaminase that is expressed during starfish embryogenesis. 2002, Eur. J. Biochem. 
269: 1957-1967 


・ H. Sugino, S. Furuichi, S. Murao, M. Arai and T. Fujii, Characterization of a 
Rhodotorula-lytic enzyme from Paecilomyces lilacinus having ß-1,3-mannanase activity. 
2004, Biosci. Biotechnol. Biochem. 68:757-760 
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３．外部研究資金 


平成 23 年度文部科学省科学研究費助成事業、科学研究費補助金（基盤（C））、看護系教育機


関における効率的な細菌学演習を支援するデータベースの構築と運用、2,400 千円、平成 23 年


度～平成 25年度、研究代表者 
 


５．所属学会 


日本看護学教育学会 
 


６．担当授業科目 


教養演習・1単位・1年・前期、感染看護学・1単位・1年・後期、実験看護学演習・4単位・2
年・前期、実験看護学演習 II・4 単位・編入 3、4 年・前期、看護研究・1/15 単位・3 年・後期、


専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 田川地区対象PC講習会、すぐに使えるPCテクニック 
 


９．附属研究所の活動等 


・ 不登校・ひきこもりサポートセンター：教育 GP 平成 22 年度実績報告書に対する質問項目へ


の回答書類作成 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 江上 千代美 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


「目は心の鏡」に、代表されるように、目の動きは人の精神生理的な指標であり、目の動き


にはさまざまな人の行動理解や支援の手がかりが含まれています。現在はこの目の動きを基


に、発達障害の対人的視覚認知機能障害や不注意等の解明と支援につながる研究を行ってい


ます。また、今まで行ってきた目の動きの研究を医療安全教育に応用する研究を始めました。


さまざまな看護場面におかれたときに看護者や看護学生はどのよう目の動きをするのか、教


育や経験により異なるのかという検討を基に、どのような医療安全教育の必要性があるのか、


どのような集団教育および個人教育につなげる必要があるのか課題提示と支援プログラム開


発の取り組みを始めました。 
発達障害児・者の認知機能評価である CogHealth を用いて、①健常児の発達、②注意欠陥


多動性障害の特徴、③行動療法および薬物療法の効果等について検討しています。これらの


知見をもとに、注意欠陥多動性障害をもった人および保護者への生活支援につなげる取り組


みを行っています。 
冷え症・便秘・不眠等に効果があるといわれる温罨法の研究を行っています。「温める」こ


との生理的反応をさまざまな角度から検討し、安全な温罨法の適用範囲と日常生活支援につ


ながる温罨法の基礎研究を行っています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<論文> 


・ 江上千代美，田中美智子,近藤美幸，江上千代美,室弥雅子,続米佳子,松本佐登弥, 松林史恵,福
田恭介,看護場面における学生の危険認知と眼球運動との関係 印刷中 


・ Yushiro Yamashita , Akiko Mukasa , Chizuru Anai , Yuko Honda , Chie Kunisaki ,Junichi 
Koutaki, Yahuhiro Tada, Chiyomi Egami, Naoko Kodama, Masayuki Nakashima, 
Shin-ichiro Nagamitsu , Toyojiro Matsuishi:Summer treatment program for children with 
attention deficit hyperactivity disorder: Japanese experience in 5 years. Brain Dev. 33, 
260-7, 2011. 


・ 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、山下裕史朗、松石豊次郎．笑顔図の探索眼球運動から


類推される対人性視覚認知機能の発達,脳と発達42(5):340-5,2010. 
・ 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、大矢崇志、山下裕史朗、松石豊次郎．アスペルガー障


害児と健康児における探索眼球運動の比較検討、臨床神経生理学,38:63-70,2010. 
・ Egami C ,Morita K, Ohya T, Ishii Y, Yamashita Y, Matsuishi T: Developmental 


characteristics  of  visual  cognitive  function  during  childhood  according to 
exploratory eye movements. Brain Dev. 31(10), 750-7, 2009. 


・ 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、山下裕史朗，松石豊次郎．探索眼球運動評価による小


児期の視覚認知機能の特徴、臨床神経生理学35（6）, 479-486, 2008．  
・ 江上千代美、日隈眞智子、自己効力感が授業過程評価に与える影響、日本看護学校協議会雑


誌 163-164, 2008.  
・ 江上千代美. 看護学生の首尾一貫感覚と精神的健康度との関係.日本心身健康学会 4(2), 


43-48, 2008. 
②その他最近の業績 


・ 江上千代美、田中美智子、近藤美幸、福田恭介(2011). 眼球運動指標を用いた看護学生の臨地


実習体験と危険認知との関係, 日本看護技術学会,東京. 


・ 江上千代美、田中美智子、近藤美幸、福田恭介(2011).危険認知と眼球運動との関係, 看護人


間工学部会,東京. 
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・ 江上千代美，近藤美幸，長坂 猛，井垣 通人，田中美智子（2010）．下腹部温罨法と腰部温


罨法が生理的反応に及ぼす効果の検討，日本看護技術学会，名古屋. 


・ 近藤美幸，江上千代美，長坂 猛，井垣 通人，田中美智子（2010）．腰部温罨法がもたらす


体温変化と循環反応，日本看護技術学会，名古屋. 


・ 田中美智子，近藤美幸，江上千代美，長坂 猛（2010）．卵胞期と黄体期における入眠時の自


律神経反応，日本看護技術学会，名古屋. 


・ 長坂 猛，近藤美幸，江上千代美，田中美智子（2010）．高齢者における入眠時の自律神経反


応－2事例－の検討，日本看護技術学会，名古屋. 


・ 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、大矢崇志、山下裕史朗、松石豊次郎．探索眼球運動評


価によるアスペルガー障害の対人的視覚認知機能,脳と発達，日本小児神経学会,福岡． 
・ 江上千代美、森田喜一郎、石井洋平、大矢崇志、山下裕史朗、松石豊次郎．探索眼球運動評


価によるアスペルガー障害の対人的視覚認知機能,脳と発達，日本小児神経学会,福岡． 
・ 江上千代美、山下裕史朗、中島範子、澁谷郁彦、原宗嗣、大矢崇志、中島正幸、河野敬子、


永光信一郎、松石豊次郎．ADHD児へのSTP（サマー･トリートメント･プログラム）の効果，


日本小児神経学会，福岡． 
・ 江上千代美、山下裕史朗．「CogHealth：ADHD バッテリー」を用いた健常児の認知機能の


発達．日本LD学会，愛知． 
③過去の主要業績 


・ Sachiko Nishiura, Youko Nakashima, Keiichiro Mori, Takayuki Kodama, Satoshi Hirai, 
Takatsugu Kurakake, Chiyomi Egami, and Kiichiro Morita．A life span study of 
exploratory eye movements in healthy subjects：Gender Differences and Affective 
Influences，The Kurume Medical Journal, 54, 65-72, 2007．  


・ 立松康弘、森田喜一郎、川辺千津子、中島洋子、岡本泰弘、江上千代美、小路純央、情動関


連眼球運動を精神生理学的指標にしたうつ病患者の寛解過程、久留米医学会雑誌、


70,361-368,2007．  


 


３．外部研究資金 


・ 奨励研究（プロジェクト研究） 
・ 科学研究費(基盤C) 


 


５．所属学会 


日本臨床神経生理学会会員、日本小児神経学会会員、日本 LD 学会会員、日本看護学教育学会、


会員、日本看護研究学会会員、日本看護技術学会会員、日本人間工学会看護人間工学部会員 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


実験看護学演習・1単位・2年次・前期，生態機能看護学Ⅰ・2単位・1年次・前期，生態機能


看護学Ⅱ・2 単位・1 年次・後期，教養演習・１単位・1 年次・前期，総合実習・2 単位・4 年


次・前期，専門看護学ゼミ・2単位・4年次・前期，卒業研究・2単位・4年次・前期 
<大学院> 


実験看護学特論・2 単位・大学院 1 年次・前期，実験看護学演習・2 単位・大学院 1 年次・後


期 
 


９．附属研究所の活動等 


・ 久留米大学小児科学 
・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 不登校・引きこもりサポートセンター 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 加藤 法子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


・ 基礎看護学の教育方法に関する研究 
基礎看護実習における学生の看護師のイメージや学習意欲、思考動機などの変化を基礎看


護実習の前後で比較を行い、学生に対する実習教育方法や学習効果の評価について検証を行


っている。また、基礎看護技術においては、基礎看護技術の科学的検証を行い、科学的根拠


に基づいた看護技術教育プログラムの開発に向けた検討を行っている。 
・ 高齢患者への外来教育方法の検討 


高齢の在宅酸素療法患者を対象に自己管理能力に基づいた外来教育方法について検討して


いる。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


永嶋由理子，渕野由夏，津田智子，加藤法子，藤野靖博，於久比呂美：基礎看護学．安酸史


子，北川明編，佐藤香代監修，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分


けBook 2012年，メディカ出版，2011． 
②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 於久比呂美、永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子：臨床看護師の実践経験と自己教育力の関係


性についての検討,第37回看護研究学会学術集会,2011． 
<調査研究報告書> 


・ 永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子：高齢在宅酸素療法患者の日常生活行動及び肺機能の実態


とその評価－高齢在宅酸素療法患者の外来教育プロトコールの開発に向けて－．平成19-20年
度研究奨励交付金研究成果報告書，2009． 


・ 永嶋由理子、渕野由夏、津田智子、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美：温度センサーを用い


た看護技術のエビデンスの検証－足浴による温熱効果の検証から－．平成19-20年度研究奨励


交付金研究成果報告書，2009． 
<その他> 


・ 永嶋由理子，加藤法子，津田智子，渕野由夏，藤野靖博，於久比呂美：看護師国家試験対策


e-learning Ｎプラス，基礎看護学（第99回看護師国家試験問題解答・解説），2010. 
・ 永嶋由理子，加藤法子，津田智子，渕野由夏，藤野靖博，於久比呂美：看護師国家試験対策


e-learning Ｎプラス，基礎看護学（第100回看護師国家試験問題解答・解説），2011. 
③過去の主要業績 


・ 加藤法子, 佐藤友美, 髙橋清美, 永嶋由理子, 中野榮子：基礎看護実習Iにおける実習内容の検


討 実習レポートの分析から．福岡県立大学看護学部紀要,1(1)、pp71-78、2003． 
・ 加藤法子，呼吸困難感により自宅にこもりかちな在宅酸素療養患者．安酸史子，奥祥子編，患


者がみえる成人看護の実践，メディカ出版，2007． 


・ 加藤法子．呼吸器系器官に問題のある対象へのフィジカル・アセスメント．臨床看護，34
（４），457-490．2008． 


・ 加藤法子，渕野由夏，永嶋由理子，津田智子，山名栄子，中野榮子：基礎看護実習Ⅰにおける


教育効果の検討：実習前後の学習意欲の変化から．福岡県立大学看護学研究紀要，5(2)，
52-60．2008． 


・ 渕野由夏，永嶋由理子，加藤法子：在宅酸素療法患者の健康管理行動の実態．福岡県立大学


看護学部紀要，3(1)，p.33-37，2005． 
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３．外部研究資金 


文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(Ｃ)， 看護技術の適応的熟達に伴う思考と感情の変


化過程に関する実験検証（課題番号：23593178），平成 23～25年度，研究分担者． 
 


５．所属学会 


日本看護協会、日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本協同教育学会 
  


６．担当授業科目 


<学部> 


基礎看護実習Ⅰ・１単位・１年・前期、基礎看護技術論・２単位・１年・後期、フィジカル


アセスメント論・１単位・２年・前期、看護過程・１単位・２年・前期、基礎看護実習Ⅱ・


２単位・２年・前期、シンプトンマネジメント論・１単位・２年・後期、家族看護論・２単


位・２年・後期、総合実習・３単位・４年・前期、専門看護学ゼミ・２単位 ・４年・前期 


<大学院> 


看護心理学特論・２単位・1年・前期 
 


７．社会貢献活動 


福岡県看護学会研究発表支援員（福岡県看護協会）   
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 北川 明 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


現在，看護学・保健学と情報科学との融合を目指した看護情報学を主な研究分野としてい


る．情報科学との融合とは，単に医療にコンピュータを導入するというものではなく，数学


理論や統計学を応用し，情報の収集，分析，管理を行い，サービスの向上を図るものであ


る． 
具体的には，①健康保健指導におけるe-ラーニングの教育効果と活用可能性の研究，②地域


保健活動支援システムのあり方と構築に関する研究，③テキストマイニング手法を用いた定


性データ分析方法に関する研究を行っている． 
 


２．研究業績 


①著書・論文 


<著書> 


安酸史子，北川明編，佐藤香代監修：看護師国家試験過去問題 ｢できる｣｢できない｣カード式


仕分けBook 2012年．メディカ出版，大阪，A5判，1456頁，2011． 
<論文> 


・ 松枝美智子, 坂田志保路, 安永薫梨, 浅井初, 梶原由紀子, 北川明, 中野榮子, 安酸史子, 安田


妙子, 政時和美, 松井聡子：神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の検討 因子


分析と信頼性の検証．福岡県立大学看護学研究紀要（1348-8104）9巻1号，Page1-10，2011． 
・ 恒松美輪子，北川明，山口扶弥，梯正之，烏帽子田彰：地域保健活動における ICT 活用推進


のための効果的方策に関する研究－先進的自治体の保健師に対するインタビューを通じて－．


医療情報学28巻5号，Page261-268，2009． 
<報告書> 


・ 平成 22 年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」看護系大学から発信す


るケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト中間報告書，233頁，2011．3． 
・ 北川明：うつ病ってどんな病気？．平成 22 年度福岡県立大学公開講座報告書，Page1-5，


2010． 
・ 平成 21 年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」看護系大学から発信す


るケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト中間報告書，205頁，2010．3． 
・ 他1編 
②その他の業績 


<国際学会発表> 


・ Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, Itsuko Shono, Kazuko Muroya, Shigeko Shono, Kazuyo 
Hazemoto, Kuniko Sakai, Shinobu Kinjo, Yoko Nakasone, Emiko Nakashima, Hitomi 
Tsukahara, Natsuko Shimizu, Fumiko Yasukata: Conducting needs analysis with a view 
to improving the skills of newly graduated nurses in Japan. The 22nd STTI, 11-13 July 
2011, Mexico, Cancun.. 


・ Fumiko Yasukata, Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, Natsuko Shimizu, Naomi Komori, 
Kencho Matsuura: Common issues among colleges of nursing in Japan and collaborative 
efforts by universities to solve the issues. The 22nd STTI, 11-13 July 2011, Mexico, 
Cancun. 


・ Yasue Yamazumi, Akira Kitagawa, Itsuko Ishihara, Kiyomi Takahashi, Tsuyako Hidaka, 
Hitomi Takemoto, Asako Shirouzu, Midori Matsuoka, Chika Tetsui, Hidechika Iino, 
Masako Ono, Yukiko Maeda, Etsuko Kitahara, Fumiko Yasukata: Factors that Affect 
Turnover Rate and Voluntary Quitting of Jobs by Newly Graduated Nurses. The 22nd 
STTI, 11-13 July 2011, Mexico, Cancun. 


・ 他10件 
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<学会発表> 


・ 山住康恵，北川明，松岡綠，飯野英親，前田由紀子，小野正子，日高艶子，白水麻子，高橋


清美，中島富有子，北原悦子，竹元仁美，松浦賢長，安酸史子：新人看護師の早期離職予防に


必要な職場環境に関する調査．第31回日本看護科学学会学術集会，2011．12． 
・ 前田由紀子，飯野英親，小野正子，石原逸子,高橋清美，日高艶子，白水麻子，竹元仁美，松


岡綠，中島富有子，北原悦子，山住康恵，北川明，安酸史子：新人看護師の離職防止のために


大学が取り組む支援．第31回日本看護科学学会学術集会，2011．12． 
・ 中嶋恵美子，塚原ひとみ，浦綾子，大倉美鶴，黒髪恵，田中美加，福田和美，山田小織，金


城忍，仲宗根洋子，正野逸子，室屋和子，生野繁子，櫨本和代，坂井邦子，北川明，松浦賢


長，安酸史子：大学が取り組む新人看護師に対する看護技術支援．第 31 回日本看護科学学会


学術集会，2011．12． 
・ 北川明，生野繁子，櫨本和代，坂井邦子，金城忍，中嶋恵美子，塚原ひとみ，正野逸子，室


屋和子，清水夏子，小森直美，山住康恵，安酸史子：大学卒後1年目看護師の看護技術支援に


関するニーズ．第30回日本看護科学学会学術集会，2010．12． 
・ 安酸史子，飯野英親，東玲子，小野正子，村山由起子，前田由紀子，石原逸子，高橋清美，


日高艶子，竹元仁美，白水麻子，松岡綠，北原悦子，北川明：新人看護師の離職予防に向け


たサポートモデルの開発．第30回日本看護科学学会学術集会，2010．12． 
・ 北川明，磯貝恵美，松浦賢長：テレビ会議システムを用いた遠隔健康教室の賛否についての


意識調査．第68回日本公衆衛生学会総会，2009．10． 
・ 北川明，恒松美輪子，梯正之，烏帽子田彰：テレビ会議システムを用いた遠隔健康教室の利


点と課題－住民アンケートの結果から－．第9回日本医療情報学会看護学術大会，2008． 
・ 他10件 
<商業誌掲載> 


・ 松浦賢長，北川明，安酸史子：ケアリング・アイランドウィークを終えて．福岡県病院協会


発行「ほすぴたる」1月号No.648，Page14-17，2012．1． 
・ 北川明：ケアリング SNS．福岡県病院協会発行「ほすぴたる」9 月号 No.644，Page17-19，


2011．10． 
・ 北川明，松浦賢長，安酸史子：ケアリング・アイランドウィーク．福岡県病院協会発行「ほす


ぴたる」8月号No.643，Page16-18，2011．8． 
・ 安酸史子，北川明，山住康恵：看護系 14 大学が連携するケアリング・アイランド九州沖縄構


想．看護展望36巻4号，Page23-28，2011．2． 
・ 杉野浩幸，樋口善之，北川明：看護系学会抄録を作ろう!Word&Excel のらくらく操作と裏ワ


ザ(第 6回)(最終回)Excel編知っておくと便利なExcelの裏技集．看護きろくと看護過程 19 巻


6号，Page47-52，2010．02． 
・ 杉野浩幸，樋口善之，北川明：看護系学会抄録を作ろう!Word&Excel のらくらく操作と裏ワ


ザ(第5回)Word編(その5)知っておくと便利なWordの裏技集．看護きろくと看護過程19巻5
号，Page94-100，2009．12． 


・ 北川明，中村秀敏：【e ラーニングに舵を切れ!教育から学習へ】e ラーニングの目的と期待で


きる効果 e ラーニングの効果的・効率的な導入のコツ．看護(0022-8362)61 巻 14 号，


Page054-060，2009．11． 
・ 杉野浩幸，樋口善之，北川明：看護系学会抄録を作ろう!Word&Excel のらくらく操作と裏ワ


ザ(第 4 回)Word 編(その 4)実際に学会抄録を作成してみよう．看護きろくと看護過程 19 巻 4
号，Page49-55，2009．10． 


・ 杉野浩幸，樋口善之，北川明：看護系学会抄録を作ろう!Word&Excel のらくらく操作と裏ワ


ザWord編図表のレイアウト．看護きろくと看護過程19巻3号，Page56-62，2009．08． 
・ 北川明，樋口善之，杉野浩幸：【「わかりやすい!」と言ってもらえる看護研究発表資料の作り


かた】．SmartNurse(1883-5376)11巻8号，Page899-912，2009．08． 
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・ 杉野浩幸，樋口善之，北川明：看護系学会抄録を作ろう!Word&Excel のらくらく操作と裏ワ


ザWord編基本的な書式を設定する．看護きろくと看護過程 19巻2 号，Page59-65，2009．
06． 


・ 他2編 
<取材> 


北川明：未来の看護師像とは．マイナビ看護学生，http://nurse.mynavi.jp/conts/future/ 
 


３．外部研究資金 


「eラーニングを用いるうつ病患者を対象としたセルフマネージメント教育の開発」平成 21 年


度科学研究費補助金（若手B）課題番号：21790504（平成 21年～23年） 
 


５．所属学会 


日本医療情報学会，日本看護科学学会，日本精神保健看護学会，広島保健学学会，日本公衆


衛生学会，医学生物学速報会，日本健康教育学会，日本看護学教育学会 
 


６．担当授業科目 


看護情報学・１単位・2年・後期、医療保健福祉政策論・2単位・4年・前期、総合実習・2単
位・4 年・前期、看護管理論・2 単位・4 年・後期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、卒


業研究・2単位・4年、後期、疫学・2単位・2年・前期 
情報管理・糖尿病認定看護師コース 
データ解析演習・2単位・大学院 1年・後期 


 


７．社会貢献活動 


・ ケアリング・アイランド九州沖縄構想、戦略連携室教員 
・ 福岡 eラーニング研究会幹事 
・ 直方市障害者施策推進協議会委員長 


 


８．学外講義・講演 


皮膚・排泄ケア教育課程「情報管理」，福岡県看護協会看護専門教育センター，福岡 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 小出 昭太郎 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


教育については、学生が、社会学的な研究方法や「ものの見方」を臨床や政策などの実践に


生かすことができるようになることを目標にしています。 
主な研究分野は、第1に、保健医療・社会保障の制度・政策に関して、制度・政策策定者サ


イドの視点よりも市民・患者サイドの視点に基づいた歴史研究・理論的研究・調査研究を行


ってきました。現在は、イギリスの医療保障財源の設計根拠に関する歴史研究を行っており、


この研究においても主に市民・患者サイドの視点に着目しています。第2に、健康の社会的不


平等に関する研究を行ってきました。特に、性・年齢層別の検討を行っています。 
 


２．研究業績 


②その他最近の業績 


<学会発表> 


Miyata A, Yamazaki Y, Koide S, Togari T. A Nationwide Study on the Relationship between Health, 
Health Related Behavior and Subjective Social Status in Japan. The First Asia-Pacific Conference on 
Health Promotion and Education. Chiba. 2009.7.  


③過去の主要業績 


・ 小出昭太郎・田村誠、「1991 年英国 NHS 改革後の政府規制とその背景――「病院サービス


の購入者」の設定に関する問題」、『病院管理』、第36巻第1号、1999年． 
・ 小出昭太郎・田村誠、「イギリスNHS成立時における財源調達方式の設計の根拠に関する考


察」、『医療政策に関わる一般市民・医療従事者の価値判断とその論拠（平成 10 年度～平成


12 年度科学研究費補助金（基盤研究（B）（2））研究成果報告書）（研究代表者：田村誠）』、


2001年． 
・ 小出昭太郎・山崎喜比古、「収入とgeneral health perceptionsとの関連の性・年齢による差


異」、『要介護状態及び健康の形成過程における社会経済的要因の役割に関する実証的研究（平


成14年度～平成17年度科学研究費補助金（基盤研究（A））研究成果報告書）（研究代表者：


武川正吾）』、2006年． 
 


５．所属学会 


日本保健医療社会学会、日本社会福祉学会、日本医療・病院管理学会、日本公衆衛生学会、


日本健康教育学会、東北哲学会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


教養演習・1単位・1年・前期、保健社会学・2単位・1年・後期、保健社会調査論・2単位・2
年・後期、看護研究・2単位・3年・後期、保健医療福祉政策論・2単位・4年・前期、看護管


理論Ⅰ・2単位・4年・前期、専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・


後期、日本事情B・2単位・留学生・前期 
<大学院> 


データ解析特論・2単位・修士 1年・前期 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 







― 139 ― 


所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 四戸 智昭 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


アルコール依存症などの依存症問題、児童虐待、不登校・ひきこもりなど主に家族機能に


関する行動病理学を主な研究対象としています。具体的には、①生活保護受給世帯における


アルコール依存症の問題、②幼児期に児童虐待を受けた人の複雑性 PTSD に関する問題、③


不登校・ひきこもりの子を抱えた親の問題 などに関して調査研究をしています。 
家族のあり方が多様化している一方で、その家族が地域から孤立してしまっているような


悲しいニュースを聞かない日はありません。地域保健活動などでこういった分野に関わって


いらっしゃる方や学校関係者の方、ご要望があればいつでもお話しを伺いに参ります。お気


軽にご連絡ください。（E-MAIL：shinohe@fukuoka-pu.ac.jp） 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 田中哲也編著、四戸智昭著．”第3章資料を探そう―上手に本を探すテクニック―”．『レポー


トの書き方入門 2009 年版－教養演習テキスト』．(2009)．福岡、福岡県立大学教養演習テキ


スト出版会． 
・ 門田光司、松浦賢長編著、四戸智昭著．”第2章「親を支える」”．『子どもの社会的自立を目


指す 不登校・ひきこもりサポートマニュアル』．(2009)．東京、少年写真新聞社． 
・ 田中哲也編著、四戸智昭著．”第3章、コラム：本は全部読むな！、大学生に読んでほしい本”．


『レポートの書き方入門 2010 年版』．(2010)．福岡、福岡県立大学教養演習テキスト出版


会． 
・ 田中哲也編著、四戸智昭著．” 第3章資料を探そう－上手に本を探すテクニック－”．『レポー


トの書き方入門2011年版－教養演習テキスト』． (2011)．福岡、福岡県立大学教養演習テキ


スト出版会． 
<学術論文> 


四戸智昭.「生活保護受給世帯における依存症問題―旧産炭地域における生活保護受給者と依存


症問題の関連について―｣、『アディクションと家族』第26巻3号、日本嗜癖行動学会、2010年. 
②その他の業績 


<調査報告書> 


四戸智昭．「直方市次世代育成支援行動計画実態調査報告書」．直方市市民部健康福祉課児


童・母子福祉係．（2009,3）．A4版全 210頁． 
<学会発表> 


・ 四戸智昭．「生活保護受給世帯における依存症問題―旧産炭地域における生活保護と依存症問


題の関連について―」．日本嗜癖行動学会第19回学術集会．東京．(2008,11）． 
・ 四戸智昭．「不登校・ひきこもりの子を抱えた親たちの自助グループについて―親が抱える不


安と強迫観念に関する一考察―」．日本嗜癖行動学会第20回学術集会．福島．(2009,11）． 
・ 四戸智昭．「不登校を抱えた親たちの共依存的特徴」．日本アディクション看護学会第9回学


術集会．函館．(2010,11)． 
・ 四戸智昭．「不登校・ひきこもりの子を抱えた親たちの自助グループについて―地方大学での


不登校支援の取り組みから―」．日本行動計量学会第39回大会．(2011,10)． 
<シンポジウム> 


・ 四戸智昭．福岡県精神科病院協会精神障害者地域支援研修「シンポジウムこれからの地域づく


り」．シンポジスト．行橋市．2010年2月4日 
・ 四戸智昭．福岡県立大学附属研究所不登校・ひきこもりサポートセンター「シンポジウム青年


期のひきこもりを考える～高校生年代のひきこもり支援の現状と課題～」コーディネーター．


福岡県立大学．2010年3月20日 
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・ 四戸智昭．第 22 回直方市人権教育実践交流会分科会「第 6 分科会まちづくり市民会議」．コ


メンテーター．直方市人権教育研究協議会．2010年8月4日 
<書評> 


・ 丸山久美子編著『21世紀心の処方学―医学・看護学・心理学からの提言と実践―』（アートア


ンドブレーン）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻1号．(2009,7) 
・ 姜尚中著『悩む力』（集英社新書）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻


1号．(2009,7)  
・ 青田進著『私が不登校になった理由』（日本教育研究センター）．日本嗜癖行動学会学会誌『ア


ディクションと家族』．26巻2号．(2009,11) 
・ 巨椋修著『お父さんお母さん、肩の力を抜きませんか？―不登校・ひきこもり・いじめ 悩み


を持つ親たちにおくるメッセージ―』（コアラブックス）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディ


クションと家族』26巻2号．(2009,11) 
・ 平野啓一郎著『ドーン』（講談社）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻


3号．(2010,1) 
・ 門田光司・松浦賢長編著『子どもの社会的自立を目指す 不登校・ひきこもりサポートマニュ


アル』（少年新聞社）． 日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻3号．(2010,1) 
・ 野沢和弘著『なぜ人は虐待するのか－障害のある人の尊厳を守るために』（Ｓプランニング）．


日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻4号．(2010,4) 
・ 原田曜平著『近頃の若者はなぜダメなのか－携帯世代と「新村社会」』（光文社新書）．日本嗜


癖行動学会学会誌『アディクションと家族』26巻4号．(2010,4) 
・ 内田伸子・見上まりこ著『虐待をこえて、生きる－負の連鎖を断ち切る力』（新曜社）．日本


嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』27巻1号．(2010,7) 
・ 清水真木著『これが「教養」だ』（新潮新書）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと


家族』27巻1号．(2010,7) 
・ 服部雄一著『ひきこもりと家族トラウマ』（NHK出版）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディク


ションと家族』27巻2号．(2010,11) 
・ 香山リカ著『母親はなぜ生きづらいか』（講談社）． 日本嗜癖行動学会学会誌『アディクショ


ンと家族』27巻2号．(2010,11) 
・ 澤榮著『べてるの家の先駆者たち－苦労を大切にする生き方』（いのちのことば社）．日本嗜


癖行動学会学会誌『アディクションと家族』27巻3号．(2011.3) 
・ 山岸俊男、メアリー・C・ブリントン著『リスクに背を向ける日本人』（講談社現代新書）．日


本嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』27巻3号．(2011,3) 
・ 土井隆義著『人間失格？－「罪」を犯した少年と社会をつなぐ』（日本図書センター）．日本


嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』27巻4号．(2011,6) 
・ 東海テレビ取材班著『戸塚ヨットスクールは、いま－現代若者漂流』（岩波出版）．日本嗜癖


行動学会学会誌『アディクションと家族』27巻4号．(2011,6) 
・ 富野由悠季著『「ガンダム」の家族論』（ワニブックス）．日本嗜癖行動学会学会誌『アディク


ションと家族』28巻1号．(2011,9) 
・ 高村亜情著『普通の人の、フリして生きてる－家族が残した消えない傷跡』（文芸社）．日本


嗜癖行動学会学会誌『アディクションと家族』28巻1号．(2011,9)) 
③過去の主要業績 


・ 四戸智昭著．（単著）．『浪費を止める小さな習慣』．(2001)．光文社． 
・ 丸山久美子編著．柏木哲夫、佐藤禮子、吉井光信、楯林義孝、石谷邦彦、平山正実、日野原


重明、萬代隆、宮崎貴久子、小林美智子、丸山久美子、加藤淳、竹村和久、須田誠、南隆男、


木島恒一、四戸智昭、大塚健樹、鈴木則子、小泉晋一、松井洋、西村洋一、作田明、小谷み


どり．“第14章家族の孤立という危機－ディスコミュニケーションが生む家族の苦悩－”．『２


１世紀の心の処方学―医学・看護学・心理学からの提言と実践―』．(2008)．東京、アートア


ンドブレーン出版． 
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３．外部研究資金 


科学研究費補助金（基盤C（一般））H22～24「養護課題が世代間を連鎖するプロセスの解明に


むけた研究」（代表西原直之）、分担、研究メンバー 
 


５．所属学会 


日本嗜癖行動学会（学会誌編集委員）、日本社会福祉学会、日本地域福祉学会、日本心理臨床


学会、日本アルコール関連問題学会、日本看護アディクション学会 
 


６．担当授業科目 


情報処理演習・２単位・１年・前期、教養演習・１単位・１年・前期、現代社会と嗜癖・２


単位・１年・後期、看護学研究・２単位・３年・後期、保健医療福祉政策論・２単位・４


年・前期、専門看護学ゼミ・２単位・４年・前期、卒業研究・２単位・４年・後期、 
大学院看護学研究法・２単位・１年・前期、大学院家族社会学特論・２単位・１年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡県直方市次世代育成支援行動計画協議会・会長 
・ 福岡県直方市第５次総合計画策定アドバイザー 
・ 福岡県直方市第５次総合計画福祉環境市民部会コーディネーター 
・ 福岡県北九州市薬物依存問題連携推進会議委員・座長 
・ 福岡県直方市子ども課設置検討委員会・会長 


 
８．学外講義・講演 


・ うきは市社会福祉協議会、「ひきこもりセミナー」コーディネーター、2011年7月23日 
・ 福岡県直方市市民部健康福祉課児童・母子福祉係「ファミリーサポートセンター講習会」講師、


2011年8月2日、12月13日 
・ 福岡県自治体職員研修所、「高度福祉社会」講師、2011年8月24,25日 
・ ＫＨＪ福岡楠の会講演会、「ひきこもりと家族機能」講師、2011年8月28日 
・ 福岡県立大学ＦＤセミナー、「プロジェクト学習とＦＡＣＥＢＯＯＫを活用した教養演習の実


際」講師、2011年9月10日 
・ 福岡県立大学公開講座、「不登校・ひきこもりの子を抱えた家族のグループミーティングにつ


いて」講師、2011年10月4日 
・ 福岡県精神保健福祉センター、「ひきこもり家族教室」講師、2011年11月24日 
・ 佐賀県精神保健福祉センター、「ひきこもりとその家族」講師、2011年12月2日 
・ 南筑後保健福祉環境事務所、「思春期の心とその関わりについて」講師、2011年12月9日 
・ 内閣府、「困難を有する子ども・若者の相談業務に携わる民間団体職員研修」講師、2012年2


月3日 
・ 太宰府病院、「アルコール・薬物関連問題研修会」講師、2012年2月17日 
・ 水巻助産学校、「特別講義」講師、2012年2月21日 
・ 福岡県早良区保健福祉センター、「内野校区子育て支援ﾈｯﾄﾜｰｸ会議」講師、2012年2月23日 
・ うきは市社会福祉協議会、「お父さんから家族へと伝えるメッセージ」講師、2012年3月10


日 
・ 小竹町役場、「特集自殺予防」インタビュー、小竹町広報ひまわりだより№470、2012 年 3


月 
 


９．附属研究所の活動等 


・ 福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 福岡県立大学不登校・ひきこもりサポートセンター教員スタッフ 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 津田 智子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


看護の実践方法論としての看護技術、殊に、看護基本技術の開発・教育方法を主な研究分


野としている。具体的には、学生との教授－学習過程における効果的な教育方法（主に演習・


実習における個別指導）や、看護基本技術の科学性の検証が主な研究テーマである。新卒看護


者の看護実践力の低下が叫ばれる中、学生の看護実践力がつき、看護の質が向上するために、


科学的根拠にもとづく看護技術を開発し、指導方法や教材開発等を含めた看護技術教育の効


果的なあり方とその具体的方法について明らかにしていきたい。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<論文> 


・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子、厳紅、原田


直樹、金賢実、田恩永、鄭英美、李洪子、金耕園「東洋医療に関する日本と韓国の看護学生の


意識調査、『福岡県立大学看護学研究紀要』第8巻1号、2011年. 
②その他最近の業績 


<調査研究報告書> 


永嶋由理子、渕野由夏、津田智子、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美「温度センサーを用いた


看護技術のエビデンスの検証：足浴による温熱効果の検証から」、平成 19-20 年度研究奨励交


付金研究成果報告書、107－108、2009年. 
<学会報告> 


・ Kayo Sato、Tomoko Tsuda 、Shizuko Yasukouchi、Tomoaki Shinohe、Sanae Tsuruta、
Yoko Setoguchi、Kana Takesue、Emi Matsuura、Masae Oda、Kimiyo Shimomai、
Teruyuki Nakayama、Takako Ando、Miyoko Uza、Yoko Sunagawa、Yumiko Endo、
Noriko Teruya、Itsuko Shono、Kazuko Muroya、Yasue Yamazumi、Akira Kitagawa、
Naomi Komori 、 Kencho Matsuura 、 Fumiko Yasukata 「 Faculty Development 
Project:Assesment of a “Portfolio Workshop”and Challenges for the Future –An Evaluation 
of the Caring Island Kyushu-Okinawa Project-」、国際ケアリング学会（広島）、2012年3
月 


・ Sanae Tsuruta、Yoko Setoguchi、Kana Takesue、Emi Matsuura、Kayo Sato、Shizuko 
Yasukouchi、Tomoko Tsuda、Tomoaki Shinohe、Miyoko Uza、Yoko Sunagawa、Yumiko 
Endo、Noriko Teruya、Masae Oda、Kimiyo Shimomai、Teruyuki Nakayama、Takako 
Ando、Itsuko Shono、Kazuko Muroya、Yasue Yamazumi、Akira Kitagawa、Kencho 
Matsuura、Fumiko Yasukata「The benefit of coaching and its future in nursing education 
–An Evaluation of the Caring Island Kyushu-Okinawa Project-」、国際ケアリング学会（広


島）、2012年3月 
・ 津田智子、山岸仁美「看護基本技術の修得初期段階における初学者の自己評価の特徴」、第31


回日本看護科学学会学術集会（高知）、2011年12月. 
<その他> 


・ 看護師国家試験学習支援ツールの一部解説（https://nurse.ouj.ac.jp/pc/index.html）、放


送大学 ICT活用・遠隔教育センター（UPO-NET）、2011年. 
・ 国家試験対策e-Learning「Nプラス」一部解説（http://m-nplus.jp/）、メデイカ出版、2010


年. 
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③過去の主要業績 


・ 津田智子、中野榮子、永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子、山名栄子「口腔ケアの学内演習にお


ける学生の認識の特徴－学生が記述したプロセスレコードの分析を通して－」、『福岡県立大


学看護学研究紀要』第5巻2号、2008年. 
・ 津田智子、東サトエ、松﨑敏男、山口さおり、松成裕子、柳川育美、宮薗夏美「体温の経時的


変化からみた洗髪技術の科学的根拠－サーモグラフィと深部温モニターによる分析－」、


『Biomedical THERMOLOGY』第26巻3号、2007年. 
・ 松成裕子、宮薗夏美、山口さおり、東サトエ、津田智子、柳川育美、中俣直美、徳久朋子、


大野佳子、今村利香、増滿誠、兒玉慎平「看護実践能力育成に向けた取り組み－看護技術教育


における学内実習・演習の授業内容の精選－」、『鹿児島大学医学部保健学科紀要』第17巻、


2007年. 
・ 津田智子「看護技術修得の初期段階にある学生の指導過程に関する研究－学内演習の個別指導


を通して－」、鹿児島大学医学部保健学科紀要、第15巻、鹿児島大学、2005年. 
 


３．所属学会 


日本看護科学学会、日本看護学教育学会、日本看護研究学会、看護科学研究学会、日本看護


学会、日本サーモロジー学会（評議員） 各会員 
 


４．担当授業科目 


<学部> 


『教養演習・1単位・1年・前期』『基礎看護実習Ⅰ・1単位・1年・前期』『基礎看護技術論・


2単位・1年・後期、『看護過程・1単位・2年・前期』『基礎看護実習Ⅱ・2単位・2年・前期』、


『シンプトンマネジメント論・1単位・2年・後期』、『統合実習・2単位・4年・通年』、『専


門看護学ゼミ・2単位・4年・前期』 『卒業研究・2単位・4年・後期』 
<大学院> 


『基礎看護学特論・2単位・１年・前期』『基礎看護学演習・2単位・１年・後期』 
 


５．学外講義・講演 


津田智子（2011.12）.看護研究発表講評、鞍手町立病院、福岡県 
 


６．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 講師 氏名 渕野 由夏 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


・ 基礎看護学教育に関する研究 
①看護技術の習得過程や習得に関わる諸要因について科学的に検証し，看護技術習得を促進


するための効果的な看護技術教育方法の開発を行っている． 
②基礎看護実習の実習前後の思考動機，看護師イメージ，学習意欲などの変化の比較から基


礎看護実習の教育効果の検証および評価を行っている． 
・ 看護職の職業性ストレスおよび職場環境に関する研究 


訪問看護師の職業性ストレス構造について解明し，訪問看護師の職業性ストレスを測定で


きる尺度を開発した．現在，その活用法等について検討を行っている． 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


永嶋由理子，渕野由夏，津田智子，加藤法子，藤野靖博，於久比呂美：基礎看護学．安酸史


子，北川明編，佐藤香代監修，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分


けBook 2012年，メディカ出版，2011． 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 小野寺洋子，永嶋由理子，渕野由夏：看護技術習得過程における看護技術の熟達化と自己効力


感の変化－血圧測定技術に焦点をあてて－．第 14 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術


集会，2009． 
・ 小野寺洋子，永嶋由理子，渕野由夏：具体的事例の提示の有無による看護技術習得度の検証．


第36回日本看護研究学会学術集会，2010． 
・ 小野寺洋子，永嶋由理子，渕野由夏：.看護技術習得過程における問題解決力の変化－具体的事


例あり群と具体的事例なし群の比較－．第30回日本看護科学学会学術集会，2010． 
・ 於久比呂美，永嶋由理子，渕野由夏，加藤法子：臨床看護師の実践経験と自己教育力の関係性


についての検討．第37回日本看護研究学会学術集会，2011． 
<調査研究報告書> 


・ 永嶋由理子，渕野由夏，加藤法子：高齢在宅酸素療法患者の日常生活行動及び肺機能の実態と


その評価－高齢在宅酸素療法患者の外来教育プロトコールの開発に向けて－．平成19-20年度


研究奨励交付金研究成果報告書，2009． 
・ 永嶋由理子，渕野由夏，津田智子，加藤法子，藤野靖博，於久比呂美：温度センサーを用いた


看護技術のエビデンスの検証－足浴による温熱効果の検証から－．平成19-20年度研究奨励交


付金研究成果報告書，2009． 
<その他> 


・ 永嶋由理子，加藤法子，津田智子，渕野由夏，藤野靖博，於久比呂美：看護師国家試験対策


e-learning Ｎプラス，基礎看護学（第99回看護師国家試験問題解答・解説），2010. 
・ 永嶋由理子，加藤法子，津田智子，渕野由夏，藤野靖博，於久比呂美：看護師国家試験対策


e-learning Ｎプラス，基礎看護学（第100回看護師国家試験問題解答・解説），2011. 
③過去の主要業績 


・ 渕野由夏，永嶋由理子，加藤法子：在宅酸素療法患者の健康管理行動の実態．福岡県立大学


看護学部紀要，3(1)，p.33-37，2005． 
・ 渕野由夏，リフレイミング．安酸史子編著，目からウロコの新人ナースプリセプティ指導術，


メディカ出版，2007． 
・ 渕野由夏，健康診断で肝機能障害を指摘されアルコール性脂肪肝と診断された労働者．安酸


史子，奥祥子編，患者がみえる成人看護の実践，メディカ出版，2007． 
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・ 渕野由夏，永嶋由理子，中野榮子，山名栄子，加藤法子，津田智子：基礎看護実習Ⅱの実習


前･後における看護学生の思考動機の実態．福岡県立大学看護学研究紀要，4(2)，p.82-87．
2007． 


・ 渕野由夏，加藤法子，中野榮子，永嶋由理子，津田智子，山名栄子：基礎看護実習Ⅰの実習


前後における看護師イメージ変化の比較検討．福岡県立大学看護学研究紀要，5(2)， p.89-96，
2008．  


 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省科学研究費補助金，若手研究(Ｂ)，示範の提示方向の違いによる看護技術教育効果


に関する研究（課題番号：2379255），平成 23 年度：91 万円（直接経費 70 万円、間接経費


21万円），平成23～24年度，研究代表者． 
・ 文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(Ｃ)， 看護技術の適応的熟達に伴う思考と感情の変


化過程に関する実験検証（課題番号：23593178），平成23～25年度，研究分担者． 
 


５．所属学会 


日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本公衆衛生学会，日本産業衛生学会 
 


６．担当授業科目 


基礎看護実習Ⅰ・1単位・1年・前期，基礎看護技術論・2単位・1年・後期，フィジカルアセ


スメント論・1単位・2年・前期，看護過程・1単位・2年・前期，基礎看護実習Ⅱ・2単位・2
年・前期，家族看護論・2単位・2年・後期，シンプトンマネジメント論・1単位・2年・後期，


専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期，統合実習・2 単位・4 年・後期，看護心理学特論・2 単


位・前期 
 


７．社会貢献活動 


福岡県看護学会研究発表支援員（福岡県看護協会） 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 助教 氏名 藤野 靖博 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


近年の身体活動量の減少、過食などの不適切な食生活は、肥満、高血糖などを引き起こし、


メタボリックシンドロームの原因となっている。メタボリックシンドロームは、さらには重


症化し、合併症を伴いながら、生活機能の低下へと段階的に進行していく。この負の連鎖を


より早い段階で食い止めることが、急激な高齢化社会を迎える日本において早急に取り組ま


なければならない課題であると考える。 
そこで研究者は、疾病を持たない壮年期～中年期の人々を対象に行動変容へのレディネス


のレベルを身体活動、食生活を中心にアセスメントし、行動変容を起こさせるように、個々


人に合ったアプローチを対象者と話し合いながら一緒に考え、その実践を支援する。さらに


この支援活動を分析し、その問題点と効果的な方法について明らかにする。 
 
２．研究業績 


②その他最近の業績 


<調査研究報告書> 


・ 永嶋由理子、渕野由夏、津田智子、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美：温度センサーを用い


た看護技術のエビデンスの検証－足浴による温熱効果の検証から－．平成19-20年度研究奨励


交付金研究成果報告書，2009． 
・ 永嶋由理子、津田智子、渕野由夏、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美：療養環境と生体反応


に関する科学的検証．平成21-22年度研究奨励交付金研究成果報告書，2010． 
③過去の主要業績 


藤野靖博：ウォームアップが歩行運動時の循環応答・深部温度に及ぼす影響．日本人間工学学


会看護人間工学部会誌（8），15-20，2007． 
 


５．所属学会 


日本看護研究学会、日本看護科学学会、日本人間工学会看護人間工学部会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


基礎看護実習Ⅰ・1 単位・1 年・前期、基礎看護技術論・1 単位・1 年・後期、看護過程・1 単


位・2 年・前期、フィジカルアセスメント論・1 単位・2 年・前期、シンプトンマネジメント


論・1 単位・2 年・後期、基礎看護実習Ⅱ・2 単位・2 年・前期、統合実習・3 単位・4 年・通


年 
 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 助手 氏名 於久 比呂美 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


近年、疾病構造は複雑に変容し、それに伴う患者のニードも多様化してきた。また同時に、


看護師に求められる課題も複雑となり、これに対応できるような看護師の育成が望まれてい


る。そのため、看護における継続教育には、看護師自らが課題を設定して学ぼうとする自己


教育力が重要であると考え、現在、看護師の自己教育力に注目をし、研究を進めている。 


 


２．研究業績 


②その他の業績 


<学会報告> 


・ 於久比呂美、永嶋由理子、渕野由夏、加藤法子、「臨床看護師の実践経験と自己教育力の関係


性についての検討」、第３７回日本看護研究学会学術集会、2011年8月． 
・ 山住康恵、於久比呂美、小野寺洋子、清水夏子、脇崎裕子、中野真理子、石飛マリコ、野口


玉枝、福本優子、宮崎亜友美、山口のり子、山下浩典、小西恵美子「医療実践における「和」


－看護倫理の授業での事例分析から－」、日本看護倫理学会第２回年次大会、2009年6月． 
・ 福本優子、野口玉枝、山口のり子、石飛マリコ、宮崎亜友美、山下浩典、山住康恵、於久比


呂美、小野寺洋子、清水夏子、中野真理子、脇崎裕子、小西恵美子「看護における「同」－看


護倫理の授業での事例分析から－」、日本看護倫理学会第２回年次大会、2009年6月． 
<調査研究報告書> 


・ 永嶋由理子、渕野由夏、津田智子、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美：温度センサーを用い


た看護技術のエビデンスの検証－足浴による温熱効果の検証から－．平成19-20年度研究奨励


交付金研究成果報告書，2009． 
・ 永嶋由理子、津田智子、渕野由夏、加藤法子、藤野靖博、於久比呂美：療養環境と生体反応


に関する科学的検証．平成21-22年度研究奨励交付金研究成果報告書，2010． 


 


５．所属学会 


日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本看護学教育学会 
 


６．担当授業科目（補助） 


<学部> 


基礎看護実習Ⅰ・１単位・１年・前期、基礎看護学概論・２単位・１年・前期、基礎看護技


術論・２単位・１年・後期、基礎看護実習Ⅱ・２単位・２年・前期、フィジカルアセスメン


ト論・１単位・２年・前期、看護過程・１単位・２年・前期、シンプトンマネジメント論・


１単位・２年・後期、家族看護論・２単位・２年・後期、看護研究・２単位・３年・後期、


統合実習・２単位・４年・通年 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／基盤看護学系 職名 助手 氏名 近藤 美幸 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


現在、清潔援助（入浴・清拭・部分浴等）や罨法による援助技術の解明を主な研究分野とし


ている。その中でも清潔援助については、対象が清潔援助を受けた前後での皮膚組織への影


響を、顕微鏡を用いて観察したり、清潔援助を行っている施行者の動きをさまざまな実験器


具を用いて数値化・画像化している。罨法については、温罨法を貼用した際の人体の生理学


的な反応を、体温変化や自律神経活性の変化等を測定し、明らかにする試みを行っている。 


 


２．研究業績 


②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 近藤美幸,江上千代美,,長坂 猛,田中美智子(2011,10)腹部・腰部温罨法実施における生理的変


化‐唾液アミラーゼ活性,自律神経活性,表面皮膚温の検討－（2011,8）.第 37 回護研究学会,横
浜 


・ 近藤 美幸, 古田佑子, 江上千代美, 田中美智子. （2011,10）乳児の落屑皮膚からみた皮膚圧迫


洗浄法の検討. 第10 回日本看護技術学会, 東京. 
・ 近藤美幸,江上千代美,田中美智子（2010,8）温罨法がもたらす生理的変化－体温,心拍数に焦点


をむけた研究－.第36回看護研究学会,岡山. 
・ 江上千代美,近藤美幸,田中美智子（2010,8） 温罨法がもたらす生理的反応の違い－体温と心拍


数の変化から－.第36回看護研究学会,岡山. 
・ 近藤美幸,江上千代美,長坂 猛,井垣通人,田中美智子(2010,10) 腰部温罨法がもたらす体温変


化と循環反応,第9回日本看護技術学会,名古屋. 
・ 近藤美幸,江上千代美,長坂 猛,井垣通人,田中美智子(2010) 温罨法が生体にもたらす影－男


女における生理的変化の比較から－,第18回看護人間工学部会研究会,福岡. 
・ 近藤 美幸, 古田佑子, 江上千代美, 安河内静子, 田中美智子. (2009). 圧迫振動法の検証～皮膚


トラブルを抱えた乳児の皮膚組織から～. 第8回日本看護技術学会, 旭川. 
・ 近藤 美幸, 古田佑子, 江上千代美, 安河内静子, 田中美智子. (2009).皮膚トラブルを抱えた


乳児の皮膚組織の特徴. 第14回日本看護研究学会 九州地方会, 宮崎. 


・ 古田祐子, 安河内静子, 近藤 美幸.(2009,9).皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄前後の表皮


油分・水分計・Ph値の変化,第50回日本母性衛生学会,横浜. 
・ 古田祐子, 近藤 美幸,安河内静子.(2009,9).皮膚トラブルを有する乳児の皮膚圧迫洗浄法の有用


性－写真及び表皮画像による検証－, 第50回日本母性衛生学会,横浜. 
・ 安河内静子,古田祐子, 近藤 美幸.(2009,9).皮膚トラブルを有する乳児の表皮油分・水分計・


Ph値の実態, 第50回日本母性衛生学会,横浜. 
・ 安河内静子,古田祐子, 近藤 美幸.(2009,9).乳児の皮膚洗浄法と皮膚トラブルの関連, 第 50 回


日本母性衛生学会,横浜. 
 


３．外部研究資金 


文部科学省、科学研究費補助金(若手研究Ｂ)「乳児の落屑皮膚からみた皮膚圧迫洗浄法の検


討」、780,000（平成 23年度）、平成 22年度～23年度 
 


５．所属学会 


日本母性衛生学会、日本看護技術学会、日本看護研究学会、看護人間工学部会 
 


６．担当授業科目（補助） 


<学部> 


生態機能看護学Ⅰ・２単位・1 年・前期、フィジカルアセスメント論・１単位・1 年・前期、
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基礎看護実習Ⅰ・１単位・1 年・前期、生態機能看護学Ⅱ・2 単位・１年・前期、病態看護学


Ⅰ・２単位・１年・後期、実験看護学演習Ⅱ・１単位・2 年・前期、診断・治療学・2 単位・


２年・前期、基礎看護実習Ⅱ・２単位・２年・前期、実験看護学演習Ⅰ・１単位・1年・後期 


 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 教授 氏名 佐藤 香代 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1996年九州大学大学院法学研究科修了（修士：法学）2005年北里大学大学院看護学研究科


修了（博士：看護学） 
九州大学医療技術短期大学部勤務後、英国テームズバリー大学大学院（Midwifery Practice）


留学、帰国後九州看護福祉大学に勤務。2005年、本学に着任。 
女性の一生の健康をサポートする研究を一貫して行っており，特に身体感覚に焦点を当て


た女性の健康ケアモデルの開発と展開に関するものが中心である。身体経験を基盤にした身


体感覚活性化の健康ケアモデルは，女性が本来持っている産み育てる力や自己治癒力を最大


限に引き出していく健康ケアへの新たな試みである。主な研究は以下の通りである。 
①「身体感覚活性化マザークラス」の実践とその評価 
・妊婦の身体感覚と内面的変容過程  
・女性に寄り添う女性（ドゥーラ）研究 
・看護職・学生への教育とその評価・プログラム作成 
②身体感覚に基づく女性の健康－身体とのコミュニケーションのとり方 
③性教育 


 
２．研究業績 


①著書・論文 


<著書> 


・ 佐藤香代．監修および母性看護学執筆，第 99 回看護師国家試験問題解説 e-learning NPlus, 
大阪：メディカ出版，2010年． 


・ 佐藤香代．Ⅴ 女性の健康と基本理論 2．エンパワーメント．村本淳子・高橋真理編「ウイ


メンズヘルスナーシング概論」6刷，72－74，東京：ヌーヴェルヒロカワ，2011年． 
・ 佐藤香代．監修および母性看護学執筆，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カー


ド式仕分けBook  2012年．大阪：メディカ出版，2011年． 
・ 佐藤香代．看護師国家試験学習支援ツール 看護師国試 ラピットスタディ，東京：放送大学， 


2011年． 
<論文> 


・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，森純子．（2009）．「身体感覚活性化（世にも


珍しい）マザークラス医療者セミナー」の企画・開催に関する一考察．福岡県立大学看護学研


究紀要，6(2)，80-88． 
・ 石村美由紀，浅野美智留，佐藤香代．（2009）．不妊女性における苦悩とその克服―女性の語


りから考察するー．母性衛生，49(4)，592－601． 
・ 佐藤香代．（2009）．「身体感覚活性化マザークラス」とケアリング―実践智としてのわざ―．


日本看護科学学会誌,  29(2),  64-66.  
・ 石村美由紀，古田祐子，佐藤香代．（2009）．分娩介助技術の習得過程－本学での分娩介助技


術評価調査より－．福岡県立大学看護学研究紀要，7(1)，18-28． 
・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静，石村美由紀，森純子，鳥越郁代．(2010 ). 医療者が「身体感


覚活性化マザークラス」を体験した効果－体験録の分析から－．福岡県立大学看護学研究紀要，


7(2)，63-71. 
・ 三根有紀子，寺田恵子，佐藤香代，浅野美智留，石橋美幸．（2010）．児の母乳吸啜メカニズ


ムに基づく乳房ケア（BS ケア）のリラクゼーション効果に関する研究，母性衛生，51(2), 
376-384. 


・ 中野榮子，安酸史子，佐藤香代，小松啓子，津田智子，岡村真理子，清水夏子，厳 紅，原田


直樹，金 賢実，田 恩永，鄭 英美，李 洪子，金 耕園．（2011）．東洋医療に関する日本と


韓国の看護学生の意識調査．福岡県立大学看護学研究紀要，8(1)，27-35. 







― 151 ― 


・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代．（2012）．「身体感覚活性化マザークラ


ス」を体験した看護学生の内面的変容．福岡県立大学看護学研究紀要，9（2），53-70． 
・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．（2012）．「身


体感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のﾄﾞｳーラ体験．福岡県立


大学看護学研究紀要，9（2），43-52． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．（2012）．助産師学生の分娩期助産過程の到達状況に関する一考察．福岡県立大学


看護学研究紀要，9（2），53-61． 
②その他の業績 


<報告書> 


・ 中野榮子，安酸史子，佐藤香代，小松啓子，津田智子，岡村真理子，清水夏子. 看護における


東洋医療と西洋医療の融合に関する日韓比較研究，福岡県立大学，2009年5月． 
・ 神坂登世子，佐藤香代，花岡夏子，江田柳子，阿部久美子，江川万千代，川本利恵子，高橋素


子，玉井郁美，廣重都，鎌田久美子，田代多恵子．看護新時代を支える看護の歴史．第 16 回


日本看護サミット福岡’ ’11.，2011年11月． 
<学会報告> 


・ 佐藤香代．「身体感覚活性化マザークラス」参加体験が、その後の母子に健康に及ぼす影響―


食体験を中心にして―．第35回日本看護研究学会学術集会，神奈川．2009年8月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，石村美由紀，鳥越郁代，山本有紀子．「身体感覚活


性化マザークラス」に参加した母子の栄養学的調査．第 50 回日本母性衛生学会，神奈川．


2009年9月． 
・ 森純子，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，吉田静，鳥越郁代．「身体感覚活性化マザーク


ラス」医療者向けセミナーにおける「食体験」の分析．第 50 回日本母性衛生学会，神奈川．


2009年9月． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，鳥越郁代．リカレント教育における


「相互作用」の効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者セミナーの調査から―．第 50
回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 


・ 安河内静子，佐藤香代，森純子，吉田静，鳥越郁代．医療者がマザークラスを体験する効果


－「身体感覚活性化マザークラス」医療者セミナーにおける体験録から－．第 50 回日本母性


衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 吉田静，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，森純子．「身体感覚活性化マザークラス」に参


加した妊娠前女性の内面的変容．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 山本有紀子．佐藤香代，秋原美華，白川嘉継．母児分離状態にある母親が医療者に求める母


乳育児支援内容に関する一考察．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 吉窪雪乃，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，松岡百子．大学生が過去に受けた学校性教育の


現状．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 松岡百子, 佐藤香代，石村美由紀，吉田静，吉窪雪乃．学校性教育がその後の生き方に及ぼす


影響～大学生のアンケート調査から～．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 岡川みはる，佐藤香代，吉田静，石村美由紀．死産で子どもを亡くした家族に対するケア～


助産師・看護師に対する現状調査～．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 吉田静，佐藤香代．子どもを喪失した父親の体験．第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009


年9月． 
・ 石村美由紀，古田祐子，佐藤香代．フリースタイル分娩介助を行う助産学生の技術習得過程．


第50回日本母性衛生学会，神奈川．2009年9月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した妊婦の気づき～アロマセラ


ピーを通して～．第24回日本助産学会学術集会，茨城．2010年3月． 
・ 佐藤香代，森純子，山本有紀子．「身体感覚活性化マザークラス」体験が女性の生き方に与え


る影響．第24回日本助産学会学術集会，茨城．2010年3月． 
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・ 石村美由紀，佐藤香代，古田祐子．学士課程における助産実習の評価と課題．第 24 回日本助


産学会学術集会，茨城．2010年3月． 
・ 吉田静，佐藤香代．子どもを喪失した父親への支援．第 24 回日本助産学会学術集会，茨城．


2010年3月． 
・ 安河内静子，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した女性の変容過程～食のレッスンを通して～．第 51 回日本母性衛


生学会，金沢．2010年11月． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」における産む力・生まれる力を感じるプログラムの評価．第 51 回日本母性


衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 船越咲子，吉田静，佐藤香代．妊娠期の食生活の実態調査－妊娠が食生活に与える影響．第


51回日本母性衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 森純子，佐藤香代，鳥越郁代．開業助産師による会陰裂傷予防ケア．第 51 回日本母性衛生学


会，金沢．2010年11月． 
・ 吉田静，佐藤香代．出産体験の「振り返り」の分析－身体感覚の視座より．第 51 回日本母性


衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 佐藤香代，山本有紀子，森純子．「身体感覚活性化マザークラス」体験が育児に与えた影響．


第51回日本母性衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 久田亜希，佐藤香代，石村美由紀，佐藤繭子，宮城里江．小学生の子どもをもつ親の性教育


に対する意識調査．第51回日本母性衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 吉田静，佐藤香代．子どもの喪失を経験した父親へのケアに看護者が感じる困難感．第 51 回


日本母性衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，吉田静，鳥越郁代，森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した看護学生の変化．第 51 回日本母性衛生学会，金沢．2010 年 11
月． 


・ 宮城里江，佐藤香代，石村美由紀，佐藤繭子，久田亜希．働く女性の母乳育児継続に関連す


る要因の分析．第51回日本母性衛生学会，金沢．2010年11月． 
・ 森純子，佐藤香代．開業助産師による会陰裂傷予防ケア．日本助産学会，名古屋．2011 年 3


月． 
・ 小林絵里子，佐藤香代．専門職の母乳育児支援の継続教育に関するニーズ．日本助産学会，


名古屋．2011年3月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代．出産経験のある助産師の母乳育児支援実践に影響する要因，第 21 回福


岡母性衛生学会，福岡．2011年7月． 
・ 小林絵里子，佐藤香代，佐藤繭子．助産学生の補完・代替医療に対する意識～助産学教育に  


中医学の講義を取り入れて～，第21回福岡母性衛生学会，福岡．2011年7月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，吉田静，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子，米倉圭介．


妊婦における乳酸菌生成エキス飲用の効果．第52回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
・ 吉田静，佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，小林絵里子，佐藤繭子，藤木久美子．身体感覚


活性化マザークラス医療者向けセミナーにおけるﾄﾞｳーラ体験．第 52 回日本母性衛生学会，


京都．2011年9月． 
・ 後藤千恵，佐藤香代，小林絵里子．１ｹ月健診時の乳児における母親のにおいと他者のにおい


との識別能力．第52回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，佐藤繭子，古田祐子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．助産師学生の分娩期助産診断過程の到達状況と課題．第 52 回母性衛生学会，京


都．2011年9月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代．九州圏の勤務助産師の母乳育児支援に関する知識と実践の現状．第 52  


回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
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・ 横山友香，佐藤香代，佐藤繭子，吉田静．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した母親の


内面的変容過程～第 2 次妊娠中の母親の第 1子への内的変化～．第52 回日本母性衛生学会，


京都．2011年9月． 
・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静子，佐藤繭子，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子．「身体感


覚活性化マザークラス」における妊婦の変化～身体感覚尺度を用いて～．第 52 回日本母性衛


生学会，京都．2011年9月． 
・ 小林絵里子，佐藤香代，安河内静子，吉田静．助産学教育における補完・代替療法の必要性


～助産学教育に中医学を取り入れて～．第52回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
・ 中西真美子，佐藤香代．看護学生の生命倫理に関する考えの変容とそれに及ぼす影響要因の


分析．第52回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
・ 井上梨紗，佐藤香代，吉田静，佐藤繭子．家庭における月経教育の実態―母親から娘への伝


承―．第52回日本母性衛生学会，京都．2011年9月． 
・ 吉田静，佐藤香代．子どもを喪失した夫婦に携わる看護者の学習ニーズ．第 52 回日本母性衛


生学会，京都．2011年9月． 
・ Fumiko Yasukata，Kencho Matsuura，Kayo Sato，Miyoko Uza，Junko Ohga，


Yoshihide Kinjo，Masae Oda，Hidechika Iino，Tsuyako Hidaka，Jun Okamura，Emiko 
Nakajima， Midori Matsuoka，Sanae Tsuruta，Shigeko Shono，Yoshinori Kinjo，
Itsuko Shono．Efforts Involved in “From Nursing Universities: Caring Island Kyushu 
Okinawa Project”．International Hiroshima Conference on Caring and Peace．2012，3． 


・ Sanae Tsuruta，Yoko Setoguchi，Kana Takesue，Emi Matsuura，Kayo Sato，Tomoko Tsuda， 
Shizuko Yasukouchi，Miyoko Uza，Yoko Sunagawa，Yumiko Endo，Noriko Teruya， Masae 
Oda，Kimiyo Shimomai，Teruyuki Nakayama，Takako Ando，Itsuko Shono， Kazuko 
Muroya，Yasue Yamazumi，Akira Kitagawa，Kencho Matsuura，Fumiko Yasukata．The 
benefit of coaching and its future in nursing education – An Evaluation of the Caring 
Island Kyushu-Okinawa Project．International Hiroshima Conference on Caring and 
Peace．2012，3． 


・ Kayo Sato，Tomoko Tsuda，Shizuko Yasukouchi，Tomoaki Shinohe，Sanae Tsuruta， 
Yoko Setoguchi,  Kana Takesue，Emi Matsuura， Masae Oda， Kimiyo Shimomai， 
Teruyuki Nakayama，Takako Ando，Miyoko Uza，Yoko Sunagawa ，Yumiko Endo， Noriko 
Teruya，Itsuko Shono，Kazuko Muroya,，Yasue Ymazumi， Akira Kitagawa， Naomi 
Komori，Kencho Matsuura，Fumiko Yasukata．Faculty Development Project: Assessment 
of a “Portfolio Workshop” and Challenges for the Future-An Evaluation of the Caring 
Island Kyushu- Okinawa Project．International Hiroshima Conference on Caring and 
Peace．2012，3． 


 


<座談会・シンポジウム> 


・ 佐藤香代，安河内静子，石村美由紀．第一回 母と子の絆，女性のからだを感じるセミナー，


福岡．2009年4月． 
・ 佐藤香代，吉田静，森純子、石村美由紀，佐藤繭子，鳥越郁代．福岡県立大学第1回健康大使


セミナー，田川．2009年8月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，石村美由紀．第二回 こんなに賢い私のからだーいのちを紡ぐ食：


からだが答を知っている！，女性のからだを感じるセミナー，福岡．2009年10月． 
・ 佐藤香代，吉田静，石村美由紀，森純子，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代．助産師による


女性の心とからだの相談室，いのちの教育・気功体験．新生活産業見本市，福岡．2009年10
月 


・ 佐藤香代，吉田静，安河内静子，森純子，佐藤繭子，石村美由紀，鳥越郁代．「身体感覚活性


化マザークラス」の考え方とその実践～産み育てる力を育むケア～第5回身体感覚活性化（世


にも珍しい）マザークラス医療者向けセミナー，福岡．2010年3月． 
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・ 佐藤香代．福岡県看護協会総会 議長．2010年6月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，石村美由紀．働く女性の妊娠・出産・子育て．第三回女性のからだ


を感じるセミナー，福岡．2010年7月． 
・ 佐藤香代，石村美由紀，安河内静子，鳥越郁代，吉田静，小林絵里子，佐藤繭子．福岡県立


大学第2回健康大使セミナー，福岡．2010年9月． 
・ 佐藤香代．「世にも珍しいマザークラス」からヘルスプロモーションを考える－妊婦の産み育


てる力を育む妊婦教育．2010年度第1回 源流塾，2010年11月． 


・ 佐藤香代．第51回日本母性衛生学会 乳房管理・母乳１，座長，2010年11月． 
・ 佐藤香代．北京中医薬大学招聘講演．妊婦の産み育てる力を育む妊婦教育-身体感覚活性化マ


ザークラスの哲学と実践-，北京．2010年12月 
・ 佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．ホリステ


ィック健康を促進する助産ケア－身体感覚活性化マザークラス．第6回身体感覚活性化（世に


も珍しい）マザークラス医療者向けセミナー，福岡．2011年1月． 
・ 佐藤香代．第52回日本母性衛生学会 乳房管理・母乳，座長，2011年9月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，小林絵里子，鳥越郁代，吉田静，佐藤繭子，藤木久美子．福岡県立大


学第3回健康大使セミナー，福岡．2011年9月． 
・ 佐藤香代，安河内静子．女性の性を考える，第四回女性のからだを感じるセミナー，福岡． 


2011年11月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．第7回身体


感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス医療者向けセミナー，福岡．2012年1月． 
・ 佐藤香代．教育講演「産科プロバイダーへの新たな提言－ALSO とは」座長，第 37 回全国助


産師教育協議会研修会，東京．2012年2月． 
 


<出版物> 


・ 佐藤香代．（2009）．女性のからだは賢い 自分の身体とコミュニケーションをとろう！アヴ


ァンティ福岡，16(2)，43. 
・ 佐藤香代．（2009）．ヘルスプロモーション実践研究センター長挨拶 夢を形に・・・飛翔す


るヘルスプロモーションの活動，福岡県立大学附属研究所通信2． 
・ 佐藤香代．（2009）．ごあいさつ,福岡県立大学看護学部同窓会. 
・ 佐藤香代．（2009）．学部長就任のご挨拶, 看護学部学系制紹介, 福岡県立大学広報No.7. 
・ 佐藤香代．（2009）．就任のご挨拶，福岡県立大学と共に歩む会会報，7月． 
・ 佐藤香代．（2009）．今求められているヘルスプロモーションの活動，福岡県立大学広報No.6. 
・ 佐藤香代．（2009）．秋興祭によせて，福岡県立大学第18回秋興祭.． 
・ 佐藤香代．（2010）．働く女性のためのクリニック．病院ガイド，あなたがママになるときの


ために知っておこう妊娠・出産．アヴァンティ福岡，20－23. 
・ 佐藤香代．（2010）．学部長就任のご挨拶,, 福岡県立大学広報No.9． 
・ 佐藤香代．（2010）．秋興祭に若いエネルギーを結集しよう，福岡県立大学第19回秋興祭.． 
・ 佐藤香代．（2011）．今後の看護学部の進むべき道，福岡県立大学広報No.10. 
・ 佐藤香代．（2011）．新しく生まれ変わる看護学部へご期待ください！，福岡県立大学広報


No.11. 
・ 佐藤香代．（2011）．産学連携の事業化支援，飛翔 ，56-59 ． 
・ 佐藤香代．（2011）．からだは賢い 自分の身体の声を聴き、信じましょう，すこやかメッセ


ージNo.38．NPO法人レックスラボ,2－6． 
・ 佐藤香代．（2011）．News 妊婦さんの悩みが、『乳酸菌生成エキス』で改善されることを確


認しました，すこやかメッセージNo.40．NPO法人レックスラボ,12－13． 
・ 佐藤香代（2011）．妊婦のお悩みに乳酸菌，ニュースリリース． 
・ 佐藤香代（2011）．妊婦における乳酸菌生成エキス飲用の効果，乳酸菌生成エキス・レポート，


Vol. 4. 
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・ 佐藤香代．（2011）．セックス・リアル解剖 セックスレスから見えてくるもの，20－23．
アヴァンティ福岡，北九州．2011 August． 


・ 佐藤香代．（2011）．20年、節目の秋興祭に乾杯！，福岡県立大学第20回秋興祭. 
・ 佐藤香代．（2012）．第16回日本看護サミット福岡’11 看護新時代 分科会Ⅲ「新人研修か


ら生涯教育へ」vol96 ｐ7よかナースふくおか.． 
・ 佐藤香代．（2012）．看護学部 今年の1年を振り返る，福岡県立大学広報No.12． 
 


<教材開発> 


・ 佐藤香代．（2011）．DVD： 助産のわざとケアリング，ケアリングアイランド九州沖縄構


想． 
・ 佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．（2012）．


DVD： 監修 制作 編集，身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスの哲学と実践，福


岡県立大学． 
 


<新聞記事等> 


・ リラックスして出産を，西日本新聞，2009年9月 
・ マザークラス：出産・育児に生かして 県立大、今月から/ 福岡，2009年10月 
・ 女性のからだを感じるセミナー 第2回テーマ 母から子へ“いのち”をつなぐ～食～．朝日


新聞，2009年10月 
・ 母から子へ“いのち”をつなぐ～食～．リビング福岡，2009年10月 
・ 産学連携の事業化支援 産学連携による新生活産業創出事業．飛翔．2010年9月 
・ 妊婦教室「世にも珍しいマザークラス」．西日本新聞，2011年2月 
・ 妊婦教室．讀賣新聞，2011年2月 
・ 性YES! 年はとっても 西日本新聞，2011年9月 
・ 第7回世にも珍しいマザークラス in たがわ 西日本新聞，2011年9月 
・ 世にも珍しいマザークラス 田川市報，2011年9月 
・ 田川で妊婦教室 讀賣新聞，2011年10月 
・ 自分に合うお産を．西日本新聞，2012年1月 
・ お産の不安解消 母親教室，讀賣新聞，2012年1月 


 
③過去の主要業績 


・ 佐藤香代．性ってな－に，西日本新聞社，福岡，1992年． 
・ 佐藤香代．日本助産婦史研究，東銀座出版社，東京，1997年． 
・ 佐藤香代．母と子の絆は地球を救う，絆，京都アカデミア叢書，京都，2008年． 
・ 佐藤香代，高橋真理．マザークラスにおける妊婦の身体感覚活性化の効果測定－これからの


よりよい家族支援に向けて－，家族看護学研究，10(2)，2－9，2004年 
・ 佐藤香代．新しい Know-How を学ぶこれからの出産準備教室 妊婦に寄り添う「参加型」ク


ラスのすすめかた，世にも珍しいマザークラス．ペリネイタルケア増刊号，219‐230，2005
年． 


 


５．所属学会 


日本助産学会 評議員 代議員 査読委員，日本母性衛生学会 評議員 査読委員，福岡県母


性衛生学会 評議員, 日本看護研究学会 評議員，日本看護科学学会，日本家族看護学会，


日本母乳哺育学会，日本母乳の会，日本ラクテーション・コンサルタント協会  
 


６．担当授業科目 


<学部> 


看護への招待・1 単位・1 年・前期, 社会貢献論・2 単位・1 年・前期, 女性看護論・2 単位・2
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年・後期，女性看護実践論・1 単位・3 年・通年, 女性看護実習・2 単位・3 年・通年，基礎助


産学・2単位・4年・前期，助産診断・技術学・4単位・4年・前期，助産実習・3単位・4年・


前期，統合実習・3 単位・4 年・通年，専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期，卒業研究・2 単


位・4年・後期 
<大学院> 


看護研究法・2単位・修士1年・前期，看護倫理・2単位・修士1年・前期，助産学特論・2単
位・修士 1 年・前期，助産学演習・2 単位・修士 1 年・後期，臨床看護学特別研究・8 単位・


修士2年・通年 


 
７．社会貢献活動 


・ 田川地域推進協議会委員 
・ 福智町地域再生計画推進本部会議委員 
・ 身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス：福岡市，田川市 
・ フムフム (Fukuoka Midwives Female & Male＝FM2) ネットワーク代表 
・ 田川市国民保護協議会委員 
・ 田川市福祉部所管計画評価委員会会長 
・ 放送大学大学院 特任教授 
・ 独立行政法人日本学術振興会科学研究費委員会専門委員 
・ 第53回日本母性衛生学会大会準備委員会 企画部会委員 
・ 福岡県立嘉穂高等学校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）事業運営指導委員会委員 
・ 飯塚市立病院管理運営協議会 病院建設検討部会委員 
・ 第16回日本看護サミット福岡’11実行委員会副委員長，企画委員会委員 
・ 全国助産師教育協議会 理事 


 


８．学外講義・講演 


・ 佐藤香代．（2011 .8）．教育方法・教育評価．平成23年度助産師実習指導者研修，社団法人


福岡県看護協会，福岡． 
・ 佐藤香代．（2011.9）．人はみな、内なるヒーラーを持っている．第3回健康大使セミナー，福


岡県立大学，福岡． 
・ 佐藤香代．（2011．11）．「自分の性をみつめてみましょう」－からだのリズムを整え、より美


しく－．女性のからだを感じるセミナー，福岡県立大学，株式会社アピカル共同事業，福岡． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，藤木久美子．（2011.10）.第 6 回世にも珍しいマザークラ


ス同窓会 産んだ私のからだと生まれた赤ちゃん．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研


究センター事業，田川． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，藤木久美子．（2011.10）.第 7 回世にも珍しいマザークラ


ス inたがわ－クラス1 息を感じる 触って感じる［呼吸、出会いゲーム］知り合う、触れ合


う、語り合う～自己紹介、フリージング、ハグを通して～．福岡県立大学ヘルスプロモーシ


ョン実践研究センター事業，田川． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，藤木久美子（2011.11）．第 7 回世にも珍しいマザークラ


ス inたがわ－クラス2 食で感じるわたしのからだ［クイズ、食の話］赤ちゃんも喜ぶ～から


だがほしがる食事って… ～野菜のエネルギーを引き出す簡単レシピ～．福岡県立大学ヘル


スプロモーション実践研究センター事業，田川．  
・ 佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，佐藤繭子，藤木久美子．（2011.11）第 7 回世にも珍しい


マザークラス in たがわ－クラス 3 アロマで感じる私のからだ においとふれるで快を感じ


る［アロママッサージ］気持ちがいい…からだの声に耳を澄ませば…からだがもとめるアロマ


の不思議．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，田川． 
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・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，小藤木久美子．（2011.12）第 7 回世にも珍しいマザーク


ラス inたがわ－クラス4 からだの智慧で産み・育てる［お産体験］～からだの声に導かれ迎


えるお産と母乳～．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，田川． 
・ 佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．（2011.12）．第 7 回


世にも珍しいマザークラス in たがわ－クラス 5 音に響くからだでわたしを知る［癒しの音


色・修了式］からだの内（なか）で感じたわたし自身のバースプラン～湧き上がる感覚、わた


しの内から～．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，田川． 
・ 佐藤香代．（2012．1）．「身体感覚活性化マザークラス」の哲学と実践 助産のわざ：女性


の力を信頼する，第7回身体感覚活性化マザークラス」医療者向けセミナー．福岡県立大学ヘ


ルスプロモーション実践研究センター事業，福岡． 
・ 佐藤香代，吉田静，安河内静子，小林絵里子，佐藤繭子，藤木久美子．（2011．11）.第 15 回


世にも珍しいマザークラス同窓会 産んだ私のからだと生まれた赤ちゃん，福岡県立大学ヘ


ルスプロモーション実践研究センター事業，福岡． 
・ 佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．（2012.1）．


第16回世にも珍しいマザークラス in福岡－クラス1 息を感じる 触って感じる［呼吸、出


会いゲーム］知り合う、触れ合う、語り合う～自己紹介、フリージング、ハグを通して～．福


岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，福岡． 
・ 佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．（2012.2）．


第16回世にも珍しいマザークラス in福岡－クラス2 食で感じるわたしのからだ［クイズ、


食の話］赤ちゃんも喜ぶ～からだがほしがる食事って… ～野菜のエネルギーを引き出す簡単


レシピ～．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，福岡．  
・ 佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，佐藤繭子，藤木久美子．（2012.2）．第 16 回世にも珍し


いマザークラス in 福岡－クラス 3 アロマで感じる私のからだ においとふれるで快を感じ


る［アロママッサージ］気持ちがいい…からだの声に耳を澄ませば…からだがもとめるアロマ


の不思議．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，福岡． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．（2012.2）．第 16 回世にも珍


しいマザークラス inたがわ－クラス4 からだの智慧で産み・育てる［お産体験］～からだの


声に導かれ迎えるお産と母乳～．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，


福岡． 
・ 佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，藤木久美子．（2012.2）．第 16 回


世にも珍しいマザークラス in たがわ－クラス 5 音に響くからだでわたしを知る［癒しの音


色・修了式］からだの内（なか）で感じたわたし自身のバースプラン～湧き上がる感覚、わた


しの内から～．福岡県立大学ヘルスプロモーション実践研究センター事業，福岡． 
・ 佐藤香代．（2012.2）．生まれてきてくれてありがとう．あなたは何のために生まれてきたの？


福岡市立三筑中学校性教育講演会． 
・ 佐藤香代．（2012.3）．新カリキュラム（平成 24 年度開始）の特徴．ホリスティックな人間理


解のもとで看護実践力を育てる，福岡県立大学看護学部 第5回合同実習調整会議． 
 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ ヘルスプロモーション実践研究センター事業 


①「身体感覚に焦点を当てた女性の健康ケアモデルの開発と展開に関する研究」プロジェクト


研究(研究代表者) 
②身体活性化（世にも珍しい）マザークラス in 福岡・田川 
③身体活性化マザークラス医療者セミナー 
④健康大使セミナー 
⑤女性と子どものためのスペース「ら・どんな☆まんま」 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 教授 氏名 中野 榮子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


現在、看護援助の方法論に関する研究、および学生の看護技術習得のプロセスに関する研


究を主な研究分野としている。具体的には、看護技術の科学性に関する研究、看護実践方法


論に関する研究、成人看護学、成人看護実習に関する研究などである。 
看護学は実践の科学であり、人間に直接働きかける実践である。看護は看護技術を用いて


実践されるが、看護技術は多様な対象に個別に働きかける為にエビデンスの追求は困難であ


る。しかし、対象に確かな看護技術を提供するにはエビデンスの追求は不可欠であり、これ


から看護師として育つ学生も科学的実践ができるように技術修得することが必要であるので、


これらの課題を追求していきたい。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子、厳紅，原田


直樹，金賢実，田恩永，鄭英美，李洪子，金耕園（2011）：東洋医療に関する日本と韓国の看


護学生の意識調査：福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻1号，82-87 
・ 清水夏子，吉田恭子，永嶋由理子，渡邉智子，江上千代美，小森直美，安永薫梨，尾形由


紀子，中野榮子，石川フカヱ，鳥越郁代，宮城由美子，野口藍子（2011）：助教・助手を対


象とした経験型実習教育での直接的経験の教材化に関する研修会実践報告 ～ロールプレイ


を活用した学びの検討～：福岡県立大学看護学研究紀要，第 8巻 1 号． 
②その他の業績 


<学会発表> 


・ 清水夏子、吉田恭子、生駒智恵、安酸史子、中野榮子、糖尿病認定看護師の資格取得を目指


す研修生の中医学看護技術の学びと今後の看護における可能性の検討、第 62 回日本東洋医学


会学術集会、2011.6、札幌 
・ 富松千恵 中野榮子、山名栄子、東あゆみ、中條雅美：第 21 回日本看護学教育学会学術集会、


横浜、2011.8 
・ 松枝美智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、安田妙子、北川明、中野榮子、 
・ 安酸史子：モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：看護観と援助への


動機づけ育成コース、第3１回日本看護科学学会学術集会、高知、2011.12. 
・ 松枝美智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、安田妙子、北川明、中野榮子、 
・ 安酸史子：モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：直接ケア能力育成


コース、第3１回日本看護科学学会学術集会、高知、2011.12. 
・ 清水夏子、安酸史子、中野榮子、犬塚央、田原英一、三潴忠道（2010）：看護大学生に対する


「東洋医学概論」の試み、第36回日本東洋医学会九州支部総会 
・ 橋本茂子、黒田裕美、政時和美、中野榮子：学生が捉えた周手術期実習における技術習得状


況と課題、看護学科学会学会、千葉、2009.12 
<報告書> 


・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子：看護におけ


る東洋医療と西洋医療の融合に関する日韓比較研究、2009.5 
・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子、小野美穂：


看護における東洋医療と西洋医療の融合に関する日韓比較研究2009.3 
・ 中野榮子、安酸史子、佐藤香代、小松啓子、津田智子、岡村真理子、清水夏子：看護におけ


る東洋医療と西洋医療の融合に関する日韓比較研究・別冊2009.3 
・ 小松啓子、中野榮子、安酸史子、石川フカエ、尾形由起子、夏原和美、渡邉智子、北川明、


山下清香、上田毅、清田勝彦、小島秀幹、吉岡和子、岡村真理子：赤村住民のメタボリック







― 159 ― 


シンドローム予防対策に関する総合的研究、福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター、


2009.3 
・ 安永薫梨，松枝美智子，中野榮子，安酸史子．安田妙子、(2009) ．経験型精神看護実習にお


いて、学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び．平成


19－20年度研究奨励交付金研究成果報告書 
<その他> 


・ 安酸史子・北川明編集、佐藤香代監修、中野榮子他：看護師国家試験過去問題解説(成人看護


学分野)、2012、メディカ出版 
・ 中野榮子他監修：メディカコンクール2012年受験者対象第3回看護師国家試験対策テスト、


2011.11、メディカ出版 
 


③過去のその他の業績 


・ 中野榮子 (単著) ，看護実践方法論に関する研究，福岡県立大学看護学部紀要，第 3 巻 2 号，


52-64（2006） 
・ 中野榮子：体液バランスを保つケア、279-283、ストーマケア、p306-310、（深井喜代子・田


ひとみ編：基礎看護学テキスト EBN志向の看護実践）、南江堂、（2006）． 
・ 中野榮子：肺癌、p54-59、気胸、p74-77、不整脈、p198-203、脳腫瘍、p494-497、アトピー


性皮膚炎、p648-651、全身性エリテマトーデス、p666-669、妊娠高血圧症候群、p770-773、
（看護過程セミナー）、医学芸術社、（2006）、全819頁 
 


５．所属学会 


日本看護学会、日本看護科学学会、日本看護学教育学会、日本看護研究学会、がん看護学会、


看護科学研究学会、ナイチンゲール研究学会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


成人看護概論･2 単位、2 年･前期、成人慢性看護論･2 年後期・2 単位、成人看護実践論・１単


位・3年生前期・後期、成人看護実習・4単位・3年前期・後期、専門看護学ゼミ･2単位･4年･


前期、2･単位、統合実習･2単位・4年前期、卒業研究2単位・4年後期 
<大学院> 


看護理論･2単位･1年・前期 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡県准看護師試験委員 
・ 福岡県介護保険広域連合田川支部地域包括支援センター地域ケア推進協議会委員(副会長) 
・ 福岡県立大学がん看護勉強会 


 
８．学外講義・講演 


中野榮子：看護教育制度、福岡県看護教員養成講習会、2011年 4～5月 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 教授 氏名 村田 節子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


平成 21 年より当大学に就任。主な研究分野はがん患者の身体的ケアや社会復帰に関する研


究で、特にがん患者のスキンケア、排泄と排泄環境に関する研究を行っている。又、ケア技術


選択の根拠となる看護アセスメント過程に関心を持ち、看護過程・看護診断に関する研究を


行っている。 
ケアは、単に身体機能の回復を助けるだけでなく、患者という立場になった人々の生活の


再構築を支援していく役割がある。そのためには、国や地域の慣習や伝統を考慮する必要が


ある。今後は「排泄環境」を通して、アジアの看護についても検討していきたい。 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 村田節子「皮膚症状・ストーマ(P243-247)」、根拠がわかるがん看護ベストプラクティス 第


Ⅳ章 各論 がん患者へのケアとエビデンス、がん看護 第17巻第2号、南江堂､2012. 
・ 村田節子「皮膚症状・皮疹(P248-252)」、根拠がわかるがん看護ベストプラクティス 第Ⅳ章 


各論 がん患者へのケアとエビデンス、がん看護 第17巻第2号、南江堂､2012. 
・ 村田節子「看護診断と看護の専門性・独自性 現状と今後の課題(担当部分単独執筆)」p31-40」､


『季刊ナースアイ、vol.23  NO.3 通巻198号』､桐書房、2010. 
・ 村田節子「女性生殖器疾患 1．病状と病態生理、2．検査、疾患の理解と看護(担当部分単独


執筆)p221-247」、『BASIC NURSING』、メディカルレビュー社、2010.  
・ 村田節子「終末期にある患者のストーマケア（担当部分単独執筆）p759-763」、『がん看護


11.12、 Vol.14,NO7,特集：がん終末期における創傷・スキントラブルとケア』、南江堂、


2009. 
<論文> 


村田節子、灰谷香奈子、高橋朋子、加藤篤、「イエメン共和国の排泄習慣および排泄環境の特


徴と現状」、関西看護医療大学紀要、2010、3月． 
②その他最近の業績 


<調査報告> 


・ 村田節子 「婦人科がんの化学療法によるスキンダメージとＱＯＬに関する研究」、癌研究奨


学金「安田記念財団 癌研究助成成果報告集７」財団法人 安田記念財団発行 2009． 
・ 村田節子、灰谷香奈子 「トイレで社会が見える(12) 水を巡る旅」、記事「建築コスト情報 


2009．１．」財団法人 建築物価調査会発行． 
<学会発表> 


・ 太田由美、長家智子、村田節子（2011）「慢性期看護における患者理解を促す教授の方法」、


第17回日本看護診断学会. 
・ 野口玉枝、村田節子(2010) 「造血器腫瘍患者の終末期の時期判断に関する看護師の実態調査


－終末期の判断によるケア態度の違い－」、第15日本緩和医療学会. 
・ 大谷まゆみ、瓜生里美、村田節子、中井裕子、八尋陽子、武下宣子（2010）「頭頚部癌患者の


術後の変化に伴う家族の体験」、第15回 日本看護研究学会 九州・沖縄地方学術集会. 
・ 瓜生里美、大谷まゆみ、村田節子、中井裕子、八尋陽子、中島彩、細川綾那、武下宣子


（2010）「頭頚部癌患者が感じる手術についての主観的な解釈と看護師への評価」、第 15 回 


日本看護研究学会 九州・沖縄地方学術集会. 
・ 本田裕美、村田節子、長家智子(2010)「看護過程における目標設定の指導方法に関する検討


（1）−慢性期の事例より」、第16回日本看護診断学会. 
・ 村田節子、本田裕美、長家智子(2010)「看護課程における目標説定の指導方法に関する検討


（２）−急性期事例を中心に」、第16回日本看護診断学会． 
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・ 本田裕美、長家智子、村田節子 (2009)「看護学生の思考の特徴から見た強化すべき教授内容


―慢性期の事例より―」、第15回日本看護診断学会学術集会． 
・ 村田節子、長家智子、本田裕美（2009）「アセスメント過程における思考の変化要因と指導の


方向性」、第29回 日本看護科学学会学術集会． 
・ Setsuko Murata（2009）「A study on skin damage by chemotherapy in gynecologic cancer」、


The 1st International Nursing Research Conference of World Academy of Nursing 
Science． 


<その他> 


長家智子、村田節子、本田裕美 事例セッション 第 16 回看護診断学会 事例セッションフ


ァシリテータ 
③過去の主要業績 


・ 村田節子 「ターミナル期における自己尊重の障害への介入について－子宮頚癌Ⅲb 期再発の


47 歳の症例を通して－」、日本看護診断学会学会誌vol 1.No1、ｐ66-76、1996. 
・ 村田節子 「ネパールにおける看護教育とケアシステムの現状と課題」、九州大学医療技術短


期大学部紀要第28号ｐ45-62、2001． 
・ 村田節子、熊谷秋三、平田伸子、平野祐子 「トイレ弱者の立場からみた公的空間の排泄環境


整備と基準化に関する研究」、社会福祉事業助成金「第 34 回三菱財団 事業報告書」三菱財


団発行、2002． 
３．外部研究資金 


科学研究費補助金（基盤 C）『がん化学療法を受ける婦人科がん患者のスキンダメージと QOL
に関する研究』120万円 平成 22〜24年度 単独研究. 


５．所属学会 


日本看護診断学会、日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 （評議委員）、日本看護科


学学会、日本がん看護学会、日本看護研究学会、日本褥瘡学会、日本ネパール協会、国際看


護研究会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


成人看護学概論・2 単位・2 年・前期、成人急性期看護論・2 単位・2 年・後期、成人看護論


IV・1単位・3年・通年、成人看護実習・4単位・3年・通年､統合実習. 
<大学院> 


成人看護学特論・1年・通年、成人看護学演習・1年・通年、がん看護学特論I・2単位・1年・


前期、がん看護学特論II・2単位・1年・後期、がん看護学実習I・4単位・2年・前期、がん看


護学実習 II・2単位・２年・前期、課題研究・4単位・１−2年・通年． 
臨床心理学特論・1年・後期. 


７．社会貢献 


・ 九州がんプロフェッショナル養成協議会 福岡県立大学コーディネーター 
・ 日本オストミー協会社会適応訓練事業相談員 
・ 福岡県立大学がん看護セミナー企画・主催 
・ 福岡県立大学がん看護勉強会企画・運営 
・ 川崎町立病院評価委員会委員 


８．学外講義・講演 


・ 村田節子（2011.9.21）「がん医療の中でこれから看護に求められることは？」、第 22 回がん


患者QO推進事業講習会. 
・ 村田節子（2011.5.27）「今求められるナースのお仕事」、第1回福岡婦人科がん懇話会. 


 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 准教授 氏名 鳥越 郁代 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


大学病院で看護師,助産師としての勤務経験を経たあと,助産師教育に携わる。1992年玉川大


学大学院文学研究科修士課程修了。1999年に英国のテームズバリー大学大学院に留学,助産実.
研究科博士課程修了（博士：看護学）。 
現在,帝王切開分娩後の女性が,次の出産を迎えたときの出産様式選択における意思決定支援


を主な研究テーマとしている。患者との意思決定の共有（shared decision-making）モデルを


根底におくオタワ決定サポート枠組みをもとに帝王切開分娩後の女性の出産選択のための決


定援助プログラムを開発し,そのプログラムを用いた介入研究の実施・分析を行っている。 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 鳥越郁代. (2011). 「第 2 章 助産師が行うケアの概念,3.女性の意思決定を支えるしくみ」.山
本あい子編 『助産師基礎教育テキスト第１巻, 助産概論』（第1版第2刷),42-54.日本看護協会


出版. 
・ 鳥越郁代.(2011) . 「正常な産褥の看護ケア」.村本淳子・高橋真理編『周産期ナーシング』（第


2版1刷）, 197-214, 221-227,ヌーヴェルヒロカワ. 
<論文> 


・ 鳥越郁代.(2010).「帝王切開分娩を経験した日本人女性のための次子の分娩方法選択における


決定援助プログラムを用いた介入研究」,兵庫県立大学大学院看護学研究科博士論文,A4判166
頁. 


・ 鳥越郁代，藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代， 
石村美由紀.(2011).助産師学生の分娩期助産課程の到達状況に関する一考察.福岡県立大学看護


学部紀要，9（2），53-61． 
・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代,小林絵里子，藤木久美子.(2011).「身体


感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のドゥーラ体験. 福岡県立大


学看護学部紀要，9（2），43-52． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代.(2011).「身体感覚活性化マザークラ 


ス」を体験した看護学生の内面的変容. 福岡県立大学看護学部紀要，9（2），63-70． 
②その他最近の業績 


<セミナー> 


鳥越郁代, 吉田静,小林絵里子,藤木久美子,佐藤繭子,古田祐子,佐藤香代. 帝王切開後の出産選択


について考えるセミナー.～看護職としての意思決定支援とは～(平成 23 年度 採択 科学研究


費助成事業) , 企画・運営総括, 福岡, 2012.3.4. 
<シンポジウム>  


鳥越郁代 しあわせなお産を考えるシンポジウム「帝王切開分娩を経験した女性の出産選択」


企画・コーデイネーター,福岡,2008.6.8. 
<報告> 


鳥越郁代.（2009）.シンポウム『帝王切開分娩を経験した女性のための出産選択の支援』を開催


して」,助産雑誌,63(1),54-58. 
<研究ノート> 


安河内静子,佐藤香代,吉田静,石村美由紀,森純子,鳥越郁代.(2010).医療者が『身体感覚活性化マザ


ークラス』を体験した効果 －体験録の分析から－」,福岡県立大学看護学部紀要,7(2), 63-71. 
<国家試験問題解説> 


鳥越郁代.（2010）.「第 99 回看護師国家試験解説 母性看護領域（必修問題）」国家試験対策


e-Learning ＮPlus,佐藤香代監修,http://m-nplus.jp/. 
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<教材開発> 


・ 佐藤香代,安河内静子,吉田静, 佐藤繭子, 鳥越郁代,小林絵里子,藤木久美子. 身体活性化（世


にも珍しい）マザークラスの哲学と実践, 2012. 
<その他の出版物> 


・  鳥越郁代.（2008）.小冊子「出産の選択：帝王切開分娩を経験したあなたの出産の選択は？（日   


本版）」. 
<学会報告> 


・ 鳥越郁代.帝王切開分娩後の次子の出産方法選択における支援 : 決定援助のための小冊子（日   


本版）作成と内容の評価,第50回日本母性衛生学会,神奈川,2009. 
・ 鳥越郁代,古田祐子,石村美由紀,安河内静子,吉田静.助産学生の分娩期助産診断過程における     


現状と課題,第50回日本母性衛生学会,神奈川,2009. 
・ 鳥越郁代,吉田静,佐藤香代.帝王切開分娩を経験した女性の出産選択の支援に対する意識調査シ


ンポジウム参加者を対象とした自記式調査から－」,第23回日本助産学会学術集会,東京,2009. 


・ 佐藤香代,安河内静子,森純子,吉田静,石村美由紀,鳥越郁代,山本有紀子.『身体感覚活性化マ


ザークラス』に参加した母子の栄養学的調査．第50回日本母性衛生学会,神奈川,2009. 


・ 石村美由紀,佐藤香代,安河内静子,森純子,吉田静,鳥越郁代.リカレント教育における相互作


用の効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者セミナーの調査から－,第50回日本母性衛


生学会,神奈川,2009. 


・ 安河内静子,佐藤香代,石村美由紀,森純子,吉田静,鳥越郁代.医療者がマザークラスを体験す


る効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者セミナーにおける体験録から－,第50回日本


母性衛生学会,神奈川,2009. 


・ 森純子,佐藤香代,安河内静子,石村美由紀,吉田静,鳥越郁代.身体感覚活性化マザークラス」医


療者向けセミナーにおける「食体験」の分析．第50回日本母性衛生学会,神奈川,2009. 


・ 森純子,佐藤香代,鳥越郁代.開業助産師による会陰裂傷予防ケア.第51回日本母性衛生学会,金


沢,2010. 


・ 安河内静子,佐藤香代,石村美由紀,吉田静,佐藤繭子,鳥越郁代,森純子.「身体感覚活性化マザ


ークラス」に参加した女性の変容過程. ～食のレッスンを通して～, 第 51 回日本母性衛生学


会,金沢,2010. 


・ 佐藤繭子,佐藤香代,安河内静子,石村美由紀,吉田静,鳥越郁代,森純子. 「身体感覚活性化マザ


ークラス」に参加した看護学生の変化,第51回日本母性衛生学会,金沢,2010. 


・ 石村美由紀, 佐藤香代,安河内静子, 吉田静,佐藤繭子,鳥越郁代,森純子.「身体感覚活性化マ


ザークラス」における産む力・生まれる力を感じるプログラムの評価,第51回日本母性衛生学


会,金沢,2010. 


・ 佐藤香代,安河内静子,佐藤繭子,吉田静,小林絵里子,鳥越郁代,藤木久美子,米倉圭介.妊婦に


おける乳酸菌生成エキス飲用の効果, 第52回日本母性衛生学会,京都,2012. 


・ 吉田静,佐藤香代,鳥越郁代,安河内静子,小林絵里子,佐藤繭子,藤木久美子.身体感覚活性化マ


ザークラス医療者セミナーにおけるドウーラ体験の評価, 第 52 回日本母性衛生学会,京


都,2012. 


・ 鳥越郁代,藤木久美子,佐藤繭子,古田祐子,安河内静子,吉田静,小林絵里子,佐藤香代,石村美


由紀.助産師学生の分娩期助産診断の到達状況と課題, 第52回日本母性衛生学会,京都,2012. 


③過去の主要業績 


・ 鳥越郁代.（2000）.「第10章子どもを産む」,成山文夫,石川道夫編著『家族・育み・ケアリン


グ』,163-178,北樹出版. 
・ 鳥越郁代.（2002）.「第6章一対一の助産実践を提供して満足感を得る（Providing one-to-one 


practice and enjoying it）」翻訳,Lesley Ann Page原著『The New Midwifery: science and 
sensivity in practice』,鈴井江三子監修『新助産学』,129-149,メディカ出版. 
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５．所属学会 


日本母性衛生学会,日本助産学会,日本看護科学学会 
 
６．担当授業科目 


<学部> 


女性看護論・2単位・2年・後期,女性看護実践論・2単位・2年・前期,通年,国際看護論・2単位


4 年・前期,性看護実習・2 単位・3 年・通年,助産診断・技術学・4 単位・4 年・前期,助産実習


Ⅰ・7単位・4年・前期, 助産実習Ⅱ・2単位・4年・前期,専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期,
卒業研究・2単位・4年・後期 


<大学院> 


助産学特論・2 単位・１年・前期,助産学演習・2 単位・1 年・後期,臨床看護学特別研究・8 単


位・2年・通年 
 
７．社会貢献活動 


・ 日本助産師会福岡県助産師会 筑豊地区理事 
・ 国際ケアリング学会査読委員 


 
８．学外講義・講演 


・ 鳥越郁代.「助産外来の健診技術.ハイリスク妊婦の把握と対応」, 福岡県看護協会助産師職能委


員会研修会,福岡,2011.12.17. 
・ 鳥越郁代.「帝王切開分娩後の出産選択における決定援助の効果」,帝王切開後の出産の支援に


ついて考えるセミナー, 福岡,2012.3.4. 
 


９．附属研究所の活動等 


・ 看護学部ヘルスプロモーション実践研究センター研究員 
・ 第3健康大使セミナー（2011.9.8） 
・ 第7回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in 田川（2011.10～12） 
・ 第16回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in 福岡（2012.1～2） 
・ 第7回身体感覚マザークラス医療者向けセミナー（2012.1.21） 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 准教授 氏名 古田 祐子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


皮膚トラブルを有する新生児・乳児の皮膚バリア機能及び皮膚洗浄法，助産教育における


助産技術・健康教育到達度評価を主な研究分野としている。その他、月経に関心を持ち、ヘ


ルスプロモーション実践研究センターでは“性の健康に関する事業”の責任者として、月経


に関するなんでも相談、月経に関連した研修会（布ナプキン作成講座・マンスリービクス講


座）、中・高校生や養育者を対象とした性教育活動を行っている。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 鳥越郁代, 藤木久美子,古田祐子,佐藤繭子,安河内静子,吉田静,小林絵里子,佐藤香代,石村美由紀.
助産師学生の分娩期助産課程の到達状況に関する一考察.福岡県立大学看護学部紀要9（2）, 福
岡県立大学, p53-61 . 2012. 


・ 古田祐子.『2012年基礎学力到達度チェックテスト』.メディカコンクール委員会編集（分担執


筆）,メディカ出版,大阪, p68-71.2012. 
・ 古田祐子.「正常な産褥の看護ケア」、村本淳子・高橋真理編『ウイメンズヘルスナーシング 周


産期ナーシング』2版.ヌーヴェルヒロカワ. 東京.169-196,215-220.2011. 
・ 古田祐子.「Congratulation」、村田千代子著『赤ちゃんから学ぶ』.サン・ムラタ,福岡, 


p121-123.2011.9. 
・ 古田祐子.『2012年受験者対象看護師国家試験対策テスト解答・解説』.メディカコンクール委


員会編集,メディカ出版,大阪, p68-71,112,122,.2011. 
・ 古田祐子，安河内静子.皮膚トラブルを有する生後 3 ヶ月未満児の表皮 pH・水分量・皮膚温


の皮膚洗浄前後の変化.母性衛生51（2）, 320-328, 2010. 
・ 古田祐子.『2011年受験者対象看護師国家試験対策テスト解答・解説』.メディカコンクール委


員会編集,メディカ出版,大阪, p55-56, p107-108, p112. 2010. 
・ 古田祐子.『2011年基礎学力到達度チェックテスト』.メディカコンクール委員会編集（分担執


筆）,メディカ出版,大阪, p17, p69-71. 2010. 
・ 古田祐子.「正常な産褥の看護ケア」、村本淳子・高橋真理編『周産期ナーシング』6 刷,ヌー


ヴェルヒロカワ. 東京.151-173,191-197.2010. 
・ 石村美由紀，古田祐子. 佐藤香代. 分娩介助技術の習得過程―本学での分娩介助技術評価調査


より―.福岡県立大学看護学部紀要7（1）, 福岡県立大学, p18-28 .2009. 
②その他最近の業績 


<学会講演> 


古田祐子.村田千代子.学会キーセッション「達人に学ぶ看護の技；赤ちゃんの肌を蘇らせる技」.
日本看護技術学会.講演.2011.10.30.東京 


<報告書> 


・ 古田祐子,安河内静子.皮膚トラブルを有する乳児の皮膚バリア機能と皮膚洗浄法に関する研


究.科学研究費補助金（基盤C）研究成果報告書,全70頁.2011.3. 
・ 古田祐子,安河内静子,石村美由紀.中・高校生のいのちを育むワークッショップ報告書.奨励交


付金個別研究成果報告書.全24頁.2011.3. 
・ 古田祐子. 皮膚の自然治癒力を促進させる沐浴法に関する研究. 奨励交付金研究成果報告書, 


67− 68. 2009.3. 
・ 古田祐子.  皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄法に関する研究— 皮膚洗浄前後の丘疹・炎


症症状の皮膚変化— .奨励交付金研究成果報告書，120-121. 2009.3. 
<学会報告> 


・ 古田祐子、安河内静子.病産院における沐浴と教育の実態. 日本母性衛生学会.京都.2011.9.30. 
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・ 鳥越郁代、藤木久美子、佐藤繭子、古田祐子、安河内静子、吉田静、小林絵里子、石村美由


紀.助産師学生の分娩期助産診断過程の到達状況と課題.日本母性衛生学会.京都.2011.9.30. 
・ 宗加奈子、古田祐子. 第 1 種助産施設利用者の特徴と家族要因.日本母性衛生学会.京


都.2011.9.30. 
・ 宗加奈子、古田祐子.第1種助産施設利用者の妊娠の認識から出産場所決定までのプロセス. 日


本母性衛生学会.京都.2011.9.30. 
・ 箱崎友美、古田祐子. 看護系大学 4 年生の月経痛とその対処行動.日本母性衛生学会.京


都.2011.9.30. 
・ 古田祐子、安河内静子. 小・中・高校生を持つ養育者の性の健康教育に対する知識ニーズ.日


本思春期学会.福岡.2011.8.27. 
・ 古田祐子、安河内静子、石村美由紀. 学外における性の健康教育の試みから得た知見（報


告）.日本思春期学会.福岡.2011.8.27. 
・ 新友子、古田祐子、佐藤繭子. 大学 1 年生の生理用布製ナプキンに関する関心度について. 日


本思春期学会.福岡.2011.8.27. 
・ 垣内千明. 古田祐子.十代妊婦を取巻く新しい課題―14 歳～16 歳で出産した 3 事例より―


日本思春期学会.福岡.2011.8.27. 
・ 宗加奈子，古田祐子.複雑な家族背景を持つ第１種助産施設利用十代経産婦の事例— 福祉担当者


の連携と行政課題— , 日本思春期学会.福岡.2011.8.27. 
・ 高杢裕子,古田祐子.更年期未婚看護職女性の自己受容に関連する要因―年齢・更年期症状・ソ


ーシャルサポートとの関連―.日本助産学会,愛知.2011.3.6. 
・ 古田祐子，安河内静子,近藤美幸.乳児の表皮水分・pH・油分に関する皮膚トラブルの有無と


季節の影響.日本母性衛生学会,石川. 2010.11.6. 
・ 古田祐子，安河内静子,近藤美幸. 早期新生児の表皮 pH・水分量の経日的変化.日本母性衛生


学会,石川. 2010.11.6. 
・ 安河内静子，古田祐子, 近藤美幸. 乳児の表皮水分・pH・油分に関する皮膚トラブルの有無


と月齢の影響. 日本母性衛生学会, 石川. 2010.11.6.. 
・ 井上真紀, 林昭子,古田祐子. T 病院における母乳外来の実態と意義. 日本母性衛生学会,石川. 


2010.11.6. 
・ 吉留亜希子,橋口千明希,古田祐子.女子大学生の低体温相体温と高温相日数との関連について. 


日本母性衛生学会,石川.2010.11.6. 
・ 古田祐子，安河内静子. 皮膚トラブルのある乳児を対象とした M 助産師の皮膚洗浄法とスキ


ンケアの有用性の検証.日本看護技術学会. 愛知.  2010.10.24. 
・ 安河内静子，古田祐子, 近藤美幸. 皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄前後 2 時間までの皮


膚温・水分量・油分量・表皮pHの変化. 愛知. 2010.10.24. 
・ 石村美由紀，佐藤香代，古田祐子. 学士課程における助産実習の評価と課題. 日本助産学会


（茨城）.2010.3.20. 
・ 古田祐子，安河内静子,近藤美幸. 皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄前後の表皮油分・水


分量・pH値の変化. 日本母性衛生学会, 横浜.2009.9.29. 
・ 古田祐子，安河内静子,近藤美幸. 皮膚トラブルを有する乳児の皮膚圧迫洗浄法の有用性—写


真及び表皮画像による検証—.日本母性衛生学会, 横浜. 2009.9.29. 
・ 安河内静子，古田祐子，近藤美幸. 乳児の皮膚洗浄法と皮膚トラブルの関連. 日本母性衛生学


会, 横浜. 2009.9.29. 
・ 安河内静子，古田祐子，近藤美幸. 皮膚トラブルを有する乳児の表皮水分量・油分量・PH の


実態―. 日本母性衛生学会, 横浜. 2009 .9.29. 
・ 長絵万里，古田祐子. 院内助産院システム導入前後における院内スタッフの意識変化. 日本母


性衛生学会, 横浜. 2009 .9.29. 
・ 石村美由紀，古田祐子，佐藤香代. フリースタイル分娩介助を行う助産学生の技術習得過程. 


日本母性衛生学会, 横浜. 2009 .9.29. 
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・ 鳥越郁代，古田祐子，石村美由紀，安河内静子，吉田静香. 助産学生の分娩期助産診断過程に


おける現状と課題. 日本母性衛生学会, 横浜. 2009 .9.29. 
・ 近藤美幸,古田祐子，田中美智子，江上千代美，安河内静子. 圧迫振動法の検証—皮膚トラブ


ルを抱えた乳児の皮膚組織からー.日本看護技術学会, 北海道. 2009 .9.29. 
・ 近藤美幸，古田祐子，江上千代美，田中美智子.皮膚トラブルを抱えた乳児の皮膚組織の特徴.


看護研究学会九州支部. 宮崎. 2009.9.27. 
<座長> 


一般演題：喫煙・飲酒・依存②群,日本思春期学会,2011.8.27.福岡市   
<小冊子作成> 


・ 古田祐子.月経記録カレンダー.  2012.2. 
・ 古田祐子.知っとお？月経. 2012.2 
<研修会企画> 


・ 古田祐子.マンスリービクス. 田川市, 2012.2.15. 
・ 古田祐子.思春期の性と子育て―笑顔が心のエネルギー. 北九州市, 2011.12.18. 
・ 古田祐子,佐藤繭子.布ナプキンワークショップ.2011.10.2. 
・ 古田祐子.マンスリービクス. 田川市, 2011.8.17. 
③過去の主要業績 


・ 村田千代子，古田祐子.『Baby エステ』，櫂歌書房.全124頁. 2008. 
・ 古田祐子「分娩介助技術指導において助産師学生に「わかった」と認識させる指導者の言語的


教育技法」，『母性衛生』，45（2），2004． 
 


５．所属学会 


日本母性衛生学会 ，日本助産学会 ，日本思春期学会 ，福岡県母性衛生学会（評議員），日


本看護科学学会，日本看護技術学会，日本看護研究学会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


女性看護論・2単位・2年・後期，女性看護実践論・1単位・3年・通年，女性看護実習・２単


位・3 年・通年，助産診断・技術学・4 単位・4 年・前期，地域母子保健学・1 単位・4 年・前


期，助産実習Ⅰ・7単位・4年・前期，助産実習Ⅱ・2単位・4年・前期，統合実習・2単位・4
年・後期，専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期，助産管理・1単位・4年・後期，卒業研究・


2単位・4年・後期 
<大学院> 


助産学特論・2 単位・１年・前期，助産学特論演習・２単位・１年・後期，臨床看護学特別研


究・8単位・１，２年・通年. 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡県母性衛生学会評議員  
・ 田川市男女共同参画社会審議会委員 
・ 日本思春期学会企画委員 


 
８．学外講義・講演 


・ 出前講義「性教育— STD 性感染症について」講師,福岡県立田川科学技術高等学校.2011.7.7.
田川市. 


・ 教員免許更新講習会「産む・産める“からだ”づくり」講師.福岡県立大学. 2011.8.17.田川市. 
・ 福岡県看護実習指導者講習会,「助産師養成課程」講師, 福岡県看護協会. 2011.11.29.福岡市. 
・ 性の健康に関する事業「マンスリービクス 月経のブルーな気分にさようなら」講師. 2012.2.8.


田川市. 
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・ 養護教諭研修会「思春期のからだづくりと性の現状」講師. 田川郡学校保健会, 2012.2.13.田
川郡. 


・ 出前講義「性教育：性の問題行動と正しい異性の理解」講師. 宇美南中学校, 2012.2.27.糟屋郡. 
・ 出前講義「性教育：いのちの誕生・いのちの現場から」講師. 香春町立勾金中学校,2012.3.8.


田川郡. 
 
９． 附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 月経に関する健康事業（責任者） 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 准教授 氏名 松枝 美智子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


平成16年から福岡県立大学看護学部で精神看護学を担当している。平成19年度からは大学


院看護学研究科看護学専攻臨床看護学領域で研究コースの専門科目を、平成 22 年度からは専


門看護師コース（精神看護学）の専門科目を担当している。平成 23 年度からはより社会人が


学びやすい環境にするために、研究コース（精神看護学）のみならず専門看護師コース（精神


看護学）でも長期履修生を受け入れている。主な研究分野は次のとおりである。 
（1）精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の開発 
（2）モジュール型精神障害者社会復帰援助研修プログラムの作成 
（3）安酸史子教授が提唱する経験型実習教育の精神看護実習における展開に関する研究 


 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<論文> 


・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,北川明,中野榮子,安酸史子,安田妙子,政時


和美,松井聡子.(2011).精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の検討:因子分析


と信頼性の検証.福岡県立大学看護学研究紀要,9(1),1-10. 
・ 安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、


学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び.第39回日本看


護学会論文集【精神看護】, 47-49. 
・ 松枝美智子,安永薫梨,安田妙子,大見由紀子.(2008).精神看護実習で学生の患者ケアへの内発的


動機づけが高まる要因.福岡県立大学看護学研究紀要,5(2),66-79. 
<学会発表> 


・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：看護観と援助への動


機づけ育成コース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護


科学学会学術集会講演集,226. 
・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：直接ケア能力育成コ


ース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護科学学会学術


集会講演集,226. 
・ 松枝美智子，安永薫梨，安田妙子，中野榮子，安酸史子．精神障害者の社会復帰促進を目的


とした継続教育の現状と課題．第18回日本看護学教育学会．つくば，2008年8月． 
・ 松枝美智子，安永薫梨，安田妙子，北川明，安酸史子，中野榮子．精神科超長期入院患者の


社会復帰援助レディネス尺度の開発．第28回日本看護科学学会．福岡，2008年12月. 
・ 安永薫梨，安田妙子，松枝美智子，中野榮子，安酸史子．（2008）．経験型精神看護実習にお


いて，学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び．第 39
回日本看護学会【精神看護】．神戸，2008年8月． 


②その他の最近の業績 


安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、


学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び. 平成19－20年
度研究奨励交付金研究成果報告書, 81-82. 


③過去の主要業績 


・ 安永薫梨，松枝美智子，安田妙子，中津川順子，村島さい子，中野榮子，安酸史子．(2006)．
精神看護実習におけるチームティーチング体制の検討－実習前後の事例検討会の成果と今後


の課題－．第37 回日本看護学会論文集(看護教育)，96-98. 







― 170 ― 


・ 松枝美智子．(2005)．精神科超長期入院患者の社会復帰が成功するシステム上の要因：日本版


治療共同体の実践の分析から．福岡県立大学看護学部紀要，2(2)，80-90. 
・ 安田妙子，安永薫梨，大見由紀子，Adler-Collins JK，松枝美智子．(2005)．経験型精神看護


実習において精神看護領域外の指導教員が直面する困難とその対策．看護教育，46(11)， 
1035-1039． 


・ 松枝美智子.(2003).精神科超長期入院患者の社会復帰援助が成功する要因：日本版治療共同体


における看護師の変化.日本精神保健看護学会誌.12(1)45-47. 
 


３．外部研究資金 


文部科学省科学研究費、基盤研究 B、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に関する研


究」（研究代表者 安酸史子）、分担研究、平成 21年 4月 1日～平成 25年 3月 31日. 
 


５．所属学会 


日本精神保健看護学会、日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本集団精神療法学会、日


本老年看護学会、日本看護学会、日本精神科看護学会、日本認知療法学会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


精神保健・2単位・１年・後期、精神看護論・2単位・2年・通年、精神看護実践論・2単位・


3 年・通年，精神看護実習・2 単位・3 年・通年，専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期，統合


実習・2単位・後期，卒業研究・2単位・4年・後期 
<大学院> 


精神看護学特論・2 単位・1 年・前期、精神看護学演習・2 単位・1 年・後期、精神看護対象


論・1 年・前期・2 単位, 精神看護援助論・4 単位・1 年・通年，精神看護セラピー・4 単位・1
年・通年，精神看護関連法規・制度政策論・2 単位・通年，精神看護直接ケア実習Ⅰ・1 年・


通年・2 単位，精神看護専門看護師役割実習Ⅰ・2 単位・1 年・通年，精神看護直接ケア実習


Ⅱ・2単位・2年・通年，精神看護専門看護師役割実習Ⅱ・4単位・2年・通年，臨床看護学特


別研究 8 単位・1-2 年・通年，課題研究・4 単位・1－2 年・通年(長期履修生については大学院


看護学研究科の履修の手引きの長期履修モデルに記載.) 
 


７．社会貢献活動 


糖尿病看護認定看護師教育課程で「対人関係論」の一部を担当． 
 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員． 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース（精神看護学）公開授業Ⅰ：司法看護における精神看護専門看護師の役割. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース（精神看護学）公開授業Ⅱ：認知行動療法の看護への適用, 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース（精神看護学）公開授業Ⅲ.：セルフケアを促進する技術：対応困難な身体疾患を持つ人


とその家族の看護. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース（精神看護学）公開授業Ⅳ：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の役割. 田川


市. 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 准教授 氏名 宮城 由美子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


看護師として小児病棟での臨床経験を経て、看護教育、保育士養成に携わり、2006 年より


本学に着任。現在行っている研究は、子どもの日常的な疾患（common disease）の看護であ


る。そのため外来における看護が中心であり、外来ケアモデルに関する研究を行っている。


現在小児医療において、特に小児救急問題などは保護者の家庭看護力の低下が指摘されてい


る。そのため日常的な疾患における家庭療養や、アレルギー疾患を有している子どもの日常


生活管理を有効に行うことができる育児支援活動を行っている。また私の行っている研究活


動は、子どもの健康支援であり、医療職だけでなく、保育の現場、そして家庭、地域との協


働で行うことに重点をおいている。そのため、「子どもの健康見守り隊」として幼児・保育


者・保護者を対象にした健康教育を展開している。これらの実践により幼児期における自己


の健康を維持増進するための方法及び有効性について研究している。 


 
２．研究業績 


①著書・論文 


<論文> 


・ 宮城由美子、太田恵子、中山慶子、吉川未桜：「健康保育に対する保護者のニーズ」保育と保


健Vol15(1) 2009（平成21）年 


・ 横尾美智代、宮城由美子、中込治．「ロタウイルス胃腸炎による入院のリスクとロタウイルス


ワクチンに対する小児科医および保護者の意識調査」臨床とウイルス．37(3)、2009年 


・ 橘則子、宮城由美子：「保育士を対象に看護師が行う応急手当教育の必要性」福岡県立大学看


護学研究紀要7（2）、2010年 


・ 細井勇、古橋啓介、秦和彦、宮城由美子、吉川未桜、林ムツミ、黄 星賀、徐 彗全、南 


美慶、宋 映沃：「子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査から少子化問題とその


背景を考える 福岡市と大邱・釜山市との比較調査結果の分析を通じて」福岡県立大学人間社


会学部紀要19（1）、2010年 


・ 宮城由美子、髙橋みどり、岡部貴裕、横尾美智代：「食物アレルギー児に行う除去食が家族・


きょうだい児に及ぼす影響について」外来小児科13（3）、2010年 


・ 橘則子、宮城由美子、吉川未桜：「小児看護実習で看護学生が学んだ子どもの権利を尊重した


関わりについて」福岡県立大学看護学研究紀要8（1）2011年 


・ 横尾美智代、吉川未桜・柏原やすみ・宮城由美子：「乳幼児の身近な疾患のケアに対する保護


者の知識に関する調査－子どもの下痢の予防に対して－」福岡県立大学看護学研究紀要9（1）、


2011年 


・ 柏原やすみ・吉川未桜・宮城由美子：「卒業前に実施した小児看護技術の演習効果」福岡県立


大学看護学研究紀要9（1）、2011年 


・ 宮城由美子、横尾美智代、山本八千代：「下痢症に罹患した乳幼児に対する保護者の家庭療養


行動」小児保健研究70（3）、2011年 


・ 秋鹿郁子、山本八千代、宮城由美子、竹谷健：「食物アレルギー児をもつ母親の主観的困難感


と看護者に望むもの」小児保健研究70（5）、2011年 


②その他の業績 


<解説> 


宮城由美子、「小児看看護学」担当：『看護師国家試験過去問題 2012 年』編者：安酸史子、


北川明、監修：佐藤香代、メディカ出版、2011年 
<報告> 


宮城由美子、田中美樹、吉川未桜、柏原やすみ：「子どもの健康見守り隊システムの構築」、


新生活産業くらぶFUKUOKA シーズ発表会、2012年1月、福岡市 
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<学会報告> 


・ 宮城由美子：「日・韓子育て支援シンポジウム 子どもの健康と子育て支援」2009年3月、福


岡市 


・ 宮城由美子、髙橋みどり、稲富紀代他：「外来における食物負荷試験により食物除去が解除に


なった子どもと家族の特徴」第26回日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会．2009年5月、


福岡市 


・ 宮城由美子、山本八千代：「下痢症状を有する子どもの家族による療養行動と看護に関する調


査」第29回日本看護科学学会．2009年、千葉 


・ 岡部貴裕、宮城由美子：「開業外来での食物経口負荷試験の適応および安全性-約3000例の検


討」第10回食物アレルギー研究会、2010年2月、東京 


・ 宮城由美子、横尾美智代、吉川未桜、柏原やすみ：「保育士からみたアレルギー疾患児保育の


現状」第58回日本小児保健協会学術集会､2011年、名古屋 


・ 横尾美智代、宮城由美子、吉川未桜、柏原やすみ：「乳幼児の身近な疾患のケアに対する保護


者の知識力向上のための調査、第58回日本小児保健協会学術集会､2011年、名古屋 


・ 岡部貴裕、宮城由美子：「開業外来での食物経口負荷試験の安全性 約 4000 例の検討」第 48


回日本小児アレルギー学会、2011年、東京 


③過去の主要業績 


宮城由美子：「アトピー性皮膚炎児を持つ家族の生活実態および不安の特徴」 日本看護学会


誌Vol.16(1) 2006(平成 18)年12月 
３．外部資金獲得 


平成 23 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金）基盤研究（C）「ワクチンによる感染症


予防策に消極的な保護者の意志決定過程、、リスク認識に関する研究、平成 23－25 年（4160
千円）、研究分担者 


 


５．所属学会 


日本小児看護学会、日本小児保健協会、日本看護研究学会、日本家族看護学会、日本保育園保


健協議会、全国保育園保健師看護師連絡会、日本子ども学会 会員 
６．担当授業科目 


「小児看護論」2単位・2年・前期、「小児看護実践論」1単位・3年・通年、「小児看護実習


Ⅰ」1単位・3年・通年、「小児看護実習Ⅱ」１単位・3年・通年、「統合実習」3単位・4年・


前期、「専門看護学ゼミ」2単位・4年・前期、「卒業研究」2単位・４年・後期、「小児看護


学特論」2単位・大学院1年・前期、「小児看護学演習」2単位・大学院1年・後期、 


７．社会貢献活動 


北九州市児童福祉施設等第三者評価委員 
８．学外講義・講演 


・ 宮城由美子(2011.10)．「地域の課題解決に向けて 公開講座Ⅱ 子どもたちへの虐待を防止す


るために私たちが出来ること（幼児虐待）」平成23年度福岡県立大学公開講座 
・ 宮城由美子(2011.10)．「現代の学生の気質、看護基礎教育でのカリキュラムから指導案の立て


方まで」福岡市立子ども病院 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 


・ 宮城由美子(2011.6)、子どもの心の育ち 畑保育所 


・ 宮城由美子(2012.1)、子どもの心と体の健康、城野保育所 


・ 宮城由美子(2011.9)．保育看護学習会「知っていますか？子どもの目、眼の病気」おぐまの保


育園 


・ 宮城由美子(2011.12)．保育看護学習会「熱が出来た！！何をするのか今一度考えましょう」 


・ 宮城由美子 (2011.5～2011.2)健康保育「自分のからだ大切に！(年長)8回実施」三萩野保育園 


・ 宮城由美子 (2010.6～2011.2)健康保育「自分のからだ大切に！(年長)3回実施」北方保育園 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 准教授 氏名 渡邉 智子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


筑豊地区は，老年看護のエッセンスが詰まった魅力的な地域である。人生の先輩である皆


さんと学生と出逢い，繋がり，支えられ，自らの生き方や老い方を問うこの頃である。「高齢


者の叡智発掘活動」と題して，ヘルスプロモーション活動を継続して５年になる。人生の先輩


である皆さんと学生のおかげである。皆さんは，学生に「愛」を注ぐ。学生は皆さんの真の愛


を感じ共に楽しみ癒される。健やかな老いを共に学び，成長させていただいているように思う。


高齢者の持っている力，学生や看護師の持っている力を信じ，引き出し，自ら自律するように


関わる看護実践と看護教育にこだわっている。 
主な関心は，老年看護学領域の看護職者の実践知の言語化による看護技術の開発やシステ


ムの構築，看護学教育方法，具体的には，①「生活リズムを整える」②「高齢者のみかたと臨


床判断」③「高齢者の喜びや楽しみ」④「老年看護学教育方法」⑤「看護職へのナラティブア


プローチ」⑥「高齢者の健康長寿のための活動」⑦「老年看護分野での倫理調整」である。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


渡邉智子．(2010)．中西睦子監修，安酸史子編著「実践成人看護学―慢性期」（担当箇所「第 3
部Ⅴ肝硬変―希望を持って生きるための支援」，143-154．建帛社． 


<論文> 


・ 酒井郁子，吉本照子，杉田由加里，茂野香おる，井上映子，八島妙子，渡邉智子（2008）．介


護老人保健施設入居者への生活リズム調整援助の効果の構造．千葉看護学会会誌，14（２），


54-62． 
・ 赤木京子，福田和美，渡邉智子（2009）．老年看護実習で達成感を抱いた学生の学びのプロセ


ス．看護展望 4（３），87-93． 
・ 福田和美，赤木京子，渡邉智子（2009）．老年看護実習における臨床指導者研修会の意義と効


果，福岡県立大学看護学研究紀要 6（2），78-84． 
・ 福田和美，渡邉智子．（2010）．介護老人保健施設の看護師が経験している入所者の急変とそ


の対応．日本看護医療学会雑誌12（２），44-54． 
・ 廣瀬理絵，渡邉智子，小島リヨ子，浦田真澄美, 藤本弘美（2010）．一般病棟における緩和ケ


アに携わるリンクナースのサポートシステムづくり リンクナースへの教育と啓発にむけて


の現状分析．第40回日本看護学会論文集－看護管理－，51-53.  
・ 吉本照子, 酒井郁子, 八島妙子, 井上映子, 茂野香おる, 杉田由加里,渡邉智子（2011）．老人保


健施設の在宅支援機能と関連する因子および取り組みに関する文献検討 1987-2010 年， 千
葉看護学会会誌 17（1），61-68． 


・ 栩川綾子， 黒澤昌洋，高橋照子，渡邉智子（2011）．看護における現象学の活用とその動向


(その2)， 日本看護医療学会雑誌  13（1），50 -61 ． 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 遠藤淑美，坂井さゆり，酒井郁子，諏訪さゆり，荻野悦子，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早


苗，大塚眞理子，丸山優，人見裕江，渕田英津子，松澤有夏，渡邉智子，渡辺みどり．（2009，
9）．生活リズム障害ケアプロトコールver．１の臨床適用にむけた課題，日本老年看護学会第


14回学術集会，北海道． 
・ 荻野悦子，酒井郁子，諏訪さゆり，根本敬子，飯田貴映子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理


子，丸山優，坂井さゆり，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子．（2009，
9）．生活リズム障害の発生状況と背景要因の分析－生活リズム障害ケアプロトコールver．２


の開発にむけた調査から－，日本老年看護学会第14回学術集会，北海道． 
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・ 飯田貴映子，酒井郁子，諏訪さゆり，荻野悦子，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理


子，丸山優，坂井さゆり，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子．（2009，
9）．長期ケア施設入所者の薬剤使用に関する実態調査とケアプロトコールの必要性の検討，


日本老年看護学会第14回学術集会，北海道． 
・ 酒井郁子，飯田貴映子，根本敬子，諏訪さゆり，遠藤淑美，坂井さゆり，人見裕江，渡辺み


どり，松澤有夏，岩鶴早苗，大塚眞理子，丸山優，荻野悦子，渕田英津子，渡邉智子．（2009，
9）．生活リズム障害ケアプロトコールver．１の長期ケア施設入居者への適用，日本老年看護


学会第14回学術集会，北海道． 
・ 酒井郁子，諏訪さゆり，飯田貴映子，根本敬子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理子，丸山優，


坂井さゆり，荻野悦子，人見裕江，渕田英津子，渡辺みどり，松澤有夏，渡邉智子．（2009，
9）．生活リズム障害ケアプロトコールの開発と臨床適用（厚生労働省補助金研究報告），日


本老年看護学会第14回学術集会，北海道． 
・ 諏訪さゆり，酒井郁子，根本敬子，飯田貴映子，荻野悦子，岩鶴早苗，遠藤淑美，大塚眞理


子，丸山優，坂井さゆり，人見裕江，渕田英津子，松澤有夏，渡邉智子，渡辺みどり．（2009，
9）．生活リズム障害ケアプロトコールの導入に向けた職員研修の効果，日本老年看護学会第


14回学術集会，北海道．  
・ 増田香織，渡邉智子．（2010）．看護学生の臨地実習における葛藤，日本看護倫理学会第3回年


次大会，北海道． 
・ 廣瀬理絵，渡邉智子．（2011）．看護臨床倫理教育の構築へむけての取り組み～一般病棟看護師


が認識している倫理問題の現状把握，日本看護倫理学会第4回年次大会，岩手． 
・ 川辺博子，渡邉智子．（2011）．嚥下障害のある高齢者が食事を楽しむ体験の一考察，第 41 回


日本看護学会（老年看護），埼玉． 
・ 石井和久，片平紀代美，小石薫，西田毅，中野徹，渡邉智子．（2011）．デイサービスを利用し


ている要支援高齢者の楽しみに関する研究，第41回日本看護学会（地域看護），香川． 
<解説> 


廣瀬理絵, 渡邉智子, 藤本弘美, 安永一美, 伊福セツ子, 小島リヨ子．（2010）．育てる支える


(vol.14) リンクナースの教育と啓蒙に向けたサポートシステムの構築．看護展望，35（9）， 
66-71． 


③過去の主要業績 


・ 渡邉智子（2001）．痴呆症高齢者ケアの場における判断の構造．兵庫県立看護大学大学院 修


士論文． 
・ 八島妙子，渡邉智子，木村寿美，山幡信子．（2004）．高齢者と学生の対話による学習効果．愛知医科


大学看護学部紀要，第3巻，ｐ81-p84 ． 
・ 渡邉智子，八島妙子，茂野香おる，井上映子，杉田由加里，酒井郁子，吉本照子．（2006）．


介護老人保健施設での看護・介護職者が有する倫理的ジレンマ－高齢者の生活リズムに調整


に関して－，第36回日本看護学会論文集―看護管理―，p392-p394．  
 
５．所属学会 


日本老年看護学会，日本看護科学学会，日本看護学教育学会，日本老年社会科学会，日本認


知症ケア学会，日本未病システム学会，日本看護倫理学会，日本がん看護学会 各会員 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


老年看護論・２単位・２年・通年，老年看護論Ⅱ・１単位・３年・通年，老年看護実習・２


単位・３年・通年，専門看護学ゼミ・２単位・４年・前期，総合実習・３単位・４年・前期，


看護研究・２単位（２コマ）・３年・後期，卒業研究・２単位・４年・後期 
<大学院> 


看護倫理・２単位・修士 1年・前期，コンサルテーション論・２単位・修士 1年・前期， 老
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年看護学演習・２単位・修士２年・後期，臨床看護学特別研究・８単位・修士２年・通年 
 


７．社会貢献活動 


・ 老人クラブ・花満会で、学生と共に、高齢者関係地域活動（神興祭、七夕会、七草粥、茶話会、


敬老会、文化祭、クリスマス会、健康指導、高齢者宅訪問、高齢者宅夜間訪問など） 
・ 筑豊市民大学ヘルシーエイジングゼミ生との地域住民の方への食生活支援 


 
８．学外講義・講演 


・ 飯塚病院「看護部看護研究研修会」講師、2011年 
・ 飯塚病院「看護研究」講師、2011年 
・ 田川市立病院「看護部看護研究講評」講師、2011年10月 
・ 社会保険稲築病院「看護部看護研究講評」講師、2011年9月 
・ 社会保険稲築病院「高齢者をわかるということ」講師、2011年１月 
・ 社会保険田川病院「リンクナース研修会」講師、2011年 


 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践教育センター研究員 
・ 社会貢献・ボランティア支援センター幹事 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 檪 直美 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


研究分野は「高齢者とその家族の心身の健康支援」をテーマとし、特に近年は家族介護者の


健康支援において、多職種が協働した効果的な介入方法について研究中です。確かに介護保


険制度が施行され家族の身体的介護負担は軽減された側面もありますが、孤立した家族介護


者の寂しさや閉塞感は以前と変わっていないように感じます。本当に必要な普遍的支援を見


出すためには、自ら介護家族者と触れ合いその苦悩を感じ取る感性が必要だと考えます。そ


のために介護アドバイザーや介護関係の研修会講師など地域での実践活動を積極的に行い、


その活動を通して、介護保険制度にはないインフォーマルな関係性を構築していきたいと思


います。そして目指すは、エビデンスに基づいた家族介護者のエンパワメント向上への看護


支援です。 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


檪直美「科目７第 3 章－自立に向けた介護過程の実践的展開－」p234-248、『MINERVA 福祉


資格テキスト：介護福祉士介護編』小櫃芳江、鈴木知佐子監修、ミネルヴァ書房、2012． 
<論文> 


・ 檪直美・丸山康子・尾形由起子「認知症高齢者の転倒リスクアセスメントに関する検討―グル


ープホームでの認知症高齢者のBPSDとそのかかわりに着目して―」第41回日本看護学会論


文集，p123－126、2011年． 
・ 檪直美・吉田恭子・江上史子・福田和美・安酸史子「地域住民の主体的健康活動の質を高める


支援に関する検討―参加・共同型看護ゼミでの体験を通して得られた効果の検証―」福岡県立


大学看護学紀要，8（2），p75－82、2011年． 
・ 丸山康子・檪直美「デイケアにおける看護者の役割と専門性に関する研究―家族介護者のニー


ズ調査に基づく分析より―」第41回日本看護学会論文集，p199－122，2011年． 
・ 檪直美・安酸史子・小野美穂・清水夏子「地域住民参加･共同型看護ゼミによる保健行動変容


への動機付けに関する検討」第40回日本看護学会論文集，p92－94，2010年． 
・ 檪直美「デイケア利用者の家族介護者における介護不安に関連する要因」、福岡県立大学看護


学紀要，7（1），p10－17，2009年． 
・ 福田和美、渡邉智子、瓜生忍、赤木京子、檪直美｢介護老人保健施設における救急ケアの実


態｣平成 19 年度看護研究助成事業．財団法人木村看護教育振興財団．看護研究集録，16，
p129－144，2009年． 


<報告書> 


・ 檪直美、尾形由起子、「家族介護者への協同的介入支援ネットワークモデル構築に関する研


究」成22年度研究奨励交付金成果報告書、2011年． 
・ 檪直美、渡邉智子、尾形由起子「家族介護者を支援するための効果的介入方法に関する研究」


平成21年度研究奨励交付金成果報告書、2011年. 
・ 檪直美,安酸史子,小野美穂,清水夏子「主体的健康づくりを促すための看護介入法に関する研究」


福岡県立大学付属研究所2008年度事業報告書、2009年. 
・ 檪直美,安酸史子,小野美穂,清水夏子「生活習慣病予防のための個別支援プログラムの効果に関


する研究」平成20年度研究奨励交付金成果報告書、2009年. 
②その他最近の業績 


<解説> 


・ 檪直美「老年看護学」担当：『看護師国家試験過去問題2012年』編者：安酸史子、北川明 監


修，佐藤香代メディカ出版，2011年． 
・ 看護師国家試験学習支援ツールの解説「老年看護学」放送大学 ICT活用遠隔教育センター,2011 
<学会報告> 
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・ 檪直美、尾形由起子、田渕康子、横尾美千代「介護肯定感形成における家族介護者の対処行動


の特徴」第16回日本在宅ケア学会，東京，2012年3月． 
・ 檪直美、丸山泰子「家族介護者の介護適応プロセスに関連する要因」第 16 回日本看護研究学


会 九州･沖縄地方会，大分，2011年11月． 
・ 丸山泰子、檪直美「介護老人保健施設の看護者が抱く不安」第 16 回日本看護研究学会九州･


沖縄地方会，大分，2011年11月． 
・ 檪直美、丸山康子「グループホームにおける認知症高齢者の転倒リスクの検討‐認知症高齢者


の BPSD とそのかかわりに着目して‐」第 41 回日本看護学会学術集会・地域看護，滋賀．


2010年10月． 
・ 丸山泰子、檪直美「デイケアにおける看護者の役割と専門性に関する研究‐家族介護者のニー


ズ調査に基づく分析より‐」第41回日本看護学会学術集会・地域看護，滋賀．2010年10月． 
・ 檪直美、安酸史子、小野美穂、清水夏子「地域住民参加･共同型看護ゼミによる保健行動変容


への動機付けに関する検討」第40回日本看護学会学術集会・地域看護，長野．2009年11月． 
・ 檪直美、「家族介護者への心身の健康支援に関する研究―デイケアを利用する家族介護者への


効果的介入方法の検討―」第18回日本健康教育学会学術集会，東京.2009年6月． 
・ 石川フカエ、檪直美「中山間地域のおける高齢者の健康支援に関する研究」18 回日本健康教


育学会学術集会，東京．2009年6月． 
・ 檪直美、丸山泰子「デイケア利用の高齢者とその家族への在宅支援に関する研究（第2報）―


家族介護者の QOL を高める介入方法の検討―」,第 13 回日本在宅ケア学会,大阪．2009 年 3
月． 


・ 丸山泰子、檪直美「デイケア利用の高齢者とその家族への在宅支援に関する研究（第1報）―


高齢者とその家族が抱える不安要因の分析―」，第13回日本在宅ケア学，大阪，2009年3月． 
３．外部研究資金 


・ 文部科学省科科学研究費補助金、基盤C（平成23～25年）「通所サービスにおける家族介護者


の介護適応を促す協同的ケアモデルに関する研究」研究代表者（2,340千円） 
・ 文部科学省科学研究費補助、基盤B（平成21～24年）「経験型実習教育の研修プログラムの有


効性に関する研究」研究分担者（研究代表者：安酸史子） 
５．所属学会 


日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本在宅ケア学会、日本健康教育学会、日本老年看


護学会、日本看護学教育学会、日本ケアマネジメント学会 
６．担当授業科目 


老年看護論・2単位・2年・通年,老年看護実践論・1単位・3年・通年,老年看護実習ⅠⅡ・3単
位・3 年・通年,看護専門ゼミ・2 単位・4 年・前期,統合実習・2 単位・4 年・前期,卒業研究・2
単位･4年・後期,老年看護学特論･2単位・修士 1年,老年看護学演習・2単位・修士１年 


７．社会貢献活動 


・ NPO法人「ヘルスアイランドライツサポートうりずん」第三者評価委員 
・ 「老いを支える北九州家族の会」介護アドバイザー 
・ NPO法人「福祉・医療機関教育評価機構」理事・第三者評価委員 
・ NPO法人「生涯現役支援センター」高齢者健康相談員 
・ 筑豊市民大学「ヘルシーエイジングゼミ」参画し年間を通して地域住民との協同的実践活動． 


８．学外講義・講演 


・ 筑豊市民大学・ヘルシーエイジングゼミ講師「食事と健康法」，「救命救急の方法と実践につい


て」福岡県立大学．2011年5月，8月． 
・ 教員免許更新講習講師「安全・安楽な食事の援助」福岡県立大学．2011年8月 
・ NPO 法人生涯現役支援センター講師「健やかに老いるとは」行橋.2011 年 8 月．「ストレス


マネジメントと上手な付き合い方」行橋．2011年6月． 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 田中 美樹 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


看護師として小児病棟、NICU 勤務を経てたのち看護教育に携わり、2011 年より本学に着


任する。名古屋大学大学院医学系研究科博士課程前期修了・修士号（看護学）取得し、現在、


西南学院大学大学院人間科学研究科博士課程後期在学中である。退院後の慢性疾患をもつ子


どもと保護者に対する継続的支援および、継続支援を行う看護職（保育所、クリニックなど）


に対するケア能力向上のための教育支援に関する研究に取り組んでいる。 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 山本浩世、田中美樹、高野政子、｢母乳が不足している｣という母親の母乳育児に関する認識、


母性衛生、vol.50 no.1.pp110-117、2009年 
・ 田中美樹、布施芳文、高野政子、「父親になった」という父性の自覚に関する研究、母性衛生、


vol.52 no.1.pp71-77、2011年 
・ 田中美樹、保育所（園）における食物アレルギーをもつ子どもと保護者に対する看護職の取り


組み、保育と保健 投稿中 
・ 田中美樹、保育所（園）における慢性疾患・障がいをもつ子どもへの看護職/保育士の支援と専


門職としての役割 保育と保健 投稿中 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 田中美樹、高野政子、小児看護学実習における看護技術の実態と学内演習の課題、日本小児看


護学会、2008、第18回日本小児看護学会、名古屋  
・ 田中美樹、高野政子、退院後にへき地に戻る母子に対する支援と地域連携、第 14 回日本看護


研究学会九州・沖縄地方会学術集会、2009年、宮崎  
・ 三好由記、田中美樹、高野政子、食物アレルギーをもつ児と保護者に対する保育所看護職の取


り組み、第20回日本小児看護学会、2010年、兵庫県神戸市 
・ 森本愛弓、田中美樹、高野政子、小児ぜんそくの在院日数短期化にともなう看護師の行う退


院指導の実際、第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会、2010年、福岡市 
・ 柏原やすみ、吉川未桜、田中美樹、宮城由美子、卒業前に実施した小児看護技術の演習効果、


第12回九州小児看護教育研究会、2011年8月、大分県 
・ 松本侑子、田中美樹、高野政子、慢性疾患および障がいをもつ子どもへの保育士の支援と看


護職との連携、第16回日本護研究学会九州・沖縄地方会学術集会、2011年11月、大分県 
<学会発表> 


宮城由美子、田中美樹、吉川未桜、柏原やすみ：「子どもの健康見守り隊システムの構築」、


新生活産業くらぶFUKUOKA シーズ発表会、2012年 1月、福岡市 
<その他執筆> 


・ 田中美樹、看護師国家試験基礎学力到達度チェックテスト（小児看護学）、大阪、メディカ出


版、2011年 
・ 田中美樹、小児看護学問題、放送大学 看護師国家試験学習支援ツール、放送大学、2011年 
③過去の主要業績 


・ 田中美樹、高野政子、小児看護学実習における看護技術の実態と学内演習の課題、日本小児看


護学会、2008年、第18回日本小児看護学会、愛知県名古屋市  
・ 田中美樹、高野政子、退院後にへき地に戻る母子に対する支援と地域連携、第 14 回日本看護


研究学会九州・沖縄地方会学術集会、2009年、宮崎県 
・ 田中美樹、三好由記、高野政子、食物アレルギーをもつ児と保護者に対する保育所看護職の


取り組み、第20回日本小児看護学会、2010年、兵庫県神戸市 
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・ 田中美樹、森本愛弓、高野政子、小児ぜんそくの在院日数短期化にともなう看護師の行う退


院指導の実際、第15回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会、2010年、福岡市 
  


５．所属学会 


日本看護研究学会、日本看護科学学会、日本小児看護学会、日本母性衛生学会、日本小児保


健協会、日本外来小児科学会、日本保育園保健協議会、九州小児看護教育研究会 
 


６．担当授業科目 


「小児看護論」・2単位・2年・前期、「小児看護実践論」・1単位・3年、「小児看護実習Ⅰ」・


1単位・3年、「小児看護実習 II」・1単位・3年、「専門看護学ゼミ」・2単位・4年前期、「統


合実習」・2 単位・4 年、「卒業研究」・2 単位・4 年、「小児看護特論」・2 単位・大学院 1
年・前期、「小児看護学演習」・2単位・大学院 1年・後期  
 


７．社会貢献活動 


・ 大分県小児訪問看護研修会、～小児在宅ケア事例を通して～、2011年3月、大分県 
・ キッズスポッチャ2011 障がいをもつ子どものスポーツ活動支援/ボランティア 


８．学外講義・講演 


・ 田中美樹、福岡県立東鷹高等学校出前講義「子どもの世界～遊びを通して看護しよう！～」講


師、2011年6月19日 
・ 田中美樹、平成 23 年度 田川市子育てボランティア養成講座「事故防止の基礎知識」講師、


2011年11月22日、福岡県田川市  
 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 田中美樹、保育看護学習会「事故防止の基礎知識」講師、2011年1月20日、伊田幼稚園 
・ 田中美樹、健康保育「自分のからだ大切に！」年少クラス3回実施、2011年5月～2012年2


月、三萩野保育園 
・ 田中美樹、健康保育「自分のからだ大切に！」年少クラス3回実施、2011年6月～2012年2


月、北方保育園 
・ 柏原やすみ、宮城由美子、田中美樹、保育看護学習会「本当にできますか？いざというときの


応急手当」、2011年5月、三萩野保育園 
・ 柏原やすみ、宮城由美子、田中美樹、保育看護学習会「本当にできますか？いざというときの


応急手当」、2011年6月、北方保育所 
・ 宮城由美子、田中美樹、柏原やすみ、保育看護学習会「熱がでた！！何をするのか今一度確認


しましょう」、2011年12月、北方保育所 
・ 宮城由美子、田中美樹、柏原やすみ、保育看護学習会「熱がでた！！何をするのか今一度確認


しましょう」、2012年1月三萩野保育園 
・ 宮城由美子、田中美樹、外来看護師さんの井戸端会議第1回学習交流会「子どもにとって最も


よいケアとは？～小児科外来における子どもの権利を考える～」、2011年8月、福岡県立大学 
・ 宮城由美子、田中美樹、外来看護師さんの井戸端会議第2回学習交流会「なるほど！外来でつ


かえるプレパレーションツール」、2012年3月、福岡県立大学  
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 中井 裕子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


総合病院内科系病棟での臨床勤務の後，2001 年に千葉県立衛生短期大学助手として着任。


2010 年 4 月に本学講師として着任し，成人看護学（急性期）の教育に携わっている。主な研


究分野は周手術期看護，がん看護，看護教育である。主な研究テーマは周手術期患者のニー


ズ，がん経験者の日常生活におけるニーズ，臨床での看護学生のリアリティショックを緩和


するための演習方法の検討である。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 中井裕子，比田井理恵，小林繁樹：1 看護アセスメント 患者の安全の確保と精神的援助，


小林繁樹編集，新看護観察のキーポイントシリーズ 脳神経外科，中央法規出版，2011． 
・ 中井裕子（分担執筆）：看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分けBook 


2012年 vol.1/vol.2，安酸史子・北川明編集/佐藤香代監修，メディカ出版，2011． 
<論文> 


・ 中井裕子，榎本麻里，三枝香代子，堀之内若名：成人看護学急性期実習における看護技術教


育の検討（第二報），千葉県立衛生短期大学紀要，27(1・2)，143-151，2009． 
・ 三枝香代子，榎本麻里，中井裕子，堀之内若名：クリティカルケアの演習における教育方法


の検討―患者急変時デモンストレーションの有効性についての分析―，千葉県立衛生短期大


学紀要，27(1・2)，109-115，2009． 
・ 浅井美千代，榎本麻里，三枝香代子，白鳥孝子，中井裕子，川崎由理，長井栄子：看護実践


力の向上を目指した成人看護実習直前技術演習の検討（第1報）―病床での看護場面を想定し


た実技点検―，千葉県立衛生短期大学紀要，27(1・2)，117-124，2009． 
・ 白鳥孝子，中井裕子，浅井美千代，榎本麻里，三枝香代子，川崎由理：看護実践力の向上を


目指した成人看護実習直前技術演習の検討（第2報）―学生の技術到達度及び評価基準の分析


―，千葉県立衛生短期大学紀要，27(1・2)，125-133，2009． 
・ 榎本麻里，浅井美千代，三枝香代子，白鳥孝子，中井裕子，堀之内若名，川崎由理：看護実


践力の向上を目指した成人看護実習直前技術演習の検討（第3報）―ビデオを取り入れた振り


返りによる学生の学び―，千葉県立衛生短期大学紀要，27(1・2)，135-142，2009． 
②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 八尋陽子，中井裕子，東あゆみ：ターミナル期がん患者へのインフォームド・コンセントに


おける看護に関する文献検討，第 16 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，大分，


2011． 
・ 東あゆみ，八尋陽子，中井裕子：糖尿病患者教育における困難に関する文献検討，第 16 回日


本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，大分，2011． 
・ 大谷真由美，瓜生里美，村田節子，中井裕子，八尋陽子，武下宣子：頭頸部癌患者の術後の


変化にともなう家族の体験，第 15 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，福岡，


2010． 
・ 瓜生里美，大谷真由美，村田節子，中井裕子，八尋陽子，中島彩，細川綾那，武下宣子：頭


頸部癌患者が感じる手術についての主観的な解釈と看護師への評価，第 15 回日本看護研究学


会九州・沖縄地方会学術集会，福岡，2010． 


・ 榎本麻里，浅井美千代，白鳥孝子，三枝香代子，堀之内若名，中井裕子：看護実践能力の育


成を意図した看護技術の評価方法―ビデオを用いた学生の自己評価を取り入れたプログラム


の開発―，第9回日本看護技術学会学術集会，愛知，2010． 
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・ 三枝香代子，榎本麻里，中井裕子，堀之内若名：クリティカルケアの演習における教育方法


の検討―患者急変時の演習の有効性についての分析―，第 40 回日本看護学会（看護教育），


岡山，2009． 
・ 中井裕子，白鳥孝子，榎本麻里，茂野香おる，浅井美千代，須釜真由美，川崎由理，長井栄


子，畠中佳織：実習指導者の効果的な指導場面の分析―看護教員の視点から―，第 40 回日本


看護学会（看護教育），岡山，2009． 
・ 須釜真由美，長井栄子，榎本麻里，茂野香おる，浅井美千代，白鳥孝子，中井裕子，川崎由


理：実習指導者による「学生指導のための事例検討会」に教員が参加する意味―アンケートの


分析より―，日本看護学教育学会第19回学術集会，北海道，2009． 


③過去の主要業績 


・ 中井裕子，堀之内若名，三枝香代子，榎本麻里：成人看護学急性期実習における看護技術教


育の検討，千葉県立衛生短期大学紀要，26(2)，105-112，2008． 
・ 榎本麻里，三枝香代子，中井裕子，佐藤弘江：胃がん術後患者の食生活についての文献検討，


千葉県立衛生短期大学紀要，26(2)，123-126，2008． 
・ 長井栄子，浅井美千代，榎本麻里，三枝香代子，白鳥孝子，中井裕子，川崎由理：成人看護


学領域における状況設定演習の臨地実習への活用状況―学生評価による演習の検討―，千葉


県立衛生短期大学紀要，26(2)，113-122，2008． 


・ 堀之内若名，中井裕子，長井栄子，髙安百代，阿部美夏子，畠中佳織，馬場薫，中村博文，


今井宏美，浅井美千代，榎本麻里，小池暖子：第1看護学科3年次各論実習における看護技術


経験の実態調査，千葉県立衛生短期大学紀要，26(1)，139-148，2007． 


・ 大谷則子，堀之内若名，中井裕子，榎本麻里：手術室見学実習における学び―二つの実習形


態の比較検討による考察―，OPE NURSING，21(6) ，98-108，2006． 


 


５．所属学会 


日本看護学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本看護学教育学会，日本看護技術学


会，日本老年社会科学会 
 


６．担当授業科目 


成人看護学概論・2 単位・2 年・前期 ，成人急性看護論・2 単位・2 年・後期 ，成人看護論


Ⅳ・1 単位・3 年・前期 ，成人・老年看護実習・7 単位・3 年・通年 ，総合実習・3 単位・4
年・前期 ，専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期 ，卒業研究・2単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


九州がんプロフェッショナル養成プランに関する活動 


・ 村田節子，八尋陽子，中野榮子，中井裕子，山名栄子，山住康恵，東あゆみ．福岡県立大学


主催．第5回福岡県立大学がん看護セミナー，パピヨン24．（2011年6月4日） 
・ 村田節子，八尋陽子，中井裕子，山名栄子，山住康恵，東あゆみ．福岡県立大学主催．第6回


福岡県立大学がん看護セミナー，パピヨン24．（2012年3月17日） 
・ 村田節子，八尋陽子，中野榮子，中井裕子，山名栄子，山住康恵，東あゆみ．福岡県立大学


主催．第16回～第21回福岡県立大学がん看護勉強会，福岡県立大学． 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 安河内 静子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1990 年から 5 年間，九州大学医学部附属病院周産母子センターで勤務(助産師)，1996 年よ


り8年間，福岡市保健福祉センター(保健師)で勤務。2004年3月国際医療福祉大学大学院保健


医療学専攻修了後、4月より本学に着任，現在に至る。 
現在、妊産婦の禁煙プログラムの開発に取り組んでいる。また女性がエンパワーメントし


ていく過程を支援する身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスの開催やリカレント教育、


女性を対象としたセミナーの開催や乳児の皮膚と洗浄法に関する研究を行っている。 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，森純子．（2009）．「身体感覚活性化（世にも


珍しいマザークラス）医療者セミナー」の企画・開催に関する一考察．福岡県立大学看護学部


紀要，6（2），80-88．  
・ 佐藤香代，津田智子，山下清香，松枝美智子，小路ますみ，渡邊智子，石川フカエ，宮城由


美子，安河内静子，田淵康子，森崎直子．（2009）．看護学生の実習到達度の評価と今後の課


題－第1回合同調整会議における調査から－，福岡県立大学看護学部紀要，6（1），39-46． 
・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静，石村美由紀，森純子，鳥越郁代．（2010）．医療者が「身体


感覚活性化マザークラス」を体験した効果− 体験録の分析から− ．福岡県立大学看護学部紀要


7（2），63-71． 
・ 古田祐子，安河内静子．(2010)．皮膚トラブルを有する生後 3 か月未満児の表皮 pH・水分


量・皮膚温の皮膚洗浄前・後の変化．母性衛生，51(2)，320-328．  
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代．(2011).「身体感覚活性化マザークラス」


を体験した看護学生の内面的変容. 福岡県立大学看護学部紀要，9（2），53-70． 
・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代,小林絵里子，藤木久美子.(2011).「身体


感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のドゥーラ体験. 福岡県立大


学看護学部紀要，9（2），43-52． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀.(2011).助産師学生の分娩期助産課程の到達状況に関する一考察.福岡県立大学看


護学部紀要，9（2），53-61． 


②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 安河内静子，古田祐子，近藤美幸．（2009）．皮膚トラブルを有する乳児の表皮水分量・油分


量・pHの実態，第50回日本母性衛生学会，横浜． 
・ 安河内静子，古田祐子，近藤美幸．（2009）．乳児の皮膚洗浄法と皮膚トラブルの関連，第


50回日本母性衛生学会，横浜． 
・ 古田祐子，安河内静子，近藤美幸．（2009）．皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄前後の表


皮油分・水分量・pH値の変化，第50回日本母性衛生学会，横浜． 
・ 古田祐子，近藤美幸，安河内静子．皮膚トラブルを有する乳児の皮膚圧迫洗浄法の有用性－


写真及び表皮画像による検証－，第50回日本母性衛生学会，横浜． 
・ 佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，石村美由紀，鳥越郁代，山本有紀子．（2009）．「身


体感覚活性化マザークラス」に参加した母子の栄養学的調査，（2009）．第50回日本母性衛


生学会，横浜． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，鳥越郁代．（2009）．リカレント教育


における「相互作用」の効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者セミナーの調査から－，


第50回日本母性衛生学会，横浜． 







― 183 ― 


・ 森純子，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，吉田静，鳥越郁代．（2009）．「身体感覚活性


化マザークラス」医療者向けセミナーにおける「食体験」の分析，第50回日本母性衛生学会，


横浜． 


・ 吉田静，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，森純子．（2009）．「身体感覚活性化マザーク


ラスに参加した妊娠前女性の内面的変容」，第50回日本母性衛生学会，横浜． 


・ 鳥越郁代，古田祐子，石村美由紀，安河内静子，吉田静．（2009）．助産師学生の分娩期助産


診断過程における現状と課題．第50回日本母性衛生学会，横浜． 


・ 近藤美幸，田中美智子，江上千代美，古田祐子，安河内静子．（2009）．圧迫振動法の検証~
皮膚トラブルを抱えた乳児の皮膚組織から，第8回日本看護技術学会，旭川． 


・ 安河内静子，古田祐子．(2010)．皮膚トラブルを有する乳児の皮膚洗浄前後2時間までの皮膚


温・水分量・油分量・表皮pHの変化，第9回看護技術学会，名古屋． 
・ 古田祐子，安河内静子．(2010)．皮膚にトラブルのある乳児を対象とした M 助産師の皮膚洗


浄法とスキンケアの有用性の検証，第9回看護技術学会，名古屋． 
・ 安河内静子，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．(2010)．「身体


感覚活性化マザークラス」に参加した女性の変容過程～食のレッスンを通して～，第 51 回母


性衛生学会，金沢． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．(2010)．「身体


感覚活性化マザークラス」における産む力・生まれる力を感じるプログラムの評価，第 51 回


母性衛生学会，金沢． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代，森純子．(2010)．「身体感覚活性化マ


ザークラス」に参加した看護学生の変化，第51回母性衛生学会，金沢． 
・ 安河内静子，古田祐子．(2010)．乳児の表皮水分・pH・油分に関する皮膚トラブルの有無と


月齢の関係，第51回母性衛生学会，金沢． 
・ 古田祐子，安河内静子．(2010)．乳児の表皮水分・pH・油分に関する皮膚トラブルの有無と


季節の関係，第51回母性衛生学会，金沢． 
・ 古田祐子，安河内静子．(2010)．早期新生児の表皮pH・水分量の経日的変化，第51回母性衛


生学会，金沢． 
・ 小林絵里子，佐藤香代，安河内静子，吉田静．（2011）．助産学教育における補完・代替療法


の必要性～助産学教育に中医学を取り入れて～，第52回日本母性衛生学会学術集会，京都． 
・ 古田祐子，安河内静子，石村美由紀．(2011)．学外における性の健康教育の試みから得た知見(報


告)，第30回日本思春期学会，福岡． 
・ 安河内静子，磯貝恵美，鈴木茜，原田直樹，磯村毅，松浦賢長．(2011)．妊婦の喫煙～喫煙開


始年齢とニコチン依存度の分析より～，第30回日本思春期学会，福岡． 
・ 安河内静子，舘英津子，鈴木茜，松浦賢長．(2011)．妊婦の妊娠届出時の喫煙状況とニコチン


依存度調査票の分析より～，第52回日本母性衛生学会学術集会，京都． 
・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子．(2011)．「身


体感覚活性化マザークラス」における妊婦の変化～身体感覚尺度を用いて～，第 52 回日本母


性衛生学会学術集会，京都． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，吉田静，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子，米倉圭介．


(2011)．妊婦における乳酸菌生成エキス陰陽の効果，第 52 回日本母性衛生学会学術集会，京


都． 
・ 古田祐子，安河内静子．(2011)．病産院における沐浴と教育の実態，第 52 回日本母性衛生学


会学術集会，京都． 
・ 吉田静，佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，小林絵里子，佐藤繭子，藤木久美子．(2011)．身


体感覚活性化マザークラス医療者セミナーにおけるドゥーラ体験の評価，第 52 回日本母性衛


生学会学術集会，京都． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，佐藤繭子，古田祐子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．助産師学生の分娩期助産診断過程の到達状況と課題． 
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<報告書> 


・ 安河内静子，舘英津子，磯村毅，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，鈴木茜，竹末加奈，原


田直樹，原田正平，松浦賢長，山縣然太郎．(2011)．妊娠から育児期の喫煙に関する研究～妊


娠届出時調査の結果，平成 22 年度厚生労働省科学研究費補助金，子ども家庭総合研究事業総


括・分担研究報告書．全9頁． 
・ 原田直樹，安河内静子，舘英津子，磯村毅，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，鈴木茜，竹


末加奈，原田直樹，原田正平，松浦賢長，山縣然太郎．(2011)．妊娠期から育児期の喫煙に関


する研究～1 歳 6 か月児健診時調査の結果～，平成 22 年度厚生労働省科学研究費補助金，子


ども家庭総合研究事業総括・分担研究報告書．全10頁． 
・ 古田祐子,安河内静子,石村美由紀.（2011）.中・高校生のいのちを育むワークッショップ報告書.


奨励交付金個別研究成果報告書.全24頁. 
・ 古田祐子.安河内静子.（2011）.皮膚トラブルを有する乳児の皮膚バリア機能と皮膚洗浄法に関


する研究.科学研究費補助金（基盤C）研究成果報告書,全65頁. 
<教材開発> 


佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．(2012)．身


体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラスの哲学と実践．DVD作成． 
③過去の主要業績 


・ 安河内静子，佐藤香代．（2008）．田川市における妊娠期から産後の女性の喫煙行動の実態．


福岡県立大学看護学部紀要，6（1），55-63． 
・ 安河内静子，佐藤香代．（2006）．妊娠期から産後の女性の喫煙行動に影響を及ぼす要因に関


する研究-産後4ヶ月の調査から-母性衛生，47（2），372-379． 
・ 安河内静子，樋口善之，石村美由紀，三根有紀子，浅野美智留，鳥越郁代，古田祐子，松浦


賢長．（2005）．田川市郡の学校における性教育の実態調査－小・中・高校へのアンケート調


査から－．福岡県立大学看護学部紀要，2（2），68-78． 
５．所属学会 


日本母性衛生学会、日本助産学会、日本看護科学学会、日本禁煙科学会、日本家族看護学会、


日本思春期学会 
６．担当授業科目 


<学部>女性看護論Ⅰ･２単位・２年・後期，女性看護論Ⅱ・１単位・３年・通年，女性看護実習･


２単位・３年・通年，助産診断・技術学・４単位・４年・前期，地域母子保健学・１単位・４年・


前期，助産実習・３単位・４年・前期，地域母子保健学・２単位・４年・前期，専門看護学ゼミ・


２単位・４年・前期 


<大学院>助産学特論・2単位・修士1年・前期，助産学演習・2単位・修士1年・後期 


７．社会貢献活動 


・ 身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス：田川市． 
・ 身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス：福岡市． 
・ 田川市男女共同参画審議会委員 
・ 第30回日本思春期学会実行委員(企画運営委員会委員) 


８．学外講義・講演 


・ 佐藤香代，安河内静子．（2011.11）．女性のからだを感じるセミナー第4回~女性の性を考え


る，福岡市． 


・ 安河内静子．（2011.7)．性教育，庄内小学校3年生の児童と保護者． 
・ 佐藤香代，鳥越郁代，石村美由紀，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子．（2011．9）


第3回健康大使セミナー，世にも珍しいマザークラス大同窓会，田川市． 
・ 佐藤香代，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤繭子，鳥越郁代，藤木久美子．（2012．1）．


第７回医療者向けセミナー，福岡市． 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 安永 薫梨 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


2004年福島県立医科大学大学院看護学研究科修士課程修了。2004年より本学に着任。 
現在、精神科病棟における患者から看護師への暴力を主な研究分野としている。具体的に


は、「精神科病棟における患者から看護師への暴力防止のための患者教育プログラムの開発」


をテーマとして、地域で生活する精神疾患を持つ患者を対象として、プログラムのニーズに


関する面接調査を行っている。今後は、その結果をもとに精神科病棟における患者から看護


師への暴力防止のための患者教育プログラムを開発していきたい。 
教育に関しては、専門看護師コース(精神看護学分野)において、複雑で解決困難な精神の健


康を持つ人およびその家族・集団への卓越した看護実践とそれに必要な組織変革ができる人


を育成できるよう、自分自身の能力向上に努めていきたい。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、


学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び.第39回日本看


護学会論文集【精神看護】, 47-49. 
・ 安永薫梨. (2010). 精神科病院における患者から看護師への暴力の実態と看護の在り方～看護


師に暴力を振るった患者を対象とした質問紙調査より～, 福岡県立大学看護学研究紀要, 7(2), 
72-81. 


・ 清水奈津子, 吉田恭子, 永嶋由理子, 渡邉智子, 江上千代美, 小森直美, 安永薫梨, 尾形由紀子, 
中野榮子, 石川フカヱ, 鳥越郁代, 宮城由美子, 野口藍子. (2011). 助教・助手を対象とした経


験型実習教育での直接的経験の教材化に関する研修会実践報告-ロールプレイを活用した学び


の検討. 福岡県立大学看護学研究紀要, 8(1), 37-45. 
・ 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，北川明，中野榮子，安酸史子，安


田妙子，政時和美，松井聡子． (2011)．精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度


の作成：因子分析と信頼性の検証. 福岡県立大学看護学研究紀要, 9(1), 1-10． 
・ 安酸史子, 北川明【編】, 佐藤香代【監修】, 安永薫梨（他）.(2011)．看護師国家試験過去


問題2012年. メディカ出版. 


・ 安永薫梨．(2011). 精神疾患を持つ患者が看護師への暴力を思い止まったその思いと試み. 日
本精神保健看護学会誌, 20(2), 21-27. 


②その他の業績 


・ 安永薫梨, 松枝美智子, 中野榮子, 安酸史子, 安田妙子. (2009). 経験型精神看護実習において、


学生が臨床指導者や教員の患者への対応をロールモデルとした場面とその学び. 平成19-20年


度研究奨励交付金研究成果報告書, 81-82. 
・ 安永薫梨. 精神疾患を持つ患者が看護師への暴力を思い止まったその思いと試み. 日本精神保


健看護学会学術集会, 名古屋. 
・ 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，安田妙子, 北川明，中野榮子，安


酸史子. (2011). モジュール型精神障がい者社会復帰促進研修プログラムの開発:看護観と援助


への動機づけ育成コース. 第 31 回日本看護科学学会学術集会, 高知. 第 31 回日本看護科学学


会学術集会講演集,226. 
・ 松枝美智子，坂田志保路，安永薫梨，浅井初，梶原由紀子，安田妙子, 北川明，中野榮子，安


酸史子. (2011). モジュール型精神障がい者社会復帰促進研修プログラムの開発:直接ケア能力


育成コース. 第 31 回日本看護科学学会学術集会, 高知. 第 31 回日本看護科学学会学術集会講


演集,226. 
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③過去の主要業績 


・ 安永薫梨. (2005). 精神科閉鎖病棟において患者から看護師への暴力が起こった状況と臨床判


断. 福岡県立大学看護学部紀要, 2(1), 11-20. 
・ 安永薫梨. (2006). 精神科閉鎖病棟における患者から看護師への暴力の実態とサポート体制，


日本精神保健看護学会誌，15(1)，96-103． 
・ 安永薫梨，松枝美智子，安田妙子,中津川順子，村島さい子，中野榮子，安酸史子. (2007).経


験型精神看護実習ワークショップによる実習指導への効果と今後の課題：実習施設と大学協働


の取り組み．福岡県立大学看護学研究紀要, 5(1), 19-27.  
 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省、科学研究費補助金（若手研究B）、「精神科病棟における患者から看護師への暴


力防止のための患者教育プログラムの開発」、224万円、平成22年度～平成24年度. 
・ 文部科学省、「科学研究費補助金(基盤研究 B)、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性


に関する研究」、平成21年度～平成24年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
 


５．所属学会 


日本精神科看護技術協会、日本精神保健看護学会、日本看護科学学会、日本看護協会、日本


看護学教育学会、福岡県精神保健福祉協会 


 
６．担当授業科目 


<学部> 


精神保健・2単位・1年・後期、精神看護論・2単位・2年・通年、精神看護実践論・1単位・3
年・通年、精神看護実習・2 単位・3 年・通年、統合実習・3 単位・4 年・前期、専門看護ゼ


ミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・後期 
<大学院> 


精神看護対象論・2 単位・修士 1 年・前期、精神看護援助論・4 単位・修士 1 年・通年、精神


看護セラピー・4単位・修士 1年・通年、精神看護関連法規/制度/政策・2単位・修士 1年・通


年、精神看護直接ケア実習Ⅰ・2 単位・修士１年・通年、精神看護専門看護師役割実習Ⅰ・修


士 1年・通年 
 


７．社会貢献活動 


福岡県立大学看護実践研究センターの糖尿病看護認定看護師教育課程で「対人関係論」の一部


を担当 
 


８．学外講義・講演 


・ 安永薫梨. (2011. 4). 研究とは. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰府. 
・ 安永薫梨. (2011. 4). 研究計画書の書き方・文献検索の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰


府病院院内研修, 太宰府. 
・ 安永薫梨. (2011. 7). 論文構成の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰


府. 
・ 安永薫梨. (2011. 9). 講評の仕方. 福岡県立精神医療センター太宰府病院院内研修, 太宰府. 
・ 安永薫梨. (2011.11). 講評. 福岡県立精神医療センター太宰府病院看護研究発表会, 太宰府. 


 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅰ：司法看護における精神看護専門看護師の役割. 田川


市. 
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・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅱ：認知行動療法の看護への適用, 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅲ.：セルフケアを促進する技術：対応困難な身体疾患を


持つ人とその家族の看護. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅳ：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の役


割. 田川市. 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 八尋 陽子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


臨床での経験をもとにがん看護に関する研究に取り組んでいます。ターミナルケアを行う


看護師の実践力育成や患者の自己決定支援に関する研究をテーマにしています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


八尋陽子（分担執筆）：2010～2012年看護師国家試験対策 過去問仕分けカード集，安酸史子・


北川明編集／佐藤香代監修，メディカ出版，大阪府，2011年 8月 
<論文> 


・ 八尋陽子、秋元典子. ターミナル期にあるがん患者の自己決定を支援する看護研究の概観と今


後の研究課題－対象を和文献に限定して－．日本がん看護学会誌 Vol,24.No.1，69－74,2010
年. 


・ 八尋陽子．ターミナル期にあるがん患者の自己決定を支援する看護師の価値観－経験を積ん


だ看護師に焦点を当てて－．岡山大学大学院保健学研究科看護学分野修士論文，2010年 
・ 秋元典子 菅野久美 佐藤由美子 八尋陽子 生田由加利．疾患と看護がわかる看護過程ナーシ


ングプロセス「子宮がん患者の看護」．クリニカルスタディVol.30,No.14，13－32，2009年 
②その他の最近の業績 


<学会発表> 


・ 大谷真由美、 瓜生里美、 村田節子、 中井裕子、 八尋陽子、 武下宣子．「頭頸部癌患者の


術後の変化にともなう家族の体験」．第 15 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，


福岡，2010年11月 
・ 瓜生里美、 大谷真由美、 村田節子、 中井裕子、 八尋陽子、 中島彩、細川綾那、 武下宣


子．「頭頸部癌患者が感じる手術についての主観的は解釈と看護師への評価」．第 15 回日本


看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，福岡，2010年11月 
・ 八尋陽子、秋元典子．ターミナル期にあるがん患者の自己決定を支援する看護師の価値観－


経験を積んだ看護師に焦点を当てて－．第25回日本がん看護学会学術集会．兵庫，2011年2
月 


・ 八尋陽子、中井裕子、東あゆみ「ターミナル期がん患者へのインフォームド・コンセントにお


ける看護に関する文献検討」．第 16 回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，大分，


2011年11月12日 
・ 東あゆみ、八尋陽子、中井裕子．「糖尿病教育における困難に関する文献検討」．第 16 回日本


看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会，大分，2011年11月12日 
③過去の主要業績 


・ 白石佳奈恵、神野美子、黒田亜紀、渡部京子、八尋陽子、後藤祥子．「食事に関する健康教育


における情報量と看護学生の食行動の体験および栄養・食事に関する考え方の関連」九州国立


看護教育紀要，Vol.6,No.1，14－22，2003年 
・ 和田由紀子、上田加寿子、八尋陽子、有住優子 、石本昌代 、永島妙子．「クリティカルケア


に対する看護学校の教育の現状と実習病院の期待」九州国立看護教育紀要，Vol.9,No.1，25－
35，2007年 


・ 白石佳奈恵、神野美子、八尋陽子 、後藤祥子、黒田亜紀 、渡部京子．「食事に関する健康教


育における情報量と看護学生の食行動の体験および栄養・食事に関する考え方の関連」九州国


立看護教育研究学会，2002年 
・ 和田由紀子、上田加寿子、 八尋陽子、有住優子、石本昌代、永島妙子．「クリティカルケア


に対する看護学校の教育の現状と実習病院の期待」九州国立看護教育研究学会，2007年 
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・ 八尋陽子 、黒木智鶴、稲村佳恵、出口由美、佐野絹子、山本智子．「看護学生の卒業前の実務


研修の効果－研修目的達成、リアリティショックの調査結果から－」，第 5 回国立看護研究学


会，東京，2008年 
<その他> 


・ 2012年受験者対象 第3回看護師国家試験対策テスト メディカ出版，大阪府，2011 
・ 2013年受験者対象 第1回看護師国家試験対策テスト メディカ出版，大阪府，2011 


 


５．所属学会 


日本緩和医療学会会員、日本がん看護学会会員、日本看護学教育学会会員、日本看護研究学会


会員、日本看護科学学会会員 
 


６．担当授業科目（補助） 


成人慢性看護論・２単位・２年・後期、成人・老年看護実習・４単位・３年・通年、成人看


護論Ⅳ・１単位・３年・前期、専門看護学ゼミ・２単位・４年・前期、総合実習・３単位・


４年・前期、卒業研究・２単位・４年・後期 
 


７．社会貢献活動 


九州がんプロフェッショナル養成協議会に関する活動 


<がん看護セミナー> 


・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催．第５回がん看護セミナー、パピヨン24 
・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催．第６回がん看護セミナー、パピヨン24 
<がん看護勉強会> 


・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催 平成23年度第1～6回がん看護勉強会 
看護協会に関する活動 


・ 福岡県看護協会筑豊地区主催 第28回筑豊地区看護研究発表会実行委員 
・ 山口県看護協会プリセプター対象研修会 プロジェクト学習 運営 
・ 岡山県看護協会実習指導者研修フォローアップ研修会 プロジェクト学習 運営 


 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 九州がんプロフェッショナル養成協議会 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 山名 栄子 
 


１.教員紹介・主な研究分野 


2006 年、本学看護学部に着任。腎不全看護を主な研究分野としている。具体的には、①透


析患者の自己管理を促す動機づけ支援と行動変容プロセスを可視化する教材開発研究、②透


析自己管理教育の高度専門看護実践アルゴリズムに関する研究を主な研究テーマとしてい


る。 
 


２.研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


山名栄子ほか44名.第 98回・第 99回・第 100回看護師国家試験「できる」「できない」カード


式仕分けBOOK、佐藤香代監修、看護師国家試験過去問題 2012年、メディカ出版、2011年.  
<論文> 


・ Eiko Yamana.The relationship of clinical laboratory parameters and patient attributes to 
the quality of life of patients on hemodialysis.Japan Journal of Nursing Science、6（1）, 
9-20,2009.  


②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 富松千恵、中野榮子、山名栄子、東あゆみ、中條雅美「変化のステージモデルを用いた禁煙教


育による行動変容についての検討」、第37回日本看護研究学会学術集会（横浜）、2011年8月. 
・ 山名栄子「慢性看護の知の構造化」、第 4 回日本慢性看護学会学術集会（札幌）、2010 年 6


月. 
・ Michiyo Oka, Toru Hyodo, Emiko Watanuki, Eiko Yamana「Development of a 7-element 


patient satisfaction scale concerning dialysis therapy 」Sigma Theta Tau International 21st 
International Nursing Research Congress.,(FloridaUSA),2010. 


・ 山名栄子、岡美智代、佐川美枝子「透析自己管理教育の高度専門看護実践アルゴリズムに関す


る研究」、第35回日本看護研究学会学術集会（横浜）、2009年8月. 
<書評> 


山名栄子「新医学教育学入門 教育者中心から学習者中心へ」、2010（平成 22）年度ＦＤ活動


報告書、公立大学法人福岡県立大学発行、2010年 3月. 
<エッセイ> 


・ 山名栄子「組織的なＦＤ活動に携わって」、2011（平成 23）年度ＦＤ活動報告書、公立大学


法人福岡県立大学発行、2011年3月. 
・ 山名栄子「私のＦＤ活動のプロセス」、2010（平成 22）年度ＦＤ活動報告書、公立大学法人


福岡県立大学発行、2010年3月. 
<報告書> 


・ 文屋俊子、岩橋宗哉、芋川浩、ハオ暁卿、奥村賢一、安河内静子、山名栄子、渡辺美加、


2010（平成 22）年度福岡県立大学学生による授業評価報告書、福岡県立大学 FD 部会、公立


大学法人福岡県立大学発行（印刷中） 
③過去の主要業績 


<教育> 


・ 山名栄子「6章－1 内分環境調節機能障害のある人に対する看護 甲状腺機能亢進症で甲状腺


亜全摘術を受ける患者」、林正健二・山内豊明・明石惠子監修『ペーパーペイシュエントから


学ぶ機能障害別看護ベーシックトレーニング』、メディカ出版、2008年.  
・ 中條雅美，橋本茂子，山名栄子「ナーシングプロセス 乳がん患者の看護」、クリニカルスタ


ディ、29（11）、58-72、2008. 
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・ 山名栄子「2 章－1 慢性期にある患者や疾病予防のアセスメントと看護支援 腎疾患患者のセ


ルフコントロールへの援助」、安酸史子・奥祥子編集『G SUPPLE 患者がみえる成人看護の実


践』、メディカ出版、2007年. 
<研究> 


・ 佐名木宏美、岡美智代、山名栄子、李孟蓉、柿本なおみ、後藤真希、高橋純子「EASEプログ


ラムに関する文献研究－介入効果とEASEプログラムを実践する看護者に必要な要素の検討」、


日本腎不全看護学会誌、10巻2号、2008年. 
・ 綿貫恵美子、杉本佳子、菊池千鶴子、山名栄子、岩崎和代、岡美智代「都内在住の血液透析患


者における経済状況の実態」、第9巻第1号、北里看護学誌、2007年 
・ 岡美智代、神谷千鶴、山名栄子、佐川美枝子「疾病の自己管理教育プログラム 透析管理教育


プログラム」、厚生労働科学研究費補助金  医療技術評価総合研究事業 「保健・医療・福祉


領域の安全と質保証に貢献する看護マスターの統合的質管理システムと高度専門看護実践を


支援するシステム開発研究」平成18年度総括研究報告書、主任研究者水流聡子発行、2007年


4月. 
・ 渕野由夏、永嶋由理子、中野榮子、山名栄子、加藤法子、津田智子「基礎看護実習Ⅱの実習


前・後における看護学生の思考動機の実態」、福岡県立大学看護学研究紀要、第 4 巻 2 号、


2007年.  
・ 岡美智代、神谷千鶴、佐川美枝子、山名栄子「疾病の自己管理支援プログラム 透析自己管理


教育プログラムのアルゴリズム.高度専門看護実践の可視化とアルゴリズムの抽出.」38巻7号、


看護研究、2005年. 
・ 山名栄子「二次元イメージ展開法(TDM)の対話による介入の効果」、第7回北日本看護学会学


術集会（山形）、2003年8月 
<臨床> 


・ 山名栄子、飯盛美由紀「職場における看護師間のアサーティブ学習会とその効果」、福岡県立


大学看護学研究紀要、第6巻1号、2008年. 
・ 中川原淑子、山名栄子、萩原恭子、下山節子「当院透析室看護婦のストレスと気持ちのくせと


の関係」、第25回日本看護学会集録、成人看護Ⅱ（山梨）、1994年10月 
  


５.所属学会 


日本透析医学会、日本看護科学学会、日本慢性看護学会、日本腎不全看護学会、日本看護研


究学会、北日本看護学会、日本看護学会 
 


６.担当授業科目 


<学部> 


成人看護概論・2 単位・2 年・前期、成人慢性看護論・2 単位・2 年・後期、成人看護実習・4
単位・3 年・通年、成人看護実践論・1 単位・3 年・通年、統合実習・3 単位・4 年・前期、専


門看護学ゼミ・2単位・4年・前期、卒業研究・単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


九州がんプロフェッショナル養成プランに関する活動 


<がん看護セミナー> 


・ 村田節子、八尋陽子、山名栄子、中井裕子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学主催．第5回


福岡県立大学がん看護セミナー，パピヨン24 
・ 村田節子、八尋陽子、山名栄子、中井裕子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学主催．第6回


福岡県立大学がん看護セミナー， パピヨン24 
・ 福岡県立大学がん看護勉強会，隔月第2火曜日18：30～20：30，福岡県立大学． 


９.附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 浅井 初 


１．教員紹介・主な研究分野 


2007 年高知女子大学大学院看護学研究科修士課程看護学専攻修了。その後 4 年間、独立行


政法人国立病院機構肥前精神医療センターの外来、精神科病棟に勤務し、同時にプレ精神看


護専門看護師、副看護師長の役割を担ってきました。2010年12月日本看護協会認定の精神看


護専門看護師を取得し、2011年より本学に着任しました。 
看護師は、あらゆる患者さんやご家族に対し、「その人にとって、その家族にとって大切な


ものは何か」ということを常に考えながら援助しています。そのため、看護師自身のセルフケ


アが低下してしまうことも多々あり、最近では、看護師のメンタルヘルスも注目され、病院に


よっては看護師の相談室を設け、メンタルヘルス対策を行うところや、教育の中に機会を設


けるなど様々な取り組みがされています。精神科看護師においては、多彩な精神症状に加えて


日常生活能力障害を有する患者を看護する関係上、他の領域の医療者と比べて、ストレスフ


ルな状態で、バーンアウトになりやすいといわれています。そこで、私は、精神科看護師に焦


点をおき、精神科看護師のメンタルヘルス、レジリエンスに注目し、より効果的な組織的な取


り組みの一つとして現任教育の中でのメンタルヘルス対策を考えていきたいと思っています。 
また、将来看護職者として働く時に必要なコミュニケーション能力の向上と共に、精神看護


に対してのやりがいを現場の経験をもとに伝えつつ、問題志向に捉われず、患者の持ってい


る力、ニーズを見出し、看護の意味を見出した上で患者や家族にアプローチできるように学


生を育てていきたいと思っています。同時に、2010年度より開設されている精神看護専門看護


師コースについても精神看護専門看護師としての活動を通して蓄積した知識を、大学院での


教育にも活かしていきたいと考えています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,北川明,中野榮子,安酸史子,安田妙子,政時


和美,松井聡子.(2011).精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の検討:因子分析


と信頼性の検証.福岡県立大学看護学研究紀要,1-10. 
・ 浅井初、野嶋佐由美、畦地博子.(2009).統合失調症と診断されている発病後間もない当事者の


病気とのつきあい方、高知女子大学看護学会誌、34巻、1号、29-35. 
・ 猪狩圭介、天野昌太郎、村田尚恵、浅井初、黒木俊秀、原田聡、福田貴博、大鶴卓、高橋紀


子、山田久美子、本田純久.(2010).精神科医療従事者の職業性ストレスの検討と対策：レジリ


エンスに着目して、財団法人メンタルヘルス岡本記念財団平成21年度研究・活動報告書. 
<著書> 


佐藤香代監,安酸史子, 北川明編, 松枝美智子,安永薫梨,浅井初,坂田志保路,松井聡子他.(2011)．
看護師国家試験過去問題2012年. 東京：メディカ出版. 


②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：看護観と援助への動


機づけ育成コース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護


科学学会学術集会講演集,226. 
・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：直接ケア能力育成コ


ース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護科学学会学術


集会講演集,226. 
・ 天野昌太郎,猪狩圭介,村田尚恵,浅井初.（2011）.医療観察法病棟における看護師の職業性スト


レスの検討.第7回日本司法精神医学会大会,岡山. 
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・ 猪狩圭介，浅井初，村田尚恵，佐伯祐一，精神科病院におけるメンタルヘルスの研究-当院に


おけるストレスの研究-当院におけるストレス，抑うつ，職場内暴力の実態と相談窓口の必要


性について-，第104回日本精神神経学会学術総会，2008年，東京. 
・ 浅井初，村田尚恵，「ケースカンファレンスのロールプレイイング」を用いた院内教育の学び,


第40回日本看護学会-精神看護-学術集会，2009年7月島根. 
・ 武富真矢子，葉山明美，宮地暁美，浅井初，樋口善美，森純子，穴井久美子，精神疾患患者


における看護ケア度と看護計画立案の関連性，第63回国立病院総合医学会，2009年宮城 
・ 猪狩圭介，天野昌太郎，浅井初，村田尚恵，原田聡，佐伯祐一，黒木俊秀，本田純久，精神


医療従事者のメンタルヘルス:レジリエンスに着目して，第 29 回日本社会精神医学会，2010
年島根. 


・ 猪狩圭介，天野昌太郎，浅井初，村田尚恵，黒木俊秀，原田聡，福田貴博，大鶴卓，高橋紀


子，山田久美子，本田純久，精神医療従事者のメンタルヘルス:レジリエンスに着目して,第
106回日本精神神経学会学術総会，2010年5月，広島. 


③過去の主要業績 


<学会発表> 


・ 浅井初，統合失調症と診断されている発病後間もない当事者の病気への関わり方，第 27 回日


本看護科学学会学術集会,2007年,東京. 
・ 猪狩圭介，浅井初，村田尚恵，佐伯祐一，精神科病院におけるメンタルヘルスの研究:当院に


おけるストレスの研究-当院におけるストレス，抑うつ，職場内暴力の実態と相談窓口の必要


性について-，第60回九州精神神経学会，2007年,福岡. 
<修士論文> 


浅井初，統合失調症と診断されている発病後間もない当事者の病気とのつきあい方，高知女


子大学大学院看護学研究科修士論文，2007年 3月. 
 


３．外部研究資金 


文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 B）、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に


関する研究」、平成 21年度〜平成 24年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
 


５．所属学会 


日本看護協会、日本精神科看護技術協会、高知女子大学看護学会、日本専門看護師協議会、


日本看護科学学会 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


精神保健・2単位・1年・後期、精神看護論・2単位・2年・通年、精神看護実践論・1単位・3
年・通年、精神看護実習・2単位・3年・通年、統合実習・2単位・4年・通年、専門看護学ゼ


ミ・2単位・4年、前期、卒業研究・2単位・4年、後期 
<大学院> 


精神看護対象論・2 単位・修士 1 年・前期、精神看護援助論・4 単位・修士 1 年・通年、精神


看護直接ケア実習Ⅰ・2 単位・修士 1 年・通年、精神看護専門看護師役割実習Ⅰ・2 単位・修


士 1年・通年 
 


７．社会貢献活動 


・ 第31回日本看護科学学会学術集会実行委員、2011年12月 
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８．学外講義・講演 


・ 「患者の立場に立ったコミュニケーション」小倉医療センター看護実践能力開発セミナー講師、


2011年10月. 
・ 小倉医療センター精神科看護 病棟学習会 講師 2012年2月. 


 
９.附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅰ：司法看護における精神看護専門看護師の役割. 田川


市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅱ：認知行動療法の看護への適用, 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅲ.：セルフケアを促進する技術：対応困難な身体疾患を


持つ人とその家族の看護. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 浅井初, 坂田志保路. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護師


コース精神専門看護師コース公開授業Ⅳ：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の役


割. 田川市. 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 江上 史子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


精神科看護の場における認知症高齢者の看護や、家族支援、リハビリテーション看護に関


心があります。精神科における認知症ケアについては、これから取り組んでいきたい課題の


一つです。認知症高齢者と家族の支援に関する研究では、相談活動を通して、対象が築いて


きた人生や価値観に寄り添う関わりの重要性を実感しています。 
老いや病に向き合うことは、本人にも援助者にも哀しみや苦しみを伴うことがあります。


しかし同時に、人生の先輩としての豊かな人間性に触れ、教えられることや励まされること


も多く、多様なライフスタイルのある現代の高齢社会において、人生の最後の時期である老


年期を、その人らしい生活、尊厳ある人生を送るための支援に携わりたいと思っています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書 


・ 檪直美、吉田恭子、江上史子、福田和美、安酸史子、地域住民の主体的健康活動の質を高め


る支援に関する検討－参加・共同型看護ゼミでの体験を通して得られた効果の検証－、福岡


県立大学看護学部紀要、8(2)、2011年 
・ 共著、看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分けBook 2012年、メディ


カ出版、2011年8月 
・ 吉田恭子，渡邉智子，江上史子．「小規模多機能型居宅介護における看取りに向けた専門職チ


ームへの教育プログラムの検討」平成22年度看護系学会等社会保険連合研究助成報告書，2011
年． 


②その他最近の業績 


・ 吉田恭子，渡邉智子，江上史子，小規模多機能型居宅介護における看護･介護への思い，第12
回日本認知症ケア学会大会，2011年9月． 


・ 江上史子，吉田恭子，渡邉智子，小規模多機能型居宅介護における看取りに向けた専門職チ


ームへの教育プログラム―高齢者疑似体験による介護の確認―，第 12 回日本認知症ケア学会


大会，2011年9月． 
③過去の主要業績 


・ 平林美保、江上史子、梅垣順子、松岡千代、水谷信子、高齢者看護が担う痴呆症相談活動の


課題と方向性-「高齢者もの忘れ看護相談」を通して-、兵庫県立看護大学 附置研究所推進セ


ンター研究報告集Vol.1、p39-45、2003年3月 
・ 南裕子（主任研究者）、水谷信子（分担研究者）、松岡千代、平林美保、江上史子、梅垣順子


（研究協力者）、「高齢者もの忘れ看護相談」の効果-継続的利用により介護家族に生じた変化


について-平成17年3月厚生労働科学研究研究費補助金 医療技術評価総合研究事業、平成16
年度総括・分担研究報告書p31-51、2005年3月 


・ 江上史子、精神病院に勤務する看護師の認知症高齢者の持つ力へのアプローチ-認知症高齢者


の表現する力に焦点をあてて-、兵庫県立大学大学院 修士論文、2007年3月 
 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省科学研究費補助金（若手研究 B）「BPSD の顕著な認知症高齢者に対する精神科看


護師の行動特性の有効性」、110万円、平成23年度、単独研究 
・ 文部科学省，科学研究費補助金(基盤研究 B)，「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に


関する研究」，平成21～24年，共同研究(研究代表者：安酸史子) 
 
５．所属学会 


日本老年看護学会、日本災害看護学会、日本認知症ケア学会 
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６．担当授業科目 


老年看護論・2 単位・2 年・通年、老年看護実践論・1 単位・3 年・通年、老年看護実習Ⅰ・1
単位・3 年・通年、老年看護実習Ⅱ・2 単位・3 年・通年、統合実習・2 単位・4 年・通年、専


門看護学ゼミ・2単位・4年・前期 
 


７．社会貢献活動 


・ 老人クラブ・花満会で、学生とともにボランティア活動 
・ 高齢者関係地域活動（上伊田西地区獅子学保存会）、上伊田西地区、田川、2011年5月 
・ 福岡県立大学看護実践教育センターの糖尿病看護認定看護師教育過程での講義（相談・1単位・


前期、演習4相談・1単位・後期） 
・ 筑豊市民大学「ヘルシーエイジングゼミ」に通年で参加 
・ 第1回 福岡ヘルシー・エイジングケア研究会企画・準備・開催 


 
８．学外講義・講演 


・ 筑豊市民大学、共同、「高齢者疑似体験」、2012年1月． 
・ 苅田町徘徊 SOS ネットワーク学習会講師「認知症の特徴・若年性認知症について」、苅田町


社会福祉協議会、2011年11月． 
・ 栄町地区、「認知症について」、2011年9月． 


 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 小林 絵里子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1997 年市立名寄短期大学(現 名寄市立大学)看護学科卒業。1999 年神戸大学医学部保健学


科看護学専攻卒業。 
2008年北海道札幌医科大学大学院保健医療学研究科看護学専攻博士前期課程修了。 
大学病院で 11 年間看護師、助産師として臨床（外科領域（皮膚科・形成外科）、小児科、


産科周産期科）を経験後、2010年4月より本大学に着任。  
臨床では医療的ケアを必要としながら在宅療養へ移行する児とその家族に関するケアや、


先天性の疾患を持ち、出生直後から手術までのコントロール目的に入院する児とその家族に


対するケア、口唇裂・口蓋裂などの児の術前術後のケアを通した母乳育児支援、小児科病棟


や、外来での母乳育児支援に重点的に取り組んできた。NICU（新生児集中治療室）や GCU
で母乳育児支援の啓蒙に携わり、母親・医療スタッフへの情報提供や知識の啓蒙に努めてき


た。現在は母乳育児支援に関する研究に取り組んでおり、医療スタッフが正しい知識を持っ


て、安心して楽しく母乳育児支援ができるよう、実践に生かせる研究をしたいと考えてい


る。 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代,小林絵里子，藤木久美子.(2011).「身体


感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のドゥーラ体験. 福岡県立大


学看護学部紀要，9（2），43-52． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀.(2011).助産師学生の分娩期助産課程の到達状況に関する一考察.福岡県立大学看護


学部紀要，9（2），53-61． 
・ 小林絵里子，山岸映子，瀬尾智子訳．（2009）．「災害時における乳幼児の栄養～災害救援ス


タッフと管理者のための活動の手引き」（IFEコアグループ 2007年2月）． 
・ 小林絵里子（分担執筆）．涌谷 桐子編．(2009)．ペリネイタルケア 2009 年夏季増刊号【す 
・ ぐ使える!70 の事例から学ぶ母乳育児支援ブック】 事例から学ぶ母乳育児支援 特別なサ


ポートが必要なとき 36.搾乳,195-199,メディカ出版 
・ 小林絵里子．(2008)．ラベンダー精油に対する嗜好がアロマセラピーの効果に及ぼす影響．


北海道公立大学法人札幌医科大学大学院保健医療学研究科 博士前期課程論文．全68頁． 
<その他執筆> 


・ 小林絵里子．母性看護学執筆，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分


けBOOK 2012年，大阪メディカ出版，2011． 
・ 小林絵里子．母性看護学執筆，第 99 回看護師国家試験解説 e-Learning ＮPlus,大阪メディカ


出版，2011． 
②その他最近の業績 


<教材開発> 


佐藤香代，安河内静子，吉田静， 佐藤繭子， 鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子. 身体活性


化（世にも珍しい）マザークラスの哲学と実践, 2012. 
<学会発表> 


・ 小林絵里子，佐藤香代，安河内静子，吉田静．（2011）．助産学教育における補完・代替療法


の必要性～助産学教育に中医学を取り入れて～，第52回日本母性衛生学会学術集会，京都． 
・ 小林絵里子，佐藤香代，佐藤繭子．（2011）．助産学生の補完・代替医療に対する意識～助産


学教育に中医学の講義を取り入れて～，第21回福岡母性衛生学会学術講演会，福岡 
・ 小林絵里子，佐藤香代．(2011)．専門職の母乳育児支援の継続教育に関するニーズ．第 25 回


日本助産学会学術集会，愛知． 
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・ 小林絵里子．（2009）．ラベンダー精油に対する嗜好がアロマセラピーの効果に及ぼす影響．


第11回日本アロマセラピー学会，北海道 
<シンポジウム> 


小林絵里子．（2009）．コメディカルセッション 循環器領域におけるアロマセラピー．第 57
回日本心臓病学会．北海道 


③過去の主要業績 


・ 瀬尾智子．小林絵里子．山岸映子．多田香苗（2007）「新イノチェンティ宣言」翻訳 
・ 小林絵里子．（2005）．「アロマセラピーの及ぼすリラクゼーション効果(担当部分単独執筆)」．


『Aromatopia Vol.14 No.2』，フレグランス・ジャーナル社． 
・ 柏木真紀，東川由江，小林絵里子，黒田夕香，香西慰枝（2007）.臨床心理士と小児科看護師


との連携. 札幌医科大学附属病院院内看護研究発表 
・ 小林絵里子，三上孝洋，黒田夕香，加藤由美子，香西慰枝（2007）.救命後重度後遺障害を持


つ児の在宅療養移行支援を考える－必要な支援のカテゴリー化－. 第 37 回日本看護学会地域


看護 
・ 佐藤由佳子，石山めぐみ，三上孝洋，小林絵里子，黒田夕香，香西慰枝（2007）.先天性障害・


重度後遺障害を持つ児の在宅療養移行支援を考える－家族とともに行う在宅療養移行支援の


評価－. 第37回日本看護学会地域看護 
 
５．所属学会 


日本助産学会／日本アロマセラピー学会/日本新生児看護学会/日本母性衛生学会 
 
６．担当授業科目 


<学部> 


女性看護論Ⅰ・2 単位・2 年・後期，女性看護論Ⅱ・1 単位・3 年・通年，女性看護実習・2 単


位・3年・通年，助産実習・3単位・4年・前期，専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期 
 
７．社会貢献活動 


・ NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会理事・広報委員・ピアレビュー局局員 
・ 母乳育児支援を学ぶ北海道教室事務局 
・ 母乳育児支援を学ぶ九州教室事務局 
・ 九州母乳育児支援セミナー 代表 
・ 福岡県看護協会教育委員 
＜母乳育児支援に関するセミナー企画・運営＞ 


・ 第4回母乳育児支援を学ぶ九州教室 in福岡（2011.2.20） 
・ 第30回母乳育児学習会 in大阪(2011.9.3-4) 
・ 第7回医師のための母乳育児支援セミナーin横浜（2011.10.9-10） 
・ 第10回母乳育児支援を学ぶ北海道教室（2011.11.26） 
・ 第5回母乳育児支援を学ぶ九州教室 in福岡（2011.12.3） 
・ 第7回医師のための母乳育児セミナーin横浜(2011.10.9-10) 
・ 第6回母乳育児支援を学ぶ九州教室 in福岡（2012.3.18） 
・ 第31回母乳育児学習会 in東京(2012.1.22) 
・ 第 1 回母乳育児支援 20 時間基礎セミナーin 長崎市医師会看護専門学校助産学科


（2011.4.29~5.1） 
 


８．学外講義・講演 


・ 小林絵里子．（2011）．「どうやって搾ればいいの？」 搾乳、母乳の保存と取扱い～乳汁産


生のメカニズムに合わせた搾乳のポイント～．母乳育児支援を学ぶ九州教室主催第5回母乳育


児支援を学ぶ九州教室in福岡 
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・ 小林絵里子．（2011）．デバイスを用いた授乳支援．母乳育児支援を学ぶ九州教室主催 第5
回母乳育児支援を学ぶ九州教室 in福岡 


・ 小林絵里子他．（2011）．クリニカルスキル・ワークショップ ポジショニングとラッチ・オ


ン カップ授乳、デバイスの使い方 ファシリテーター．第7回医師のための母乳育児支援セ


ミナーin横浜 
・ 小林絵里子他．（2011)．第1回母乳育児支援20時間基礎セミナーin長崎市医師会看護専門 
・ 学校助産学科 ファシリテーター 


 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 母乳育児支援 20 時間基礎セミナー（第 1 期：2011.4～5，第 2 期：2011.10～11，第 3 期：


2011.9） 
・ 第3回健康大使セミナー（2011..）  
・ 第6回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in田川（2011.10～11） 
・ 第7回身体感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー（2012.1.21） 
・ 第15回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in 福岡（2011.2～3） 
・ 女性と子どものためのスペース「ら・どんな☆まんま」 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 吉川 未桜 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


主に看護職による子育て支援に関する研究を行っている。子育て支援は、現在、様々な分


野からアプローチされているが、子どもと家族の健康・保健分野については、看護職がイニ


シアチブをとって中心的な役割を担うことが重要であると考える。しかし、子育て支援にお


ける看護職の役割は、よりよい支援に向けての模索状態にある。 
子育てを取り巻く環境や現象を明らかにし、養育者の方々のニーズから、今後、地域子育


て支援の現場における看護職の役割や専門性、望ましい役割モデルを探究したい。子どもと


家族が心身共に健康に過ごし、健やかな成長発達へと結びつく実践的研究をしたいと考えて


いる。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 横尾美智代・宮城由美子・吉川未桜・柏原やすみ：乳幼児の身近な疾患のケアに対する保護者


の知識に関する調査 ― 子どもの下痢の予防に対して ―．福岡県立大学看護学部紀要 9 巻 1
号・pp10-17．2011年． 


・ 柏原やすみ・宮城由美子・吉川未桜・：卒業前に実施した小児看護技術の演習効果．福岡県立


大学看護学部紀要9巻1号・pp18-25．2011年． 
・ 橘則子・宮城由美子・吉川未桜：小児看護実習で看護学生が学んだ子どもの権利を尊重した


関わりについて．福岡県立大学看護学研究紀要第８巻１号．2010年12月号．pp19-25． 
・ 原田直樹・梶原由紀子・吉川未桜・樋口善之・江上千代美・四戸智昭・杉野浩幸・松浦賢


長：不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての考察


―．福岡県立大学看護学部紀要．2010年12月号． 
・ 原田直樹・梶原由紀子・吉川未桜・樋口善之・江上千代美・四戸智昭・杉野浩幸・松浦賢


長：学校の児童生徒への大学生ボランティアによる支援のニーズに関する研究．福岡県立大


学看護学部紀要．2010年12月号． 
・ 原田直樹・吉川未桜・梶原由紀子・樋口善之・江上千代美・四戸智昭・杉野浩幸・松浦賢


長・山縣然太朗：学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する学校


内協働の視点から～．厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用に関


する研究」報告書，pp68-75，2010年． 
・ 細井勇・古橋啓介・秦和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ・黄星賀・徐慧全・南美慶・


宋映沃：日韓比較研究「子育て意識と子育て支援に関する実態とニーズ調査」から少子化問題


とその背景を考える―福岡市と大邱・慶山市との比較調査結果の分析を通じて―．福岡県立


大学人間社会学部紀要第１９巻１号 pp51-66．2010年． 
・ 宮城由美子・太田恵子・中山慶子・吉川未桜．「保育園における健康保育に対する保護者のニ


ーズ」・保育と保健15巻1号・pp43-49・2009年. 
②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 横尾美智代・宮城由美子・吉川未桜・柏原やすみ：乳幼児の身近な疾患のケアに対する保護


者の知識力向上のための調査．日本小児保健協会学術集会．名古屋．2011年． 
・ 宮城由美子・横尾美智代・吉川未桜・柏原やすみ：保育士からみたアレルギー疾患児保育の


現状．日本小児保健協会学術集会．名古屋．2011年． 
・ 柏原やすみ・吉川未桜・田中美樹・宮城由美子：小児看護技術における卒業前演習の実際．


第12回九州小児看護教育研究会．大分．2011年． 
・ 橘則子・宮城由美子・吉川未桜：小児看護実習で看護学生が学んだ子どもの権利を尊重した


関わりについて．第10回九州外来小児科学研究会．別府．2011年． 
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・ 吉川未桜・藤原浩美．「子育て支援センターにおいて看護職に求められているもの」・第 56
回小児保健学会．大阪．2009年． 


<その他執筆> 


・ 吉川未桜．小児看護学執筆担当．看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード仕分


けBOOK．大阪．メディカ出版．2011年． 
・ 吉川未桜．小児看護学執筆担当．第99回看護師国家試験問題解説e-learing Nplus．大阪．メ


ディカ出版．2010年． 
・ 吉川未桜．小児看護学執筆担当．放送大学 看護師国家試験学習支援ツール．放送大学．


2010年． 
<シンポジウム> 


細井勇・古橋啓介・秦和彦・宮城由美子・吉川未桜・林ムツミ・友枝三栄子・黄星賀・徐慧


全・南美慶・宋映沃．日韓子育て支援シンポジウム「福岡と大邱（韓国）の子育ての実態調査


から見えてくる新たな子育て支援」・2009年． 
 


５．所属学会 


日本看護科学学会・日本小児看護学会・日本看護研究学会・発達心理学会・日本小児保健学


会・九州小児看護教育研究会・日本保育園保健学会 
 


６．担当授業科目 


小児看護論Ⅰ・２単位・２年・前期・小児看護実習Ⅰ・１単位・２年・後期・小児看護実習


Ⅱ・２単位・３年・通年・小児看護実践論・１単位・３年・前期・統合実習（小児）・３単


位・４年・前期 
８．学外講義・講演 


・ 吉川未桜．福岡県立門司大翔館高等学校出前講義「看護師として働くこと～病院で懸命に生き


る子ども達と共に～」講師・2011年9月15日 
・ 吉川未桜．福岡県立新宮高等学校出前講義「看護師として働くこと～病院で懸命に生きる子ど


も達と共に～」講師・2011年11月2日 
・ 吉川未桜．平成23年度田川市子育てボランティア養成講座「乳幼児の心と身体の発達」講師、


田川市．2011年11月15日 
・ 宮城由美子・田中美樹・吉川未桜・柏原やすみ．産学連携による新たなサービスの創出 シー


ズ発表会（子どもの健康）．福岡．2012年1月20日 
・ 吉川未桜・宮城由美子・田中美樹：健康保育(年中)「大きくなあれ」三萩野保育園、「心臓ドキ


ドキ」北方保育所（2011年5月） 
・ 吉川未桜．健康保育(年中)「元気に遊ぶために」三萩野保育園（2011年7月） 
・ 宮城由美子・田中美樹・吉川未桜・柏原やすみ．健康保育(年少・年中・年長)「食べ物の旅」


三萩野保育園、「消化器探検隊」北方保育所（2010年8月） 
・ 宮城由美子・田中美樹・吉川未桜・柏原やすみ．健康保育(年少・年中・年長)「からだきれい


だよ」三萩野保育園、北方保育所（2011年9月） 
・ 吉川未桜・宮城由美子・田中美樹．健康保育(年中)「かぜ対策！」三萩野保育園、「かぜこん


こん」北方保育所（2011年12月） 
・ 田中美樹・宮城由美子・吉川未桜・健康保育(年少)「かぜ対策！」「かぜこんこん」北方保育所


（2012年1月） 
・ 吉川未桜．健康保育(年中)「どうしてねむるのかな？」三萩野保育園、北方保育所（2011年2


月） 
・ 田中美樹・宮城由美子・吉川未桜．健康保育(年少)「どうしてねむるのかな？」三萩野保育園、


北方保育所（2011年2月） 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究委員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 吉田 恭子 
                       


１．教員紹介・主な研究分野 


高齢社会を支える一つの方法としての介護保険法は，在宅療養者やその家族，その人々を


取り巻く保健福祉医療職種の在り方を再考する機会となりました．要援護者の増加への対策


を中心に介護保険法は改正を繰り返しており，介護予防への取り組みと同時に，多死時代を


迎えるにあたり，死にゆく人と家族へのケアも重要になってきます．そのため，在宅療養中の


高齢者とその家族のケアマネジメントをテーマとして，筑豊地区における在宅療養中の高齢


者やその家族が，質の高い生活を維持できるような看護実践の検討と，住民の共助による高齢


者を支える仕組みについても考えています． 
また，糖尿病を抱える高齢者の多くは病歴が長いためか、さまざまな工夫をされています．


長く続く治療により生活の質を低下させないための高齢者への関わりを臨床ナースと共に検


討しています． 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<論文> 


・ 檪直美，吉田恭子，江上史子，福田和美，安酸史子．(2011)．地域住民の主体的健康活動の質


を高める支援に関する検討―参加・共同型看護ゼミでの体験を通して得られた効果の検証―，


福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻第2号，75-82 
・ 清水夏子，吉田恭子，永嶋由理子，渡邉智子，江上千代美，小森直美，安永薫梨，尾形由紀


子，中野榮子，石川フカヱ，鳥越郁代，宮城由美子，野口藍子．(2011)．助教・助手を対象と


した経験型実習教育での直接的経験の教材化に関する研修会実践報告―ロールプレイを活用


した学びの検討―，福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻第1号，37-45 
・ 吉田恭子．(2010)．2 年課程通信制看護教育「在宅看護論」における新聞記事を用いた教育方


法の検討―成人教育学モデルの観点から―，九州社会福祉研究，第35号，59-72 
<調査研究報告書> 


吉田恭子，渡邉智子，江上史子．(2012)．「小規模多機能型居宅介護における看取りに向けた


専門職チームへの教育プログラムの検討」平成 22 年度看護系学会等社会保険連合研究助成報


告書 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 清水夏子，吉田恭子，生駒千恵，安酸史子，中野榮子．糖尿病看護認定看護師の資格修得を


目指す研修生の中医学看護技術の学びと今後の看護における可能性の検討，第 62 回日本東洋


医学会学術総会，2011年6月． 


・ 吉田恭子，渡邉智子，江上史子，小規模多機能型居宅介護における看護･介護への思い，第12
回日本認知症ケア学会大会，2011年9月． 


・ 渡邉智子，吉田恭子，江上史子，小規模多機能型居宅介護における看取りに向けた専門職チ


ームへの教育プログラム―高齢者疑似体験による介護の確認―，第 12 回日本認知症ケア学会


大会，2011年9月． 


・ 石本佐和子，吉田恭子，生きがいを見出せない維持透析患者の気持ちが前向きに変化した支


援―家族エンパワーメントモデルを用いての看護の振り返り―，第 16 回日本糖尿病教育･看


護学会学術集会，2011年9月． 


・ 片山初美，吉田恭子，生駒千恵，糖尿病発症初期の患者教育がもたらした効果の一考察―健


康信念モデルを通して―，第16回日本糖尿病教育･看護学会学術集会，2011年9月． 


・ 桑原京子，吉田恭子，「看護の教育的関わりモデル Ver.6.1」に基づく看護過程の検討～高齢


糖尿病患者への関わりを振り返っての考察～，第 16 回日本糖尿病教育･看護学会学術集会，


2011年9月． 
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・ 松崎ふみ，吉田恭子，緩徐進行1型糖尿病患者の学ぶ気持ちへの支援における視点～成人教育


論を用いて～，第16回日本糖尿病教育･看護学会学術集会，2011年9月． 


・ 浅野よしみ，吉田恭子，糖尿病妊婦に関わる看護職の共同～糖尿病合併妊娠の周産期を通し


て～，第16回日本糖尿病教育･看護学会学術集会，2011年9月． 


・ 吉田恭子，通信制による看護師養成の学生が新聞記事から捉えた在宅看護―グループワーク


の学びを中心に―，第23回日本看護福祉学会全国学術大会，2010年7月． 


・ 中野真理子，吉田恭子，藤木美春，看護師2年課程通信制で学ぶ准看護師の入学半年後の看護


実践における行動変容，第40回日本看護学会―看護教育―，2009年8月． 


<商業誌掲載> 


吉田恭子(共著)．(2012)．患者さん・スタッフの質問にナースが答える糖尿病ケア Q＆A200.糖
尿病ケア 2012年春季増刊，209-213 


③過去の業績 


・ 吉田恭子．(2009)．在宅看護論実習中の学生の学びと看護師国家試験出題基準との関係―訪


問看護ステーション実習中の学生カンファレンスより―，九州社会福祉研究，第 34 号，15‐
28 


・ 吉田恭子．(2008)．訪問看護ステーションにおける在宅看護論実習の実態と課題―訪問看護


師からみた実習指導上の諸課題を中心に―，九州社会福祉研究，第33号，77‐90 
 


３．外部研究資金 


・ 田川市と福岡県立大学との共同研究，「認知症高齢者のためのご近所相談育成プログラムの開


発―高齢者どうしの共助による地域ケア再生を目指して―」，50万円，平成23年4月～平成


24年3月，研究代表者 
・ 文部科学省，科学研究費補助金(基盤研究 B)，「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に


関する研究」，平成21～24年，共同研究(研究代表者：安酸史子) 
 


５．所属学会 


日本看護福祉学会，日本認知症ケア学会，日本老年看護学会，日本看護研究学会，日本看護


科学学会，日本看護学教育学会 
 


６．担当授業科目 


老年看護論・2 単位・2 年・前期，老年看護実習・3 単位・3 年・前期，専門看護学ゼミ・2 単


位・4年・前期，総合実習・3単位・4年・前期 
７．社会貢献活動 


・ 福岡県立大学看護実践教育センターの糖尿病看護認定看護師教育過程で「ライフステージに応


じた生活調整と援助 老年期の特徴と生活調整」を担当，2011年8月． 
・ 福岡県立大学付属研究所障害福祉研究センターで「足と靴の健康講座 高齢者の健康支援」を


担当，2011年10月8～9日． 
・ 筑豊市民大学「ヘルシーエイジングゼミ」に通年で参加 
・ 筑豊市民大学ヘルシーエイジングゼミ生との地域住民の方への食生活支援 
・ 老人クラブ・花満会で、学生とともにボランティア活動 
・ 第1回福岡ヘルシー・エイジングケア研究会企画・準備・開催 


８．学外講義・講演 


・ アメニティ・シルバータウン・かながわ，「高齢者の介護」，2011年7月9日． 
・ 栄町敬老会，「健康に過ごすためには」，2011年10月30日． 
・ 田川市社会福祉協議会 ふくし入門教室，「医療と介護―看護と介護」，2011年11月9日． 
・ ケアサービス九州，「看取りに向けた研修会(1)」，2012年3月9日． 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助教 氏名 吉田 静 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1998年から7年間，助産師として九州労災病院に勤務．2005年から1年間本学に臨時職員


として勤務後，2007年本学に着任．2009年3月，福岡県立大学大学院修士課程修了． 
現在，子供の喪失経験を持つ者の悲嘆過程と医療者の支援を主な研究分野としている． 
特に，子供の喪失経験を持つ人々へのケアやサポートの中心は「母親」にあり，「父親」は


母親を支える役割を期待され，支援も等閑されやすい．そのためニーズを把握した上で子ど


もの喪失経験を持つ父親へ提供できるケアモデルを開発し，医療者の役割，課題等を明らか


にする．今後は対象を日本人を含むアジアなど視野を広げてグリーフケアを模索していきた


い． 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<学術論文> 


・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代,小林絵里子，藤木久美子.(2012).「身体


感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のドゥーラ体験. 福岡県立大


学看護学部紀要，9（2），43-52． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代.(2012).「身体感覚活性化マザークラス」を 


体験した看護学生の内面的変容. 福岡県立大学看護学部紀要，9（2），63-70． 
・ 鳥越郁代 ,藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．(2012)．助産師学生の分娩期助産過程の到達状況に関する一考察．福岡県立大学


看護学部紀要，9（2），53-61． 


・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静，石村美由紀，森純子，鳥越郁代．（2011）．医療者が「身体


感覚活性化マザークラス」を体験した効果－体験録の分析から－．福岡県立大学看護学部紀要，


7（2），63-71． 
・ 吉田静．（2009）．子どもを喪失した父親の体験．福岡県立大学大学院修士論文，A4 判 全


68頁． 


<その他執筆> 


・ 吉田静．母性看護学執筆，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分け


BOOK 2012年，大阪：メディカ出版，2011年． 
・ 吉田静．母性看護学執筆，第 99 回看護師国家試験問題解説 e-learning NPlus, 大阪：メディ


カ出版，2010年． 
②その他最近の業績 


<教材開発> 


佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．身体感覚


活性化（世にも珍しい）マザークラスの哲学と実践．2012年． 
<学会発表> 


・ 吉田静，佐藤香代．子どもを喪失した夫婦に携わる看護者の学習ニーズ．(2011)．第 52 回母


性衛生学術集会，京都． 
・ 吉田静，佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，小林絵里子，佐藤繭子，藤木久美子．身体感覚


活性化マザークラス医療者向けセミナーにおけるドゥーラ体験の評価．(2011)．第 52 回母性


衛生学術集会，京都． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，吉田静，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子，米田圭介．


妊婦における乳酸菌生成エキス引用の効果．(2011)．第52回母性衛生学術集会，京都． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，佐藤繭子，古田祐子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．助産師学生の分娩期助産診断過程の到達状況と課題．(2011)．第 52 回母性衛生


学術集会，京都． 
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・ 小林絵里子，佐藤香代，安河内静子，吉田静．助産学教育における補完・代替療法の必要性


～助産学教育に中医学を取り入れて～．(2011)．第52回母性衛生学術集会，京都． 
・ 横山友香，佐藤香代，佐藤繭子，吉田静．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した母親の


内面的変容過程～第 2 子妊娠中の母親の第１子への内的変化～．(2011)．第 52 回母性衛生学


術集会，京都． 
・ 井上梨紗，佐藤香代，吉田静，佐藤繭子．家庭における月経教育の実態－母親から娘への伝


承－．(2011)．第52回母性衛生学術集会，京都． 
・ 吉田静，佐藤香代．子どもの喪失を経験した父親へのケアに看護者が感じる困難感．(2010)．


第51回母性衛生学術集会，石川． 
・ 吉田静，佐藤香代．出産体験の「振り返り」の分析－身体感覚の視座より．(2010)．第 51 回


母性衛生学術集会，石川． 
・ 安河内静子，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森順子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した女性の変容過程～食のレッスンを通して～．(2010)．第 51 回母


性衛生学術集会，石川． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森順子．「身体感覚活性


化マザークラス」における産む力・生まれる力を感じるプログラムの評価．(2010)．第 51 回


母性衛生学術集会，石川． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，吉田静，鳥越郁代，森順子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した看護学生の変化．(2010)．第51回母性衛生学術集会，石川． 
・ 船越咲子，吉田静，佐藤香代．(2010)．妊娠期の食生活の実態調査－妊娠が食生活に与える


影響．第51回母性衛生学術集会，石川． 
・ 吉田静，佐藤香代．(2010)．子どもを喪失した父親への支援．第 24 回日本助産学会学術集会，


茨城． 
・ 吉田静．(2009)．大切な子どもを失った夫婦のグリーフを考える集い(男女で担うお互いの悲


しみとケア)．第3回東アジアグリーフケアセミナー，福岡． 
・ 吉田静，佐藤香代．(2009)．子どもを喪失した父親の体験．第 50 回母性衛生学術集会，神奈


川． 
・ 岡川みはる，佐藤香代，吉田静，石村美由紀．(2009)．第50回母性衛生学術集会，神奈川． 
・ 吉田静，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，森純子．(2009)．「身体感覚活性化マザークラ


ス」に参加した妊娠前女性の内面的変容．第50回母性衛生学術集会，神奈川． 
・ 佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，石村美由紀，鳥越郁代，山本由紀子．(2009)．「身


体感覚活性化マザークラス」に参加した母子の栄養学的調査．第 50 回母性衛生学術集会，神


奈川． 
・ 森純子，佐藤香代，安河内静子，石村美由紀，吉田静，鳥越郁代．(2009)．「身体感覚活性化


マザークラス」医療者向けセミナーにおける「食体験」の分析．第 50 回母性衛生学術集会，


神奈川．  
・ 安河内静子，佐藤香代，石村美由紀，森純子，吉田静，鳥越郁代．(2009)．医療者がマザー


クラスを体験する効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者向けセミナーにおける体験録


から－．第50回母性衛生学術集会，神奈川．  
・ 鳥越郁代，古田祐子，石村美由紀，安河内静子，吉田静．(2009)．助産師学生の分娩期助産


診断過程における現状と課題～情報収集から助産診断名に至る過程の分析から～．第 50 回母


性衛生学術集会，神奈川． 
・ 吉窪雪乃，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，松岡百子．(2009)．大学生が過去に受けた学校


性教育の現状．第50回母性衛生学術集会，神奈川． 
・ 松岡百子，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，吉窪雪乃．(2009)．学校性教育がその後の生き


方に及ぼす影響～大学生のアンケート調査から～．第50回母性衛生学術集会，神奈川． 
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・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，森純子，吉田静，鳥越郁代．(2009)．リカレント教育


における「相互作用」の効果－「身体感覚活性化マザークラス」医療者向けセミナーの調査か


ら－．第50回母性衛生学術集会，神奈川． 
・ 鳥越郁代，吉田静，佐藤香代．(2009)．帝王切開分娩を経験した女性の出産選択の支援に対


する意識調査－シンポジウム参加者を対象とした自記式調査結果から－．第 23 回日本助産学


会学術集会，東京． 
③過去の主要業績 


・ 吉田静，佐藤香代，森純子，石村美由紀．(2008)．「身体感覚活性化マザークラス」に参加し


た妊婦の変化－胎児との対話と子守歌の関係性－．第49回母性衛生学会学術集会，千葉． 
・ 佐藤香代，井上真紀，垣内千明，押川真由，吉田静，安河内静子，石村美由紀，森純子．


(2008)．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した妊婦の変容過程．家族関係の変化－．第


49回母性衛生学会学術集会，千葉． 
・ 金子あやみ，古田祐子，吉田静．(2008)．開業助産師による着帯指導の今日的意義．第 49 回


母性衛生学会学術集会，千葉． 
 
３．外部研究資金 


文部科学省，科学研究費補助金（若手研究 B），「東アジアにおける子どもを喪失した夫婦へ


のケアの検討」，351万円，平成 23年度～平成 25年度． 
 
５．所属学会 


日本助産学会、日本母性衛生学会、日本SIDS学会、日本家族看護学会 
 
６．担当授業科目 


<学部> 


女性看護論・２単位・２年・後期，女性看護実践論・１単位・３年・通年，女性看護実習・


２単位・３年・通年，基礎助産学・２単位・４年・前期，助産実習・３単位・４年・前期 


 
７．社会貢献活動 


・ 映画「うまれる」自主上映会（福岡県助産師会北九州地区，2011.7.30） 
・ 第3回健康大使セミナー（2011.9.8） 
・ 第5回東アジアグリーフケアセミナー（2011.10.8～10.9） 
・ 第7回身体感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー（2011.1.21） 
・ 第3回ペリネイタルロス研修会（2012.2.11～2.12） 
・ 第15回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in 福岡（2012.1～2） 
・ 帝王切開後の出産選択の支援について考えるセミナー（2012.3.4） 


 
９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助手 氏名 柏原 やすみ 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


産業医科大学病院の小児病棟に５年間勤務。2009 年 10 月より６ヶ月間、本学のケアリン


グ・アイランド九州沖縄構想の看護技術アドバイザーとして勤務。2010 年４月に本学看護学


部小児看護領域の助手として着任した。 
平成 22 年度より、新人看護師が臨床現場で受けるリアリティショックの軽減と実践能力の


習得を目的とし、小児看護領域の卒業前指導の意義とその効果について研究を進めている。 
 
２．研究活動 


①著書・論文 


<論文> 


・ 横尾美智代，吉川未桜，柏原やすみ，宮城由美子（2011）．乳幼児の身近な疾患のケアに対す


る保護者の知識に関する調査．福岡県立大学看護学研究紀要，9（1），11-17 
・ 柏原やすみ，吉川未桜，宮城由美子(2011)．卒業前に実施した小児看護技術の演習効果．福岡


県立大学看護学研究紀要，9（1），19-25 
<その他執筆> 


・ 柏原やすみ．小児看護学執筆，第99回看護師国家試験問題解説e-learning NPlus,大阪：メデ


ィカ出版，2010年． 
・ 柏原やすみ．小児看護学執筆，看護国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分け


BOOK，2012年 
②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 柏原やすみ，吉川未桜，田中美樹，宮城由美子．小児看護技術における卒業前演習の実際．


第12回九州小児看護教育研究会．大分．2011年． 
・ 尾美智代，吉川未桜，柏原やすみ，宮城由美子．「乳幼児の身近な疾患のケアに対する保護者


の知識に関する調査．第58回日本小児保険協会学術集会．名古屋．2011年． 


５．所属学会 


小児保健研究会 
６．担当授業科目 


<学部> 


小児看護論・２単位・２年・前期（補助）、小児看護実践論・１単位・３年・通年（補助）、


小児看護実習Ⅱ・２単位・３年・通年（実習指導）、総合実習（小児）・２単位・４年・前期


（補助） 
７．社会貢献活動 


北九州市障害福祉ボランティア協会常任委員 
９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 柏原やすみ，宮城由美子，田中美樹．（2011．5）．保育看護学習会「本当にできますか？いざ


というときの応急手当」．三萩野保育園． 
・ 柏原やすみ，宮城由美子，田中美樹．（2011．6）．保育看護学習会「本当にできますか？いざ


というときの応急手当」．北方保育所． 
・ 宮城由美子，田中美樹，柏原やすみ．（2011．12）．保育看護学習会「熱がでた！！何をする


のか今一度確認しましょう」．北方保育所． 
・ 宮城由美子，田中美樹，柏原やすみ．（2012．1）．保育看護学習会「熱がでた！！何をする


のか今一度確認しましょう」．三萩野保育園． 
 







― 208 ― 


所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助手 氏名 坂田 志保路 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


私は以前より「自殺と自殺予防に関する研究」に取り組んでいます。昨今では、診療報酬の


改定などに伴い、精神疾患を抱えつつ地域で不自由な生活を余議なくされる方々が増え、歯


止めのかからない自殺者数についても、さらに悪化するのではないかと危惧されます。そこ


で、現在は、特に‘自殺問題を抱えている患者さんやご家族の方々が、病院内だけではなく


退院後の地域生活においても、安心して少しでも自分らしく生活していくことができるよう


な、継続的かつ実践的、具体的な看護ケアを通した自殺予防’について探究しているところ


です。 
自殺問題やこの問題の解決に向けた取り組みに関心のある方々など、いろいろな人々と交


流し、意見交換をはかりながら検討していきたいです。 
 


２．研究業績 


①著書・論文 


松枝美智子、安永薫梨、梶原由紀子、坂田志保路、安田妙子、北川明、中野榮子、安酸史子


（2011）.精神科超長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の作成：尺度の信頼性、妥当性


の検証．福岡県立大学看護学研究紀要，8（2）. 


②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：看護観と援助への動


機づけ育成コース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護


科学学会学術集会講演集,226. 
・ 松枝美智子,坂田志保路,安永薫梨,浅井初,梶原由紀子,安田妙子,北川明,中野榮子,安酸史


子.(2011).モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プログラムの開発：直接ケア能力育成コ


ース.第 31 回日本看護科学学会学術集会.高知市,2011 年 12 月,第 31 回日本看護科学学会学術


集会講演集,226. 
・ 坂田志保路．「自殺企図を繰り返す患者に対する病棟・外来での看護ケアに関する文献レビュ


ー」．日本精神保健看護学会第19回学術集会．2009年6月 
<著書> 


佐藤香代監,安酸史子, 北川明編, 松枝美智子,安永薫梨,浅井初,坂田志保路,松井聡子他.(2011)．
看護師国家試験過去問題 2012年. メディカ出版. 


 


③過去の主要業績 


坂田志保路、西片久美子．「老人の自殺や自殺予防に関する文献レビュー」．日本看護研究学


会会誌，30（3）,127． 
 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省、科学研究費補助金（萌芽研究）、「モジュール型精神障害者社会復帰促進研修プ


ログラムの開発」、平成20年度～平成21年度、共同研究（研究代表者：松枝美智子） 
・ 文部科学省、科学研究費補助金（基盤研究C）、「経験型実習教育の研修プログラム開発」、


平成20年度～平成21年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
・ 文部科学省、科学研究補助金（基盤研究）、「経験型実習教育の研修プログラムの有効性に関


する研究」、平成21年度～平成24年度、共同研究（研究代表者：安酸史子） 
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５．所属学会 


日本看護学教育学会、日本看護研究学会、日本精神保健看護学会、日本赤十字看護学会、日


本看護協会、自殺予防学会 
 


６．担当授業科目（補助） 


精神保健・2 単位・1 年・後期、精神看護論・2 単位・2 年・通年、精神看護論Ⅱ・1 単位・3
年・通年、精神看護実習・2単位・3年・通年、総合実習・3単位・4年・前期、専門看護学ゼ


ミ・2単位・4年・前期、卒業研究・2単位・4年・後期 
 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2011.6). 福岡県立大学看護学研究科専門看護 


師コース精神専門看護師コース公開授業 I：司法看護における専門看護師の役割. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2011.9). 福岡県立大学看護学研究科専門看護


師コース精神専門看護師コース公開授業 II：精神科訪問看護における精神看護専門看護師の


役割. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2011.8). 福岡県立大学看護学研究科専門師コ


ース精神専門看護師コース公開授業 III.：認知行動療法の看護への適用. 田川市. 
・ 松枝美智子, 安永薫梨, 坂田志保路, 松井聡子. (2011.12). 福岡県立大学看護学研究科専門看 


護師コース精神専門看護師コース公開授業 IV：精神保健・医療・福祉の展望と精神看護専門


看護師の役割. 田川市. 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助手 氏名 佐藤 繭子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


看護師として5年間外科系病棟で勤務、助産師として8年勤務後、その経験を生かし、2009
年より本大学看護学部臨床看護学系助手として着任。2011 年 3 月、福岡県立大学大学院看護


学研究科修了（看護学修士）し、現在に至る。 
臨床では母乳育児支援の推進に携わり、母親・医療スタッフへの情報提供や知識の啓蒙に


努めてきた。現在は母乳育児支援に関する研究に取り組んでおり、母親が正しい知識を持っ


て、安心して楽しく母乳育児ができるよう、実践に生かせる研究をしたいと考えている。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<学術論文> 


・ 佐藤繭子．助産師の母乳育児支援の実践に影響する要因の検討．福岡県立大学大学院看護学


研究科修士論文．2011年3月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代，安河内静子，吉田静，鳥越郁代．（2012）．「身体感覚活性化マザーク


ラス」を体験した看護学生の内面的変容．福岡県立大学看護学部紀要，9（2），63-70． 
・ 吉田静，佐藤香代，佐藤繭子，安河内静子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子.(2012).「身


体感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー」に参加した医療者のドゥーラ体験. 福岡県立


大学看護学部紀要，9（2），43-52． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，古田祐子，佐藤繭子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．(2012)．助産師学生の分娩期助産過程の到達状況に関する一考察．福岡県立大


学看護学部紀要，9（2），53-62． 
<その他執筆> 


・ 佐藤繭子．母性看護学執筆，第 99 回看護師国家試験問題解説 e-learning NPlus, 大阪：メデ


ィカ出版，2010年． 
・ 佐藤繭子．母性看護学執筆，看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分け


BOOK 2012年，大阪：メディカ出版，2011年． 
②その他最近の業績 


<教材開発> 


佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，小林絵里子，藤木久美子．身体感覚


活性化（世にも珍しい）マザークラスの哲学と実践．2012年（DVD） 
<学会発表> 


・ 佐藤繭子、佐藤香代．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した妊婦の気づき～アロマセラ


ピーを通して～．第24回日本助産学会．茨城．2010年3月． 
・ 佐藤繭子、佐藤香代、安河内静子、石村美由紀、吉田静、鳥越郁代、森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した看護学生の変化．第 51 回日本母性衛生学会．石川．2010 年 11
月． 


・ 宮城里江，佐藤香代，石村美由紀，佐藤繭子，久田亜希．働く女性の母乳育児継続に関連する


要因の分析．第51回日本母性衛生学会．石川．2010年11月． 
・ 久田亜希，佐藤香代，石村美由紀，佐藤繭子，宮城里江．小学生の子どもをもつ親の性教育に


対する意識調査．第51回日本母性衛生学会．石川．2010年11月． 
・ 石村美由紀，佐藤香代，安河内静子，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」における産む力・生まれる力を感じるプログラムの評価．第 51 回日本母性


衛生学会．石川．2010年11月． 
・ 安河内静子，佐藤香代，石村美由紀，吉田静，佐藤繭子，鳥越郁代，森純子．「身体感覚活性


化マザークラス」に参加した女性の変容過程 : 食のレッスンを通して．第51回日本母性衛生


学会．石川．2010年11月． 
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・ 佐藤繭子，佐藤香代．出産経験のある助産師の母乳育児支援実践に影響する要因．第 21 回福


岡母性衛生学会学術講演会．福岡．2011年7月． 
・ 小林絵里子，佐藤香代，佐藤繭子．助産学生の補完・代替療法に対する意識～助産学教育に中


医学の講義を取り入れて～．第21回福岡母性衛生学会学術講演会．福岡．2011年7月． 
・ 新友子，古田祐子，佐藤繭子．大学 1 年生の生理用布製ナプキンに関する関心度について．


第30回日本思春期学会．2011年8月． 
・ 佐藤繭子，佐藤香代．九州圏の勤務助産師の母乳育児支援に関する知識と実践の現状～「母乳


代用品の販売流通に関する国際規準」に焦点を当てて～．第 52 回日本母性衛生学会．京都．


2011年9月． 
・ 鳥越郁代，藤木久美子，佐藤繭子，古田祐子，安河内静子，吉田静，小林絵里子，佐藤香代，


石村美由紀．助産師学生の分娩期助産診断過程の到達状況と課題．第52回日本母性衛生学会．


京都．2011年9月． 
・ 吉田静，佐藤香代，鳥越郁代，安河内静子，小林絵里子，佐藤繭子，藤木久美子．身体感覚活


性化マザークラス医療者向けセミナーにおけるドゥーラ体験の評価．第 52 回日本母性衛生学


会．京都．2011年9月． 
・ 安河内静子，佐藤香代，吉田静，佐藤繭子，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子．「身体感覚


活性化マザークラス」における妊婦の変化〜身体感覚尺度を用いて〜．第 52 回日本母性衛生


学会．京都．2011年9月． 
・ 佐藤香代，安河内静子，佐藤繭子，吉田静，小林絵里子，鳥越郁代，藤木久美子，米倉圭介．


妊婦における乳酸菌生成エキス飲用の効果．第52回日本母性衛生学会．京都．2011年9月． 
・ 横山友香，佐藤香代，佐藤繭子，吉田静．「身体感覚活性化マザークラス」に参加した母親の


内面的変容過程〜第２子妊娠中の母親の第１子への内的変化〜．第 52 回日本母性衛生学会．


京都．2011年9月． 
・ 井上梨紗，佐藤香代，吉田静，佐藤繭子．家庭における月経教育の実態— 母親から娘への伝承


— ．第52回日本母性衛生学会．京都．2011年9月． 
 


５．所属学会 


日本助産学会、日本母乳哺育学会、日本助産師会、日本ラクテーション・コンサルタント協


会 IBCLC会員 プロモーション委員 
  


６．担当授業科目（補助） 


女性看護実践論・１単位・３年・通年、女性看護実習・２単位・３年・通年、助産実習Ⅰ・


７単位・４年・前期、助産実習Ⅱ・２単位・編入４年・前期 
 


７．社会貢献活動 


・ 第1期「母乳育児支援20時間基礎セミナー」（2011.4～5） 
・ 「パパママセミナー べびぃかふぇ＆講演会 “おっぱいの力”」（2011.5.22） 
・ 「母乳育児支援20時間基礎セミナー」in長崎（2011.4～5） 
・ 第3回健康大使セミナー（2011.9.8） 
・ 第3期「母乳育児支援20時間基礎セミナー」（2011.9） 
・ 「布ナプキンワークショップ」(2011.10.2) 
・ 第7回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス inたがわ同窓会（2011.10） 
・ 第2期「母乳育児支援20時間基礎セミナー」（2011.10～11） 
・ 第6回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス inたがわ（2011.10～12） 
・ 第15回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in福岡同窓会（2011.11） 
・ “ひとがつながる、映画「うまれる」自主上映会” (2011.11.9) 
・ 第5回母乳育児支援を学ぶ九州教室(2011.12.3) 
・ 第7回身体感覚活性化マザークラス医療者向けセミナー（2012.1.21） 
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・ 第16回身体感覚活性化（世にも珍しい）マザークラス in福岡（2012.2～3） 
・ 第6回母乳育児支援を学ぶ九州教室(2012.3.18) 
・ 助産師を中心とした自主グループ「フムフムネットワーク」の機関誌編集委員 
・ 母乳育児に関する学習会の開催「母乳育児支援を学ぶ九州教室」代表・運営 
・ 子育てサークル「手作りママの会 in福岡」主宰 


 


８．学外講義・講演 


佐藤繭子、他（2011）第 1 回母乳育児支援 20 時間基礎セミナー in 長崎市医師会看護専門学校


助産学科、ファシリテーター 
 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 女性と子どものためのスペース「ら・どんな☆まんま」 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助手 氏名 東 あゆみ 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


総合病院外科系病棟で勤務後、予防医学の分野で生活習慣病やその予備軍の方を対象に健


康教育や保健指導に携わり、平成22年4月に本学へ着任しました。 


研究分野として、慢性疾患患者のセルフケアマネジメントや行動変容を支援するアプロー


チに関心があります。 
 


２．研究業績 


②その他の最近の業績 


<学会発表> 


・ 富松千恵、中野榮子、山名栄子、中條雅美、東あゆみ. 変化のステージモデルを用い禁煙教育


による行動変容についての検討. 第37回日本看護研究学会学術集.，神奈川，2011年8月 
・ 東あゆみ、八尋陽子、中井裕子. 糖尿病患者教育における困難に関する文献検討. 日本看護研


究学会第16回九州・沖縄地方会，大分，2011年10月 
・ 八尋陽子、中井裕子、東あゆみ. ターミナル期がん患者へのインフォームド・コンセントにお


ける看護に関する文献検討. 日本看護研究学会第 16 回九州・沖縄地方会，大分，2011 年 10
月 


<その他執筆> 


東あゆみ、成人看護学執筆、看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分け


Book 2012年 
③過去の主要業績 


・ 東あゆみ，松本厚子，上野陽子.人間ドック利用者の待ち時間の感じ方に関連する要因につい


て－待ち時間、接遇、待合室の環境に焦点を当てて－，日本看護学会論文集看管理 38，160
－162，2007 


・ 東あゆみ.看護ケア実践プロセスの決定における看護師と患者の相互関係，久留米医学会誌，


67（5・6），121－129，2004 
・ 東あゆみ，樋口マキヱ.床上排泄援助内容における患者と看護者間の受けとめ方のずれ.日本看


護学会誌， 13（1），36－44，2003 
 


５．所属学会 


日本看護学教育学会、日本看護科学学会、日本看護研究学会 
６．担当授業科目 


成人看護学概論 2単位・3年・前期（補助）、成人慢性看護論 2単位・3年・後期（補助）


成人看護実践論 1単位・3年・通年（補助）、成人看護実習 4単位・3年・通年 
７．社会貢献活動 


・ 九州がんプロフェッショナル養成協議会に関する活動 
<がん看護セミナー> 


・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催．第5回がん看護セミナー、パピヨン24 
・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催．第６回がん看護セミナー、パピヨン24 
<がん看護勉強会> 


・ 村田節子、中野榮子、中井裕子、山名栄子、八尋陽子、山住康恵、東あゆみ、福岡県立大学


主催 平成23年度第1～6回がん看護勉強会 
 


９．附属研究所の活動等  


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／臨床看護学系 職名 助手 氏名 山住 康恵 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


①新人看護師に離職に影響する心理的メカニズムに関する研究 
近年、新人看護師の離職率は約 8.6%を推移しており、新人看護師の離職防止は看護界の積


年の課題でもあります。そこで、新人看護師の離職に影響する心理的メカニズムを解明する


ための研究に取り組んでいます。 
②術中看護における器械出し看護師の思考と行動分析 


近年、医療技術の進歩や術式の拡大により、手術件数は増加傾向にあります。手術室看護


師は、予断が許されない手術展開での瞬時の判断力や対応力，解剖や疾患など多岐にわたる


知識に裏づけられた熟練の介助技術が、求められています。 
これまでの手術室看護師教育では、ベテラン看護師の介助技術や瞬時の判断を新人看護師


に言語化して指導することが困難でした。そこで、ベテラン看護師の介助技術や瞬時の判断、


安全に配慮した介助時動作について、総合的かつ科学的に分析し、新人看護師の技術向上の


ための教育資源として役立てたいと考えています。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 安酸史子，北川明，山住康恵：「看護系 14 大学が連携するケアリング・アイランド九州沖縄


構想」，看護展望 第36巻 第4号，メヂカルフレンド社，2011年2月 
・ 看護師国家試験過去問題 ｢できる｣｢できない｣カード式仕分け Book 2012 年，メディカ出版，


2011年8月 
<論文> 


山住康恵，安酸史子：新卒看護師のSOCと影響要因に関する研究，日本看護学教育学会誌, Vol.21， 
No.2，2011年 


②その他最近の業績 


<論稿> 


飯野英親，北原悦子，山住康恵：新人看護師へのメンタリング・ネットワーク，福岡県病院


協会発行，「ほすぴたる」7月号，2011年 
<報告書> 


平成 21 年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」看護系大学から発信す


るケアリング・アイランド九州沖縄構想プロジェクト中間報告書，2011年 3月 
<その他執筆> 


・ 看護師国家試験対策 メディカコンクール，メディカ出版，2011年3月 
・ 放送大学看護師国家試験学習支援ツール，放送大学，2011年7月 
<学会報告> 


・ 山住康恵：「滅菌条件の再考察」，第23回日本環境感染学会．2008年2月 
・ 山住康恵，於久比呂美，小野寺洋子，清水夏子，脇崎裕子，中野真理子，石飛マリコ，野口


玉枝，福本優子，宮崎亜友美，山口のり子，山下浩典，小西恵美子：「医療実践における


『和』」，日本看護倫理学会第2回年次大会．2009年6月  
・ 福本優子，石飛マリコ，於久比呂美，小野寺洋子，清水夏子，中野真理子，野口玉枝，宮崎


亜友美，山口のり子，山下浩典，山住康恵，脇崎裕子，小西恵美子：「職場環境における


『同』」，日本看護倫理学会第2回年次大会．2009年6月 
・ 山住康恵，安酸史子：「新卒看護師の離職願望に関係する職場サポートについて」，第 30 回


日本看護科学学会学術集会．2010年12月 
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・ 北川明，生野繁子，櫨本和代，坂井邦子，金城忍，中嶋恵美子，塚原ひとみ，正野逸子，室


屋和子，清水夏子，小森直美，山住康恵，安酸史子：「大学卒後1年目看護師の看護技術支援


に関するニーズ」，第30回日本看護科学学会学術集会．2010年12月 
・ Yasue Yamazumi, Fumiko Yasukata, Akira Kitagawa：“Research on the Sense of 


Coherence (SOC) of Newly Graduated Nurses”，Honor Society of Nursing, Sigma Theta 
Tau International 22nd International Nursing Research Congress, Cancun, Mexico, 
11-14 July, 2011.  


・ Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, Itsuko Shono, Kazuko Muroya, Shigeko Shono, 
Kazuyo Hazemoto, Kuniko Sakai, Shinobu Kinjo, Yoko Nakasone, Emiko Nakashima, 
Hitomi Tsukahara, Natsuko Shimizu, Fumiko Yasukata：“Conducting needs analysis 
with a view to improving the skills of newly graduated nurses in Japan”，Honor Society 
of Nursing, Sigma Theta Tau International 22nd International Nursing Research 
Congress, Cancun, Mexico, 11-14 July, 2011. 


・ Hidechika Iino, Masako Ono, Yukiko Maeada, Midori Matsuoka, Chika Tetsui, Ituko 
Ishihara, Kiyomi Takahashi, Tsuyako Hidaka, Hitomi Takemoto, Mako Shirouzu, Etuko 
Kitahara, Yasue Yamazumi, Akira Kitagawa, Fumiko Yasukata：“Factors related to 
turnover among new Japanese nurses”，Honor Society of Nursing, Sigma Theta Tau 
International 22nd International Nursing Research Congress, Cancun, Mexico, 11-14 
July, 2011.  


・ Yasue Yamazumi, Akira Kitagawa, Itsuko Ishihara, Kiyomi Takahashi, Tsuyako Hidaka , 
Hitomi Takemoto, Mako Shirouzu, Midori Matsuoka, Chika Tetsui, Hidechika Iino, 
Masako Ono, Yukiko Maeda, Etsuko Kitahara, Fumiko Yasukata：“Factors that Affect 
Turnover Rate and Voluntary Quitting of Jobs by Newly Graduated Nurses -An 
Evaluation of the Caring Island Kyushu-Okinawa Project-”, 2nd International Nursing 
Research Conference for the World Academy of Nursing Science, Cancun, Mexico, 14-15 
July, 2011. 


・ Fumiko Yasukata, Akira Kitagawa, Yasue Yamazumi, Natsuko Shimizu, Naomi Komori, 
Kencho Matsuura ：“ Common issues among colleges of nursing in Japan and 
collaborative efforts by universities to solve the issues”, 2nd International Nursing 
Research Conference for the World Academy of Nursing Science, Cancun, Mexico, 14-15 
July, 2011. 


・ Hitomi Tsukahara, Emiko Nakashima, Matsuyo Inoue, Yoshihide Kinjo, Shigeko Shono, 
Kazuyo Hazemoto, Kuniko Sakai, Midori Matsuoka, Chika Tetsui, Takumi Yamada, 
Kinuyo Inagaki, Miyoko Uza, Yoko Sunagawa, Noriko Teruya, Naomi Komori, Natsuko 
Shimizu, Yasue Yamazumi, Akira Kitagawa, Fumiko Yasukata：“An analysis of the clinical 
practice guidance system and the surveys on training requirements of clinical practice 
instructors in Japan”, 2nd International Nursing Research Conference for the World 
Academy of Nursing Science, Cancun, Mexico, 14-15 July, 2011. 


・ Emiko Nakashima, Hitomi Tsukahara, Ayako Ura, Shinobu Kinjo, Yoko Nakasone, Itsuko 
Shono, Kazuko Muroya, Shigeko Shono, Kazuyo Hazemoto, Kuniko Sakai, Akira 
Kitagawa, Yasue Yamazumi, Fumiko Yasukata：“Actual condition of nursing skills 
support and satisfaction of novice nurses who received the support”, 2nd International 
Nursing Research Conference for the World Academy of Nursing Science, Cancun, Mexico, 
14-15 July, 2011. 


・ 山住康恵，北川 明，日高艶子，竹元仁美，白水麻子，松岡 綠，鐡井千嘉，飯野英親，小


野正子，前田由紀子，石原逸子，高橋清美，北原悦子，安酸史子：看護管理者が看護系大学


に望む新人看護師の離職防止対策の内容，日本看護学教育学会第 21 回学術集会， 2011 年 8
月 
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・ 山住康恵，北川 明，松岡 綠，飯野英親，前田由紀子，小野正子，日高艶子，白水麻子，


高橋清美，中島富有子，北原悦子，竹元仁美，松浦賢長，安酸史子：新人看護師の早期離職


予防に必要な職場環境に関する調査，第31回日本看護科学学会学術集会，2011年12月 
・ 前田由紀子，飯野英親，小野正子，石原逸子，高橋清美，日高艶子，白水麻子，竹本仁美，


松岡 綠，中島富有子，北原悦子，山住康恵，北川 明，安酸史子：新人看護師の離職防止


のために大学が取り組む支援，第31回日本看護科学学会学術集会，2011年12月 
・ 日高艶子，白水麻子，飯野英親，松岡 綠，高橋清美，小野正子，前田由紀子，石原逸子，


竹本仁美，中島富有子，北原悦子，山住康恵，北川 明，安酸史子：新人看護師の離職予防


に向けたアウトリーチ型サポートモデルの開発，第31回日本看護科学学会学術集会，2011年


12月 
・ Hidechika Iino, Masako Ono, Yukiko Maeda, Midori Matsuoka, Chika Tetsui,Itsuko  


Ishihara, Kiyomi Takahashi, Tsuyako Hidaka, Hitomi Takemoto, Mako Shirouzu, Etsuko 
Kitahara , Yasue Yamazumi, Akira Kitagawa, Fumiko Yasukata： “An outreach approach 
to prevention turnover for newly graduated nurses in Japan”, International Hiroshima 
Conference on Caring and Peace, Japan, 24-25 March, 2012. 


・ 他5件 
 


５．所属学会 


日本看護科学学会、日本看護研究学会、日本看護学教育学会、日本手術看護学会、日本看護


倫理学会、日本環境感染学会 
 


６．担当授業科目（補助） 


<学部> 


成人看護学概論（補助）・2単位・2年・前期、成人急性看護論（補助）・2単位・2年・後期、


成人看護実習（補助）・6単位・3年・通年、 成人看護実践論（補助）・1単位・3年・通年、


専門看護学ゼミ（補助）・2単位・4年・前期、卒業研究（補助）・2単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 第30回日本思春期学会 実行委員，2011年8月 
・ 日本看護学教育学会主催 研修会アドバイザー，2011年11月・12月 
・ 国際ケアリング学会 実行委員，2012年3月 
・ 国境なき医師団の活動を支援しています。 
・ プランジャパンの活動を支援しています。 


 
８．学外講義・講演 


山住康恵．マタニティスクール講師，（株）赤ちゃん本舗主催，飯塚コミュニティセンター 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 教授 氏名 尾形 由起子


 


１．教員紹介・主な研究分野 


1986年福岡県職員（保健師）として採用、1997年国立公衆衛生院（看護専攻コース）にて、


卒後教育を受け、2004 年広島大学大学院保健学研究科博士課程修了。福岡県庁に勤務後、


2004年、本学に着任。少子高齢化の進展における社会的背景のなかで、地域での在宅療養を支


える看護活動についてを主な研究分野としている。主には、①介護予防サービスの質の評価方


法②保健師による介護予防のケアシステム構築の検証③住み慣れた地域での在宅療養を可能


にするための住民自身の意思決定を促す方法を主な研究テーマとしている。 
近年、超高齢社会へと進むなか、独居でねたきりになっても安心して、住み慣れた地域で


暮らし続けることができるためのシステムの構築を私たち看護職や福祉職の方々と協働した


実践的活動を積み重ねながら、地域の健康課題の解決していくための実践的研究に取り組ん


でいる。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 尾形由起子，井上千津子・澤田信子・白澤政和・本間昭編著「介護を必要とする人々への理


解」および「介護課題解決のための方法論」第２章～第３章．ミネルウァ書房、『介護過程』


2009 
・ 尾形由起子 介護予防事業参加高齢者の自己効力感評価指標との関連性について．福岡県立


大学看護学部紀要．第6巻第1号．2009 
・ 鳩野洋子，山下清香，原善子，尾形由起子，他 4 名，保健指導サービスの質の管理に向けて


「スステムガイドライン」と「マニュアルテンプレート」自治体版の作成．保健師ジャーナル．


66(9) ,2010 
・ 「平成 22 年度地域保健総合推進事業：保健師教育の質を確保するための臨地実習の方法と要


件に関する調査研究」報告書（2011 年）．鎌田久美子（代表），尾形由起子，野口久美子，


藤丸知子，横山美江，多田敏子，佐伯和子，他６名． 


・ 尾形由起子，山下清香，小野順子，松浦賢長，虚弱高齢者の介護予防における保健師の地域


支援技術の特徴．第8巻第2号．2011 
・ 尾形由起子，小櫃芳江・鈴木知佐子監修，ミネルヴァ書房テキストブック編集委員会編著「介


護過程の意義と目的」および「介護過程の展開」科目７介護過程，ミネルウァ書房、『介護福


祉士 介護編 (MINERVA福祉資格テキスト) 』2011 
・ 尾形由起子，岡本玲子，齊藤泰子，鈴木るり子他．看護師過程と保健師過程の到達度確認調査


結果速報（コラム）．保健師ジャーナル．67(4) ,2011 
②その他最近の業績 


〈学会発表〉 


・ 野口藍子，尾形由起子，山下清香，村嶋幸代，田口敦子，鎌田久美子，森松薫 他．福岡県


における在宅療養者を支える社会資源の分布・機能の比較検討．第 68 回日本公衆衛生学会．


奈良．2009 
・ 小松啓子, 中野榮子，安酸史子，石川フカエ，尾形由起子，夏原和美，渡邉智子，北川明，山


下清香，上田毅，清田勝彦，小島秀幹，吉岡和子，岡村真理子：赤村住民のメタボリックシ


ンドローム予防対策に関する総合的研究、福岡県立大学附属研究所生涯福祉研究センター


2009 
・ 尾形由起子, 山下清香, 楢橋明子, 野口藍子．在宅医療推進における保健所保健師のケアシス


テム構築技術の検討．第13 回日本地域看護科学学会総会ラウンドテーブル，札幌市．2010 
・ 山口のり子，山下清香, 尾形由起子．田川市児童虐待予防システムの構築．２次予防における


専門職研修会の取り組み，第70回日本公衆衛生学会．秋田．2010 
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・ 野口藍子，尾形由起子，山下清香，夏原和美，末期がん患者の在宅ケアシステム構築の視点か


らみた連携に関する研修，第70回日本公衆衛生学会．秋田．2010 
・ 鎌田久美子，尾形由起子，野口久美子，他，公衆衛生看護学実習における健康教育場面で実習


指導者に求められる役割（第１報），第70回日本公衆衛生学会．秋田．2010 
・ 松本珠実，尾形由起子，野口久美子，他，公衆衛生看護学実習における健康教育場面で教員に


求められる役割（第2報），第70回日本公衆衛生学会．秋田．2010 
・ 尾形由起子，山下清香，小野順子，楢橋明子，木村てるみ．産後の母親の育児に対する気持


ちと支援の必要性―乳幼児健診結果から―．第1回日本保健師学術集会．東京．2012 
<報告書> 


・ 鳩野洋子，尾形由起子，山下清香，佐藤富子他．厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患等生


活習慣病対策総合研究事業）分担研究報告「市町村における特定保健指導の質の管理ガイドラ


インの開発」（2009） 
・ 尾形由起子，松浦賢長，原田直樹．苅田町家庭教育アンケートデータ分析報告書．苅田町


（2010） 
・ 村嶋幸代，山田雅子，福田敬，田口敦子，尾形由起子他．厚生労働科学研究費補助金（複数の


訪問看護ステーションによる地域単位の 24 時間訪問介護・看護の効果的・効率的な実施方法


の開発）分担研究報告．2010 
<講演会・座談会・シンポジウム> 


・ 尾形由起子．子どもの居場所づくりの検討．苅田町役場，福岡，2011年3月． 
・ 尾形由起子．福岡県立大学教員免許更新講習講師「ヘルスプロモーションと地域看護」2011


年8月 
・ 尾形由起子．福岡県立大学同窓会シンポジウム，コーディネーター，2011年8月 
・ 尾形由起子．九州保健師現任教育，保健師等別研修会（九州ブロック），福岡，2011年９月． 
・ 尾形由起子．保健師教育の今後の課題，島根県立大学公開講座，島根，2011年10月 
・ 尾形由起子）福岡県実習指導者講習会講師「保健師教育課程」．社団法人福岡県看護協会，福


岡，2011 年11月 
③過去の主要業績 


・ 尾形由起子，小西美智子．介護予防に生活支援デイサービス参加高齢者の自己効力感評価指


標の作成．地域看護学雑誌，第6巻2号, 2004 
・ 尾形由起子，介護予防事業参加する虚弱高齢者の自己効力感に関する研究，福岡県立大学看


護学部紀要，第6巻第1号，2009 
・ 尾形由起子，山下清香，小野順子，松浦賢長，虚弱高齢者の介護予防における保健師の地域


支援技術の特徴．第8巻第2号．2011 
 


５．所属学会 


日本公衆衛生学会，日本看護科学学会，日本地域看護学会，日本在宅ケア学会，日本学校保健


学会，全国保健師教育機関協議会 
 
６．担当授業科目 


<学 部> 


地域看護論（2単位・2年・前期），地域看護活動論（2単位・2年・後期），地域看護論Ⅱ（3
年および 4年編入生・1単位・通年），健康教育論（2単位・3年および 3年編入生・前期），


地域看護実習Ⅱ（2単位・3年生・通年），地域看護実習Ⅲ（3単位・4年生・後期），総合実


習（3単位・4年・前期），専門看護学ゼミ（2単位・4年・前期），卒業研究（2単位・4年・


後期） 
<大学院> 


地域看護学特別研究(2単位・修士1年・前期)，地域看護学特別演習（2単位・修士1年・後期），


看護研究法（2単位・修士1年・前期），ヘルスプロモーション看護学特別研究 
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７．社会貢献活動 


・ 福岡県地域在宅推進協議会委員．福岡県  
・ 各保健福祉環境事務所地域在宅推進協議会委員（７か所：遠賀・宗像，南筑後，北筑後，田川，


嘉穂・鞍手，京築） 
・ 人権と福祉のまちづくり策定委員会アドバイザー．福智町 
・ 全国保健師教育機関協議会理事 
・ グループホーム外部評価審査員委員長 
・ 地域包括支援センター（豊築支部）地域ケア推進協議会委員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 教授 氏名 松浦 賢長 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


母子保健学者，思春期保健学者，性教育学者。 
東京大学を卒業後，同大学院に進学し，東京大学医学系研究科博士課程を修了（保健学博


士）。日本総合愛育研究所母子保健研究部に研究員として勤務後，カリフォルニア大学バーク


レー校公衆衛生学部母子保健学教室に研究助手として勤務。帰国後，京都教育大学教育学部


にて衛生学（学部）および学校保健学（大学院）を担当する助教授として教員養成に 10 年間


携わる。再度，カリフォルニア大学バークレー校公衆衛生学部人口・家族計画学教室に助手


として勤務し，平成 15 年度から本学看護学部開設と同時に地域看護学講座教授として着任し


た。その後、学部改組によりヘルスプロモーション看護学系教授。また、本学の附属図書館


長を平成20年度から21年度まで兼務。現在は、本学の４つのセンターを有する附属研究所長


を命じられている（平成22年度より）。 
母子保健学：学会レベルでは，日本小児保健学会が 10 年に一度行う幼児健康度調査（平成


22年）の委員を務めている。国レベルでは，わが国の母子保健（健やか親子21）については、


第１回中間評価時（2005年）、第２回中間評価時（2009年）に評価研究メンバーとして九州


から只一人参画した。また，長年にわたり厚生労働科学研究（山縣班）のメンバーとして政策


研究を遂行してきている。わが国の産後うつ病の頻度の把握をはじめとして，研究成果が厚


生労働行政政策に反映されている。わが国の乳幼児健診の場から得られる情報の利活用シス


テムの新規開発についても，グランドデザインから関わっている。県レベルにおいても，福


岡県の乳幼児健診マニュアルの開発委員長，福岡市の次世代育成支援対策推進協議会委員も


拝命した。 
思春期学：学会レベルでは，日本思春期学会の理事および性の健康医学財団の幹事を務め


る傍ら，九州思春期研究会の設立代表理事として，山積する思春期の課題に取り組んでいる。


国レベルでは，健やか親子 21 の指標の見直しを担当し，厚生労働省と文部科学省の協力のも


と，慎重な性行動を予測する指標の開発を行い，国の政策に反映させた。また，思春期やせ


症予防のためのマニュアル（全国版）を開発した。さらに，平成20年度からは文部科学省「質


の高い大学教育推進プログラム（教育 GP）」に不登校の子どもたちへの援助力を養成するた


めのプログラムが採択され，推進責任者としてプログラムを実行している。県レベルでは，


福岡県エイズ・性感染症対策委員を拝命し，また，北九州市の性感染症対策のための大規模


調査を担当した。 
※平成23年度（8月26日～28日）には、第30回日本思春期学会学術集会を主催した。 
性教育学：学会レベルでは，いまだ学問として発展途上にあることから，性教育学を確立


するべく，全国の若手研究者とともに性教育学構築フォーラムを主催している。国レベルで


は，カプラン・マイヤー法を初めて用いた日本人の性行動の分析をおこない，厚生労働省人


口問題研究所等から評価を受けた。また，新しい学校性教育のスタイルである「カフェテリア


方式」を開発し，全国に導入されている。現在は全国の若手研究者とともに「思いやり」と「共


感」の違いに着目しつつ，脳科学・進化心理学の成果を利用し，性教育学モデルを組み立てて


いる。県レベルでは，福岡県の性教育関連事業の委員等を務め，小集団学習福岡方式の開発


に寄与した。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 門田光司，松浦賢長，西原尚之､岩橋宗哉､杉野浩幸､四戸智昭､吉岡和子､樋口善之､原田直樹､


長谷川智子､渡辺龍彦､宮川治美，柴田洋子．（2009.9）．（門田光司，松浦賢長編著）子ども


の社会的自律を目指す 不登校・ひきこもりサポートマニュアル（初版）．東京：少年写真新


聞社． 
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・ 松浦賢長，望月吉勝，千葉百子，苅田香苗，篠原厚子，鷹箸右子，渡部幹夫，山内泰子，川


上憲人，柏木聖代，田宮菜奈子，川名はつ子，児玉聡，小林康毅．（2008.10）．（千葉百子，


松浦賢長，小林康毅編）コンパクト公衆衛生学（第4版）．東京：朝倉書店．１章「人口問題


と出生・死亡」，8章「母子保健」，10章「学校保健」執筆． 
・ 松浦賢長，小澤道子，福島富士子，鳥居央子，雨宮美帆，宮沢純子，小野美代子，野地有子，


別所遊子，津島ひろ江，錦戸典子．（2008.12）．（金川克子編）地域看護活動論①（第2版）．


東京：メジカルフレンド社．１章「母子保健活動論（pp.2-28）」執筆． 
 


３．外部研究資金 


・ 文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム（教育GP）」，不登校・ひきこもりへの援助力


養成教育：1,800万円，（推進責任者：松浦賢長）．推進代表＆申請書作成メンバー． 
・ 文部科学省「戦略的大学連携推進事業」看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州


沖縄構想：7,080万円，（取組代表者：名和田新）．申請書作成メンバー＆戦略連携室長． 
・ 厚生労働省「厚生労働科学研究費補助金」，平成 22 年度成育疾患克服等次世代育成基盤研究


事業「健やか親子２１を推進するための母子保健情報の利活用に関する研究」班：200万円，


（主任研究者：山梨大学教授 山縣然太朗）．分担研究者． 
 


５．所属学会 


日本思春期学会（理事），日本公衆衛生学会，日本小児保健学会，日本母性衛生学会，日本健


康教育学会，日本保健福祉学会，日本学校保健学会，日本民族衛生学会，日本性感染症学会，


日本ヘルスプロモーション学会，九州思春期研究会（設立代表理事） 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


疫学，疫学・保健統計学，ヘルスプロモーション論，学校保健，性を考える，専門看護ゼミ，


卒業研究 
<大学院> 


看護研究法，ヘルスプロモーション科学，ヘルスプロモーション看護学特別研究，思春期ヘ


ルスプロモーション特論／同演習 
 


７．社会貢献活動 


・ 日本思春期学会・理事 


・ 財団法人性の健康医学財団・幹事 
・ 北九州市思春期保健連絡会・会長 
・ 福岡市次世代育成支援対策推進協議会・委員 
・ 田川市次世代育成支援対策後期行動計画策定委員会・委員長 


 


８．学外講義・講演 


・ 松浦賢長.(2010,10).性教育の現状と課題．平成 22 年度 福岡県教育委員会 教職経験 5 年経過 
養護教諭研修 校外研修会，福岡市． 


・ 松浦賢長.(2010,02). 思春期の子どもたちに必要な力とは．平成 21 年度 北九州市門司区主催 
第２回子育て支援学習会，北九州市． 


 


９．附属研究所の活動等 


附属研究所長である。各センターが協働する取組を推進した。例として、特別支援学校スポ


ーツ大会（サッカー）を主催し、同時に特別支援学校絵画コンクールを主催した。また、鎮西


校区を対象にした鎮西プロジェクト代表である。後藤寺商店街活性化のための後藤寺雛めぐ


りの実行委員としても地域貢献している。 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 准教授 氏名 Je-Kan Adler-Collins
 


１．教員紹介・主な研究分野 


英国公認看護師、PGCE（英国公立学校教員免許）、教育学博士。日本で初めて、ヒーリン


グカリキュラムを大学での看護教育に導入した。また、ヘルスプロモーション実践研究セン


ターにおいて地域住民を対象にしたヒーリング教育を行い、地域住民対象に、トレーニング


を受けたコミュニティセラピストによるエンドオブライフケアも含めたヒーリングを提供す


る癒しの空間を運営している。研究分野は、教育学。研究テーマは、教育、カリキュラムデザ


イン、ファカルティディベロップメント、補完・代替療法。 


 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ Adler-Collins JK. (2010, 共著）Complementary and Alternative therapies in mental health 
care and treatment: Magic, Myth or Fact? Care in Mental Health Substance Use, Book 5. 
Oxford, Radcliffe.In: Cooper, D, editor. 


・ Adler-Collins JK. (2010, 共著）A narrative of my ontological transformation as I develop, 
pilot, and evaluated a curriculum for the healing and reflective nurse in a Japanese faculty 
of nursing. In: Farren,M., Whitehead, J. and Bognar, B. editors. Action Research in the 
Educational Workplace. Dublin, AcademicaPress LLC. (pp. 175-213). 


・ Adler-Collins JK. (2011, 共著）Palliative care in severe mental illness. Palliative Care 
within Mental Health, In, Cooper,D, editor Radcliffe Publishing in press. 


・ Adler-Collins JK. (2011, 単著）Commanding insights in a survey of psychiatrists’and 
registered nurses’ levels of mental health  literacy in a Chinese general hospital. 
International Nursing Review , Invited commentary,58 (3) pp 370-371.  


②その他最近の業績 


・ (2011, 単独) Writing for publication. 2011年国際看護師協会（ICN）学術集会, イタリア. 
・ (2011, 単独) Eye of the tiger: times of transition and change in nurse education in China. 


英国教育研究学会2011年研究大会, 英国. 
・ (2011, 単独) Integrating the excluded middle: empowering middle aged Japanese women 


to return to higher education through the medium of community health promotion 
programme of holistic touch therapy. 英国教育研学会2011年研究大会, 英国. 


＜招聘講演＞ 


・ (2009,1) ケアと癒し．第1回日本統合医療学会阪奈支部大会、大阪市． 
・ (2009,3) Mind the Future, Te Ao Maramatanga, New Zealand College of Mental Health,  
・ The 2nd Biennial International Conference of New Zealand Mental health Nurses. 1-3  
・ April 2009.,Wellington. New Zealand. 
・ (2009,4). Health promotion across cultural boundaries: Integrated research method in End 


of life care.  International Nursing conference. コンケン大学看護学部，タイ. 
・ (2009,7) Integrated Nursing, Education and Healing: a way forward. 日本ホリスティック


ナーシング研究会. 大阪. 
・ (2009,7) Understanding educational spaces for learning and healing in the classroom. 日本


統合医療学会阪奈支部研究会, 大阪. 
・ (2009,9) Humanized Health Care: Conflicts of power. コンケン大学看護学部，タイ. 
・ (2009,10) The Second Asian International Conference on Humanized Health Care. 南寧大


学看護学部，中国. 
・ (2009,10) Standards in Nursing education for Complementary, Alternative Medicine.日本


ホリスティックナーシング研究会, 群馬. 
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・ (2010,5) Living Action Research: Telling nursing stories as evidence of learning 
and good practice. 北京中医薬大学.  


・ (2010,7) Holistic Touch for Nurses. 日本ホリスティックナーシング研究会，神戸． 
・ (2010,10) Writing for publication. 日本ホリスティックナーシング研究会，田川． 
・ (2011,1) Holistic Touch in Nursing. コンケン大学看護学部，タイ． 
・ (2011,1) Writing for International Publication. INR author guidelines. コンケン大学看護学


部，タイ． 
・ (2011,3) Qualitative and Quantitative research methods the paradigm wars. 北京中医薬大


学看護学部、中国． 
・ (2011,3)Writing For Publication; How to choose a journal?. 北京中医薬大学看護学部. 
・ (2011, 5) New pathways in end of life care. Using the community as a resource. 2011年国際


看護師協会（ICN）学術集会,イタリア. 
・  (2011, 9) Qualitative and mixed methods in Nursing an Action Research Approach. 


Department of Medical Education Dubai Health Authority. アラブ首長国連邦. 
・ (2011,11) Educational challenges in preserving Traditional Chinese Medicine values and 


Philosophy in China. 第5回伝統中医学看護教育セミナー, 中国. 
・ (2011,11)  Complementary Medicine and Healing in Asia an analysis through narrative. 


九州看護福祉大学 国際交流講演会, 熊本. 
・ (2011,11)  Community resources in Health Promotion. 第76回日本民族衛生学会, 福岡. 


 


５．所属学会 


日本看護科学学会、日本ホリスティックナーシング研究会、英国教育研究学会. 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


ヒーリング論・1単位・1年・後期、ヒーリングセラピー・1単位・2年・前期、専門看護学ゼ


ミ・2単位・4年・前期 
 


７．社会貢献活動 


・ ICN（国際看護師協会）発行 International Nursing Review の編集委員会副委員長、エンド


オブライフケアにおけるボランティア看護活動、仏教ホスピス、タイ. 
 


８．学外講義・講演 


（2011,7）筑豊地区家庭クラブ連盟指導者養成講座：高校生のためのヒーリング学入門, 田川．


（2011,7～2011,11）イングリッシュ・ヒーリングワークショップ，月１回，財団法人熊本市国   
際交流振興事業団，熊本市． 
（2011,1~10） NPOプロフェッショナル・ホリスティックタッチ・ライセンスコース、群馬大 
学, 前橋市. 


 


９．附属研究所の活動等 


・ 附属研究所ヘルスプロモーション実践研究センター専任教員。 
・ コミュニティにおける成人教育講師養成東京コース：H22 年 10 月より開催 1 年コース、月 1


回の土日に講座開催，10月修了／グリーンフィンガープロジェクト（毎週水曜日）／ 田川ヒ


ーリング講習会（毎週水曜日）／/癒しの空間（毎週木曜日）／ 源流塾（11月～12月計4回、


スタッフ対象のヒーリング講習会） 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 准教授 氏名 山下 清香 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


行政の保健師の活動を主な研究のテーマとし、現在は、保健師の生活習慣病予防活動を中


心的に研究している。また、住民参加やエンパワーメント、地域ケアシステム、保健師の教


育についても関心を持っている。行政で働く保健師との関わりを大切にしながら、地域にお


ける住民の生活と、行政で働く保健師の視点や判断、援助内容などの実態を明らかにした


い。 
 


２．研究業績 


①著書・論文 


・ 佐藤香代，津田智子，山下清香，松枝美智子，小路ますみ，渡邉智子，石川フカエ，宮城由


美子，安河内静子，田渕康子，森崎直子（2009）．看護学生の実習到達度の評価と今後の課題


―第1回合同実習調整会議における調査から―．福岡県立大学看護学研究紀要第6巻第1号 
・ 鳩野洋子・山下清香・原善子・尾形由起子･前野有佳里・永田昌子・梶木繁之・森晃爾．


（2010）．保健指導サービスの質の管理に向けて「システムガイドライン」と「マニュアルテ


ンプレート」自治体版の作成．保健師ジャーナル，第66巻第9号 
・ 尾形由起子・小野順子・山下清香・松浦賢長．（2010）．虚弱高齢者の介護予防における保健


師の地域支援技術の特徴．福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻第2号 
・ 尾形由起子・小野順子・山下清香・松浦賢長．（2011）．虚弱高齢者の介護予防における保健


師の地域支援技術の特徴．福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻第2号 
・ 鳩野洋子・山下清香・原善子・尾形由起子･前野有佳里・永田昌子・梶木繁之・森晃爾．


（2009）．保健指導サービスの質の管理に向けて「システムガイドライン」と「マニュアルテ


ンプレート」自治体版の作成．保健師ジャーナル，第66巻第9号 
・ 山下清香・鳩野洋子・前野有佳里・久保善子．（2012）．自治体における特定保健指導の質の


管理システム導入の意義に関する検討－保健師の認識の変化から－福岡県立大学看護学研究


紀要，第9巻第2号（予定） 
②その他最近の業績 


<報告書> 


・ 鳩野洋子，尾形由起子，山下清香，佐藤富子他9名（2009）．厚生労働科学研究費補助金（循


環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業）分担研究報告「市町村における特定保健指導の質の


管理ガイドラインの開発」  
・ 鳩野洋子，尾形由起子，山下清香，佐藤富子他9名（2009）．市町村における特定保健指導の


質の管理ガイドラインの開発．厚生労働科学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合


研究事業分担研究報告． 
・ 森晃爾，石原逸子，鳩野洋子，飯野直子，伊藤大輔，尾形由起子，梶木繁之，亀ヶ谷律子，


黒石真紀子，近藤祥，櫻木園子，篠原将貴，田中完，永田昌子，中谷淳子，原善子，松井亜


樹，前野有佳里，山下清香（2010）．市町村における特定保健指導の品質管理システム導入支


援．特定保健指導のアウトソーシング先に対する「保健指導の質の評価ガイド」を利用した質


の管理・促進に関する研究．厚生労働省科学研究費補助金循環器疾患等生活習慣病対策総合


研究事業分担研究報告． 
<学会発表> 


・ 野口藍子，尾形由起子，山下清香，村嶋幸代，田口敦子，鎌田久美子，森松薫 他．福岡県


における在宅療養者を支える社会資源の分布・機能の比較検討（2009）．第68回日本公衆衛


生学会．奈良市． 
・ 鳩野洋子，尾形由起子，山下清香（2009）．特定保健指導の質の管理のためのガイドラインの


作成．日本地域看護学会，千葉市． 
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・ 尾形由起子, 山下清香, 楢橋明子, 野口藍子（2010）．在宅医療推進における保健所保健師の


ケアシステム構築技術の検討．第13 回日本地域看護科学学会総会ラウンドテーブル，札幌市 
・ 原善子・鳩野洋子・山下清香・前野有佳里・永田昌子・梶木繁之・森晃爾（2010）．特定保健


指導の質の管理のためのマニュアル作成．第69回日本公衆衛生学会総会学術集会，東京． 
・ 鳩野洋子・山下清香・原善子・前野有佳里・梶木繁之・永田昌子・森晃爾．（2010）．特定保


健指導の質の管理システム導入支援モデル事業 第１報 支援内容．第 69 回日本公衆衛生学


会総会学術集会，東京． 
・ 山下清香・鳩野洋子・原善子・前野有佳里・梶木繁之・永田昌子・森晃爾（2010）．特定保健


指導の質の管理システム導入支援モデル事業 第２報 自治体の取り組み．第 69 回日本公衆


衛生学会総会学術集会，東京． 
・ 前野有佳里・鳩野洋子・原善子・ 山下清香・梶木繁之・永田昌子・森晃爾（2010）．特定保


健指導の質の管理システム導入支援モデル事業 第 3 報 内部監査の実施．第 69 回日本公衆


衛生学会総会学術集会，東京． 
・ 十時美恵子・山下清香・尾形由起子（2010）．特定健康診査の受診率向上対策-平成20年度特


定健康診査未受診者への訪問活動を通して-．第69回日本公衆衛生学会総会学術集会．東京． 
・ 山下清香・鳩野洋子・前野有佳里・久保善子（2011）．市町村への特定保健指導の質の管理シ


ステム導入支援の試み-保健師の認識の変化から-．第 70 回日本公衆衛生学会総会学術集会．


秋田． 
③過去の主要業績 


・ 山下清香（2005）．経過観察児の母親のエンパワーメントに関する研究―乳幼児健診のフォロ


ー事業の参加者を通して―．修士論文 
・ 熊谷仁人，井伊久美子，古庄しおり，坂東一仁，村上政江，西垣悦代，荻野明美，田中明美，


森本幸子，維田宏美，二位ゆかり，佐藤八千代，山下清香（2005）．総合的な地域保健サービ


スの提供体制に関する研究．広域的障害児（者）ケアシステムの構築について．厚生労働科学


研究費補助金健康科学総合研究事業報告書 
・ 有原一江，安齋由貴子，伊井久美子，右京信治，尾崎米厚，山下清香他６名（2005）．「平成


17年度地域保健総合推進事業：市町村保健活動体制強化に関する検討会」報告書．  
・ 山下清香，尾形由起子，野見山美和，野口藍子（2008）．（平成18～19年度科学研究費補助


金（基盤研究（C））研究報告書「生活習慣病対策における市町村支援活動モデルの開発－保健


師エンパワーメントモデル－」 
 


５．所属学会 


日本地域看護学会，日本公衆衛生学会，日本看護科学学会，日本看護研究学会，日本糖尿病教


育・看護科学学会 
 


６．担当授業科目 


地域看護論（2単位，2年前期），地域看護活動論（2単位，2年後期），地域看護実践論（1単
位，3年通年），地域看護実習A-Ⅰ （2単位，3年通年），健康教育論（2単位，3年前期），


専門看護ゼミ（2単位：４年前期），統合実習（2単位，4年後期），地域看護実習Ⅲ（3単位，


4年後期） 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡県田川保健所「感染症の審査に関する協議会」委員 
・ 田川市「田川市民健康づくり推進協議会」委員 


 


８．学外講義・講演 


・ 福岡県立大学看護実践教育センター糖尿病認定看護師教育課程講師「指導計画案の作成」2011
年8月 
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・ オープンキャンパス模擬授業「地域看護論：被災地支援と保健師活動」2011年11月 
・ 出前講義「看護とメタボリックシンドローム」福岡県立鞍手高等学校2011年10月 
・ 出前講義「看護とメタボリックシンドローム」福岡県立門司高等学校2012年2月 
・ 大野城市療育事業 質の調査に関する研修講師「認知症介護者へのアプローチから学ぶ」2011


年10月 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任教員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名 小野 順子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


・ 専門は地域（公衆衛生）看護学 
・ 主な研究分野  


研究テーマは高齢者の歩行動作改善に関する介入研究 
地域で自立して生活する高齢者がその自立した生活を継続するためには「歩行能力を維持す


る」ことが重要である。加齢に伴う心身機能の低下は姿勢や歩行動作の変化をもたらすが、そ


の変化を自覚することは難しい。しかし、歩行能力の低下を自覚する前に自分自身の歩行動


作の変化を認識し、改善することができれば身体機能の維持・増進や要介護状態の予防につ


ながるものと考える。現在取り組んでいる研究では、地域で自立した生活を送る高齢者に対


して広く適応可能な歩行動作の改善方法を模索し、その効果について検証を行っている。 
   
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 尾形由起子、小野順子、山下清香、松浦賢長, 「虚弱高齢者の介護予防における保健師の地域


支援技術の特徴」, 福岡県立大学看護学部紀要第8巻2号.2011.3 
・ 守田孝恵、山崎秀夫、高橋郁子、檀原三七子、小野順子, 「糖尿病関連の地域連携に関する全


国自治体調査」平成 21 年度厚生労働科学研究報告書（地域における包括的糖尿病ケアシステ


ムの構築とその医学的・経済学的評価に関する研究分担研究報告書）, 2010.3 
・ 福田吉治、小野順子, 「山口県における特定健診特定保健指導と糖尿病の地域連携について」


平成 21 年度厚生労働科学研究報告書（地域における包括的糖尿病ケアシステムの構築とその


医学的・経済学的評価に関する研究分担研究報告書）, 2010.3 
 


②その他最近の業績 


・ 尾形由起子、山下清香、小野順子、楢橋明子、木村てるみ，「産後の母親の育児に対する気持


ちと支援の必要性～乳幼児健診結果から～」，第1回日本保健師学術集会，2012．3 
・ 小野順子、守田孝恵、山崎秀夫、高橋郁子、檀原三七子,「言語教示による高齢者の歩行動作改


善の試み」第68回日本公衆衛生学会, 2009.10 
・ 高橋郁子、小野順子、原口由紀子,  「高齢者施設の施設種別による感染対策の比較」, 日本


地域看護学会第13回学術集会, 2010.7 
・ Junko Ono, 「THE EFFECT OF CONSCIOUSNESS WALKING FOR ELDERLY FALL 


PREVENTION」, The 20th IUHPE World Conferences on Health Promotion – Geneva 
2010 –, 2010.7 


 


３．外部研究資金 


文部科学省科学研究費補助金 若手研究（B）、「転倒経験のある高齢者の特性と教育介入に


よる転倒予防効果」, 3,260,000円, 2010年度～2012年度 
 


４．所属学会 


日本看護学会、地域看護学会、日本公衆衛生学会、Shigma Theta Tau International Horor Society 
of Nursing 
 


５．担当授業科目 


地域看護学実習 A-Ⅰ・2 単位・3 年・通年、地域看護学実習Ⅲ・3 単位・編入 4 年・後期、健


康教育論・2単位・3年・前期、地域看護論・2単位・2年・前期、地域看護実践論・地域看護


論Ⅱ・1 単位・3 年と編入 4 年・通年、地域看護活動論・2 単位・2 年・後期、専門看護学ゼ


ミ・2単位 4年・前期、統合実習・2単位・4年・通年、卒業研究・2単位・4年・後期 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名 小森 直美 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


現在、地域で療養する人の生活の質を確保しながら、安心・安全な在宅支援を行うことを


目的とした研究を行っている。主な研究は、①新入職訪問看護師の育成支援教育研究や、訪


問看護ステーションネットワーク構築に関する研究、②療養者の日常生活支援研究である。


また、①高齢者世帯における介護支援、②重症心身障害児介護の実態調査等、家族支援を目


的とする研究も行っている。これらの研究を通して、自宅で暮らしたいと願う療養者を、最


後まで支えられる在宅看護ケアの充実に携わっていきたいと考えている。 
 


２．研究業績 


①最の著書・論文 


<論文> 


・ 小森直美.（2010）看護における「浴」の研究（3）.福岡大学大学院論集，42巻2号，47－66． 
・ 山口美幸，土居清美，竹井安子，西裕美，小森直美.（2010）「地域中核病院における中途採用


看護職者の職場ストレスの実態―Ａ病院における中途採用看護職者に対する職場ストレスア


ンケート調査結果から―」第10回福岡県看護学会集録集，，21－24． 
・ 小森直美.（2009）.看護における「浴」の研究（１）.福岡大学大学院論集，41 巻 1 号，１－


14． 
・ 小森直美.（2009）.看護における「浴」の研究（2）.福岡大学大学院論集，41巻1号，15－19 
・ 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ.（2009）. 医療依存度の高い在宅重症心身障害児の支援に


関する研究―保健師・訪問看護師の支援活動の転機から捉えた母親の障害受容過程―. 第 39
回日本看護学会論文集地域看護，149－150. 


・ 小森直美，藤岡あゆみ，小路ますみ．（2008）．看護学生の感動体験の考察と，その思考過程


の検討－在宅看護実習後のレポートから－，福岡県立大学看護学研究紀要，6（1），47－54． 
・ 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ，宮田喜代志，川浪康男，中山みどり，北山后子．


（2008）．看護職・他部門間のコミュニケーション・リスクの構造．福岡県立大学看護学研究


紀要，5（2），61－65． 
・ 朝部明美，木村由美，松田有紀，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．在宅重症心


身障害児支援に必要な職種間の統合ケアマネジメント．第 25 回筑豊地区看護研究発表会集録


集，第25回，20－24． 
・ 山口由加里，縄田真理，森下美穂，熊井章乃，上野マツ枝，溜渕裕美，西裕美，小森直美，


小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．術後せん妄の発生予防介入ケアの考察－患者指導実施の


前後比較検討から－．第8回福岡県看護学会集録集，，193－196． 
 


②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 北川明，生野繁子，櫨本和代，坂 井邦子，金城忍，中嶋恵美子，塚原ひとみ，正野逸子，室


屋和子，清水夏子，小森直美，山住康恵，安酸史子.（2010）「大学卒後1年目看護師の看護技


術支援に関するニーズ」．第30回 日本看護科学学会学術集会，北海道．  
・ 山口美幸，土居清美，竹井安子，西裕美，小森直美.（2010）「地域中核病院における中途採用


看護職者の職場ストレスの実態―Ａ病院における中途採用看護職者に対する職場ストレスア


ンケート調査結果から―」第10回福岡県看護学会，福岡県． 
・ 的場なおみ，小路ますみ，小森直美.（2010）「老人保健施設利用者と家族面接に影響を与える


もの」第41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 
・ 山口純佳，小路ますみ，小森直美.（2010）「介護者による療養者殺人の要因とその予防策」第


41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 
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・ 永田佑三子，小路ますみ，小森直美.（2010）「オムツ使用患者の家族に対する排泄援助の教育


内容とその必要性」第41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 
・ 田原あゆみ，小路ますみ，小森直美.（2010）「在宅復帰早期に見られた介護者の困惑からみた


退院指導の方向性」第41回日本看護学会地域看護，滋賀県． 
・ 小森直美.（2009）.訪問看護ステーション管理者からみる新入職訪問看護師の育成支援実態と


課題.第35回日本看護研究学会学術集会，横浜． 
・ 三村由江，矢川京子，豊福麻紀，西裕美，小森直美.（2009）.第9回福岡県看護学会，福岡県． 
・ 小森直美．(2008)．「高齢者の｢運動器の機能向上｣に関する諸問題－介護認定審査員のグルー


プ・フォーカス・インタビューより－」．第12回日本在宅ケア学会学術集会，東京． 
・ 小森直美．（2008）．「訪問看護ステーションにおける新入職看護師の育成支援に関する諸問


題」，第34回日本看護研究学会学術集会，兵庫県． 
・ 豊福麻紀，矢川京子，三村京子，高橋幸子，西裕美，小森直美，藤岡あゆみ，小路ますみ．


（2008）．「病棟看護師の訪問看護留学における在宅看護の学び」，第39回日本看護学会学


術集会看護教育，岐阜県． 
・ 小森直美，小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．在宅看護実習における経験型実習指導の問題


点と解決策の検討．第28回日本看護科学学会学術集会，福岡県． 
・ 山口由加里，縄田真理，森下美穂，熊井章乃，上野マツ枝，溜渕裕美，西裕美，小森直美，


小路ますみ，藤岡あゆみ．（2008）．術後せん妄の発生予防介入ケアの考察－患者指導実施の


前後比較検討から－．第8回福岡県看護学会，福岡県． 
・ 小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ，（2008）．医療依存度の高い，在宅重症心身障害児の支


援に関する研究－保健師・訪問看護師の支援活動の転機から捉えた母親の障害受容過程－，


第39回日本看護学会地域看護，静岡県． 
・ 宮城陽輔，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．統合失調症患者の気分変動を起こ


す要因，第39回日本看護学会学術集会精神看護，兵庫県． 
・ 新開博，小路ますみ，小森直美．（2008）．介護度が高い独居高齢者の生活を支える要因～独


居療養者の訪問一事例から～．第39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 
・ 井上麻衣子，小路ますみ，小森直美，藤岡あゆみ．（2008）．高齢者に対する介護予防事業の


効果的運営に関する考察－老人会と密着したデイサービス事業を通して－第 39 回日本看護学


会学術集会地域看護，静岡県． 
・ 真子めぐみ，小路ますみ，小森直美．（2008）．訪問看護師が療養者と信頼関係を築くための


留意点．第39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 
・ 清水麻央，小路ますみ，小森直美．（2008）．高齢者を在宅で看取る家族の心理的過程～一事


例考察から～，第39回日本看護学会学術集会地域看護，静岡県． 
 


③過去の主要業績 


・ 小森直美，園田めぐみ，安河内清子「ラジオ体操カードの仕組みを利用したオリジナルのリハ


ビリカードを作成して」メディカ出版，整形外科看護 9巻11号，平成16年，Ｐ.40－Ｐ.44 
・ 小森直美，小路ますみ，藤岡あゆみ．（2007）．本学在宅看護実習における対象事例ならびに


学生の技術体験に関する実態調査．福岡県立大学看護学部紀要，5号1巻，P34－P42． 
・ 小森直美．（2007）．浴の現象学的研究（１）．福岡大学大学院論集，39巻2号，P１－P14． 


 


３．外部研究資金 


文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C），「訪問看護ステーションにおける新入職看護師


の育成支援ツール開発に関する研究」、290 万円、平成 20 年度～平成 22 年度、共同研究（研


究代表者：小森直美） 
 


５．所属学会 


日本看護科学学会員、日本看護研究学会員、日本在宅ケア学会会員、日本看護学教育学会員、
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日本看護協会会員 
 


６．担当授業科目 


<学部> 


在宅看護論Ⅰ・2 単位・2 年・後期、在宅看護論Ⅱ・1 単位・3 年・通年、在宅看護実習・2 単


位・3 年・通年、総合実習・3 単位・4 年・前期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、卒業


研究・2単位・4年・後期 
<大学院> 


在宅看護学特論・２単位・修士・１年・前期、在宅看護学演習・２単位・修士・１年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 福岡県福岡市介護認定審査会・審査委員 
・ 芦屋町立中央病院における看護研究指導講師 
・ 平成22年度福岡県看護実習指導者講習会講師「演習指導」平成22年7月7日ほか（計４回）


福岡県看護協会 
・ 平成22年度福岡県看護実習指導者講習会講師「実習指導案発表・評価（講評）」平成22年11


月11日福岡県看護協会 
・ 芦屋町立中央病院看護研究発表会講師（評価・講評）平成23年3月29日 
・ 日本看護学教育学会査読委員 
・ 田川総合型地域スポーツクラブEASTクラブ実行委員 


 
８．学外講義・講演 


平成 22年度福岡県看護実習指導者講習会講義「実習指導の実際(在宅看護論)」平成 22年 7月 5
日、福岡県看護協会 


 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名 原田 直樹 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科を卒業、同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専


攻を修了。社会福祉士、精神保健福祉士。 


障害者福祉の現場を経験した後、2008 年より福岡県立大学附属研究所不登校・ひきこもり


サポートセンターに専門研究員として勤務し、2010年8月に看護学部ヘルスプロモーション看


護学系学校保健領域の教員として着任しました。 


主な研究分野は、①不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究、②不登校・ひき


こもり支援における大学生ボランティアの有効性に関する研究、③学校を中心とした地域社


会における子育て環境に関する介入的研究です。 


とりわけ不登校・ひきこもり支援の理論と実践に関する研究では、個人因と環境因との関


係性に焦点を当て、さまざまな角度から不登校・ひきこもりへの支援実践理論の構築に向け


た研究に取り組んでいます。学校保健福祉の視点から、学校内において養護教諭が果たす支


援者としての役割とその具体的な実践内容についての研究を進めたいと考えています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 原田直樹．(2011)．3.役に立つ尺度（EAT26，シルエット法），学校における思春期やせ症へ


の対応マニュアル，山縣然太朗，松浦賢長，山崎嘉久編著，少年写真新聞社．88-89 
・ 原田直樹．(2009)．Chapter1-5 不登校と友達関係，Chapter1-6 対教師関係，Chapter3-3 連


携機関の概要，Chapter3-4 校外協働の事例，子どもの社会的自立を目指す不登校・ひきこも


りサポートマニュアル，門田光司，松浦賢長編著，少年写真新聞社．28-31，32-35，79，80，
82，84，96-99 


<論文> 


・ 原田直樹，安河内静子，舘英津子，磯村毅，鈴木茜，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，竹末


加奈，原田正平，松浦賢長，山縣然太朗．(2011)．妊娠から育児期の喫煙に関する研究～1 歳


6ヶ月児健診時調査の結果～．厚生労働省「健やか親子21を推進するための母子保健情報利活


用に関する研究」平成22年度総括・分担研究報告書，68-81 


・ 安河内静子，舘英津子，磯村毅，和田恵子，坂元真理子，磯貝恵美，鈴木茜，竹末加奈，原田


直樹，原田正平，松浦賢長，山縣然太朗．(2011)．妊娠から育児期の喫煙に関する研究～妊娠


届出時調査の結果～．厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用に関


する研究」平成22年度総括・分担研究報告書，59-67 


・ 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．


(2011)．不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての


考察―．福岡県立大学看護学部紀要第８巻第1号，11-18 


・ 原田直樹，梶原由紀子，吉川美桜，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長．


(2011)．学校の児童生徒への大学生ボランティアによる支援のニーズに関する研究．福岡県


立大学看護学部紀要第８巻第1号，1-9 


・ 中野榮子，安酸史子，佐藤香代，小松啓子，津田智子，岡村真理子，清水夏子，厳紅，原田


直樹，金賢実，田恩永，鄭英美，李洪子，金耕園．（2011）．東洋医療に関する日本と韓国の


看護学生の意識調査：福岡県立大学看護学研究紀要，第8巻1号，82-87 


・ 原田直樹，松浦賢長．(2010)．不登校状態にある学習面・行動面の困難を抱える児童生徒と


その支援についての考察．日本保健福祉学会誌2010.Vol.16No.2，13-32 


・ 原田直樹，吉川美桜，梶原由紀子，樋口善之，江上千代美，四戸智昭，杉野浩幸，松浦賢長，


山縣然太朗．(2010)．学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する
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学校内協働の視点から～．厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用


に関する研究」平成21年度総括・分担研究報告書，68-75 


<報告書> 


・ 衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春


乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．(2011)．幼児健康度に関する継続


的比較研究．厚生労働省育成疾患克服等次世代育成基盤研究事業平成 22 年度総括・分担研究


報告書 
・ 原田直樹，長谷川智子，福山剛，杉野浩幸，四戸智昭，江上千代美，松浦賢長．(2011)．平成


20 年度採択文部科学省質の高い教育推進プログラム不登校・ひきこもりへの援助力養成教育


－大学内フリースクールを活用した包括的スーパービジョン－報告書 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 原田直樹，衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井


尚，武島春乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈．（2011）．幼児健康度に関する継


続的比較研究－20年間の保育環境の変化－．第58回日本小児保健教会学術集会，名古屋 
・ 近藤洋子，衛藤隆，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春


乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継


続的比較研究－生活リズムの変化と他要因との関連について－．第 58 回日本小児保健教会学


術集会，名古屋 
・ 衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春


乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継


続的比較研究－予防接種・感染症の動向について－．第 58 回日本小児保健教会学術集会，名


古屋 
・ 原田直樹，松浦賢長．（2009）．不登校状態にある学習面・行動面の困難を抱える児童・生徒


とその支援についての考察．第22回日本保健福祉学会，仙台． 


<ポスター報告> 


・ 松浦賢長，倉橋俊至，近藤洋子，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井尚，武島春乃，堤ち


はる，高石昌弘，平山宗宏，竹末加奈，原田直樹，衛藤隆．（2011）．幼児健康度調査におけ


る質問項目の変遷に関する研究．第58回日本小児保健教会学術集会，名古屋 
・ 竹末加奈，衛藤隆，近藤洋子，松浦賢長，倉橋俊至，横井茂夫，恒次欽也，加藤則子，川井


尚，武島春乃，堤ちはる，高石昌弘，平山宗宏，原田直樹．（2011）．幼児健康度に関する継


続的比較研究－父親の育児状況の動向について－．第 58 回日本小児保健教会学術集会，名古


屋 
・ 平成21年「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2010年1月，東京 


・ 「公立大学協会創立60周年記念シンポジウム・記念式典」ポスター発表、2009年12月，東京 


・ 平成20年「大学教育改革プログラム合同フォーラム」ポスター発表、2009年1月，横浜 


 


３．外部研究資金 


文部科学省，科学研究費補助金（基盤研究 C），学習面・行動面の困難を抱える不登校の高校


生への社会的自立支援ツールの開発，182万円，平成23年度～平成 25年度 


 
５．所属学会 


日本保健福祉学会、日本学校保健学会、日本思春期学会、日本学校ソーシャルワーク学会、


日本地域福祉学会、福岡県立大学社会福祉学会 
 


６．担当授業科目 


情報処理演習・2単位・1年・前期，不登校・ひきこもり援助論専門・2単位・1年・前期，教


養演習・1単位・1年・前期，統計学・2単位・1年・後期，保健統計学・2単位・2年・後期，
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養護概説・2 単位・2 年・後期，養護実習・1 単位・4 年・前期，養護実習事前事後指導・1 単


位・4年・前期，専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期，卒業研究・2単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 日本思春期学会第30回大会事務局次長 
・ 九州思春期研究会幹事 
・ 北九州市思春期保健連絡会 性教育プログラム開発会議メンバー 
・ 田川市立鎮西小学校 学校評議員・学校関係者評価委員 
・ 北九州市障害程度区分認定審査会委員 
・ 特定非営利活動法人ひこうせん理事長 


 


８．学外講義・講演 


・ うきは市社会福祉協議会「不登校を一緒に考えるセミナー－子どもたちのおかれている環境と


不登校の現状－」講師，2011年 
・ 福岡県高等学校福祉教育研究部会授業研究会「発達障害とその周辺の課題－不登校を中心とし


て－」講師，2011年 
・ 九州思春期研究会ポストコングレスショートセミナー「学習面・行動面の困難を抱える不登校


児童生徒とその支援に関する研究」講師，2011年 
・ 福岡県高等学校養護教諭研究会北九州支部視察研修「学校外協働について」講師，2010年 
・ チャイルドライン北九州「今、子どもたちは-困難を抱える子どもたちの支援」講師，2010年 
・ 福岡県手話通訳士協会「手話通訳士技能認定試験対策研修会」講師，2010年 
・ 福岡県立朝倉東高等学校職員研修「不登校生徒の理解と対応」講師，2010年 


 
９．附属研究所の活動等  


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 講師 氏名 三並 めぐる 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


主な研究は、植物に接することが高校生の心理に及ぼす効果に関する研究、養護実習にお


ける不安の要因および適切な支援に関する研究、非常災害発生時の保健室の役割と養護教諭


の専門性に関する研究です。 
 
２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 三並めぐる. 博士論文 植物と触れ合うことが高校生の心理に及ぼす効果に関する研究. 愛媛


大学大学院連合農学研究科、2011年 
・ 三並めぐる、仁科弘重、古谷朋子、高山弘太郎 生徒どうしで協力して植物を育てることが


高校生の心理に及ぼす効果の解析、Eco-Engineering vol.23 no.4 pp111-122、2011年 
・ 三並めぐる、仁科弘重、続木寛子、高山弘太郎 教室内に植物を置くことおよび植物を育て


ることが高校生の心理に及ぼす効果の解析、Eco-Engineering vol.23 no.2 pp47-55、2011年 
・ 三並めぐる、岡多枝子、向井康雄 高校生の「健康観」形成と社会的背景－健康標語の分析を


通して－、教育保健研究 vol.16 pp91-100、2010年 
・ 中野貴博、樋口善之、原田直樹、森慶恵、阿部真理子、豊田菜穂子、福島由美子、土井智子、 


三並めぐる、香田由美、内田育美、棈松真紀子、渡辺多恵子、北村喜一郎、鈴木茜、 磯田宏


子、三國和美、丸岡里香、笠井直美、松浦賢長、山縣然太朗 思春期やせ症の発生頻度に関


する研究、厚生労働省「健やか親子 21 を推進するための母子保健情報利活用に関する研究」


報告書pp227-233、2010年 
・ 岡多枝子、三並めぐる 福祉系高校生及び大学生のキャリア形成、日本福祉大学社会福祉論


集 vol.123 pp127-139、2010年 
・ 岡多枝子. 三並めぐる 高校時代の進路選択とキャリア形成 －福祉系高校から福祉系大学へ


の接続－. 日本福祉大学教職課程年報vol. 8 pp35-43、2010年 
②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 三並めぐる、岡多枝子、自分の名前で健康標語 -10 年の動向比較－、日本養護教諭教育学


会・学術集会 2009年10月、弘前大学 
・ 三並めぐる、岡多枝子、高校生の喫煙に関する意識調査について、日本養護教諭教育学会・


学術集会 2009年10月、弘前大学 
・ 三並めぐる、岡多枝子、仁科弘重 養護教諭からみた高校生のこころの健康と学習環境に関


する一考察、日本養護教諭教育学会・学術集会 2010年10月、大阪府教育会館たかつガーデ


ン 
・ 三並めぐる、仁科弘重、古谷朋子、高山弘太郎 生徒どうしで植物を世話することが高校生


の心理に及ぼす効果の解析、日本生物環境工学会 2010年京都大会 2010年9月、京都大学 
・ 三並めぐる、向井康雄、岡多枝子、高田律美 高校生の「健康観」形成と社会的背景 －健康


標語の分析を通して－、第38回中国・四国学校保健学会 2010年6月、高知女子大学 
③過去の主要業績 


・ 三並めぐる、仁科弘重、古谷朋子、高山弘太郎 教室内に植物を配置することが高校生の心


理に及ぼす効果の解析、日本生物環境工学会 2008年愛媛大会 2008年9月、愛媛大学 
・ 三並めぐる エイズ教育の実際－今からここからできること－、心とからだの健康 vol. 12 


pp14-19、2008年 
・ 塚越潤、丸田文子、五十嵐由美、和佐本郁子、宮澤玲子、三並めぐる、岡崎麻衣、中村由美


子、市川美智代、近藤とも子、池田千代子、木内和子 子どもの成長・発達を促す養護教諭


の支援のあり方－今、問われる専門性とは－「心の健康課題と求められる養護教諭の役割」、
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日本教育大学協会養護教諭部門全国国立大学附属学校連盟養護教諭部会研究紀要第１集 


pp63-65、2008年 
 


３．外部研究資金 


平成 23 年度科学研究費補助金（研究活動スタート支援） 非常災害時における養護教諭の役


割に関する研究 
 
４．受賞 


養護教諭制度70周年記念学校保健功労賞、2011年 8月 4日、文部科学大臣 
 


５．所属学会 


日本養護教諭教育学会、思春期学会、日本生物環境工学会、生態工学会、日本健康心理学会、 
日本母性衛生学会、中国四国学校保健学会、九州思春期研究会 


 
６．担当授業科目 


養護実習事前事後指導・１単位・４年・前期、専門看護学ゼミ・２単位・４年・前期、養護


実習・１単位・４年・前期、教師論・２単位・４年生・前期、卒業研究・２単位・４年・後期、


公衆衛生学・１単位・４年生・後期、養護概説・１単位・２年・後期、保健統計学・２単位・


２年・後期、教育方法論・２単位・２年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 愛媛大学医学部看護学科非常勤講師 
・ 第30回日本思春期学会総会・学術集会事務局次長 
・ 特定非営利活動法人禁煙推進の会えひめ理事 
 


８．学外講義・講演 


・ 福岡県立田川科学技術高校「「性を考える」講師 
・ 福岡県立若松高等学校「健康講座」講師 
・ 愛媛県今治保健所「タバコと口腔の健康指導者セミナー」講師 
・ 愛媛県南予教育事務所「管内養護教諭研修会」講師 
・ 愛媛県学校保健会養護部会「実践セミナー」講師 


 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 助教 氏名 山崎 律子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


2009 年、本学に着任。在宅看護領域の研究では、在宅ケアシステムを構築することを主題


とした研究を行っている。主には、家族の介護負担に関する研究や在宅看護に関わる看護職


の質および量の確保に関する研究を行っている。今後は、病気になっても自宅で過ごしたい


と願う人々が安心して健康的な生活が送れるよう、訪問看護師の質の向上に関連する基礎教


育および現任教育の研究を重点的に行っていく。並行して、現在行っている在宅および地域


看護の発展に寄与したナイチンゲールに関する研究を継続して行う。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


<著書> 


・ 山崎律子，在宅看護論(分担)，看護師国家試験過去問題｢できる｣｢できない｣カード仕分け


Book2012年，安酸史子，北川明 編集，メディカ出版，2011. 
<論文> 


・ 上坂良子，山崎律子．(2009)．大日本看護婦協会と R･B･トイスラーとの接点．医譚，106，
167-168． 


・ 豊島泰子，鷲尾昌一，山崎律子，今村桃子．(2009)．在宅看護における学生の感染予防対す


る知識，聖マリア学院大学紀要，23，49－56. 
・ 山崎律子，今村桃子，中柳美恵子．(2009)．地域看護学における健康教育の演習方法の検討-


学生の学びの分析より-．日本看護学教育学会誌，19(2)，33－39． 
・ 豊島泰子，鷲尾昌一，山崎律子，今村桃子(2011)．在宅看護実習における感染予防教育前後の


看護学生の知識と意識．聖マリア学院大学紀要，2，25－30． 
・ 山崎律子．(2011)．平野重誠の呼吸法に関する一考察－江戸時代後期の著『病家須知』を中心


に－．福岡県立大学看護学研究紀要，8(2)，61－66． 
・ 豊島泰子，山崎律子，西地令子，鬼丸美紀，鷲尾昌一(2011)，高齢者の在宅ケアと感染予防，


臨床と研究88(11)，85－90． 
・ 山崎律子，鷲尾昌一，荒井由美子(2012)，在宅要介護高齢者を介護する家族の介護負担－都市


部の訪問看護サービス利用者の調査より－，臨床と研究89(2)，86－92． 
・ 山崎律子．上野恭子，高山朋子，二ノ坂保喜，ラフマン・モクレスール，牟田壽，小畑万乙，


佐藤純，宮田香奈(2012)．バングラデシュ農村部における看護教育の必要性－メヘルプール県


の現地訪問を通して－．福岡県立大学研究紀要9(2)，掲載予定 
②その他最近の業績 


<学会報告> 


・ 上坂良子，山崎律子．(2009)．｢大日本看護婦教会｣について R.B.トイスラーとの接点とその


後．日本看護歴史学会，東京． 
・ 山崎律子．(2010)．『看護覚え書』における｢換気と保温｣の意味．ナイチンゲール研究学会第


31回研究懇談会，東京． 
・ 山崎律子，小森直美(2011)．在宅看護実習における学生の初回訪問時の情報収集の実態－学生


の記録内容と面接時の発言の比較－，第31回日本看護科学学会学術集会，高知 
<エッセイ> 


・ 山崎律子．(2010)．身近な歴史とのつながり．看護歴史研究，5，59． 
・ 山崎律子．(2012)．バングラデシュ訪問記－農村部の人々の生活と看護を中心に－．看護歴史


研究，6，掲載予定 
<報告書> 


・ 山崎律子．（2011）．豊かさについて考えた旅．2011 年現地訪問報告書，特定非営利法人バ


ングラデシュと手をつなぐ会，24－27． 
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③過去の主要業績 


・ 山崎律子，豊島泰子，今村桃子．(2006)． 在宅支援の看護に関する現任教育の効果．聖マリ


ア学院紀要，20，55－59． 
・ 山崎律子．(2007)．ナイチンゲールの看護婦訓練に関する一考察．福岡大学大学院 
・ 修士論文． 
・ 山崎律子．(2007)．看護職の形成―ナイチンゲールの看護観に基づいて．聖マリア学院大学


紀要，21，17－23． 
 


３．外部資金獲得 


文部科学省，科学研究費補助金，基盤研究(C)，｢訪問看護師の人材育成を目的としたキャリア


形成ラダーの開発に関する研究｣，平成 23年度～平成25年度，(研究代表者：小森直美) 
 


５．所属学会 


日本看護科学学会、日本看護教育学会、日本在宅ケア学会、日本地域看護学会、日本看護歴


史学会、日本疫学会、日本看護管理学会、日本看護協会、日本訪問看護振興財団、各会員 
 


６．担当授業科目 


在宅看護論・2 単位・2 年・後期、在宅看護実践論・1 単位・3 年・通年、在宅看護実習･2 単


位・3 年・通年、総合実習・3 単位・4 年・前期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、卒業


研究・2単位・4年・後期 


７．社会貢献活動 


・ 芦屋町立中央病院看護研究発表会講師 2012.2.28 
・ バングラデシュ・メヘルプール県看護学校設立プロジェクト企画委員 
・ 子ども共育HAKATA｢いのちを見つめるワークショップ2011｣企画主催(2011.4～2011.12、計


7回) 


８．学外講義・講演 


J:COM 福岡｢市民チャンネル ふくおかまい COM｣にて子ども共育 HAKATA｢いのちを見つめ


るワークショップ 2011 第 2回いのちのおわり｣の活動報告（放送 2011.7.16～2011.7.31） 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 助手 氏名 梶原 由紀子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


・ 「特別支援学校における特定行為に関する調査研究」 
社会福祉士および介護福祉法の一部改正に伴い、喀痰吸引等の医療的ケアを特別支援学校


教員も制度上実施することができるようになることをうけ、特別支援学校における特定行為


に関する調査を行っています。特別支援学校において医療的ケアを必要とする児童生徒が、


一人一人に必要なケアを受けながら教育をうけることについて研究を深めていきたいと思っ


ています。 
 


２．研究業績 


①最近の著書・論文 


・ 精神科長期入院患者の社会復帰援助レディネス尺度の検討―因子分析と信頼性の検証：松枝


美智子、坂田志保路、安永薫梨、浅井初、梶原由紀子、北川明、中野榮子、安酸史子、安田


妙子、政時和美、松井聡子．福岡県立大学看護学部紀要2010，査読あり，2011年12月号． 
・ 不登校児童生徒の状況と対応に苦慮する点に関する調査研究―家庭支援へ向けての考察：原


田直樹、梶原由紀子、吉川美桜、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦賢長．


福岡県立大学看護学部紀要2010，査読あり，2010年12月号． 
・ 学校の児童生徒への大学生がボランティアによる支援のニーズに関する研究：原田直樹、吉


川美桜、梶原由紀子、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦賢長．福岡県立大


学看護学部紀要2010，査読あり，2010年12月号． 
・ 学校保健における連携の実態に関する調査研究～不登校支援に関する学校内協働の視点から


～：原田直樹、吉川美桜、梶原由紀子、樋口善之、江上千代美、四戸智昭、杉野浩幸、松浦


賢長、山縣然太郎．厚生労働科学研究（子どもの家庭総合研究事業）健やか親子２１を推進す


るための母子保健情報の利活用に関する研究 平成 21 年度総括・分担研究報告書，査読無，


68－75，2010．  
 


５．所属学会 


日本看護研究学会、日本看護科学学会、日本思春期学会、日本学校保健学会、日本精神保健


看護学会、日本母性衛生学会、九州思春期研究会、九州学校保健学会． 
 
６．担当授業科目（補助） 


養護慨説・2単位・2年・後期、保健統計学・2単位・2年・後期、ヘルスプロモーション論・


2 単位・2 年・後期，教育方法論・2 単位・2 年・後期、性を考える・2 単位・看護 4 年／人社


3年・前期、養護実習事前事後指導・1単位・4年・前期、学校保健・１単位・4年・前期、養


護実習・4 単位・4 年・前期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、公衆衛生学・１単位・4
年・後期、卒業研究・2単位・4年・後期 
 


７．社会貢献活動 


・ 第30回 日本思春期学会総会・学術集会、事務局 
・ 九州思春期研究会ポストコングレス、幹事 
・ 日本赤十字看護学会学術集会、実行委員 


９．附属研究所の活動等 


・ ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
・ 不登校・ひきこもりサポートセンタースクールナース 
・ 不登校・ひきこもりサポートセンター主催 どろんこドッヂボール大会（2011年6月5日） 
・ 不登校・ひきこもりサポートセンター主催 公開講座（2011年10月4日、11月1日） 
・ 不登校・ひきこもりサポートセンター主催 不登校・ひきこもりシンポジウム（2011年3月） 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 助手 氏名 楢橋 明子 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


2001年3月，兵庫県立看護大学卒業．保健師経験後，母校での助手を経て2009年本学に着


任．興味を持っている研究分野は，難病患者の療養支援に関すること，災害看護と保健師の


活動に関すること，保健師教育に関することである． 
 


２．研究業績 


②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 牛尾裕子，安藤継子，楢橋明子．(2009)．学士看護基礎教育卒業時に求める実践能力に関す


る行政保健師の認識についての一分析．第68回日本公衆衛生学会． 
・ 尾形由起子，山下清香，小野順子，楢橋明子，木村てるみ．（2012）．産後の母親の育児に対す


る気持ちと支援の必要性―乳幼児健診結果から―．第1回日本保健師学術集会． 
<報告書> 


伊東愛，楢橋明子．(2009)．本学教員における災害看護支援活動の調整～新潟中越沖地震


（2007 年 7 月 16 日)への本学教員の派遣調整活動．兵庫県立大学大学院看護学研究科 21 世紀


ＣＯＥプログラム ユビキタス社会における災害看護拠点の形成 看護専門家支援ネットワ


ークプロジェクト活動（平成 15～19年度）27－30． 
③過去の主要業績 


<学会発表> 


・ 大塚純子，楢橋明子．(2004)．特定疾患患者へのアンケート．第63回日本公衆衛生学会． 
・ 楢橋明子，牛尾裕子，岩佐真也，伊東愛，井伊久美子．(2007)．地域看護実習における大学


と現地保健師との共同～実習終了後の会議を通して～．第66回日本公衆衛生学会． 


・ 楢橋明子，牛尾裕子，松田宣子，岩本里織，柏葉三千子，菅野夏子，富永真己，大井美紀，


伊東愛，岩佐真也．(2008)．県内保健所，保健センターにおける地域看護実習指導の現状と


保健師の認識(第２報)．第67回日本公衆衛生学会． 
 


５．所属学会 


日本公衆衛生学会、日本地域看護学会、日本災害看護学会 
 


６．担当授業科目(補助)  


<学部> 


地域看護論・2単位・2年・前期，地域看護活動論・1単位・2年・後期，健康教育論・2単位・


3 年・前期，地域看護実践論・1 単位・3 年 編入 4 年・通年，地域看護実習A-Ⅰ・2 単位・3
年・通年，地域看護実習Ⅲ・3単位・編入4年・後期 


 


７．社会貢献活動 


・ 日本災害看護学会 ネットワーク活動・調査調整部 メンバー 
・ 日本ALS協会 福岡県支部 運営委員 


 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護学部／ヘルスプロモーション看護学系 職名 助手 氏名 林 さやか 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


2011年4月より本学看護学部、在宅看護領域の助手として着任致しました。 
在宅看護における看護のやりがいを多くの方に知っていただきたいと思い、様々な研究に


取り組んでいます。今後は、潜在看護師による訪問看護ステーションへの臨床実務研修のシ


ステムの構築についての研究に取り組んでいきたいと思います。 
 


２．研究業績 


②その他最近の業績 


<学会発表> 


・ 林さやか 藤川佐知子 池上千代子 「リスクマネージメントの観点からの消化管浄化処置」、


第56回日本災医害学会 2008年11月、東京 
・ 林さやか 藤川佐知子 池上千代子 「術前浄化処置変更を試みて」第８回福岡県看護研究発


表 208年11月、福岡 
 
５．所属学会 


日本看護協会、日本看護訪問看護振興財団 
 


６．担当授業科目(補助)  


<学部> 


在宅看護論Ⅰ・2 単位・2 年・後期、在宅看護論Ⅱ・1 単位・3 年・通年、在宅看護実習･2 
単位・3 年・通年、総合実習・3 単位・4 年・前期、専門看護学ゼミ・2 単位・4 年・前期、


卒業研究・2 単位・4 年・後期 
 


９．附属研究所の活動等 


ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
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所属 看護実践教育センター 職名 主任教員・助教 氏名 生駒 千恵 
 


１．教員紹介・主な研究分野 


1997 年広島大学医学部保健学科卒業。福岡県内の病院・診療所で、看護師・保健師として


糖尿病を中心とする生活習慣病の療養指導に従事した後、2010 年より、本学看護実践教育セ


ンター糖尿病看護認定看護師教育課程専任教員として着任。2011年より現職。（(社)日本看護


協会認定 糖尿病看護認定看護師）  
糖尿病を持ちながら生活する患者に対して質の高いケアを具現化・提供するために必要な


実践能力獲得・向上のための方策およびその教育方法と、糖尿病患者の運動療法に関する研


究を行っていきたいと考えています。 
 


研究業績 


②その他最近の業績 


〈学会発表〉 


・ 清水夏子，吉田恭子，生駒千恵，安酸史子，中野榮子．（2011）．糖尿病看護認定看護師の資


格取得を目指す研修生の中医学看護技術の学びと今後の看護における可能性の検討．第 62 回


日本東洋医学会学術総会．札幌． 
・ 上田真紀子，生駒千恵，岡村禎子，加藤聰枝，喜田ひとみ，北出優華子，櫻木りゑ，徳野み


どり，中元真由美，春田さゆり，田村美和，藤井純子，本田千春，安田幸司，矢野百合子，


渡辺智恵美，安酸史子.（2011）．わかる！使える！やる気を高める！エンパワメントを活か


した糖尿病看護（交流集会）．第 16 回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東京ビッグサイ


ト．東京 
・ 溝上貴世美，生駒千恵．（2011）新規透析導入を目前にした保存期腎不全患者への必要な看護


を考える．第16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東京ビッグサイト．東京． 
・ 田村美和，小野美穂，生駒千恵，安酸史子．（2011）．フットケアへの関心を高める看護．第


16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東京ビッグサイト．東京． 
・ 村上美智子，生駒千恵．（2011）．足病変を繰り返している2型糖尿病患者へのケアの一事例


―身体の感覚に働きかけるケアモデルを用いて―．第 16 回日本糖尿病教育・看護学会学術集


会．東京ビッグサイト．東京． 
・ 山田初美，生駒千恵．（2011）．糖尿病足壊疽を発症し始めて入院した患者のフットケア自立


に向けての看護．第16回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東京ビッグサイト．東京． 
・ 片山初美，吉田恭子，生駒千恵．（2011）糖尿病発症初期の患者教育がもたらした効果の一考


察 －健康信念モデルを通して－．第 16 回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東京ビッグ


サイト．東京． 
・ 生駒千恵，小野美穂．（2010）．症状マネジメント支援によりセルフケアへの自信を深め自宅


退院調整に至った 1 型糖尿病患者への看護．第 15 回日本糖尿病教育・看護学会学術集会．東


京国際フォーラム．東京． 
・ 生駒千恵，井上順子，下野大．（2009）．困難症例に対するトラベルビーの｢人間対人間の看


護｣理論を用いた看護の一例． 第 47 回日本糖尿病学会九州地方会．リーガロイヤルホテル小


倉．福岡． 
・ 井上順子，生駒千恵，下野大．（2009）．パーキンソン病を合併し、血糖コントロールに難渋


した1型糖尿病（APS3型）の1例． 第47回日本糖尿病学会九州地方会．リーガロイヤルホ


テル小倉．福岡． 
・ 下野大，生駒千恵，井上順子．（2009）．メディカルフィットネスセンターで行ったフォーミ


ュラ食を使用した体重減少プログラムの成績． 第 52 回日本糖尿病学会年次学術集会．大阪


国際会議場．大阪． 
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<商業誌掲載> 


・ 生駒千恵．（2012）．患者さん・スタッフの質問にナースが答える糖尿病ケア Q＆A200．糖


尿病ケア 2012年春季増刊，127－132． 
・ 生駒千恵．（2011）．看護師国家試験過去問題「できる」「できない」カード式仕分けBook2012


年，問題 27・57・75・121・130・172・209・255・283・361・381・390・414・511・
530・592・593・594・628． 


・ 生駒千恵．（2011）．基本用語と事例で学ぶ血糖パターンマネジメント．糖尿病ケア 2011 
vol.8 no.10，18-25． 


・ 生駒千恵．（2011）．その案いただき！糖尿病患者さん指導用アイデアグッズ イン・糖・


ザ・ボディ．糖尿病ケア2011 vol.8 no.8，4-5． 
・ 安酸史子，生駒千恵，吉田恭子（プランナー）．（2011）．60 のキーワードから学ぶ超基本


の糖尿病看護1・2・3．糖尿病ケア2011 vol.8 no.5，11-80． 
・ 生駒千恵．（2012）．知識はガッチリ！技術もバッチリ！糖尿病フットケア外来スタートブッ


ク．糖尿病ケア 2011年春季増刊，85-93． 
 


５．所属学会 


日本糖尿病教育・看護学会，日本糖尿病学会，日本看護研究学会，日本東洋医学会 
 


６．担当授業科目 


看護実践教育センター糖尿病看護認定看護師教育課程に関する講義・演習・実習 
 


７．社会貢献活動 


・ TAKE! ABI 2011 福岡地区，看護師による糖尿病患者のフットケアブース，（2011，9） 
・ 福岡糖尿病患者教育研究会メンバー 
・ Unicef（日本ユニセフ協会）の活動支援 


 


８．学外講義・講演 


・ 生駒千恵，「成人看護学方法論Ⅳ 代謝に関係した問題をもつ対象の看護」，あさくら看護学


校，福岡． 
・ 生駒千恵（2011，10）「保健・医療・福祉職対象 足と靴の健康講座」，福岡県立大学附属研


究所，福岡．  
・ 生駒千恵（2011，7）「福岡県立大学 糖尿病看護認定看護師教育課程について」，第4回九州


糖尿病認定看護セミナー，福岡． 
・ 生駒千恵（2011，6）「血糖パターンマネジメントについて」，福岡糖尿病療養指導士会，福岡． 
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所属 看護実践教育センター 職名 専任教員・助教 氏名 石本 佐和子


 


１．教員紹介・主な研究分野 


看護師として内科系病棟で、糖尿病教育入院患者や合併症をもつ糖尿病患者の看護に従事


した後、2011 年 3 月福岡県立大学看護実践教育センター糖尿病看護認定看護師教育課程修了。


2011 年 4 月より、看護実践教育センター糖尿病看護認定看護師教育課程専任教員として着


任。 
糖尿病の患者さんが自らの力を発揮し、よりよい生活が送れるように支援するための実践能


力向上につながる研究や糖尿病看護認定看護師教育課程を受講する学生の学びを深める教育


方法に関する研究に取り組んでいきたい。 


 


２．研究業績 


②その他の最近の業績 


<学会発表> 


石本佐和子，吉田恭子．（2011）．生きがいを見出せない維持透析患者の気持ちが前向きに変化


した支援－家族エンパワーメントモデルを用いての看護の振り返り－．第 16 回日本糖尿病教


育・看護学会学術集会．東京ビックサイト．東京． 
<商業誌掲載> 


・ 石本佐和子（共著）．（2011）．説明力で差がつく保健指導．中央法規出版，38－39． 
・ 石本佐和子（共著）．（2011）．データの見どころ＆ケアのしどころはココ！ 基本用語と事例


で学ぶ血糖パターンマネジメント．糖尿病ケア 2011 vol.8 no.10，26－29． 
・ 石本佐和子（共著）．（2012）．患者さん・スタッフの質問にナースが答える  


糖尿病ケアQ＆A200．糖尿病ケア 2012年春季増刊，93－98． 
・ 石本佐和子（共著）．（2012）．糖尿病になるとココが変わる！ くらべてわかる糖尿病の 


病態と看護．糖尿病ケア 2012 vol.9 no.4，66－73． 
 


５．所属学会 


日本糖尿病教育・看護学会 
 


６．担当授業科目 


看護実践教育センター糖尿病看護認定看護師教育課程に関する講義・演習・実習 
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平成23年度　自己点検・評価報告書
福岡県立大学中期計画に関わる


平成24年
公立大学法人福岡県立大学







設立の根拠となる法律 地方独立行政法人法
設立団体 福岡県


公立大学法人福岡県立大学


8,530,220,100円（全額　福岡県出資）資本金の状況


沿　　　革


昭和２０年（１９４５）４月　福岡県立保健婦学校開設
昭和２７年（１９５２）７月　福岡県立保育専門学院開設
昭和４２年（１９６７）４月　福岡県社会保育短期大学（保育科、社会福祉科）開学
平成　４年（１９９２）４月　福岡県立大学（人間社会学部）開設
平成　９年（１９９７）４月　大学院人間社会学研究科（修士課程）開設
平成１５年（２００３）４月　看護学部開設
平成１８年（２００６）４月　公立大学法人福岡県立大学に移行
平成１９年（２００７）４月　大学院看護学研究科（修士課程）開設


法人の業務


法人の概要


１．基本的情報
法人名


１　福岡県立大学を設置し、これを運営する。
２　学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談その他の援助を行うこと。
３　法人以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の法人以外の者との連携による教育研究活動
　を行うこと。
４　公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。
５　教育研究の成果を普及し、及びその活用を促進すること。
６　前各号の業務に附帯する業務を行うこと。


所在地 福岡県田川市大字伊田４３９５番地


法人の目標


　公立大学法人福岡県立大学は、社会の要請に応え、人間社会学部と看護学部の連携のもと、関連する分野に関する幅広い
視野を持ち、保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍できる資質を持った優秀な職業人を育成することを使命とする。
　また、大学の運営については、公的資金を基盤にしていることを念頭に置き、理事長のリーダーシップのもと、全学的な教育
研究目標を定め、主体的、自律的な大学運営に取り組むことが必要である。
　１　教　　　育：保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。
　　　　　　　　　 　・特色ある教育の展開、教員の教育能力の向上、優秀な学生の確保・育成、就職支援の充実
　２　研　　　究：大学の教育や社会の発展に役立つ研究を推進する。
　３　社会貢献：大学が保有する人材、知識、施設等を社会のために活用する。
　４　業務運営：理事長のリーダーシップのもと、主体的・自律的な大学運営を確立する。
　５　財　　　務：経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。
　６　評　　　価：評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。
　７　情報公開：情報公開を積極的に推進する。
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昭和５３年　４月　自衛隊中央病院　病棟看護師
昭和６２年　４月　順天堂大学病院浦安分院　病棟看護師
平成  ２年　４月　東京女子医科大学看護短期大学助手
平成　５年　４月　岡山県立大学保健福祉学部助教授
平成１０年　４月　岡山県立大学保健福祉学部教授
平成１２年　４月　岡山大学医学部保健学科教授
平成１５年　４月　福岡県立大学看護学部教授兼看護学部長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学看護学部教授
　　　　　　　　　　　兼看護学部長


昭和６０年４月　弁護士開業
平成１８年４月　公立大学法人福岡県立大学監事
平成２０年９月　小宮法律事務所


小　宮　学


主な経歴


名和田　新


(１)役員  
２．組織・人員情報


昭和５０年　５月　麻生セメント（株）監査役
昭和５２年　６月　麻生セメント（株）専務取締役
昭和５４年１２月　麻生セメント（株）取締役社長
昭和５６年　４月　（社）経済団体連合会理事
昭和５９年　４月　（社）セメント協会副会長
平成　２年　４月　（社）経済団体連合会評議員
平成　４年　６月　麻生商事（株）取締役会長
平成　８年１２月　飯塚商工会議所会頭
平成１１年　１月　慶應義塾監事
平成１３年　８月　新・麻生セメント（株）代表取締役社長
平成１６年　６月　麻生ラファージュセメント（株）代表取締役社長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２２年　６月　(株)麻生　代表取締役会長


昭和５２年　７月　西九州大学家政学部講師
昭和５６年１０月　西九州大学家政学部助教授
昭和６１年　４月　中村学園大学家政学部助教授
平成 元年　４月　福岡県社会保育短期大学助教授
平成　４年　４月　福岡県立大学人間社会学部教授
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学人間社会学部教授
平成２０年　４月　公立大学法人福岡県立大学人間社会学部教授
　　　　　　　　　　　兼人間社会学部長


理事（学外） 芳　賀　晟　壽


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


任期役職 氏名


理事長（学長） Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


昭和４１年　３月　九州大学医学部卒業
昭和４８年　４月　九州大学医学部附属病院助手
昭和５１年　３月　医学博士
昭和６３年　１月　九州大学医学部第三内科教授
平成１１年　４月　九州大学大学院医学系研究科病態制御内科学
　　　　　　　　　　　教授
平成１４年　４月　九州大学医学部附属病院長
平成１５年１０月　九州大学医学部・歯学部・生体防御医学研究所
　　　　　　　　　　　附属病院長
平成１７年　４月　九州大学大学院医学研究院特任教授
　　　　　　　　　　　九州大学名誉教授
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学　理事長


昭和５１年　１月　（社）北九州青年会議所理事長
昭和５６年　８月　（株）芳賀代表取締役社長・会長
昭和５６年１２月　芳賀教育文化振興会理事長
昭和６２年１０月　福岡県教育委員会委員・委員長
平成　２年１１月　社会福祉法人年長者の里理事長
平成　３年　７月　北九州商工会議所常議員
平成　５年　２月　ＮＨＫ九州地方番組審議会委員
平成１４年１０月　（社）北九州高齢者福祉事業協会会長
平成１８年　４月　公立大学法人福岡県立大学理事
平成２０年　４月　北九州市社会福祉協議会会長


理事（学内）


武　田　清　一 Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


鬼　﨑　信　好


麻　生　泰理事（学外）


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


常務理事（事務局長）


昭和４３年５月　福岡県採用
平成　４年４月　財政課理財係長
平成　８年４月　出納・総務課長補佐
平成１５年４月　教育庁財務課長
平成１８年４月　私学振興課長
平成２０年４月　公立大学法人福岡県立大学　常務理事（事務
　　　　　　　　　　局長）


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


昭和５２年４月　福岡銀行入社
平成１８年６月　福岡銀行　地域金融部長（執行役員）
平成１９年６月　福岡銀行　筑豊地区本部長（執行役員）
平成２０年４月　公立大学法人福岡県立大学　副理事長


田　中　豊　司副理事長


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日理事（学内）


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


安　酸　史　子


監事


監事


昭和４４年９月　昭和監査法人入所
昭和５３年７月　監査法人中央会計事務所入所
昭和５４年４月　公認会計士・税理士本田征洋事務所開業
平成１８年４月　公立大学法人福岡県立大学監事


本　田　征　洋 Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


　役員の定数は、公立大学法人福岡県立大学定款第７条の規定により、理事長１人、副理事長１人、理事５人以内、監事２人と定めている。
　また、役員の任期は、同定款第１１条の規定に定めるところによる。
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事務局長 　


職員数
他団体派遣


正規職員
プロパー


嘱託（常勤・非常勤）等・臨時
合計


その他


１１０人 １０６人


ー


０人


１人


ー


１５２人
９４人


内訳


４２人


助教授


平成21年度


職員数増減の主な理由


教員数 １５人


３３人
ー准教授


非常勤講師


常勤（正規） 
教授


平成19年度


２９人


平成20年度


助手


講師


(３)職員 


助教


２８人


１９８人


０人


２３人


ー ー
３１人


０人


８７人


２１人


１１０人


ー


１４人


２１９人
１１５人


１７人
１０９人


２５人


－


１５人


２８人


平成21年度


(２)教員 


平成19年度 平成23年度平成22年度平成18年度 平成20年度


平成23年度


８人
２９人


０人０人


６５人


平成22年度


２９人２９人


計


(４)法人の組織構成


２０人２１人
０人


別紙のとおり


０人


０人


８人６人
２１人


０人
０人


７人


２１人
０人


２０人 ２０人


０人０人


２０人


合計


１人 １人


０人


０人


２３人
０人


県派遣
０人


２３人


１６人


ー


１人


３１人 ２２人
６人


３０人


１７０人
教員数増減の主な理由


　常勤（正規）教員の増は、退職教員の欠員補充によるものです。
　非常勤講師数の減は、大学院看護学研究科において23年度は「がん看護専門看護師コース」の入学者がいなかったことにより、非常勤講師が担当
する科目を開講しなかったことによるものですが、他に科目の新設及びオムニバス形式の科目を担当する講師の増により小幅な減となっています。


３０人


１９人
２８人３１人


３０人


３０人


３２人


平成18年度
１人


２９人
５人


２３人


２２４人１９３人


３人


１人


１０５人１０４人 １０９人


１２人
１４人


３１人


１６人
３１人


２８人


ー


２７人


０人
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18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度
人間社会学部 115 114 115 117 117 118


人間社会学部 115 115 116 117 116 118
114 112 113 113 116 118


社会福祉学科 117 118 120 119 116 116
115 114 117 119 118 120


大学院 113 97 97 110 130 120
看護学部 98 96 99 102 102 99


内訳 看護学部 　 98 100 99 102 104 101
98 100 99 102 104 101


大学院 ー 42 92 108 83 79


計


看護学科


人間社会学研究科 120%


99%


360人


360人
362人 101%


362人


公共社会学科


学部学科、大学院研究科


200人 239人


384人
101%


381人


19人


30人 36人


24人 79%看護学研究科


計 744人


収容数   (b)
定員充足率の推移      (%)


708人


118%236人200人


600人


収容定員と収容数に差がある場合の主な理由


関連する
学部・大学


院
(b)/(a)×100


定員充足率


３．学生に関する情報 


630人


収容定員  (a)


※大学院は平成18年
11月認可、平成19年
4月開設


120%人間形成学科


118%


200人 233人


118%


117%


   看護学部の定員充足率が100％を超えている理由は、一般入試の入学辞退者が見込みを下回ったこと及び、留年者によるものです。
　 大学院看護学研究科の定員充足率が９０％を下回っている理由は、入学志願者が少なかったことによるものです。
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独立行政法人大学入試センター　監事


氏　　名


名 和 田  　新


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


人間社会学部長兼人間社会学研究科長


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


　


看護学部長兼看護学研究科長


(２)教育研究協議会


　 佐　藤　香　代


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日 生涯福祉研究センター長


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


現　　職


附属図書館長


北　 原　　守


佐　渡　文　夫


吉　村　恭　幸


任　　期


田川商工会議所　会頭


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


門　田　光　司


情報処理センター長


　


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


田　中　哲　也


不登校・ひきこもりサポートセンター長


Ｈ22年4月1日～Ｈ24年3月31日


　


名 和 田　  新


久　永　　明


古　橋　啓　介


松　浦　賢　長
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公立大学法人福岡県立大学副理事長


- 5 -







経営協議会


理事会 監　事 現　員 区　 分 現　員


教育研究協議会 教　 授 27 助　 教 15


特任教授 1 助　 手 14


准教授 28 事務局職員 21


講 　師 25 合　 計 131


研究科委員会 学務部会


心理教育相談室


社会福祉専攻


心理臨床専攻


地域教育支援専攻


人権委員会 教 授 会


公共社会学科


倫理委員会 社会福祉学科


人間形成学科


一般教育等


研究科委員会 学務部会


看護学専攻


広報部会 教 授 会


FD部会 看護学科


調整部会


運営部会


運営部会


運営部会


運営部会


運営部会


運営部会


人間社会学部
研究倫理委員会


公的研究費不正防止委員会


全学教務部会


入学試験部会


学生生活支援部会


自己点検評価部会


大学院看護学研究科


事　　務　　局
教務企画班


公立大学法人福岡県立大学組織及び役職員
教職員数（平成２３年５月１日現在）


理事長（学長）


 教員兼務理事　　　　　　　　副理事長 　　　　　　　　　　       常務理事


安全衛生委員会


個人業績評価委員会


学科長会議、教務部会、予算部会、紀要部会、研修部会


大学院人間社会学研究科


運営会議、教務部会、予算部会、紀要部会、研修部会、実習運営部会


情報処理センター運営部会 附　属　図　書　館 本館、看護学部別館


看　護　学　部


国際学術交流部会 総 　務　 班


学　務　部


　　不登校・ひきこもりサポートセンター


　　　情報処理センター


差別と人権に関する相談員


セクシャル・ハラスメント相談員


附　属　研　究　所


     生涯福祉研究センター


施設整備計画部会


情報セキュリティ委員会 　　社会貢献・ボランティア支援センター


省エネルギー対策部会


経営管理部


　　 看護実践教育センター


財務管理班


学生相談室運営部会


就職・国試等支援部会 学生支援班


図書館運営部会


感染症対策委員会


　   ヘルスプロモーション実践研究センター
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福岡県立大学（教育）


中期目標
1 教育


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 C 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


1 【カリキュラムと科目内容の検討・改
編】
　専門科目の基礎と社会人・職業人
として身につけるべき教養という視
点から、カリキュラムや科目内容を
検討・改編する。


○達成目標
　・改善した授業科目数
　　　　　　　　　　：全教養科目
　・学生の成績：良以上80％
　・学生による授業評価：4以上75％
　・個人業績評価（授業活動）
　　　　　　　　　　：Ｂ評価以上75％


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


(決定)


1-2 【平成23年度計画】


評価委員会年度
評価


1


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【平成23年度の実施状況】


業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


○専門的職業人育成のための新コースの開設を
　　検討
　・「スキルアップゼミ」コースの内容と開設時期に
　　ついて検討し、必要に応じ改変する。


○達成目標
　・スキルアップゼミ開設コース：４コース


年度
評価


備考


1


Ｂ


　計画通りニーズに合わせコー
スを改変し、実行しており、年度
計画を十分に実施している。


○専門的職業人育成のための新コースを開設
　　・「不況に負けない就活入門」（6‐7月、4回、受講生15名）を実施した。
　　・「The basic essentials of academic essay writing」を開講した（10月～11月、4回、受講者数：8名）。
　　・「くじけないための就活塾」を開講した（11月～12月、4回、受講者数：16名）。
　　・「社会で生きていく基礎知識」を開講した（2月、4回、受講者数10名）。


○目標実績
　・スキルアップゼミ　4コース開設


自己評価


【意見・コメント等】


１　教養教育の充
実


公立大学法人福
岡県立大学の教
養教育は、豊か
な感性、柔軟な思
考力、緻密な論
理構成力および
自己表現能力の
習得をめざす。


○教養教育におけるカリキュラム科目内容の
　　検討・改編
　・新カリキュラムや将来構想にともなう教養教育
　　カリキュラムの検討を行う。


　・教養教育科目等の検討のため、新入学生の
　　実態把握調査を実施する。


○数値目標
　・学生の成績：良（Ｃ）以上８０％
　・学生による授業評価：３以上７５％（評価点
　　変更のため）
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上７５％


【平成23年度の実施状況】


1


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


自己評価
備考


評価委員会


1-1 　次期中期計画実施のための調
査実施・分析に基づき、次期中
期計画実施に向けての新カリ
キュラムについての検討を実施
しており、年度計画を十分に実
施している。


2


Ｂ


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


○教養教育におけるカリキュラム科目内容の検討・改編
　　・リメディアル科目、英語を「使った」科目を含めた新カリキュラムの検討を行った。


　　・新入学生を対象とした学習に関する意識調査を実施するとともに過去数年の調査結果を分析し、次期中期計画に
　　　反映させた。


○目標実績
　・学生の成績：良（Ｃ）以上　87.3％
　・学生による授業評価：　３以上　78.5％（評価点変更のため）
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上　88.0％


【平成23年度計画】


項目別の状況 （年度計画項目）


データ
番　号


中期計画


実施事項


「保健・医療・福祉の現場で中核となって活躍する資質を持った優秀な職業人を育成する。」


(1) 特色ある教育の展開
　　福岡県立大学は、保健・医療・福祉の専門職としての実践的能力を身に付けさせるとともに、人間社会学部と看護学部の連携のもとで、関連する分野に関する幅広い視野を持ち、現場において他の専門職種と協働できる能力を育成する。
(2) 教員の教育能力の向上
　　教員の個人業績評価制度と任期制を導入し、教育能力の向上と教育活動の活性化を図る。個人業績の評価は授業活動を中心として行い、その結果を人事や給与に反映させ、教員の職務へのインセンティブの付与を図る。
(3) 優秀な学生の確保・育成
　　大学が求める優秀な学生を確保するため、高校訪問、出前講義、オープンキャンパスなどの広報活動を充実させ、高校生等に福岡県立大学の魅力を広く伝える。また、特待生制度の導入、入試方法の見直し、厳格な成績評価の実施などにより、優秀な学生を選抜し、育成する。
　　シラバスに、各科目の到達目標と成績評価基準を明確に示して学生の目標設定を容易にし、学生の学習意欲を高め、自主的な学習を促す。
(4) 就職支援の充実
　　就職を希望する学生を支援するため、独自に企画したインターンシップの実施をはじめ、就職先開拓や求人情報の提供など、教職員が一体となって就職支援の充実を図る。
　　また、在学生だけでなく、卒後の未就職者に対しても支援を実施する。


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


 1 教養教育の充
実の続き


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】


評価委員会
備考


(決定)


【教養演習の改善】
　従来の教養演習を見直し、課題発
見・解決能力、理論的思考力、自己
表現能力をさらに高めるために授
業内容と授業方法の継続的改善を
行う。


○達成目標
　・学生の成績：良以上80％
　・学生による授業評価：4以上75％
　・個人業績評価（授業活動）
　　　　　　　　　　：Ｂ評価以上75％


2


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


○共通テキストの改善
　　・授業開始前の全学教養演習担当者会議を開催し、教養演習の目的、内容、方法を周知徹底した。
　　・中間会議を開催し、指導上の情報・意見交換等FD活動を行った。
　　・学科単位で教養演習オリエンテーションを行い、教養演習の目的とそのための学習内容、方法を新入学生に周知した。
　　・教養演習テキストを学生編集委員8名により編集した。
　　・教養演習及び教養演習テキストのアンケート調査を実施し、結果を入力した。
　　・教養テキストの表紙、各章目次、コラム、執筆者交代等の改訂内容を決定し、執筆依頼を行った。
　　・教養テキスト『レポートの書き方’12』を出版した。


○目標実績
　・学生の成績：良（Ｃ）以上　100.0％
　・学生による授業評価：３以上　91.6％（評価点変更のため）
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上　77.8％


業務実績評価書の記載内容


(決定)


3


【意見・コメント等】


【平成23年度の実施状況】


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


2-1 【平成23年度計画】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


　共通テキストの改善が図られる
など年度計画を十分に実施して
いる。


Ｂ


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


1 教養教育の充
実の続き


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


自己評価


年度
評価


自己評価


18～21年度（4年間）


評価委員会


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1


○共通テキストの改善
  ・授業開始前の全学教養演習担当者会議に
　　おいて教養演習の目的、内容、方法を周知
　　徹底し、指導上の情報・意見交換等FD活動
　　を行うために中間会議を開催する。
　・教養演習の目的とそのための学習内容、
　　方法を、各学科共通のオリエンテーション
　　を通し、新入学生に周知する。
  ・より学生が使用しやすい教養演習テキストと
　　なるよう、学生編集委員会の環境を整備し、
　　テキストを改訂する。
　・教養演習及び教養演習テキストのアンケート
　　調査を実施し、学生の意見を次年度の教養
　　演習に反映させる。


○数値目標
　・学生の成績：良（Ｃ）以上８０％
　・学生による授業評価：３以上７５％（評価点
　　変更のため）
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上７５％


18～22年度（5年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


1


4


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


　再編改組に向けての将来構想
を検討しただけでなく作成し、県
に提出した。またGPAも表彰等
に活用できた。
　以上、年度計画を十分に実施
している。


(決定)


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度計画】


○H23年1月保健師助産師看護師法施行規則の一部を改正する省令の公布を受け、H24年度
　　からの新カリキュラムを作成し、9月末に申請・受理され、12月に認可された。
　・履修条件の変更（領域実習の履修にはその領域の専門科目の修得が必要）を行ったことで、学生の学ぶ姿勢に
　　変化が認められた。結果、学生の成績が向上した。


 ○目標実績
　　・学生の成績：良以上：　　86.9％
　　・学生による授業評価3以上　90.7％（評価点変更のため）
　　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上：　96.7％


評価委員会


【平成23年度の実施状況】
○人間社会学部の再編・改組に向けた「将来構想」を学事課意見（H23.3.11）を踏まえ、学長以下4名での
　将来構想検討会議を行い、県（学事課）に提出した。
　・人間社会学部設置20周年記念誌を全学的編集員会を設置し、刊行する中で実績と課題について、
　　点検を行い反映させた。
　・実績点検・課題記述は各学科（一般教育等を含む）、生涯福祉研究センターで行った。
　・就業力養成事業の推進委員を各学科から選出し、全学・全学部的取組をした。


○3学科の各コースの検討、資格取得カリキュラム変更・充実を図った。
　・公共社会学科では2コース、5つのキャリア支援を行った。
　・社会福祉学科では2コース、社会福祉士カリキュラムの定着・充実を行った。
　・人間形成学科では3コース、保育士の変更カリキュラムの定着・充実をした。
　・一般教育等では教養教育、語学教育の充実を行った。


○GPA評価の結果に基づき、各学科で検討し、成績低度学生退学防止等の指導、また卒業生の表彰を行った。
　・GPA評価結果を学部・学科長会議、学科会議で共有し、学生指導に活用した。


○目標実績
　各学科において
　　・学生の成績：GPA評価C以上（従来の良以上）　　90.9％
　　・学生による授業評価：３以上　83.3％（評価点変更のため）
　　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上　91.7％


２　専門教育の充
実
　専門教育は、本
学の特色を活か
し、社会福祉学、
社会学、心理学、
教育学、看護学と
いった専門分野
だけでなく、相互
に他の分野にも
対処できる能力を
育成する。
社会学科では地
域社会における
社会現象を実践
的・理論的な視点
から分析し、地域
問題を創造的に
改革できる人材を
育成する。
社会福祉学科で
は、保健・看護・
心理の基礎的知
識を備えた社会
福祉士、精神保
健福祉士の専門
職養成を図る。
人間形成学科で
は、生涯発達の
視点から、心身の
発達・成長と教育
に関する理論を
理解し、実践的に
役立てることの出
来る人材の育成
を目指す。
看護学部では、
健康問題に対し
て広い視野から
柔軟に対応し、創
造的な解決策を
提案できる保健
師・助産師・看護
師・養護教諭の
育成を目指す。
高度な地域保健
福祉の総合的な
実践、保健福祉
サービス供給の
システムの中枢
を担うことのでき
る人材を育成す
る大学院教育の
充実を図る。


自己評価
備考


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


1


【平成23年度計画】
【人間社会学部】
○人間社会学部の再編・改組に向け、「将来構想」
　（平成２２年１２月２１日理事長・学長へ提出）に
　ある方向を検討する。
　　・人間社会学部設置２０周年を機に学科等の
　　　実績、歴史の点検を行い、２０周年記誌に
　　　反映させる。
　　・実績点検は、学部・学科（一般教育等を
　　　含む）生涯福祉研究センター等の柱立
　　　とする。
　　・就業力養成事業を学部教育改革に活用
　　　し、全学・全学部的取組をする。


○公共社会､社会福祉、人間形成学科等の各
　コースの検討、資格取得カリキュラムの変更後
　の検討・充実を図る。
　　・公共社会学科…２コース、５つのキャリア支援
　　　プログラムの充実
　　・社会福祉学科…２コース、社会福祉士等の
　　　カリキュラム変更定着の充実
　　・人間形成学科…２コース、保育士等のカリ
　　　キュラム変更定着の充実
　　・一般教育等…教養教育、語学教育の充実


○ＧＰＡ評価の結果に基づき学生指導を行う。
　　・平成２２年度や前期のＧＰＡ評価結果を学
　　　部・学科で共有し、学生指導に活用する。


○達成目標
　各学科において
　　・学生の成績：GPA評価C以上
　　　　　　　　　　　（従来の良以上）８０％
　　・学生による授業評価：３以上７５％
　　　　　　　　　（評価点変更のため）
　　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上７５％


【カリキュラムと科目内容の検討・改
編】
　専門教育充実の視点からカリキュ
ラムと科目内容の検討と改編を行
う。


○達成目標
　　・改善科目数：全専門科目
　　・学生の成績：良以上80％
　　・学生による授業評価
　　　　　　　　　　　：4以上75％
　　・個人業績評価（授業活動）
　　　　　　　　：Ｂ評価以上75％


1-1


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


B


5B


【平成23年度の実施状況】２　専門教育の充
実の続き


【カリキュラムと科目内容の検討・改
編】の続き


1-2


【看護学部】
○平成23年1月保健師助産師看護師法施行
　の一部を改正する省令の公布を受け平成
　24年度からの新カリキュラムを作成し、申請
　手続きを行う。


○達成目標
　・学生の成績：良以上90％
　・学生による授業評価3以上80％
　　　　　　　　　　　　（評価点変更のため）
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上75％


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


1


　新カリキュラムの申請を行い、
問題なく受理・認可され、年度計
画を十分に実施している。


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 9 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 A 1 A 1


22 A 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 A 1


２　専門教育の充
実の続き


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


備考


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【意見・コメント等】


２　専門教育の充
実の続き


【カリキュラムと科目内容の検討・改
編】の続き


(決定)


備考


1-3


年度
評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


評価委員会


【平成23年度計画】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価
業務実績評価書の記載内容


【情報処理センター】
○e-ラーニングシステムの利用を促進する。
　　・教員向けの講習を行う。
　　・学生に利用法を周知する。


○達成目標
　　・現行のe-ラーニングコースを維持すると
　　　ともに、新たに10コースを開設する
　　　（全40コース）。
　　・e-ラーニング講習会の実施（年2回）
　　・e-ラーニングコンテンツ作成にかか
　　　る著作権講習会の実施（年1回）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容
自己評価


評価委員会


【意見・コメント等】


6Ａ


【情報処理センター】
○e-ラーニングシステムの利用を促進する
　　・情報処理関連科目等を通して学生に利用法を周知した。
　　・前期の開設済e-ラーニングコース数を確認し、計画的に後期開設予定コースを設定した。
　　・教員向けe-ラーニング講習会を実施した。
　　・講師を招いて著作権講習会を実施した。
　　・教職員向けe-ラーニング講習会を開催した。
　　・前後期計65コースを開設した。


○目標実績
　　・現行のe-ラーニングコースを維持しつつ、新たなコースを加えて全65コースを開設した。
　　・e-ラーニング講習会開催　：2回
　　・e-ラーニングコンテンツ作成にかかる著作権講習会開催：　1回


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


　目標を大幅に超えるコースを開
設する事ができ、学生への周知
も十分に図ることができたことに
より、計画を上回って実施してい
る。


1


【平成23年度の実施状況】


1


18～21年度（4年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


18～23年度（6年間）


(決定) 【意見・コメント等】


18～22年度（5年間）


業務実績評価書の記載内容


２　専門教育の充
実の続き


2 【経験型実習の導入】
（看護学部、人間社会学部社会福
祉学科）
　地域の保健・福祉課題を自ら考
え、対処する能力を育成するため経
験型実習を導入する。
　基礎的な知識・技術を１・２年次で
習得し、３・４年次の実習で現場を
経験することで、専門知識や技術を
柔軟に活用できる能力を育む。


○達成目標
　・実習導入科目数
　　　：看護学部では現在（平成17
　　　　年度）３領域の実習で実施。
　　　　今後、看護学部・人間社会
　　　　学部の社会福祉学科では、
　　　　全領域の実習に導入を目
　　　　指す。
　・学生の成績：良以上80％
　・学生による授業評価
　　　　　　　　　　　：4以上75％
  ・実習先アンケート
　　　　　　　　　　　：良好評価75 %


2-1 【平成23年度計画】


7B


　経験型実習教育の充実のため
に、実習領域を７から８領域へ増
やしたこと、経験型実習のワーク
ショップを予定通り開催し、目標
を上回る評価を得たこと、臨床教
授等の称号付与を行い実習指
導体制の強化を図ったことなど
により、年度計画を十分に実施
している。


【平成23年度の実施状況】


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 10 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 A 1


21 A 1 A 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


２　専門教育の充
実の続き


【意見・コメント等】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


B


　計画通りに経験型実習を実施
することができ、年度計画を十分
に実施している。


年度
評価


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度の実施状況】


【人間社会学部】
○新カリキュラム「相談援助実習指導」において、２
年次の夏期休業期間終了までに１日６時間、５日間
にわたり、各種保健医療福祉施設において経験型
実習を実施する。


8


２　専門教育の充
実の続き


備考
評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


1


【平成23年度計画】


【人間社会学部（社会福祉学科）】
○新カリキュラム「相談援助実習指導」（経験型実習）の実施
　・2年次全員が夏期休業期間中1日6時間、5日間にわたり、（2年次生履修者61名全員）計画どおり各種保健医療福祉施設
　　で実習に取り組んだ。
　・2年次後期の最初の授業でグループに分かれて経験型実習の報告会を実施した。


2-2


1


２　専門教育の充
実の続き


2 【経験型実習の導入】
（看護学部、人間社会学部社会福
祉学科）
　地域の保健・福祉課題を自ら考
え、対処する能力を育成するため経
験型実習を導入する。
　基礎的な知識・技術を１・２年次で
習得し、３・４年次の実習で現場を
経験することで、専門知識や技術を
柔軟に活用できる能力を育む。


○達成目標
　・実習導入科目数
　　　：看護学部では現在（平成17
　　　　年度）３領域の実習で実施。
　　　　今後、看護学部・人間社会
　　　　学部の社会福祉学科では、
　　　　全領域の実習に導入を目
　　　　指す。
　・学生の成績：良以上80％
　・学生による授業評価
　　　　　　　　　　　：4以上75％
  ・実習先アンケート
　　　　　　　　　　　：良好評価75 %


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


業務実績評価書の記載内容
年度
評価


自己評価 評価委員会
備考


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


7B


【看護学部】
○経験型実習教育の充実と強化を図る
　・経験型実習ワークショップ：４回開催
　　　臨床実習指導教員を対象とした研修会：2回開催
　・臨床教授制の継続：　12施設56名に称号付与.
　・教員と臨床教授等および臨地実習指導者を対象にした研修会　：2回開催、参加者計 141名
　・教員、臨床教授等および臨地実習指導者との合同実習調整会議 ：1回開催、参加者105名
　
○目標実績
　・経験型実習教育の導入を７領域から８領域へ拡大へ：女性領域を加えた全領域
　・実習教育における教員と臨地実習指導者との連携会議：1回実施
　・ワークショップの実施　：2回実施
　　　・助教、助手の指導力アップの強化：4回実施
　　　・教員、臨床教授等および臨地実習指導者の研修会：2回実施
　・学生の成績：良（Ｃ）以上　　95.9％
　・学生による授業評価：３以上 　94.0％（評価点変更のため）
  ・実習先アンケート評価　良好評価　85.2％
　


【看護学部】
○経験型実習教育の充実と強化を図る
　・経験型実習ワークショップを開催する。
　・臨床教授制の継続
　・教員と臨床教授等および臨地実習指導者を
　　対象にした研修会を実施し、連携の強化を
　　はかる。
　
○達成目標
　・経験型実習教育の導入を７領域から８領域へ
　　拡大へ
　・実習教育における教員と臨地実習指導者との
　　連携会議（１回/年）
　・ワークショップの実施（２回/年）
　・助教、助手の指導力アップの強化（４回/年）
　・教員、臨床教授等および臨地実習指導者の
　　研修会（１回/年）
　・学生の成績：良（Ｃ）以上 90％
　・学生による授業評価：３以上 80％
　　　　　　　　　　　（評価点変更のため）
  ・実習先アンケート評価　良好評価　80 %


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価


(決定)


　経験型実習教育の充実のため
に、実習領域を７から８領域へ増
やしたこと、経験型実習のワーク
ショップを予定通り開催し、目標
を上回る評価を得たこと、臨床教
授等の称号付与を行い実習指
導体制の強化を図ったことなど
により、年度計画を十分に実施
している。


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 11 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 A 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


評価委員会


【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


18～21年度（4年間）


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～23年度（6年間）


　社会調査実習において、初め
ての海外における調査を実施す
るなど新たな取組を行った。
　着実に教育の充実を図ること
ができており、年度計画を十分
に実施している。


18～22年度（5年間）


【平成23年度の実施状況】


B 9


○情報系カリキュラムの充実
　　・学生の情報処理能力の強化
　　　・公共社会学科キャリア支援プログラム「情報処理関係資格取得支援プログラム」を実施
　　　　　上級情報処理士説明会： 26名
　　　　　マイクロソフトオフィススペシャリスト（MOS（旧MSCAS））対策講座説明会　17名
　　・MOS講座実施
　　　　　Word2010 MOS 講座受講者  13名（うち12名合格）
　　　　　Excel2010 MOS 講座受講者　18名（うち18名合格）
　　・学生に対する個別相談　随時実施


〇目標実績
　・上級情報処理士資格取得者33名　希望者全員取得
　・MOS資格取得者　Word 12名　92.3％、Excel 18名　100％


1


【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度の実施状況】


1


○情報系カリキュラムの充実
　　・学生の情報処理能力の強化
　　・上級情報処理士の取得支援、MCASの
　　　取得支援
　　・関連科目の連携
　　・学生に対する個別相談の実施


評価委員会


【平成23年度計画】


自己評価
備考


(決定)


２　専門教育の充
実の続き


5 【情報教育の拡充を通じ、地域社会
を多面的に考察できる人材を育成
する教育の強化】　（人間社会学部
社会学科）
　社会学科のカリキュラムは、５つ
の系（現代社会系、情報系、地域
系、公共福祉系、国際系）から構成
されている。このうち、特に情報系を
拡充し、流動的な社会的・文化的状
況に関する情報を収集・分析し、各
地域における社会問題を自ら発見
し、かつ解決できる能力の強化を図
る。具体的には、社会調査士資格
取得に必要なカリキュラムを整え
（平成１７年度より開始）、情報収
集・分析能力の強化を図りつつ、地
域系や公共福祉系のカリキュラムと
併せて、地方自治体・社会福祉協
議会・福祉系ＮＰＯなどの地域・福
祉マネージメント系の仕事に必要な
力を習得させ、また、現代社会系や
地域系を併せて、地域情報・教育産
業・営業などの企画・情報系の仕事
に必要な力を習得させる。


○達成目標
　　・関連資格取得者数：全員取得
　　・学生の成績：良以上80％
    ・学生による授業評価
　　　　　　　　　　　：4以上75％
　  ・個人業績評価（授業活動）
　　　　　　　　：Ｂ評価以上75％


3-1


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【平成23年度計画】


【公共社会学科・社会学科教育の充実（３年生・４年
生）】
○地域社会ネットワークコースおよびアジア国際
　　共生コースの教育の充実
　　・各コースのカリキュラムの展開
　　・各コースの専門的教育を強化
    （韓国等海外での社会調査実習、社会調査
　　　実習報告会、2年ゼミ発表会など）
　　・各コースの履修についてのガイダンスを強化
○社会調査士資格取得に必要なカリキュラムの
　　充実
　　・社会調査士及び資格制度に関するガイダン
　　　スの充実
　　・関連科目の連携体制
○課題解決型学習の展開
　　・複数の授業科目を連携させて課題解決型の
　　　学習を実施する。
○地域連携による共同学習・共同研究の取組
　　・学生・教員と自治体職員や住民が共同で学
　　　習するプログラムの実施


○数値目標
　　・社会調査士資格取得者数：取得希望者全員
　　　の取得
　　・学生の成績：良（Ｃ）以上80％
    ・学生による授業評価：3以上75％（21年度
　　　評価点変更）
　  ・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上75％


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


年度
評価


○地域社会ネットワークコースおよびアジア国際共生コースの教育の充実
　　・各コースの履修ガイダンス実施（1、2年）
　　・海外（韓国）での社会調査実習開講
　　・オープンキャンパスにおける2年ゼミ及び昨年度社会調査実習（現4年）の発表
　　公共社会学科キャリア支援プログラムとして「ビジネススキルプログラム」他5つのプログラムを実施
　
○社会調査士資格取得に必要なカリキュラムの充実
　・社会調査実習担当者を6名から7名に増員
　・アジア国際共生コースにおける社会調査実習班の開設
　・社会調査士及び資格制度に関するガイダンス実施（各学年）
　・社会調査実習ガイダンス実施（3年)
　・社会調査実習説明会（3年30名）
　・社会調査関連科目の連携強化
　　　科目担当者間での情報交換会、学科会議での協議を行い、アジア国際共生コースの次年度担当を決定
○課題解決型学習の展開
　・「社会調査実習」と「地域社会分析法A」の授業連携による課題解決型学習を実施
○地域連携による共同学習・共同研究の取組
　・「社会調査実習」による学生・教員と自治体職員等の共同学習プログラムの実施


○目標実績
  ・社会調査士資格取得者数(申請者数）　20名全員取得
　・学生の成績 良以上 　　　　　　　90.6％
　・学生による授業評価３以上 　　89.4％
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上　100％


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


２　専門教育の充
実の続き


3-2


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


B


　計画のとおり学生の資格取得
を進め、カリキュラムの内容を充
実しており、年度計画を十分に
実施している。


10


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 12 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 B 1


21 A 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


２　専門教育の充
実の続き


年度
評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


評価委員会自己評価
業務実績評価書の記載内容


(決定) 【意見・コメント等】


備考


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


２　専門教育の充
実の続き


4 【実践力を身につけさせるための体
験的学習の推進】
　（人間社会学部人間形成学科）
　地域住民の生涯発達を援助する
実践的能力を高めるため、授業に
おいて、専門的知識の習得にとどま
らず体験的学習場面を増加する。
専門的知識や技術の実践的活用能
力を高める。


○達成目標
    ・体験学習導入科目数
　　　　　　　　　　　：20科目以上
　　・学生による授業評価
　　　　　　　　　　：良好評価75％


4-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


○保育士・幼稚園教諭養成課程の改正に伴う新規授業科目、授業内容変更科目への移行
　・学科オリエンテーションで新入生に履修方法を説明し、在学生には各学年ごとに廃止科目、新設科目等の変更点と
　　移行措置の文書を配布し、説明を行った。
　・西日本公立保育士養成所長会議に出席し、保育者養成における実践力の育成について協議し、情報交換を行った。
　・後期授業開始時に、新規授業科目、授業内容変更科目について説明と確認を行った。
　・「教育学概論」及び「発達心理学Ⅰ」をそれぞれA,Bの2つに分割し、こどもコースの学生とそれ以外の学生の選択必
　　修を分け、内容をより実践的に変更した。また、｢保育者論｣を保育士資格取得希望者の必修とするなど学生の実践
　　的応用能力の向上を図った。


○体験的学習の導入
　・上記移行措置による科目の廃止・内容変更等により、前期の導入科目は7科目（前年同期10科目）、後期は13科目
　　（同14科目）、計20科目（同24科目）を達成した。
　
○目標実績
　・体験的学習導入科目数：前期7科目、後期13科目、計20科目。
　・学生による授業評価（理解度・満足度の5段階評価、上位2項目平均）：前期82％、後期92％、年間87％。


【平成23年度計画】


評価委員会
業務実績評価書の記載内容


11


　保育士・幼稚園教諭養成課程
の改正に伴う授業内容変更等が
あったが、導入科目は数値目標
20科目を達成できた。また、学生
の理解度・満足度は前期・後期
とも数値目標75％を上回ってい
るため、年度計画を十分に実施
している。


B


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


1


【平成23年度の実施状況】


○保育士・幼稚園教諭養成課程の改正に伴う新規
授業科目、授業内容変更科目への移行に取り組
み、実践的応用能力の向上を図る。


○履修コースごとに体験的学習の導入を図り、20科
目以上の導入に取り組む。


○学生による授業評価を実施し、良好評価75％以
上を目指す。


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 13 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 2 B 2


20 B 2 B 2


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 A 1


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


自己評価


18～22年度（5年間）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


○看護学部と人間社会学部の全学生を対象に教育
プログラムを実施
　　看護や福祉などの実践現場の第一線で活躍
　している産業人を講師として招聘 し、専門領域
　の実践現場におけるトピックについて理解を深
　める講義 を企画し、各専門機関及び企業と交
　渉し外部講師を決定し、実施する。


　上記の講座を計８回実施する。


 ○達成目標
　 ・学生による授業評価(ｱﾝｹｰﾄ)
　　　　　　　　　　　　：ほぼ満足 75％以上


備考


【平成23年度計画】２　専門教育の充
実の続き


5 【他の学部・学科の専門領域を学べ
る教育プログラムの導入】
　地域社会の保健・福祉課題の解
決に向けて関連職種等と協働でき
る専門職業人を育成するため、他
の専門領域を学ばせることができる
教育プログラムを設置する。
①看護領域の学生は福祉領域・心
理領域の分野、福祉領域の学生は
看護領域・心理領域の分野、保育
系の学生は看護・心理領域の分野
を学ぶなど。
②また、両学部の学生が、専門性
の違いから来る認識の違いや、
相互連携の必要性等を一緒に学習
する教育プログラムを平成２１年度
の実施に向けて検討する。


○達成目標
　　・設定科目数：すべての必要な
　　　　　　　　　　　　領域間で設置
　  ・学生の成績：良以上80％
    ・学生による授業評価：4以上
75％
　  ・個人業績評価（授業活動）
　　　　　　　　　　　：Ｂ評価以上75％


5-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


業務実績評価書の記載内容
年度
評価


【平成23年度の実施状況】


A


　両学部が連携して他の専門領
域を学ぶ教育プログラムを両学
部教員で検討・企画し、国内の
実践現場の第一線で活躍してい
る産業人を選考し、招聘してい
る。
　実施にあたり、外部講師との事
前調整を丁寧に行い、目的に
沿った充実した内容の講座を展
開し、また、両学部教員が学生
に対して積極的に授業参加を呼
びかけており、本教育プログラム
の意義を学生に伝える努力を
行っている。
　正課外授業として実施されたた
め、成績は出されていないが、授
業アンケートでは「ほぼ満足」以
上の者が87.6%と大変高く評価さ
れており、さらに全学の約25%に
相当する実数250名と多くの学生
の受講につながったことにより、
年度計画を上回って実施してい
る。


12


○看護学部と人間社会学部の全学生を対象に教育プログラムを実施
　・看護や福祉などの実践現場の第一線で活躍している産業人を講師として招聘し、専門領域の実践現場における
　　トピックについて理解を深める講義を企画し、各専門機関等と交渉し、下記の講座を実施した。
　　第1回「専門職としてよりよく生きる」～第8回「いのちの原点を見つめて～自宅出産の実践から学んだこと～」


○目標実績
　　第1回「専門職としてよりよく生きる」（岡山在宅看護研究所）（授業評価：ほぼ満足95%）
　　第2回「両学部の専門性を学ぶ学生諸君へ期待すること」（田川市長）（授業評価：ほぼ満足83.5%)
　　第3回「21世紀の看護を見つめて」（関西看護医療大学）（授業評価：ほぼ満足84.5%)
　　第4回「アフリカから学んだこと」（上智大学・アフリカ友の会）（授業評価：ほぼ満足82.7%)
　　第5回「学びを深め、コミュニケーション能力を磨くために」（大野城まどかぴあ）（授業評価：ほぼ満足98%)
　　第6回「終末期がん看護の実践、教育、研究を通して考えること」（神戸市看護大学）（授業評価：87.7%)
　　第7回「臨床心理士がしていること」（九州大学大学院医学研究所）（授業評価：ほぼ満足86.1%）
　　第8回「いのちの原点を見つめて～自宅出産の実践から学んだこと」（カナフ助産院）（授業評価：ほぼ満足：94.4%）


　　全8回の本講座を通して、延べ497名（実数250名）の学生が受講した。
　　全8回の平均授業評価（アンケート）：ほぼ満足　87.6%


1


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


２　専門教育の充
実の続き


5-2 【平成23年度計画】


132


【平成23年度の実施状況】


A


　各科目とも学生の成績は受講
態度を反映して、到達目標を大
きく上回っている。
　社会貢献論演習では、街灯設
置希望調査で得られたデータ
を、学生支援班に提供したこと
が、防犯カメラ・街灯等の設置に
繋がっている。社会貢献論演習
のフィールドワークを通して伊田
駅が田川市の玄関として大切に
されていないことに気づき、全受
講者で清掃活動に取組んでお
り、その活動は社会貢献活動と
して評価され、メディア等にも紹
介されている。
　学生は社会貢献論演習を通し
て、ヒューマン・コミュニケーショ
ン力の基本的態度を習得できて
いる。同時に担当教員の指導の
もと、フィールドワークに取り組
み、地域の実態把握、課題発見
と背景の分析、解決策の提案と
いう流れを経験することができて
いる。
　地域の課題に気づき、課題を
客観的に評価し、課題解決に向
けた積極的な活動を行い、活動
を振り返るという一連のプロセス
を学生は経験しており、年度計
画を上回って実施している。


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 14 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 C 1


20 B 1 B 1


21 A 2 A 2


22 A 2 A 2


23 A 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 2 A 2


A 2 A 2


A 2


○両学部の学生が連携の必要性を一緒に学習する教育プログラムの実施
　・社会貢献論を実施した（受講生：156名）。
　・社会貢献論演習を実施した（受講生：16名）。
　　　フィールドワーク事前研修としてコミュニケーションスキルを身につける講座を実施した。その後、フィールドワークとして
　　大学近郊田川市、添田町、川崎町、赤村などの現地調査を行い、地域の課題を探った。学生は各自が気づいた課題を
　　もとに４つのグループに分かれ、「駅の待合室改善」「大学周辺の街灯設置」「大学周辺の地図製作」「大学のキャラク
　　ター制作」という４つのテーマを掲げ、課題解決に向けた取組を検討した。
　　　　「大学周辺の街灯設置」では、田川の治安の悪さに着目し、犯罪を減らすための取組として、学生に対して
　　　街灯設置希望箇所のアンケート調査を実施し、学生支援班に調査結果を提供した。　この学生の活動が３月の
　　　防犯カメラ２基、街灯８基の設置に繋がった。また、受講生全員による社会貢献活動として、2週間にわたり
　　　JR田川伊田駅の清掃活動を実施した。


　・不登校・引きこもり援助論を実施した（受講生１９１名）。
　・春休み期間中に、社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱを開催し、学生の社会貢献論演習での体験を
　　発表させることができた。


○目標実績
　学生の成績
　　・社会貢献論　　　　C以上100％（A：73%、B：21%）
　　・社会貢献論演習　C以上100％（A：87.5%、B：12.5%）
　　・不登校・ひきこもり援助論　C以上100％（A：91.6%、B：5.8%）
　学生による授業評価
　　上記3科目とも3以上　81.6％
　個人業績評価
　　上記3科目ともB以上　100％
　
　・社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱ（アンケート評価：ほぼ満足93%）


２　専門教育の充
実の続き


5-2


年度
評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


(決定) 【意見・コメント等】


13


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


2


○両学部の学生が連携の必要性を一緒に学習
　する教育プログラムを実施
　　・両学部１年生を対象に前期に「社会貢献論」
　　　を実施する。
　　・両学部１年生を対象に後期に「社会貢献論
　　　演習」を実施する。
　　・両学部１年生を対象に前期に「不登校・ひき
　　　こもり援助論」を実施する。


○社会貢献論・演習での成果を社会貢献フォー
　　ラムにおいて発表する。


○数値目標
　　 ・学生の成績：良（Ｃ）以上８０％
　 　・学生による授業評価：３以上７５％（評価点
　　　変更のため）
　 　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上７５％


A


　各科目とも学生の成績は受講
態度を反映して、到達目標を大
きく上回っている。
　社会貢献論演習では、街灯設
置希望調査で得られたデータ
を、学生支援班に提供したこと
が、防犯カメラ・街灯等の設置に
繋がっている。社会貢献論演習
のフィールドワークを通して伊田
駅が田川市の玄関として大切に
されていないことに気づき、全受
講者で清掃活動に取組んでお
り、その活動は社会貢献活動と
して評価され、メディア等にも紹
介されている。
　学生は社会貢献論演習を通し
て、ヒューマン・コミュニケーショ
ン力の基本的態度を習得できて
いる。同時に担当教員の指導の
もと、フィールドワークに取り組
み、地域の実態把握、課題発見
と背景の分析、解決策の提案と
いう流れを経験することができて
いる。
　地域の課題に気づき、課題を
客観的に評価し、課題解決に向
けた積極的な活動を行い、活動
を振り返るという一連のプロセス
を学生は経験しており、年度計
画を上回って実施している。


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【平成23年度計画】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会


２　専門教育の充
実の続き


6 【実践的で高度な専門職業人育成
の推進】（人間社会学部大学院）
①人間社会学研究科修士課程を、
時代のニーズに対応するため、社
会福祉専攻、心理臨床専攻、地域
教育支援専攻の三専攻に再編す
る。
②人間社会学研究科修士課程にお
ける心理臨床専攻での臨床心理士
第二種を第一種に変更する。


○達成目標
　・受験倍率：2.5倍以上


6-1


業務実績評価書の記載内容
自己評価


1


【平成23年度の実施状況】


14


　最終的に長期履修制度の活用
には至らなかったが、制度を実
施し、概ね計画のとおり大学院
教育の充実を図ることができた
ため、年度計画を十分に実施し
ている。


B


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 15 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 C 1 C 1


21 C 1 C 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


２　専門教育の充
実の続き


年度
評価


２　専門教育の充
実の続き


6 【実践的で高度な専門職業人育成
の推進】（人間社会学部大学院）
①人間社会学研究科修士課程を、
時代のニーズに対応するため、社
会福祉専攻、心理臨床専攻、地域
教育支援専攻の三専攻に再編す
る。
②人間社会学研究科修士課程にお
ける心理臨床専攻での臨床心理士
第二種を第一種に変更する。


○達成目標
　・受験倍率：2.5倍以上


6-1


　


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


○人間社会学部将来構想等を踏まえて大学院
　　教育の充実を図る。
　　・コースツリーに基づき、大学院生の指導充実
　　　を図る。
　　・長期履修制度等により入学生の増加を検討
　　　する。


○数値目標
　・受験倍率：２倍以上


1


自己評価


14


　最終的に長期履修制度の活用
には至らなかったが、制度を実
施し、概ね計画のとおり大学院
教育の充実を図ることができた
ため、年度計画を十分に実施し
ている。


B


○人間社会学部の将来構想に基づき大学院充実のために三専攻の再編成を検討した。
　・コースツリーにもとづいて、各専攻ごとに個別の単位取得を指導した。
　・長期履修制度は導入したが、活用はなかった。


○目標実績
　・受験倍率　：2.27倍


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


自己評価 評価委員会


○日本臨床心理士認定協会指定大学院第1種校
  として運営
　　・ 心理教育相談室の運営
　　・ 実習先への実習状況に対する聞き取り調査
　　・ 週に1回，事例検討会開催
　　・ 心理教育相談室紀要の発行
○心理教育相談室　相談員対象の講座開催
   （外部講師による　年1回）
　
○卒業生対象カンファレンスの年５回以上実施


備考


２　専門教育の充
実の続き


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


6-2 【平成23年度計画】


業務実績評価書の記載内容


1


○日本臨床心理士認定協会指定大学院第1種校として運営
　　・ 心理教育相談室の運営
          　相談回数：　925回、相談受付件数：　23件、電話受付件数：　26件
　　　　　　相談料金　765,250円
            本人面接（大人）：全額免除4件、並行面接：半額免除10件
　　・ 実習先への実習状況に対する聞き取り調査
　　　　　　5ケ所の実習先から聞き取りを行った。
　　・ 週に1回，事例検討会開催
　　　　　　32回の検討会を行った。
　　・ 心理教育相談室紀要（査読付）の発行　3月発行 88頁


○心理教育相談室　相談員対象の講座（卒業生対象カンファレンス第5回を兼ねる）　１回開催
　　・ 外部講師を招いて開催　：39名参加
　
○卒業生対象カンファレンスの実施
   ・卒業生対象カンファレンス　計：　6回　185名参加


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


年度
評価


　年度計画で定めた協会指定大
学院第一種校としての運営を行
うなど、年度計画を十分に実施し
ている。


15


【平成23年度の実施状況】


B


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 16 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 A 1 B 1


22 A 1 B 1


23 B 1


２　専門教育の充
実の続き


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


A 1 B 1


B 1


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


18～21年度（4年間）


(決定) 【意見・コメント等】


評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


２　専門教育の充
実の続き


7 【実践的で高度な専門職業人育成
の推進】（看護学部大学院）
○看護学部に看護に特化した大学
院修士課程を設置する。
○修士課程に一般研究コース、専
門看護師コース及び助産師コース
を設置する。


○達成目標
　・受験倍率：2.5倍以上


7-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


自己評価
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○新たなコース（上級実践コース：助産師・保健師養成）
　の設置準備
○新たな専門看護師コースの検討
○専門看護師コース（がん看護・精神看護）の充実
　・カリキュラム通りに講義・演習・実習が行われる
　
○数値目標
　・受験倍率：2倍以上
　・学生へのアンケート：満足度4以上（5段階評価）：８５％


○新たなコース（上級実践コース：助産師養成）の設置準備を行い、文部科学省の事前相談を終了した。
○新たな専門看護師コースの検討
　専門看護師教育課程増設準備ワーキンググループで検討し
　　　　・平成24年度に申請予定の専門看護師コース（精神看護）課程認定の準備を行った。
　　　　・平成25年度に申請予定の専門看護師コース（老年看護）課程認定の準備を行った。
○専門看護師コース（がん看護・精神看護）の充実
　　・多様な学生の要求に応えつつ、カリキュラム通りに講義・演習・実習を行った。


【新たな取組】
　　・大学院の専門看護師コース（精神看護）の科目の一部（4回）を公開授業とした。延べ109名の参加があり、
　　　そのうち4名が大学院に進学した。


○目標実績
　　・受験倍率：1.07
　　・学生へのアンケート：満足度中以上：75％


1


【平成23年度の実施状況】


B


【平成23年度計画】 　新たなコース（上級実践コース：助
産師養成）の設置準備、新たな専門
看護師コースの検討、専門看護師
コース（がん看護・精神看護）の充
実が共に図られ、年度計画を十分
に実施している。


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


18～21年度（4年間）


２　専門教育の充
実の続き


8 【社会人の大学院生が学びやすい
授業形態の導入】
　社会人が離職しないで大学院で
の学業が続けられるように、夜間や
休日の開講、eーラーニング等を検
討する。


○達成目標
　・社会人受験者数
　　　　　　　：受験倍率3倍以上


8-1


B


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


1


【平成23年度計画】 【平成23年度の実施状況】


【意見・コメント等】


17


　社会人に対応した授業形態の
実施・改善策として、夜間、休日
体制の継続実施、コア科目のe-
ラーニング化及び長期履修制度
の円滑な実施など 、いずれも年
度計画を十分に実施している。


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 17 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 B 1


２　専門教育の充
実の続き


8 【社会人の大学院生が学びやすい
授業形態の導入】
　社会人が離職しないで大学院で
の学業が続けられるように、夜間や
休日の開講、eーラーニング等を検
討する。


○達成目標
　・社会人受験者数
　　　　　　　：受験倍率3倍以上


8-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


B


○社会人に対応した授業形態の実施・改善
　　・夜間、休日体制の継続実施
　　・コア科目のe-ラーニング化　2科目
　　・長期履修制度の円滑な実施


○数値目標
     ・受験倍率：２倍以上
　 　・社会人学生へのアンケート：満足度「中」以上:
７５％


1


年度
評価


自己評価


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


17


○社会人に対応した授業形態の実施・改善
　＜看護学研究科＞
　　・夜間、休日体制を継続して実施し、問題なく経過した。
    ・コア科目のe-ラーニング化　2科目を実施した。
    ・長期履修制度の円滑な実施
　　　　 ４名が計画的に履修した。
　＜人間社会学研究科＞
　　・新たに長期履修制度を導入した。
 ○目標実績
     ・受験倍率：1.07
　 　・社会人学生へのアンケート：満足度「中」以上:　７５％


　社会人に対応した授業形態の
実施・改善策として、夜間、休日
体制の継続実施、コア科目のe-
ラーニング化及び長期履修制度
の円滑な実施など 、いずれも年
度計画を十分に実施している。


(決定)


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


評価委員会
業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度計画】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【意見・コメント等】


自己評価


３　教員の教育能
力の向上


学生にわかりや
すい授業を提供
するために教員
の教育力の向上
を図る。


1 【学生の授業活動評価の実施】
　学生の授業活動評価を授業の改
善に活かす。


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価


18


○学生による授業アンケート調査を実施し、授業の
改善に活かす。
　・アンケート実施（前期、後期）
　・授業別結果の担当者へのフィードバック
　・アンケート結果の集計・分析
　・調査結果報告書の作成
　・授業改善に対する効果についての検討


○学生による授業アンケート調査を実施し、授業の改善に活かす。
　・平成23年度前期・後期調査を実施
　・平成22年度調査報告書を作成
　・平成22年度、科目別結果を教員にフィードバック（4月）
　・平成23年度調査の集計・分析を実施（24年度刊行予定）
　・授業アンケートの授業改善に対する効果について、京都大学高等教育推進センター教授との協議を実施し、
　　翌年度以降の方針を固めた
　　　　具体的には、授業アンケートの効果を引き出すため、各授業担当者に対し、授業実施期間途中での学生
　　　の意見に基づく改善を普及すること、また、学生に対し説明を行うことを方針とした。


1


【平成23年度の実施状況】


B


　アンケート調査を実施し集計し
て授業改善に活かすことができ
ており、年度計画を十分に実施
している。


No.10
「学生による
授業評価」


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 18 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


３　教員の教育能
力の向上


学生にわかりや
すい授業を提供
するために教員
の教育力の向上
を図る。


1 【学生の授業活動評価の実施】
　学生の授業活動評価を授業の改
善に活かす。


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【平成23年度計画】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


(決定)


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【意見・コメント等】


2 【教員の個人業績評価制度及び任
期制の導入】
①評価対象を教育（FD活動を含
む）・研究・地域貢献・学内運営と
し、各分野のウェイト付け、各評価
項目の評価基準及び評価者の確
定、評価項目に応じた評価期間の
設定等を行う。
②評価結果を給与に反映させる。
③全教員を対象とした任期制を導
入する。


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


年度
評価


【平成23年度計画】


自己評価


○個人業績評価制度の実施と修正
　・評価の実施
　・給与への反映
　・時期：１２月


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


19B


　計画に基づき評価を実施して
給与に反映しており、年度計画
を十分に実施している。


○H22年度分評価
　　・　4月　　　　　　：自己申告書提出
　　・　6月～8月　  ：一次評価及び二次評価の実施
　　・　8月　　　　　　：評価結果の通知
　　・12月　　　　　　：評価結果を給与に反映


1


【平成23年度の実施状況】


B


　新規採用教員には任期制を導
入し、今後も継続の予定であるこ
とから年度計画を十分に実施し
ている。


20


評価委員会


(決定)【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


○新規採用教員に対しては、任期制を導入している
　
　・任期制教員　：　58.3％（平成24年4月1日現在）


　　　　　 　（参考：　57.3％（平成23年4月1日現在））


【平成23年度の実施状況】2-2


年度
評価


○全教員を対象とした任期制の導入


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1


備考 業務実績評価書の記載内容
自己評価


No.28
「任期制同
意状況（教
員）」


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 19 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 2 B 2


20 A 2 B 2


21 B 2 B 2


22 A 2 A 2


23 B 2


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


評価委員会


3 【ＦＤ活動の強化】
　ワークショップや研修会などを企
画し、実施し、授業改善に活かされ
たかを検証する。


○達成目標
　・ＦＤ研修会等教員参加率
　　　　　　　　　　　　　　　：100％
　・学生による授業評価
                              ：4以上75％
　・個人業績評価（授業活動）
                        ：Ｂ評価以上75％
　・他の教員も使用できる教材・学
    習方法の開発
　　　　　　　：19年度以降年間2件


3-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度の実施状況】【平成23年度計画】


21


○学部のＦＤ活動
　 両学部が一体となったＦＤ活動強化のため、
　　以下の取り組みを行う。
 　 ・学生による授業アンケートの実施とその評価
　　・ＦＤセミナーの開催（年間3回）
　　・他大学等のＦＤに関するセミナーへの教員派遣
　　・ＦＤに関する学生との座談会等の実施
　　・ＦＤ関連図書の紹介
　　・教員のＦＤ実施状況の把握
　　・ＦＤ活動年報の刊行


○数値目標
　　・ＦＤ活動への教員参加：100％（研修会及び
　　　個別ＦＤ活動）
　　・学生による授業評価：3以上70％（平成21
　　　年度より評価点変更）
　　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上70％
　　・他の教員も使用できる教材・学習方法の開発
　　　：年間2件


○ＦＤ活動の実施
 　 ・学生による授業アンケート、前期・後期分を実施
　　・H22年度アンケート結果の集計分析の実施
　　・ＦＤセミナーの開催
　　　　本年度は、ICTの活用、FD知識の普及及び学生のモチベーション向上に関する3回のセミナーを開催した。
　　　第1回 「eラーニングコースの作成方法(演習）」
　　　第2回 「ＦＤ研修報告　他大学等のＦＤセミナーで学んだこと」
　    第３回 「学生を能動的生産者にするために」
　・学科・コース別のＦＤ活動記録の作成
　・学生座談会を学科ごとに実施
　・FD関連図書をEメールにより学内の全教員に紹介
　・ＦＤ活動報告書の刊行


【新たな取組】
　・教員のＦＤに関するアンケートを実施


○目標実績
　・ＦＤ活動への教員参加：82.3％（研修会及び個別FD活動（FDセミナー　60.4％　延べ85名、対象96名））
　・学生による授業評価：３以上　84.9％
　・個人業績評価（授業活動）：Ｂ評価以上　94.4％
　・他の教員も使用できる教材・学習方法の開発：2件（教養演習テキスト・e-ラーニングシステム）


2 B


　計画したFD活動を着実に実施
し、新たに教員にアンケートを実
施して状況把握に努めた。以上
により計画を十分に実施してい
る。


No.11
「FD」


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度計画】
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　FD研修組織の改善を図り、研
修会参加率が昨年に比べ倍増し
た。
　また、大学院生からのアンケー
トを元に組織的に教育内容につ
いて改善を図った。
　更に、大学院生の満足度は約
90％と高い割合を持続した。
　以上により、計画を上回って実
施している。


No.11
「FD」A2


3-2


自己評価 評価委員会
備考


【平成23年度の実施状況】


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 20 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20


21 B 2 B 2


22 B 2 B 2


23 A 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 2 B 2


B 2 B 2


B 2


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価 評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


備考 業務実績評価書の記載内容
年度
評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


18～23年度（6年間）


【意見・コメント等】(決定)


業務実績評価書の記載内容


18～21年度（4年間）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～22年度（5年間）


評価委員会


４　学生の確保


健やかで心豊か
な福祉社会の創
造に夢と意欲をを
もつ学生を質・量
共に確保する。


1 【特待生などより質の高い学生の確
保】
①アドミッションポリシーに適った
   入学試験制度の改善を行う。
　   センター入試で基礎学力の
   高い学生を確保し、推薦入試
    、前期・後期等、大学独自の
   入試では、受験生の意欲や
   将来の夢を引き出す工夫を
   する。
②特待生制度を導入する。
　   特待生制度（成績優秀者へ
   の授業料減免）を広報活動を
   通じて積極的にPRする。


○達成目標
    ・受験の実施方法の改善
　　　　：センター入試科目の増加
　　・受験倍率：4.5倍以上
　　・辞退率＝辞退者数
　　　/合格者数（追加除）
　　　　　　　　　　：15％以下
　　・センターランク：70％以上
　　・特待生受験倍率：5倍以上
　　・特待生辞退率＝辞退者数
　　　/合格者数（追加除）：0％以下
　　・在学生の平均成績
　　　　　　　　　　　：良以上80％
　　・国家試験合格率
　　　　　社会福祉士65％
　　　　　精神保健福祉士65％
　　　　　看護師100％
　　　　　保健師95％
　　　　　助産師100％


1-1 【平成23年度計画】


1


　学部・大学院のいずれも当初
計画した全ての取組を予定どお
り実施した他、入試制度システム
の改善に向け、体制の整備を
図った。
　更に、新たな取組として、夏の
オープンキャンパスにおいて「高
校の先生受験指導個別相談」を
初めて開催した。質の高い学生
確保のためには、高等学校との
きめ細かなコミュニケーションが
極めて大切であることを考慮す
れば、これは重要な取組である。
さらに、看護学部においては、編
入学を廃止し、一般入試前期日
程の定員増という入試制度の改
善を行った。
　以上により、年度計画を上回っ
て実施している。
　


A


【平成23年度の実施状況】
【学部】
○質の高い学生確保のため、アドミッションポリシーの広報を強化した。
　・入試広報活動のあらゆるメディアと機会を通じて、改訂版アドミッションポリシーの普及・広報活動を実施した。
　　(1) 大学案内、入試要項、ホームページに掲載
　　(2) オープンキャンパス（夏と秋・計2回）、入試説明会、高校訪問においてＰＲ
　　(3) 夏の オープンキャンパスの「高校の先生限定受験指導セミナー」及び「高校の先生受験指導個別相談」において、
　　　　進路指導担当や3年担任などの教諭に直接説明


○質の高い学生確保のため、入試制度改善システムの再構築へ向けた作業を行った。
　　・高等学校での教育活動の現状と、受験生・保護者・高校教諭等のニーズを把握するシステムを再構築するため、
　　　必要な調査研究を行い、報告書（「入試制度改善システムの検討について」）を作成し、システム改善の体制を
　　　整備した。


【大学院】
　・全体としての大学院入試部会を5回開催したほか、人間社会学研究科及び看護学研究科の各入試小委員会をそれぞれ
　　7回ずつ開催し、入試についての広報や実施体制を適宜確認した。
　・人間社会学研究科における長期履修制度を改正し、新たに志願票に同制度希望欄を設定


【新たな取組】
　　・夏のオープンキャンパスにおいて「高校の先生受験指導個別相談」を初めて開催
　　・看護学部では、従来の編入学試験を廃止し、よりよい学生確保をするために、平成25年度入試より、
　　　一般入試前期日程の定員を10名増やし、50名とすることを決定した。


23


22


　FD研修組織の改善を図り、研
修会参加率が昨年に比べ倍増し
た。
　また、大学院生からのアンケー
トを元に組織的に教育内容につ
いて改善を図った。
　更に、大学院生の満足度は約
90％と高い割合を持続した。
　以上により、計画を上回って実
施している。


No.11
「FD」


○大学院ＦＤ活動
 　・学内の講師によるＦＤセミナーの開催　１回
　 ・学外の講師によるFDセミナーの開催　 2回
　　　　　京都大学高等教育センター教授，北九州市立大学FD特命教授
 　・学外へのＦＤセミナー研修参加　3回
　　　　　第8回　関西地区FD連絡協議会ワークショップ（立命館大学）に２名参加
          第17回大学コンソーシアム京都FDフォーラム（京都産業大学）に２名参加
　　　　　第18回大学教育研究フォーラム（京都大学）に２名参加
　
 　・大学院生へのアンケート実施（１回）
　　　　　7月に実施　両研究科55名中，36名から回答
   ・大学院生へのアンケートに基づき担当部署に聞き取り調査と回答依頼を行い、改善を図った。
          事務局，図書館，各専攻から回答
 　・アンケートに基づいた大学院生と教員との座談会　2回
           人間社会学研究科及び看護学研究科大学院生　26名参加
   ・ＦＤ活動の整理と記録
　　　　　　報告書作成と発行


○目標実績
 　・大学院教員の大学院ＦＤ研修会への参加1回以上の教員　：90.9％
 　・大学院生への満足度調査：満足度「中」以上　：88.9％


○大学院ＦＤ活動
 　・学内の講師によるＦＤセミナーの開催（１回）
　 ・学外の講師によるFDセミナーの開催（１回）
 　・学外へのＦＤセミナー研修参加(２回以上）
 　・大学院生へのアンケート実施（１回）
   ・アンケート内容の関係機関への聞き取り調査
　　と回答依頼
 　・アンケートにもとづいた大学院生と教員との
　　座談会（１回）
   ・ＦＤ活動の整理と記録


○数値目標
 　・大学院教員の大学院ＦＤ研修会への参加1回
　　以上の教員：　８０％
 　・大学院生への満足度調査：
　　　　　　　満足度「中」以上:　７５％


A2


3-2


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 21 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 A 1


21 A 1 B 1


22 A 1 B 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


A 1


４　学生の確保


健やかで心豊か
な福祉社会の創
造に夢と意欲をを
もつ学生を質・量
共に確保する。


1 【特待生などより質の高い学生の確
保】
①アドミッションポリシーに適った
   入学試験制度の改善を行う。
　   センター入試で基礎学力の
   高い学生を確保し、推薦入試
    、前期・後期等、大学独自の
   入試では、受験生の意欲や
   将来の夢を引き出す工夫を
   する。
②特待生制度を導入する。
　   特待生制度（成績優秀者へ
   の授業料減免）を広報活動を
   通じて積極的にPRする。


○達成目標
    ・受験の実施方法の改善
　　　　：センター入試科目の増加
　　・受験倍率：4.5倍以上
　　・辞退率＝辞退者数
　　　/合格者数（追加除）
　　　　　　　　　　：15％以下
　　・センターランク：70％以上
　　・特待生受験倍率：5倍以上
　　・特待生辞退率＝辞退者数
　　　/合格者数（追加除）：0％以下
　　・在学生の平均成績
　　　　　　　　　　　：良以上80％
　　・国家試験合格率
　　　　　社会福祉士65％
　　　　　精神保健福祉士65％
　　　　　看護師100％
　　　　　保健師95％
　　　　　助産師100％


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会年度
評価


自己評価


【学部】
○質の高い学生確保のため、アドミッションポリ
　　シーの広報を強化する。
　　・改訂版アドミッションポリシーの普及・広報
　　　活動を強化する。


○質の高い学生確保のため、入試制度改善シス
　　テムを再構築する。
　　・入試制度改善のために、高等学校での教育
　　　活動の現状と、受験生・保護者・高校教諭等
　　　のニーズを把握するシステムを再構築する。
　


【大学院】
　・大学院入試部会を６回以上開催し充実する。
　・必要に応じて長期履修制度の運用を適切に
　　図っていく。


1


　学部・大学院のいずれも当初
計画した全ての取組を予定どお
り実施した他、入試制度システム
の改善に向け、体制の整備を
図った。
　更に、新たな取組として、夏の
オープンキャンパスにおいて「高
校の先生受験指導個別相談」を
初めて開催した。質の高い学生
確保のためには、高等学校との
きめ細かなコミュニケーションが
極めて大切であることを考慮す
れば、これは重要な取組である。
さらに、看護学部においては、編
入学を廃止し、一般入試前期日
程の定員増という入試制度の改
善を行った。
　以上により、年度計画を上回っ
て実施している。
　


A


(決定) 【意見・コメント等】


【平成23年度の実施状況】
【学部】
○質の高い学生確保のため、アドミッションポリシーの広報を強化した。
　・入試広報活動のあらゆるメディアと機会を通じて、改訂版アドミッションポリシーの普及・広報活動を実施した。
　　(1) 大学案内、入試要項、ホームページに掲載
　　(2) オープンキャンパス（夏と秋・計2回）、入試説明会、高校訪問においてＰＲ
　　(3) 夏の オープンキャンパスの「高校の先生限定受験指導セミナー」及び「高校の先生受験指導個別相談」において、
　　　　進路指導担当や3年担任などの教諭に直接説明


○質の高い学生確保のため、入試制度改善システムの再構築へ向けた作業を行った。
　　・高等学校での教育活動の現状と、受験生・保護者・高校教諭等のニーズを把握するシステムを再構築するため、
　　　必要な調査研究を行い、報告書（「入試制度改善システムの検討について」）を作成し、システム改善の体制を
　　　整備した。


【大学院】
　・全体としての大学院入試部会を5回開催したほか、人間社会学研究科及び看護学研究科の各入試小委員会をそれぞれ
　　7回ずつ開催し、入試についての広報や実施体制を適宜確認した。
　・人間社会学研究科における長期履修制度を改正し、新たに志願票に同制度希望欄を設定


【新たな取組】
　　・夏のオープンキャンパスにおいて「高校の先生受験指導個別相談」を初めて開催
　　・看護学部では、従来の編入学試験を廃止し、よりよい学生確保をするために、平成25年度入試より、
　　　一般入試前期日程の定員を10名増やし、50名とすることを決定した。


23


業務実績評価書の記載内容


18～21年度（4年間）


(決定) 【意見・コメント等】


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


備考


18～22年度（5年間）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～23年度（6年間）


【平成23年度計画】2 【積極的な広報活動】
　パンフレット、入試説明会、出前講
義、オープンキャンパス、ホーム
ページ、大学祭など広報活動を改
善する。
　・大学紹介のパンフレットの内容
　　を改善する。
　・入試説明会、出前講義の依頼
　　には積極的に応じて大学をPR
　　する。
　・オープンキャンパスは毎年アン
　  ケートをとり、実施内容を評価し
    ながら改善に取り組む。
　・ホームページの更新、内容の工
    夫をする。
　・大学祭など大学に外来者が来
    訪する機会を捕らえて、パンフ
    レット配布等のPRを行う。


○達成目標
　　・オープンキャンパス参加者数
　　　及びアンケート
　　　：1,000名以上、良好75％以上
　　・ホームページのアクセス数
                             ：2,000件以上
　　・入試説明会参加数及びアン
　　　ケート：7会場、良好評価
       　　　　　75％以上）
　　・訪問高校数及びアンケート
　　　：20校、良好評価75％以上
　　・出前講義及びアンケート
　　　：20校、良好評価75％以上
　・志願者数（志願倍率）
                 ：1,334人（5.8倍）
　・受験者数（受験倍率）
                 ：1,035人（4.5倍）


2-1


No.1
「入学者選
抜試験」


No.4
「高校訪問」


No.5
「入学説明
会」


No.6
「出前講義」


No.7
「オープン
キャンパス」


No.34
「ホームペー
ジアクセス
状況」
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　学生確保のための高校訪問、
入試説明会、ホームページでの
速やかな入試情報の提供など計
画を着実に実施した。
　そのうえで、高校の教員対象の
受験指導セミナーを実施し教員
への情報提供にも力を入れた。
その結果、オープンキャンパスの
参加者数もこれまでで最高に達
し入試志願者数、受験者数とも
年度目標を上回る結果となっ
た。
　以上、いずれの広報活動も年
度計画を上回って実施している。


2


【平成23年度の実施状況】


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 2 A 2


20 A 2 A 2


21 B 2 B 2


22 B 2 B 2


23 A 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 2 A 2


A 2 A 2


A 2


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


(決定) 【意見・コメント等】


年度
評価


自己評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


2 【積極的な広報活動】
　パンフレット、入試説明会、出前講
義、オープンキャンパス、ホーム
ページ、大学祭など広報活動を改
善する。
　・大学紹介のパンフレットの内容
　　を改善する。
　・入試説明会、出前講義の依頼
　　には積極的に応じて大学をPR
　　する。
　・オープンキャンパスは毎年アン
　  ケートをとり、実施内容を評価し
    ながら改善に取り組む。
　・ホームページの更新、内容の工
    夫をする。
　・大学祭など大学に外来者が来
    訪する機会を捕らえて、パンフ
    レット配布等のPRを行う。


○達成目標
　　・オープンキャンパス参加者数
　　　及びアンケート
　　　：1,000名以上、良好75％以上
　　・ホームページのアクセス数
                             ：2,000件以上
　　・入試説明会参加数及びアン
　　　ケート：7会場、良好評価
       　　　　　75％以上）
　　・訪問高校数及びアンケート
　　　：20校、良好評価75％以上
　　・出前講義及びアンケート
　　　：20校、良好評価75％以上
　・志願者数（志願倍率）
                 ：1,334人（5.8倍）
　・受験者数（受験倍率）
                 ：1,035人（4.5倍）


2-1


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


No.1
「入学者選
抜試験」


No.4
「高校訪問」


No.5
「入学説明
会」


No.6
「出前講義」


No.7
「オープン
キャンパス」


No.34
「ホームペー
ジアクセス
状況」


24A


　学生確保のための高校訪問、
入試説明会、ホームページでの
速やかな入試情報の提供など計
画を着実に実施した。
　そのうえで、高校の教員対象の
受験指導セミナーを実施し教員
への情報提供にも力を入れた。
その結果、オープンキャンパスの
参加者数もこれまでで最高に達
し入試志願者数、受験者数とも
年度目標を上回る結果となっ
た。
　以上、いずれの広報活動も年
度計画を上回って実施している。


【学部】
○学生確保のため、以下の取組を行う。
    ・オープンキャンパス（回数２回、人数
　　　：1,000名以上、アンケート：良好評価
　　　80%以上）、夏のオープンキャンパス時
　　　に高校の先生対象の入試説明会
　　　を行う。
    ・入試説明会
　　　　（回数：９回、アンケート：良好評価80%以上）
    ・高校訪問
　　　　（高校数：３０、アンケート：良好評価80%以上）
    ・出前講義
　　　　（回数：２０回、アンケート：良好評価80%以上）
    ・ホームページ、広報活動(小倉駅の電照広告
　　　など)の充実


○数値目標
　　・ホームページ（アクセス数：20万件以上）
　　・志願者数（志願倍率）：1,334人（5.8倍）
　　・受験者数（受験倍率）：1,035人（4.5倍）
　
【大学院】
○学生確保のため、オープンキャンバスを学部
　と同時開催する。（回数２回）


○ 学生確保のため、以下の取組を行った
　・オープンキャンパス：1,463人参加（目標達成度：146%）アンケート良好評価96.9%
    　高校の先生対象の受験指導セミナーおよび個別面談（延べ21人参加）
　・ 入試説明会：13回参加（目標達成度：144%）アンケート良好評価100%
　・ 高校訪問：60校訪問（入試部会28校；公共社会学科32校）（目標達成度：200%）アンケート良好評価100%）
　　　各高校の希望日時に教員が訪問し、保健・福祉分野への進学を希望する生徒に対して本学の概要、
　　カリキュラム、学生生活等について説明を行い、質問に答えた。
　・ 出前講義：22回実施（目標達成度：110%）アンケート良好評価97.7%
　・ 公共社会学科案内パンフレットを高校に送付：600通
　・ 大学案内をデジタル化し、ホームページに掲載
　・ 小倉駅の電照広告を引続き実施


○ 目標実績
　・ ホームページ平成24年3月31日現在（アクセス数209,171件：閲覧ページ数890,100件）
　・ 入試志願者数（志願倍率）：1,461人 (6.4倍)
　・ 入試受験者数（受験倍率）：1,070人（4.7倍）
　・ 前期日程入試会場数：4カ所


【大学院】
○オープンキャンバスを学部と同時に2回開催
  ・人間社会学研究科及び看護学研究科の何れも来訪者の個別相談に応じた。


2


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


(決定) 【意見・コメント等】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【平成23年度の実施状況】５　成績評価


公立大学法人福
岡県立大学で
は、十分な教育と
厳格な成績評価
を行い、社会福祉
士、保育士、臨床
心理士、精神保
健福祉士、幼稚
園教諭、看護師、
保健師、助産師、
養護教諭、高校
教諭（公民）として
の知識・技術を確
実に身につけた
専門職業人を育
成する。


1 【厳格な成績評価の実施】
①学生の質を高めるため、より厳
   格な成績評価を実施する。
    ・成績評価基準を設定し、シラ
      バスへの記載等により学生
      への周知を図る。
    ・成績評価基準や成績評価の
      実施状況を定期的に点検・
      評価し、改善を図る。
②GＰＡ制度導入を前提に、その
   仕組み、活用方法を検討する。


○達成目標
　・学生の成績：良以上80％
　　・国家試験合格率
　　　　　社会福祉士65％
　　　　　精神保健福祉士65％
　　　　　看護師100％
　　　　　保健師95％
　　　　　助産師100％


1-1 【平成23年度計画】


1 25A


　GPAに基づいた学習支援を実
施し、表彰制度を検討・策定し、
表彰制度に基づきGPA高得点の
学生を表彰することができ、年度
計画を上回って実施している。


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 C 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 A 1


５　成績評価


公立大学法人福
岡県立大学で
は、十分な教育と
厳格な成績評価
を行い、社会福祉
士、保育士、臨床
心理士、精神保
健福祉士、幼稚
園教諭、看護師、
保健師、助産師、
養護教諭、高校
教諭（公民）として
の知識・技術を確
実に身につけた
専門職業人を育
成する。


1 【厳格な成績評価の実施】
①学生の質を高めるため、より厳
   格な成績評価を実施する。
    ・成績評価基準を設定し、シラ
      バスへの記載等により学生
      への周知を図る。
    ・成績評価基準や成績評価の
      実施状況を定期的に点検・
      評価し、改善を図る。
②GＰＡ制度導入を前提に、その
   仕組み、活用方法を検討する。


○達成目標
　・学生の成績：良以上80％
　　・国家試験合格率
　　　　　社会福祉士65％
　　　　　精神保健福祉士65％
　　　　　看護師100％
　　　　　保健師95％
　　　　　助産師100％


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会年度
評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


○ 学生の質を高めるため、より厳格な成績評価
　　を実施する
　・ 学生便覧に基づき、GPAおよびGPAに基づい
　　た学生支援についてオリエンテーションで周
　　知徹底する。
○ GPA制度の活用
　・ 福岡県立大学GPA運用細則第3条に基づき、
　　平成21年度に両学部で作成したGPAに基づ
　　いた学習支援要領に則り、学生の学習支援
　　を行っていく。
　・ GPAに基づいた学習支援要領に基づき、
　　前年度の各学部学科での支援の実施
　　状況を踏まえて、より円滑に効果的に
　　支援が行われるよう、教務企画班、
　　学生支援班、全学教務部会との連携
　　や年間スケジュール等、支援までの
　　システムを見直し、改善の検討を行う。
　・ 福岡県立大学GPA運用細則第4条に基づき、
　　GPA得点の高得点者に対して表彰することを
　　検討する。


○数値目標
　・学生の成績：良（C）以上80％


業務実績評価書の記載内容


○学生の質を高めるため、より厳格な成績評価を実施する
　・GPA及びGPAに基づいた学生支援の説明を各学科のオリエンテーションで実施した。


○GPA制度の活用
　・平成21年度に両学部で作成したGPAに基づいた学習支援要領に則り、学生の学習支援を行った。
 　・ＧＰＡに基づいた学習支援がより円滑に効果的に支援が行われるよう、年間スケジュールを決定し、支援状況報告の
　　フォーマットを作成した。
 　・昨年度終了時の学生のＧＰＡ得点に基づいて各学部、各学科が本年度の前期に行った支援活動について、10月と
　　3月の全学教務部会にて報告した。またその報告内容を教授会等で周知した。
 　・GPAに基づく表彰制度を全学教務部会および学生生活支援部会において検討し、策定した。策定した表彰制度の
　　基準に則り、GPA高得点者を選考し、学位授与式において人間社会学部3名、看護学部3名の4年生を表彰すること
　　ができた。


◯目標実績
　・学生の成績 良以上　89.6％


1


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


備考


(決定) 【意見・コメント等】


25A


　GPAに基づいた学習支援を実
施し、表彰制度を検討・策定し、
表彰制度に基づきGPA高得点の
学生を表彰することができ、年度
計画を上回って実施している。


1-2


1 A 26


　国家試験の合格に向け、両学
部共に模擬試験や集団指導・個
別指導を組み合わせて対策を実
施し、教員の情報共有にも具体
的な対策を立てており、これら多
面的な取組によって高い国家試
験合格率を維持している。
　以上により、計画を上回って実
施している。


【平成23年度の実施状況】
○国家試験合格率の目標値を設定し、目標達成のための試験対策の取り組みを行う。
 【人間社会学部】
  ・毎週１回4年生を対象に勉強会を12回実施
　　：参加者：社会福祉学科4年生　55名
　
　・国家試験受験対策ガイダンス及び説明会を開催：3～4年生対象に2回実施
　　　6月参加者：3年生39名、4年生39名　計78名　12月参加者：3年生40名、4年生44名　計84名
  ・模擬試験の受験支援及び情報提供等
　　　模擬試験の実施
　　　　社会福祉士　７月46名、10月：51名
　　　　精神保健福祉士、10月：20名
　 ・前年度国家試験受験経験者へのアンケート調査の実施と報告書の作成
　　　　卒業生53名中29名から回収し、集計を終了し報告書を作成した。
【看護学部】
○4年次生への対策
　・受験直前まで専門ゼミのグループ毎に、グループ学習に取り組むよう指導し実施させた。定期的に
　　代表者会議を開き、教員から学習方法についてアドバイスを行った。
  ・学生個別に準備した学習領域別（在宅等）ポートフォリオ用のファイルに、学習に使った教材をファイリングさせ、
　　既存の参考書とリンクさせた。
　　　過去問題の回答や模試の復習に参考にした資料は領域別にファイリングさせ、同種の問いを多角的に学習できる
　　よう指導した。
　・9月の模試の結果から要介入学生を抽出し（11名），継続的小集団学習を実施させ、ゼミ担当教員からのアドバイス
　　を行った
　・11月の模試の結果、必修問題の得点8割未満の学生14名を「特別クラス」に加え、合計25名を要介入学
　　生とし，ゼミ担当教員と部会員がダブルで、個別にフォローアップを実施した。
　・e-ラーニングは大学ホームページよりアクセス可能であり、学生に活用するようアナウンスした。
　・4月～7月にかけて、第３火曜日に必修問題25問の小テストを実施し、80%以下の学生は
　　翌週に再試験を実施した。
　・8月、12月外部講師による看護師国家試験対策の補講を実施。1月に学習強化のための補講を実施
　・看護師・保健師・助産師の各国家試験対策講座を計36回開催した。
　・看護師国家試験模試は、5月～翌年1月に実施
　・保健師国家試験模試は11月，1月に実施。これ以外に学生が個別で申込み、受験した。
　・進路・受験に関する個別指導及び精神面のカウンセリングは、ゼミ担当教員を主として
　　部会員全員で実施した。特に，成績低迷者については、個別に担当を決め、ゼミ担当教員と
　　ダブルで学習面・精神面のフォローアップを行った。
　　　また、国家試験受験当日には、学生といつでも連絡が取れるように部会員が待機し、試験
　　開始前と終了後に連絡を取った。


○教員への対策
　・毎月の教授会で，年間計画，学生の学習状況，模試の結果等を報告し，
　　情報を共有するとともに，ゼミ担当教員からのアドバイスを強化するよう促した。
　・10月教授会においてゼミ担当教員からのさらなるアドバイスの強化を要請
　・11月の模試結果を踏まえ，ゼミ担当教員と部会員が要介入学生を担当し，連携してフォローアップを
　　実施。
○低学年への対策
　・3年生を対象とした看護師等国家試験ガイダンスを3月に実施。
　・3年生を対象とした看護師国家試験模擬試験を3月に実施。


○数値目標
 　・国家試験合格率　　　　　　　　　　　　　　　　　・国家試験合格率既卒者
 　　　・社会福祉士：・・・・・・・81.5％　　　　　　　　　・社会福祉士：・・・・・・・  　24.0％
　 　　・精神保健福祉士：・・・ 95.2％
　　　・看護師：　 ・・・・・・・・・100％　　　　　　　　　　・看護師：　 ・・・・・・・・・  100％
　　　・保健師：  ・・・・・・・・・・ 90.5％　　　　　　　　　・保健師：  ・・・・・・・・・・   71.4％
　　　・助産師：・・・・・・・・・・・100％　　　　　　　　　　・助産師：・・・・・・・・・・・  100％


【平成23年度計画】
○国家試験合格率の目標値を設定し、目標達成
　　のための試験対策の取り組みを行う。
 【人間社会学部】
   ・毎週１回４年生を対象に勉強会を実施
 　・国家試験受験対策ガイダンス及び説明会を開催
　　　　　　　　　（３～４年生対象、年2回以上）
　 ・模擬試験の受験支援及び情報提供等
　 ・卒業生アンケートの実施と報告書の作成
　　（前年度国家試験受験経験者へのアンケート
　　　調査の実施）


【看護学部】
　○４年次生への対策
　　・ポートフォリオを利用した国家試験勉強の
　　　履歴の作成
    ・４年次生を対象とした要介入学生抽出によ
　　る継続的小集団学習・指導講座の継続推進
　　・e-ラーニングによる国家試験自己学習体制
　　　の継続
　　・看護師・保健師・助産師の各国家試験対策
　　　講座を年30回開催
　　・進路カウンセリング及び受験カウンセリング
　　　の実施
　○教員への対策
    ・教員の為の「国家試験合格のためのガイド
　　　マニュアル」継続活用の促し
　  ・ゼミ教員による4年次生を対象とした各学
　　　習・模試参加への体制の継続推進
  ○低学年への対策
　  ・３年次生までの早期指導体制の継続推進
　　　　・３年生を対象とした看護師国家試験実力
　　　　　テストの実施
　　　　・３年生を対象とした看護師等国家試験
　　　　　ガイダンスの実施
　
 ○数値目標
 　・国家試験合格率
 　　　・社会福祉士：６５％
　 　　・精神保健福祉士：６５％
　　　・看護師：１００％
　　　・保健師：  ９５％
　　　・助産師：１００％


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 A 1


22 B 1 A 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 A 1


A 1


1-2


年度
評価


1 A 26


　国家試験の合格に向け、両学
部共に模擬試験や集団指導・個
別指導を組み合わせて対策を実
施し、教員の情報共有にも具体
的な対策を立てており、これら多
面的な取組によって高い国家試
験合格率を維持している。
　以上により、計画を上回って実
施している。


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度の実施状況】
○国家試験合格率の目標値を設定し、目標達成のための試験対策の取り組みを行う。
 【人間社会学部】
  ・毎週１回4年生を対象に勉強会を12回実施
　　：参加者：社会福祉学科4年生　55名
　
　・国家試験受験対策ガイダンス及び説明会を開催：3～4年生対象に2回実施
　　　6月参加者：3年生39名、4年生39名　計78名　12月参加者：3年生40名、4年生44名　計84名
  ・模擬試験の受験支援及び情報提供等
　　　模擬試験の実施
　　　　社会福祉士　７月46名、10月：51名
　　　　精神保健福祉士、10月：20名
　 ・前年度国家試験受験経験者へのアンケート調査の実施と報告書の作成
　　　　卒業生53名中29名から回収し、集計を終了し報告書を作成した。
【看護学部】
○4年次生への対策
　・受験直前まで専門ゼミのグループ毎に、グループ学習に取り組むよう指導し実施させた。定期的に
　　代表者会議を開き、教員から学習方法についてアドバイスを行った。
  ・学生個別に準備した学習領域別（在宅等）ポートフォリオ用のファイルに、学習に使った教材をファイリングさせ、
　　既存の参考書とリンクさせた。
　　　過去問題の回答や模試の復習に参考にした資料は領域別にファイリングさせ、同種の問いを多角的に学習できる
　　よう指導した。
　・9月の模試の結果から要介入学生を抽出し（11名），継続的小集団学習を実施させ、ゼミ担当教員からのアドバイス
　　を行った
　・11月の模試の結果、必修問題の得点8割未満の学生14名を「特別クラス」に加え、合計25名を要介入学
　　生とし，ゼミ担当教員と部会員がダブルで、個別にフォローアップを実施した。
　・e-ラーニングは大学ホームページよりアクセス可能であり、学生に活用するようアナウンスした。
　・4月～7月にかけて、第３火曜日に必修問題25問の小テストを実施し、80%以下の学生は
　　翌週に再試験を実施した。
　・8月、12月外部講師による看護師国家試験対策の補講を実施。1月に学習強化のための補講を実施
　・看護師・保健師・助産師の各国家試験対策講座を計36回開催した。
　・看護師国家試験模試は、5月～翌年1月に実施
　・保健師国家試験模試は11月，1月に実施。これ以外に学生が個別で申込み、受験した。
　・進路・受験に関する個別指導及び精神面のカウンセリングは、ゼミ担当教員を主として
　　部会員全員で実施した。特に，成績低迷者については、個別に担当を決め、ゼミ担当教員と
　　ダブルで学習面・精神面のフォローアップを行った。
　　　また、国家試験受験当日には、学生といつでも連絡が取れるように部会員が待機し、試験
　　開始前と終了後に連絡を取った。


○教員への対策
　・毎月の教授会で，年間計画，学生の学習状況，模試の結果等を報告し，
　　情報を共有するとともに，ゼミ担当教員からのアドバイスを強化するよう促した。
　・10月教授会においてゼミ担当教員からのさらなるアドバイスの強化を要請
　・11月の模試結果を踏まえ，ゼミ担当教員と部会員が要介入学生を担当し，連携してフォローアップを
　　実施。
○低学年への対策
　・3年生を対象とした看護師等国家試験ガイダンスを3月に実施。
　・3年生を対象とした看護師国家試験模擬試験を3月に実施。


○数値目標
 　・国家試験合格率　　　　　　　　　　　　　　　　　・国家試験合格率既卒者
 　　　・社会福祉士：・・・・・・・81.5％　　　　　　　　　・社会福祉士：・・・・・・・  　24.0％
　 　　・精神保健福祉士：・・・ 95.2％
　　　・看護師：　 ・・・・・・・・・100％　　　　　　　　　　・看護師：　 ・・・・・・・・・  100％
　　　・保健師：  ・・・・・・・・・・ 90.5％　　　　　　　　　・保健師：  ・・・・・・・・・・   71.4％
　　　・助産師：・・・・・・・・・・・100％　　　　　　　　　　・助産師：・・・・・・・・・・・  100％


【平成23年度計画】
○国家試験合格率の目標値を設定し、目標達成
　　のための試験対策の取り組みを行う。
 【人間社会学部】
   ・毎週１回４年生を対象に勉強会を実施
 　・国家試験受験対策ガイダンス及び説明会を開催
　　　　　　　　　（３～４年生対象、年2回以上）
　 ・模擬試験の受験支援及び情報提供等
　 ・卒業生アンケートの実施と報告書の作成
　　（前年度国家試験受験経験者へのアンケート
　　　調査の実施）


【看護学部】
　○４年次生への対策
　　・ポートフォリオを利用した国家試験勉強の
　　　履歴の作成
    ・４年次生を対象とした要介入学生抽出によ
　　る継続的小集団学習・指導講座の継続推進
　　・e-ラーニングによる国家試験自己学習体制
　　　の継続
　　・看護師・保健師・助産師の各国家試験対策
　　　講座を年30回開催
　　・進路カウンセリング及び受験カウンセリング
　　　の実施
　○教員への対策
    ・教員の為の「国家試験合格のためのガイド
　　　マニュアル」継続活用の促し
　  ・ゼミ教員による4年次生を対象とした各学
　　　習・模試参加への体制の継続推進
  ○低学年への対策
　  ・３年次生までの早期指導体制の継続推進
　　　　・３年生を対象とした看護師国家試験実力
　　　　　テストの実施
　　　　・３年生を対象とした看護師等国家試験
　　　　　ガイダンスの実施
　
 ○数値目標
 　・国家試験合格率
 　　　・社会福祉士：６５％
　 　　・精神保健福祉士：６５％
　　　・看護師：１００％
　　　・保健師：  ９５％
　　　・助産師：１００％


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


６　学生への支援


入学から卒業ま
でのキャリア支援
体制を充実させ、
学習・就職活動を
支援する。


1 【入学から卒業までのキャリア支援
体制の構築】
①担当職員の専門性の向上などに
   より、キャリア形成支援に関する
   事務局体制を強化する。
②インターンシップの拡充などによ
   り、学生のキャリア形成を入学か
   ら卒業まで一貫して持続的に支
   援する。
③キャリア支援講座の実施


○達成目標
　　・企業・病院・施設等就職先訪
       問数及びアンケート
　　　　：60件以上、就職先アンケー
　　　　　 ト良好評価75％以上
　　・インターンシップ参加者数(率)
　　　　：10％増（平成17年度比）
　　・インターンシップ先アンケート
　　　　：良好評価75％以上
　　・キャリア支援講座参加者アン
　　　ケート：良好以上75％以上
　　・就職率：95％以上


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度計画】


○就職支援として、キャリアサポートセンターの
　利用促進（キャリアサポート講座の実施等）


○数値目標
　　　・キャリアサポートセンター利用件数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：400件以上
　　　・就職率：９５％以上


○就職支援として、キャリアサポートセンターの利用促進（キャリアサポート講座の実施等）
    ・キャリアサポート講座として3年生を対象とした「とにかく1回はいっとこう会」を3回実施


○目標実績
　　・キャリアサポートセンター利用件数：延べ 1,028件
　　・就職率　92.2％（3月31日現在）


2


【平成23年度の実施状況】


B


　キャリアサポートセンター利用
件数は年度計画を大きく上回っ
ており、年度計画を十分に実施
している。


No.19
「就職状況」


No.33
「キャリアサ
ポートセン
ター利用状
況」


27


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率
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福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 2 B 2


20 B 2 B 2


21 B 2 B 2


22 B 2 B 2


23 B 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 A 1 A 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


６　学生への支援


入学から卒業ま
でのキャリア支援
体制を充実させ、
学習・就職活動を
支援する。


1 【入学から卒業までのキャリア支援
体制の構築】
①担当職員の専門性の向上などに
   より、キャリア形成支援に関する
   事務局体制を強化する。
②インターンシップの拡充などによ
   り、学生のキャリア形成を入学か
   ら卒業まで一貫して持続的に支
   援する。
③キャリア支援講座の実施


○達成目標
　　・企業・病院・施設等就職先訪
       問数及びアンケート
　　　　：60件以上、就職先アンケー
　　　　　 ト良好評価75％以上
　　・インターンシップ参加者数(率)
　　　　：10％増（平成17年度比）
　　・インターンシップ先アンケート
　　　　：良好評価75％以上
　　・キャリア支援講座参加者アン
　　　ケート：良好以上75％以上
　　・就職率：95％以上


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


年度
評価


自己評価 評価委員会
備考


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


B


　インターンシップ参加者は目標
値の9割となったが、計画はスケ
ジュールのとおり着実に実施さ
れており、年度計画を十分に実
施している。


【平成23年度計画】 【平成23年度の実施状況】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1-2


1


年度
評価


自己評価 評価委員会
備考


28


○インターンシップ参加者の拡大、報告書作成
　・数値目標
　　　・参加者数：30人以上
　　　・アンケート：良好評価８５％以上
○各種就職ガイダンス、対策講座及び支援行事
　の年間スケジュールに基づいた実施
　（公務員試験対策講座等）
○学生と地域住民との交流促進
　・赤村特産物センター、野球部、サッカー部、
　　国際ソロプチミスト田川、神幸祭、ＣＤＲ２１


○インターンシップ参加者の拡大、報告書作成
　・目標実績　・参加者数：27名参加（希望30名）
　・参加者アンケート良好評価以上：100％
○各種就職ガイダンス、対策講座及び支援行事の年間スケジュールに基づいた実施
　　（公務員試験対策講座等）
    ・就職ガイダンスの実施　：　5回実施　延べ195名参加
　　・公務員試験対策講座の実施　：　64名参加
　　・保育士模擬試験１回実施　：　25名参加
　　・病院就職説明会１回実施　：　51名参加


○学生と地域住民との交流促進
  　・赤村特産物センター
　　    赤村の弁当販売による朝食の提供。平成18年11月より継続中
    ・神幸祭（5月）
　　    サッカー部、CDR21等のサークルが参加し、地域住民と交流した。
    ・飯塚国際車いすテニス大会（5月）
　　    テニス部がボランティアで参加した。


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度計画】


○キャリア形成支援講座の実施
　・4月：1、2年生を対象に、キャリア形成支援講座を実施
       キャリア形成支援講座Ⅰ・Ⅱ（１年生・編入生対象）良好評価　88.3％
       キャリア形成支援講座Ⅲ（２年生対象）　良好評価　71.1％
  ・看護学部では、教員学生間のコミュニケーションを深める目的で、「学部長と夢を語る夕べ」
　　を実施：2回、学生延べ81名参加
　・人間形成学科で卒業生４名を交えて就職・進学懇話会を実施　学生22名参加
○キャリア支援資料等の充実
　 ・人間社会学部3年生に就職活動ガイドブックを配布した。
　 ・教員による支援窓口として8名を継続して配置
   ・進路成熟度評価を23年度も4月に実施


1


1-3


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度の実施状況】


○キャリア形成支援講座の実施
　・参加者アンケート：良好評価７５％以上


○キャリア支援資料等の充実
　・就職活動ガイドブック（改訂版）の作成
　・教員による支援体制の継続
　・進路成熟度評価の実施


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【意見・コメント等】(決定)


B


　キャリア形成支援講座が着実
に実施され、両学部で教員と学
生のコミュニケーションを図る取
組も実施されており、年度計画を
十分に実施している。


29


No.15
「インターン
シップ」


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 26 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 2 B 2


B 2 B 2


B 2


年度
評価


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


1-4


年度
評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


備考


○学生生活の支援・充実
  ・副理事長、学生支援班と各サークルとの意見交換会を3回実施し、具体的検討を行った。
　　　・大学周辺の防犯灯設置要望に対応し、防犯カメラ2台、防犯灯８基を設置した。
　　　・社会貢献した学生の表彰制度の新設要望に対応し、学生表彰規定を作成した。
　　　・大学後援会が実施する実習補助費の運用について、要望に対応して限られた予算の配分方法を改善した。


　・2月、3月：学生生活支援部会にて、自己発見レポートと進路成熟度評価の結果をもとに入学時の学生の基礎学力や
　　進路に対する意識等を把握、検討した。今後は各学科教員もこの結果を共有し、教育に活用できるようにする。
　・学生相談・サークル活動の状況把握については、、団体結成届の毎年度提出の義務付け、代表者会議の開催及び
　　秋興祭（大学祭）開催を通じて把握し、交流促進を図った。


業務実績評価書の記載内容


【平成23年度の実施状況】


○学生生活の支援・充実
・学生生活の実態・状況把握・ニーズ分析、支援
　検討
　　　キャリア形成支援講座で実施した自己発見
　　レポート及び進路成熟度評価のデータ活用
・学生相談、サークル活動の活動状況を把握し、
　サークル間の交流促進を図る


18～21年度（4年間）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


自己評価


(決定)


1


【平成23年度計画】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価 評価委員会


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


評価委員会


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【平成23年度計画】2-12 【卒業生への支援】
①就職後の追跡調査の実施
　 　 就職後の追跡調査を定期的
   に実施することにより、早期にミ
  スマッチ状況を把握し、適切な就
  職指導を行う。このことにより、卒
  業生及び就職先との信頼関係を
  築くことができる。
②未就職者への就職活動支援
　    卒業後１年間、就職活動支援
   を継続する。
③卒業後のキャリアアップの機会
   の提供
　　　本大学が主催するキャリ
   アアップコースやリカレント研修
   に関する情報を送り、卒後のキ
   ャリアアップの機会を提供する。


○達成目標
　　・職場からの評価
　　　　　　：良好評価80％以上
　　・未就職者への対応実績
　　　　：全希望者への対応実施
　　・就職率：90％以上


　学生の状況を把握し支援を具
体的に検討して実施に結びつけ
ており、年度計画を十分に実施
している。


30B


B


　看護学部では就職先との連携
も取れ、毎年アンケートを実施し
て良い評価を得ている。
　人間社会学部では、調査内
容、調査方法を検討し、次回平
成24年度実施する調査の準備を
行った。
　看護学部の就職先アンケート
では数値目標を達成している。
　以上により、年度計画を十分に
実施している。


31


【平成23年度の実施状況】


1


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 27 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 C 1


20 C 1 C 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


○卒業後の追跡調査の実施・改善
　・前年度の追跡調査結果をもとに調査内容を
　　検討し、本年度の調査を行い、調査データ
　　から、ニーズ・対策の検討等を行う。


○就職先アンケート
　・アンケート結果：良好以上９０％（看護学部）


2-1


【意見・コメント等】


2 【卒業生への支援】
①就職後の追跡調査の実施
　 　 就職後の追跡調査を定期的
   に実施することにより、早期にミ
  スマッチ状況を把握し、適切な就
  職指導を行う。このことにより、卒
  業生及び就職先との信頼関係を
  築くことができる。
②未就職者への就職活動支援
　    卒業後１年間、就職活動支援
   を継続する。
③卒業後のキャリアアップの機会
   の提供
　　　本大学が主催するキャリ
   アアップコースやリカレント研修
   に関する情報を送り、卒後のキ
   ャリアアップの機会を提供する。


○達成目標
　　・職場からの評価
　　　　　　：良好評価80％以上
　　・未就職者への対応実績
　　　　：全希望者への対応実施
　　・就職率：90％以上


年度
評価


備考 業務実績評価書の記載内容


2-2


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


評価委員会
備考


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度の実施状況】


32


　未就職者への支援の充実に取
り組んでおり、年度計画を十分に
実施している。


18-3


B


　看護学部では就職先との連携
も取れ、毎年アンケートを実施し
て良い評価を得ている。
　人間社会学部では、調査内
容、調査方法を検討し、次回平
成24年度実施する調査の準備を
行った。
　看護学部の就職先アンケート
では数値目標を達成している。
　以上により、年度計画を十分に
実施している。


1


○未就職者への就職活動支援の実施
　　・人間社会学部は卒業生にアンケートして、当該年度の国家試験受験の意思、受験・就職に関する情報提供
　　　希望の有無を確認した。
　　・就職者・未就職者を問わず、教員が卒後職業相談を受け付け支援した。
　　・「卒業生の就職支援について」(http://www.fukuoka-pu.ac.jp/graduate/support.html)において、キャリアサポート
　　　センターが提供する就職・進路相談の紹介及び、既卒者を対象とした就職関連事業の情報を提供し、卒業生も
　　　就職に関する情報をホームページから得られる体制を整えた。
　　・看護学部では、卒業した国家試験再受験者への対応として、ゼミ担当教員と連携して、就職後の状況と再受験
　　　の有無の確認を行った。再受験希望者には、大学で実施する補講の情報や、模試の日程、書類の手続きに
　　　ついて情報提供した。
　　　　また、就職先の施設と連携し、国家試験への学習面での対応を行った。


B


31


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【平成23年度計画】


自己評価


○未就職者への就職活動支援の実施
　　・卒後１年目の看護師や社会福祉士等国家
　　　試験再受験者の状況把握と支援
　　・就職者・未就職者を問わず、教員が卒後
　　　職業相談を受け付け支援する。
　　・卒業生が就職に関する情報を大学の
　　　ホームページから得られるような体制
　　　をつくる。


B


業務実績評価書の記載内容


33


【意見・コメント等】


○卒業後の追跡調査の実施・改善
　・前年度の追跡調査結果を基に調査内容を検討し、調査データから、ニーズ・対策の検討等を行った。
　
○就職先アンケート
　・人間社会学部は、H24年度から実施するアンケートの準備をした。
　・看護学部は病院説明会に参加した施設に対してアンケート調査を実施した。
　　　目標実績　アンケート結果：良好以上・・・ 90％


【平成23年度計画】


自己評価 評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


1


　本学が開催する研修会等の案
内を同窓会誌や大学のホーム
ページにより広報し、卒業生の
キャリアアップ、リカレント研修に
資する活動も行われており、年
度計画を十分に実施している。


1


【平成23年度の実施状況】


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 28 -







福岡県立大学（教育）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期目標期間評価理由
又は


年度評価理由


計画の実施状況平成23年度計画


自己評価ウェイト


データ
番　号


中期計画


実施事項


通し番号


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


22 38 18 33
ウェイト総計 項目数計


18-3


年度
評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価


B


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


33


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【意見・コメント等】


○キャリアアップコース、リカレント研修の実施
　　・卒業生への情報提供案内送付した。
　具体的なリカレント講座の企画・実施
　　人間社会学部
　　　・リカレントセミナー（「グローバル化と児童福祉」）につき、同窓会会報に案内を同封し、大学ホームページに掲示
　　　　　：学部卒業生参加3名
　　　・大学院心理臨床専攻修了生と在学生を対象の中心として、福岡県立大学心理臨床研究会を5回実施した。


　　看護学部
　　　・ケアリング・アイランド九州沖縄構想の活動で，卒業生の看護技術支援システムを構築し、8月から実施。
　　　　このシステムを利用するよう，卒業生にアナウンスを行った。（卒業生の参加　：計8人）
　　　・公開講座「子どもの健康見守り隊（小児科外来看護師さんの井戸端会議）」（：卒業生2名参加）


　本学が開催する研修会等の案
内を同窓会誌や大学のホーム
ページにより広報し、卒業生の
キャリアアップ、リカレント研修に
資する活動も行われており、年
度計画を十分に実施している。


評価委員会
備考


【意見・コメント等】


○キャリアアップコース、リカレント研修の実施
　　・卒業生への情報提供案内送付


1


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


(決定)【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度


0 0 1 2 3 2


－ － 38.9% 58.5% 48.1% 90.9%


【大学院】


実施回数


参加率


- 29 -







福岡県立大学（教育）


教育に関する特記事項（平成18年度～平成22年度）


①「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」が、文部科学省の平成21年度「大学教育充実のための戦略的大学
　連携支援プログラム」に選定された。
　「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」
　　看護系大学及び医療現場の共通する7つの課題に対して、連携する九州・沖縄の14大学と関連団体とがプログラムを共同で開発・推進
　し、総合的な地域連携によってケアリング溢れる島「ケアリング・アイランド九州沖縄」の実現を目指す取組である。


②「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム」が、文部科学省の平成22年度「大学生の就業力育成支援事業」に選定された。
　「就業力向上を目指す社会貢献プログラム」を就業力向上支援会議、就業力向上支援プログラム推進会議および就業力向上支援室で、
　本学生の就業力を構成する８つの力のうち、達成率が低い「創造的思考力」「統合的思考力」「自己理解力」「コミュニケーション力」
　「ストレス耐性力」等の５つの力の向上を図るため以下の事業を実施した。
　1)実学的専門教育科目の設置を検討・単位化
　2)1･2年次を対象としたプレ・インターンシップ制度の構築
　3)1年次から卒業年度までの系統的キャリア支援講座の開講
　4)社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱの開催


③「不登校・ひきこもりへの援助力養成教育」が、文部科学省の平成20年度「質の高い大学教育推進プログラム（教育GP）」に選定された
　（H20～H22)。
　　この事業は、平成19年9月設置した不登校・ひきこもりサポートセンターに新たに3つの部門（集団支援部門、家族支援部門、社会化
　支援部門）を有する大学内フリースクールを設置し、これを最大限に活用した教育プログラムの実行により、不登校・ひきこもりへの「援
　助力」を有した学生の養成を目指すものである。


- 30 -







福岡県立大学（教育）


教育に関する特記事項（平成23年度）


②【就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム】
　本学では、このプログラムを通じて、概略以下の項目に取り組んでいる。
　○実学的専門教育科目の開講　･･･社会貢献論、社会貢献論演習、海外語学演習等を開講し、両学部で学ぶ専門的連携科目の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充実を図る
　○社会貢献・ボランティア活動支援　・・・社会貢献をテーマとしたボランティア活動やプレ・インターンシップ等の体験的学修を実施
　○キャリア形成支援個別相談　･･･学生が将来の進路を自己決定できるよう、個別相談や系統的なキャリア形成支援講座を実施
　○社会貢献フォーラムの開催　･･･各学年末に全学的な社会貢献フォーラムを開催し、4年次には公開卒論発表会を開催
　
　具体的には、平成23年度の就業力向上を目指す社会貢献プログラムでは、下記の事業を実施した。


 1.  就業力向上支援会議と小部会として設置した就業力向上支援プログラム推進会議を合同で9回開催した。また、就業力向上支援
　プログラム推進会議の協議事項原案を検討するために設置した就業力向上支援プログラム推進会議小会議を3回開催し、  関係
　部署間の有機的連携が進んだ。
 2.  本学のWebサイトを活用し、プレ・インターンシップの体験談や実学的専門教育科目に対する学生の感想等を随時公開した。
　また、オープンキャンパスにおいて、来学者（1000名）に取組紹介リーフレット及びプレ・インターンシップ紹介リーフレットを配布し、
　本取組のPRを行った。さらに、GPポータルサイトに社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱの報告書を掲載した。
 3.  156名の学生が受講した社会貢献論では、社会そのものと社会に生きる人間を理解し、幅広い視野と実践力を培うため「社会貢
　献の理念、背景、あり方」や「専門領域と社会貢献の関連性」を学ぶ講義を実施した。
 4.  社会貢献論演習ではフィールドワークとして田川市、添田町、川崎町、赤村などの現地踏査を行い、地域の課題を探った。学生
　は各自が気づいた課題をもとに4つのグループに分かれ、「駅の待合室改善」「大学周辺の街灯設置」「大学周辺の地図製作」
　「大学のキャラクター制作」という４つのテーマを掲げ、課題解決に向けた取組を検討した。社会貢献フォーラムⅠにおいて各グル
　ープで学生が取り組んできた内容と成果を報告した。また、受講生全員による社会貢献活動として、2週にわたりJR田川伊田駅の
　清掃活動を実施した。
 5.  産業界のプレ・インターンシップ先として、８７件を開拓した。企業で延べ45名（実数35名）、福祉施設等で延べ269名（実数124名）
　の学生がプレ・インターンシップ活動を体験した。
 6.  プレ・インターンシップの事前研修として、コミュニケーションスキルアップ研修実践Ⅰ（参加数145名）、コミュニケーションスキル
　アップ研修基礎Ⅰ（参加数43名）、コミュニケーションスキルアップ研修基礎Ⅱ（参加数9名）を企画した。 プレ・インターンシップ活動
　では、マイキャリポケット（社会貢献活動記録帳）を活用しながら訪問・事前・事後指導を実施した。
 7.  就業力向上支援プログラム推進会議においてワーキンググループを設置し、社会貢献活動への参加やインターンシップ等を通じて
　行った体験的学修に対して単位を認定する仕組みについて検討を行った。こうした検討を踏まえ、平成25年度から社会貢献活動や
　プレ・インターンシップ等の単位認定の仕組みを導入することが本学の中期計画（平成24年度～29年度）に盛り込まれた。
 8.  年度当初に行った就業力調査結果を、一人ひとりの学生に返却することができた。特に個別面接が必要と思われた学生には、
　社会貢献支援プログラム専門指導員が支援を行った。
 9.  系統的キャリア支援講座ワーキンググループを5回開催し、全学生を対象とした平成24年度正課外キャリア形成支援関連講座
　受講推奨年次表を作成することができた。
10.  平成23年度末に「社会貢献を通じて『将来』を考える」と題して社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱを開催した。社会貢献フォーラムⅠでは
　１年次の社会貢献論及び社会貢献論演習での体験的学びの成果を発表した。また、社会貢献フォーラムⅡでは、 海外語学実習
　での学びの他、プレ･インターンシップや自主的な社会貢献活動での学びの成果発表を行った。社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱでの
　成果発表内容を報告書にまとめ、1・2年生と教職員に配布した。
11.  海外語学演習では、イギリスでの海外語学実習に向けた事前指導・事前学習を実施した。具体的には、英会話の学習の他、イギ
　リスの保健・医療・福祉・教育等の動向について学び、イギリスと日本の文化の違いについて理解を深めた。 また、イギリ スの
　保健・医療・福祉・教育等の現場を訪れ、各領域の専門職にインタビューを行うため調査票を作成した。
12.  学生16名がイギリスでの海外語学実習に参加した。語学研修では、現地の大学生がアシスタントとして参加し、小グループで交流
　を深めながら実践的な研修を実施した。また、学生は各自、イギリスにおける看護、社会福祉、コミュニティ活動に関する調査テーマ
　を設定し、各領域の専門職へのインタビューを行った。さらに、現地の公民館や小学校でイギリスの小学生に日本語や日本文化を
　教える教育体験も行った。
13.  両学部で学ぶ専門的連携科目では、看護や福祉などの実践現場の第一線で活躍している産業人を講師として招聘し、専門領域
　の実践現場におけるトピックについて理解を深める内容を企画し、講座を実施した。テーマ及び受講者数は次のとおりである。第1回
　「専門職としてよりよく生きる（40名）」、第2回「両学部の専門性を学ぶ学生諸君へ期待すること(73名)」、第3回「21世紀の看護を見
　つめて（58名）」、第4回「アフリカから学ぶこと(82名)」、第5回「学びを深め、コミュニケーション能力を 磨くために（50名）」、第6回
　「終末期がん看護の実践、教育、研究を通して考えること（57名）」、第7回「臨床心理士がしていること（79名）」、第8回「いのちの
　原点を見つめて～自宅出産の実践から学んだこと～（36名）」、第9回「東日本大震災被災地ボランティアについて（22名）」。
14.  就業力向上支援スタッフ2名、キャリアカウンセラー2名（キャリアサポートセンター外部派遣カウンセラー）が1年生を対象とした
　入学直後の合宿フォーラムに同行し、キャリア形成支援講座Ⅰのプログラムの中で学生支援を行った。合宿フォーラム でのキャリア
　形成支援講座Ⅰの内容について、学生支援班の合宿フォーラム担当者と検討を重ね、平成24年度キャリア形成支援講座Ⅰの
　プログラムを作成した。
15.  1・2年生にマイキャリポケット（社会貢献活動記録帳）を配布し、学生一人ひとりがPDCAサイクルの視点から活動をまとめるよう、
　事前事後支援を行った。就業力向上支援会議と就業力向上支援プログラム推進会議を合同で開催し、内部評価体制 及び外部
　評価体制について検討を開始した。


①【大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム】
「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」
　本学を代表校とするこの取組は、九州・沖縄の「国公私立大学計13校からなる連携プログラムである。
　内容は、大学（看護）教育の向上並びに看護師の早期離職率の低下を目指すものであり、包括的地域貢献の取組である。
　平成23年度は事業最終年度として、基盤的取組としての小部会企画と、包括的取組であるケアリングアイランドウィークを実施した。


　　具体的取組として、事業開始３年目となる本年度は事業費約７１００万円で、基盤的取組と包括的取組としてケアリングアイランド
　ウィークを実施した。
※　連携大学一覧
　　琉球大学、大分県立看護科学大学、沖縄県立看護大学、名桜大学、国際医療福祉大学、西南女学院大学、
　　聖マリア学院大学、日本赤十字九州国際看護大学、福岡大学、福岡女学院看護大学、活水女子大学、
　　九州看護福祉大学、協力校：産業医科大学


推進・運営に関する会議


基盤的取組
　① ＜FD小部会企画＞　　会議5回　　延べ79名参加　　　　研修会3回　　214名参加
　② ＜CSD小部会企画＞　(会議7回　　延べ74名参加　　　研修会１回　　140名参加
　③ ＜メンタリング・ネットワークモデル小部会企画＞　　(会議10回　　延べ90名参加　　　研修会２回　　142名参加
　④ ＜看護技術支援小部会企画＞　　会議8回延べ80名参加　　本学での技術支援　36名参加
　⑤ ＜学生コンソーシアム小部会企画＞　　会議5回延べ52名参加　　　学生企画会議の実施会議10回　　延べ242名参加
　⑥ ＜理科系科目補強教育小部会企画＞　　会議4回延べ34名参加　　　学生対象研修会1回　　124名参加
　⑦ ＜講義の相互受講体制小部会企画＞　　会議5回のべ47名参加


包括的取組：ケアリングアイランドウイーク
　　ケアリングアイランドウイークは、本構想に参加している連携大学がそれぞれ地域貢献・国際交流に関わる企画を実施す
　るものであるが、本校は本構想の本部校として、すべての企画運営の補助を行った。
　　本校主催の企画としては、秋興祭における骨密度測定（221名参加）、田川市役所での東日本大震災パネルの展示（401名参加）
　を実施した。
　　なお、連携校13大学における企画は省略する。


＜雑誌掲載一覧＞
　・福岡県病院協会発行　「ほすぴたる」　４月号から1年間連載
　・日本看護研究学会九州・沖縄地方会　ニュースレター：「ケアリング・アイランド九州・沖縄構想」
　・医学書院発行　「看護教育」　　7月号　　学生コンソーシアムに関連する論稿：３編


＜国際学会発表＞
　・ The 22nd STTI　（メキシコ）　　示説　２演題
　・ The 2nd WANS　(メキシコ)　　　示説　４演題
　・ International Hiroshima Conference on Caring and Peace　（広島）
　　　　　教育講演　１題　　　交流集会　１題　　示説　１４演題


＜国内学会発表＞
　・日本看護学教育学会　第21回学術集会　　口演　１演題
　・第31回日本看護科学学会学術集会　　交流集会　１題　　　　口演　２演題　　　　示説　４演題
　


開催年月 実施内容 参加対象 参加者数 


4 月～3 月 プロジェクト連携推進会議    6 回 連携大学ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ教員 延べ 265 名 


4 月～3 月 大学コンソーシアム準備委員会  6 回 連携大学ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ教員 延べ 108 名 


4 月～11 月 ケアリング・アイランドウィーク企画委員会  3 回 連携大学ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ教員 延べ 61 名 


4 月～3 月 連携事業運営委員会（外部委員会） 4 回 外部委員および事務局 延べ 29 名 


4 月～11 月 情報戦略委員会（外部委員会） 2 回 外部委員および事務局 延べ 13 名 


10 月～3 月 連携事業評価委員会（外部委員会）2 回 外部委員および事務局 延べ 17 名 
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福岡県立大学（教育）


評価に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


教育に関する特記事項の続き（平成23年度）


③【特別記念講演】
　社会福祉学科教員を中心に企画実施。
　　前国際ソーシャルワーカー連盟会長（デイビッド・ジョーンズ氏）による来日特別記念講演「地球規模で変わる環境における
　ソーシャルワーク」を実施。本学学生他、関係大学教員、地域の関係機関にも参加を呼びかけた。参加者１２０名。


④【平成２３年度社会福祉士養成校協会九州ブロック研究大会】
　　本学社会福祉学科が担当校として九州ブロック研究大会を開催した。
　　大会テーマは「新カリキュラムの中で社会福祉士養成教育の課題を考える　－ソーシャルワーカーの共通基盤を求
　　めて－」。
　　大学教員、福祉施設関係者等１２０名参加。


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】
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福岡県立大学（研究）


中期目標
2 研究


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A+ 2 A+ 2


20 A 2 A 2


21 B 2 A 2


22 B 2 A 2


23 A 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 2 A 2


A 2 A 2


A 2


項目別の状況 （年度計画項目）


「大学の教育や社会の発展に役立つ研究を推進する。」


 福岡県立大学は、人間社会学部と看護学部が連携し、保健・医療・福祉に関する大学の教育と社会の発展に有用な学際的な研究を重点的に推進する。
 研究費については、大学の財源を効果的に配分するとともに、外部研究資金の獲得に積極的に取り組む。


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


通し番号


１　特色ある研究
の推進


附属研究所を組
織する。附属研究
所（生涯福祉研究
センター、ヘルス
プロモーション実
践研究センター）
を核にし、福祉社
会を創造する保
健・福祉・教育･心
理･社会等の分野
に関する幅広い
視野に立った学
際的な研究を推
進する。


1 【附属研究所に従来の生涯福祉研
究センターと新たにヘルスプロモー
ション実践研究センターを組織し、
両学部が連携した学際的な研究プ
ロジェクトを実施】
①地域のヘルスプロモーション研
   究を実施する。
②福岡県行政（保健福祉部等）、福
   祉機関、学校教育機関等と連携
    し、地域の福祉研究（地域の老
   人医療・介護費に関わる問題等）
   を実施する。
③地域住民のキャリア教育・キャリ
   ア形成に関わる研究を実施する。


○達成目標
　・プロジェクト数
                  ：毎年3件以上


評価委員会


○研究プロジェクトの設置
　・生涯福祉研究センター研究プロジェクト
　・ヘルスプロモーション実践研究センター研究
　プロジェクト
　・共同研究プロジェクト
○研究プロジェクトの内容・研究成果の公開
　・源流塾　(ヒーリング教育)


○数値目標
　・生涯福祉研究センター研究プロジェクト：１０件
　・ヘルスプロモーション実践研究センター
　研究プロジェクト　：１５件以上
　・共同研究プロジェクト：5件以上（うち新規2件）


○研究プロジェクトの設置
　・生涯福祉研究センター研究プロジェクト：科学研究費補助金6件　奨励交付金6件 共同研究事業助成金2件　計14件
　・ヘルスプロモーション実践研究センター研究プロジェクト：科学研究費補助金9件、基金助成金10件　計19件
　・共同研究プロジェクト　5件
 　 「足と靴の問題性と福祉拡充に関する総合的研究プロジェクト」
　　「地域福祉計画による地域福祉推進の課題と方法に関する研究ー日韓比較の視点からー」
　　「赤村住民のメタボリックシンドローム予防対策に関する総合的研究」
　　「福祉系総合大学の特徴を活かした総合的スポーツクラブの展開と全国的な差異化に関する研究」
　　「福岡県立大学における就業力育成事業を支援する英語教育カリキュラム開発研究」


○研究プロジェクトの内容・研究成果の公開
　・源流塾　(ヒーリング教育)　3回実施


○目標実績
　・生涯福祉研究センター研究プロジェクト：計14件
　・ヘルスプロモーション実践研究センター研究プロジェクト：計19件
　・共同研究プロジェクト　10件（うち新規８件）


備考 業務実績評価書の記載内容


No.35
「生涯福祉
研究セン
ター研究実
績」


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


34


【平成23年度計画】


2


1-1


計画の実施状況


自己評価


A


　平成23年度計画に基づき、年
度当初から計画の遂行がなされ
ている。更に、各種研究プロジェ
クトは新規分を含め目標を上回
る研究実績を上げており、年度
計画を上回って実施している。


【平成23年度の実施状況】


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会
業務実績評価書の記載内容


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


18～21年度（4年間）
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福岡県立大学（研究）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


通し番号


計画の実施状況


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 B 1


21 A 1 B 1


22 A+ 1 A 1


23 A+ 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 1 B 1


A 1 B 1


A 1


2 【外部研究資金の獲得】
　受託研究などによる外部資金を積
極的に獲得する。


○達成目標
　・外部研究資金獲得件数、金額
    　　　：年間30件、年間5千万円


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会


【平成23年度計画】


○外部研究資金獲得率の向上
　・申請、テーマの選定等に関する意見交換会の
　　開催
　・科研費に関する教員説明会の開催
○科研費申請者を高める為の新たな制度を検討
　する。
○公募状況の提供
　・学内メーリングリストを活用しての情報提供
○数値目標
　・外部研究資金への応募件数　 ：７０件以上
　・外部研究資金の獲得件数
     （産学官連携分を除く）：３０件 以上
　 　（外部研究資金獲得金額：５千万円以上）


○外部研究資金獲得率の向上
　・科研費に関する意見交換会の開催
○公募状況の提供
　・各種募集要項を、その都度、関係教員に配布し、応募を勧奨
○目標実績
　・外部研究資金等への応募件数
       91件（新規61件、継続30件）（計画比：125％）
　　　　　　　（内訳：研究資金88件、その他3件）
　・外部研究資金の獲得件数（産学官連携分を除く）
　　　48件（新規25件、継続23件）（計画比：160％）
　　　　　　（内訳：研究資金45件、その他3件）


　　　（外部研究資金金額：152,257千円）（計画比：304％）
        (内訳：研究資金　63,562千円、その他の資金　88,695千円）


1


【平成23年度の実施状況】


35A+


　外部研究資金等への応募件数
が計画比１25％、その獲得件数
が計画比１60％、特に研究資金
獲得額が計画比304％となってお
り、計画を大幅に上回って実施し
ている。


No.20
「研究（研究
推進の状
況、外部研
究資金獲得
の状況」


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


年度
評価


自己評価
備考


業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


36


(決定)【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


評価委員会
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福岡県立大学（研究）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


通し番号


計画の実施状況


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 A 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 1 B 1


A 1 B 1


B 1


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


3 【産学官連携の推進】
　　附属研究所などを窓口及び活動
拠点とした産学官連携を積極的に
推進する。


○達成目標
　・産学官連携契約件数：年間2件


3-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


36


○産学官連携ワーキンググループの活性化
　・活動を拡充して、教員のインセンティブを高める。
　・セミナーの開催：産学連携・特許・商標登録・
　　IT技術などに関する研修会
　・学内メールマガジンの発行による、
　　各地でのイベント、セミナー、
　　公募事業の紹介
○各種イベントへの参加
　・新生活産業見本市（主催：福岡県新生活
　　産業室）、西日本福祉機器展などで、
　　研究シーズを発表する。
　　　また、教員に対して、これらシーズ発表会
　　への積極的な参加を呼びかける。


○達成目標
　・産学官連携契約件数
　　　　　：２件以上（継続を含む）
　・交流会参加者：４名
　・知的財産セミナーの開催
　　　　　　　　　　　　：年１回
　・メールマガジンの発行
　　　　　　　　：年12回以上
　・研究シーズの紹介参加者
　　　　　　　　：３名以上
（口頭発表、ポスターセッション等）


○産学官連携ワーキンググループの活動
　　・知的財産セミナー　「あなたの知的財産の守り方―コンピューターセキュリティの重要性」を開催（教職員21名参加）
　　・学外機関（福岡県、事業所、NPO、田川市など）との連携による、教員の意識向上
　　　・新生活産業くらぶFUKUOKA・福岡県「産学連携による新サービス創出のためのシーズ発表会」への参加
　　　　：教授１名、准教授１名がシーズ発表。
　　　・新生活産業くらぶFUKUOKAのマッチング事業への対応：２つの事業所から照会が有り、延べ４名の教員が対応した。
　　  ・東京都内の株式会社より、調査研究アドバイザーへの就任要請：准教授１名が新規契約によって就任。
　　　・足と靴の相談室in福岡県庁：本学とNPO、民間事業所との連携によって開発された靴（FPU靴）のPR／販売、及び
　　　　靴の購入相談を受け付けるコーナーを福岡県庁地下１Fで毎月運営した
　　　　（月3日間、運営担当：准教授１名、助手１名、客員研究員１名）。
　　　・西日本国際福祉機器展への出展　：福岡県立大学福祉用具研究会がポスターセッション、ブースにてシーズ・研究
　　　　成果を発表（准教授１名、客員研究員１名）。
　　　・メールマガジンの発行：シーズ発表会、産学官連携研究に関する公募情報、コンピューターセキュリティなどの情報
　　　　を全教職員に周知：年度内に17回発行。
○各種イベントへの参加
　　・西日本福祉機器展：准教授１名、客員研究員１名が参加
　　・新生活産業くらぶFUKUOKAシーズ発表会：教授１名、准教授１名が参加
○平成22年度に田川市と本学との間で締結された包括連携協定に基づき、３つの研究プロジェクトが実施された。
　　（2011年5月～2012年3月）


○目標実績
　・産学官連携契約件数：５件
　・知的財産セミナーの開催：2012年３月開催
　・メールマガジンの発行：17回発行
　・研究シーズの紹介参加者：8名（新生活産業くらぶFUKUOKA関係６名、西日本国際福祉機器展2名）


【平成23年度計画】


1


【平成23年度の実施状況】


A


　民間事業所との間に新規１件
の連携があった。シーズ発表者
やメールマガジンの発行回数も
目標を上回った。前年度に引き
続き、新産業くらぶFUKUOKAや
田川市との連携も行われており、
年度計画を上回って実施してい
る。


No.22
「産学官連
携」


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


18～23年度（6年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


業務実績評価書の記載内容


18～21年度（4年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


18～22年度（5年間）
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福岡県立大学（研究）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


通し番号


計画の実施状況


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


中期
目標


業務実績評
価書の記載


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


5 5 4 4


4 【研究費の配分】
　研究経費の全学的視点からの戦
略的配分を推進するために、個々
の教員の基礎的研究費を確保しつ
つ、理事長裁量経費としての研究奨
励交付金制度を拡充する。


○達成目標
　・研究費に占める研究奨励交付
　　金の割合 ：30％
　・論文数（査読付、学術書掲載分）
      ：90件以上
       （人間社会学部40件以上、
　　　　看護学部50件以上）
　・学会発表（招待講演、シンポジ
　　スト招聘分）：10件以上
  　（人間社会学部5件以上、看護
　　　学部5件以上）
　　・特許・実用新案件数（取得済
　　　のもの）
　　　　：平成23年度までに1件以上


4-1 【平成23年度計画】


業務実績評価書の記載内容


1


備考


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


37


○理事長裁量経費としての研究奨励交付金制度を
継続する。


○数値目標
　・研究費に占める研究奨励交付金の割合：３０％
　・論文数（査読付き、学術書掲載文）
　　　　　：９０件以上（人間社会学部４０件以上、
　　　　　　看護学部５０件以上）
　・学会発表（招聘講演、シンポジスト招聘分）
　　　　　：１０件（人間社会学部５件、看護学部５件）
　・特許・実用新案件数　　：１件以上


○プロジェクト研究10件、個別研究26件（看護学部19件、人間社会学部7件）に奨励交付金を交付した。
　　計　18,751,000円


○目標実績
　・研究費に占める研究奨励交付金の割合： 30％
　・論文数（査読付き、学術書掲載文）
　　　　　：86件（人間社会学部　19件、看護学部　67件）
　・学会発表（招聘講演、シンポジスト招聘分）
　　　　　：14件（人間社会学部　5件、看護学部　9件）
　・特許・実用新案件数　　：　１件


【平成23年度の実施状況】


B


　競争的研究資金として定着し、
年度計画を十分に実施してい
る。


No.21
「論文等の
実績」


No.36
「学術研究
経費予算」


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価 評価委員会


自己評価


ウェイト総計 項目数計


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


評価委員会


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


　・1-1-1：超高齢時代を迎え、「健やかで心豊かな福祉社会づくり」に寄与するプロジェクト研究が重要となっている。本学の特色として附属研究所の共同プロジェクトを重点化する必要がある。


教育に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容
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福岡県立大学（社会貢献）


中期目標
3 社会貢献


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


項目別の状況 （年度計画項目）


「大学の保有する人材、知識、施設等を社会のために活用する。」


大学が保有する人材や知識等を活用して、保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士等を対象としたリカレント教育を実施するとともに、人間社会学部と看護学部の連携のもとで、地域住民の健康・福祉等に関する支援を実施し、積極的な社会貢献を果たす。


項目別の状況 （年度計画項目）


「大学の保有する人材、知識、施設等を社会のために活用する。」


大学が保有する人材や知識等を活用して、保健師、助産師、看護師、社会福祉士、精神保健福祉士等を対象としたリカレント教育を実施するとともに、人間社会学部と看護学部の連携のもとで、地域住民の健康・福祉等に関する支援を実施し、積極的な社会貢献を果たす。


自己評価


データ
番　号


通し番号


1　地域貢献


附属研究所(生涯
福祉研究セン
ター、ヘルスプロ
モーション実践研
究センター）を核
に、健やかで心
豊かな福祉社会
の実現に貢献す
る。


1 【地域住民の健康の向上、福祉、教
育等の相談・支援等の実施】
①新生児、子ども、成人、高齢者
   を対象とした健康教育を実施
   する。


②保健・福祉・教育等に関わる個
    別の相談・支援を検討し、実施
    する。
　    不登校や発達障害、自然環
    境保全、健康づくり、青少年の
    非行防止など地域の住民や団
    体の相談に応じ、地域住民と
    連携して改善に取り組む。


○達成目標
　・健康教室・相談等事業数
　　　　　　　　　：年間10件以上
　・参加者数・相談者数
　　　：年間個別相談参加者数
　　　　　　　　　　　　　　50人以上
　　　：年間集団教育参加者数
　　　　　　　　　　　　　：500人以上
　・参加者・相談者アンケート
　　　　　：75％以上の良好評価


1-1


1


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


【平成23年度の実施状況】
【地域住民を対象とした健康教室の実施（ヘルスプロモーション実践研究センター）】
○支援的環境づくり
　・健康大使(世にも珍しいマザークラス卒業生）への継続教育、参加者34名
　・地域と共に創造する筑豊健康長寿文化：67回，延べ200名，
 上記の他、3事業を実施した。
　
○地域活動の強化
　・「癒しの空間」の管理運営:・延べ357名利用。
　・健康教室（ヒーリング講習会、延べ189名）、田川市立病院職員へのヒーリング講習会（延べ240名）他を実施
  ・世にも珍しいマザークラスinたがわ同窓会・健康大使任命式（34名参加）他を実施
　・筑豊市民大学・看護ゼミ「ヘルシーエイジングゼミ:（ゼミ生は20名，延べ143名）
　・地域におけるヘルスプロモーション環境作りのためのハーブ栽培 を楽しむ生活づくり（10名）他を実施
　・性の健康に関する事業：マンスリービクス（2回69名）、布ナプキンワークショップ（1回31名）
　　思春期の性と子育てセミナー（1回17名）、性教育出前講座（4回267名）、月経に関する個別相談（7名）
　上記の他、7事業を実施した。


○個人技術の開発
　・世にも珍しいマザークラスinふくおか（同窓会・健康大使任命式28名参加）他を実施
　・パパママは名医だぞ：5回（延べ246名）
　・コミュニティ成人教育（ティーチングコースin東京：受講登録5名　延べ120名）
　上記の他、3事業を実施した。


○萌芽的事業
　　・県立大学女性と子どものためのスペース「ら・どんな・まんま」（参加者4名）
　　・田川市国際泥んこどっちボール大会（共同開催）
　上記の他、1事業を実施した。


○健康大使制度の構築と実施
　・健康大使制度運用要綱の作成および教授会報告（健康大使の称号授与）
　・児童虐待関係者支援：福岡県田川児童相談所と共催（参加者278名）


【新たな取組】
　・サイエンスマンス（秋興祭）の開催（生涯福祉研究センターと共同）


○目標実績
  ・健康教室等事業数　28件
  ・参加人数　延べ 3,669名
　・参加者アンケート良好評価：　95％
　・新規健康大使育成数：　34人


No.38
「ヘルスプロ
モーション実
践研究セン
ターにおけ
る地域住民
を対象とし
た健康教室
及びリカレン
ト教育等」


　年度計画に基づき、事業を確
実に遂行し、参加人数も前年度
と比較して300名余増えている。
　さらに新たな取組として、看護
と福祉の共同でサイエンスマン
スFUKUOKAの開催や多職種合
同で行った研修会の開催など、
年度計画を上回って実施してい
る。


【平成23年度計画】
【地域住民を対象とした健康教室の実施（ヘルスプ
ロモーション実践研究センター）】
○支援的環境づくり
　・健康大使(世にも珍しいマザークラス卒業生）へ
　　の継続教育
　・地域住民と共に創造する筑豊の健康長寿文化
　・慢性疾患セルフマネジメントプログラムワーク
　　ショップ　　年間 6回
○地域活動の強化
　・「癒しの空間」の管理運営
　・健康教室の実施（ヒーリング講習会、ヒーリング
　　ワークショップ）
　・健康教室の実施（世にも珍しいマザークラス
　　　inたがわ)
　・筑豊市民大学・看護ゼミ「ヘルシーエイジン
　　グゼミ」
　・地域におけるヘルスプロモーション環境作
　　りのためのハーブ栽培を楽しむ生活づくり
 ・性の健康に関する事業
 ○個人技術の開発
　・健康教室の実施（世にも珍しいマザークラス
　　inふくおか）
　・これで安心パパ・ママは名医だぞ(子供の
　　病気の手当て）
  ・コミュニティにおける成人教育（ティーチィング
　　コースin東京
○萌芽的事業
　＜地域活動の強化＞
　 ・県立大学女性と子供のためのスペース
　　「ら・どんな・まんま」
   ・田川市国際泥んこドッチボール大会
　＜支援的環境づくり＞
  ・日韓での看護教育における教育力開発
　・当事者参加型高齢者ケア研究会（仮）設立
○健康大使制度の構築と実施
　・昨年度までに育成した健康大使（マザークラス、
　　ヒーリングクラス、ヘルシーエイジング等）に
　　正式に健康大使の称号を授与する。


○数値目標
　・健康教室等：10件以上
　・参加者数：800人以上
　・参加者アンケート：75％以上の良好評価
　・新規健康大使育成数：２０人以上


38A
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A+ 1 A+ 1


20 A+ 1 A+ 1


21 A 1 A 1


22 A 1 A 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 A 1


21 B 1 B 1


22 A 1 A 1


23 A 1


1　地域貢献


附属研究所(生涯
福祉研究セン
ター、ヘルスプロ
モーション実践研
究センター）を核
に、健やかで心
豊かな福祉社会
の実現に貢献す
る。


1 【地域住民の健康の向上、福祉、教
育等の相談・支援等の実施】
①新生児、子ども、成人、高齢者
   を対象とした健康教育を実施
   する。


②保健・福祉・教育等に関わる個
    別の相談・支援を検討し、実施
    する。
　    不登校や発達障害、自然環
    境保全、健康づくり、青少年の
    非行防止など地域の住民や団
    体の相談に応じ、地域住民と
    連携して改善に取り組む。


○達成目標
　・健康教室・相談等事業数
　　　　　　　　　：年間10件以上
　・参加者数・相談者数
　　　：年間個別相談参加者数
　　　　　　　　　　　　　　50人以上
　　　：年間集団教育参加者数
　　　　　　　　　　　　　：500人以上
　・参加者・相談者アンケート
　　　　　：75％以上の良好評価


評価委員会


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


年度
評価


自己評価
備考


(決定)


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度計画】


【意見・コメント等】


　設定された全ての目標を上
回ったことに加え、サイエンスマ
ンス福岡への新たな参加を実施
し、参加者等が増加しており、年
度計画を上回って実施している。


1-2


年度
評価


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【生涯福祉研究センター】
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡充
　・おもちゃとしょかんたがわの運営：来館者；延べ266名
　・お父さんお母さんの学習室の運営：相談者；延べ40名
　・「足と靴の相談室」の運営：相談者；延べ61名
　・アンビシャス広場（親子広場）の運営（週1回、うち月1回プレーパーク実施）：利用者；延べ87組（200名）
○地域活動の強化
　・アンビシャス広場（童謡広場）の運営：10回実施　参加者；延べ55名
　・ボランティア養成ワークショップの開催：35回実施、参加者；延べ149名
　・福祉用具研究会の運営（5月～11月に７回開催）、参加者；延べ174名
　　　西日本国際福祉機器展においてパネル展示を実施
 
【新たな取組】
　・サイエンスマンスFUKUOKA（秋興祭）の開催（ヘルスプロモーション実践研究センターと共同）


○目標実績
　・おもちゃとしょかんたがわ：来館者数；延べ266名
　・お父さんお母さんの学習室：相談者数；延べ40名
　・「足と靴の相談室」：相談者数；延べ61名
　・アンビシャス広場（親子広場）：利用者数；延べ87組
　・アンビシャス広場（童謡広場）：参加者数；延べ55名
　・ボランティア養成ワークショップの開催：参加者数；延べ149人名


A


備考


【意見・コメント等】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【平成23年度の実施状況】


評価委員会
業務実績評価書の記載内容


39


【生涯福祉研究センター】
○福祉・教育・健康の相談事業の実施・拡充
　・おもちゃとしょかんたがわの運営
　・お父さんお母さんの学習室の運営
　・「足と靴の相談室」の運営
　・アンビシャス広場（親子広場）の運営（週１回、
　　うち月1回プレーパーク実施）
○地域活動の強化
　・アンビシャス広場（童謡広場）の運営
　・ボランティア養成ワークショップの開催
　・福祉用具研究会の運営
　　　（5月～8月に8回開催）


○数値目標
　・おもちゃとしょかんたがわ
　　（来館者数：延べ165名以上）
　・お父さんお母さんの学習室
　　（相談者数：延べ40名以上）
　・「足と靴の相談室」
　　（相談者数：延べ20名以上）
　・アンビシャス広場（親子広場）
　　（利用者数：延べ７組以上）
　・アンビシャス広場（童謡広場）
　　（月１回、参加者数：延べ40名以上）
　・ボランティア養成ワークショップの開催
　　（月１回、参加者数：延べ35人以上）


(決定)


1
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


（評
価委


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20 A+ 1 A+ 1


21 A+ 1 A+ 1


22 A+ 1 A+ 1


23 A+ 1


A+1


1 1-3


年度
評価


【意見・コメント等】


　独立行政法人日本学術振興会
の質の高い大学教育推進プログ
ラム現地調査報告書の中で、本
学の「不登校・ひきこもりへの援
助力養成教育」が特に優れてお
り波及効果が見込まれる取組と
して記載され、極めて高い評価
を受けた。これはキャンパス・ス
クール及び家族支援事業等を中
心とした本センターを核とする総
合的な学生教育の仕組みについ
ての評価であり、最先進モデル
として国レベルで期待されてい
る。また、ひきこもりについても公
開講座を博多エリアで展開する
ことができており、県内の中心的
役割として認識されている。
　センター事業とそのコンセプト
は県内のみならず国レベルで高
く評価されており、計画を大幅に
上回って実施している。


40


(決定)


【平成23年度計画】
【不登校・ひきこもりサポートセンター】
○県大子どもサポーター派遣事業の実施
○教員対象研修事業の実施
○フリースクールネットワーク及びシンポジウムの開
催
○適応指導教室実践支援の実施
○ひきこもり支援講座開催
○キャンパススクールの事業
○家族支援事業
　


○数値目標
　・サポーター登録者数：１60名以上
　・サポーター派遣人数：１40名以上
　・教員対象研修回数  ：30回以上
　・フリースクールネットワーク会議回数：年3回
  ・シンポジウム開催回数：年１回
  ・福岡県内適応指導教室への訪問回数：20回以上
　・講座開催：年４回
  ・キャンパス・スクール受入れ児童数：30名以上
  ・家族会回数：年9回
　・家庭訪問回数：50回以上


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会


No.37
「不登校・ひ
きこもりサ
ポートセン
ターの活動
状況」


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【平成23年度の実施状況】
[不登校・ひきこもりサポートセンター]
○県大子どもサポーター派遣事業
　・センターの研修を終了した学生を「県大子どもサポーター」として不登校支援を求める学校に派遣
○教員対象研修事業の実施
　・センターの幹事教員や専門研究員による学校主催等の研修会で不登校研修を実施
○フリースクールネットワーク及びシンポジウムの開催
　・県内にあるフリースクールの実態把握を進め、ネットワーク構築の問題点を検討
○適応指導教室実践支援の実施
　・センターの幹事教員や専門研究員による適応指導教室支援を実施
○ひきこもり支援講座開催
　・ひきこもり支援講座として博多にて公開講座を実施
○キャンパススクールの事業
　・学内に設置したフリースクール「キャンパス・スクール」では、県大子どもサポーターの参加を得て、
　　不登校の子供を学内での学習及び社会性の発達支援を実施
○家族支援事業
　・センターの幹事教員や専門研究員による家族会主催（月1回）及び家族訪問を実施


○目標実績
　・サポーター登録者数： 202 名
　・サポーター派遣人数： 309名（延べ1,658名）
　・教員対象研修回数  ：  45回（対象者数：3,013名）
　・フリースクールネットワーク会議回数：0回
　・シンポジウム開催回数：1回
　・福岡県内適応指導教室への訪問回数：  18回
　・講座開催：3回
　・キャンパス・スクール受入れ児童数： 22名
　・家族会回数： 11回
　・家庭訪問回数： 263回


[新たな取組]
○ 国際どろんこドッジボール大会主催（学生・教員・子ども・地域住民120名参加、NHKテレビで放映）
○ キャンパス・スクールの生徒3名の職場実習実施(ラピュタ・ファーム）
○ 鎮西ウォーク主催（学生2名、子ども19名参加)
○ 家族交流会研修会を開催（学生13名、家族・関係者18名)
○ 全国各地・各機関からの視察への対応
　・全国適応指導教室事務局(2名)、嘉麻市スクールソーシャルワーカー等（3名）、
　　札幌市子ども未来局子どもの権利推進課(1名)、金川校区主任児童委員会（6名)、
　　兵庫教育大学3名、兵庫県教育委員会1名
○ 独立行政法人日本学術振興会の質の高い大学教育推進プログラム現地調査報告書の中で、
　　本学の「不登校・ひきこもりへの援助力養成教育」が特に優れており波及効果が見込まれる
　　取組として記載され、高い評価を受けた。
○ その他、福岡県警少年非行防止大会に参加（学生4名）の他、各種地域行政取組に参加11回計24名


備考 業務実績評価書の記載内容
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20


21


22 Ａ 1 A 1


23 A 1


備考


【平成23年度計画】
【社会貢献・ボランティア支援センター】
○学生ボランティア活動支援事業
　　・学生ボランティア及びボランティアサークル等
　　　の登録
　　・学生へのボランティア活動及び社会貢献活動
　　　の情報提供
　  ・学生ボランティアに対する相談支援
　  ・コミュニケーションスキルアップ講座（積極的
　　　傾聴トレーニング、アサーショントレーニング）
○地域での学生による社会貢献支援事業
　　・学内外の関連機関（附属研究所の他のセン
　　　ター、就業力向上支援会議、キャリアサポー
　　　トセンターや各地の社会福祉協議会のボラ
　　　ンティアセンターなど）との連携強化
　　・コーディネートの実施　（コーディネートした
　　　依頼者・団体及びイベントの把握）
　　・学内及び学外の依頼者及び依頼団体・機関
　　　の登録
○学生による社会貢献に関する教育支援事業
　　・学生の活動に必要なスキル、マナー、活動先
　　　などに関する学習会や研修会の企画・実施
　　・学生ボランティア活動者によるフォーラム
　　　（実践発表会）の開催
　　※上記2点は、社会貢献論及び社会貢献演習
　　　の一環として行うものも含む。
○学生による社会貢献に関する研究・調査事業
　　・依頼者及び依頼団体に対するニーズ調査の
　　　実施
　　・学生ボランティア活動者に対するニーズ調査
　　　の実施


○数値目標
 　 ・学生登録者数：300人以上
 　 ・外部団体・機関登録数：60以上
  　・社会貢献フォーラム開催回数：年1回


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】


評価委員会


(決定)


1


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1-4


年度
評価


41


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価


A


　センターに登録した学生数及
び外部団体の登録件数ともに目
標を大幅に上回っており、学生
による社会貢献に関する教育支
援活動にも力を注ぐことができて
いる。すなわち、学生の要望を重
視し、東日本大震災の被災地に
学生を派遣することができ、さら
に、学生による社会貢献に関す
る研究・調査についても社会貢
献論演習を通して支援している。
　また、外部の地域支援員を1人
配置したことで、学生の社会貢
献活動における教育支援の充実
を図ることができており、以上、
年度計画を上回って実施してい
る。


【平成23年度の実施状況】
【社会貢献・ボランティア支援センター】
○学生ボランティア活動支援事業
　・学生登録者数：395名、ボランティアサークル登録件数：10件
　・学生への情報提供
　・相談支援
　　　学生ボランティアサークルとの交流会を毎月1回実施（参加学生数　延べ147名）
　　　個別相談への対応　99名
　・コミュニケーションスキルアップ講座（積極的傾聴トレーニング等）の実施（参加学生数　延べ197名）
　・献血推進サークル「けんけつっち」が学生ボランティア団体から表彰
　
○地域での学生による社会貢献支援事業
　・学内外の関連機関との連携強化
　　　学内：就業力向上支援室のプレ・インターンシップ先の開拓に協力
　　　学外：福祉関連団体と情報交換、学生ボランティアに関する調整
　・コーディネートの実施：実施件数41件
　・外部団体登録件数：97件
　・登録外部団体からのボランティア依頼：73件


○学生による社会貢献に関する教育支援事業
　・マナー研修の実施（参加学生数145名）
　・平成22年度「社会貢献論演習」を受講した学生3名の「社会貢献論」「社会貢献論演習」におけるTA活動を支援
　・学生の社会貢献活動における教育支援の充実を図るため、センター運営部会に外部の地域支援員1名の参加を得た。
　・東日本大震災学生ボランティア「チームひまわり」の学生活動支援
　　　「チームひまわり」のメンバーの中から3名の学生を厳選し、事前準備を指導し、3月9日～17日にかけて他大学の
　　　東日本大震災ボランティア活動に同行させた。
　・「福岡県立大学と伊田商店街の連携によるコミュニティスペース設置事業」の学生活動を支援
○学生による社会貢献に関する研究・調査事業
　・依頼者及び依頼団体等に対するニーズ調査について、「ボランティア活動（前・後）のアンケート」を実施した。
　・社会貢献論演習で「駅の待合室改善」「大学周辺の街灯設置」「大学のキャラクター制作」の
　　3つのテーマで実施した調査活動を支援した。


○目標実績
　・学生登録数：395名
　・外部団体・機関登録数：97件
　・社会貢献フォーラム開催数：1回/年
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


(決
定)


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A+ 1 A+ 1


A+ 1 A+ 1


A+ 1


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


18～21年度（4年間）18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


【意見・コメント等】


自己評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会


A


　各種リカレント事業の参加者が
数値目標を上回るとともに、NPO
法人と連携し、新たに介護福祉
に関するいくつかの研修会を立
ち上げた。
　以上、年度計画を上回って実
施している。


【平成23年度の実施状況】
【リカレント教育等の実施（生涯福祉研究センター）】
○地域支援の充実
　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」の実施：5回開催　教師、保育士参加　受講者；125人
　・「足と靴のリカレント講座・初級」の実施；受講者12名
　・「日本語クラブ田川」運営の支援(月2回）：24回実施、参加者；延べ130名
　・「Nobody’s Perfectプログラム講座」の実施：
　　　子育てネットワークたんたんと共催し子育て中の母親教育プログラムを展開：9回実施、参加親子；126組
○教育研修活動の実施
　・社会福祉従事者を対象としたシンポジウムの開催
    リカレントセミナー「グローバル化と児童福祉」（2講演）、参加者；57名
　・「山本作兵衛さんを「読む」会」の実施・運営：45回実施、参加者；延べ876名
　　　日記の読解・電子データ化作業・情報公開について再検討
　　　地域文化資料の視察・交流会の実施
　・「筑豊英語教員フォーラム」の実施・運営　：10回開催：参加者；延べ73名
　・「筑豊市民大学」運営委員会の支援（月2回）
　　　　共催団体として、運営委員会及び講座開催のサポート、カリキュラム策定に関するアドバイスを行った。
　・「さわやかな自己表現塾」の開設
　　　5月に本学教員からなる運営委員会を立ち上げ、講義内容・募集方法などを検討
　　　就業力向上プログラム実行委員会、附属研究所各センターと連携して参加者を募集
　　　2回（基礎編、応用編）として開催、参加者；延べ15名
　　　『福岡県立大学心理臨床研究』No.3（2012年3月）で内容・成果を報告
　・「福祉用具に関する介護者研修会」の開催：参加者；延べ402名
　　主催：NPO福祉用具ネット　共催：生涯福祉研究センター
　　　「アサーション研修会」（2回、参加者計94名）
　　　「介護職のためのスキルアップセミナー」
　　　　　①在宅介護における感染症対策について」：参加者65名
　　　　　②介護現場で知っておくと便利な応急処置」：参加者65名
　　　　　③排泄ケア・おむつのじょうずな当て方について」：参加者32名
　　　　「認知症の方への関わり方―心理臨床の視点」：参加者72名
　　　　「動作介助とポジショニングについて」：参加者74名
　・「生命保険実学（文化）講座」の開催：参加者；延べ9名
　・「福祉用具ゼミ」(福祉用具体験ミニ講習会）の開催
　　　　4月に本学教員からなる運営委員会を立ち上げ、講義内容・募集方法などを検討
　　　　「福祉用具体験講習―床ずれ防止用具編」として実施　参加者；延べ12名
　
【新たな取組】
　・山本作兵衛原画の展示（秋興祭）：原画10点その他資料を展示、：観覧者210名
　・山本作兵衛原画特別展示会：田川・中村美術館において共催で実施（1～3月）
　・附属研究所竣工式で、山本作兵衛の遺品及びレプリカ、資料十数点を展示
　・附属研究所紹介リーフレット（２種類）の作成：各センターと連携して作成、配布


○目標実績
　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」：受講者；125名
　・「足と靴のリカレント講座・初級」；受講者；12名
　・NPプログラム講座：参加親子；126組
　・社会福祉士従事者を対象としたシンポジウム：参加者；57名
　・山本作兵衛さんを〈読む〉会：参加者；延べ876名
　・筑豊英語教員フォーラム：参加者；延べ73名
　・福祉用具に関する介護者研修会：参加者；延べ402名
  ・「生命保険文化講座」：参加者；延べ9名
　・「福祉用具ゼミ」：参加者；延べ12名
　・「さわやかな自己表現塾」：参加者；延べ15名


1


2 【資格・免許保持者等へのリカレント
教育や研修の実施】
①保健師や助産師、看護師への
   キャリアアップ及びリカレント
   教育
　　・キャリアアップ教育
　　　臨床実習指導者講習会、
　　教員養成講習会、実践健康
　　教育士講習会など認定取得
　　につながる講習会
・リカレント教育
　　糖尿病や難病、在宅酸素療法、
　　オストメイト支援など各種専門
　　分野の講習会、患者会支援
　　方法など専門分野を深める
　　講習会
②　社会福祉士や精神保健福祉
   士等の福祉従事者へのキャ
    リアアップ及びリカレント教育
    ・社会福祉援助技術のスキ
    ルアップ研修や社会福祉制
    度・施策に関するシンポジウ
    ムの開催等のキャリアアップ
    及びリカレント教育を実施す
     る。
③公開講座の充実
　　 ・大学の教育・研究の成果を
       地域に還元する。


○達成目標
　・キャリアアップ・リカレント講習
　　会開催数、受講者数
　　　：年間5コース、前年度以上
　　・シンポジウム開催数、参加
　　　者数：年間1回、前年度以上
　　・公開講座数、受講者数
　　　　　：年間3コース、前年度以上
　　・参加者アンケート
　　　　　：75％以上の良好評価


2-1 【平成23年度計画】
【リカレント教育等の実施（生涯福祉研究センター）】
○地域支援の充実
　　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」
　　　の実施
　　・「足と靴のリカレント講座・初級」の実施
　　・「日本語クラブ田川」運営の支援(月2回）
　　　　共催団体として、同クラブの運営をサポート
　　・「Nobody’s Perfectプログラム講座」の実施
　　　　子育てネットワークたんたんと共催し子育て
　　　中の母親教育プログラムを展開する。
○教育研修活動の実施
　・社会福祉従事者を対象としたシンポジウム
　　の開催
　・「山本作兵衛さんを「読む」会」の実施・運営
　　　日記の読解・電子データ化作業・情報公開に
　　　ついて再検討
　　　地域文化資料の視察・交流会
　・「筑豊英語教員フォーラム」の実施・運営
　　（月１～２回）
　　　高等学校教員などを対象とする英会話スキ
　　　ルの向上
　・「筑豊市民大学」運営委員会の支援（月2回）
　　　　共催団体として、運営委員会及び講座開催
　　　　のサポート、カリキュラム策定に関するアド
　　　　バイスを行う。
　・「さわやかな自己表現塾」の開設
　　　附属研究所の他のセンター、心理教育相談室、
　　人間社会学部公共社会学科の共催事業として、
　　学部学生、大学院生、卒業生などを対象とした
　　「さわやかな自己表現塾」（アサーショントレー
　　ニング）を開催する。
  ・「福祉用具に関する介護者研修会」の開催
　　　　福祉職・医療職を対象に福祉用具に関する
　　　　研修会を複数回実施する。
　　　　主催：NPO福祉用具ネット、後援：福岡県立
　　　　　大学、福岡県立大学福祉用具研究会）
　・「生命保険実学講座」の開催
　　　　(財)生命保険文化センターとの連携により、
　　　　本学教職員、卒業生、学部学生・ 大学院生
　　　　・卒業生などをを対象とした、生命保険文化
　　　　講座を実施する。
　・「福祉用具ゼミ」(福祉用具体験ミニ講習会）の
　　開催
　　　　福岡県立大学福祉用具研究会と共同して、
　　　　本学教職員・卒業生・学部学生・ 大学院生
　　　　などを対象に、福祉用具研究会がこれまで
　　　　開発してきた商品や研究成果について
　　　　紹介する。講習は少人数のゼミ形式とする。


○数値目標
　・「特別支援教育・スキルアッププログラム」
　　　：受講者；10名以上
　・「足と靴のリカレント講座・初級」
　　　；受講者；延べ10名以上
　・NPプログラム講座：参加親子10組以上
　・社会福祉士従事者を対象としたシンポジウム
　　　：参加者；80名以上
　・山本作兵衛さんを〈読む〉会
　　　：参加者；延べ400名以上
　・筑豊英語教員フォーラム
　　　：参加者；延べ50名以上
　・福祉用具に関する介護者研修会
　　　：参加者；延べ160名以上
  ・「生命保険文化講座」
　　　：参加者；延べ12名以上
　・「福祉用具ゼミ」：参加者；延べ12名以上
　　注）「漢詩を読む会」は、主宰者退職のため中止
　・「さわやかな自己表現塾」
　　　：参加者；延べ12名以上


18～23年度（6年間）


42
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A+ 1 A+ 1


20 A 1 B 1


21 A 1 A 1


22 A 1 A 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A+ 1 A+ 1


20 A+ 1 A+ 1


21 A 1 A 1


22 A 1 A 1


23 A 1


2 【資格・免許保持者等へのリカレント
教育や研修の実施】
①保健師や助産師、看護師への
   キャリアアップ及びリカレント
   教育
　　・キャリアアップ教育
　　　臨床実習指導者講習会、
　　教員養成講習会、実践健康
　　教育士講習会など認定取得
　　につながる講習会
・リカレント教育
　　糖尿病や難病、在宅酸素療法、
　　オストメイト支援など各種専門
　　分野の講習会、患者会支援
　　方法など専門分野を深める
　　講習会
②　社会福祉士や精神保健福祉
   士等の福祉従事者へのキャ
    リアアップ及びリカレント教育
    ・社会福祉援助技術のスキ
    ルアップ研修や社会福祉制
    度・施策に関するシンポジウ
    ムの開催等のキャリアアップ
    及びリカレント教育を実施す
     る。
③公開講座の充実
　　 ・大学の教育・研究の成果を
       地域に還元する。


○達成目標
　・キャリアアップ・リカレント講習
　　会開催数、受講者数
　　　：年間5コース、前年度以上
　　・シンポジウム開催数、参加
　　　者数：年間1回、前年度以上
　　・公開講座数、受講者数
　　　　　：年間3コース、前年度以上
　　・参加者アンケート
　　　　　：75％以上の良好評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


業務実績評価書の記載内容
自己評価 評価委員会


備考


2-2


年度
評価


業務実績評価書の記載内容


1


【平成23年度の実施状況】
【リカレント教育等の実施（ヘルスプロモーション実践研究センター）】
○地域活動
　・看護職へのリカレント教育（世にも珍しいマザークラス医療者セミナー）　参加者101名
　・UNICEF/WHOの「母乳育児支援者のための20時間ベーシックコース」
　　　第1期：4日間コース(参加者延べ42名）第2期：3日間コース(参加者延べ33名）第3期：4日間コース(参加者延べ49名）
　・福岡県立大学看護学部実習調整会議　65名
　・大学院公開講座　109名(再掲）
　・地域在宅推進における実務者研修会（シンポジウム）2回　106名
○個人技術
　・健康保育（健康大使）　11回　延べ785名
　・子どもの健康見守り隊　　延べ288名
　・小児科外来看護師さんの井戸端会議　2回　32名
  ・母乳育児支援を学ぶ九州教室： 母乳育児支援を学ぶ九州教室　第5回：（参加者延べ88名） 第6回：(参加者延べ102名）
○健康サービスの方向転換
　・慢性疾患セルフマネジメントプログラムワークショップ６回　延べ30名
　・いのちをみつめるワークショップ　79名
　・福岡県地域医療推進会議での協議　26名
  ・在宅医療推進のための多職種連携会議の企画運営助言　11回　延べ245名
　・地域包括支援における協議　60名
　・ホリスティック看護へのいざない　2回 168名
　・福岡県糖尿病者教育研究会　11回（延べ68名）
　・源流塾　3回（延べ27名）
　・海外交流　中国北京中医薬大学との国際協働　33名


　○目標実績
　・キャリアアップ・リカレント講習会開催数   ：16コース
　・キャリアアップ・リカレント講習会受講者数：1,721名
　・シンポジウム開催数   ：　２回
　・シンポジウム参加者数：　106名
  ・参加者の満足度：良好評価　100％


備考


A


　各種リカレント教育は、年度計
画のとおり着実に実施された。そ
のうえで、母乳育児支援のコー
スなど新規コースが増え、年度
計画を上回って実施している。
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【リカレント教育等の実施（ヘルスプロモーション実践
研究センター）】
 ○地域活動の強化
  　  ・看護職へのリカレント教育（世にも珍しいマ
　　　　ザークラス医療者セミナー）
　　　・UNICEF/WHOの「母乳育児支援者のための
　　　　20時間ベーシックコース」
   　 ・福岡県立大学看護学部実習調整会議
 ○個人技術の開発
　　　・健康保育（健康大使）
 ○健康サービスの方向転換
　　  ・慢性疾患セルフマネジメントプログラム
　　　　ワークショップ
　　　6回コース：対象･･慢性疾患患者＋医療従事者
　
 ○数値目標
　・キャリアアップ・リカレント講習会開催数
　   ：年間10コース以上
　・キャリアアップ・リカレント講習会
　　：受講者数：300名以上
　・シンポジウム開催数   ：年間１回
　・シンポジウム参加者数：100名以上
  ・参加者の満足度　７５%以上の良好評価


No.38
「ヘルスプロ
モーション実
践教育セン
ターにおけ
る地域住民
を対象とし
た健康教室
及びリカレン
ト教育等」


【平成23年度計画】


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


自己評価 評価委員会
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 A 1 B 1


23 Ｂ 1


【平成23年度の実施状況】


1


【平成23年度計画】2-3


年度
評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


B


　公開講座3コースの実施の他、
開催地・対象者の検討も行って
おり、年度計画を十分に実施し
ている。
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○公開講座の実施
　　　３コースによる公開講座を実施する。
○公開講座の開催地・対象者の検討
　　　・大都市圏での開催可能性について再検
　　　　討する。
　　　・市民一般を対象とする講座以外に、テーマ
　　　　によっては対象者を限定（例：高校生対象、
　　　　医療従事者対象、高齢者対象など）した
　　　　公開講座の実施可能性を検討する。
○小部会体制の活性化
　　　全学的なものとして教員の参加度を高め、
　　円滑で有機的な運営ができるようにする。


○数値目標
　・講座数：3コース
　・受講者：募集定員を満たす
　・アンケート；80％以上の良好評価


○公開講座の実施
　・講座数：3コース　全体テーマ『地域の課題解決に向けて』
　　　公開講座Ⅰ：「みんなで考える若者のひきこもり支援」（全3回ミニフォーラム）受講者29名（延べ68名）、
　　　　　　　　　　　良好評価80％
　　　公開講座Ⅱ：「子どもたちへの虐待を防止するために、私たちができること」（全3回）受講者10名（延べ27名）、
　　　　　　　　　　　良好評価　73.8％
　　　公開講座Ⅲ：「地域で共に支える未来」（全4回）受講者33名（延べ94名）、良好評価85.0％
○公開講座の開催地・対象者の検討
　・大都市圏での開催可能性について再検討し、公開講座Ⅰを福岡市で開催して好評を得た
　・市民一般を対象とする講座以外に、公開講座Ⅱではシンポジウムにおいて県児童相談所と共催
　　し、別枠で200人を超す多数の参加を得て好評であった。しかし、本学が得意とするテーマや
　　講座形式によっては対象者が限定され、今後の検討課題となった。
○小部会体制の活性化
　・全学的なものとして教員の参加度を高め、円滑で有機的な運営ができるように学内外に
　　　　積極的に広報すると共に、平成22年度から公開講座報告書を作成し、受講者など関係者に配布


○目標実績
　・講座数：3コース
　・受講者数：　72名（募集定員　3コース計90名 ：延べ189名）
　・アンケート　：良好評価　79.6％


No.23
「公開講座」


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


自己評価
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19


20


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 1 A 1


18～
22年


A 1 A 1


18～
23年


A 1


2-4


備考 業務実績評価書の記載内容


B


　受験倍率増加に向けたセミ
ナー開催を実施し目標の2倍以
上の参加を得たものの、受験者
数の増加には繋がらなかった。
　しかし、東日本大震災の影響
で他の教育機関では受験倍率
が定員数を満たさないところもあ
る中で、定員以上の受験者数は
確保できていた。
　受験生満足度については平均
評価は3.9であったが4評価以上
としたものの割合は59％であっ
た。
　数値目標で一部に達しないも
のがあったが、リカレント教育等
計画を上回って実施したものも
あるため、年度計画を十分に実
施している。


○リカレント教育等の実施（看護実践教育センター）
　　・九州糖尿病認定看護セミナー開催　　３月
　　・福岡糖尿病患者教育研究会の定期開催
　　　（１回／月開催）


○糖尿病健康教育活動の実施
　　・地域住民・企業等を対象に、糖尿病予防・
　　　療養等に関する出前講義
　　・医療・福祉・保健分野で働く人々からの糖尿病
　　　に関する相談対応システムの構築


○積極的広報活動
　　・ホームページの充実
　　・健康教育活動の告知・募集の実施


○数値目標
　　・受験倍率　　2倍
　　・受講生満足度　　4以上　　90％
　　・修了試験合格率　　100％
　　・認定試験合格率　　100％
　　･糖尿病予防教育　出前講義　　2回以上
　　　　　　　　　　　　　　参加者　50名以上
　　・セミナー参加者数　　50名以上
　　・患者教育研究会延べ参加者数　　100名以上


○リカレント教育等の実施（看護実践教育センター）について
　　・教育課程受験者リクルートのための「第4回九州糖尿病認定看護セミナー」の実施
　　　　　テーマ：「糖尿病看護認定看護師教育課程について」他　参加者数：103名
    ・福岡糖尿病患者教育研究会
　　　　・11回実施　参加者人数　延べ68名（再掲）
　　・福岡糖尿病患者教育研究会拡大研修（糖尿病看護実践能力向上のためのフォローアップ研修）の実施　(2日間）
　　　　　参加者数：24名（受講生満足度：4以上　100％）


○糖尿病健康教育活動の実施
　　・福岡糖尿病療養指導士会研修会への講師派遣　　テーマ：「血糖パターンマネジメントについて」　参加者数：80名
　　・熊本県難病相談・支援センター/ＮＰＯ法人 日本慢性疾患セルフマネジメント協会主催講演会への講師派遣
　　　　　テーマ：「自分らしく病気と付き合うために」：参加者数60名
　　　・近隣施設の職員等に対し対面による相談対応を実施した（19件）。
　
○積極的広報活動
　　・ホームページ上に、入試関連や講義・演習の様子等の記事・写真を随時更新した。
　　・地域住民へ糖尿病に関する相談対応・連絡先のアナウンスを実施した。


○目標実績
　　・受験倍率　1.17倍
　　・受講生満足度4以上　　59％
　　・修了試験合格率　100％
　　・認定試験合格率　94.4％
　　・糖尿病予防教育　出前講義2回実施、参加者140名
　　・セミナー参加者数　103名
　　・福岡糖尿病患者研究会　延べ参加者：68名（再掲）
　　・福岡糖尿病患者教育研究会拡大研修　延べ参加者24名


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


年度
評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価 評価委員会


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度の実施状況】
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【平成23年度計画】


　 1


【意見・コメント等】


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～21年度（4年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


（評
価委


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 C 1


20 B 1 B 1


21 A 1 A 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 A 1


21 A 1 A 1


22 A 1 A 1


23 A 1


【自
己評
価の


(決
定)


自己
評価


業務実績
評価書の


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 1 A 1


A 1 A 1


A 1


○情報交換と発信の検討
　・英語、コリア語、中国語のWebサイトを立ち上げ、情報の更新を適宜実施した。
　・コリア語、中国語版Webサイトにも国際交流の項目を追加し、国際交流活動を中心とした協定
　　締結校のリストを作成し掲載した。


【平成23年度の実施状況】


評価委員会
備考


(決定)


1


○情報交換と発信の検討
   ・英語・コリア語・中国語ウェブサイト掲載情報の
　　充実


46Ｂ


２　国際交流


保健・福祉にかか
わる人材育成の
ために、中国や
韓国の大学等と
相互の教育・研
究を推進する。


２　国際交流


保健・福祉にかか
わる人材育成の
ために、中国や
韓国の大学等と
相互の教育・研
究を推進する。


1 【保健福祉に関する教育情報の交
換及び研究成果の発信】
①福祉系の総合大学として、中国・
　韓国の大学と保健福祉の実情に
　ついて情報交換及び発信を行う。
　   保健福祉の分野は未開拓であ
　り、福祉系の総合大学である本
　学の特徴を活かし、情報交換す
  ることは、本学の教育・研究にお
　いても有益である。
　　例えば、看護の分野では予防
　医学的見地から漢方、気功、ヨ
　ガ、指圧など、代替療法として着
   目しているところである。
      また、アジアの近隣諸国では
　福祉従事者養成の取り組みに対
　し、本学が十分貢献できる状況
   にある。
②中国・韓国の大学との教育交流
　協定締結校の数を増やす。


○達成目標
　・シンポジウム等開催数
　　　：平成２０年度より年1回以上
　　・教員交流数：年6名以上
　　・学術教育交流協定締結大学
　　　数：平成23年度までに4大学
　　　　　以上
　　　　　（中国2大学、韓国2大学）


1-1 【平成23年度計画】


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


　英語・コリア語・中国語による
情報発信について、学術交流、
短期語学研修、交換留学プログ
ラム等適宜更新し、掲載の充実
を図ることができた。以上により
年度計画を十分に実施してい
る。


○学術交流する大学の継続的検討
　・韓国または中国、タイ（コンケン大学）の大学
　　との研究、意見交換、協議を行う。
　・韓国２校、中国２校の大学との交流協定に基
　　づき、福祉、看護に関する学術交流を推進する。
　
○数値目標
　・交流協定締結予定校訪問：新たに１校以上
　・教員交流：延べ１５名以上


○学術交流する大学の継続的検討
1) 北京中医薬大学【中国）との学術交流
　　・北京中医薬大学の看護学部長と学生支援課長が来日し、学術および学生交流に向けて意見交換を行った。
　　　また看護学部長の招聘学術講演を行い、学生、教員、実習病院指導者等参加者280名が聴講した。
　　・北京中医薬大学教員2名による中医看護学夏季特別講義　：延べ参加者　191名
  　　内訳　看護学部生対象 ；5日間集中（延べ参加者 学生30名、教員17名）
  　　　　　　糖尿病認定看護師教育課程学生対象 ；3日間集中（延べ参加者 学生59名、教員6名）
  　　　　　　助産師専攻学生対象 ；5日間集中（延べ参加者 学生45名、教員34名）
　　 ・教員1名が北京中医薬大学に滞在し、看護学部生対象に英語クラスを担当
　　 ．教員5名が北京中医薬大学にて健康意識の調査を行った。
     ・学長と2名の教員が北京中医薬大学主催の第２回世界中医薬教育大会に出席
     ・教員４名が北京中医薬大学において妊婦の食に関する調査を行った。
　　 ・北京中医薬大学の教員2名と学生2名が来学、看護の実習などを見学。
　　 ・教員2名が北京中医薬大学を訪問、ケアリングアイランドに関する講演等を行った。
2)　三育大学校（韓国）との学術交流
　　 ・教員2名が三育大学校において地域福祉計画についての調査を行った。
3) コンケン大学（タイ、交流協定締結予定校）での研究
　　・教員1名がコンケン大学でプロジェクト研究としてホリスティックタッチの実践とそのプレゼンテーションを実施した。
4) 福岡県立大学20周年記念式典での意見交換
　　・北京中医薬大学（2名）、三育大学校（２名）、大邱韓医大学校（３名）から７名を招聘し、意見交換を実施した。


○目標実績
　・交流協定締結予定校訪問：　１校
　・教員交流：　延べ30名


No.24
「国際交流
協定」
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【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【平成23年度計画】


年度
評価


自己評価


Ａ


　30名の教員間で、講演・講義・
調査研究を通して協定校との間
で学術交流が活発に行われた。
　また、相互に教員による講義が
実施され、学生の教育にも有益
であったことから、年度計画を上
回って実施している。


1-2


年度
評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価 評価委員会
備考


1


【平成23年度の実施状況】


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


18～23年度（6年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）
（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


評価委員会


【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


18～22年度（5年間）
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


(決
定)


年度
評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 2 B 1


20 A 2 B 2


21 A 2 A 2


22 A 2 B 2


23 A 2


2 【交換留学制度の拡大・短期研修
制度の導入】
①交換留学生の数を増やす。
 　  現在、中国の南京師範大学と
　相互に年間１名の留学生を受け
　入れている。今後、交流協定の
   拡大及び新規協定によって、
　複数の留学生が学べるようにす
　る。本学で学んだ学生が中国や
　韓国で活躍することは、国際交
　流の人的資源として活用したり、
　情報提供に有益である。
②短期研修制度を導入する。
　   長期留学にはもろもろの理由
　で参加できない学生のため、夏
　季休暇等を利用した短期研修制
   度を新設し、学生の国際交流を
　一層増やす。異文化理解、語学
　力の向上などにより相互理解が
   深まる。
③学部生、大学院生の留学受け
　入れを検討する。


○達成目標
　・交換留学生数
　　：平成20年度より4名以上


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


○交換留学生の増加対策の実施
　・受け入れ留学生のホストファミリー先確保の継続
　・派遣・受け入れ留学生に対する更なる支援制
　　度の整備（チューター制度の充実や男子学生
　　の受け入れ体制の問題点を整理し体制の
　　充実を図る）
　・受け入れ留学生に対する日本語教育の充実
  ・留学生の日本文化探訪の充実


○数値目標
　・交換留学生６名以上


【意見・コメント等】


自己評価 評価委員会
備考


48


○交換留学生の増加対策の実施
1) 交換留学生の増加対策
　・南京師範大学へは3名、大邱韓医大学校へは4名の学生が交換留学生として決定した。
　・平成23年度の交換留学生　南京師範大学　3名（派遣）　3名（受け入れ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大邱韓医大学校　4名（派遣）　2名（受け入れ）
　・　5月の大邱韓医大学校での韓国文化プログラムに参加（6名参加）
  ・　オープンキャンパスにおいて留学についての展示、留学体験発表を行った。
2) 受け入れ留学生のホストファミリー先確保の継続
　・地域住民の協力を得て、ホストファミリー先確保に努めた。
3) 派遣・受け入れ留学生に対する更なる支援制度の整備
　・受け入れ留学生については、チュータ制度を導入し、日常生活上の支援、また学習支援に努めた。
　・派遣留学生については、国際交流部会の担当者との間でメールでコンタクトをとりながら、留学中の学生の
　　健康状態、学習状況についての把握に努めた。
4) 受け入れ留学生に対する日本語教育の充実
  ・日本語教育の充実および日本文化を理解を図るために、留学生を対象とした講義（日本語〈基礎、中級、上級〉、
　　日本事情ＡＢ、日本語表現論Ⅰ・Ⅱを開講した。
5) 留学生の日本文化探訪の充実
　・留学生支援事業として、以下の事業を実施した。
　　　・第1回～第7回　留学生支援事業（延べ69名参加）により地域理解を深めた
　　　〈内訳〉「鷹取山登山」「福岡市美術館」「田川市石炭・歴史博物館」「唐津市見学」「小石原焼陶芸体験」
　　　　　　　　「長崎市内・原爆資料館等見学」「大宰府天満宮等見学」
　・外国人による日本語スピーチコンテストに参加
　　　　　　・飯塚市で開催された「飯塚国際交流市民のつどい2011」に留学生9名が参加し、１名が優秀賞を受賞した。


○目標実績
　・交換留学生：　12名


2


【平成23年度の実施状況】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


業務実績評価書の記載内容


A


　数値目標6名として掲げていた
交換留学生は12名となり、目標
を大きく上回った。
　また大邱韓医大学校の韓国文
化プログラムも新たにスタート
し、学生間の文化交流を図る良
い機会となった。さらに７回にわ
たる留学生支援事業は、交換留
学生にとって日本文化を学び、
体験できる機会となり好評を得
た。
　以上により、年度計画を上回っ
て実施している。


○学生の海外短期語学研修の実施
　　　 ハワイ大学語学研修の実施を検討する
　　　(オーストラリア・モナシュ大学研修は24年
　　　度に行い、ハワイ大学研修と隔年で実施）。


○英国短期語学演習（単位認定）の実施
　・場所：英国オックスフォード市等
　・時期：８月、９月の２週間と４週間のコース


○学生の海外短期語学研修の実施
　　・ハワイ大学語学研修を実施した。本学からの参加者は10名であった。
    　 本プログラムは、保育園、デイケアセンター、肢体障害児専門病院などでの研修並びに様々な異文化体験
　　　活動も含まれた。
○英国短期語学実習（海外語学実習・海外語学実習：単位認定）の実施
　　・英国オックスフォード市等で8月、9月に15日間と29日間の2つのコースを実施した（計16名参加）。
　　　本プログラムは、事前準備として、海外語学実習事前指導（1単位）が含まれており、学生個々が
　　　テーマを決定し、英国での実習中に調査を行うユニークなプログラムであった。
 ○ 実習の成果の発表
　　・実習の成果については、中小企業センターにて、ブースでの展示（ハワイ研修・
　　　英国実習）及び発表会（英国実習）を実施した。


【新たな取組】ハワイ大学の研修及び英国の語学研修は福岡県の「世界に打って
　　　　　　　　　出る若者育成事業」に選ばれ、補助金が交付された｡


【平成23年度の実施状況】


【平成23年度計画】


A


　今年度企画されたハワイ大学
語学研修プログラムは、様々な
施設での研修及び異文化体験
活動が含まれ、学生にとって充
実した研修となった。また英国短
期語学演習（単位認定）も実施さ
れ、将来的なキャリアへの意識
付けとなる研修となった。
　また、福岡県の補助事業採択
により、学生にとっての負担が軽
減され、参加のハードルを下げ
ることができた。
　以上、計画どおりの海外短期
研修の実施に加え、内容の充実
と補助事業採択により年度計画
を上回って実施している。


【平成23年度計画】


1


No.25
「学生、教員
の国際交
流」


49


2-2
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福岡県立大学（社会貢献）


平成
23年


ウェ
イト


計画の実施状況


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画 自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 A 1 B 1


22 B 1 B 1


23 A 1


【意見・コメント等】


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


（評
価委


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 1 A 1


A 1 A 1


A 1


中期 23年度 中期 23年度


4 14 4 13


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


年度
評価


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


【平成23年度の実施状況】 　　年度計画のとおり受け入れ条
件等についての検討を継続して
いることから、年度計画を十分に
実施している。


50


18～23年度（6年間）


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


ウェイト総計 項目数計


2-3


年度
評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


18～22年度（5年間）


　・2-2-1：保健福祉の分野における国際交流は、未開拓である。このため、この分野での中国・韓国との交流を深めるために留学生の受入対策を整備し、学生の交流事業の推進を図る。


【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価 評価委員会評価委員会


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


BB


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


○学部生、大学院生の留学受け入れの検討を継続
　　・現在のところ、大学院生や科目履修生として
　　　在籍しているが、交流協定校を中心に大学
　　　として受け入れ条件等を検討する。


1


【平成23年度計画】


○学部生、大学院生の留学受け入れの検討を継続
　　・平成23年度は、大学院生　3名、南京師範大学から科目等履修生4名が在籍した。
　　　学部生、大学院生の留学受け入れに向けて、受け入れ条件及び学習支援等について検討を継続した。
　　・副理事長、国際交流部会班長が南京師範大を訪問し、今後の私費留学生増員に向けて、意見交換を行った。
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福岡県立大学（社会貢献）


①｢世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業」が、内閣府の平成20年度、21年度「地方の元気再生事業」に選定され、継続して
　　田川地域の活性化に積極的に取り組んでいる。
　【「地方の元気再生事業」プロジェクトの推進】
　　　本事業は、内閣府の「地方の元気再生事業」として、本学から「世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業～産・官・
　　民・学が協働する保養滞在型エコツーリズムの実現～」プロジェクトに応募し、平成20年(2,852万円)、21年（1,890万円）
　　採択され全学的な体制で実施した。2年間の事業概要は以下のとおりである。
　　　（１）　県立大学が主体となり田川再生事業推進本部(事務局）を設置し、この事務局を中心に事業を推進した。
　　　（２）　産・官・民・学からなる、元気再生推進協議会を設置し、初年度4つ、2年目3つの推進チームの審議機関として
　　　　　12回の会議や国際シンポジウムを行った。
      （３）4つの推進チームで実施計画に基づき事業を推進した。
　      　①　地域アンケート・資源調査チーム　：田川市民5千人、北九州市・福岡市2千人調査、地域資源モニターツ
　　　　　　　アーや文化・自然・産業マップ（2種類）作成や山本作兵衛記録画調査などを行った。
　      　②　学生・留学生ボランティアチーム　：学生ボランティアの実態調査、12団体の内容把握、先進校調査を行い、
　　　　　　　平成21年度には社会貢献ボランティア支援センターが設置された。
　　      ③　炭坑節まつり・農産物展示・即売チーム　：情報発信のため第1チームと協力してポータルサイト(田川元気
　　　　　　　ナビ)を立ち上げ、元気再生事業や特産品の発信を行い、平成21年度は、保養滞在型商品モデルを開発し、
　　　　　　　社会実験を行った。
          ④　世界遺産国際シンポジウムチーム　：元気再生協議会とは別に、実行委員会を立ち上げて実施した。
　　　　　　　　その結果、1,267人（目標1,000人）が集い、3チームのポスターセッションを含め実施し、21年度は3チーム
　　　　　　　　全員で推進する体制とし、世界記憶遺産への申請を行った。
      （４）　マスコミ、自治体関係者、有識者などから事業が注目され、田川の再生と産・官・民・学協働、保養滞在型
　　　　　　エコツーリズムの実現に向け前進した。
      （５）　内閣府・経済産業省への報告書2冊・2,000部作成し、関係者に送付した。
　　  （６）　平成23年5月には日本初の世界記憶遺産に山本作兵衛コレクション（記録画・日記）が採択・登録された。
 


②平成20年度に第28回日本看護科学学会学術集会を開催し、全国から約２，７００名の参加を得ている。
　【第２８回日本看護科学学会学術集会開催】
　　 　本学看護学部長が学術集会長として、平成２０年１２月１３・１４日に福岡国際会議場及び福岡サンパレスホテル＆
    ホールにおいて、「ケアリング・サイクルと看護科学」をメインテーマに第２８回日本看護科学学会を開催した。全国
    より看護職者が集まり、参加者総数は　2,667名と盛大であった。
      米国よりＪ．ワトソン博士を基調講演、姉妹提携候補校である北京中医薬大学よりLisha Han学部長を特別講演に迎
　　え、ケアリングリレー講演として、本学教員の３名も講演した。
　　　 我が国の看護界で歴史のある最もアカデミックな学会であるが、今回が九州初上陸であったこともあり、企画委員と
　　して福岡県下の全看護系大学の教員が協力した。
       最後の企画委員会において、この企画委員会を基盤にして、「ケアリング・アイランド・九州」という構想でコンソーシ
　　アムを創ることが決定し、３月１９日には第一回の会議を開催した。


社会貢献に関する特記事項（平成18年度～平成22年度）


 


   講座の概要 


講習期間 講義の名称 主な受講対象者 時間数 受講者数 


8 月 23、24 日 教育の最新事情 全教員 12 時間 100 人 


8 月 16 日 疾病の理解と病弱児への支援 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健) 6 時間 40 人 


8 月 17 日 生命の誕生と生き方への支援 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健） 6 時間 40 人 


8 月 18 日 歯の健康とＱＯＬを支える食と救急 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健） 6 時間 40 人 


 計 30 時間 計 220 人 
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評価に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


①【ユネスコ世界記憶遺産認定】
・田川市と県立大学が共同申請していた山本作兵衛コレクション697点が、日本初となるユネスコ世界記憶遺産（MOW）に登録された（H23年5
月25日ユネスコ英文HP）。
・翌日から各メディアで大々的に共同申請者として福岡県立大学が報道された。
・山本作兵衛氏の親族（3名）が県立大学を訪問（6月14日）
・代理申請者のM．ピアソン博士と申請手続きに役割を果たした加藤康子氏が田川を訪問（6月18日）
・田川市と県立大学長が田川市石炭・歴史博物館他で共同記者会見を行った。
・正式認定書が田川市に到着（8月4日）、知事に田川市と県立大学長、森山学部長等が県庁で報告。
・県立大学は平成14年から10年間、山本作兵衛コレクションの発掘・保管・解読等の研究を主導し、年1冊の研究報告書を科研費・学内奨励研
究で発刊（H23年度で全11巻）、本快挙に結びつけた。
・県立大学は同コレクションのうち、主として日記等を保管する。
・新設の附属研究所棟（準耐火構造）内に九州歴史資料館、九州国立博物館との協議を経て、温度、湿度、光度、盗難、火災に耐える部屋を
設け、完全空調等の設備を施し、保管体制を万全にする。
・展示は、附属研究所棟内に別に展示室を設け、期間を限って市民に公開している。
・田川市が8月より設置した「山本作兵衛氏の炭坑の記録画並びに記録文書の保存・活用等検討委員会」（保存・活用検討委員会）に学長はじ
め6名の教員が参画し、申請合意書をもとに作兵衛コレクションの保存・活用を検討してきた。


②【田川市・福岡県立大学包括連携協定】
　Ⅰ共同研究事業
　　共同研究事業において、6件の申請があり、そのうち3件（各50万円枠）が地域に貢献する研究課題として採択された。選考委員会委員長に
名和田学長、副委員長に伊藤市長が就任し、公開協議において採択課題が決定された。共同研究事業費については田川市が負担する。
　Ⅱ福岡県立大学周辺安全対策検討委員会
　　大学周辺の安全をはかるため、行政、大学、地域、警察等が一体となって対策を推進する仕組みが発効し、今年度毎月1回の会議を行っ
てきた。周辺地域において防犯灯を8基、防犯カメラを2基設置した。平成24年2月20日には、田川市長、田川警察署長、県議会議員等列席の
下、運用開始式を執り行った（新聞3社、テレビ局2社にて取り上げられた）。
　
③【附属研究所を中心とした活動】
　Ⅰ 総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツの拠点作り
　　大学と地域が共同で取り組む総合型地域スポーツクラブ「ＥＡＳＴクラブ」を展開している。県立大学グラウンドでは、毎週水曜日17時より、
小学校4年生～6年生の男子児童60名がサッカーを行っている。また平成23年7月30日～31日にかけ、田川地域の総合型地域スポーツクラブ
間のスポーツ大会を主催し、2日間延べ681名（未就学児～70歳代）の参加を得た。平成24年度後期には、幼児親子体力向上プログラム（5回）
を県大主導にて行う予定である。
　Ⅱ県大杯の企画運営
　　10月29日（土）に開催し、200名の参加を得た。不登校・ひきこもりサポートセンター、生涯福祉研究センターが連携して、県内特別支援学校
のサッカークラブ間の試合を行った。今年度は第2回となる。あわせて第2回サッカー絵画コンクールも開催し、サッカー部以外の生徒たちの参
画を可能とした。
　Ⅲ森林環境保全活動の取組
　　福岡県自然環境課および福岡県教育委員会とタイアップ（それぞれ別のプログラム）し、英彦山の人工林における生物多様性の確保のた
めの取組を行っている。
　15名の学生が森づくりサークル「どうぶつの森」を結成し、積極的な保全活動に取り組んでいる。学生たちは英彦山における宿泊研修に２
回、森林伐採研修に１回参加した。11月には植生調査及び企業とタイアップした森林環境保全活動を行った。
　Ⅳ里山環境保全活動の取り組み
　　田川市上伊加利地区における地域住民主導の里山保全活動に協働参加している。湿地型ビオトープの保全、及び雑木林型ビオトープの
開発等に従事し（保全活動2回、協議１回）、さらには広報活動（協議１回）にも協力し、パンフレットの作成をおこなった。なお今年度は企業（1
社：17名）が協働している。
　Ⅴ鎮西プロジェクトの地域展開
　　昨年度まで大学主導で行ってきた鎮西プロジェクトを地域協議会主導型へと転換を図っている。11月末に第1回協議会を行った。3月には
本学学生と小中学生が校区を語り歩く”第3回鎮西ウォーク”を行った。
　Ⅵ東日本大震災被災地支援活動
　　平成23年6月から被災地支援として”福島の子どもたちへ”プロジェクトを開始した。地元の方々の協力にて畑を借り、サツマイモの栽培を
行った。大学院生、学生、環境保全サークル「どうぶつの森」、卒業生、地域の方々、教員が協働してサツマイモを育て収穫した。福島市内の
保育園へ11箱のサツマイモを送ることができた。送料は200名が参加したチャリティー・ソフトボール大会（周辺安全対策検討委員会主催）にて
集めた募金によった。発送風景(平成23年12月）は西日本新聞にてカラー記事にて掲載された。
　Ⅶ地域商店街活性化支援活動
　　後藤寺商店街活性化に取り組んでいる。環境保全サークル「どうぶつの森」が”後藤寺雛めぐり”に空き商店をサテライト（県大ブース）とし
て、スタンプラリーを主催し、合わせて木育活動（端材利用のウッドクラフト）を8日間連続でおこない、多くの子どもたちで商店街が賑わうことに
貢献している。今年は2年目の参画であった。


④【第30回日本思春期学会総会・学術集会】
　　30周年記念大会を福岡市にて主催・運営した。市民公開講座には市民が367名、学術集会には専門家409名が参加した。


⑤【教員免許状更新講習の開講】
　 平成21年度から教員免許更新制が導入されたことに伴い、文部科学省の認可を受けて、平成23年8月に4講座を開講した。
　 その内容は、全教員を対象とした教育の最新事情を1講座、養護教諭・高校教諭「看護」等を対象とした教育内容の充実が3講座であ
る。


【意見・コメント等】（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


社会貢献に関する特記事項（平成23年度）


 


   講座の概要 


講習期間 講義の名称 主な受講対象者 時間数 受講者数 


8 月 23、24 日 教育の最新事情 全教員 12 時間 100 人 


8 月 16 日 疾病の理解と病弱児への支援 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健) 6 時間 40 人 


8 月 17 日 生命の誕生と生き方への支援 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健） 6 時間 40 人 


8 月 18 日 歯の健康とＱＯＬを支える食と救急 養護教諭、教諭(特別支援教育、看護，保健） 6 時間 40 人 


 計 30 時間 計 220 人 
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福岡県立大学（業務運営）


中期目標
4 業務運営


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


項目別の状況 （年度計画項目）


「理事長のリーダーシップのもと、主体的・自律的な大学運営を確立する。」


大学は、理事長のリーダーシップのもと、全学的な教育研究目標を策定し、大学の有する資源を最大限に活用して、主体的・自律的な大学運営を確立する。
理事長を補佐するため、事務局による支援体制を強化する。


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価 通し番号


１　運営体制の改
善


教育研究の発展
および地域貢献
推進のため、理
事長のリーダー
シップによる戦略
的な業務運営体
制の確立を推進
する。


1 【全学的視点からの戦略的な学内
資源配分の実施と事務局機能の強
化】
　理事長が中心となって策定した教
育研究目標に従って、予算及び人
員の効率的配分を行う。


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


51


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


【平成23年度計画】


1


【平成23年度の実施状況】


データ
番　号


B


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


○プロジェクト研究（研究奨励交付金）の促進
　　・成果発表会の開催
　　・報告書の作成
○学部業務の支援を図るため、両学部に事務補助
　　スタッフを継続配置
○事務局体制の強化を図るため、プロパー化に
　　向け事務及び人員配置の見直し


○達成目標
　　・プロジェクト研究申請件数　：８件以上


○プロジェクト研究（研究奨励交付金）の促進
　　・成果発表会の開催
　　・報告書の作成


○両学部に事務補助スタッフを継続配置


○事務局体制の強化
　・プロパー職員2名採用決定
　・平成24年度における教務の強化を図るため、人員配置を見直すこととした。


○目標実績
　　・プロジェクト研究申請件数　：　10件


自己評価


　戦略的な事務職員配置を計画
実施しており、年度計画を十分
に実施している。


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


業務実績評価書の記載内容


(決定) 【意見・コメント等】


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


○全学教務部会において、全学共通科目・教養
　　教育の方向性を整理する。
○人間社会学部、看護学部の将来構想を検討し、
　　次期計画につなげる。
○助手の助教への昇任を推進し、教育体制の
　　充実を進める
○博士課程の検討の継続
○特任教員を中心に、教職課程の充実を図る


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


自己評価 評価委員会


18～23年度（6年間）


1


備考 業務実績評価書の記載内容


B


　計画のとおり大学全体の自己
点検評価等に基づく教育研究組
織等の見直しが的確に実施され
ており、年度計画を十分に実施
している。


○全学教務部会でＧＰＡに基づく成績の優秀な学生の表彰制度を作り、卒業式で両学部３名ずつの学生を表彰した。
　また、海外語学研修体制を作り、研修参加者に単位を与える制度を作った。


○人間社会学部の将来構想（案）を作成し、設置者等の学外関係者の意見を聴取し、本年度以降に検討すべき課題を
　　明らかにした。看護学部の助産師教育を大学院修士課程へ移行する計画を作成した。


○助手の助教への昇任を推進した（人間社会学部 2人、看護学部 1人）


○看護系学部と福祉系学部共同の博士課程を有する大学の資料を収集し、本学に設置する場合の課題を検討した。


○新たに人間社会学部公共社会学科の教職課程に特任教授を採用することを決定し、指導体制を強化した。


【平成23年度の実施状況】


52


【平成23年度計画】2 【教育研究組織の編成・見直し】
　理事長のリーダーシップのもとに
行われる大学全体の自己点検・評
価等に基づき、必要に応じて教育
研究組織の見直しを行う。


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会


(決定)


年度
評価


自己評価


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）
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福岡県立大学（業務運営）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価 通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 C 1


20 A 1 A 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


　学系制のスムーズな運営が図
られ、数値目標も達成した。これ
らにより年度計画を十分に実施
している。


1


○看護学部学系制のスムーズな運営
    ・学系制における看護学部運営システムの構築
　      助手の実習・授業参加体制の柔軟化
　　  　ゼミ体制の強化
　　  　資源の柔軟な活用
　      意思決定システムの明確化
 
○数値目標
　　　・学系会議を1回/月行う
　　　・助手会との対話集会を2回/年行う


【平成23年度の実施状況】


B


【平成23年度計画】
 ○看護学部学系制のスムーズな運営


    ・学系制における看護学部運営システムの構築
        助手の実習・授業参加体制の柔軟化
　　　　　　部屋予約管理システムを導入し、実習室の共有化を図った。
　　　　　　また教員が希望すれば、他領域の授業に参加できるように調整を行った。
      　ゼミ体制の強化
　　　　　　助手は教授と共に学生の指導に当たる体制を取った。
        資源の柔軟な活用
　　　　　　実習室の共有化を図り、資源の柔軟な活用を行った。
　       意思決定システムの明確化
　　　　　　領域毎、学系毎に毎月会議を持ち、コミュニケーションの円滑化を図った。
             また会議の内容は、学系調整会議に報告し、必要時審議した。
 
  ○目標実績
　　　・学系会議を3学系共　1回/月行った
      ・助手会との対話集会を2回行い、そこで得られた意見等を看護学部の運営に反映した。
　


2-2


年度
評価


(決定)


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


53


自己評価 評価委員会
備考


評価委員会


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～23年度（6年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


18～22年度（5年間）


業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】(決定)


18～21年度（4年間）


自己評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）
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福岡県立大学（業務運営）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価 通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 B 1


21 A 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価委員会
備考


3 【安全管理体制の充実】
①学内体制の整備（災害時対策
   基準の策定）
②学生の事故対策（ヒヤリハット
   報告に基づく実習事故再発防
   止の事例検討実施）
③防災・防犯対策（講習会開催、
   学生寮の避難訓練実施）


3-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


【平成23年度計画】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


54


【看護学部】
○ヒヤリハット報告に基づく事故再発防止の検討
　・ヒヤリハット防止の推進
　　・「安全で確かな事故防止能力を身につける
　　　ために」の内容充実を図る。
　　・使用状況と内容の検討を行い、適宜修正・
　　　追加を行う。
　・実習前、学生及び臨地実習の施設に配付し、
　　効果的な活用を促す。
　・ヒヤリハット報告を徹底させ、防止策を検討
　・インフルエンザ対策の強化を図る：学生へ
　　「健康履歴」のファイルを配布し、健康管
　　理を徹底させる。
　・実習教育体制の強化
　　・学生の実習状況を把握し、次期実習領域に
　　　引継
　　・報告をもとに学生を把握し、指導に当たる。


○達成目標
　・ヒヤリハット報告の徹底
　・ヒヤリハット事例を検討・評価し、事故再発防止
　　対策を作成
　・「安全で確かな看護を身につけるために」見直し
　　と改訂


○ヒヤリハット報告に基づく事故再発防止の検討
　・ヒヤリハット防止の推進
　　・「安全で確かな事故防止能力を身につけるために」を見直し、全学年に配布した。
　　・平成24年度に向けての見直しを行い、表題を「実習のしおり」とし、副題として「安全で確かな看護を身につけるために」
　　　として実習における安全対策を盛り込んだ。
　・実習開始時のオリエンテーションでは、各領域ごとに安全について学生と確認した。
　・個人情報保護に関するヒヤリハットが散見したので、全学年に注意を喚起した。
　　ヒヤリハットの報告1件（9月末実習運営部会で検討した）
　・インフルエンザ対策の強化を図った：1年生に新しく「健康履歴」のファイルを配布し、抗体価等を記入させた。
　・実習教育体制の強化
　　・学生の情報を交換し、支援対策を実習運営部会開催ごとに話し合った。.
　　・次年度入学予定者に、抗体価検査を受けて入学時提出を求めることにして、受験合格者に通知した。


○目標実績
　・ヒヤリハット報告の徹底　　１件
　・ヒヤリハット事例を検討・評価し、事故再発防止対策を作成
　・「安全で確かな看護を身につけるために」見直しと改訂　　名称変更と改訂実施


1


【平成23年度の実施状況】


B


　実習におけるヒヤリハットの件
数は１件であり、実習の安全は
おおむね達成した。インフルエン
ザの流行もなく、また抗体価検
査の徹底により学生・患者の感
染は防御できた。目標は計画の
とおり達成できたことにより、年
度計画を十分に実施している。


3-2


年度
評価


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1


年度
評価


自己評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


【平成23年度計画】 【平成23年度の実施状況】


B


　防犯等講習会、消防訓練等の
いずれも計画どおり実施したこと
により、年度計画を十分に実施し
ている。


55


○防犯講習会の開催
　・新学期ガイダンス及び適宜防犯講習会を行う。
　・啓発資料の作成及び配付を行う。
○薬物乱用防止講習会の開催
○消防訓練の実施


○達成目標
　・防犯・防災講習会：年１回
　・薬物乱用防止講習会：年１回
　・学生寮の避難訓練：年１回
　・消防訓練実施回数：１回


○防犯講習会の開催
　・第1回防犯講習会（新入生オリエンテーション）を実施　：参加者　250名
  ・新入生オリエンテーションにおいて、冊子「新入生へのメッセージ」を配付
　・第２回防犯講習会（対象　全学生）　：参加者　37名
　・第３回防犯講習会（対象　すずかけ寮生）　：参加者　40名
○薬物乱用防止講習会の開催
　・新入生オリエンテーションにて実施　参加者　250名
○消防訓練の実施
　・学生寮（アザレア寮）にて消防訓練を実施　：参加者　85名
　・平日午前中に大学の消防訓練を実施　：参加者483名


○目標実績
　・防犯・防災講習会：　3回開催
　・薬物乱用防止講習会：　1回開催
　・学生寮の避難訓練：　1回開催
　・消防訓練実施回数：　1回開催


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


18～22年度（5年間）
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福岡県立大学（業務運営）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価 通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


２　人事の適正化
の続き


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


5 7 5 7


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


評価委員会


18～21年度（4年間）


【平成23年度の実施状況】【平成23年度計画】２　人事の適正化


戦略的・効果的に
人的資源を活用
し、非公務員型を
生かした柔軟か
つ多様な人事シ
ステムを構築す
る。


1 【教員の個人業績評価システムの
導入と給与への反映】
①評価対象を教育（FD活動を含
   む）・研究・地域貢献・学内運
   営とし、各分野のウェイト付け、
   各評価項目の評価基準及び
   評価者の確定、評価項目に応
   じた評価期間の設定等を行う。
②評価結果を給与に反映させる。


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会


○平成２２年度分の評価を行う。
○実施日程
　・自己申告書提出（４月）
　・評価の実施（５月～７月）
　・評価結果の通知（７月）
○評価結果の給与への反映
　・業績年俸への反映
　・報奨金への反映
　・時期：１２月


○達成目標
　・評価の実施


備考
年度
評価


自己評価


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


○22年度分評価
　　・ 4月   　　　　　　：自己申告書提出
　　・ 6月～8月　　　  ：一次評価及び二次評価の実施
　　・ 8月   　　　　　　：評価結果の通知
　　・12月   　　　　　  ：評価結果を給与に反映


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


自己評価


評価委員会


【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


計画に基づき評価を実施して給
与に反映しており、年度計画を
十分に実施している。


561


○新規採用教員に対しては、任期制を導入している
　
　・任期制教員　：　58.3％（平成24年4月1日現在）


18～22年度（5年間）


【平成23年度計画】


B


２　人事の適正化
の続き


2 【任期制の導入】
　全教員を対象とした任期制を導入
する。


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価
備考


評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


1


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


【平成23年度の実施状況】


57


業務実績評価書の記載内容


○全教員を対象とした任期制の導入


B


　新規採用教員には任期制を導
入し、今後も継続が見込まれる
ことにより、年度計画を十分に実
施している。 No.28


「任期制同
意状況（教
員）」


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


教育に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


業務運営に関する特記事項（平成18年度～平成22年度）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】


①法人化後、全教職員を対象とした大学改革セミナーを開催するなど、教職員の意識改革に積極的に取り組んでいる。
　　法人化に伴い、本学の教員及び職員全員の大学運営への求心力を向上するため情報を共有し、意識改革を図るための大学改革セミナーを開催している。
　平成19年度　4回開催　「新しい時代の組織・マーケティング論」（ビジネスコンサルタント　日本科学未来館副館長）他3回
　平成20年度　5回開催　「裁判員制度のポイント解説」（福岡地方裁判所田川支部裁判官）他4回
　平成21年度　1回開催　「（1)平成20年度業務実績評価報告について、(2)「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」の採択」（学内）
　平成22年度　4回開催　「世界の保健医療福祉看護の現状と課題」（近大姫路大学学長）他3回
　平成23年度　3回開催　「与えられた一度の人生」（学外理事）他2回


ウェイト総計


自己評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


項目数計


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）
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福岡県立大学（財務）


中期目標
5 財務


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 C 1 B 1


20 B 1 B 1


21 A 1 A 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


項目別の状況 （年度計画項目）


「経営者の視点に立って、法人の財政運営を行う。」


大学は、その運営が公的資金に支えられていることを踏まえ、経営者の視点に立って、不断の経営努力を行う。
収入については、重要な自己財源である学生納付金のあり方について検討するとともに、外部研究資金の獲得に努め、社会人向け教育サービスや資産の有効活用などによる新たな収入の確保にも積極的に取り組む。
経費については、人員配置や業務内容の見直しを推進し、その抑制を図る。


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


通し番号


１　自己収入の増
加


学生納付金のあ
り方を検討する。
また、固定資産の
活用や外部研究
費の獲得等によ
り、収入の増加を
図る。


1 【学生納付金の確保とあり方検討】
①学生納付金のあり方を検討する。
②学生納付金の未納に対する取組
を強化する。


○達成目標
　・学生納付金収納率：100％


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


58


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


【平成23年度計画】


1


【平成23年度の実施状況】


データ
番　号


自己評価


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


年度
評価


No.29
「学生納付
金等」


○分割納付契約者の納付遅延防止に向けた
　督促強化
○未納者への徹底した督促強化


○達成目標
　・過年度分の分割納付者を除く過年度分未納額
　　の解消
　・２３年度分未納率：０％


○分割納付者における毎月の返済が翌月に滞り2ｶ月分の返済とならないよう、支払
　　期日厳守についての通知を分割納付契約者全員に行った。
○未納者について、電話による徹底した督促を行った。


○目標実績
　・全ての過年度分未納者から分割納付とすることについて応諾を得たため、当該未納者は解消された。
　・平成23年度分未納率　：0.2％
　・平成23年度分未納額　：1,138,500円


自己評価


(決定) 【意見・コメント等】


　過年度未納者全員から分割納
付の応諾を取り付け、未納者に
ついては電話による徹底した督
促を行った結果、未納額は減少
した。
　以上により、年度計画を十分に
達成している。


B


【意見・コメント等】


○教室、講堂等の大学施設の開放に伴う使用料金
　　の徴収、施設のテナント貸しの実施
○施設使用要項及び不動産管理規則に基づき、
　　収入の確保に努める。


○数値目標
　・使用料      ：770千円
　・財産貸付料：588千円


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


B


　結果として年度計画の目標数
値を若干下回ったが、施設使用
料金の増に向け、利用者と施設
の振替えの調整を行うなど活用
促進の取組を進め、目標額に近
い数字となった。
　以上により年度計画を十分に
実施している。


○教室、講堂等の大学施設の開放に伴う使用料金の徴収、施設のテナント貸しの実施


○施設使用要項及び不動産管理規則に基づき、収入の確保に努めた。


○目標実績
　・使用料      ：752千円
　・財産貸付料：557千円


1


【平成23年度の実施状況】2 【その他の料金による収入の確保】
①教室、講堂等の大学施設を開放
   し使用料金を徴収する。また、適
   切な施設はテナント貸しし、自己
   収入の増加に努める。
②リカレント教育、キャリアアップ教
   育等における研修会の料金を設
   定し、徴収する。


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


年度
評価


59


【平成23年度計画】


自己評価


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）
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福岡県立大学（財務）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 C 1 B 1


21 A 1 A 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


60B


【平成23年度計画】 　公開講座の受講者増に向け、
ホームページへの掲載、ポス
ター及びチラシの作成等の周知
を図ったことにより、目標数値を
上回り、年度計画を十分に実施
している。


○公開講座の取組について、福岡県生涯学習室のホームページ「ふくおか生涯学習ひろば」及び本学の附属研究所
　ホームページに掲載し周知を図った。
○公開講座の参加者増に向け、ポスター及びチラシを作成し、地元市町村や関係機関に配付し、参加の呼びかけを行った。
　・都市部である福岡市博多区（博多サテライト）においても公開講座を開催した。


【新たな取組】
　・教員2名を地元医療機関の要請に応じ、専門看護師業務に従事させた（精神看護、老人看護）。
　　地域の看護の質の向上による社会貢献であり、この収入は法人の収入となっている。


○平成２３年度
         徴収料　：　6,411  千円


2-2


年度
評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


1


○公開講座の参加者増に向けた広報等の周知徹底
○地元開催のみならず需要が見込める都市部での
開催


○数値目標
　・徴収額　：　5,000千円


【平成23年度の実施状況】


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】(決定)


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


18～23年度（6年間）


業務実績評価書の記載内容
中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会


18～21年度（4年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【意見・コメント等】(決定)


18～22年度（5年間）
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福岡県立大学（財務）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 2 B 2


20 A 2 A+ 2


21 A 2 A+ 2


22 A+ 2 A+ 2


23 A+ 2


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A+ 2 A+ 2


A+ 2 A+ 2


A+ 2


3 【外部研究資金の獲得】
　受託研究などによる外部資金を積
極的に獲得する。


○達成目標
　・外部研究資金獲得金額
　　　　　：年間5千万円以上


3-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会


61


○外部研究資金等の獲得
○数値目標
　・外部研究資金等合計：5千万円以上


○外部研究資金の獲得
○目標実績
　・外部研究資金等合計　48件　152,257千円（計画比304％）
　　　〈内訳〉
　　　　　①日本学術振興会科学研究費補助金
　　　　　　　（計20件　28,210千円、新規3件　4,160千円、継続17件　24,050千円）
　　　　　②日本学術振興会学術研究助成基金助成金
　　　　　　　（計16件　25,610千円、新規16件　25,610千円、継続0件　0千円）
　　　　　③厚生労働省科学研究費
　　　　　　　（計2件、5,500千円、新規1件(4,000千円)継続1件(1,500千円))
　　　　　④大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム
　　　　　　　（計1件　71,000千円、新規0件 0千円、継続1件　71,000千円）
　　　　　⑤大学生の就業力育成支援事業
　　　　　　　（計1件　16,800千円、新規0件 0千円、継続1件　16,800千円）
          ⑥その他受託研究等
　　　　　　　（計8件　5,137千円、新規5件　1,847千円、継続3件　3,290千円）


2


【平成23年度の実施状況】


A+


【平成23年度計画】


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


No.20
「研究（研究
推進の状
況、外部研
究資金獲得
の状況）」


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会
業務実績評価書の記載内容


　外部研究資金等獲得額が計画
比304％となっており、年度計画
を大幅に上回っている。


年度
評価


自己評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


業務実績評価書の記載内容備考


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


18～23年度（6年間）


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


【意見・コメント等】
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福岡県立大学（財務）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 2


20 A 1 A 2


21 A 1 A 2


22 A 1 A 2


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


A 2 A 2


A 2 A 2


Ａ 2


評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


○給与事務のアウトソーシングへの移行
　（試行開始：　24年１月～24年３月）
○人件費の削減


○数値目標
　・削減額：6,500千円以上


○平成24年1月からの給与事務のアウトソーシングへの試行を行った。試行における給与データの円滑なやり取り方法
　　やチェック体制について事務局内部及び委託先と検討した。
○人件費の削減に向け、5月の事務局会議において、管理職員による業務把握など時間外縮減の取組を指示した。
○学校教育法施行規則の改正により、大学ホームページ等による教育情報の掲載が義務化され、情報処理専門員１名を配
置した。


目標実績  （前年度比）削減額　 ： 　　　 ▲2,634(千円)
                 　　 H22実績        　 　  → 　  　H23実績
 人件費　：     728,275  (千円)    　  　　　　730,909　(千円)


２　経費の抑制


人件費抑制と組
織的な目標管理
に取り組み、経費
を節減する。


1 【人件費の抑制】
①大学設置基準を踏まえ、人員配
置を見直す。
②業務内容や手順を洗い直し、適
切に人員を配置する。


○達成目標
　・人件費削減率
　　　　　　：法人化前5％以上


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


(決定) 【意見・コメント等】


【平成23年度計画】


(決定)


業務実績評価書の記載内容


　人件費縮減に向け、平成24年
度実施に向けた給与のアウト
ソーシングの検討・協議や、時間
外勤務の縮減に取り組んだもの
の、教育情報掲載の義務化に伴
う情報処理専門員の増員及び社
会保険料の事業主負担の増によ
り、前年度増となった。
　以上、外部要因によって目標
値には達しなかったが、計画した
縮減の取組は進めていることに
より、年度計画を十分に実施して
いる。


B


年度
評価


自己評価


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


No.31
「経費削減」 62


備考


1


【平成23年度の実施状況】


業務実績評価書の記載内容


18～23年度（6年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価


18～21年度（4年間）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【意見・コメント等】


18～22年度（5年間）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


評価委員会
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福岡県立大学（財務）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


データ
番　号


自己評価


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 A 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 A 1 A 1


23 A 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


7 8 5 7


業務実績評価書の記載内容


○通信費の節減
　・通信費を１％削減する。（平成１７年度比６％節
減）


○数値目標
　・削減額：３７０千円以上
　　　（対平成１７年度決算７，３８８千円）


○通信費の節減に向け、できるだけメール便を活用するよう教職員に電子メールにて周知した。


○17年度決算額 　 ：　約　7,388千円
 　23年度決算額　　：　約　5,896千円
   対17年度比　　 　：　 79.8％


【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


2 【光熱水費・通信費の節減】
　省エネ推進期間の設定など、省エ
ネルギー対策等を徹底して実施し、
光熱水費の節減に努める。


○達成目標
　・光熱水費・通信費削減率
　　　：通信費を5％削減
　　　　　　　　（平成17年度比）
　　　看護学部完成年度（平成
　　　18年度）中に電気・水道・
　　　灯油使用料の節減目標設定


2-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


業務実績評価書の記載内容


B


　省エネルギー推進部会を開催
し、徹底した冷暖房の温度設定
をはじめ、省エネ対策に取り組ん
だ結果、前年度比の年間電気使
用量は減少し、節減は達成され
たたものの、石油製品の高騰や
電気の基本料金の上昇により光
熱水費は増加となった。
　以上により、年度計画を十分に
実施している。


自己評価


【平成23年度計画】


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


2-2


年度
評価


自己評価


1


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


63


　通信費の節減に向け、教職員
への周知徹底の取組によりメー
ル便の活用が定着し、目標数値
も大きく上回った。以上により、
年度計画を上回って実施してい
る。


No.31
「経費削減」1


【平成23年度の実施状況】


A


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


備考


(決定)


評価委員会


【平成23年度計画】 【平成23年度の実施状況】


自己評価
業務実績評価書の記載内容


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


64


○ 光熱水費の節減に向け、省エネルギー推進部会を6月に開催し、全学的な取り組み
　　　として以下の事を決定し、教職員に周知徹底を図った。
    ・　冷房設定温度は28℃。予想最高気温24℃以下では冷房運転停止
　　・　講義終了後の電灯、冷房オフは学生が残っていても必ず教員が行う。
　　・　廊下等の照明の間引き点灯、自動ドアの開放
　　・　エレベータ稼働台数の間引き及び階段での昇降の促進(学生は原則使用禁止）


○目標実績　                      　　　　　  　　          平成２２年度　　　　　　　　平成２３年度
　　電気使用量の前年比（節減率） ：　4.9％     年間累計使用量　  →　　   年間累計使用量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          1,871千（ｋｗｈ）　　　　　　1,779千（ｋｗｈ）
    光熱水費の前年比　　　　　  　  ：104.2％      39,809 千円         →　      41,488 千円


○光熱水費の節減
　・光熱水費の主要を占める電気量の節減に向
　　けて、冷暖房の設定温度の厳守に向けた
　　取組の実施。
　　　（光熱水費の増加ゼロ）


No.31
「経費削減」


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定)


評価委員会


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


【意見・コメント等】


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


　・5-3-1：法人の収入増を図るためには、様々な取り組みが必要であり、産学官連携等による外部研究資金の確保に取り組んでいる。その中でも特に科研費等の外部資金の獲得がより重要である。


項目数計


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


ウェイト総計


財務に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）
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福岡県立大学（評価）


中期目標
6 評価


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 A 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 A 1


B 1


項目別の状況 （年度計画項目）


「評価を厳正に実施し、大学運営に反映する。」


教育・研究その他大学運営全般についての自己点検・評価を厳正に実施するとともに、その評価結果を速やかに公表する。
計画・実行・評価・改善の仕組みを確立し、教員の個人業績評価、県評価委員会の評価及び認証評価機関の評価を、大学運営の改善に速やかに反映させる。


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価


データ
番　号


通し番号


１　評価の充実


自己点検・評価
及び各種評価結
果を大学運営に
反映し、改善を図
る。また、教員の
個人業績評価の
評価結果を給与
に反映させ、大学
運営の改善につ
なげる。


1 【自己点検・評価の実施と結果の公
開及び各種評価結果の大学運営へ
の反映】
①本学の教育・研究及び組織運営
    に関して評価を実施し、評価結
    果の改善に努める。また、評価
    結果を公開する。
②認証評価機関や県評価委員会
   の評価結果を大学運営に反映
   させる。


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


【平成23年度計画】


1


【平成23年度の実施状況】


B


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価
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○自己点検・評価の実施
　　・前年度の自己点検・評価報告書の作成
　　・専任教員の教育・研究業績評価の実施
　  ・自己点検・評価内容の見直し


○自己点検・評価の実施
　　・平成22年度の自己点検・評価報告書を作成した。
　　・専任教員の教育・研究業績評価の実施を行った。
　  ・自己点検・評価内容の見直しを実施した。


　年度計画のとおり自己点検・評
価が実施されており、年度計画
を十分に実施している。


1-2


年度
評価


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【平成23年度計画】


○県評価委員会の評価結果の反映
　・県評価委員会の評価結果の報告会を実施した。
　・評価委員会の意見を取り入れて次期中期計画（案）に反映させた。
○年度計画に対する自己点検・評価
　　・代表者会議を開催
○次回認証評価受審に向けての体制整備を次期中期計画に盛り込んだ。


(決定)
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　評価委員会の評価結果を全教
職員に報告し、参画意識を高め
た。
　次回認証評価受審の体制作り
の計画を次期中期計画に盛り込
むなど年度計画を十分に実施し
ている。


○県評価委員会の評価結果の反映
○年度計画に対する自己点検・評価
　　・代表者会議の開催
○次回認証評価受審に向けての体制整備


【平成23年度の実施状況】


B


18～23年度（6年間）


自己評価


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


評価委員会
備考


評価委員会


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


自己評価


18～22年度（5年間）


(決定)


業務実績評価書の記載内容


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


業務実績評価書の記載内容


【意見・コメント等】


18～21年度（4年間）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）
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福岡県立大学（評価）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


2 3 2 3


【平成23年度の実施状況】


評価委員会


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


【意見・コメント等】


1


○教員の個人業績評価の実施
○評価結果の給与への反映
　・業績年俸への反映
　・報奨金の支給
　・時期：１２月


2 【教員の個人業績評価システムの
導入と給与への反映】
　教員の個人業績評価システムを
導入し、評価結果を給与に反映す
る。


2


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


自己評価
備考 業務実績評価書の記載内容
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　計画に基づき評価を実施して
給与に反映しており、年度計画
を十分に実施している。


○H22年度分評価
　　・　4月　　　　　　：自己申告書提出
　　・　6月～8月　   ：一次評価及び二次評価の実施
　　・　8月　　　　　　：評価結果の通知
　　・12月　　　　　　 ：評価結果を給与に反映


【平成23年度計画】


B


自己評価 評価委員会


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


(決定)


【意見・コメント等】


業務実績評価書の記載内容


(決定)


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


項目数計


18～21年度（4年間）


ウェイト総計


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


評価に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】
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福岡県立大学（情報公開
）


中期目標
7  情報公開


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 A 1 B 1


20 A 1 B 1


21 B 1 B 1


22 B 1 B 1


23 B 1


項目別の状況 （年度計画項目）


「情報公開を積極的に推進する。」


入学希望者、学生、県民、企業などに対し、次のような情報を積極的に提供する。
・大学や教員の評価に関する情報
・組織、教職員、施設設備、入学試験などに関する情報
・カリキュラム、シラバス、教員の研究成果や地域貢献活動などに関する情報
・学生の就職支援や卒業生の進路状況に関する情報
・公開講座、大学施設の開放などに関する情報
・予算や決算など財務に関する情報


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価


データ
番　号


通し番号


１　情報公開等の
推進


本学の教育理
念、教育・研究内
容、社会貢献活
動等について積
極的に情報公開
する。


1 【情報公開等の推進】
①情報公開・広報活動体制を確立
   する。
②シラバス、研究成果、入学試験、
   就職、事業計画等、教育・研究・
   組織運営情報を公開する。
③多様な媒体（出版物、ホームペ
   ージによる広報、マスメディアの
   活用）を通して広報活動を充実
   する。
④情報公開と個人情報保護に適
   切に対応しうる情報管理体制を
   構築する。


1-1


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


○種々の情報公開・広報活動
    ・大学パンフレット（２種類）の作成
    ・広報誌（２号分）の作成
    ・新たな広告の検討（車内広告等）
    ・県立大学出版物一覧の作成


自己評価 評価委員会
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備考 業務実績評価書の記載内容


Ｂ


　大学案内など紙媒体による情
報公開と広報活動を計画のとお
り実施しており、年度計画を十分
に実施している。


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


【平成23年度計画】


1


【平成23年度の実施状況】


○種々の情報公開・広報活動
    ・大学パンフレット（2種類）の作成
　　　H24年度版大学案内を配布（7月）
　　　オープンキャンパス用パンフレット配布（8月）
    ・広報誌（2号分）の作成
　　　1号広報誌を作成・配布（７月）、 2号広報誌を作成・配布（3月）
　 ・新たな広告の検討（車内広告等）
　　　広告代理店から見積書を取り、予算申請（JR交通広告）を行った
  　　田川市発行の｢暮らしの便利帳｣に広告を掲載した
　 ・県立大学出版物一覧の作成
　　　出版物一覧を作成(3月）


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


1-2 【平成23年度の実施状況】【平成23年度計画】 　プレスリリースを活用すること
で、メディアを使った情報発信を
実施でき大学広報に役立てるこ
とができた。
　また、電子ブックを作成したこと
で、多くの人に対し、当大学を
知ってもらうことが可能となった。
　さらに、山本作兵衛コーナーの
追加やトップページの整理など
行い、Ｗｅｂサイトの充実を行うこ
とができた。
　以上により、年度計画を十分に
実施している。
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○情報発信体制の整備
    ・プレスリリース体制の充実
    ・大学案内のデジタル化
    ・大学公式Webサイトの充実
 　　   ・２２年度末に追加した「教育情報」内容の
　　　　　充実
 　　   ・トップページの見直し（フラッシュ、ニュース
　　　　　欄、リンクボタン配置）
    ・各部署のWebページが定期的に更新されて
　　　いるかをチェックするための体制の整備


○情報発信体制の整備
    ・プレスリリース体制の充実
　　　・教職員に向けプレスリリースの活用について依頼し周知を図った
　　　　（記者会見および新聞記事掲載：５件）
   ・大学案内のデジタル化
　　　　「大学案内」について、電子ブックを作成し、大学ホームページに掲載した(11月)
　・大学公式Webサイトの充実
 　　　教育情報の特色ある取り組みとして、「世界記憶遺産、山本作兵衛」を 追加しサイトの充実を図った。
  ・トップページの見直し（フラッシュ、ニュース欄、リンクボタン配置）を見直し
      　 トップページの記事数を15件から10件に整理し見直しを行った。
  ・各部署のWebページが定期的に更新されているかをチェックするための体制の整備
　　　　7月、10月、12月、3月にWeb管理者に対し、情報の見直しと更新について依頼した。


1 Ｂ
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福岡県立大学（情報公開
）


項目 中期 年度
中期
↓


変更
年度 中期 年度


中期計画


平成23年度計画


ウェイト


計画の実施状況


自己評価


データ
番　号


通し番号


実施事項
中期目標期間評価理由


又は
年度評価理由


評価 ウェイト 評価 ウェイト


18


19 B 1 B 1


20 B 1 B 1


21 B 1 B 1


22 A 1 B 1


23 Ｂ 1


評価 ウェイト 評価 ウェイト


B 1 B 1


B 1 B 1


B 1


中期 23年度 中期 23年度


1 2 1 2


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


年度
評価


【意見・コメント等】【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


自己評価 評価委員会
備考 業務実績評価書の記載内容


(決定)


【自己評価の修正の有無】
　無　・　有（　Ａ(+)　・　Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ　）


(決定) 【意見・コメント等】


【ウェイトの修正の有無】
　無　・　有（　２→１　・　１→２　　）


中期目標期間評価
（暫定評価を含む）


自己評価 評価委員会


18～21年度（4年間）


18～22年度（5年間）


18～23年度（6年間）


ウェイト総計 項目数計


【ウェイト付けの理由】（年度計画）


情報公開に関する特記事項の業務実績評価書の記載内容


（評価委員会）
【報告内容に関して確認した事項】（事務局補足事項）


【意見・コメント等】
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(百万円）


区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(a)－(b)


費用の部 2,253 1,999 254


　経常費用 2,253 1,999 254


　　業務費 1,690 1,740 ▲ 50


　　　　教育研究経費 303 359 ▲ 56


　　　　受託研究等 62 11 51


　　　　人件費 1,313 1,369 ▲ 56


　　一般管理経費 563 257 306


　　（減価償却費　再掲） (67) (98) (▲ 31)


　　財務費用 - 1 ▲ 1


　　雑損 - 0 0


　臨時損失 - 0 0


収益の部 2,253 1,960 293


　経常収益 2,253 1,913 340


　　運営費交付金収益 989 1,000 ▲ 11


　　授業料収益 589 586 3


　　入学金収益 123 120 3


　　検定料収益 27 26 1


　　その他業務収益 - 0 0


　　受託研究等収益 62 11 51


　　寄付金収益 1 3 ▲ 2


　　補助金等収益 272 50 222


　　資産見返物品受贈額戻入 57 53 4


　　資産見返運営費交付金等戻入 10 10 0


　　資産見返寄附金戻入 - 2 ▲ 2


　　資産見返補助金戻入 - 2 ▲ 2


　　財務収益 2 0 2


　　雑益 39 44 ▲ 5


　臨時利益 - 46 ▲ 46


純利益 - ▲ 40 40


目的積立金取崩 83 60 23


総利益 - 19 ▲ 19


(百万円）


区分 予算額(a) 決算額(b) 差額　　(a)－(b)


資金支出 2,466 2,413 53


　業務活動による支出 2,104 1,876 228


　投資活動による支出 83 309 ▲ 226


　財務活動による支出 - 27 ▲ 27


　翌年度への繰越金 280 201 79


資金収入 2,466 2,420 46


　業務活動による収入 2,104 2,100 4


　　　運営費交付金による収入 989 1,000 ▲ 11


　　　授業料等による収入 739 722 17


　　　受託研究等による収入 62 11 51


　　　補助金等による収入 - 320 ▲ 320


　　　寄附金等による収入 - 3 ▲ 3


　　　その他収入 313 44 269


　投資活動による収入 - - 0


　財務活動による収入 - 0 0


　目的積立金取崩 83 60 23


　前年度からの繰越金 280 280 0


－


－


－


－
Ⅴ　その他設立団体の規則で定める業務運営に関する
事項 該当なし 該当なし


Ⅲ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画
該当なし 該当なし


Ⅳ　剰余金の使途 　決算において剰余金が発生した場合は、教育研究及び診療の質の向
上並びに組織運営の改善に充てる。


　平成２２年度末剰余金より82百万円取り崩し、以下のとおり教育研
究環境の改善に充当した。
　活用内容：附属研究所新築工事、履修カルテシステム導入


－


　 ２．資金計画予算


Ⅱ　短期借入金の限度額 １　短期借入金の限度額
　　　 ３億円
２　想定される理由
　　 　運営費交付金の交付時期と資金需要の期間差及び事故の発生
　　等により緊急に必要となる対策費として借り入れすること。


該当なし


Ⅰ　収支計画予算及び資
金計画予算


１．収支計画予算


項目別の状況（年度計画項目）


中期計画


その他中期計画において定める事項


計画 実績


自己
評価


年度計画
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（単位：百万円） （単位：百万円）


区分 金額 区分 金額


費用の部 10,754 費用の部 11,665
業務費 9,425 業務費 9,912


教育研究経費 1,659 教育研究経費 1,795
受託研究費等 246


人件費 7,766 人件費 7,866
一般管理費 1,329 一般管理費 1,435
（減価償却費　再掲） (713) （減価償却費　再掲） (478)


財務費用 12
雑損 0
臨時損失 301


収益の部 10,754 収益の部 11,829
運営費交付金収益 5,683 運営費交付金収益 6,149
授業料収益 3,347 授業料収益 3,348
入学金収益 664 入学金収益 734
検定料収益 162 検定料収益 162


その他業務収益 0
受託研究等収益 50 受託研究等収益 114


受託事業等収益 137
補助金等収益 51


寄附金収益 0 寄附金収益 4
資産見返運営費交付金等戻入 40 資産見返運営費交付金等戻入 45


資産見返補助金等戻入 2
資産見返寄附金戻入 5


資産見返物品受贈額戻入 673 資産見返物品受贈額戻入 440
財務収益 2


雑益 135 雑益 230
臨時利益 375


純利益 0 純利益 167


※増減の主な理由
　■費用の部
　　・教育研究経費
　　　教育研究に係る委託料等の増による
　　・受託研究費等
　　　外部資金獲得に伴う増による
　　・人件費
　　　教員人件費等の増による
　　・一般管理費
　　　施設・設備の老朽化、設備増に伴う維持費の増による
　■収益の部
　　・受託事業等収益
　　　外部資金獲得に伴う増による


項目別の状況（中期計画項目）


その他中期計画において定める事項


中期計画


Ⅰ　収支計画予算
　　 及び資金計画予算


１．収支計画予算


自己
評価


計　画 実　績


－
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中期計画
自己
評価


計　画 実　績


（単位：百万円） （単位：百万円）


区分 金額 区分 金額


資金支出 10,183 資金支出 11,398
業務活動による支出 10,041 業務活動による支出 10,704
投資活動による支出 142 投資活動による支出 492
財務活動による支出 0 財務活動による支出 78


次期中期目標期間への繰越金 124


資金収入 10,183 資金収入 11,398
業務活動による収入 10,183 業務活動による収入 11,394
　運営費交付金による収入 5,825 　運営費交付金による収入 6,215
　授業料等による収入 4,174 　授業料等による収入 4,315
　受託研究等による収入 50 　受託研究等による収入 252


　補助金による収入 362
　寄附金による収入 4


　その他収入 134 　その他収入 246
投資活動による収入 0 投資活動による収入 2
財務活動による収入 0 財務活動による収入 2


前期中期目標期間よりの繰越金


－


－


－


－
Ⅴ　その他設立団体の規則で定める業務運営
     に関する事項 該当なし 該当なし


Ⅲ　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計
画 該当なし 該当なし


Ⅳ　剰余金の使途 　決算において剰余金が発生した場合は、教育研究の質の向上
及び組織運営の改善に充てる。


・平成２１年度から平成２３年度までに取り崩した目的積立金合計
155百万円を、次のとおり教育研究の質の向上並びに組織運営の改善
に充当した。
　・平成21年度　空調機器の整備ほか　17百万円
　・平成22年度　すずかけ寮の整備ほか　56百万円
　・平成23年度　附属研究所新築工事ほか　82百万円


Ⅰ　収支計画予算
　　 及び資金計画予算


２．資金計画予算


－


Ⅱ　短期借入金の限度額 １　短期借入金の限度額
　　　３億円
２　想定される理由
　　　運営費交付金の交付時期と資金需要の時間差及び事故の
　　　発生等により緊急に必要となる対策費として借り入れする
　　　こと。


該当なし
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福岡県立大学（中期目標項目）


中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


項目別の状況（中期目標項目）


１．教育 【平成23年度】
１　 教養教育の充実は、カリキュラム科目内容の検討、リメディアル科目、英語を「使った」科目を含めた新カリキュラムの検討を行いました。教養教育科目等の検討
　のために新入学生を対象とした学習に関する意識調査を実施しました。専門的職業人育成のための「スキルアップゼミ」の新コースの開設を行いました。教養演習に用
　いる「共通テキスト」を改善しました。


２　専門教育の充実は、人間社会学部では将来構想を作成し設立者と協議を行いました。人間社会学部の実績と課題について20周年誌編集の過程で明らかにし
　記述しました。公共社会学科の2コース、社会福祉学科の2コース、人間形成学科の3コースと各資格取得カリキュラムについて改善しました。GPAを用いて各学科で
　得点の低い学生に対する指導を行いました。看護学部では保健師助産師看護師法施行規則一部改正に伴う新カリキュラムを申請し受理されました。情報処理セン
　ターではe-ラーニングシステムの利用促進のため学生への利用法の周知、教職員への講習会、著作権講習会を開催し目標を上回る65コースを開設しました。
　看護学部では経験型実習教育の充実のためワークショップの開催、臨床教授制の継続、研修会の開催等を行いました。人間社会学部社会福祉学科では新カリ
　キュラムとして相談援助実習指導(経験型実習)を実施し、報告会を開催しました。人間社会学部公共社会学科では韓国での社会調査実習の実施、社会調査士
　資格取得に必要なカリキュラムの充実、課題解決型学習の展開等を行いました。情報系カリキュラム充実のため情報処理関係資格取得支援プログラムの実施、
　MOS講座実施、学生に対する個別相談の実施を行いました。人間社会学部人間形成学科では保育士・幼稚園教諭養成課程の改正に伴う新規授業科目の開講、
　科目内容の変更を行いました。体験的学習の授業への導入を積極的に行いました。他の学部・学科の専門領域を学ぶ教育プログラムを導入し、看護や福祉の実践
　現場から講師を招き8回の講座を実施しました。両学部の学生が連携の必要性を一緒に学習する教育プログラムとして、「社会貢献論」、「社会貢献論演習」、
　「不登校・ひきこもり援助論」を実施しました。授業での成果を社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱで発表しました。大学院人間社会学研究科は教育充実のためコースツ
　リーに基づいた個別指導を実施しました。長期履修制度を導入しました。人間社会学研究科心理臨床専攻では日本臨床心理士資格認定協会の第1種校として
　運営し、心理教育相談室の運営、実習状況の聞き取り、事例検討会の開催、相談員対象の講座開催を行いました。看護学研究科は新たなコース(上級実践
　コース:助産師養成)の設置準備を行い文部科学省の事前相談を終了しました。専門看護師コース(精神看護、老年看護)の課程認定の準備を行いました。社会人
　の大学院生が学びやすい授業形態の導入は、夜間、休日の開講体制の継続、コア科目のe-ラーニング化、長期履修制度の実施を行いました。


３　教員の教育能力の向上については、教員の個人業績評価を実施し、評価結果を給与に反映しました。学部のFD活動として学生による授業アンケートの実施、FD
　セミナーの開催の他に教員のFDに関するアンケートを実施しました。大学院のFD活動としてFDセミナーの開催、学外のFDセミナーへの参加等行いました。


４　学生の確保については、学部入試においてアドミッションポリシーの広報強化、入試制度改善のための調査研究を行い、報告書を作成しました。大学院入試にお
　いては広報や実施体制の検討を行いました。人間社会学研究科の長期履修制度を改正しました。新たに、オープンキャンパスにおいて高校教員向け個別相談の
　実施、看護学部の編入学試験を廃止し、前期日程10名の定員増を行いました。オープンキャンパス、入試説明会、高校訪問、出前講義、パンフレットの送付、
　ホームページの改善、電照広告を実施しました。大学院のオープンキャンパスを学部と同時に開催しました。


５　成績評価については、学生にGPA制度の周知を行い、低得点者への支援、高得点者の卒業式での表彰など積極的に活用しました。両学部において国家試験合格
　率の目標値を定め、人間社会学部では勉強会の実施、説明会の開催、模擬試験の受験支援、受験経験者に対するアンケートの実施などの活動を行いました。看
　護学部では専門ゼミごとの指導、模試の低得点者への集中的指導、e-ラーニングの利用、外部講師の導入等の積極的活動を行いました。


６　学生への支援については、就職支援としてキャリアサポートセンターの利用促進を行いました。インターンシップ参加者を拡大し報告書を作成しました。各種就職
　ガイダンス、対策講座、支援行事をスケジュールに基づいて実施しました。学生と地域住民との交流促進を行いました。キャリア形成支援講座を実施しました。
　キャリア支援資料を充実しました。学生生活支援の充実のための学生との意見交換会を行い、防犯灯の設置、学生表彰規定の作成等行いました。卒業後の追跡
　調査を実施し、結果に基づく対応策を検討しました。就職先アンケートについて人間社会学部は準備を行い、看護学部は実施しました。卒業後の未就職者に対する
　支援として、教員の卒後相談支援を行いました。ホームページを通じた就職・進路相談の紹介、既卒者対象の就職関連事業情報の提供システムを整備しました。


【特記事項】
① 「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム」として、「社会貢献論」や「社会貢献論実習」の授業の実施など15の事業を展開しました。
② 「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」は3年目の事業として、「大学教員及び臨地実習指導者の教育力開発」など3つの基盤的取組
　　を実施しました。


　実施項目別評価は、Aは8項目、Bは25項目とします。
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


１．教育


【中期目標期間】
１ 教養教育の充実については、教養教育カリキュラムと科目内容の検討・改編の継続的実施、専門的職業人育成の新コースの開設を行いました。教養演習につ
　　いてもテキストを継続的に改訂しました。


２　専門教育のカリキュラムの検討・改編は両学部とも継続的に実施しています。e-ラーニングを導入し教育を充実しました。経験型実習を導入し、導入領域の拡大、
　　ワークショップの開催、臨床教授制の導入を行いました。公共社会学科は、学科名変更、コース制の導入、キャリア支援プログラムの実施等の新しい取組を
　　行いました。人間形成学科は授業への体験学習導入を行いました。他の学部の専門分野を学ぶ教育プログラムを作成・実施し、年度ごとに拡大して実施して
　　います。人間社会学研究科は3専攻に再編しました。心理臨床専攻は日本臨床心理士資格認定協会の第1種校の認定を受け運営しています。看護学研究
　　科を開設し、専門看護師コースの拡大を継続的に行っています。看護学研究科は社会人の学びやすい大学院とするため、夜間や土・日の授業開講、コア科
　　目のe-ラーニング化、長期履修制度の導入を行いました。学生による授業アンケートを実施し、教員へのフィードバック、結果の分析を行い授業改善に取り組
　　んでいます。


３　教員の教育能力向上のため、教員個人業績評価、任期制及び業績評価の給与への反映を行っています。FD活動を強化しました。学部・大学院がそれぞれFD
　　セミナー開催、他機関のセミナー参加、関連図書整備、FD活動年報刊行、学生座談会の開催等を行っています。


４　質の高い学生の確保のため、学部・大学院のアドミッションポリシーを作成し、広報を強化しました。学部入試制度の検討を行い、センター試験利用科目の見直し、
　　試験会場の増加、追試験制度の導入、入試制度改善のための調査研究を行いました。大学院では大学院入学試験部会の設置、長期履修制度の導入を行い
　　ました。広報活動として、オープンキャンパスの複数回開催、入試説明会、高校訪問、出前講義などを実施しました。ホームページの改訂や高校教員対象の
　　受験指導セミナー、個別相談を行いました。


５　厳格な成績評価のためGPA制度を導入し、低得点者への学習支援、高得点者への表彰を行いました。国家試験対策として人間社会学部では国家試験対策講
　　座を実施しました。看護学部では模試低得点者への指導の徹底、内外講師による補講、e-ラーニングの活用、ゼミ教員による指導の強化等の取組を行いま
　　した。


６　学生支援の充実のために、キャリア支援に係るスタッフの増員、インターンシップ等の低学年からの導入による、入学時からの一貫したキャリア形成支援、キャ
　　リア支援講座の充実を行いました。卒業生への支援はキャリアサポートセンターにおいて卒業後の追跡調査、卒後未就職者への就職活動支援を行いました。
　　卒後のキャリアアップ機会の提供として事例検討会、公開講座、国際シンポジウム等を開催しました。


【特記事項】
　① 「就業力向上を目指す社会貢献プログラム」が文部科学省の平成22年度の「大学生の就業力支援事業」に選定され、就業力を育成する事業を展開しました。
　② 「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」が文部科学省の平成21年度「大学教育充実のための戦略的大学連携プログラム」に選定され
　　3つの基盤的取組を実施しました。
　③ 「不登校・ひきこもりへの援助力養成教育」が文部科学省の平成20年度「質の高い大学教育推進プログラム(教育GP)」に選定され、キャンパススクール設置など
　　の取組を行いました。
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


【平成23年度】
１　特色ある研究については、各種研究プロジェクトを設置し、個別研究、共同研究ともに、年度計画を上回る研究実績を上げています。


２　外部研究資金の獲得については、応募件数88件(計画比：125％)、獲得件数48件(計画比：160％)といずれも計画を上回りました。外部研究資金獲得金額で見ると、合
計で152,257千円(計画比：304％)と昨年に引き続き目標の3倍以上を達成しました。これには文部科学省の大型の競争的外部資金『看護系大学から発信するケアリング・
アイランド九州沖縄構想』　と『就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム』が大きく貢献しました。


３　産学官連携の推進については、産学官連携契約を目標を上回って5件締結しました。また昨年締結した田川市福岡県立大学包括連携協定に基づき、3つの研究プロ
ジェクトへの助成金を受けました。


４　研究費の配分については、理事長裁量経費としての研究奨励交付金を計画どおり全研究費の30％配分しました。学会発表(招聘講演、シンポジスト招聘分)は昨年よ
り下回りましたが目標は上回り、査読付き論文数は昨年より延びほぼ計画どおりの件数になりました。


　実施項目別評価は、A＋は1項目、Aは2項目、Bは1項目とします。


【中期目標期間】
　特色ある研究については、附属研究所において、両学部の連携の研究プロジェクト等に積極的に取り組み、目標を上回る実績を継続して達成できています。
　研究プロジェクトの成果は、隔年で発表会を開催するとともに、研究奨励交付金研究成果報告書にまとめました。
外部研究資金については、初年度は目標の5千万円を達成できなかったものの、その後は獲得金額が目標を大きく上回り、平成21年度からの3年間は、目標の3倍以上
の実績を上げることが出来ました。
　産学官連携に関しては、毎年各種の研究シーズ発表会への参加、知的財産セミナーの開催、福岡県新生活産業室との連携、九州経済産業局との連携、メールマガジ
ンの発行などを継続して実施しました。また、平成18年度から田川地域連携推進協議会を立ち上げ、地元事業者や行政との連携を深めています。


２．研究
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


【中期目標期間】
　ヘルスプロモーション実践研究センターと生涯福祉研究センターでは、大学の知的資源を活用し、地域住民の健康の向上のための各種健康教育事業、資格・免許保持
者等に対するリカレント教育等に積極的に取り組み、目標を大きく上回る実績を継続して挙げることが出来ました。
　平成19年度に開設した不登校・ひきこもりサポートセンターでは、着実に全国的な評価を上げており、平成20年度には、文部科学省の質の高い大学教育推進プログラ
ム(教育GP)に選定され、我が国で初めての大学内キャンパススクールを展開しました。さらに教育ＧＰの中でも現地調査において極めて高い評価を得たことから、全国的
な認知度をさらに上げ、モデル事業として期待されています。
　社会貢献・ボランティア支援センターでは、本学に根付いていた学生達のボランティア活動をより効率的にコーディネートし、新たな活動を生み出すことに成功しました。
その結果、学生ボランティアの登録数、学生ボランティア派遣人員延べ数は目標を遙かに上回り、活動を推進することが出来ました。
　国際交流では、学術教育交流締結大学数を計画どおりに増やし、平成23年度には5校にまで拡大し、教員交流も30名にまで増やし、活発な交流が実施できました。交換
留学生数を増やす取組も計画に沿って毎年実施し、平成18年度には2名だった交換留学生数を平成23年度には12名にまで増やすことが出来ました。
　平成18年度には短期語学研修制を導入し、イギリス・ヨーク大学、オーストラリア・モナッシュ大学、イギリス・バーススパ大学、アメリカ・ハワイ大学等での研修を充実さ
せてきました。


【特記事項】
　①　世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業が内閣官房・内閣府の平成20年度、21年度「地方の元気再生事業」に選定されました。
　②　平成20年度に第28回日本看護科学学会学術集会を開催し、全国から約2,700名の参加を得ました。この企画委員会を基盤にして、｢ケアリング・アイランド・
　　　九州｣という構想でコンソーシアムを作ることが決定しました。これが次年度の｢看護系大学から発信するケアリングアイランド九州沖縄構想｣に繋がりました。


３．社会貢献 【平成23年度】
１　地域貢献については、附属研究所内の4センターともに昨年に引き続き計画を上回る実績を上げています。特に独立行政法人日本学術振興会の質の高い大学教育
推進プログラムの現地調査報告書の中で、不登校・ひきこもりサポートセンターで実施している『不登校・ひきこもりへの援助力養成教育』が特に優れており波及効果が見
込まれる取組として記載され、極めて高い評価を受けたことにより、全国区での認知度をさらに上げることが出来ました。ヘルスプロモーション実践研究センターと生涯福
祉研究センターも各種リカレント事業や健康教育事業等、昨年に引き続く高い実績を上げています。社会貢献・ボランティアセンターでは、学生登録数、外部団体・機関登
録数ともに目標を大幅に上回る実績をあげることができました。また、東日本大震災の被災地に学生を派遣し、学生による社会貢献に関する教育支援もできました。
　さらに、『看護系大学から発信するケアリングアイランド九州沖縄構想』では、ケアリングアイランドウイークという包括的取組を「九州沖縄から東北に届けるケアリングの
輪」をテーマにして企画し、様々な社会貢献企画を14大学で展開しました。


２　国際交流については、延べ30名の協定校の教員間で、講演・講義・調査研究を通して活発な学術交流を実施しました。特に北京中医薬大学との交流を精力的に実施
しました。また福岡県立大学20周年記念式典では、北京中医薬大学、三育大学、大邱韓医大学校から7名を招聘し、意見交換を実施することができました。
　交換留学生の増加対策として、日本語教育の充実などの取組を行いました。また留学生支援事業として登山、美術館・博物館訪問、陶芸体験など計7回実施しました。
交換留学生は目標の2倍の12名となりました。


　特記事項として、田川市と県立大学が共同申請していた山本作兵衞コレクションが、日本初となるユネスコ世界記憶遺産（MOW）に登録されたことに伴い、県立大学所
蔵の日記等を保管するために、新設の附属研究所内に完全空調等の設備を備えた部屋を設け、保管体制を整えました。MOWについては、各種メディアで報道され、本学
の国際的な認知度を高めることが出来ました。


その他の特記事項
　①田川市・福岡県立大学包括連携協定による共同研究事業を3件助成しました。また県立大学周辺安全対策検討委員会を立ち上げ、周辺地域に防犯灯８基、
　　防犯カメラ２基を設置しました。
　②総合型地域スポーツクラブの運営と地域スポーツの拠点づくり　：県立大学グラウンドを毎週水曜に開放し小学生男子児童60名がサッカーを行ったり、田川
　　地域の総合型地域スポーツクラブ間のスポーツ大会を主催するなどの活動を行いました。
　③県大杯の企画運営　：県内特別支援学校のサッカークラブ間の試合を行い、合わせて第2回サッカー絵画コンクールを開催し、サッカー部以外の生徒達の参
　　加を可能とする取組も行いました。200名の参加を得ました。
　④森林環境保全活動の取組　：福岡県自然環境課及び福岡県教育委員会とタイアップし英彦山の人工林における生物多様性の確保のための取組を行い
　　ました。15名の学生が参加しました。
　⑤里山環境保全活動の取組　：田川市上伊加利地区の地域住民主導の里山保全活動に共同参加しました。
　⑥鎮西プロジェクトの地域展開　　：昨年度まで大学主導で行ってきたプロジェクトを地域協議会主導型へと転換を図り、本学学生と小中学生が校区を語り歩く
　　“第3回鎮西ウオーク”を行いました。
　⑦東日本大震災被災地支援活動　　：“福島の子ども達へ”プロジェクトを開始し、地元の方々の協力にて畑を借り、サツマイモを栽培し、収穫した11箱のサツ
　　マイモを福島の保育園に送ることが出来ました。送料は200名が参加したチャリティ・ソフトボール大会(周辺安全対策検討委員会主催)にて集めた募金を充てました。
　⑧地域商店街活性化支援活動　：環境保全サークル「どうぶつの森」が中心となり、後藤寺商店街活性化に取り組みました。
　⑨第30回日本思春期学会総会・学術集会：市民公開講座には市民が367名、学術集会には専門家409名が参加しました。
　⑩教員免許状更新講習の開催：4講座を開講し、220人が受講しました。


　実施項目別評価は、A＋は1項目、Aは8項目、Bは4項目としました。
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


【平成23年度】


　１．運営体制の改善については、以下の取組を行いました。
　　①全学的視点からの戦略的な学内資源配分の実施と事務局機能の強化については、プロジェクト研究の促進を図り、研究成果発表会の開催並びに報告書の作成
　　　　及び両学部や事務スタッフを継続配置することにより、計画どおり取り組むことができました。また、事務局体制の強化を図るために、プロパー職員2名の採用を
　　　　決定するとともに、教務関係事務の強化を図るため、職員配置の見直しを行いました。
　　②教育研究組織の編成・見直しについては、ＧＰＡに基づく成績の優秀な学生の表彰制度を創設し、卒業証書授与式において、両学部3名づつの学生の表彰を行
　　　　うほか、海外語学研修体制を整備し、海外語学実習について申請者に対し、単位認定できる制度を作りました。また、人間社会学部将来構想（案）を
　　　　作成し、設立者の意見を聴取したほか、博士課程の検討も引き続き行いました。
　　③安全管理体制の充実については、ヒヤリハット防止を推進するため、「安全で確かな事故防止能力を身につけるために」を見直し、全学年に配布し、事故の防止能
       　力の強化に取り組みました。
　　④防犯講習会及び薬物乱用防止講習会の開催については、新入生オリエンテーション時に実施するとともに、2年次生から4年次生の学生に対しても、防犯講習会
　　　を開催しました。


　２．人事の適正化については、以下の取組を行いました。
　　①教員の個人業績評価システムの導入と給与への反映については、22年度分の評価を実施し、その結果を給与（報奨金及び業績年俸加算額）に反映しました。
　　②任期制の導入については、新規採用教員に対しては、任期制を導入しています。


　　　　　実施事項別評価は、Ｂは７項目とします。


【中期目標期間】
　
 １．運営体制の改善については、以下の取組を行いました。
　　①全学的視点からの戦略的な学内資源配分の実施と事務局機能の強化については、全教職員を対象とした大学改革セミナーを開催し、教職員の意識改革に積極
        的に取り組むとともに、理事長・学長のリーダーシップの下、プロジェクト研究（研究奨励交付金）の実施や四役会議及び部局長会議を定例的に開催し、学内の
　　　　円滑な合意形成や迅速な意思決定を進めるなどの取組や学部事務スタッフ及び国際交流業務スタッフの配置など運営体制の改善を行いました。
    ②教育研究組織の編成・見直しについては、多様化する教育ニーズへ対応するため、特任教授制度の導入をはじめ、助教及び臨床教授制度の導入、看護学部
　　　　の教育研究組織を講座制から学系制に再編し、教育体制の充実を図りました。また、「全学カリキュラム検討委員会」を設置し、自己点検・評価や外部評価に
　　　　基づくカリキュラムの見直しに取り組み、「公共社会学科」への改編を実施しました。
　　③安全管理体制の充実については、ヒヤリハットの防止のための冊子を学生に配布し、実習事故防止の強化や感染症予防対策、インフルエンザ対策などの学生の
　　　 健康管理の強化に取り組むとともに、防犯講習会、薬物乱用防止講習会及び消防訓練の実施などに取り組みました。


 ２．人事の適正化については、以下の取組を行いました。
　  ①教員の個人業績評価システムの導入と給与への反映については、評価要領を定め、全学説明会を開催し、全教員に周知を図り、試行を経て実施しました。
　　　 毎年、4月に前年度の教員自己評価書を提出させ、1次・2次評価を実施及び評価通知を行い、その結果を報奨金及び業績年俸加算額として、給与へ反映してい
　　　 ます。
　　②任期制の導入については、法人化後、新規採用教員に対し任期制を導入しており、平成24年4月1日現在で、108人中63人（58.3％）が任期制対象教員となっ
        ています。


【特記事項】
　①法人化後、全教職員を対象とした大学改革セミナーを開催するなど、教職員の意識改革に積極的に取り組んでいます。


４．業務運営
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


【平成23年度】


  １．自己収入の増加については、以下の取組を行いました。
　　①学生納付金の確保とあり方検討については、分割納付契約者の納付遅延防止に向け、契約者全員に対し、期日厳守の通知を行いました。また、現年未納者
　　　に対して、電話による督促を徹底した結果、前年度に比し、未納額は減少しました。
　　②その他の料金による収入の確保については、公開講座の参加者増に向け、ポスターやチラシを作成し、地元市町村や関係機関に配布し、周知を図るとともに、
　　　取組内容を大学ホームページに掲載し、周知を図ったことなどにより、目標数値を上回ることができました。
　　③外部研究資金の獲得については、科学研究費等の外部研究資金に加え、大型の教育等に関する外部資金の獲得により、目標数値を大幅に上回ることができ
　　　ました。


２．経費の抑制については、以下の取組を行いました。
　　①人件費の抑制については、給与事務のアウトソーシングの検討を行い、1月からの試行の中で、課題の整理などを行い、新年度からの本格稼働することを決定
　　　したほか、時間外勤務縮減の取組や退職教員の後任補充人事に若手教員を採用するなどの取組を実施したにもかかわらず、社会保険料事業主負担率の改定
　　　増等の要因で、目標数値は達成できませんでしたが、年度計画は十分に実施しました。
　　②通信運搬費の節減については、教職員へのメール活用の周知徹底の取組により、この取組が定着し、目標数値を大きく上回ることができました。
　　③光熱水費の節減については、徹底した冷暖房の温度設定をはじめ、省エネ対策に取り組んだ結果、年間電気使用量は減少したものの、石油製品の高騰や電
　　　　　気基本料金の改定増により光熱水費は前年度に比し、増加することとなりました。


　　　　　実施事項別評価は、Ａ＋は１項目、Ａは１項目、Ｂは５項目とします。


【中期目標期間】
　
  １．自己収入の増加については、以下の取組を行いました。
　　①学生納付金の確保とあり方検討については、過年度分未納者に対し、少額訴訟案を送付し、督促の強化に努めた結果、未納者全員と支払い能力に応じた債務
　　　弁済契約を締結し、未納額の納付に目途を付けることができました。 また、現年未納者に対しては、こまめな電話・面接・文書による督促に取り組んだ結果、
　　　未納額の減少となりました。
　　②その他の料金による収入の確保については、特に施設使用料については、地域でのイベント等の利用促進に向け、大学ホームページ等で情報発信やリカレント
　　　　教育やキャリアアップ教育等の課外講座を行い、収入の確保に努めました。
　　③外部研究資金の獲得については、科学研究費等の外部研究資金に加え、「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州・沖縄構想」をはじめ教育等に関
　　　　する外部資金の獲得により、目標数値を大幅に上回る収入を得ることができました。


　２．経費の抑制については、以下の取組を行いました。
　　①人件費の抑制については、時間外勤務縮減の取組や退職教員の後任を若手教員で補充するなど、人件費抑制の取組を行いました。
　　　 その結果、目標数値は達成することができました。
　　②光熱水費・通信費の節減については、冷暖房の温度設定やこまめな照明の消灯など取り組むほか、宅配業者のメール便の利用促進やＩＰ電話の利用などの取
　　　　組により、数値目標を上回る実績を上げることができました。


５．財務
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福岡県立大学（中期目標項目）
中期目標項目 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


【平成23年度】
１　評価の充実については、計画どおり前年度の自己点検・評価報告書を作成し、配布しました。また専任教員の教育・研究・社会貢献活動一覧を作成し、教員紹介ホ
　　ームページにリンクしました。県評価委員会の評価結果は、全教職員を対象とした報告会を開催して周知し、コミットメント意識を持って評価結果を反映した取組が
　　できるようにしました。


２　教員の個人業績評価については、計画どおり、一次評価、二次評価を行い、評価結果を報奨金及び加算額として支給しました。


　実施事項評価は、Ｂは3項目とします。


【中期目標期間】
　自己点検・評価については、教育・研究・社会貢献一覧を毎年作成し、教員紹介ホームページにリンクさせています。県評価委員会の評価結果は、全教職員対象の報
告会を開催して周知することで、コミットメント意識を高め、評価結果が次年度に反映される仕組みを作りました。平成22年度に学位授与機構による認証評価を受けるた
め、平成20年度に担当部会を設置し、対応しました。結果はすべての評価基準を満たし、主な優れた点として12項目が挙げられていました。改善を要する点はありません
でした。選択的評価Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」では、目標達成状況が非常に優れているとの評価を受けました。


【平成23年度】
　
　１．情報公開等の推進については、以下の取組を行いました。
　　①大学案内、広報誌の発行や田川市発行の「暮らしの便利帳」に大学の案内を掲載するなど、種々の情報公開と広報活動を実施しました。
　　②プレスリリース体制の充実に取り組むとともに、「大学案内」の電子ブックを作成し、大学ホームページに掲載や大学公式ウェブサイトの充実を図るなど、情報
　　　 発信体制の整備を行いました。
　　③ＰＣヘルプデスク専門員を引き続き任用し、大学ホームページのウェブ内容の充実を図り、最新の情報が掲載できるように取り組みました。


　　　　実施事項別評価は、Ｂは２項目とします。


【中期目標期間】
　
　１．情報公開等の推進については、以下の取組を行いました。
　　①情報公開等の推進については、個人情報保護規程や情報管理体制を整備するために「ホームページ管理・運用要綱」及び「情報保全規則」の制定・改訂を行うほ
　　　 か、大学ホームページに最新の情報に適宜更新し、イベント終了後の報告を掲載するなど、内容の充実に取り組みました。また、学校教育法施行規則改正によ
　　　　り義務化された大学の「教育情報の公表」についても掲載を完了するなど、情報公開に努めました。


６．評価


７．情報公開
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福岡県立大学（全体的な状況）


全体的な状況


区分 法　　　人 評 価 委 員 会


自己評価 意見・コメント等


業務の実施状況について 【平成23年度】
　　 入口管理は、質の高い学生確保のために、入試制度改善システムの再構築へ向けた作業を行いました。また、アドミッションポリ
シーの広報を強化し、大学案内、入試要項、ホームページに掲載しました。オープンキャンパス(２回）、入試説明会、高校訪問等を
全学的（教職員協働）に推進し、夏のオープンキャンパスでは、「高校の先生限定受験指導セミナー」及び「高校の先生受験指導個
別相談」を行いました。
また大学院については、長期履修制度を導入しました。


　  出口管理は、理事長指名の国試・就職支援部会長のもと、国家試験対策に取り組み、看護師と助産師合格率100％、保健師
90.5％、社会福祉士81.5％、精神保健福祉士95.2％と高い合格率を維持することができました。就職対策としては、キャリアサポート
センターの利用を促進し、利用件数は年度計画を大きく上回りましたが、就職率は目標を下回り92.2％にとどまりました。


 　 教育は、教養教育、専門教育、両学部の専門領域を学ぶカリキュラムなどを継続して実施しました。また、e-ラーニングシステム
の利用促進を図り、65コースを開設しました。
　 教員の教育能力向上のFD活動は学部・大学院共に参加率が向上し、学生アンケートも前・後期実施し、報告書も作成しました。
   学生の成績評価ではシラバスの検討、GPA制度を実施、学士力、修士力育成のための施策に取り組み、GPA高得点の学生を卒
業証書授与式で表彰しました。


  　研究は、全学的に申請支援のための説明会を行い、若手研究者の多い看護学部では、競争的資金申請支援制度を継続すると
ともに、科学研究費補助金の応募採択件数の向上を目指しました。その結果、応募件数88件（計画比：126％）、獲得金額は152，
257千円（計画比：304％）と、昨年に引き続き、高い水準を維持しました。附属研究所内４センターの調整部会を毎月開催、公開講座
も附属研究所内に小部会を設け、活性化を図りました。査読付き論文数は86件（計画比：95.6％）、招待講演等の学会発表数は14件
（計画比：140％）とほぼ計画どおり実施しています。


　 特色ある取組は、「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」（文部科学省『大学教育充実のための戦略的
大学連携支援プログラム』）が最終年度を迎え、多彩な取組を継続するだけでなく、新たに地域貢献として、連携14大学でケアリン
グ・アイランド・ウイークを開催したり、プロジェクトの成果を国内外の学会で精力的に発表しました。(国際学会：教育講演1題、交流
集会1題、示説20演題　　国内学会：交流集会1演題、口演3演題、示説4演題)


　 特記事項としては、「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム」（文部科学省平成22年度「大学生の就業力支援事業」）にお
いて、プレインターンシップ先の開拓（87件）、事前研修(コミュニケーションスキルアップ研修実践Ⅰ、コミュニケーションスキルアップ
研修基礎Ⅰ・基礎Ⅱ)の実施、プレインターンシップの体験談や感想談の本学ウェブサイトへの公開などを実施しました。また社会貢
献論演習の実施、社会貢献フォーラムⅠ・Ⅱの開催、海外語学演習の実施、両学部で学ぶ専門的連携科目を実施(8回)しました。就
業力向上支援スタッフとキャリアカウンセラーがキャリア形成支援講座Ⅰのプログラムを実施し、その結果を基に平成24年度のプロ
グラムを作成しました。


　研究奨励交付金事業は、プロジェクト研究、個別研究共にシステムが定着し、「足と靴の問題性と福祉拡充に関する総合的研究プ
ロジェクト」など積極的に推進してきました。
　福岡県立大学・田川地域（8市町村）連携推進協議会を継続して実施すると共に、田川市とは、田川市・福岡県立大学包括連携を
締結し、独自に助成金制度事業などを進めることができました。知的財産セミ ナー（九州経済産業局より補助）は継続して実施でき
ました。
　『教員免許状更新講習の開催』は継続して実施しました。


 　 公立大学法人である本学の役割は、福祉系総合大学として保健・医療・福祉の高度な専門的人材の養成とともに地域密着型活
動でありますが、地域貢献各種活動を附属研究所を中心に活発に行うことができました。


　  国際交流は、南京（ナンキン）師範大学と大邱（テグ）韓医大学校、北京中医薬大学（中国）、三育大学校（韓国）、コンケン大学
（タイ）と積極的に国際交流を行いました。また受け入れ留学生に対する環境整備などに努力し、交換留学生は12名に増えました。


　  総合的には、法人化中期計画第1期の最終年度であり、昨年度までの基盤整備の上に、継続した事業推進をするだけでなく、大
型研究資金を活用して事業を拡大し、大学の知名度向上にも貢献できたと考えます。
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福岡県立大学（全体的な状況）
※　業務の実施状況について
　の続き


【中期目標期間】
　入口管理は、大学案内や入試要項の点検、学部・大学院アドミッションポリシーの策定、平成20年度からはオープンキャンパスを２
回実施するなど積極的な広報活動を行い、オープンキャンパスでは目標を上回る参加人数を得ています。また入試会場を平成20年
度には鹿児島会場を増やし、受験生確保に努めてきました。受験倍率は学部学科間、大学院専攻間で差があり、受験生確保が十
分でない学科、専攻があり、受験生確保のための対策は継続して実施する必要がありますが、全体としての受験倍率は確実に向上
してきました。
　
　出口管理は、平成18年度にキャリアサポートセンターを開設し、平成19年度からはキャリア形成支援講座の拡大に積極的に取り組
みました。また平成19年度には理事長指名による就職・国家試験等支援部会を設置し、看護学部では、平成20年度より「寺子屋」を
作るなど教員全員体制で国家試験支援を強化してきました。その成果として平成21年度には、看護師国家試験100％を実現でき、そ
の後も高い合格率を維持できています。人間社会学部の学科改編の公共社会学科では、社会調査士支援プログラム、情報処理関
係資格取得支援プログラム、教員免許資格取得支援プログラム、公務員受験支援プログラムに取り組みました。社会福祉学科では
国家資格としての社会福祉士及び精神保健福祉士の受験対策に取り組んでおり、本学科の現役合格率は社会福祉士と精神保健
福祉士ともに全国を大きく上回る合格率を維持しています。


　教育では、教養教育の充実に努め、平成18年度より教養演習のテキストの作成・改訂をしてきました。平成21年度には新コース
「不況に負けない就活入門」を開設するなど、専門的職業人育成に繋がる教養教育の充実に取り組みました。特色ある取組として
は、両学部の専門領域を学ぶカリキュラムについて検討を重ね、平成20年度から実施し、平成21年度には受講生の人数も増加して
きました。教員能力向上のためのＦＤはワークショップなども取り入れ、参加型の取組を工夫してきた結果、教員の参加率は徐々に
向上してきました。ＧＰＡ制度は平成20年度から実施し、活用方法について検討した結果、平成23年度には、高得点者を卒業式で表
彰することができました。看護学部では、経験型実習教育の導入・拡大を進め、平成23年度には全領域(8領域)での導入ができまし
た。また臨床教授制の導入と併せて、教員と臨床実習指導者との協働による実習教育体制が整ってきました。
　特色ある取組としては、「文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」の採択・実施があげられます。また平成20年
度に第28回日本看護科学学術集会を開催し（約2700名参加）、その企画委員会が中心となった九州沖縄の看護系13大学の大学間
連携事業の企画である「看護系大学から発信するケアリングアイランド九州沖縄構想」が、平成21年度の文部科学省「大学教育充
実のための戦略的大学連携支援プログラム」に採択されました。平成22年度には、「就業力向上を目指す社会貢献支援プログラム」
が、文部科学省の「大学生の就業力育成支援事業」に採択されました。これらの大型外部資金の獲得を受けて社会貢献事業を積極
的に推進することができました。外部資金の獲得では、当初の目標数値を大幅に上回る実績を上げることができ、教育内容の充実
に反映できました。


　研究では、平成18年度に附属研究所とヘルスプロモーション実践研究センターを設置し、学長裁量経費の奨励交付金制度を設け
るなど、研究支援体制を整備してきました。平成19年度には研究所内に不登校・ひきこもりサポートセンターを設置、平成21年度に
は社会貢献・ボランティア支援センターを設置し、法人化前からある生涯福祉研究センターと合わせて研究所内に４センターの体制
としました。特色ある研究取組としては、平成21年度に新規研究プロジェクト『「学びの共同体」創りを目指した英語教育の実践的研
究』をはじめとして、生涯福祉研究センターとヘルスプロモーション実践研究センターにおける独自の研究プロジェクトや両学部によ
るプロジェクト研究が数値目標を上回る実績をあげました。また科研費の申請件数を上げるために、申請支援のための説明会を行
い科学研究費申請件数、獲得件数の増大を図りました。査読付き論文数は、平成19年度・20年度は計画を上回りましたが、その後
は計画数に届かないこと、招聘講演等の学会発表数は数値目標は上回っているものの、伸び悩んでいることは次期中期計画に向
けた課題です。


　社会貢献における特色ある取組としては、平成18年度に産学官民連携として福岡県立大学・田川地域（８市町村）連携推進協議会
の設立、平成19年度に不登校・引きこもりサポートセンターの設置、平成20年度には内閣府「地方の元気再生事業」の採択、さらに、
リカレント教育の一環として平成20年度から福岡県立大学社会福祉学会（生涯福祉研究センター、社会福祉学科共催）を立ち上げ、
県大ＯＢ・ＯＧを含む県内外の福祉関係者の研修の機会を提供することとしました。
　また、各種健康教育や専門職業人を対象にしたリカレント教育は目標を上回る実績を上げています。
　平成21年度から教員免許更新制が導入されたことに伴い、文部科学省の認可を受けて、「教員免許状更新講習」を７講座開設し、
その後も継続して実施しています。
　平成20年度には糖尿病看護認定看護師教育課程（定員15名）が大学で初めて認可され、看護実践教育センターを開設して、認定
看護師の養成を中心とした看護実践教育を開始しました。平成23年度までで52名の修了生を送り出すことができました。


　国際交流は、東アジアとの姉妹校協定を推進し、法人化前の南京師範大学に加え、大邱韓医大学校(韓国）、北京中医薬大学(中
国）、三育大学校(韓国）と交流協定書を締結し、コンケン大学(タイ)とは覚え書きの締結を行いました。留学生の数は徐々に増え、平
成23年度には12名になりました。イギリスのヨーク大学やオーストラリアのモナッシュ大学、アメリカのハワイ大学への短期語学研修
も実施しました。
　英語版ウエブサイトに加えて、平成21年度には中国語版ウエブサイトも開設し、平成22年度にはコリア語版も開設いたしました。
　
　総合的には、中期計画に従い、順調に進んできたと評価しています。
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福岡県立大学（全体的な状況）
【平成23年度】
　　学生納付金については、分割納付契約者の納付遅延防止に向け、契約者全員に対し、期日厳守の通知を行うとともに、23年度
分は、未納者に対して徹底した電話・文書による督促を実施した結果、99.97％を徴収できました。


　外部研究資金等については、科学研究費等の外部研究資金に加え、継続の大型の教育等に関する外部資金の獲得により、目標
を大きく上回り、獲得することができました。


　経費の抑制に関しては、人件費については、業務のアウトソーシングによる事務配分の見直しや時間外勤務の縮減などに取り組
んだほか、退職教員の後任人事に若手教員を採用するなどの取組を行いましたが、社会保険料事業主負担率の改定増などの要因
で、目標数値は達成できませんでした。引き続き、人件費抑制に努めてまいります。


　通信運搬費等の節減及びその他収入の確保についても、概ね目標を達成しました。今後もより一層の収入の確保及び経費の節
減に取り組んで参ります。


【中期目標期間】


   学生納付金については、過年度分未納者に対し、少額訴訟案を送付し、督促の強化に努めた結果、未納者全員と支払能力に応
じた債務弁済契約を締結し、未納額の納付に目途を付けるとともに、分割納付契約者の納付遅延防止に向け、契約者全員に対し、
期日厳守の通知を行うなど行った結果、期日どおり納付がなされている状況です。また、現年未納者に対しては、こまめな電話・面
接・文書による督促に取り組んだ結果、納付は法人化前に比べ、毎年度ほぼ100％の納付額を確保することができました。


　 外部研究資金の獲得については、科学研究費等の外部研究資金に加え、平成21年度以降「看護系大学から発信するケアリン
グ・アイランド九州・沖縄構想」はじめ、教育等に関する外部資金の獲得により、目標数値を大幅に上回る収入を獲得できました。さ
らに、ヒーリング講習会を東京で開催するなど、課外講座授業料も大幅に獲得するとともに、施設使用料については、地域でのイベ
ント等の利用促進に向けた情報の発信に努め、収入の確保に努めました。


　 経費の抑制に関しては、人件費は、時間外勤務縮減の取組の実施や退職教員の後任補充に若手教員を採用、特任教授制度を
導入するなど、人件費抑制の取組を行いました。
　
   光熱水費・通信運搬費の節減についても、冷暖房の温度設定やこまめな照明の消灯などに取り組むほか、宅配業者のメール便
の利用促進やＩＰ電話の利用などの取組を行ったことから、目標を達成することができました。


財務状況について
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福岡県立大学（全体的な状況）
【平成23年度】
　本法人は第一期中期計画の最終年度にあたり、中期計画の達成度をさらに高めることによって、本学の設置目的である保健・医
療・福祉の 専門職業人を育成する地域密着型福祉系総合大学としてのますますの充実に向け、能率的運営・推進を行うことを方針
としました。教員兼務理事2名体制が軌道に乗り、法人のマネジメントが円滑に進むようになりました。附属研究所においては、4セン
ターがそれぞれ機能的に事業を推進できるだけでなく、附属研究所としての全体事業やセンター間の連携事業が推進できるように
附属研究所調整会議に教員理事がオブザーバーとして参加しマネジメントしました。
　看護学部の受験者は昨年に引き続き高い志願倍率を維持し、人間社会学部の社会福祉学科と人間形成学科は志願倍率を持ち
直してきた反面、公共社会学科は志願者数が減少し、過去最低となりました。学部設置20年を迎え、根本的な改革を考える必要が
あると考え、学長主導で人間社会学部の改革案について検討し、その成果を設置主体に報告しました。
　経営体制では、学内理事5名による四役会（週1回）、拡大四役会、部局長会議(月2回）を基軸に、各学部教授会や事務職員会議
の実施で政策・情報の共有化を図りました。加えて大学改革セミナー、理事長指名6部会（全学教務部会、自己点検・評価部会など）
やFD部会、個人業績評価活動を通して、意識改革・大学運営への推進力向上に継続して取り組ました。
　「看護系大学から発信するケアリング・アイランド九州沖縄構想」、「就業力向上をめざす社会貢献支援プログラム(就業力育成支援
事業)」の大型プロジェクトに関しては、直接理事長が関与し大学全体として取り組む体制を継続しました。
　保健師と助産師を大学院教育に移行する案を設立団体である福岡県と協議した結果、助産師教育だけを大学院教育に移行する
ことが決まり、文部科学省へ申請案を提出しました。また保健師教育は学部での選択とするカリキュラムを整備いたしました。
　大学所蔵の世界記憶遺産（MOW）である山本作兵衛氏の日記と絵画の保存のために新設の附属研究所内に特設の保管室と展示
室を作る調整をしました。
　事務局体制を強化するために、平成24年度からプロパー職員を2名採用することを決定しました。
　


【中期目標期間】
　法人化以降、本学を取りまく厳しい環境（超少子化、18歳人口の減、大学間競争等、そして緊縮財政等）の下で大学運営を前向き
に取り組むことにしています。
（１）　理事会による経営に基づき、学内理事による四役会での意思確認、部局長会議による日常方針の決定、改革セミナーによる
　　意識改革に努めています。
（２）　「スリムな経営、質の高い教育・研究・社会貢献の実現」のために、教職員が一丸となって取り組んでいます。
（３）　業務運営では、平成18年度に理事長諮問によるワーキンググループ（全学カリキュラム、社会学科改革、大学院博士課程）を
　　設置し、大学改革を推進してきました。また理事長のリーダーシップによる全教職員を対象とした改革セミナーを年に
　　数回実施し、全教職員の意識改革に積極的に取り組んできました。看護学部の教育研究組織の見直しは遅れていましたが、
　　平成20年度には「看護学部再生マスタープラン」を作成し、看護学部の教育研究組織を学系制に再編しました。人間社会学
　　部の改革では、将来構想委員会を設置し、審議内容をヒアリングした検討案を設立団体である福岡県に提出しましたが、
　　再検討を指示されたため、学長・両教員兼務理事を入れた委員会を新たに設置して検討を重ね、再度福岡県と調整しています。
（４）　評価では、自己点検・評価の実施及び個人業績評価の給与への反映も実施し、平成20年度には,独立行政法人大学評
　　価・学位授与機構の受審に向けた自己点検評価部会を設置し、平成22年度に認証評価を受け、評価基準項目の全てに基準を
　　満たし、また優れた点として12項目が挙げられ、改善すべき点はないという評価を受けました。さらに選択的評価事項Ａ(研究
　　活動の状況)では目的に達成状況が良好である、選択的評価事項Ｂ(正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況)で
　　は目的の達成状況が極めて優れていると高い評価を得ました。
（５）　情報公開については、平成21年度においてホームページの大幅な改定に取り組み、県民の方々への情報発信に努めました。
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